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民俗学 篇 w 常世 論 日本人の 宇宙観 -  編集の しおり 川 


ャポネ シァの 水先案内 人 ... ノ  川 島 健 1 


谷川さん の 著作に 初めて 接した の は、 一九 七 四 年の 秋の ことで ある。 その 頃 ぼく は、 アイヌ 民族の 

文化に 取り 憑かれて いて、 何度も 北の 大地に 足 を 運んで いたが、 南 島 は 視野の 外にあった。 『埋もれ 

た 日本 地図』 『孤島 文化 論』 『沖繾 —辺境の 時間と 空間』 立て続けに 読んだ この 三 冊の 本 は、 民俗学が 

思想 的 営みで ある こと を 教えて くれた。 谷川さん の 世界に 触れる こと は、 文化人類学と は 違った 民俗 一 

学の 奥深さ を 垣間見る ことで もあった。 そして 同時に、 それ は琉球 弧の 民俗 世界の 始源 性に 触れる 体.； 

験であった。  ， 

「中央に たいする 辺境、 頂点に たいする 底辺 は、 収奪され、 疎外され る 存在と いう ほかに、 中央 もし 
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くよ 頂点の 対 極 概念と しての 不可視の 文化の 中心と いう 意味 を もつ ている。」 

「私に とって、 沖繾 列島の 先 島と 呼ばれる 部分、 その 中で とくに 宮 古島 は、 日本の 現実の 首都の 対 極 

として、 辺境の 光学に 照らし 出された 幻の 首都で ある。」 (『孤島 文化 論』) 

当 寺、 こうした 言葉に どれ だけ 引きつ けられた ことであろう か。 「幻の 首都」 ぼく は 何度. となく こ 

の 言葉 を 反復し、 陶然と した 気分に なって いた。 

それから 一年 半程經 つて、 初めて 宮 古島に 渡る 機会が やって来た。 しかも 幸運な ことに、 宮 古島で 

は 「太陽の 洞窟」 の 中で 大神 島の 谷川さん を 案内す る 人と して 登場した 島 尻 ヨシノ 先生に 出会えた の 

だった。 何とい う 偶然 か。 谷川さん がより 身近な 存在に 思えて 来た。 島 尻さん は 心 優しく も、 見知ら 

ぬ ぼく を大神 島に 連れていって くれた。 舟が 島に 着く と、 島 尻さん は 穿いて いた サンダル を 脱ぎ 裸 

になる と、 ス タス タと 坂道 を 上って いった。 ぼく は 夢見て いるよう な 心地に なった。 谷川さん が 描 

き 出して くれたの とそ つ くりの 光景が、 そこ に 展開され ていたから である。 

初めての 南 島への 旅 は、 こんな 風に 谷川さん の 旅 を なぞる ように 続けられた のであった。 そして、 

谷川さん という 眩しい 光源に よって 照らし 出された 琉球 弧が、 あまりに も 鮮烈であった ため、 南 島 体 

験 を 自分の ものと して 内省す るた めに は、 少しば かり 時間が かかった。 

昨年 (一九 八 七 年) の 夏、 十一 年 振りに 再び 宮 古島 を 訪ねる ことができた。 ひたすら 恋い焦がれ てき 

た 珊瑚礁の 海で あつたが、 ぼく は 不恰好に も、 火照 命 や 猿田毘 古の ように、 その 海で 溺れる という 失 

態 を やら かしてし まった。 病院の 集中治療室に 担ぎ込まれ、 一晩、 人工呼吸 器に つながれる 身と なつ 

たもの の、 幸い 恢復す る ことができた。 これ は 恥ずかしい 事故であった けれど、 谷川さん にだけ はお 


話しした くな つた。 「明るい 冥府」 を 求めて 南 島の 旅 を 重ねてき た 谷川さん なら、 という 気持が あつ； 

たから だ。 そこで 迷惑と は 思いながら も 手紙 を 差し上げ ると、 返事 を 下さった。  一 

「数 分 間にし ろ 常世の国に いかれた お 話の 手紙 を 拝見いた しました。 衝撃 的な 体験で したね。 波間に， 

ぼっかり 浮んだ 身体と、 無心に 湧き 立つ 青い 海の 彼方の 雲の 峯 とのと り あわせ を 思い描きました。」 . 

と 書かれて あった。 柳 田 国 男の 『海上の 道』 に 匹敵す る 刮目すべき 『常世 論』 を 書いた 谷川さん が、 ■ 

ここに もい るよう で、 とても 親しい 気分に させられた。  1 

それから しばらくして、 谷川さん は、 鹿 児 島の 新聞社が 島尾敏 雄の 一周忌に ちなん で 特集 を 組む こ； 

とに なった とき 「ャポ ネシァ 論」 を 書く こと を 推薦して 下さった。 ぼく は 歓喜した。 思えば、 島 尾敏ー 

雄と ャポネ シァの 発想 を 教えて くれ、 ぼく をと りこに したの も 『沖繙 —辺境の 時間と 空間』 の 谷川 さ； 

ん だった。  一 

谷川さん ご 本人に は、 まだお 会いした こと はない。 もう 少し こちらに 膂カ がつ いてから、 などと 考 

えてい るから、 一向に その 機会 はやって 来ない。 しかし、 その 刺戟的な 著作と はいつ でも 対座す る こ 

とがで きる の だから、 嘆く こと はなかろう。 この 卓越した ャボネ シァの 水先案内 人が 同時代に 生き、 J 

果敢に 戦い 続けて いると 想像す る だけで、 ぼく は 勇 気づ けられる。  (沖 纈 文化 協会 会員) 一 
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「考古学」 的な 出会い  尾 関 章 

考古学 的 発見 は、 不意に、 全く 予期せ ぬ 事柄 を 人々 の 前に 突きつ ける。 作為され、 手垢に まみれた 

物語 は、 土中から 出現した 物 達に よって 見事に 破砕され る。 長屋 親 王宮 跡から 出土した 一片の 木簡 は、 

「正史」 という 「滑らかな 社史」 (谷川 健 一 『白鳥 伝説』 より) の 欺瞞の 一 端 を 暴いて みせた。 この ニュ 

I スが 各紙の トップ 記事に された 数日 前、 私 は 谷川 先生から 本文の 依頼 を 受けた。 それ は、 透明な 光、 

に 満ちた 「たけとみ の 海 ざら し」 の 絵はがきに 添えられた 短信であった。 「私の ような 者に」 という 

思いの なかで、 私 は 狼狽した。 この こと は、 私に とって 不意討ちに 近い 出来事だった。 

思えば、 ここ 数年 来の 私の 関心の 全て は、 谷川 先生との 出会いな くして はありえなかった。 

八 年 前の 夏の ある 日、 高校の 社会科 教員であった 私 は、 ふと 手に した 一冊の 書、 『青銅の 神の 足跡』 

に 衝撃 を 受け、 夜 を 徹して 読み ふけっていた。 谷川 健 一とい う 名 を 知った の も その 時が 最初であった _ 

その 頃の 私 は、 教壇で は 努めて 明るく 振舞いながら も、 一人に なると、 限りなく 閉じて いくかに 見え 

る 暗い 坂道 を よじ登りながら、 手当り 次第に 本 を 読み、 かすかな 出口 を 求めても がき、 焦燥して いた _ 

しかし、 出口 は 思いがけな くも、 向う から やって きた。 暗い 坂道の 向う に、 突如と して 鮮やかな 広 

大な 夜景が 広がった。 『青銅の 神の 足跡』 は、 そんな ィメ ー ジで 私の 胸中 を 押し 開いて くれたの であ 


る。 どれ 程の 時間 を 要しよう とも、 あの 広大な 夜景の 街角に 到り、 渴 きを 癒す 美酒 を 呑む こと、 迷い 一 

坂から 解放され た 私の 眼前に、 一本の くっきり とした 道が 開かれた 思いであった。 以来 ここ 数年、 仕 一 

事 を 終え 一人に なると、 私 はこの 道 を ひた 走りに 走り続けた。 郷土の 歴史と、 失われた 風土の 姿 を、 " 

私の 裡に 可能な 限り 思い描いて みる こと、 そのような 課題 を 自らに 課した。 

それから 五 年後、 無視され る こと は 覚悟のう えで、 書きた めて きた 拙文 を 先生の もとに 送った。 そ 一 

の 後、 あまり 日 を 置かず して、 私 は 先生からの 封書 を 手に し、 小躍りした。 そして その 年の 四月、 川 一 

崎の 地名 研 シンポジウムに 参加し、 初めて 先生に お会いす る ことができた。 会場に は、 枠に とらわれ 一 

ない 自由 闊達な 空気が あふれ、 著名な 学者から 私の ような 全くの 無名 人まで が 同席し、 郷土史 を 掘り 一 

起こそう とする 人々 の 熱弁に 聞きい り、 多様な 専門 領域が スパ— クし、 「学際的」 な 火花が 散って い： 

た。 谷川 先生の 逞しい 肉体と そこに 宿る 鞏固な 思念が、 その 要に どっかり と 腰 をす えていた。 その 時， 

私 は、 心が 大きく 開かれて いくような 快感に ひたって いた。 

それから 一年 後、 私 は 高校の 教壇から 岐阜県 博物館への 出向 を 命じられた。 担当 は 意外に も 考古学 一 

であった。 その 年の 初秋、 谷川 先生 は 濃 飛 (岐阜県) に 残された 「両面 宿 儺 伝承」 を 求めて 来岐 され 

た。 伝承 地 を ご 案内した 後、 小 瀬 鵜 飼 を 見学され、 私 は 嬉し さの あまり、 したた か 美酒に 酔い しれた" 

この 日、 私 は 郷土の 歴史に 対する 私の 思い を 一冊の 本に する こと を 密かに 決意した。 意外に も それ は 

早く 成り、 『濃 飛 古代史の 謎』 (三 一書 房) を 出版す る ことができた。 読み返せば、 その 稚拙 さに 驚く： 

ばかり、 あの 広大な 夜景 は 到達 不可能な イデア 界 のように 私の 遥か 前方に 横たわつ ている。 しかし、 

先生の 「自らの 足元 を 深く 掘れ」 という 力強い 励ましの 言葉 を 胸に、 これから も 走り続け たいと 思つ 


てレ る。 そして また、 「今、 私たちが 日本に とどまって なお 日本 を 超える 道 を 探す となれば、 国家の 

神で ある 天つ 神で なく、 国土の 神で ある 国つ 神 を 求めねば ならない」 (『地名と 風土』 4 巻頭言) とい 

う、 凛 然として 放 たれた 谷川 先生の 言葉 を、 暗澹と した 日本の 昨今 を 生きる 自らの 勇気と して。 

(岐阜県 博物館 職員) ，， 


〈霊 力〉 を も つ た 民俗学  上 原生 男 


〈南 島〉 の ゆるやかな 時間の 中の 黄色い 口舌の 徒 を 許容して、 黙って 励ます、 どこかで 深い 学殖のう 

ちわで 軽く いなし うちのめす。 忘れ 果てて いた 頃、 著作が 送りと どけられる。 これが、 谷川 流の 〈し 

込み 方〉 だ。 いわば、 柔と剛 をお り まぜ、 〈猶予〉 を 与える、 この ことに 方法 的な すじ を 読み込む こ 

とが 出来る に は 一 一十 年 近くの 歳月 を 要した。 

その 著作 は、 或る 〈時代〉 の 終焉の 色 あいの 中で、 底に 流れる 〈大人〉 の 風格と 繊細 さに よって ひ 

ときわ 冴 を 見せる。 〈時代〉 の 悲哀と 矜持 を かみしめ、 その 〈精神〉 の 持続と 鍊磨を 訴えて いる 文体、 

この こと は 〈学〉 と は どこに 在り、 どこに むき 合って ゆかねば ならない か、 という こと を 後 を 行く 者 

の戒 として 強いて 来る。 

読む たびに 海の しぶきの ような ものが 打ち寄せて 来る。 現場の 臨場感 を 失わずに、 哀感が 漂って く. 


る 文章。 庶民の ひと ふりの 時間の なかで、 いにしえからの 生活の 威光 を 確かめて いく。 その 文体の 奥 

から、 人間の 悲 哀感が にじんで 来る。 民俗学 を 突きつ めて ゆく 途中で、 〈谷川 学〉 は 民俗学 を 越える 

輝き を 出し 始めた。 民俗学の 奥深い ところに 存在す る もの は 何であろう か。 

蟬の 鳴き やまぬ 本年の 初夏の 沖纈 への 来訪 は、 病が まだ 回復して いなかった であろう か、 天 をつ く 

様な 身 を、 いく 分 前 かがみの 姿勢の なかに、 足腰が いくぶん 弱って いるかの ようであった。 それでも 

文献の ひと くだりの 章句で 〈南 島〉 の 昼 下りの 私たちの 時間に 快い 刺激 を 与えて いた。 老いの 角度よ 

り も 谷 = 氏の 〈学〉 の モチ— フの 角度 は 鋭角 的で、 なお 泉の ように 湧き あがって くる 旅への 思い 民 

俗学の 旅へ 誘う もの は 何であろう か、 と 羨望 を 持った。 

歳月 人 を 侍たず、 というが、 民俗学と は、 じっと 人 を 待ち 続ける 歳月に むき 合う 暗い 時計 だ。 じり 

じり 時 を 刻む。 だから 時代の 底の 方に 向き合い 結論 を 急ぐ いさかいと は 決別して ゆく、 結論が あらい 

出されて ゆく。 しかし、 遁世 者の 学で はない。 本当 は 結論 を どこまでも 疑い、 人間の 始 源へ むかう 魂 

の 学 だ。 旅から 旅へ 現場 を 求めて ゆく と、 ちいさな 些事に 眠って いる 冥府に つきあたる。 語り継ぐ う 

ちに 忘れ 果てて しまい、 ひっそりと 眠って いる 冥府、 これが 日常の 底に 隠れた 黄金 郷、 まさに 〈神 は 

細部に 宿りた まう〉。 

血液の ようにめ ぐり 廻つ ている 庶民の 生活の 根源 を 照らし 出す もの こそ、 谷川 氏が 自ら 逍遙す る 力 

のように 形象化した 〈学〉 であり、 氏 をつ き 動かして やまない 魂 だ。 些事の 中に 眠って いる 巨大な 鐘 

が 鳴り ひびいて 来る。 この 響きの 前で、 誰もが 忘れ 果てて いた 〈伝承の 神〉 のいで たちに 遭遇す る。 

旅から 旅へ、 現 募の 空間の せとぎわへ かりたてて ゆく 渴望 こそ は、 谷川 氏が 現代の 神の いでたちで 民 


俗学へ たちむかって ゆく 衝 迫力で ある。 〈沖 繙〉 風に 言えば 〈霊 力〉 (セジ ) が、 乗りうつつ ている か 

のよう であり、 柳 田 国 男 や 折 口 信 夫と は 風格 を 別にし、 そのいで たち は 〈霊 力〉 を 冠に 謡の 根源へ、 

その 呪 力の 彼方 をつ き 抜け、 今 この 列島の 中に 埋もれて いる 謡の 中枢へ 遡行す る。 それ は、 呪 力の な 

かに 眠って いる、 もう ひとつの 『海上の 道』 ではない か。  (評論家) 

參 編集部 だより 

『谷川 健 一 著作 集』 全 十 巻 は、 本 巻 を もって 完結です。 

一九 八 〇 年 秋、 その 第一 巻 を 刊行し、 谷川 民俗学の 赴く 長征に 同伴しょう としてから、 既に 八 年の 

歳月が 過ぎました。 

永らく 御 愛読 い た だきました 御 購読者 の 方々 に 深く 感謝いた します。  00 

柳 田 国 男、 折 口 信 夫が、 明治 以降の 急激な 近代化の 中で、 見失われて ゆく 日本人の 魂の 原郷を 求め 

て 孤高の 戦い を 挑んだ ように、 今、 近代化の 新しい 波 ともいうべき 高度 経済社会 とその 爛熟期の 渦中 

に、 「日本人と は 何 か」 を 問い 続ける 谷川 民俗学の これまでの 成果 を 結集し 得た と 思います。 

日本人の 生活と 文化の 基 層に せまり、 転換期の 民俗学の 魅力 を 集約した 『日本 民俗 文化 資料 集成』 

(谷川 健  一 • 責任 編集) 全 十二 巻の 刊行が 始まりました。 

第 一 回 配本 第 八 巻 妖怪 特別 定価 八 〇〇〇 円 (定価 九 八 〇〇 円) 


谷川 健 一 著作 集 
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第 八 巻 あとがき. 

初出 一覧 ，^ 一 


常世 論 


常世べ にかよ ふと 見し は 立 花の かをる 枕の 夢に ぞ有 ける  林 櫻 園 


序章 


日本人の 意識の 根元に 横たわる もの をつ きつめ ていった とき 「常世」 と 呼ばれる 未知の 領域が あらわれる。 そ 

れは 死者の 国で あると 同時に、 また 日本人の 深層 意識の 原点で ある。 いや それば かりで はない。 日本人が この 列 

島に 黒潮に 乗って や つ てきた ときの 記憶の 航跡 を さえ 意味して いる。 仏教 や キリスト教の 影響に よる 世界観 や 死 

生 観が 支配す る 以前の 日本人の 考え方 を 「常世」 の 思想 はもつ とも 純粋 かつ 鋭敏に あらわして いると 私に は 思わ 

れる。 

常世の 思想 は 私が 沖繙 通い をく りかえ している うちに、 南風に 当てられて、 熟して いった。 それ は妣の 国への 

あこがれ 

係 恋と 言い換えても よい。 私 は あまく 熟れた果実 を むさぼる ように、 妣の 国の 思想の 刻まれた 南 島の 風土 を 旅し 

つづけて きた。 

沖繮の 島々 は その 周囲 を 珊瑚礁に かこまれ ている。 珊瑚礁の 内側 は イノ ー と 呼ばれて、 潮が 引く と 干 瀬が あ 

ら われる 浅い 海で あり、 島び とが ィザリ 漁 をす る 日常 空間で あるが、 珊瑚礁の むこう は どす 黒い 波のう ねる 外洋 

である。 そこ は 島び とがめ つたに いくこと のない 非 日常 的 空間で ある。 
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沖 繩の海 を 眺める ときの 感動 は、 日常 的な 空間と 非 日常 的な 空間 現世と 他界と がー 望に 見渡せる ときの それ 

である。 それ を 一語で 表現す ると なれば 「かなし」 という 語が もっとも ふさわしい。 沖繩 では 「かなし」 という 

語 は 愛着と 悲哀の 入り 混った 語と して、 今日で も 使用され ている。 現世べ の 愛着と 他界への 悲哀 だけでなく、 現 

世の 悲しみと 祖 霊の 在ます 他界 へ の 思慕 もこ の 言葉に は こめられ ている。 碧玉 色の 内海と 青黒い 外海と を 隔てる 

もの はリ —フに 揚がる 白い 波で ある。 その 白い 波し ぶきと まじりあう 明るい 冥府が ほしいば かりに、 私 は 珊瑚礁 

の 砂に くるぶし を 埋めて きた。 

沖繙の 古い 墓 は 海岸の 洞窟 を 利用した 風 葬 墓で ある。 洞窟の 入口 は 完全に ふさがれて はいない。 うす ぼんやり 

とした 黄色い 外 光が 洞窟の 内部に 差し こみ、 死者の まぶた を やさしく こすり、 死者 を まどろみに みちびく。 死者 

たち は 黄昏に 似た おだやかな 薄明の なかで、 ひとときの 休息 をた のしんで いる。 沖繙 では 墓の こと を 「ようど 

ゆうなぎ 

れ」 と 呼ぶ が、 この 語 はもと もと 夕風 を 意味す る 言葉で ある。 そこに は i 咼級 宗教" が 発明した 死者の 歯が みす 

る 暗黒の 世界 はな か つ た。 

そのこと を 痛感した の は、 宮 古島の 島 尻の 山の 中腹に ある 自然 洞窟の 墓 を 訪れた 時であった。 洞窟の 中に 風 葬 

された 無数の 人骨 はも はや 古ぼけ、 苔む していた が、 引き裂かれた 岩の 隙間から、 大神 島が 真向いに 見えた。 神 

の 島と して 宮 古の 人た ちに 尊崇され てきた 大神 島に、 死者た ちの 視線が いつも 向けられ ている ことに、 私 は 死者 

たちの 幸福 を 感じた。 それ はやが て その 場所に 自分た ち も 葬られる という 生者た ちの 幸福に つなが つてい ると も 

思われた。 死者の 視線 は 生者に とどき、 死者と 生者の 連帯 は 失われて いない。 

琉球 でも 昔 は 古代 日本と おなじように、 赤、 白、 黒、 青の 四 色が 色の 呼称の すべてであった。 したがって 黄色 

を 表現す るに も、 青と いう 呼称し かなかった。 黄色い 外 光に ひたされた 死者の 世界、 それ は 青の 世界で あり、 死 

者 を はこんで 葬った 地 先の 小島が 青の 島に ほかならぬと、 沖繙の 学者、 仲 松 弥秀は 言って いる。 沖繩 本島お よび 


その 属島に は、 奥武 島と 呼ばれる 小島が 五つ ある。 その 奥武島 はもと、 青の 島と 呼ばれて いた ことが、 琉 球の 古 

書に 照らして あきらか である。 久米 島の 仲 里 村に ある ィフの 海岸から 目と 鼻の 先に ある 奥 武島も かって は 主 ^ の 島 

と 呼ばれて いた。 また 宮古 群島の 一 つ、 池 間 島の 青 籠 は、 入り江に のぞむ 岩の 穴に 死者 を 葬る 場所であった。 

日本 本土に おいても、 死者 はなぎ さに 近く 海 崖の 洞窟 や 砂浜に 葬られた。 『出 雲 国 風土記』 で、 ^^^の！^^ぃ 

うぶきみ な 記述 をされ ている 猪 目 洞穴 は、 直角三角形の 巨大な 洞穴で ある。 今では 舟 庫に なって いる その 洞穴の 

奥 はとな りの 鷺浦 という 集落に つづく、 と 地元の 人た ち は 信じて いる。 この 洞穴の 奥から 古い 人骨が 十数 体 出土 

して、 黄泉の 穴が たんなる 伝承の 場所でなかった ことが 判明した。 出 雲海 岸の 西側に ある 黄泉の 穴にたい して、 

東の 夜 見 島 も、 大昔、 死者の ゆく 黄泉の 島ではなかった かと 推定され る。 

死者 を 集落から ほど 遠くない 小島 や 海浜に 葬る 慣習が あった 時代に は、 死者の いく 黄泉の国 は 現世の すぐ 近く 

にあった。 それ は 南 島の 青の 島 も 同様であった にちがいない。 

対 馬で は 豆 酸と いう 集落の 北に ある 卒 土が 浜 も、 かって は 埋葬地で あつたので はない かと 考えられ ている。 豆 

酸の 人た ち は、 近親者が 死ぬ と、 卒 土が 浜の 見える 坂のと ころまで きて 「見ぎ やきました」 といいながら、 小石 

をう しろ 向きに 投げて かえると いう。 対 馬の 西海岸に ある 青 海と いう 集落で は、 詣り墓 は 寺の 裏山に あるが、 い 

わ ゆる 捨て 墓と なって いる 埋葬 所 は、 集落の 前の 海ぎ わに ある。 そこに 立つ と、 一望の 下に 収められる 青い 水平 

線が、 つねに 死者た ちの 眼で 眺められ ている こと を 知る。 この 青 海と いう 地名 も、 南 島の 青の 島と 同様に、 死者 

の 葬 所と 無縁で はな かろうと 私 は 考えて いる。 

村が ひとつの 宇宙で あり、 村 境 は 現世と 他界の 接点と 考えられ ていた 時代、 他界 は 現世の 延長で しかな く、 川 A 

世と 他界 はま つ たく 相似の 世界で あると みなされ ていた。 与那国 島で は 最近まで ハ ー リ— 船の 競技が おこなわれ 

る 五月 四日に は、 後生で もハ— リ ー 船の 競技が あると 信じられ ていた。 後生と は あの世 を あらわす 南 島 語で ある。 
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私 は 十数 年 まえに、 八重 山で 池 間 島 出身の 巫女から、 この 世で 警察官 をして いた もの は、 後生で も 警察官に なり、 

この 世で 学校の 教師だった もの は、 あの世で も 教師で あり、 そして この 世に 葬儀が あるよう にあの 世に も 葬儀が 

あると いう 話 を 聞いた。 その 巫女が 後生に いって かえると き、 後生の 人た ち は 波打 際に 立って 自分 を 見送った、 

と 語った こと を おぼえて いる。 

この 世に なぎさが あるのと 同様に、 あの世に も なぎさが ある。 海神の 娘の 豊玉姫 は 自分の 産んだ ヒコ ナギサ • 

ゥ ガヤ フ キア ュズ を、 なぎさに 置き去り にして 海 神宮に 逃げ かえった が、 「海の 底に おのずから 可 怜小汀 あり」 

と 『日本書紀』 は その 消息 をった えてい る。 つまり 海 神宮の ある 他界に も きよらかな 波打 際の 平地が あると いう 

ので ある。 

『丹 後 国 風土記』 逸文に 浦 島の 子が 海神の 娘に 送った 

子ら に 恋 ひ 朝 戸 を 開き 吾が 居れば 常世の 浜の 浪の音 聞 ゆ 

という 歌が ある。 これで みれば 常世に 浜が あると 古代人 は 想定して いた ことが 分かる。 

私 はふし ぎな 一枚の 絵 を 思い出す。 それ は 相 良亨の 紹介す る r 宣 長と 篤 胤の 夢中 対面の 図」 である。 宣 長の 生 

前に は その 名前 さえ 知らなかった 篤 胤が、 宣 長の 死後、 夢の 中で 出会い、 師弟の 契約 をした という もので、 この 

ときの 夢 を 篤 胤が 絵に かかせた ものである。 それによ ると、 篤 胤 は 波打 際に 手 をつ き、 立った ままの 宣 長に 初 対 

面の 挨接 をして いる。 ここにお いても 篤 胤が 夢に 見た 常世の なぎさが 表現され ている。 

この 世と あの世 はま つ たく 相似の 事象 を 反映す る 合わせ鏡 である。 そこで この 世の なぎさと 常世の なぎさが あ 

るの はとう ぜんの ことであった。 これ を 一冊の 書物に たとえて 見る と、 その 開かれた 左右 対称の ぺ ー ジは それ ぞ 


れ この 世で あり、 あの世であって、 その 中心 軸に あたる ものが、 なぎさであった。 

おおぎ みそん き じょ か 

この 世の なぎさ は 常世 浪の 押しよ せる ところで ある。 沖繙 本島の 西海岸の 北部に ある 大宜味 村の 喜 如嘉の 海神 

祭に うたわれる 歌に 

一一 レ ー 潮 や さすら どや 

みなと 潮 や みつら どや 

という 荘重な ひびきの 言葉が ある。 この ニレ ー 潮 は、 二 ライカ ナイから 海辺に さしてく る 潮が しらで あり、 いわ 

ゆる 常世 浪に ほかなら ない。 

私が 敦賀 市の 立 石 半島に ある 沓の 老女から 大正時代の 話と して 聞いた ところでは、 産婦 は 四十 日た つと、 なぎ 

さに 建った 産屋 を 出て 自分の 家に 帰る。 その 時 はかならず 腰巻 一 つの 裸になって 波打ぎ わで、 波 を 頭から かぶる。 

波が 立たない ときには、 海に とびこんで、 いっぺん 頭から 潮 をく ぐる。 雪の 降る ような 寒い ときには、 まず 行水 

をす る 盥に湯 を 沸かして 襦袢 をし めし、 その 襦袢 を 着て 海に とびこむ。 こうした 行為 は 産の けがれ を 取り去る と 

いう 意味 を もつ の はもち ろんで あるが、 もともと は 常世 浪を 身に 受ける 行為で あ つ たと 私 はおもう。 

敦賀 市の 立 石 半島に 点在す る 産屋 は 海岸の すぐ 近くに 建 つてい る。 なぎさからの 距離 は せいぜい 十数 メ ー トル 

くらいしかない。 波の 荒い 日の 多い 日本海の なぎさに 産屋 を 建てる 習俗が なぜ つづ いてきた かと 言えば、 それ は 

常世に もっとも 近く、 誕生の ための 一時的な 仮住い をもう けたいと いう 願望に ほかならぬ、 と 私 は 見る ので ある。 

この 世の なぎさと 海 坂 を 越えた あの世の なぎさの 中間に よこたわる 海、 太陽が 射せば 明るく かがやき、 厚い 雲が 

陽 を さえぎれば 暗く かげる ところの 海、 それ は 生と 死の あわいの 海であった。 その きらきら しい 反映に 身 を ひた 
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して、 死から 生への 再生の ための 一時的な 仮住いが 作られる。 それが 産屋で ある。 

古代に おいて 誕生 は、 先祖の 霊の 再生と 考えられた。 いったん は 常世に 身 を 置いた 先祖 は 再び この 世に 生まれ 

変わる と 信じられた。 そのため にも 産屋 は 海岸 近くに 建てられる 必要が あった。 そして 子どもが 生まれ、 産屋で 

の 生活が おわる と、 産屋 は 火 を かけて 焼かれねば ならなかった。 そうする ことで、 子どもの この 世に おける 新生 

は 確立され る。 

あらせつ しちや か ま 

それ は奄 美の 新 節で 節 小屋の 中に 海の 彼方の 二 ラと 呼ぶ 常世から 招きよ せた 稲 霊 を こもらせ、 その 小屋 を ゆす 

ぶりつ ぶす ことで、 稲 霊の あらたな 再生 をうな がすと いう 行事が ある ことから も 推察され る。 一時的な 仮住いと 

いう 点で は、 産屋と 喪屋 はおな じで ある。 生と 死と を 連絡した 時間の 継起に おいてみ る 古代人 は、 その 継ぎ目 を 

完全に 移行で きた かどう かに 不安 を もった ので ある。 

奄 美大 島で は 生後 一年た つた子 ども をュ ノリが あつたと 言う。 ュ ノリ は 世 直りの ことで ある。 世 直りと いうの 

はこの 場合、 あの世 からこの 世に 直る こと を 意味す る。 九州から 南で は 「直る」 と 言えば 移る ことで ある。 逆に 

言えば、 生まれて 一年た たない 間 は、 まだ 確実に はこの 世に 生まれ かえって いないと 考えられ ていた。 生まれる 

ことが 再生に ほかなら ない こと を、 このように はつ きりと 示す 言葉 はない。 そこで あの世 からこ の 世に 生まれ 移 

るた めに は、 産屋 は あの世と この 世との 境目に あたる 海の なぎさに もうけられ ねばなら なか つ た。 

沖繙 では 青 は 死、 白 は 生 を 象徴す る。 人 は 死んだら 青の 島に いく。 そうして 生まれ かえる。 それが シラ である „ 

刈りと つた 稲 を 穂の まま 積んで おくのが シラ であり、 産屋の いろりに 燃える 火が シ ラビで ある。 青から 白へ 白 

から 青へ、 人間の たましい は 循環 をく りかえ す。 それ は 蝶の 変態と 何ら 異なる ところ はない。 

常世 は 水平線の 彼方に たいする 憧憬が 死と まじりあった ものである。 そこに は 眼 路の果 の 潮け むりの ような 妣 

あわがら はじ 

の 国の ィメ ー ジが はるかに 立ちのぼつ ている ところで ある。 出 雲の 粟島から ス クナヒ コ ナの 神が 粟 茎に 弾かれて 


常世の a にいった と 『古事記』 にある ように、 古代 日本で は、 死 は 回帰と して 水平線に かかる 抛物線の 虹の よう 

に 描かれて いる。 常世 をたず ね 求める こと は、 日本 民族 渡来の 海の 道 を 南へ とた どり 直し、 民族の 始原の 記憶に 

立ち会おう とする 衝動に つなが つ て いく。 

私 は 以前に、 ある 考古学者の 研究室で 一枚の スライド 写真 を 見た ことがある。 それ は屋久 島の い というと こ 

ろで、 昭和 二十 五、 六 年頃に、 墓地に 置かれた 真新しい 棺の 表面に 描かれた 絵であった。 稚拙な 筆で 汽船の 絵が 

描かれて おり、 かたわらに 先 島 丸と 記されて あった。 この 絵が どういう 意図の もとに 描かれた のか 知るべく もな 

いが、 死者が 船に 乗って 常世 = 二 ライカ ナイに 旅する こと を、 これほど 端的に 示した もの は あるまい。 屋久島 あ 

たりで いう 先 島 は 次の 南の 島と いう ことで、 かならずしも、 宮古、 八重 山の 両 群島 を 指す もので はない。 ここに 

いう 先 島 丸 は、 南の 海に 向かう 魂の 矢印な のであろう。 この 絵 は、 常世 を 目 ざす 日本人の もっとも 奥深い 意識 を、 

常世と いう 言葉 を 知らない 人び とが 伝えた ものと 私に は 思われる ので ある。 


m 
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海 彼の 原郷 ！ 補陀落 渡海 


日本列島 のなかで もき わめて 多雨で 高温な 熊 野 は、 原生林 を 抱えた 奥ぶ かい 風土で あるが、 その さかんな 樹木 

の 生育ぶ りに も 似た 意識の 重層の 底に、 原始の 思想が ながく 温存され てきた。 『日本書紀』 の 一書に よると、 ス 

サノォ は 身体に 杉 や 檜 や 楠ゃ稹 などの 樹木 を 生やして いたと いう。 また スサ ノォの 子どもの ィ タケル は、 木 種 を 

もって 紀伊 国に 渡った とされて おり、 その あと スサ ノォは 熊成峯 にいって、 ついに 根の 国に 入った と 記されて い 

る。 熊 成 峯は出 雲に も紀 伊に も あるが、 この ひとつ づきの 文章に 楠な どの 暖地 性の 樹木と、 木 種と、 熊 成 峯と根 

の 国と が 登場して いるの は、 紀 伊熊 野の 風土 を 反映して いると 私に は 思われる。 

熊 野の 風土 は 日本人の 魂の 原郷を 指示す ると 同時に、 死者の 世界 を 表現して いた。 熊 野の クマ は 道 や 川の 曲が 

りくね つたこと をい うが、 霊魂 や 神の こもる 場所 も クマであった。 そして 古代で はコ モルと 言えば、 人が 死ぬ こ 

とも 意味して いた。 熊 野 本宮は 死者の 魂の 集まる 場所と いう 信仰が 最近まで つづいて いた。 生前 一度 も本宮 ま、. 
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り をした ことのない 死者の 枕許に は、 死後 いちはやく 本宮 まいり をす るよう にと、 にぎりめし を 供えて やった。 

熊 野 川 を 遡行して 本宮 にむ かう 道の 周辺に は、 縦に 裂けた 節理の 岩壁が いたるところに 見える。 那智の 滝が 若 

く かつ 老いた 髪の ようにい ぶし 銀に 光って、 垂直に 懸かって いるのと おなじく、 こうした 岩壁 もまた 縦の 線 を 強 

調して やまない。 それにた いして、 熊 野の 南 はまん まんた る 水平線で 横 一文字の 線で ある。 この 縦線と 横線の ま 

じ わる 交差点が 補陀落 寺の ある 那智勝 浦であった。 縦線 は 死 を あらわし、 横線 は 生 を 象徴す る。 その 生と 死の 交 

錯 する 一点から、 補陀落 渡海の 船 は、 生と 相似の 鏡で あると ころの 常世へ 向って 帆 を あげたの であった。 

補陀落 寺の 千 手 堂に は 補陀落 渡海の ために 屋形船 を 作った ときの、 その 屋 形の 板が 本堂の 壁板と して 使用され 

ている。 白と 緑と 紅 を 用いて 蓮の 花 もようが 大 ぶりに 描かれて いる。 二 河 良英の 教示に よると、 補陀落 渡海の 僧 

はこの 寺の 住職が 多 か つたよう である。 

有名な 『熊 野那智 曼荼羅』 を 見る と、 補陀落 渡海の 船が 一 の 鳥居の 下部に 描かれて いる。 船 は 帆 を かけた 屋形 

船で、 まわりに 四つの 鳥居 をめ ぐらして いる。 これにつ いて 五来 重 は 「日本の 葬 制の 常識で いえば、 四方 四 基の 

鳥居 は 殯の四 門と いう もので、 扁額の 文字 は 読めない けれども、 発心 門、 修行 門、 菩提 門、 涅槃 門の 額が ある は 

ずで ある。 そうだと すれば、 これ はうた がい もな く 墓の 構造 をし めして おり、 現在で も棺 輿、 あるいは 霊柩車の 

構造に もの こ つてい る。 この 絵画 資料 はどう かんがえても 補陀落 渡海が 水葬で ある こと を ものがた るので ある」 

と 述べて いる。 

つまり 鳥居 は殯に 立てる しるし だとい うので あるが、 金久正 は奄美 群島で も 喪 星に 鳥居 を 立てる 習俗が ある こ 

と を 述べて いる。 金久 によると、 この 鳥居 は 三つ または 七つ ある。 そして 鳥居 は 鳥の 落ちつく ところ だから この 

「喪 屋」 の 鳥居 もまた 白鳥、 つまり 霊界の 使者が きて 止まる 止まり木 とする ためであった という。 こうして みれ 

ば 補陀落 渡海の 船に 鳥居が 立てられ るの も、 その 屋 形が もともと モガ リを 現わして いるから である ことが わかる。 
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外から 戸 を 釘 づけに し、 四方に 窓 もな く、 食物に は 木の実 を すこしずつ 食べる という ありさまで、 あと はた だ 北 

からの 風 まかせに、 南海の 浄土 をめ ざして 船 は 走った。 季節 は 旧の 十一月が ほとんどで、 その あと 十二月、 そし 

てまれ に 夏の 時候 もあった。 

また、 補陀落 寺の 僧が 死ぬ と、 その 死亡の 知らせ はせ ず、 東西 四十 八 間、 南北 二十 四 間の 間 を 限って 殺生 を禁 

じ、 住職 は 渡海の 望み を もってい ると 披露し、 百 八つの 白い 石に 怪文を 書写し、 観音と 権現へ 参詣の かっこう を 

して 住職の 屍 を かごに 乗せ、 権現の まえから 海浜まで 出る ときには、 一 の 鳥居まで は 滝 衆と 呼ばれる 山伏た ちが、 

まるで 死人が 生きて いるかの ように、 死人と 問答 を 交わしながら 進む。 そうして、 一 の 鳥居 をす ぎる と、 はじめ 

て 葬礼の 儀式に 変え、 海浜に かご をす えて 引導 を わたす。 その あと 舟に 乗せて、 二十 丁 あまり こぎ 出して、 綱 切 

島と い う 岩礁 のと ころの 海中に 死骸 を 水葬 さ せ た。 

こうした 葬儀の 内容が 生きな がらの 渡海 行に かたどった ものである こと はいう まで もない。 つまり、 死者が あ 

たか も 生きて いるかの ように 問答 を 交わしながら 進む という やり方に それが 現われて いる。 だが、 補陀落 渡海と 

いう 名の 入水 自殺から 水葬が 生まれた かとい うと、 そうで はなく、 むしろ、 古代の 水葬が 常世の国の 幻影 を 海 彼 

に 描き出し、 それが 補陀落 渡海に つなが つ たと みる 方が 正しいで あろう。 

尾 畑 喜 一 郎 によると 和歌山県 田 辺で は 波打 際に 人 を 葬った ことがある という。 そこ は 潮の干満の 烈しい ところ 

で、 死骸が 自然に 沖へ 引かれて いくように 葬った とされて いる。 しかも 六、 七十 年 前まで は 干潮 時に その 場所 を 

横ぎ る こと を 「トカイ」 と 呼んで いたと いう。 この ことば は 補陀落 渡海 を まざまざと 想起 させずに はおかない。 

この トカイと いう 言葉に は、 もともと 水葬の 意味が こめられ ている こと を 知る。 

平 維 盛が 入水した 場所の 近くに ある 「山 成 島」 は 勝 浦 沖に ある。 「山 成 島」 という 名称 はすで に 『平家物語』 

に 出て くるの だから、 古くから つけられ たものに ちがいな いが、 『紀伊 国 続 風土記』 も 『紀伊 名所 図 絵』 も その 
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名の 起こりに ついては 何も 触れて はいない。 ところが、 金久正 は奄美 方言で 「ャ マナ ユリ」 (山に 成る) という 

言葉に は 「草木 茨に 覆われて 足の 入れ 場 もなくなる の 意、 また 比喩的に 用いられ、 人が 邪気に 憑かれた ごとく、 

血相 を 変えて 暴れ狂う 意」 が あると する。 もし 「山 成 島」 にそうした 意味が こめられて いると すれば、 補 陀落渡 

海の 場所に ふさわしい 言葉と 思える。 いかなる 縁 由に よって か は 計りが たいが、 こうした 言葉 も、 南 島と 熊 野の 

浦々 に はこばれ てい つたので あった。 

那智 駅の ホ ー ムの すぐ 近くに は、 補陀落 渡海の 船の 出発した 錦 浦が ある。 補陀落 渡海の 船 はすべ て、 この 錦 浦 

を 出発して かえらぬ 旅路に 出た ので ある。 その 伴 船との とも づ なを 切った といわれる 綱 切 島の 岩礁が 南に ひらい 

た 湾の 右手に 見え、 左手 前に は、 享 保の ころに 渡海に 出た ものの、 死ぬ の を いやがって 見送りの 人び とに 殺され 

たという 金 光 坊の名 をつ けた 金光坊 島が 見える。 ここ は補陀 落の 発心 門な のであった。 

錦 浦の 白砂の 浜に はしず かな 波が よせてい る。 それ こそ 御詠歌に いう 「ふだら くや 岸 打つ 波」 を 目の あたりに 

する ことができる。 そして 錦 浦の 背後に ある 熊 野の 山に は、 那智の 滝が 垂直に 懸かって いる。 「み 熊 野の 那智の 

お 山に 落ちる 滝つ 瀬」 である。 

二 

『日本書紀』 では 神武 帝の 東征のと きに 熊 野の 海で 暴風に 遇った。 そのと き 帝の 兄の 稲飯 命 は 「自分の 先祖 は 天 

つ 神で、 母の 玉 依姬は 海神な のに どうして 自分 は 陸で も 海で もこう して 苦しまなければ ならぬ のか」 となげ き、 

入水して サヒ モチの 神と なった、 と 記して いる。 おなじく、 帝の 兄で ある 三毛 入 野 命 は 「自分の 母の 玉 依 姫と ォ 

バの豊 玉 姫 はと もに 海神な のに、 どうして 波 を 起てて、 船 を おぼれさせよう とする のか」 とうらんで、 波の 穂 を 

踏み、 常世の くにに 往 つてし まった、 と ある。 この サヒ モチは 一尋 ヮニ のこと だと、 『古事記』 の豊玉 姫の 条に 
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は 注して ある。 

『熊 野 年代記』 に は 鮫に 関する いくつかの 記事が 見付かる。 

承 和 十三 年 丙 寅 (八 四 六 年) 新宮 川口に 大鮫 入り、 川の 主と なる。 

承 暦 元年 丁 巳 (ー〇 七 七 年) 新宮 川口に 大鮫 入り、 二十日 を怪。 川 水 三尺 上る。 川口 を 三日 祭る。 

弘安十 年 丁亥 (一 二八 七 年) 熊 野 長 床 (山伏) 飛鳥 川の 大鮫を 斬る。 此時 八月より 十月に 至る まで 入津 をと む。 

これらの 記事が 明確に する の は、 じつに 数百 年間、 熊 野 地方で は 鮫に 畏敬 を もって 臨んで いたと いう ことで あ 

る。 飛鳥 川と は、 熊 野 本宮の あたり をそう 呼んで いるが、 そこで スサノ ォのォ 口 チ 退治の ように、 山伏が 鮫 を 退 

治した こと は、 自然の 暴威 を ふるう のが ほかならぬ 鮫で、 その 鮫の ために しばしば 洪水が 起こる と 信じられ てい 

たからであろう。 ところで サメ  = フカ は 出 雲で はヮ 二と 呼ばれて おり、 この ヮニ = サメが 熊 野で もまた あらぶ る 

神と して 畏敬され ていた こと を 思う ときに、 ここにお いて、 熊 野 川の 流域に 見られる ヮニ = サメに たいする 神格 

化が すでに 記紀の 伝承と 深い 関連 を もっている こと を 知る ので ある。 サ メが 海神の 使者と みられて いる 信仰 は、 

今日で も 志 摩の 的 矢 湾 一 帯に 残 つ ており、 磯部の 伊 雑宮の 御祭の ときには 七 本 鮫が 海底の 竜宮から 参詣に や つ て 

くると いう 伝承 を もちった えてい る。 また それ は、 沖繙 でも 宮 古の 統一 者の 仲 宗根豊 見 親が 難破した ときに 大サ 

メに 助けられた とか、 黒 島の 多 良 間 真 牛が サメの 背に 乗せられて 無人島から 故郷に 生還した とか、 さまざまな 話 

とな つ て 伝わ つてい る。 

かたりお み  ひめ ざき 

『出 雲 国 風土記』 の 中に も、 語 臣の猪 麻呂の 娘が、 出 雲の 毘売 崎の 海岸で サメ にお そわれて 食い殺された 話が 出 

てく る。 この 人食い ザ メは語 臣の猪 麻呂が 神に 祈った ために、 やがて 浮き上がつ てきて 殺される ので あるが、 私 

は 石垣 島で 「人 を 食った サメ はかならず 上がる」 という 言い伝え を 聞いて、 『出 雲 国 風土記』 との 一致 を 恐ろし 

く 感じた ことがある。 
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こうした 一 連の 話はサ メが 海神の 使者であった こと を 示す もので あり、 神武 帝の 兄弟の 稲飯 命と 三毛 入 野 命と 

は 入水して 海底の 常世の国に 行った こと を 物語る ので ある。 

さて、 志 摩と 紀 伊の 境に ある 熊 野 市の 二 木 島で は、 稲飯 命と 三毛 入 野 命との 死体が 海上 を ただよって いるの を 

発見した ので、 その 土地に あつく ほうむつ たという 伝承が ある。 その 御陵 を 産土神と して 今 も 祭 を 行なう が、 そ 

れは 当時の 様子 を 模擬す る ものである、 という 由緒の 縁起 も 残されて いる。 

この 一 一木 島の 祭礼で は 一 一組の 頭屋 となる 家が 祭事 を つかさどり、 あとで 一 一そう の 船に よる 競 船が 行なわれる。 

せ  あお ふしが き 

この 祭事 はや はり 一 一組の 頭屋 神主と その 妻子が 一 一そう の 船に 乗って 競り合う 出 雲の 美 保 神社の 青 柴垣の 神事 を 思 

い 起こさせる。  一 

また 出 雲の 美 保 神社で は、 諸手 船に よる 競 船が 十二月に 行なわれる。 ォォ クニ ヌシの 子どもの コ トシ 口 ヌシは 

国 ゆずりの ときに、 美 保の 御崎で 釣り をして いた。 そこで ォォ クニ ヌシは 熊 野の 諸手 船に 使者 を 乗せて コ トシ 口 

ヌ シ のと ころに やり、 その 意見 を 聞かせた、 と 『日本書紀』 は 述べて いる。 コ トシ 口 ヌシは 父の ォォ クニ ヌシに 

国 を ゆずるべき であると 進言し、 自分 は 海中に 八重の 青 柴垣 をつ くって その 中に 入り、 遠くへ 去った という。 つ 

まり、 諸手 船 神事 はこの 話の 前段に ちなん だ 行事で ある。 

ここにい う 熊 野の 諸手 船 は 出 雲の 熊 野であって、 紀 州の 熊 野で はない。 それ は宍道 湖に 浮かぶ ソ リコ 舟の よう 

なクリ 舟で あり、 手で 漕ぐ ものであった。 

また 出 雲の 美 保 神社の 青 柴垣 はコ トシ 口 ヌ シの 水葬 礼の 神事で あると されて いる。 沖繙 では 以前に は 人が 死ぬ 

と 青木の 枝葉 をと つて その 死体の 上に かぶせた という。 それ は 古代の 殯に 相当す る ものであった。 青 柴垣の 神事 

は 船中に おいて 殯を かたどる ものである。 幔幕の 中に 頭屋 神主が すわり、 その 四隅の 柱に は 青い 榊の 束 を 結びつ 

ける。 これ は、 青木の 枝葉 を 意味す ると 同時に、 補陀落 渡海 船の 四 基の 鳥居と もつな がる ものであろう か。 いず 
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れ にしても、 こ の 青 柴垣の 青が 葬礼と つながり を も つ ている ことに 注目 せざるを得ない。 

出 雲の 美 保の 青 柴垣 神事 は 四月 七日で あるが、 二 木 島の 場合 は 五月 五日に 行なわれる。 五月 四日 または 五日に 

は沖繙 では ハ ー リ ー 船の 競 船 行事が あちこちで 見られる。 熊 野 新 宮の速 玉 神社の 船 祭で は、 諸手 船が 神 幸 船を曳 

くが、 このと き 諸手 船のへ サキに 立つ 女装の 男 は ハリハ リシ ョ ー と 唱えながら、 櫂 を もって 軽く 水面 を かすめる 

所作 をす る。 この ハヤシ ことばに ついて、 「はる」 は 沖繙で 帆走る 意で あり、 早く 走る 船 を 「はり 船」 と 呼んで 

いるから ハリハ リシ ョ ー はハ リセ ー ハ リセ ー の 略で、 元来 は 早く 走れと いう 意味の 早 船にたい する 声援の 語で あ 

つたと する 説が ある (桜 井満他 『熊 野 地方の 船 祭』)。 とすれば 沖繙 でい ぅハ ー リ ー 船と いう 言葉 も爬竜 船から きた 

ので はない かも 知れない。 

沖繩 から 渡来した と 思われる ハ ー リ ー 船の 競漕が 出 雲と 熊 野の 双方に 行なわれる。 しかし、 この 二つの 地方の 

類似 性 は それだけに とどまらない。 たとえば 出 雲と 紀 伊の 双方に 忌 部郷、 須佐郷 が あり、 速 玉 神社、 伊達 神社 

(韓国 伊太 氏神 社)、 須佐 神社、 加 多 神社 (加 太 神社)、 熊 野 坐 神社が ある こと を 挙げて、 出 雲 族が 紀 伊熊 野 地方 

にきて 第一 一の 故郷と したと 述べて いる 学者が いる。 

これにた いして 石 塚 尊 俊 は 出 雲の 熊 野 神社 は 天平 五 年の 『出 雲 国 風土記』 に は 大社と 記されて いながら、 その 

神格 は杵築 大社に うばわれ、 一方 紀 伊の 熊 野 神社 は 時代が 下る とともに 神威 をた かめ、 信仰 圏 をた かめた こと を 

指摘して いる。 そうして 出 雲の 熊 野 系と おぼしき 神社 六十 一社のう ち、 その ほとんどが 紀 州からの 勧 請と なって 

いる 事実 を 論証し、 出 雲 族の 紀州 進出と は 反対の 事実が ある こと を あきらかに している。 

安津 素 彦と鎌 田 純一 の 二人 は、 古代人の 意識 中に あった ョミの 国、 トコ ョの 国の 観念が この 出 雲、 熊 野 両方に 

おなじように 結びつけられて 神話が 構成され たので はない か、 ョミの 国、 トコ ョの 国の 観念が、 その 素材 的と な 

る もの を 統合して いく 段階で、 ク マノ、 ィズモ と 結びつけられ たので はない かと 推察して いる。 たとえば ィザナ 
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ミノ ミコト を 『古事記』 では 出 雲の 比 婆 山、 『日本書紀』 では 熊 野の 有 馬 村に 葬った としてい るが、 これ はィザ 

ナミ ノミコ トとョ ミ ノ ク 二 と を 関連 づけた 神話が さきに あ つて、 その ョ ミノ クニ につな がると ころと して、 也 形 

その他 からして 出 雲、 熊 野に それぞれ 結びつけられ たので はない かとする ので ある。 おなじような 理由で スサノ 

オノ ミコト についても 出 雲と 熊 野 を 舞台と した 神話が ある。 冒頭に 述べた ように、 スサ ノォの 子供の ィ タケル は 

『日本書紀』 の 一書に 木 種 を もって 紀伊 国に 渡った とされ、 その あとで スサ ノォは igf にいた が、 ついに 根の 

国に 入 つ たと 記されて いる。 つまり 紀伊も 出 雲 も 常世の すぐ 近くの 場所と 考えられ ている ことが わかる。 

私 は 安津と 鎌 田の 考えに 同感で ある。 つまり 大和 政権 は その 西北 方に あたる 出 雲と、 大和の 南方に あたる 熊 野 

と をと もに 常世に 向かう 根の 国と みなした ので ある。 それ は 古代 王権の 領域が 拡大され ていく 過程 二お いて、 常 

世の 観念が 人び との 住む つい 目 さきの 場所から、 国家の 四 境に 遠ざけられ たこと を 意味して いる。 

四囲 を 山に かこまれた 大和で は 常世と いえば、 それ を 常 陸、 伊勢、 熊 野、 出 雲な どの 海に 求める ほか はな かつ 

た。 

たしかに、 『古事記』 では 「御 毛 沼の 命 は 波の 穂 を 跳み て、 常世の国に 渡り 来し、 稲 氷の 命 は妣の 国と して 海 

前に 入り ましき」 となって いる だけで、 『日本書紀』 のように 神武 東征の 際の 熊 野灘の 出来事と はされ ていない。 

また r 少名毘 古 那の神 は、 常世の国に 渡り ましき」 となって いる だけで、 『書 紀』 のように 「少彦 名 命、 ゆきて 

熊 野の 御崎に いたりて、 ついに 常世の くにに いで ましぬ。 またい わく、 淡 島に いたりて M ぎに のぼりし かば、 は 

じ 力れ 渡りまして 常世の くにに 至り ましき という」 と 地名 を 織り こんだ 細かい 描写に はな つてい ない。 

これから みると、 『書 紀』 の 叙述の ほうが 地名に 結びつけられた 新しい 説話と なって いる。 ただ、 スク ナヒコ 

ナが ァヮの 茎に はじかれた 粟島、 あるいは 熊 野の 御崎 は 前後の 文脈から して、 紀 伊熊 野より は 出 雲の 熊 野と 考え 

るべき であるが、 出 雲と 紀伊 とに おなじように 熊 野と いう ことばが 残されて いるの は、 クマが 神 を 意味し、 また 
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コ モ ル とも 通 音す る ことから して、 常世に 向かう 国の 土地の 名と して は 双方と も ふさわし いもので あ つ た。 

古代人の 観念の 中で は 出 雲と 熊 野と は 常世に 近いと ころと して、 まぎらわし いものが あった。 常世に 向かう と 

ころと して は、 西北の 出 雲に 行けば よかった し、 また 南の 紀 伊の 熊 野に 行っても よかった。 

しかし 私 は、 さらに 一歩 を 進めて 次のように 考えたい ので ある。 常世と しての 出 雲 は、 常世と しての 熊 野と 相 

似で なければ ならなかった の だと。 つまり 双方に 水葬の 習俗が あるよう に、 水葬 を 模倣した 儀礼がなくて は 叶わ 

なかった。 この 世に ハ ー リ— 船の 競技が ある ときには、 他界に もハ— リ— 船の 競技が あると 信じられ ている こと 

はまえ に 述べた こと だが、 他界 どうし も それぞれ 相似で ある 必要が あった。 出 雲と 熊 野に 諸手 船の 競技が 行なわ 

れ、 出 雲に モガ リを模 した 青 柴垣の 神事が あると 同様に、 熊 野に も 補陀落 渡海の モ ガリの 船が あった。 ス クナヒ 

コナは 出 雲の 熊 野の 御崎から 常世 国に 出発し、 また 紀 伊の 熊 野から も 出発し なければ ならなかった。 ィザ ナミ は 

出 雲と 同様に 熊 野に も 葬られた。 それ は ひとつの 事象 を 一 一つの 鏡が おなじように 反映す る ことにた とえる ことが 

できる。 あるいは 一 つの 鏡の 中の 像 を 他の 鏡が 映し 合うよう に、 古代人の 意識の 中には、 それぞれ 相似の 常世の 

像が あつたので はなかろう か。 スクナ ヒコナ が、 出 雲の 粟島から 粟 茎に はじかれて 常世の国に 行く とき、 それ は 

紀 伊熊 野の 御崎から も 南の 方の 常世に 旅立つ すがたが 捉えられる。 こうした 考え を 前提に しなければ、 出 雲と 熊 

野との 双方に あまりに 類似の 民俗 事象 や 地名 や 神社 名が ある ことの 十分な 説明に はなら な い、 と 私 は 思う ので あ 

る。 古代人の 観念 は 出 雲と 熊 野に 分裂した 常世の 世界 を どうして 生み出す にいた つた か。 それ はもと もと 南方 か 

ら 北上し、 二つに 分かれて 日本海の 出 雲と 太平洋の 紀伊 半島と を 洗う 黒潮 文化に 原因が あると 思う。 もと 一つの 

文化 や 意識が 二つに 割れた という ことから、 その 相似の 分裂の すがたが 可能に なった ので は あるまい か。 つまり 

古代人の 意識に は、 かって 一 つの ものが 二つに 分かれた 過程が そのまま 捉えられて いると 私 は 考える ので ある。 
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三 

補陀落 渡海 は 那智勝 浦 だ けに あるので はなかった。 

土 佐の 補陀落 渡海で もっとも 有名な の は賀登 上人で ある。 嵯峨 天皇の 勅額 「補陀 落 東門」 を 有する 名刹、 金剛 

福 寺の 縁起に よると、 長 保の ころに 賀登 上人 は 補陀落 渡海の ために 行 を 重ねてい たが、 弟子の 日 円坊は 奇瑞 をう 

けて、 賀 登より さきに 渡海して しまった。 そこで 賀登 上人 は 残念が つて 大地に 身 を 投げて 泣いた という。 この 賀 

登 上人 は、 十一 世紀の 初めの 年に、 こんど は 弟子の 栄 念と 一緒に 空 舟に 乗って、 とぶ ように 海上 はるかに 去って 

いったので、 浜辺に 見送った 他の 弟子た ち は 足摺 をして 悲しんだ。 それから、 足 措 岬と 呼ぶ ようになつ たという 

説明が 残されて いる。 

土 佐の 補陀落 渡海 は 明治まで つづいた と 思われる ふしが ある。 金剛 福 寺に は、 補 陀落天 俊と 号す る 豪 僧が いた。 

この 天 俊は晚 年に は 土 佐の 海 を 見下ろす 長 岡 郡 十 市 村の 峰 寺に 住んで いたが、 明治 四十 一 一年の 春に その 寺で 亡く 

なった。 ところが、 そのと き 地元で は、 「天 俊お 坊さん は、 十 市の 浜で 溺れ 死な さった」 という 噂が もつ ばらだ 

つた。 そこで、 天 俊 は 死期の 近いの を 察知して、 他に 知られる ことなく 補陀落 行、 すなわち 入水 自殺 を 決行した 

ので はない かと、 吉村 淑甫は 推測して いる。 

ちお や 

この 吉 村の 教示で、 私が 思い出し たの は、 鳥取県の 夏 泊 海岸に ある 青 谷と いう 漁村の 近くの 海岸で 大正の 初め 

に 坊さんが 溺れ 死んだ という 話の ことであった。 行きずりの 旅の 話の ことと て、 それが 溺死だった のか 入水 自殺 

だった のか それ 以上た しかめる すべ はなかった。 青 谷と いう 海 村は慶 長の ころに 地元の 藩主が 唐 律から 海女 をつ 

れ てきた という 伝承 を 有する 海女 部落で ある。 この 青 谷に 嘉慶 三年の 年号の 刻んで ある 補陀落 塔が ある こと は 田 

中 新 次郎の 報告で 知られて いる。 今 は 見る 影 もな く 青 谷の 八 隨宮の 境内に 打ち捨てられて いると いうが、 この 供 
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養 塔が 補陀落 渡海の 記念碑であった としたならば、 山陰の 海から 渡海す る こころみ もな された ので ある。 この こ 

と は 補陀落 渡海が、 かならずしも 太平洋 南岸の 専有 物でなかった こと を 示して いる。 

そして 補陀落 渡海 は 常世の 観念の 延長 上に おこなわれた 行為で あつたので あり、 常世の 観念の 発生 は、 ついに 

水葬の 習俗に つながる と 私 は 考える。 屍 を 砂浜に 埋め、 海中に 捨て、 あるいは 地 先の 小島に 置き去りに するとい 

う 水葬の 痕跡 は 山陰 地方に 見られる。 それ は 一 つに はこの 地方が 砂丘 や 砂嘴 を 発達 させた こと、 あるいは 海に そ 

そぐ 川口 をせ きとめて いくつもの 湖沼 を 作った ことと も かかわりが ある。 たとえば、 鳥 取 市の 西に あたる 湖山 池 

の 南岸に は 青 島が 浮かんで いる。 そこ は、 繙文、 弥生、 古墳 期に わたる 遺物 を 出土して いる 小島で ある。 この 湖 

山 池に は 江戸時代に 水が 汚される という 理由から 火葬の 灰 を 流す こと を 禁じた 法令が 出た といわれ ている。 つま 

り、 青 島が かって は 水葬の 地であった こと を 暗示させる 風習が 江戸時代まで つづいた こと を 私たち は 知る ので あ 

る 0 

あそ うづ 

湖山 池より さらに 西の 東郷 池の 浅津 では かって 墓の ない 村が 八 百 戸 も あり、 火葬した のち 遺骨の 一 部 を 残し 他 

の 遺骨 や 灰 を東郷 池に 捨てた という。 田 中 新次郎 はこれ を 水葬の 名残りと みている。 この 習俗 は 出 雲に も みられ、 

『懐 橘談』 によると、 出 雲 国 造の 死体 は 赤 牛の 背に 乗せて 出雲大社の 近くの 菱 根の 池に 沈めた とされて いる。 

また 山口県の 豊北 町に ある 土井ケ 浜から は 数多くの 埋葬 人骨が 掘り出された ことがあ つたが、 その 中に 川 鵜 を 

抱いた 少女の 骨が 見付か つ た。 鵜 は 海底の 消息に つうじて いる ゆえに 冥界の 使者で あると 思われて いた ことが こ 

れで わかる。 しかも、 それが 弥生時代の 人骨であった ことから、 死後の たましいが 海 彼の 他界に 行く という 観念 

が 古墳時代の まえに 生まれて いた こと を 知る ので ある。 そして 古墳 期 ともなれば、 鳥取県の 淀 江 町に ある 向山 古 

填の 一 つから、 八 羽と 推定され る 水鳥の 埴輪が 発見され ている。 この 水鳥 はた ぶん 鴨で、 死者の 葬送に 一役 を 買 

つた 鳥に ちがいない。 
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補陀落 渡海の 伝統 は 鳥取県の ほかに、 大阪の 天 王 寺の 海に も あり、 また 熊本県に もあった ことが 知られて いる。 

熊本県 玉 名 市の 稲荷山 古墳 は百メ ー トルに 及ぶ 六 世紀の 前方後円墳で、 後 円 部に 寿 福 寺と いう 寺が 建てられ てい 

る。 昭和 三十 五 年に、 この 古墳 を 修造しょう として、 寿 福 寺 境内から 発見され たのが 永禄 十一 年 (一 五六 八) の 年 

号 を 刻んだ 渡海 供養の ための 板 碑な のであった。 玉 名から 有 明 海に 乗り出して おそらく 補陀落 渡海が 行なわれた 

と 推定され る。 

『琉球 年代記』 によると  一二 六 五 年に は、 首 里の 近くの 古都 浦 添に 補 陀落山 極楽 寺 を 建てて、 宋の僧 禅 鑑禅師 が 

住んだ と あり、 また、 はるか 下って 尚 寧のと きに 補 陀落山 竜 福 寺 を 再興した とも あるから、 補陀落 信仰 は 南 島に 

も 中国から 波及して いたので あつたと 思われる。  ： 

『三国 名勝 図会』 をみ ると、 大隅 国に 正 八幡宮 を 再建し、 のちに 同国 桑原 郡 浅 井村に 金 峰 山 神 照 寺 三 光院を 開い 

た日秀 上人 は、 願 心 をお こして 舟 山 列島の 普陀 山に 到って 観音 を 拝し、 帰途、 舟が 琉球 についた ので、 琉球 では 

真言 を 伝えた。 日秀 上人の こと は 『中 山 伝 信録』 ゃ琉 球の 諸 書に も その 名前が 出て いる。 

このように、 補 陀落は 遠く 天竺に あるが、 近く は 中国の 舟 山 列島の 普陀 山と 思われて いた。 その 観音の 浄土に 

渡航し 参詣す る こと は、 わが国の 宗教 者に と つ て 無上の 光栄と 信じられ ていた。 

ここに 興味が あるの は 中国の 史書 『史 記』 が 伝える 呉王の さいごで ある。 越 王 は 呉の 首都の 蘇 州 を 包囲して こ 

ようとう 

れを 陥落 させた。 越 王 勾践 は 呉王 夫 差 を 南東の 地に 移して、 百 戸の 采邑を 与えて 居住 させよう とした。 夫 差 はこ 

にんぽう 

れを 謝絶して 自殺 をと げた。 甬と は浙江 省の 寧 波の 付近 を 指す。 その 東と あるから、 甬東 はま さしく 舟 山 列島の 

中に ある。 そこが 呉王 夫 差の 終焉の 地と して 与えられよ うとした という こと は、 見の がしが たい 揷話 であると 私 

は 考える。 倭 は 呉の 太 伯の 後裔な りと 自称した という ことが 中国の 『魏 署』 に 出て いるが、 また 『魏 志』 東夷 伝 

に は、 僕 国 は 中国の 浙江 省紹興 県に ある 会 稽ゃ福 建 省閩侯 県の 付近の 東 冶の 東に あると されて おり、 俊 国が 揚子 
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江の 付近から 南部の 地方と ふかい 関係に あった ことが 示唆され ている。 このように 呉 国と つなが りのある 舟 山 列 

島 は、 日本列島に 渡来した 海洋 性の つよい 文化の 根拠地の 一 つと 称すべき ところであった。 

その 舟 山 列島に は、 五島 列島から 男女 群島 をへ て 一直線に むかう 海の 道が 開けて いた。 かっての 遣唐使 船 も、 

五島の 福 江 島の 西 端に ある 三 井 楽の 柏 港で 飲料水 を 積み込む と、 あと はび ようびよ うたる 東シ ナ 海の 荒波に 身 を 

まかせた のであった。 

中世に は、 三 井 楽 はみ みら くの 島と いう 呼称で 知られて いたが、 そこ は 日本の 国の 内に あるか どうか もお ぼつ 

かない、 さいはての 島と みなされ ていた。 

十一 世紀 初頭の 源 俊 頼の 家集に は 

みみら くの わが 日の もとの 島なら ばけ ふ も 御影に あは まし もの を 

という 歌が のって いる。 また その まえに 遡る 『蜻蛤 日記』 に は、 作者が 母 を 失った ときに、 僧侶から、 みみら く 

の 島に いくと、 死んだ 人が 現われて きて、 近づく と 消える という 話 を 聞かされた ことが 記されて いる。 能 因 法師 

の 『坤元 儀』 にも 「そこに は 夜 ともなれば 死た る 人 あら はれて 父子 相 見る」 と 述べて ある。 三 井 楽 はすな わち 日 

本 中世の 現世と 常世の 境目に あたる 場所であった。 柳 田 国 男 はこの 三 井 楽 をみ みら くの 島と 呼んだ の は、 かって 

M 音と N 音の 転換から 二— ラク、 あるいは 二 ー ルス クと 呼ばれて いたのではなかった かと 推論して いる。 たしか 

に 南 島で は ユリ ャを ミル ャ とも 呼んで いる。 

長崎県の 黒 崎に 伝わる 『天地 始之 事』 という かくれ キリシタンの 手作りの 聖書の 中に、 島が 津波に おそわれて 

滅亡した とき、 わずかに クリ ブネに のって 脱出した 一家の 者が 手に 持った 板で 「万里が 島の 見えろ がな。 あり 王 
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島の 見えろ がな」 と播 く、 という 箇条が ある。 

ここで は 万里が 島 はい わば ュ ー ト ピアの 形で 使用され ている。 万里が 島と 対句の 有 王 島と いうの も、 おなじく 

理想の 島と 想定 せざるを得ない。 とすれば どんな 意味 を もつ ものであろう か。 私 は 二 ライ 島、 ァ ロウ 島と 沖繙で 

対句に して 呼ばれる ァ ロウ 島が 有 王 島と なった ので はない かと 考えて いる。 柳 田が 想像す るよう に、 五島の 福 江 

島の 三 井 楽が 二 ー ルス ク であるならば、 その 近くに ァ ロウ 島の 呼称が 残って いたと しても、 すこしも ふしぎで は 

ない。 

万里が 島は甑 島で は 茶碗 島と も 言い、 藺 落の ある 鹿 島 村で は 「焼物 は 茶碗 島から くる。 茶碗 島は甑 島の 西に あ 

つて 天気の よい 日に 見える」 という 言い伝え があった。 柳 田 国 男 は 『島の 人生』 の 中で、 下甑 島の 西方の 沖合に 

万里が 島が あつたの だが、 それ ははる か 以前に 海の 底に 沈んで しまった。 そこで は 陶器 を 製して いたと いう こと 

で、 下甑の 瀬々 の 浦の ある 家に は 万里が 島 焼の 茶碗と よばれる ものが 秘蔵され ている と 記して いる。 田 北 耕 也 は、 

南 シナに は 交趾に 近い 海の 浅瀬で 航海 者の 難所と みなされて いるものに 万里 瀬と いうと ころが あると 述べて いる。 

おそらく 万里が 島 もこう した ものが 航海 者の 空想 を 刺戟して 生まれた 海 彼の 原郷の 一 つであった。 

五島 列島から 黒潮の 流れに したが つ て 更に 北上した 朝鮮の 済 州 島に は 三人の 神人が 地から 湧き出た という 神話 

が 残って いる。 この 三人が ある 日、 東の 海浜に 木の 函が 浮いて いるの を 発見した。 木の 函を 開けて みると その 中 

に は 石の 函 があった。 石の 函を さらに 開く と、 中から 青い 衣の 三人の 処女が 馬 牛 や 五穀の 種な どと 一緒に 出て き 

た、 という ものである。 「青 衣の 処女」 が石函 から 出て きた ことに 私 は 注目す る。 石函 というの は 新羅の 文武 王 

の 例 を 見れば わかる ように 水葬のと きに 使う もので あり、 青 衣 は 死者の 国の 着物で ある。 そうして 死者の 国 は 済 

州 島の 海の 彼方に あると みられた。 石函の 中から 五穀の 種子が 出て きたと いう 話 は 二 ライカ ナイから 五穀の 種子 

が はこばれ てきた という 奄美ゃ 沖繙の 説話と 照応す る。 
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済 州 島に は 地中から 湧き出た 男の 神と、 東海の 竜王 国の 王女と が 結婚した という 伝承が かず 多く あるそう であ 

る。 

韓国の 民俗学 者の 説に よると、 この 竜王 国 は 碧浪国 または 壁浪 国と も 呼ばれて いるが、 また 「波浪 島」 とも 関 

連が あると 考えられ ている。 第二次大戦 後、 済 州 島の 西南 方面の 海上に 波浪 島と いう 島が あると して、 韓国 政府 

による 調査団が くわしく 調査した ことがあった。 しかし 実在し ない 島で あると 結論 を 下して 帰った ことがあった 

という。 八重 山の 先端の 波 照 間 島の さらに 南方に 一島が あると いう 伝説が あって、 明治 二十 五 年沖繙 県知事が 海 

軍 省に 調查を 依頼した。 しかし 海門 艦長 は 「所在 も 不明の 島嶼 を 探検す るの 道な し」 といって 調查を ことわった 

という 話が あるが、 南方 洋上に ュ ー ト ピアの 島 を 描く の は 日本 も 朝鮮 も 変わり はない ことが これによ つ て 知られ 

る 0 

ところで、 済 州 島の 民謡に はたえず 「ィ ョド」 という ことばが 出て くるそう だ。 

ィョ というと 涙が 出る 

ィョ という こと は、 いわずに 行け 

江 南 を 行けば、 海 南 を 見よ 

ィョド が 中間に あると いう 

『済 州 島民 謡 研究』 によると r ィョド という 島 は、 済 州 島の 南西 海、 中国に 行く 航路に ある 島で、 昔、 済 州 島 か 

ら 中国へ 進貢の ため 行く 船が、 途中 この 島の 波浪に よって 難破した」 という。 この 島 は 離別の 島、 または 帰れな 

い 島、 死の 島で あると、 理解され ている。 すなわち 海上 他界で ある。 江 南と 海 南の 中間に ある 遠い 島で あると い 
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うこと から、 この ィョド の 島 をうた う 悲哀の こもった 歌に も 南への 視線が こめられ ている 十五 世紀末に 朝鮮人 

の 漂流者が 与那国 島の 近くで 難破し、 与那 国から 琉球弧 を 順々 に 島 送り をされ て 無事に 故国に 帰還した 話が のこ 

つてい る。 ィョド にあら わされる 他界 は、 五島 列島の 一 つの 島で あっても かまわない。 五島に は、 船が 難破して I 

それと 共に 海底に 沈んだ 茶碗 類が ときたま 漁師の 網に あが つ てく ると いう 高麗 島の 話が つたわ つてい る。 それ は 

南 朝鮮に 多い、 海 竜の 住む 国すな わち 竜宮 説話と 重なりあって いる。 このように、 海洋に 他界 を 想定す る こと は 

朝鮮の 古代に も 見られる 世界観で あ つ た。 

だがし かし、 海 彼の 原郷 に対する 熱烈な 思慕 は 今 だかって、 日本 以外の 他の どの 民族に も 見る ことので きない 

ものであった。 その 点、 常世の 思想 は 日本 独特の もの だとい うこと がで きる ので ある。 
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折 口 信 夫の 『古代 研究』 に は タブの 樹の 口絵 写真が 出て いる。 それが 国文学 篇 にも 民俗学 篇 にも 載って いて 折 

口の タブに つい ての 執着の 深さ を 傲ば せる が、 それにつ い て 何の 説明 もない ことが 柳 田 国 男 を 不審 がらせた と 伝 

えられる。 だが この 説明 は 同書の 「追い 書き」 の 中に 若干 触れられ ている。 

「たぶ」 の 写真の 多 いのは、 常世 神の 漂 著 地と、 其 将来した と 伝えられる 神木、 及び 「さかき」 なる 名に 当 

る 植木が、 一 種類で ない こと、 古い 「さかき」 は、 今 考えられる 限りで は 「たぶ」 なる 南海から 移植せられ 

た 熱帯 性の 木で ある 事 を 示そう、 との 企てが あつたの だ。 特に 肉桂た ぶと 言われる 一種が、 「さかき」 のか 

ぐ わし さ を、 謡い 伝える ようになった 初めの 物 か、 と 考えた ので ある。 
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f 口 はこ こで、 古い 「さかき」 が タブの 木に ほかなら なかった こと を 示そうと している タブに 言及した の は 

彼の 著作で は 他に も 一 箇所 ある。 

我々 の祖 たちが、 此 国に 渡って 来たの は、 現在まで も 村々 で 行われて いる、 ゆいの 組織の 強い 団結 力に よ 

つて、 波濤 を 押し分けて 来る ことが 出来た のだろう と考えられる。 その 漂 著した 海岸 は、 たぶ の 木の 杜に近 

ぃ処 であった。 其処の 猪の 砂 を 踏みし めて 先、 感じた もの は、 青 海の 大きな 拡 りと 妣の 国への 追慕と であつ 

たろう。 (『上代 日本の 文学』) 

折 口の 考え はき わめて 明白で ある。 それ は 南方から 漂着した 日本人の 祖先の 民族 渡来の 記念樹が タブの 木 だと 

いう 主張で ある。 その タブ の 木 を 目 じる しにした 海人 たちのあった こと を 折 口 は 推測して いる。 

こ の 折 口説 は 松 本 信 広の 追認 を 受けて いる。 折 口 は タブ の 木の 枝葉の 燃える ときの 匂いが 悪魔 を 退散させる 効 

用 を もっと 信じて いたらし いが、 松 本に よると、 タブの 木はィ ヌグス といって、 クスの 一種で、 ク スノキ と共に 

船 を 建造す る船材 である。 航海 民族 は船材 となる 木 をき わめて 大切に 考えて いる。 タブの 木が 尊重され たの も そ 

うした 理由が あるの だろうと 松 本 は 推定して いる。 

折 口の 『古代 研究』 (国文学 篇) にある 口絵 写真 「漂 著 神を祀 つたた ぶの 杜」 は 能 登 一 の宮 にある ものである 

が、 そこの 羽 昨の 海岸 は 折 口の 墓が あると ころで も ある。 彼 は タブの 杜の 近くに 死 場所 を 考えて いたと 思われな 

くもない。 

松 本が 言うよう に、 タブの 木 は クスの 一種で ある。 ク スノキ 科に は クスノ キ属、 タブ ノキ 属、 シ 口 モジ 属、 ク 

ロモ ジ属、 ゲッケ イジ ュ属、 カゴノ キ属が ある。 このうち タブ ノキは 本州の 暖地、 四国、 九州、 韓国、 琉球、 台 


湾、 中国な どに 分布 するとい うが、 日本海 沿岸に も 点々 と ある。 私が 瞥見した ところで も 伯耆ー の 宮には タブの 

木が ある。 そこ は 下 照 姫 を まつる 神社 だが、 高貴な 女性が 船で 漂着した という 伝承 を もっている。 神 功 皇后の 子 

神 を まつる 敦賀 の常宮 にも タブの 木 を まつ つてい る 場所が ある。 若 狭の 二 ソの杜 や 鹿 児 島の モイ ドンと 呼ばれる 

樹木 崇拝の なかに も タブ の 木が まじ つてい る。 すなわち タブ の 木 は 黒潮の 流れと 共に 日本海 岸に も 点々 と 漂着し 

て 根 を 下ろした と考えられる。 タブの 大木 は 直径 ニメ ー トル、 高さ 十五 メ ー トルから 二十 メ ー トルに 達する もの 

が あり、 建築 材ゃ 家具 材に 適して いるから、 とうぜん 船材 としても 珍重され たもので あったろう。 

ところが 奇妙な 一致 だが、 柳 田 国 男 もまた ク スノキ 科の 植物に 並々 ならぬ 関心 をよ せた。 柳 田の 晩年の 大作 

『海上の 道』 のさい ごに 付記され ている 「知りたい と 思う 事 二三」 の 中に 「黒 モジ という 木の こと」 という 一箇 

条が 掲げられ ている。 黒 モジは 先に 見た ように ク スノキ 科の ひとつの 属 であって、 葉 や 実の 形 は タブの 木と そつ 

くりで あるが、 そんなに 高く はない。 

柳 田が ク 口 モジに 言及した の は 七十 七 歳 を 越えよう とする 晚年 のこと である。 しかし 関心 は 終戦の すこし 前 か 

ら あつたと 彼 は 述べて いる。 クロ モジは 楊枝に けずって 使用す るが、 これに は 皮が 付いていて、 樟 科の 樹の 香が 

珍重され ている。 京都で は クロ モジを 鳥柴と 言った。 鷹 狩の 獲物の 鳥 を 人に 贈る のに、 この 樹の 枝に 結わえつ け 

て もって いくのが 多かった から 起った 名 だとい う。 つまり は 鳥 をつ ける 柴 だから 鳥柴と 言った。 越後から 東北に 

かけて は 熊ゃァ オシ シを 捕った あと、 山の 神 を 祭る ときに この 木 を 用いる 例が 多い。 この 木の 串 を 作って、 まん 

中 を 二つに 割り、 そこへ 内臓の 一部 を 切って はさみ、 火で 焐 つて 地上に 刺し、 神 を 祭る 言葉 を 唱える。 山陰 一帯 

世 では 餅 花 を クロ モジの 木に 挿して 飾る 風習が ある。 これ を 福 木と いう。 また 信 州 三 河で はク Q モジ のさき に 五平 

常 餅 を 付けて 焼く。 

7 

柳 田 は これらの 例証 を あげながら 「榊 葉の 香 を かぐ わしみ」 という 有名な 歌に 出て くる サカキ は クロ モジ のこ 
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とではなかった かと 疑って いる。 これ は 冒頭に 述べた ように、 古い サカキ は タブで はない かとい う 折 口 信 夫の 推 

論と も 符合す る。 この こと は 柳 田 も 意識して いて、 折 口説の タブに も 言及して いる。 柳 田に よると、 タブ (また 

はタモ ともいう) の 木 は 北方まで ゆきわたって いるが、 ただ 東北の 岩 手 や 秋 田の 各地で タモ といって いるの は ど 

ぅも樟 科の もので はない。 それに 反して クロ モジは 北海道の 南部にまで 入り こんで おり、 また 冬に 入って 葉が 落 

ちる という 特色が ある。 この クロ モジが もともと 神 を 祭る 木で あつたが、 のちに 常緑の 葉 を もって サカキ とした 

と 柳 田 は 考える。 今日 祭場に 使用す る 真 柳に はすこし も 香がない。 古代の サカキ は クロ モジを 指した ので はない 

かとい う 柳 田の 推論の 根拠 はこ こに ある。 

我々 日本人の 鼻の 記憶、 即ち いつまでも 忘れが たかった この 木の香 はこ こに 留まり、 且つ 弘々 と 広がって 行 

くことの 出来た の も、 結局 は黒モ ジが樟 科の 中で も、 最も 寒い 土地まで 栄えて 行く 特色が あつたからで、 是 

がちょう ど 旭川 ゃ豊 原で 稲 を 栽培す るよう な 民族が、 同じ 南 種の 中で も 日本人 だけであった ことと、 併行す 

る もので は 無かった ろうか。 他に も 色々 の 大切な 用途 を もつ 木 だけれ ども、 それが 発見せられ たの も、 本来 

は 忘れ 難い 木の香が あった 為で、 今日はた つた 一寸 五分ば かりの つま 楊枝に なって、 町に 住む 人た ちの 間に 

名 を 知られて 居る の も、 この 古い 古い 伝統の 最後の 残 形であった とも 想像し 得られる。 (『神樹 篇』) 

すなわち、 柳 田 はつ ま 楊枝と なった クロ モジの 皮の 匂いから、 はるかな 昔の 神 を 祭る 木の 証跡 を 探ろうと して 

いる。 ただ クロ モジは タブの ように 喬木と ならず、 したがって 船材 となり 得ない ところが 折 口説よりも 弱い 点で 

ある。 しかし 柳 田が 「最初 は 恐らく はま だ 色々 の樟 科の 樹木が、 神の 依 座と して 手 折られて いた 時代が あり、 す 

なわち 日本人が 南 来の 種族であった ことが、 是か らも 段々 と 推測 せられて 来る ので はない かと 私 は 考えて いる」 
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(『神樹 篇』) と言うと き、 「色々 の樟 科の 植物」 の 中には とうぜん 折 口の 問題に した タブの 木 も 含まれて いると 見 

なければ ならぬ。 

折 口の タブに たいして、 柳 田が クロ モジを もち 出した というの は、 生涯 折 口にたい して 競争心 を もやしつ づけ 

た 柳 田の 執念の 一 端の あらわれ であるが、 それにしても ク スノキ 科の 植物 をき わめて 重視して いるの は 双方に 共 

通して いる。 

ところが 柳 田、 折 口に 劣らず 楠にたい して 他人 事で はない 関心 を 見せた のが 南方 熊 楠であった。 熊 楠に よると、 

紀 伊の 海草 郡で は 藤 白 王子 社の ほとりに、 楠 神と 名付ける 古い 楠が あって、 子供が 生まれる と 郡 内の人た ち はこ 

の 神に 参詣し、 楠の 一字 を 名に つける 風習が あり、 熊 楠と いう 名な ど は 何百 人 あるか 知れない ほど 多かった とい 

う。 熊 楠の 兄弟た ち も 九 人のう ち 六 人まで は 楠 を 名の 下につ けた。 紀 州の ほかに は 土 佐で も 楠 神 を 崇拝して、 人 

名に つける が、 紀州 では 人名の 最後に 楠の 字 をつ ける のにたい して、 土 佐で は 人名の あたまに つける という 相違 

が あると 述べて いる。 このち がい は ともかく として、 紀 州と 土 佐と に 楠 を 族 霊と 見なす 風習の ある こと を 熊 楠 は 

指摘して いる。 

熊 楠 は 四 歳のと き 重病に かかり、 家人に 負われ、 彼の 父に 伴われて、 未明から 楠 神へ 詣 つた 時の 光景 を ありあ 

りと 眼前に 見る と、 往時 を 回顧し 「楠の 樹を 見る ごとに 口に いうべからざる 特殊の 感じ を 発する」 と 異様な 告白 

をして いる (「南 紀 特有の 人名 11 楠の 字 を つ ける 風習に つ い て —— 」)。 

楠 を 見る だけで ただならぬ 感応 を おぼえる というの は、 熊 楠が それに あやか つ て 名前 をつ けた ためとい うだけ 

のこと では あるまい。 日本 民族の 心性の 深層が そこにお いて 露出した ものと みるべき であろう。 

『日本書紀』 の 神代 巻に もスサ ノォの 命が、 自分の 国 を 治める ための 浮 宝、 すなわち 船の 建造 材に スギと クスノ 

キを 当てた と ある。 ァメノ イワ クス ブネ、 すなわち クス ノキで 作った 堅牢な 船と いう 言葉が 古代に あり、 それ を 
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実証す るかの ように、 クス ノキで こしらえた 弥生 期 や 古墳 期の クリ 舟が 千葉県な どで 発掘され ている。 土 佐ゃ紀 

州の ように 黒潮の 通る 南海の 国に クス ノキが 繁茂して いる。 人び とが それにつ よい 関心 を もった の は それが 船材 

に 適して いたから であろう。 だがし かし、 もう 一 つ 考えられる こと は、 タブに しろ クロ モジ にしろ ク スノキ 科の 

植物に 共通な 強烈な 芳香が、 八重の潮路の はるか 南に つながる 民族 渡来の 原郷を いつまでも 思い起させ たので は 

ないかと いう ことで ある。 

二 

それ はク スノキ 科の 植物に かぎらない。 たとえば、 『日本書紀』 の垂仁 帝の 条に は、 タジマ モリが 帝の 命を受 

けて、 常世 国に おもむき、 「とき じくの かぐの 木の実」 を さがしに いったと あり、 それ は 今日い う タチバ ナ のこ 

とで あると 『日本書紀』 は 注して いる。 タジマ モリ はとお く 波の 穂 を 踏んで 海 彼の 国に おもむき、 十 年 かかって 

タチ、 、ハナ を さがし 求め、 それ を 得て 帰って きた、 と ある。 

時代 は 下る が、 皇極 帝のと きに、 富士川の ほとりに 大生 部の 多なる ものが いて、 橘の 木に つく 小さな 虫 を もち 

出して、 これ は 常世の 神で あり、 これ を 祭る と金 持に なり、 また 長生き をす ると 言い触らし たという 話が 『日本 

書紀』 に 記されて いる。 この 常世の 虫はタ チバナ にもつく が、 また ほそき にもつく と 『日本書紀』 は 注して いる ^ 

「ほそき」 は サン ショウで ある。 

この 二つの 揷 話で みる ことができる ように、 常世と タチバ ナの樹 と は 深い 関連が ある。 古代人 はタチ 、、ハナ を 常 

世の 樹と 考えて いた ことが うかがわれる。 一年中 香ぐ わしい 実 をつ けて いる 樹は、 常世に ふさわし いからで ある。 

タチ バナの 強い 芳香が 古代人 を 引きつけ た。 柑橘類 はかず 多くの 種類が あるが、 句の 強烈な もの も あれば、 そう 

でない もの も ある。 


タジ マ モリが この 木の実 を 探しに い つ た 常世と は 済 州 島 だとい う 説が ある。 その 済 州 島に 近い 対 馬に 旅行した 

とき、 私 は 対 馬の 南端の 豆 酸の 高 御 魂 神社の 境内で 柑 橘の 樹が あるの を 見かけた。 それ は、 きわめて 香の 高い、 

小さな 実 をつ けて いた。 食べて みると 甘酸つ ばく、 芳醇であった。 地元の 人に 聞く と、 秋の なかばから 冬 を 越し 

春 四月 頃まで 実が 生って いると いう。 つまり 半年 は 実が 生って いる、 という ことから 私 はこれ が 「とき じく」 の 

「かぐの 木の実」 である こと を 合点した。 いつの 年の 秋で あつたか 十月 末に、 奄美 群島の 喜界 島で 見た 古い 種類 

の柑橘 もこれ とおなじように、 半年 余り、 実が 生って いると 地元の 人に 知らされた。 そうして それ も 小さく、 強 

烈な 芳香 を もっていた。 

おが 国で は、 柑橘類の 中の 蜜柑の も つ とも 古い もの は 南中 国の 福 建 省から 鹿児島県の 長 島に 最初に わた つ たと 

いわれて いる。 それ も 小さい 島 蜜柑で ある。 また 熊本県の 八 代に も 蜜柑の 古木が ある。 今 は 八 代 市役所の 玄関先 

にある から 誰もた やすく 見る ことができる。 これら 対 馬 や 長 島 や 八 代 ゃ喜界 島が いずれも 九州の 西海岸に あり、 

東シ ナ 海と つなが つ ている こと は 注目して よい。 そこ は 黒潮の 北上す る 道す じに も あた つてい る。 

私の 考え はこう だ。 日本の 古代人 は、 ク スノキ 科の 植物に しろ、 ミ カン 科の 植物に しろ その 芳香に 無関心で は 

いられな か つ た。 それ は 日本人の 祖先が たど つ てきた 民族 移動の 思い出が はるかな 記憶の 底に しまいこまれ てお 

り、 この 香の 刺激が その 原郷 である 常世 を 思い出させる ことになる からだ。 ク スノキ 科の 植物 は それが 船材 にな 

る こと もあって、 とおく ポリネシアの 航海 民族の 痕跡 を 伝えて いるが、 いずれにしても 折 口の 着目した タブの 木、 

柳 田の 執着した クロ モジ がと もに クス ノキ 科で ある 事実に は おどろかされる。 また さきにの ベた ように、 常世 虫 

世 は タチバ ナの木 にもつく が、 あるいは サン ショウの 木 にもつく という 『日本書紀』 の 注が あるが、 この サン ショ 

常 ゥ の 木 もまた ミ カン 科に 属する ものである こと を 知る とき、 わが 古代人が 植物 分類に ついて 正確な 知識 を ふまえ 

4 ている ことに 敬意 を 表せずに はいられな いので ある。 
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沖 織で は、 石鹼の 代りに シ ー 力 ー サ— と 呼ばれる 小さな 柑橘類の 実で、 衣服 を 洗った 時代が ある。 そこで 洗つ 

て 乾した 衣服に はかす かに タチバ ナの 匂が した。 衣類 を 蔵い こんだ 箪笥に シ ー 力 ー サ ー の 実 を 入れて 置く こと も 

したら しい。 『古今 集』 の 歌に 有名な 「花 橘の 香 を かげば 昔の 人の 袖の 香ぞ する」 というの はお そらく この こと 

を 指した ものではないだろう か。 日本 本土で も 昔は柑 橘の 実で 衣服 を 洗う ことが おこなわれ ていた かも 知れない 

し、 蜜柑の 実 を 箪笥に 入れた かも 知れない とおもう の だ。 それば かりで なく、 タチ パナは 記紀 万 葉の 時^から 常 

世の 樹 であった。 

タチパ ナゃク スノキ 科の 植物の 匂が、 かって 南の 熱い 国から や つ てきた 日本人の 足跡の 記憶 を 伝えて いると す 

れば、 常世 もまた けっして 架空の 国で はなく、 なにがし かの 現実的な 根拠 を そなえた ものである ことが 諒解され 

よう。 

三 

太古、 航海術 も 造船 技術 も 幼稚であった 時代に、 南の 人び とが 日本列島に たどりつ くのに は 黒潮 を 利用す る ほ 

かなかった。 この 黒潮 は 台湾の 東海岸から 出発す るが、 はじめは 緩慢な 流れで ある。 それが 日本の 近海に 近づく 

と 速度 をまして くる。 この 海流に は 季節風の 働きが くわわる から、 黒潮の 利用 は、 つねに 不確定な 要素 をと もな 

わずに はすまない。 つまり 地中海が ョ ー ロッパ 文化の ゆりかごであった ように は、 黒潮 は 人間の 計画性に とって 

信頼で きる 相手ではなかった。 南の 文化 や 人間 を はこぶ 黒潮 は 一方的に 送り手の 文化に 終始し、 受け手で ある 日 

本 列島の 人び と は それ を 期待す る だけで、 計画的に、 進んで 摂取す る ことが むずかしかった。 こうした こと は 日 

本人の 意識 を 受動的な ものにせずに は 置かなかった。 『万葉集』 に 海に 関する 歌の すくない こと はよ く 指摘され 

るが、 それ は 当時の 日本人が 航海に 関心 を 示さなかった こと を 物語って いる。 しかし、 それ だ ナ にいつ そう、 日 


本人の 感覚 は 海の 彼方に むか つ て 鋭ぎ すまされ たので ある。 

すなわち 海外の 国 は 現実の 国で ある 以上に、 幸せ を もたらす 理想の 国な のであった。 日本人 は 海外に むかって" 

つねに 烈しい 願望と 期待 を もって 臨んだ ので ある。 日本人が 海外の ある 国にたい する 冷静な 客観的な 認識 を もつ 

の は、 それ は その 国にたい して 日本人の 関心が 本質的に 無くなる ときに 限られて いた。 日本列島 は 資源の 乏しい 

島で ある。 これが 日本人の 海外に 関心 を もたないで はすまない 最大の 理由で ある。 それ は 物質の みならず 精神に 

ついても 言い 得る。 これ は  一 口に 言って 「孤島の 感情」 である。 

常世 を 存立させる もの は、 日本人の 中に つたわる このような 「待つ」 感情に ほかなら なかった。 日本の 海 村 を 

訪れた 旅び と は 地元の 老人な どが つねに 海の なぎさに 関心 を 払って いるのに 気がつく にちがいない。 とくに 嵐の 

すぎ 去った あくる 朝な ど は、 大ぜ いの 人び とが 海岸に 出て いる。 それ は 海からの 贈物で ある 魚介類 や 流木 や 海藻 

などが 打ち 揚げられ ていない か を 見 まわる 姿で ある。 こうした もの は、 流木が 寄 木の 神と みなされ、 寄 ii などが 

海神の 贈物と された ように、 すべて 常世から 送り届けられ たものと 思われた。 日本の 常 民 は、 それら を 待ち受け 

ると いう 感情の 中に 身 を ひたして すごして きたと いえる。 それ は 年の 折目 ごとに 訪れる まれび とや 祖 霊の 到来 を 

待 つ 感情と も 重なり合う。 

しかし 「カエサル の もの は 力 エサ ルに」 という 言葉の ように、 「常 並の もの は 常世へ」 かえす という 考え も つ 

よくもつ ていた。 常世 は 日本人の 原郷 であるが ゆえに、 善き もの も 悪しき もの もす ベて 常世から もたらされ ると 

いうの が、 日本人の 伝統的な 観念であった。 おそろしい 伝染病から 鼠 ゃ蝗ゃ 蚤の ような 害 をす る 動物で さえ 常世 

世 から やって きたと 信じられた。 そこで 疫病が 流行したり、 害虫に 見舞われたり すると、 それら を 常世に 送り かえ 

常 す 儀式が くりかえし おこなわれた。 

3 

4 しかし これら 災禍 を 与える ものにしても、 それらが やってくる こと を 別に ふしぎが つたり おどろいた りする こ 
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と はな か つ た。 という こと は それ を 慰撫して お引き取り を 願う という 心情の パ タ ー ンを 幾千 年と なく 日本の 常 民 

はもち つづけて きた こと を 意味す る。 それら 災禍 を もたらす の も、 原郷 である 常世からの 来訪者で あるから に は、 

避けられな いもので あり、 必然的な 客人な のであった。 とすれば、 それ を できるだけ なだめす かすと いうの が、 

受け手の 側に 立つ 者の つとめで ある こと を 自覚して いた。 つまり 災禍 を 避ける ことができない とすれば、 できる 

だけ 軽く すまそう という 下心が そこに 常時 働いて いた。 そこから して 禍神を 福 神と して あがめる という 外国人に 

は 不可解な 信仰にまで 発展す る。 日本に おける 常世の ュ ー ト ピア 性と はかくの ごとき もので あつ た。 

このように 常世と 現世の 人間と は 強い きずなで むすばれ ており、 いかなる もの もけ つして 偶発的で はな か つ た _ 

しかし、 それが 後世に なると 変化 をみ せる。 たとえば ジュゴン は 南 島で は ザンの 魚と 呼ばれて おり、 常世 神の 乗 

物と 見なされ ている。 その 肉 はき わめて 美味な もので 珍重され ている。 その ザ ンの魚 は 海 霊 (よな たま) として 

津波 を 起こす 能力 を もっと おもわれて もいた。 ところが、 後世に は、 ザ ンの魚 (人魚) が 出現す ると、 それ は禍 

をな すと 言って 不吉 がられた。 これ は沖繙 だけでなく、 日本 本土で もそう した 記録が 幾 例 も ある。 

南 島の 人た ちが 食卓の 上で 賞味す るスク という 小魚 もそう である。 この スク という 語 は、 常世に 相当す る 南 島 

語の 二 ー ル スク のスク とおな じ 語源 を もつ もので はない かと 私 は 考えて いる。 この スクが 海岸に 近寄つ てく ると、 

嵐が やって きて シケ がお そうとお それられた。 ザ ンの魚 (人魚) にしろ、 スク にしろ、 常世の 贈物 あるいは 海神 

の 使者と みなされ ていた ものが、 不吉な 訪問客と して 転倒した 待遇 を 受ける。 これ は 現世の 人び とと 常世との 日 

常 的な 親 縁 関係が 切れて、 常世と は 非 日常 的な もの を 送り こむ 場所と いう 風に、 観念の 変質が おこなわれ たため 

だと 私 は 考える。 聖 なる ものが 穢 なる ものに 逆転す るの は 日本人の 神聖 観念の 特質で あるが、 常世の 動物た ち も 

また 例外で はな か つ た。 

一方、 日本の 常世 は 中国の 神仙 思想の 影響 をこう むって、 蓬萊 島の ような 静的な ものに 変貌した。 しかし もと 
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もと 常世 は そのような もので はけつ してなかった。 黒潮に 乗って きた 父祖の 道す じ を、 受け手で ある 日本列島の 

子、 が 反芻 するとい うと ころに 成立す る 常世と は、 たんに 海上に 浮かぶ 理想の 島の ことで はない。 沖緝 では 常世 

の 「世」 は 稲の ことで ある。 常世と いう 言葉の 原義 は 稲の 常 熟する 南の 国と いう 意味に ほかならぬ。 ここに 日本 

の 常世に ついての 考えの 独自性が みられる。 一方 を とれば それ は 南に つながる はるかな 空間で ある。 他方 を とれ 

ば それ は 無限に 遡行す る祖 霊た ちの 時間で ある。 この 双方の 合わさった ものが 常世に ほかならぬ。 つまり 日本で 

使用す る 「他界」 に は 二つの 意味が こめられ ている。 それ は 日常 的な 生活空間から はなれた 場 を 指し、 また 日 

常 的な 生活 時間と 隔絶した とおい 時間 を 指す。 

こうした 考え は、 後世に なると とだえた ようにみ えながら、 くりかえし あらわれて くる。 熊 野の 那智勝 浦 や 肥 

後の 高瀬 や 伊倉から 出発した 補陀落 渡海 もまた、 われらが 祖先の 南から 北へ たどって きた 道 を、 逆に 北から 南へ 

とた どり 直そうと する 行為であった と考えられる。 その 目指す 観音の 浄土と は、 揚子江の 河口に 近い 舟 山 列島 あ 

たりだった という。 その あたり は 日本の 古代と もっとも 交流の 深い 地方であった。 つまり 補陀落 渡海 は 常世への 

出発な のであった。 

南 島で は 常世 を あらわす の に 二 ライ 島、 ァ 口 ゥ 島と 対語の 形 を 使用す る。 

こ あざ 

登山 修 によると、 奄美 本島と カケ ロマ 島の 間に 介在す る 瀬戸 内の 部落に は、 ァロホ とか カロ ホ とか 呼ぶ 小字が 

あり、 そこ は 岩石の 多い 地帯で も ある。 阿木名の 採石場 は、 ^法と 書いて カロ ホと 呼ぶ そうだ。 つまり 岩の 多い 

ところが ァ 口 ゥ島 という ことになる。 また カロ ホの カロ は カケロ マの ケ 口 や 慶良間 島の ケラ とも 共通の 意味 を も 

つてお り、 二 ライカ ナイと も 呼応し あう。 二 ライカ ナイ は、 二 ライ ケ ライ ともいう。 それ は 堅固な 磐石 を 意味す 
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ると レ うこと から、 一 貝 縁 も ゆかり もな レ とみえる ァ ロウと カケ ロマと いう 言葉 は、 共通の 意味と 情緒 を もって 

いると、 登山 修は 述べて いる (「やどり」 三十 二号)。 

沖繙 では ァ 口 ゥ島は 荒び の 島の 意 だと 説明す る 人 も ある。 八重 山で は 人間 は 死んだら サ フの 国に いくと 信じら 

れ ている。 サフの 島と いえば 石の 島の ことで ある。 死人 は その 島の 海岸の 岩に ついた 海藻な ど をと つてた ベる と 

いう。 この サフの 島と おなじように、 ァ ロウ 島の ィメ ー ジには どこか 岩 だらけの 荒涼と した 面影が つきまとう。 

堅固な 磐石の 島と いうよう な 肯定的な ィメ ー ジ だけで はなさ そうだ。 宮古 群島の 池 間 島で は 死んだら 力 マの 世に 

いくとい う。 力 マの 世と は 彼方の 世界の 意で ある。 そこ は 死者が 小さな 豆 ランプ をと ぼしながら くらす 暗い 世界 

である。 こうした 南 島の 人び との 一連の 証言から、 死者の たましいの おもむく 島 は、 かならずしも 光 まば ゆい 楽 

園と して 描かれて ばかりい ない こと を 感じる。 それ はどうして であろう か。 私 は 次のように 考える。 

琉球 列島 はもち ろん、 日本 本土で も 古く は、 人が 死ぬ と、 その 死体 は 海上の 他界で ある 常世に もっとも 近く、 

波打ぎ わ や 岬 や 地 先の 小島に 葬る のがつ ねであった。 沖繙 本島と その 属島に は 「青の 島」 とよ ばれる 地 先の 小島 

があった。 青の 島と 呼ばれる 所以 は、 そこに 死体 を 風 葬す るからで あった。 青 は 死者の 色で ある。 

あらが み  あらが み  おう 

琉球 王府の 史書に は、 荒神 または 新 神と よばれる 海の 神が 来訪す る ときには、 かならず 地 先の 小島で ある 青の 

島に いったん 上陸し、 それから 本島の 海岸に 再 上陸す るなら わしと なって いる ことが 記されて いる。 こうした 二 

段が まえの 海神の 来訪 は 何 を 意味す るか。 青の 島が 死者 を 葬った 小島で あるた めに、 そこが 第一 次 的な 他界で あ 

あらが み  あらが み 

つたこと を まぎれ もな く 示す ものである。 また 二 ライカ ナイの 神 を 荒神 または 新 神と 『琉球 神道 記』 に 記した の 

は、 ァ ロウの 神 を そのよう に 宛字した ので は あるまい か。 

しかし 後世に なると 地 先の 小島に 死体 を 風 葬す る 慣習 はす たれ、 他界 観念 は 拡大され、 浄化され る。 すなわち 

死者の 魂 はとお くまでい き、 海の 彼方に ある 祖 霊の 島に 庄 むと いう 考え方に 変貌す る。 . 


奄美 本島と は 瀬戸 内の 入海 を はさんで 眼と 鼻の 間にある カケ 口 マ 島が ァ 口 ゥ 島と よばれた の は、 そこに 岩が 多 

いからで もあろう が、 また そこが 小舟に 乗せて 死者 を 葬った 島であった こと を 物語って いるよう に 思われる。 奄 

美の 用路 島の 人び と は 枝手久 島に 死者 を はこんで 捨てる 風習の あつ たこと が 伝承され ている。 このような 風 葬の 

慣習から、 古代の 人び と は、 生きて いる 人び との 世界から そう 遠くない ところに 死者の 世界 を 描いた。 沖 繩の久 

米 島で は、 鼠 を その 原郷 である 常世に 追い やる ときの 呪 言に 一 干 瀬の 外、 波の 外」 という 表現 を 使う。 また 宮古 

の 来 間 島の 虫送りの ときに も、 鼠 を 入れた 容器 を 海岸から 一 ー百メ ー トルば かり はなれた 海中の 珊瑚礁の 穴に もつ 

ていって 置いて くる。 この 珊瑚礁の リ— フ がすな わち 干 瀬で ある。 干 瀬の 外 はも はや 常世であった。 他界 は 生者 

の 生活圏から それほど はなれて いなかった。 また それほど 美化され ていなかった。 すなわち それ は 死の 島と して 

の 荒涼と した おもむき を そなえて いた。 

しかし 他界 観念が 進展す ると、 それ はさら に 遠く、 海の 彼方へ と美 化されて 投影され る。 青の 島が 第一 次 的 世 

界 とすれば、 これ は 第二次 的な 他界で ある。 こうした 観念の 運動 は、 これまで くりかえし 述べた ように、 日本人 

の 祖先が 南の 暑い 国から や つ てきた という 有史 以前の 移動の 記憶 を さかのぼろう とする 衝動と 重なり合う。 その 

衝動の いきつく ところ は、 死者の たましいの 住む 祖 霊の 国の ほかに はない。 日本人の 死後の 観念が、 祖先の 移動 

の 記憶と 交叉す る 地点が 常世に ほかならぬ。 日本人の 民族 体験に ついての 記憶の 総和 は、 いつしか 「集合的 無意 

識」 として 日本人の なかに 流れ、 沈澱して いる。 それ を 喚起す ると なれば、 自己 を さかのぼって 祖 霊の 観念に た 

どり つく ほかない。 したがって 常世 はたんに 死者た ちの 霊の 住む 海 彼の 国と いう だけで は 充分で ない。 また 遠来 

世 の 神が そこから 訪れる 南の ゆたかな 土地と いう だけで も 不充分で ある。 この 一 一つが 分かちが たく 癒着した ものが 

常世で ある。 つまり 時間と しての 他界と 空間と しての 他界と がみ ごとに まざりあった 世界、 それが 常世で ある。 

こうした 他界 観に もとづく 世界観 を もつ 民族が 日本人の ほかに 存在す るか 私 は 知らない。 
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五 

死者が 祖 霊の 中に 加わる とき、 それ は 個性的な もの を徐々 に 脱ぎ捨て ていく。 日本の 民俗で は トム ライア ゲと 

呼んで、 死後 三十 三年 目 もしくは 五十 年 をす ぎる と、 死者の たましい は 仏から 神になる と 考えられた。 そのと き 

に 梢つ き 塔婆と いって、 杉の 生木の 四方 をけ ずり、 その 表面に 戒名 を 記す が、 生木の 頂上 だけに は 生の 枝 をの こ 

してお くもの を 建てる。 私が 二十 数年 まえ 陸 中 遠 野の 土 淵 村で 見た の は、 たしか 柳の 枝 を 墓地に 刺して あつたよ 

うに 記憶す る。 そのと き 死者の たましい もまた 一 本の 柳に な つたの だとい う 感懐 を 禁じ 得な か つたこと をお ぼえ 

ている。 

この トム ライア ゲの 風習 は 要するに 死者の 個性が 消えて、 非 個性的な たましいに 還元され、 祖霊 たちの 仲間 入 

り をした こと を 意味す る。 南 島で は 死者の ゆく 世界 を、 後生と も 呼んで いるが、 そこ は 新旧 二つの 後生、 ミ ー グ 

ショウ (新 後生) と 力 バグ ショウ (古 後生) とに 区別され ている。 つまり 死者に たいする 記憶が うすれて いくに 

つれて、 死者の たましい は 非 個性的な ものになる ことが、 これによ つて 示される。 死者が 非 個性的な 祖 霊の あつ 

まりの 仲間入り を するとい うこと は、 それまでの 計り知れない ほどの 民族と しての 体験の 集積に、 一 つの 体験 を 

つけ 加えた こと を 意味して いる。 祖霊 信仰が ユングの いう 集合的 無意識の 観念 に似てく るの はこの 故で ある。 老 

人に 経験 知の 象徴が 表現され るのと 符号して、 祖霊 もまた、 八重 山の アン ガマの 面が 示す ごとく、 老翁と 老嫗の 

姿 を もって 生者の 国 を 訪れる。 つまり それ は 一 つの 型な ので ある。 常世 は 死者の たましいの おもむく 世界と いう 

だけで はない。 それ は 日本人の 無限の 経験の 記憶の 集積が いつしか 無意識 化されて 沈澱して いると ころで ある。 

そこから して、 常世 は 日本人の 認識の 祖型で あると 考えねば ならぬ。 常世 は 日本人の 認識の 祖型な ので あるから、 

それ は 幾千 年 もまえ から 今日に いたる まで、 たえず 再生し、 増幅され る。 今日、 日本の 古代に も 宗教に も 関心 を 


もたない 若い 青年 男女が、 三月 三日の 雛 流し や、 あるいは 盆の 行事な どに 加わる とき、 その 心の中に 何ら かの 情 

緒が 喚起され ると するならば、 彼ら もまた 常世と は 無縁な 存在で はない。 

六 

日本の 古代に は 現世と 他界と は 相似形 をな す ものと 考えられ ていた。 死者 は 生者 同様 飲食し、 死後 も 生前と お 

なじ 生活 をつ づけて いく。 職業 もお なじで ある。 現世と 常世と に なんらの 断絶 も あり 得ない。 常世と 現世と は ffl 

似 形で あるが ゆえに、 それ は 等価で もあった。 記紀が 伝える ように、 現世の 権力者の 雄 略 帝 は 大和の 葛 城 山に の 

ぼった とき、 葛 城の 一言 主の 大 神に 出会い、 着物 を ぬぎすてて 礼拝した。 これ を 見れば 帝王 は、 現 人 神で ある 常 

世 神と すくなくとも 同等で あり、 それ 以上ではなかった。 帝王 は 常世 神に 敬意 を 表する こと を 忘れなかった。 だ 

が カエサルの 力が 増大す ると、 常世 神 は 権威 を 失い、 常世 神の もつ ォ ー ソリ ティ は、 帝王の 身に まといつ けられ 

る。 こうして ながく 支配 層に 忘れ さられて いた 常世と 常世 神 は、 ただ 常 民の 信仰 や 民俗 慣行の 中に 残存して きた。 

しかし ここに 一 つの 疑問が 湧く の はとう ぜんで ある。 帝王 や 富者の ように 現世に おける 覇者 は、 死後 も 生きて 

いると きと 同様の 生活の 継続 を 望む の はとう ぜんで あるが、 苛酷な 生 を 送った 常 民た ちが、 自分の 生の 延長 を 死 

後 もまた くりかえす ことに 同意す るか どうかと いう 疑問で ある。 ここに 二 イチ ヱ の 当面した 永劫 回帰の 思想が 提 

出される。 ニイ チヱなら ば その まったき 肯定、 すなわち 宿命 愛 を 説く であろう。 しかし 古代人に はそう した 個々 

の 考え を 押しつける わけに はいかない。 また 仏教の 六道 輪廻 や 耶蘇 教の 地獄 や 煉獄の ような 死後の 苦悩、 天国 や 

世 極楽の 至福が 約束され ている わけで もない。 

# では わが 古代人 はこの 永劫 回帰の 世界観に どのように 耐えた か。 苦 患の 生 を 送る ものに とって、 常世と は 苛酷 

4 なュ ー ト ピアで はない のか。 その 答え は 私の 考えで は 三 通り ある。 
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第一に は 死が 生の 延長で あるよう に、 生 もまた 死の 延長で あると いう 世界観に よって、 古代人 は 誕生 は 常世 か 

らの 再生で あると 信じて いた。 すなわち 死ぬ こと は、 再生と つながる ことであった。 

第二に は、 死者の 生活 は 現世と おなじで あると はいえ、 そのた ましい は 個性的な 面 をし だいに 消失して、 袓霊 

と 合体す る、 つまり ひとつの 型と なる。 この ことによって、 生前の 生ま 生まし い 感覚 または 感情 は 軽減され る。 

第三に は 死者 は 神と なって 生者 を 守護 するとい う 思想が いつしか 生まれた。 そこで は 死者 は 慈愛に みちた 生者 

の 守護神な ので ある。 

古代人の 考え はすべ て 祖型に もとづい ていて、 それ は 個人の 理性 はもち ろん 感性の 領域まで 支配す る。 したが 

つて 以上の 考え を 所有す る 限り、 古代人 は 常世の 思想 を 受け入れる ことに 抵抗 を 示さなかった。 それ は 明瞭に 自 

覚 されない とはいえ、 民族の 無限の 過去の 体験への 回帰で あり、 遡行で も あるから、 いっそう 願わしい もので あ 

つた。 常世の国への 思慕 をぬ きにして、 日本の 文化 はついに 語る ことが 不可能な ので ある。 
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53 若 狭の 産屋 


若 狭の 産： 


柳 田 国 男の 『月曜 通信』 に 「ゥ ブス ナ のこと」 という 一節が ある。 昭和 十八 年に 書かれた もの だが、 そこで 柳 

田 は 次のように 言って いる。 r ゥ ブス ナの 問題、 今頃 是が 答えられ ぬよう ではお かしい に違いないが、 ゥブが 人 

の 産まれる ことと 関係が 有る らしい という 以上に は、 私に は 殆ど 何 一 つ 答えられない。」 

ところで 私 は 柳 田が 生きて いればき き 耳 を そば だてる にちがいない 発見 をした。 

敦賀 湾に 面した 常宮 という 海 村で、 自分の 子供 三人 を その 集落の 産 小屋で 産ませた 経験 を もつ 老人の 話 を 私 は 

聞いた ことがあった。 その 老人 は 明治 三十 七 年生 まれの 河 端 亀次郎 という 人物で、 産 小屋 は 彼の 屋敷の 中に あつ 

て、 今 は 物置 小屋に なり 変って いた。 四畳半と 三 畳の 二 間き りで、 四畳半の 部屋の 窓 は 直ぐ 前の 海の ほう を 向い 

ていた。 そして 天井から は 力 綱が 垂れて いた。 妊婦 は 寝た まま その 力 綱 をに ぎり、 お産 をした。 控えの 次の間に 

は 煮炊き 用の 力 マドが 置いて あった。 妊婦 は 産 気づく とその 小屋に 入り、 子ども を 産んだ のち も 一 ヶ月 は 小屋 か 
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ら 出なかった そこで 母子の 食物の 材料 は 外から 運んだ。 運び 手 は 女に かぎられた。 一ヶ月 を その 産 小屋です ご 

したの ち も、 家への 出入り は 寝 部屋に かぎられ、 台所に 立つ こと は ゆるされなかった。 それが かれこれ 二十日 も 

つづいた。 つまり 五十 日が ほど は、 なみの 生活に 復 する こと はでき なかった。 

これ は 産 を 不净と 見なす 観念から 出発した ものと 見える とはいえ、 産婦に と つ て は 姑に 気が ねせ ずに 自分の 体 

力 を 回復 させ、 産んだ 子の 養育に だけ 心 を そそぐ ことので きる ありがたい 制度で も あつ ヒ。 

こうした 老人の 話 を 聞きながら、 突然 私 は 緊張した。 それ は 老人が 次の 話 をした からで ある。 

産 小屋に は 畳 は 敷かない。 海の きれいな 砂 をまず 敷き、 その上に 藁 をお き、 次に 粗い ムシ 口 を 重ね、 一番 表面 

には藺 草の ゴザを 置く。 産婦が 入れ かわる と、 砂と 敷 藁 を 取り かえた。  - 

「その 砂 をなん と 呼ぶ のです か」  . 

r ゥブ ス ナ」 

私 はすつ かりお どろいた。 産土神と いう 言葉から あいまいな 観念し か 引き出し 得て いなかった 私 は、 それが 一 

挙に剝 ぎ とられ、 老人の 答えに よって、 観念の 中核が むき 出しになる という 体験 をした。 

「それが 本来 は 我々 の 産まれた 土地と いう だけの 言葉で、 神をゥ ブス ナ様 というの は、 その ゥ ブス ナの 神の 略語 

であるの やら、 又は 最初から ゥ ブス ナ とさえ 言えば 神で あつたの やら、 どちら か 1 つで あろうが、 どちらと もま 

だ 私に は 言えない。」 

と 柳 田 は 迷って いる。 そして 彼 はなお r ゥ ブス ナ という 言葉 を 書物の 上の 知識で は 無しに、 今でも 実際に 知って 

使う 人が 有る かどう か。 もし 有るならば 何が ゥ ブス ナ であるか」 と 読者に 問い かけて いる。 

そこで 私 は r ゥ ブス ナとは 産屋の 砂の ことで ある」、 という もっとも 簡明で もっとも 根源 的な 答え を、 思いが 

けなく 柳 田の まえに 提示す る ことができ るので ある。 
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ゥ ブス ナに産 土  (または 生 土) という 字 を あてて いるの は、 産 砂から 産 土へ、 すなわち 砂から 土へ と 産屋の 地 

面が 変化した こと を 意味す ると 考えれば よいので ある。 

『日本 国語 大 辞典』 (小学館 発行) にはゥ ブス ナの 語源 をめ ぐって、 六 通りの 解釈が 紹介して ある。 

① 生産の 意の ゥ ブスと、 地 または 土の 義のナ の 二 語から なり、 はじめ、 人の 生まれた 土地 を さした (新 村 出) 

② もと、 産 神、 ウノ カミ とおな じだった (柳 田 国 男) ③ 産屋の 意の ゥ ブス (産 巣)。 ナは 土の 義 (松 岡静 雄) ④ 

ゥ ブス 二 ハの約 か (大 言海) ⑤ゥ ブス マ (産 住) の 転 (言 元梯) ⑥ 出産の 時、 氏神の 社の 土 をと つて 産屋に まく 

風習が もとでい う (俚言 集 覧)。 

この 六 通りの 解釈 はいずれ も隔靴 搔库の 説ば かりで ある。 だが、 ゥ ブス ナを 産屋の 砂、 すなわち 産 砂と すれば 

一切 は 氷解す る。 私 は 西 浦七郷 とよ ばれる 立 石 半島の 東海岸に 沿う 集落、 すなわち 南の 方から 北へ かぞえて、 繩 

ぼ、 宮、 う iH、 手ノ 浦、 色ケ 浜、 浦 底、 立 石の 七つの 部落 を 幾度 もま わった。 そうして 次の こと を 確認した。 産 

屋の 床に 砂 を 敷く ところが 總間、 常宮、 沓の 三つの 集落で あり、 土で かためる ところが 手ノ 浦、 色ケ 浜、 浦 底、 

立 石の 四つの 部落で ある。 

このうち 常宮の 産屋に 関して は、 瀬 川 清 子の 「産屋に ついて」 という 論文の 中に 次のように 述べられ ている。 

この 産屋 は 幾 室 かに 区切られて 居る が、 仕切 壁が 半分し かないので、 殆ど 一室の ように 見え、 狭い 口 小屋 

の 向う の 奥 小屋に は炉が あり、 産 綱が 垂れて いると いう。 小屋 を 出る 時には、 莫 産の 下に 敷いた 古 藻 芥を焼 

き 捨て、 砂 も 新しい のと 入れ替えて 置かねば ならぬ といい、 小屋が 奇蹟 的に 湿気の ない 場所で ある こと を 得 

としてい る 点から、 この 産屋 も 又 土間で あつたかと 思われる。 
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この 記述 は 瀬 川の 実際の 見聞に よる もの か、 あるいは 他の 資料に もとづく もの か あきらか ではない。 いずれに 

しても 瀬 川が ここで 産屋 を 土間と 推定し、 産屋の 砂に ついて 大した 関心 を よせてい ない こと だけ はたし かで ある。 

常宮の 産屋に ついて 「又 土間で あつたかと 思われる」 と 瀬 川が いうの は 厳密に 正確な 表現と はいいが たい。 そし 

て、 産屋の 底に 砂 をし くと いう 事実への 重視が 脱け 落ちて いる。 

常 宮ゃ沓 では、 海岸の 波打ぎ わに ある 砂 を ザルに 入れて、 これ を常宮 神社と その 奥の院の 岩屋の 拝殿の 前に 置 

き、 お 賽銭が わりにす る 習慣が ある。 また 常宮 神社で は 「砂 持ち 行事」 といって、 五月に 神社の 境内に 砂 をし く 

行事が ある。 砂に は 塩分が あるから 雑草が 生えない と 説明され ている が、 それ は あとで 付した 理由に ちがいない。 

なぜなら 海岸に 神社の あると ころ は 無数 だが、 砂 を 神前に ささげる 風習が ざら にある わけで はない からで ある。 

常宮 神社 は 安産の 神と して ひろく 知られて いるが、 この あたりで は 砂 は 特別の 意味 を も つ ていたと おもわれる。 

それ は 産屋の 砂と 無縁で は あるまい。 

敦賀 市に ある 気 比 神宮 は 常宮の 祭神と 関係 ある 越 前の 一 の宮 であるが、 そこに は 常宮と はちがつた 砂 持ち 行事 

が 今 も 残されて いる。 神前の 砂 を 自分の 家に もちかえり 枕の 下にお いたり、 家の 四隅に 撒く と 邪 霊が 退散す ると 

信じられ ている。 その 砂 は 一年 後 ふたたび 神前に 納める ので ある。 芭蕉 も 『おくの ほそ 道』 のなかで 気 比 神宮に 

参詣した こと を 述べ、 神前の 白砂 は 霜 を 敷いた ようで あると 記して いる。 そして、 遊行 上人が 神前に 真砂 を 持ち 

はこぶ 行事が あって、 それ を 「遊行の 砂 持」 というと 前置きし、 「月 清し 遊行の もてる 砂の 上」 という 有名な 句 

を ものして いる。 しかも そのと き、 気 比 神宮に 敷く 砂 は、 二 里 も はなれた 常宮の 海岸の 砂 を わざわざ 運ぶ。 常宮 

神社 や 気 比 神宮が 砂 を 神聖 視 している の は、 それが 産屋の 砂と 関連が あるから だと 私 は 推察して いる。 ただし、 

それ は、 はるかな 時代に 人び との 記憶から 失な われた ので ある。 それ は 『神道 名目 類聚 抄』 に 「産 スナ トハ、 梅 

宮ノ儀 ナリ、 婦女 安産 ヲ彼 神社 二 祈、 社 ノ砂ヲ 受来テ 産ノ守 トス、 是故 一一 産 砂 ト云事 ァリト 云 リー と 記して ある 
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ことで も 裏付けられる。 

京都府 天 田 郡 三 和 町の 大原 という 集落に も 産屋が 大切に 保存され て 残って いる。 それ はまった くの 天地 根元 造 

りで、 藁屋根が 地面まで 垂れ下がつ ており、 出入り口の 壁 も 藁で 編んで ある。 ここで 私 は 百 歳 近い 片山 トメと い 

う 老女に 話 を 聞く ことができた。 その 話で はこの 産 小屋 はまえ は 力 ャブキ であって、 明治 末まで は 産 小屋で 子 ど 

も を 産み、 そのたび に 産屋 を たてかえ たという。 また そのつど 屋根 を ふきかえた。 あとで は 家の 土間に 藁 を 敷い 

て そこでお 産 をす ると、 翌朝す ぐに この 産 小屋に いき、 三日三夜 こもった という。 この 一 坪 半の せまい 産 小屋に 

は 川 砂 を 敷き、 その上に 藁 を 敷いて 床 は 張らなかった。 床 を 張ったら 難産、 床 をと つたら 安産と いわれた という _ 

こ の 産屋の 砂 は 安産のお 守りと されて いて、 今日で も 氏子に 配られて いる。 

二 

ゥ ブス ナが 産屋の 砂で あると いうと きに、 これまで 不明であった 一 つの 文章が 私に はたち まち、 理解され るよ 

うにな つた。 『古語 拾遺』 の 中の 

めと  ひこ なぎさの みこと  ひた  かに 

天祖 彦火 尊、 海神の 女、 豊玉姫 命を娉 りて 彦 瀲 尊 を 生みます。 誕 育し 奉る の 日、 海浜に 室 を 立つ。 時に 掃 

もり  あめのお しひと  つか  はべ  よ  しきもの  つかさ 

守 連の 遠祖、 天 忍 人命、 供へ 奉り 陪侍り て、 箒 を 作り 蟹 を 掃 ふ。 仍 りて 鋪設を 掌り、 遂に 以て 職と 為す。 

なづ  かもり  うつ 

号け て 蟹 守と 曰 ふ。 今 俗に、 之 を 掃 守と 謂 ふ は、 彼詞の 転れ るな り 

という 文章が それで ある。 蟹 は 再生、 脱皮す る 動物な ので、 それに あやかって 新生児の 額に 蟹 を はわせる 習慣 は 

はら  いむべ 

今 も 南 島に みられる が、 善 を 作って 蟹 を 掃った から、 蟹 守 を 掃 守と いうの は 『古語 拾遺』 の 筆者で ある 斎部 広 成 
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のこ じつけ か、 そうでなければ、 言葉の 遊びで あると いうの が 大方の 意見で ある。 だが 前述の 聞き書きに 照して 

みると、 斎部 広 成の 文章 は 意外に 真の 情景 を 描写して いるので ある。 

常宮の 老人の 話で は、 もとは 産 小屋の すぐ 近くまで 海岸で、 なぎさの 波が うちよせ ていたと いう。 産婦 小 星 

に とじこめられ ていたが、 砂浜に だけ は 出る の を 許された。 当然の ことで あるが、 蟹 は 産 小屋に はいりこみ、 砂 

の 上 を はいまわる。 そこで 蟹 を 掃き出す こと も、 別にめ ずらしくなかったろう。 しかも 蟹 は 新生児 を 祝福す るの 

に 用いられる 動物な ので、 産屋の 砂 を 掃いた 蟹 守が 掃 守と なる 過程 も、 説明と して は 別に 不自然で はない。 すな 

わち、 延喜 式の 「職員 令」 に 掃 部 司の 仕事 を、 敷物で あると ころの 蒲、 藺、 葦な どの こと を つかさど ると 規定し 

て あるの は、 産屋の 砂の 上に ワラ を 置き、 その上に ムシ ロゃ藺 草の ゴザを 敷いた という 風習と も 一致す るので あ 

る。 おそらく 古代に は 宮廷 貴族の 女の ために、 産屋 をもう け、 ととのえる 職が あつたので はないだ ろうか。 

ところで、 箒 神 を 産 神と みなす 習俗 は 各地に あり、 産室の 隅に 箒 を 立てて 安産の まじない とする 所 は 多い。 コ 

ズ ェパバ (産婆) が 箒で 産婦の 腹 をな でて、 「はよう 安う もたせて 下さい まっせ」 と 安産 を 春 神に 頼む 所が 九州 

にあった。 朝鮮に は 産室の 隅に 藁の 束 を 立てる 習俗が あるが、 日本に もお なじよう な 風習が あり、 産 神 さまが こ 

れに腰 を かける と 言って いる。 また、 藁の 束 を 産 神 さまと して まつる 場合 も 見られる。 これらの こと を 思、：， あわ 

せて みると、 箒 神 は、 もとは 藁の 束ではなかった かとい う 推測が 成り立つ。 産婦が すわって 産 を するとき に、 藁 

の 束 をつ くって その 腰に あてる 風習 は、 常宮の 産屋 だけで はなく、 敦賀 市の 立 石 半島の あちこちに みられる。 

では なぜ 産屋に 砂 をし いたのだろう か。 それ は 砂 や 土の 上に ワラ をお けば、 床板の 隙間から 風が 入り こむ とい 

うような 寒い 目にあわなくても すむ という ことがある。 その上、 砂 は 汚 血 を 吸い こむ 吸湿性 を もつ。 だが それ だ 

けで は あるまい。 こうした 実際の 効用の ほかにもう 一 つの 意味が ゥ ブス ナに はかくされ ている と 私 は 思う。 常宮 

で 聞いた 話で は、 海の なぎさの そばに 産屋 をた て、 砂 を 床に して 子ども を 産む の を、 まるで 海亀の よう だと 地元 
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の 人び と は 話しあった という。 海亀 は 季節 を さだめて 海の 彼方から やって き、 砂に 穴 を 掘って 卵 を 産みつ け、 そ 

の 卵 を 地熱に よって 孵化させる。 この 海亀 を 連想した という こと は、 もともと なぎさの 近くで 産屋 をた てて 子 ど 

も を 産む という 行為が、 海亀 や 鮫な ど わ だつ み を 本つ 国と する 海の 動物た ちの 産卵に あやか つたので はない かと 

いう 類推へ と 私 を みちびく。 海亀 や 鮫な ど を 自分の 先祖と みなす 人た ちがいた こと は、 トヨタ マ ヒメが 産屋で サ 

メの すがたで 子 を 産んで いたの を 夫に のぞき 見され、 怒つ てヮダ ッミの 国に 帰つ てい つ たという 伝説で も 知られ 

よう。. 「西 浦の 者 は 砂の 上で 生まれた ので 亀の子と ー緖」 という 地元の 古老の 言い伝えに は、 そうした 背景が 感 

じられ る。 事実、 立 石 半島の 突端の 白木 や 丹 生の 大敷 網に は 海亀が たまに 入る ことがある という。 

三 

人間の 出産 を 動物の 産卵と おなじように 見立てて いた こと は 越 中から 東国に かけて、 産屋 を 「巣」 と 呼んで い 

たこと からもう かが われる。 この 語に 対応す るよう に 南 島で は 卵が 孵化す る こと を 「巣 出る」 と 呼んで いる。 孵 

化した 卵 を 「すで 子」、 孵化し ない 卵 を 「す も 子」 と 呼ぶ 地方 も ある。 それからして 「すでる」 という 語 は、 蝦 

や 蟹 や 蛇が 脱皮す るば あい も 使用され る。 

奄美 群島の 喜界 島ゃ宮 古の 大神 島で は、 一年の 折り目に あたる 節の 日に は 水 を あびる。 これ は 本土の 若水に 相 

当す る 若返りの 水で 「すで 水」 と 呼ばれて いる。 こうした 例から 推して 考える ときに、 鳥が 卵から 雛に かえって 

「巣」 から 出、 または 蛇 や 蟹が 甲羅 を 脱ぐ ことが 生まれ 返りで あり、 人間 も 同様にして 生まれる という 観念が あ 

つたこと が 分る。 すなわち 産屋 もまた 人間が 再生す るた めの 「巣」 に ほかなら なかった。 そこで 鳥獣の 「巣」 に 

ふさわしく、 砂 や 土の 上に 藁 を 積み重ね、 床板 や 畳が あるば あい は それ を剝 いで、 子供 を 産まねば ならなかった „ 

青森県の むつ 小川 原で は、 自宅の ネベ ャを 産室に する 風習が あつたが、 もとは 畳 をと つて 灰 を まき、 ヮ ラシべ 
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を 敷いた 上に 坐って 産んだ という。 また 新潟県 西 蒲 原 郡 国 上 村で は、 一般 農家で は 土間に もみぬ か を 敷き、 その 

上に むしろ を 張った ところで 産 をした という。 畳の ある 家で は、 畳 を 一枚 まくり 板の間と し、 その上に クズ ワラ 

を 敷いて、 その上に ワラ 灰 を 布に 入れて 置き、 更に その上へ やわらかに ワラ を 敷いた という。 こうした こと は衛 

生 的 見地から 考えられた ものであるが、 それだけ では あるまい。 なぜ わざわざ 畳 を はがした か。 おそらく それ は、 

常宮で みられた ように 砂の 上に ヮ ラシべ をお くと いう 習慣 を、 無意識に、 しかも 忠実に 模倣して いるので ある。 

産屋 は 『日本書紀』 に は 「無 戸室」 と 記され、 『古事記』 に は 「戸 無き 八 尋殿を 作りて、 その i の 内に 入り、 

土を以 ちて 塗り 塞ぎて」 と ある。 これら をみ ると、 古代の 産屋に は 窓と いう もの はなく、 出入り口 も 塞いで 中に 

閉じこもる という 形が とられた らしい。 ヒ コホホ デミが 産屋 を のぞきみし たという かどで、 トヨタ マ ヒメ は 本つ 

国の 「わ だつ みの 宮」 に 帰って しまった。 

女が 動物の すがた を 現わして 水浴 をして いる 姿 を のぞき 見され たために 去つ て 行く と いう 話 は、 世界 各地に 分 

布して いる。 豊玉 姫の 物語 は その 一 つの 類型に すぎない ようにみ える。 中国の 晋の 『捜 神 記』 に は、 ある 女性が 

水浴 中に 亀に 変じた と あり、 その 姿 を 見られて、 深い 淵に 入って しまった。 そこで、 その 家で は 代々 亀の 肉 を 食 

わなかった と ある。 また 高麗で も、 竜王の 女 をめ とった 男が、 窓の 外に ある 井戸から 竜宮と 往来す る 妻の すがた 

を のぞき 見した ので、 竜王の 女 は 竜の 姿 を 現わして、 とうとう 井戸に 入って しまった という 説話が ある。 こうし 

た 事例 は 松 村 武雄ゃ 松 前 健の あげてい ると ころで あるが、 また 松岡静 雄の 『太平洋 民族 誌』 によると、 サ モア島 

に 伝わる サメ 神の 伝説で は、 半 人 半 魚の 神が 海 を わたって きて、 ある 種族の 女 酋長と 結婚した が、 女に 不都合な 

ことの あるの を 発見して、 魚の 姿 を あらわして 泳ぎ 去った。 これが サメの 神だった という 話が のこって いる。 

豊玉姫 は 産屋で 八尋 鰐の 姿になる が、 歸 というの は サメを 指す ので あるから、 この 二つの 物語 は 似て いる。 た 

だし 去つ ていく のはサ モアで は 男で ある。 
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また 出産のと きに、 別 小屋 をた てて 子ども を 産み 父親 を はじめ 男た ち は その 小屋の 内部 をの ぞく こと はかた 

く いましめられる という 習俗 は、 多くの 民族、 たとえば ォロ チョン 族に も あると されて いる。 ボナべ では 産屋 は 

多く 海岸に 新設し、 他から 見 透し 得ない ように するとい われて いる。 

常宮の 老人の 話で も、 男が 産屋 を 訪れる こと は 禁忌な ので、 妻子が 恋しい ときには、 窓から のぞき 見す るより 

ほかなかった という。 立 石 半島 一帯 はこの タブ ー は 守られて いた。 昔 は のぞき 見 すら 許されなかった という。 

すなわち 死から 生 へ の 移行に あた つ て は 昆虫の メタ モルフ ォ ー ゼ がそう であるよ うに 外部から うかがい 知る こ 

と を 許さぬ 繭 ごもり を 必要と し、 密室の 作業 をお こなわねば ならなかった。 蚕の ほかに 卵 を も 「カイコ」 と 呼ぶ 

例が 与那国 島な どに ある。 卵 は 「カイ」 に 包まれた 子で あり、 繭の 中に 入る 蚕と おなじで ある。 物 を蔽ぅ もの を 

「カイ」 というの は 貝、 峡 などに 共通して いるが、 その 中で もっとも 完全な もの は 卵で ある。 海亀 や 鳥が 卵 を 産 

むのと おなじ 連想が 古代人に もあった ので はない か。 前に 述べた ように、 常宮の 場合、 産婦の 散歩で きる の は、 

わずかに 砂浜に 限られて いた。 そこ は 猪が 近かった から、 他人に みられる こと も 少なかった。 渚の 方に 向かって 

わずかに 窓が 開いて いた。 また 産婦 は 産屋から 外に 出て、 陽の 光に あたった りする こと はかた く いましめられて 

いた。 それ は 外 光に あてる とたち まち 御破算になる フィルムの ような ものであった。 産室に 日光の 通らない 暗い 

室 を えらぶ ところ は 多い。 

このように、 産屋 を 密閉した の も、 また 生まれた ての 赤ん坊に 数日間 は 新しい 産 衣 をつ けさせず、 ぼろ 着物で 

包んだ というの も、 死の 国から 生の 国へ とよみが えらせ るに は、 身体 をす つぼり とくる む 儀礼が 必要だった から 

ま どこ 

だ。 そして それ は 卵の殻 や 鳥の 巣 を 想像 させずに はおかない。 トヨタ マ ヒメ は その子の ゥ ガヤ フ キア ェズを 真 床 

襲 衾と 草に 包んで 猪に 置き去りに したと ある。 「襲 衾」 の 「襲」 はお そいと いうが、 沖繩 では 「ウス ィ」 という 

語で まだ 使用され ている。 仲 松弥秀 によると、 臥して いる 子に 着物 を かけて やる こと を 「衣 ウス ィ」 といい、 親 
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鳥が 卵 を 抱いて いるの を 「卵 ゥ スト ー ン」 という。 つまり 卵と 襲との つながりが ここで みられる。 それが 新生 

児 を 包む ボ 口 きれに あたる もの だと 私 は 思う。 

密閉した 産屋から 人間が 誕生す る (すでる) ために は、 その 「巣」 である 所の 産屋 を 焼き捨て ねばなら なかつ 

た。 つまり 誕生の 容器 を 完全に 破壊す る ことが 必要であった。 立 石 半島の 突端に ある 白木で は、 かってお 産 をす 

るた びに、 産屋 を 焼いて 建て直し たの だとい う 話 を 聞いた の は 例の 常宮の 老人から であった。 そこで 私 は 白木 ま 

で 足 をのば してみ たの だが、 白木で は 高齢の 老人 は ほとんど 死んで おり、 確証 はどうしても 得られなかった。 仕 

方な くもう 一 度 常宮に 戻り 老人に そのこと を 問いた だした。 すると その 老人 はたし かに 自分 は 若い ときに その 話 

を 聞いた ことがある。 常宮 では 産屋の 中から 敷 ワラ をと り 出して 焼いて いるが、 小屋 を まるごと 焼いた 白木の 方 

が 衛生的 だとい う 話 をした おぼえが あると いうので ある。 そこで 私 はこん ど は 立 石 半島の 若 狭よりの 集落 を 南 か 

ら菅 浜、 竹 波、 丹 生、 白木と 逆にたず ねて みる ことにした。 菅 浜と 竹 波で は 産屋の 習俗はなかった。 だがし かし、 

丹 生の 集落で 幾人 かの 老婆に あつたと き、 私 は 数年 来、 切望して いた こと、 すなわち 産屋に 火 を 放って 焼く 話 を 

聞く ことができた。 丹 生で はお 産 をす る ときには、 初子 は 実家に もどって 産む。 もっとも これ は 丹 生に はか ぎら 

ない。 丹 生で は 次子から 婚家で 産んだ という 人 もいた が、 なかには 実家で 三人まで 産んだ という 人 もお り、 まち 

まちで ある。 おそらく 以前 は、 実家です ベて 出産した ので はない かと 想像され る。 

産屋 は 実家の 屋敷の 中に 建てられる。 それ は せいぜい 畳 二 枚 か 三枚 をし く 程度の 広さの ものであって、 屋根 も 

壁 もす ベ て ワラで 作られる。 一 番底は 砂が しかれた と 言つ ている が、 正確に は 砂 まじりの 土と 言つ た 方が よい。 

丹 生の 海岸べ りの 土 はすべ て 砂が まじって いる。 砂の 上に は 他所と おなじく ヮ ラシべ をお く。 ヮ ラシべ は 立 石 半 

島で はス ベと 呼んで いる。 丹 生で は 初子 は 三十 三日、 次子から は 二十 七日の 産屋 生活 をした。 産屋に は炉 はなく 

七輪が もちこまれた。 出産 後の 一週間 は ワラに もたれた まま 寝た。 食事 は 家から 運んだ。 あとで は 産屋の くらし 
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は 二十 五日と なり、 初めの 十五 日間 は 陽に さらされ ると 罰が あたる といわれて 小屋 を 出なかった。 風に あたった 

らいけ ない ともい われて 窓 も 明けなかった。 あとの 十日 はちよ つと 小屋の 外に 出た。 産屋 を 出て 家に もどる とき 

に は、 潮水で 髪 を 洗った。 

産屋 は あとで 火 をつ けて 焼かれ、 こわされて、 海に 流された。 私が 産屋 を 焼いた という 丹 生の 話 を 重視す るの 

は、 『古事記』 にコノ ハナ サクャ ヒメが、 戸の ない 大きな 家屋 を 作り、 その 中に 入って 土 を もって 塗り ふさいで 

その 殿に 火 をつ けて 産んだ という 記述が あるから である。 また 垂仁 帝の 条に、 li 城 を 焼いた ときに 火の 中から 生 

まれた から その子 は ホムチ ヮケと 名乗った という 一節が ある。 ホは 火、 ムチは 尊称で ある。 

古代に おいて は 産屋 を 焼いた ことが、 丹 生の 事例に よって はっきり 確かめられる。 高山 純の 報告で は 「カンポ 

ジァ では 昔 は 出産 用の 小屋が とくにつ くられ、 お産が すむ と 焼き払われた」 とされて いるが、 こうした 習俗が わ 

が 国に 限定すべく もない こと を 示す 一 例で ある。 

では なぜ 火 を かけて 焼いた かとい えば、 それ は 用が 済んだ からで あると いう ほかに、 火 を かけて 産の 穢れを 清 

める 行為で も あ つ たのであろう。 

しら やま 

しかし それば かりで はない。 死から 生へ という 移行の 儀礼に は、 三 河の 花祭のと き 白山と いう 小屋 を 作り、 そ 

の 中に 亡者 姿の 人間 を 入れ、 あとで 小屋 を こわして 誕生 をうな がすと いう 儀式が ある。 また 奄 美大 島で は 稲 霊の 

再生 を 促進させる ために、 節 小屋 (シ チヤ ガマ) を こしらえ、 その 屋根に 大勢の 男た ちがの ぼって 揺りつ ぶす 行 

事が おこなわれる。 古代に おいて は 誕生 は、 新生と いうより はむしろ 再生と 考えられて いたから、 死者の 国から 

生者の 国への 移行 をうな がすた めに も、 産屋 は 火 をつ けて 焼かれ、 こわされねば ならなかった の だ。 

丹 生に は 共同の 産屋はなかった。 ただ 月 厄の 女た ちが 入る 月事の 小屋が 建てられ ていた。 そうして 月事 小屋 は 

壁 を 塗って あつたと、 八十 六 歳の 老婆 は 私に 話した。 とすれば、 常 宮ゃ沓 など 西 浦で は、 産屋の 中に 奥 小屋と 口 
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小屋の 二 間が あり、 奥 小屋 は 産婦、 口 小屋に は 月事の 女た ちが 入る という 慣習 もけ つして 古くからの もので はな 

かった ことが 推定され る。 産屋と 月事 小屋と は それぞれ 血の 穢れ という 点で は 共通の もの を もちながら、 その 意 

味 はちが いが あると 考えて みる 必要が ある。 

こ の こと を 瀬 川 は 次の 文章で 述べ ている。 

篠島 (愛知県 三 河 湾内) では もと、 月事 は 仮屋に 産後 は 産屋に という ふうに 二つの 忌 小屋が 分かれて おった よ 

うで あるが、 明治 二十 年頃から は、 二者と もに おなじ 仮屋で 食事 をす る だけで、 寝 泊り はせ ぬと いう 風に、 

簡略に な つ たという 事で ある。 しかし 月事と 産の 忌 はもと もと 同居して よい もの だ つ たか どうかと いう 事に 

ついては 多少の 疑問が ある。 同県 南設楽 郡に は、 月事の 者 は 出産 時の 産室 をの ぞいて はならない という 俗信 

があって、 それ は 産 は 神聖な もの だから 汚れた 者 は 近よ つて はならぬ からだと いっている。 一 を 不浄と し 一 

を 神聖と 解す る こと はどう かと 思う が、 一 一 つ の 忌みの 相剋と いう 思想 は 広く あつたよう である。 

この 文章で 私が 思い出し たの は、 沓 では 四十 日間の 産屋の 生活の なかで、 二十 五日 経った ときに はじめて、 奥 

小屋に いる 産婦が 口 小屋に いる 月事の 者 を 招待して 御馳走す る 風習の ある ことであった。 ここで 奥 小屋と いい、 

口 小屋と いうの も 一 つの 産屋の 中の 二つに 仕切られた 部屋 を 指す にすぎないの であるが、 隣り合わせ にいて、 二 

十五 日た つ てはじめて 産婦と 月 厄の ものが 正式に 交流す るの は 注目すべき ことで ある。 

さて、 大藤 ゆき は 「産 小屋の もっとも 古い 形 は、 その 必要 ごとに たてて、 用が すめば あとす ぐに こわした もの 

ではなかった かと 考えられる」 (『児 やらい』) と 述べて いる。 桜 田 勝 徳も薩 南の 宝島に あった 産屋の 例 を 紹介し な 

がら、 「その 小屋の 大きさ は 九 尺 四方ぐ らいで、 笹葺、 笹壁 または 土壁で あり、 小屋 は 常設の もので はなく、 お 
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産の たびに 造ったら しい」 (『海の 宗教』) と 記して いる。 また 瀬 川 は 「古風な 産屋 はや はり 出産 者 一人の ために あ 

たらしく 設けられ、 やがて 毀す か 自然の 廃棄に まかせた 臨時の 仮屋であった ろうと 思われる」 (『産屋に ついて』) 

と 言って いる。 三者と もに、 古風な 産屋 は 一回 ごとに こわして は 建てな おした だろうと いう 推定で は 一致して い 

る。 だが 火 を かけて 焼いた という 例 は 立 石 半島に しか 見付からない。 

四 

トヨタ マヒ メは 海辺の なぎさに 鵜の 羽 を もつ て葺 いた 屋根の 小屋 を こしらえ、 そこでお 産 をしょう としたが、 

急に 産気付い たので 「ゥ ガヤ」 を r フ キア ェ」 なかった という。 これに ついては、 妊婦の あるう ちで は、 家屋 を 

つくる 場合に お産の 済む まで 屋根 を ふきの こす 習俗が 南 島に あつたと いう 島 袋 源 一 郎の 報告が 参考になる。 これ 

は奄 美に も ある。 つまり 完成 を 忌む という まじないから 出た ので あるが、 もう 一 つの 解釈 は 鵜が 魚 をた やすく 呑 

ん だり 吐いたり する ことができ るので、 安産のお 守りと して 鵜の 羽で 産 小屋の 屋根 を ふいた ので はない かとい う 

ものである。 沖 永 良 部 島で はトゲ がの どに かかった 時に 「自分 は 鵜の トリで ある ぞ、 のどに 始末に おえない トゲ 

がか かってい る。 吐き出すならば 吐き出せ、 落ちるならば 落ちよ」 という 呪文 をと なえた。 しかし また、 産屋 を 

鵜の 羽 を もって ふいた というのに は、 もっと 特別な 意味が こめられて いるの かも 知れない。 山口県の 豊北町 土 井 

ケ 浜の 砂丘に 埋葬され た 数多くの 弥生 人骨の なかから、 鵜の 骨 を 抱いた 少女が 発見され た。 こう 考えても なお、 

ふしぎに 思われる の は、 死者の たましい を はこぶ 鵜の 羽が 産 小屋の 屋根 を ふくのに 使用され たこと である。 

『日本書紀』 に 天 若 日子が 死んだ ときに、 喪屋を 作っても がりした 話が 載って いる。 そのと きに 葬儀に 登場す る 

の は 川 雁 ゃカヮ セ ミゃミ ソ サザィ など 水辺の 鳥た ちで あつ た。 これらの 鳥が 死者 を みちびく 役割 を果 したと いう 

こと は、 水と 湧 係が あるから である。 とくに 川 雁 は 持 帚 者と して ある。 葬送の 後に 喪屋を 掃く 箒 を もつ 役と 解 さ 
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れてレ る と， >ぅ ことで あれば 『古語 拾遺』 にいう ところの 産屋に も 箒 を 作って 蟹 を 掃う 役、 つまり 後世の 1# 守 

を 思い出さずに はすまない。 折 口 信 夫 は 喪 屋の持 帚 者 は、 身体の 外に 脱した 死者の 魂 を かきあつめ てもとの 身体 

に 封 じょうと する 役目 だと 述べて いる。 産屋の 砂 を 掃く 役割 もそう した 意味が あるの かも 知れない。 すなわち 新 

生 児の 魂 はいたつ て 身体の 外にぬ け 出 やすい ことが 警戒され たので はな か つ たろう か。 

川 雁に ついては、 海 幸 山 幸の 説話の 中で 一 つの 挿話が ある。 ヒ コホホ デミが 釣針 をな くして しょんぼりと 海辺 

を 歩いて いると き、 川 雁が わなに かかって 苦しんで いるの を 発見して、 これ を 助けて やった。 そうすると、 しば 

らくして 海神で ある シォ ツチの 翁が やって きて、 マナ シカ タマに のせて わ だつ みの 宮に 送った という。 海神 は 川 

雁 をた すけて もらった お礼と して ヒ コホホ デミ を その 宮殿に 案内した ので ある。 これで 川 雁が 海神の 眷属 であつ 

たこと がわ かる。 鵜 もまた おなじく 槍溟の 使者と みなされ ていた。 

生と 死の 儀礼が 奇妙に 一致す ると ころが 多 いのは、 これまで 民俗学 者の 指摘す ると ころで あるが、 とくに 産屋 

と喪屋 は、 生と 死の つぎ 目に 存在す る ものであるから、 さまざまな 同一 性が 注目され るので ある。 

五 

こうした 神聖な 行事の おこなわれる 産屋が 黒 島 や 八丈島の ような 島に おいてさえ、 山中に 作られる ようになつ 

たの は、 もっぱら 血穢の 観念の 強調に よる ものと 考えられる。 『八 丈 実記』 に は 血穢の 小屋 はもと 山林 幽谷に あ 

つたと 述べて いるが、 それがし だいに 部落に 接近し、 屋敷 内に も 作られる ようにな つたと 大間知 篤 三 は 述べて い 

る。 桜 田勝徳 も、 宝島の 産屋 は 「海の 見えない 所に つくるべき ものと されて いた」 と 述べて、 もとは 『八 丈 実 

記』 のい うとお り、 「山林 幽谷」 にあった とする 方が 当ってい るよう だと ポ r へて いる。 

だが、 私の 考えで は、 はじめは 海の 彼方の 常世に もっとも 近くもう けられた 産屋が、 海の 見えない 山中 を えら 
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んで たてられる ようにな つたので ある。 こうした 現象 は、 神聖な 対象 物が 反転して 一気に 汚穢の 観念の 中に おと 

し こめられる ときに みられる 現象な ので ある。 したがって、 山中に もうけられた 産屋 を 原型と する わけに はいか 

ない。 

では 丹 生の ように 個人の 家に 属して おり、 しかも 独立して 建てられた 産屋と、 常宮 その他、 西 浦 一帯に みられ 

る 村 共有の 産屋の 制度の どちらが 原型に 近いの だろう か。 独立した 産屋の かわりに、 母屋の 土間 や 納屋 あるいは 

母屋の 二 室 を 産室と する 習慣 は ひろく おこなわれ ている。 こうした 産室の 形式 は 独立の 産室の 変形 または 簡易 化 

である こと はいう まで もない から、 問題の 外に ある。 

村 共有の 産屋 も かって は 一 回の 産 ごとに 焼かれる ことがあつ ただろう か。 西 浦の 部落の 戸数 は 一 九 七 四 年 現在 

で繙 間が 十八 戸、 常宮が 三十 三 戸、 沓が 二十 二 戸、 手ノ浦 十二 戸、 色ケ浜 十三 戸、 浦 底 十五 戸、 立 石 二十 五戸、 

白木 十五 戸で ある。 常宮 がいちばん 多い が、 昔 は 十八 戸から 二十 戸 程度であった というから、 常宮、 繙間、 沓の 

三つの 産屋が 引きう ける 戸数 はおよ そ 六十 戸であった。 常宮 にいる 八十 一 歳の 老女 はこの 三つの 産屋の 世話 をし 

て 赤ん坊 をと りあげた が、 その 数 は 二十 五 年間に 百 十 人と いう 話 をして くれたから、 三つの 部落で、 一年間に 四 

人位 は 生まれた 勘定になる。 これ 位で は 産屋 を 村 共同で 一 回 ごとに 建てられな いこと はない。 

しかし、 昔 は 実家に かえって、 母の 世話 を 受けて 子ども を 産む のが 慣習であった とすれば どうなる か。 おそら 

く は 丹 生の 場合の ように、 実家で 産屋 を 建てて やり、 産婦の 母 や 姉妹な どの 保護の 下に 出産と いう 大きな 事業 を 

果し たものに ちがいない。 だがし かし、 村の 人た ち も こぞって 産屋に こもる 女に たえず 物心の 庇護 を 与えた。 私 

が 聞いた ところでは どこの 集落で も、 産屋の 女にたい して は 呑み 水 や 湯 を もっていって やり、 米 や 魚ゃァ ズキ、 

また 反物 や 毛糸な ども 頒 けて やって いる。 そこで 産屋に いる 女 は 自嘲して 「コャ 乞食 だ」 といった くらいで ある- 

それば かりで はなく、 薩 南の 黒 島で は 村に 出産が あると、 村落 中が 忌み ごもり、 野外の 作業に は 一切たず さわ 
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ら なかった というから、 そこに は 物心と もに 共同の 感情が 働いて いた はずで ある。 とすれば 出産の 行為 を 単なる 

家 単位に 限定して 考える わけに は ゆかない。 そこで 産屋 を 建てる の は 産婦の 実家で あるが、 その 産屋 は 村落 また 

は 村の 共同の 庇護の 感情の 下にお かれた と 考えて みる ことが 可能で ある。 

この こと は 古代に さかのぼ つ て どれほどに 適用が できる か。 その 手がかりになる のが ト ョ タマ ヒ メの 説話で あ 

る。 『日本書紀』 の 一書の 三に 次の ような 記事が ある。 トヨタ マ ヒメ は 出産して いる 姿 を 夫に みられて 怒って か 

えって いったが、 自分が 置き去り にした ゥ ガヤ フ キア ヱ ズが 端正な 子供であった こと を 聞いて、 たいそう いとし 

くな つた。 そこで また 帰って 養育した いとお もった が、 それ は 一 義に 於き て 可から ず」 と 『日本書紀』 は 述べ 

ている。 そのために、 妹の 玉 依 姫 をつ かわして 養育 させた。 ゥ ガヤ フ キア ェズ はやが て 自分 を 養育した 姨の玉 依 

姫を妃 としたと ある。 

ここで r 義に 於き て 可から ず」 という こと は 何 を 指した のであろう か。 一度 子ども を 置き去り にした 母が、 ま 

たおめ おめと 帰って いくこと は 筋が とおらな いという 意味な のであろう か。 だがし かし、 それ は 今日的な 解釈で 

あって、 古代に おいて そのような 道徳 慣習が あつたと は 思われない。 とすれば 『日本書紀』 の 作者が もっともら 

しい 理屈 を 勝手につ け 加えた のか。 私に はどう も 別の こと を 指す ように おもわれる。 古代に おいて は、 子ども は 

母の 許から はなして 乳母の 許で 養う という 慣習が あった。 それ は 『日本書紀』 のおな じ 箇所に、 乳母、 湯 母、 お 

よび 飯嚼、 湯 坐な どの 制度 を さだめ、 母と はまた ちがった 女 を 採用して、 乳で 皇子 を 養い育てた、 と あり、 これ 

が 乳母に 子ども を そだてさせる 縁 由と な つ たと 説明 を 加えて いる。 沖繙で 子守 女が 自分のお ぶ つ た 子の 結婚まで 

親身に 面倒 をみ ただけ でな く、 一生の 間 その 縁が 切れなかった ように、 乳母と その 養育した 子どもの 関係 もき わ 

めて 密接で あり、 おそらく 乳母 は、 性の 手 ほどき もした ので はない かと 推察され る。 

一 方に おいて その子 を 生みの 母から とりあげる こと は、 古代の 氏族の 中の 共同性 を 維持す るのに 不可欠で あつ 


69 若 狭の 産屋 


たので はない か。 母と 子との 関係が あまり 密接に なりす ぎる と、 それ は 必然的に 排他的な ュゴ イズム を 崇拝す る 

土壌と なること は、 持統 帝の 例で 明らかで ある。 母が 自分の 子 を 養い育て るの は、 古代の 氏族 社会の 秩序 を 乱す 

ことになるので I 義に 於き て 可から ず」 という 注がつ けられた のではないだろう か。 

大家族 制度の 日常生活の 一例と して、 飛 驛の白 川郷の 女た ちの 生活が 想起され る。 一 つの 家に 幼児 を 抱えた 複 

数の 女た ちが 住む が、 彼女た ち は 野良仕事から かえると、 真 先に 帰った 女が、 縁側で 乳 を ほしがつ ている 子ども 

のうち、 まず 泣き わめいて いる 者に 乳 を やる。 それ は 自分の 子で あろうが、 他人の 子で あろうが 問う ところでは 

ない。 その 次に のこりの 乳が あれば 自分の 子に 与える。 それで 不足の 分 は 二番目に かえって きた 女が 補って やる „ 

という ふうに 自他の 子どもに 差別 をつ くらない。 だから こそ 大家族 制度が 保 たれて きたので ある。 それ はまた 主 

婦権を もった 女が 家族 一 同に 飯 を 配分 するとき にも みられる。 そこに は 自分の 子 だからと いう 依怙 ひいき はぜつ 

たいに 許されない。 だから こそ 家長の 男 も 主婦の 配分に は 服す る。 

古代の 氏族制度の 実態が どのような もので あつたか、 その 問題に 深入りす る 余裕 はない。 ただ 古代に は 白川郷 

の 合掌造りの ような 大家族 を 収容す るに 足る 大 家屋な どあった はず はない。 そこで 和歌 森太郎 のい うように、 お 

なじ 屋敷の 中に、 小さな 房屋が 立ちなら び、 男の子 は 男の子 どうし、 女の子 は 女の子 どうし、 おなじ 家の 中に 住 

まわされる ことがあ つたので はない か、 という ことが 考えられる。 そのお なじ 屋敷に 産屋 も 立てられた とすれば、 

産婦と その子が、 産婦の 母の 同族の 庇護 を 受けた こと はたし かで ある。 そこで 育った 子どもが 他の 一族のと ころ 

に 婿入りし、 あるいは 嫁入りしても、 産屋の 産 砂の 上で 生まれた 記憶 は 消えなかった。 ゥ ブス ナを産 土、 生 土と 

書き、 または 本 居と 宛字した の は、 いわば 人生の 出発点の 意味 を こめた ものである。 当人が 意識で きないに も か 

かわらず、 いや 意識で きない だけにい つそう 「原 体験」 の 強烈 さが 立ちのぼ るので ある。 産 砂、 産 土、 生 土、 本 

居と いう 語 を 拡大 すれば 「原 郷」 という 語に なろう か。 ゥ ブス ナ という 言葉 は 自分の 生の 出発点 を 意味す る もの 
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であるから、 ゥ ブス ナ神は 母の 一族の 祖先 神と しての 氏神と はもと もとち がう。 といって、 母の 胎 から 出発し、 

母の 一族に 養われ、 保護され たと すれば、 その 母の 一族の 濃い 思い出 はっき まとう。 だから ゥ ブス ナ 神に は、 た 

ん なる 土地 神 や 鎮守 神と はちが う ものが あった。 ゥ ブス ナは 「血」 と 「土」 の ゆれうごく  二 ュ アンス を こめた 語 

として 今日まで つづいて きている ので ある。 

六 

産屋の 問題に ついて 書きお とせな いのは 胞衣の 始末 を どうした かとい うこと である。 常宮で 聞いた ところでは、 

胞衣 (これ を 立 石 半島で は ョナと 呼ぶ) は、 産屋の 近くの 小川の ほとりに 埋めた。 繮間 でも 産屋のう しろの 畑に 

埋めた。 しかし 沓 では 産屋の 中に もうけられた イロ リの ふちの 砂の 中に 埋めた。 そこで 夏になる と ウジの 湧く こ 

とがあった。 手ノ 浦、 色ケ 浜、 浦 底、 立 石で は 海に 流した。 白木で は タコ壺 に 入れて 村 はずれに 埋めた。 丹 生 も 

墓場の 近くの 地面に 埋めた。 というの であって、 この 中で もっとも 古風な やり方 は沓 であろうと おもわれる。 沖 

繙の国 頭で は 子どもの 命名の 日に その 父 は 胞衣 を 火の 神のう しろの 軒下に 埋め、 皆と 一 緒に 笑う。 

日本の 周辺 地域の 胞衣の 埋め 方に ついては 高山 純の 詳細な 報告が ある。 これ を みれば 日本の 胞衣の 処置 方法 も 

これら 諸 民族の 一 つに 含まれる ことが 理解され る。 胞衣 を 埋める ときに、 居 あわせた ものが どっと 笑う 「ェ ナヮ 

ライ」 がャク ー ト族 にも みられる。 

私が 興味 を もつ の は、 子どもがない 人 は 胞衣 (ョナ ) を またがせても らうと 子どもが できる という 俗信が 立 石 

半島 はじめ 各地に ある ことで ある。 乾燥した コノシ 口の 魚 を 胞衣に 逆さまに つきさし、 この 魚が 生き返って くる 

まで この 子どもの 寿命が あるよう にと、 新生児の 長寿 を 祈る 習慣 も ある。 子の 代に かけた 習俗で ある。 胞衣 を 家 

の 戸口に 埋めて、 それ を またいだり、 踏んだり すると、 子どもが 丈夫に 育つ という^ 信 は ひろく 各地に ある。 韓 
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国で は 葬式で、 死体 を 部屋から かつぎ 出す ときに、 ひさ ご を ふんで いくとい う。 私 は 胞衣 を ふみつけ ると 丈夫に 

なるとい う 俗信から この 話 を 思い起す。 死者が ひさ ご を ふむ ことが 再生へ の 祈願 を あらわし たと 思われる ように、 

胞衣 を 戸口に 埋める の は、 丈夫になる というより は 再生 を 祈った のではなかった か。 こうした 考え は、 私たち を 

国 生みの 神話にまで つれもどす であろう。 オノ ゴロ 島を胞 として 淡路島 を 産む とか、 淡路島 を胞 として 大ャ マト 

アキ ッシマ を 産む という 記事が ある。 この 胞 というの は、 多くの 民族が、 生まれた 子どもの 双生児と いうよう に 

考えて おり、 それゆえに、 生まれた 子どもの 霊魂の 一部 もしくは その 住みかで あると 考えられた、 と 松 村 武雄は 

述べて いる。 胞衣 は 生 児にたい する 守護霊と する ので ある。 しかし、 私 は 胞衣 は ひさ ごとお なじよう に 魂の 容器 

であった とおもう。 

七 

産屋 は敦賀 市の 立 石 半島 や 伊豆 諸島 だけでなく、 能 登 地方、 国 東半 島、 瀬戸内海、 志 摩 半島な ど 海に 面した と 

ころに、 その 痕跡 をの こして いる。 国 東半 島 や 志 摩 半島の 産屋 をたず ねた ことがあった。 国 東半 島の 姫 島に のこ 

された 産 小屋 は 壁が 泥と 石と でぬ りか ためられた ものであった。 志 摩 半島で はふつ うの 小屋 を 産屋に あてた。 こ 

の ほか 長野県 や 愛知県、 静岡県の 内陸 部に も 産屋の 使用され てきた ことが 確認され ている。 しかし、 昔 は その 分 

布 は 更に ひろがつ たと 思われる。 それ は 『日本 産 育 習俗 資料 集成』 から いくらでも 拾いだ せる。 産屋の 習俗の な 

かで 注目され るの は、 暗い 室 を 産室に えらぶ こと、 また 母子と もに 太陽に あたらない ように するとい う 事実で あ 

る。 これ はお そらく、 密閉され た 場所で 子ども を 産む という 生産 事業が なされる ことと 関連が あるだろう という 

推測 はまえ にも 述べた。 私の 推測が 正しければ、 身近 かな 民俗に も、 人間の 創造の 秘密が かくされて いるので あ 

る。 
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立 石 半島で は 産 星の 中で 母子 一 一人の 自由が 確保され ていたが、 丹 後半 島で は 産屋の かわりに 家の 土間に ワラ を 

敷いて 産む ように 変わる。 その まわり は屛 風で かこって 見えない ようにして いるが、 家人 や 知友 は その わき をと 

おる。 そこで 「まるで 犬のお 産の よう だ」 と 丹 後の 女た ち はなげいた。 立 石 半島の 産屋の 経験者た ちが、 産屋の 

生活 は 姑に 気が ねす る こと も 要らず、 また 無理な 労働 をす る こと もしないで 済んで、 ありがたい ものだった と 言 

つてい るのに くらべて、 そのち がい は 歴然とし ている。 このように 産屋の 習俗 は、 時代と 場所と を 異にした ば あ 

い、 その 意味 を かえて いく。 そこに は 女た ちの 運命の 変遷 を 見る ような 趣き すらみ とめられ るので ある。 
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昔、 宮古 本島の 根 間の 里に 七 歳になる 里 童が あった。 母に 早く 死なれて 継母に 育てられ たが、 継母 は 生さぬ仲 

のこと とて 何 かにつ けて、 此の 童 をい じめ 通し、 果て は 亡き者に したいと 思って いた。 或 日の ことで ある。 赤 豆 

すみ や 

をた くさん 煮て いると ころ を 見て、 かの 童が 欲しがった。 継母 はよ しょした くさん 上げよう から、 かの 住屋 アブ 

(住屋 洞穴) の 端に 生い茂つ ている 食わず の 芋の 葉 を 摘んで 参れ。 包んで あげようと いったので、 子ども は うれし 

がって、 行って 摘みと ろうとす ると、 足 を 踏み はずして 底 も 知れぬ 洞へ 真つ さかさまに 落ちた。 ところが、 はび 

こって いる 蔓 のために 足 を つられて ぶらさがり、 七日 七夜、 泣き 苦しみ、 呻き 通した。 彼の 父 も 心根の 悪い 者で 

あつたた めに、 その 童の 泣き叫ぶ 声 を 聞いて、 うるさい ことに 思い、 そのつつ ている 蔓を 断ち切り、 自分の 子 を 

奈落の底へ 落とし こんだ。 

落ちた 子ども は、 底知れぬ 洞 を 通りぬ けて、 地の 下で ある 根 入 リャの 国、 あろうの 国に 参った。 根 入 リャの 神 


^ は あ 力ら 世 (現世) の 年若い 子ども を 見て、 いぶか しげに、 おまえ は あから 世の 子どもで はない か。 ぎ y リャの 

論 国、 あろうの 国 は 大世捨 カバ ニヤび と (現世 を 終わった 老人) が 参る ところで あるのに、 おまえの やって きたの 

g に はわけ が あるだろう、 語って みよ、 と 言った ので、 子ども は 事の 次第 を 語った。 &^<リャの神はこれを聞ぃて、 

庭先に むらがる 七 匹の 赤 牛 を 指し、 おまえ はこの 牛 を 飼い馴らせよ。 おまえの 心根が 悪かった ならば 突き殺され 

るだろう。 おまえの 心根が 善いならば、 牛 はお まえに 馴れ 親しむ だろうと 言った。 年端 も ゆかない かの子 ども は、 

こわごわな 力ら 赤 牛の 群れに 近づいて いった。 すると 牛 ども は 子どもの まわりに あつまり、 尾 を 振り 耳 を 垂れて 

迎え、 子どもの 身 をな め 清めて うれしがり、 よく 馴れ 親しんだ。 それから 幾夜 かすぎ た 頃に、 &だリ ャの神 は 子 

ども を よびよせて、 おまえ は あから 世の 正しい 心 を もっている。 おまえ はま だ 死ぬ 歳で ない。 あから 世に 帰った 

がいいと 言った。 そうして 子ども を 赤 牛に 守らせ、 赤土の 大鍋に 油 を いっぱいに 入れ、 八ョひ f 布、 十 尋布を その 大 

鍋の 油に 入れ、 ひたして 灯 芯と し、 それに 火 をと もして、 根 入 リャの 国から 送り出した。 大鍋の 油の 燃えつ きる 

^に は、 根 入 リャの 国と あから 世との 境に 出た。 それから 子ども は住屋 山に 入り、 「ぎ i< リャ |L りあろう ふむ； I ーハ 

主」 と あがめ たてまつられた。 これが 住屋 御嶽の 男 神の 由来 記であって、 i-tlm 恒 任の 『宮 古史 伝』 に 紹介され 

ている ものである。 

これと 同工異曲の 話が、 「与 那覇 せど 豊見 親の 神 歌」 として 伝わって いる。 与那覇 せど 豊見親 は ニニ 九 〇 年頃 

に、 宮 古島で はじめて 沖繙 本島の 中 山に 朝貢した 人で あるが、 当時 宮古は 内部の 争乱に 明け暮れ ていた。 そうし 

た； ^fL!, よ f やの 東方に 与那覇 原と いう 部落が あって、 宮 古島に いきおい を ふるった。 しかし、 やがて 仲宗根 部落 

の 目 黒 盛豊見 親の ために 駆逐され て、 宮 古の 北海 岸の 白 川 浜 付近に 与那覇 間と いう 小さな 村 を 作った。 与 那覇せ 

ど 豊見親 はこの 村に 生まれた とされて いる。 彼 は 目 黒 盛の 一族 を 倒す ことができな いと 知り、 沖繙 本島と 交流し 

て 力 を 保とうと はか つたので あった。 
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この 与那覇 せど 豊見 親が 二十歳の 若者であった ころに、 彼 をね たみ 憎む 者の 手で 後生に 送られた。 この 伝承 は 

目 黒 盛と 与那覇 原との たたかいが 彼の 一 一十 歳 頃に あつ て 彼が 重傷 を 負った こと を 示す ものである。 そして そのい 

きさつ は 彼の こと をうた つた 神 歌の 中で 次のように 述べられ ている。 豊見 親が 後生 大王の まえに ひれ 伏す と、 大 

王 は 「与 那覇 よ、 おまえ は 美しい 若者な のに、 どうして こんなと ころに やって きたの か」 と 聞いた。 そこで、 彼 

が 事の 次第 を ありのままに 述べる と、 後生 大王 は 大きな 帳簿 を しらべて、 与 那覇豊 見 親が 心の やさしい、 善良な 

人間で ある ことが わかった ので、 彼 を 現世に 送り返す ことにした。 豊見親 は、 自分 はいつ たん 死んで しまった か 

ら 現世に 帰る こと はでき ません といったら、 後生の 王 は、 それならば 後生の 道に 綱 を 張り 渡す から、 その 綱 をた 

よりにして 現世に もどる ようにと、 取り はからって くれた。 そこで 彼 は 綱 をた よりにして ふたたび この 世に もど 

る ことができた。 

以上 は 稲村 賢 敷の 『宮 古島 旧記 並史 歌集 解』 によった ものである。 ところで この 「神 歌」 で 注目すべき 個所 は 

にいら 島、 下りて い ゆ 

あろう 島、 下りて い ゆ 

にいら 天 太 御前ん 

あろう 天 太 御前ん 

という 対句が ある ことで ある。 人が 死んだら 行くべき あの世 を、 二 イラと かァ ロウと 呼び、 来世 を 治める のが 二 

イラ だ，, 、 ァ ロウ 太陽と している ことで ある。 冒頭に 述べた 住屋 御嶽の 伝承に は 「根 入 リャの 国あろう の 国」 と 

いう こと、 ま、； A 出て くる。 この 二 イラ または 二 イリヤが、 二 ライカ ナイと いう ことばと 同義語で ある こと はいう ま 
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でもない が、 住屋 御嶽の 伝承に せよ、 与那覇 せど 豊見 親の 神 歌に せよ、 いずれも そこが 地の 底に 想定され ている 

ことに、 特色が ある。 つまり 二 ライカ ナイと いえば、 ふつう 海上の 他界 を 指す が、 宮古 では、 それ は 地の 底に あ 

ると 思われた。 その 地底の 他界に もまた 二 イラ 太陽と いう 太陽が 存在す る。 この 太陽 は H ンマ 大王の ごとき もの 

である。 しかし、 もとは 此の世に 太陽が あると 同様に、 あの世に も 太陽が 照って いると する、 この 世と あの世と 

の 相似形に もとづく 発想で あつ たこと はまちが いない。 

これにた いして 現世 は 何とい うか。 住屋 御嶽の 伝承で は 「あから 世」 である。 与那覇 せど 豊見 親の 神 歌で は 

r 宮古」 である。 つまり 宮古 という 言葉 は、 現世と いう 意味 を もってい るので あるが、 さて、 その 宮 古の どこに 

豊見 親が 地底から 出て きた かが、 私に は 疑問であった。 私は宮 古島に 旅行した とき、 その 所在地 をつ きとめる こ 

とがで きた。 平 良 市の カサマと いうと ころで 近くに カトリックの 教会が ある。 そこに は 草 むらの 中に 古い 横穴 式 

の 墳墓が いくつ も あるが、 その 一 っをテ ダン カイ バカ (太陽 迎え 墓) という。 墓が 東 を 向いて いる ためにそう 呼 

ばれる ので ある けれども、 この テダ ン カイ 墓から 与那覇 せど 豊見 親が 出て きたと されて いる こと を 知った。 

与那覇 せど 豊見親 は 別名 をニッ ジャゥ プテダ とも 呼ばれて いた。 そこで、 テ ダン カイ 墓 は 二 ッジャ (これ は 二 

イラと 同義語) から 出て きた ゥプ テダを 迎える 墓と いう ことになる。 そうして、 テ ダン カイ 墓の すぐ まえが、 二 

ッダ ャゥプ ミナ 力で ある。 ミ ナカ はミ ャ ナカで 庭と いう 意で ある。 つまり あの世の 大きな 庭と いう ほどの ことで、 

神々 が 踊る ところで ある。 そこが そう 呼ばれた の は、 与那覇 せど 豊見 親の 蘇生が 記念すべき 事件であった からで 

あろう。 彼 は 今日の 城 辺 町のに ー まず (根 間) というと ころで 一 旦 死んで、 伝承に よると 三日 目に、 この 太陽 迎 

え 墓に 出て きた。 つまり 東から 西 または 西北の 方向に あの世の 道 をた どり、 青 綱 をた よりにして 出て きた。 そこ 

で、 後生 (一一 ッ ジャ) と は、 宮 古島で は 西方 または 西北 方の 地底に あると 考えても よい。 

今も宮 古島に 残る 伝承で は、 与那覇 せど 豊見親 は 後生の こと を 話して はならぬ、 もし 話したら、 ただちに 死な 
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ねばなら ぬと いましめられて、 現世に 帰って きたが、 後年 ふっと そのい ましめ を 忘れた ために、 死んだ といわれ 

ている。 その 死んだ とされる 場所 は 平 良 市の 漲 水 港の 背後の 小高い 丘に あり、 現在 盛り場の 中に ある。 

後生から 生き返つ たが、 後生の こと を 話して はならぬ という タブ ー を 犯した ために 死んだ 人の 話 は、 与 那霸せ 

ど豊見 親の ほかに も、 宮 古に はいくつ も 残って いる。 ある 男 は、 妻 恋し さの あまりに 墓の 中に 入って、 後生の 妻 

と 会った。 妻 は 彼 を 自分の 白い 下 袴 (かかん) の 中に 入れて 現世に 送り出した。 そして 自分の こと を 話して はな 

らぬ とかたく いましめ たが、 その 男 は 現世に 帰って、 あるとき 酒 を 一杯の ませられ、 ついう つかり、 後生の こと 

を 洩らした ために、 その 場で 死んだ という。 後生に 行って、 後 を ふりかえって はならぬ といわれた 女の 話 は、 私 

も 池 間 島 出身の 巫女から 聞いた ことがある。 こうした タブ ー が、 古今東西 を 問わず 存在す ると は 何 か。 そこに 不 

可逆性の 時間の 意識が 流れて いるた めな のであろう か。 

ところで、 冒頭の 住屋 御嶽の 説話で は、 後生 大王が、 油 を 入れた 大きな 鍋 を 赤 牛の 背に のせて、 子ども を 現世 

に 送り出し たと ある。 この 赤 牛と は 一体 何で あるか。 ここで 私が 思い出す の は、 出雲大社の 国 造 家で は、 そこの 

当主が 亡くなる と 人に 知らせずに そっと 赤 牛の 背に 死骸 をく くりつけ て、 大社の 東南に ある 菱 根の 池に 沈めた と 

いう 『懐 橘談』 の 中の 記事の こと だ。 なぜ 赤 牛の 背に のせた かとい う 疑問 は、 住屋 御嶽の 話の 中で、 二 ッジャ に 

赤 牛が いると いう ことによって、 いくぶん 解けた ように 思う。 来 間 島は宮 古本 島の 西に 浮かぶ 島で あるが、 そこ 

では 二 ッジャ から 赤 牛が 出て きて 人 を 食い、 島の 人び とも 滅亡に 瀕した ので、 与那覇 にたす け を 求めた という 話 

が ある。 また 宝貝の こと を宮 古で は 竜宮の 畑 を 荒らす 牛に たとえる。 それ は、 宝貝 を 真上から 見る と 牛のう ずく 

ま つ た 姿に 見える からで、 ここに も 竜宮と 牛との 関係が 見られる。 

池 間 島に、 青 籠 (あおぐ むい) と 呼ばれる 場所が ある。 そこ は 潮の さしてく る 入江に なって いて、 入江に 向か 

う 岩壁に 点々 と 洞穴が あいている。 以前 はこの 洞穴に 夭折した 子ども や、 難破して 海に 死んだ 者、 あるいは 伝染 
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病で 亡くなつ たもの を 葬った と： >  われる。 一 口に ケガ ズン (怪我 死) といわれる 者た ちで ある。 彼ら は 不慮の 事 

故 死の ために、 ふつうの 墓に 入れて もらえなかった。 そして この 入江の ほとりの、 岩穴に 投げ こまれた。 まさし 

あおぐ むい 

く 青 籠の 名に ふさわしい 場所な のであった。 私が そこ をたず ねたと き、 潮 は 引いて いたが、 水草 は 湿って いた。 

その上 を 歩いて いくと、 横に 長い 岩壁が 見えた。 岩壁の 上に はァ ダンの 木が 茂り、 ァ ダンの 赤褐色に 熟れた 実が 

生って いた。 赤く 輝く その実 を 眺めて いると、 そこが 時間の ない 死者の 国に 見えて くるの だった。 湿原に は 赤い 

牛が つながれ ていた。 私が 近づいて いくと、 こちら を じっと見た。 その 牛の 眼 は 恨みが ましい 人間の 眼 をして い 

た。 宮古狩 俣の 歌謡の 中に も 「大きな 牛 を 殺して、 神 祭り をす る」 と あるが、 二 ッジャ と 牛との 関係 は それだけ 

ではない 気がする。 そこに はもつ と 個性的な 人間との 関係が あった はずで ある。 

一 一 

宮 古島で は 二 イリヤ、 二 ッジャ と 呼ばれる の は 地底の 暗い 他界で ある。 これにた いして 海の 彼方に ある 神の 島 

りゅうぐう 

は 竜宮で ある。 かって 死後に 行くべき 世界 はまた 豊饒 を もたらす 祖霊 神の 住む 島で もあった。 ここで は 死者の 世 

界と 神の 世界と は 二つに 分裂して いる。 その 一方、 宮古 では、 現在で も 人間が 死んだら ミ ユウに 行く、 という 考 

えが 残って いる。 ミ ユウと は 青々 とした 色 をた たえて いる 海の 彼方、 または 海の 深いと ころで、 竜宮の こと をォ 

1 ミ ユウと いう。 ォ— は 青で ある。 ここにお いて 「青」 の 世界が 到来す る。 それ は 海中に あると 信じられる 南 島 

の 明るい 冥府で ある。 宮 古の 狩 俣 部落に はォ ー ミ ユウ ー キ という 言葉が ある。 キ という 言葉の 意味 は 不明で ある 

が、 ォ ー ミ ユウ は 青い 海の 底に ほかならぬ。 狩 俣の 隣の 部落の 島 尻で はミ ユウ ガンの フサと いう 神 歌が ある。 ミ 

ュ ゥ にたいする 願いの 神 歌で ある。 

仲 松弥秀 は、 また 宮 古島で 「死んだら どこへ 行く か」 と 聞く と 「青の 島、 タウの 島に 行く」 と 答えた 人の あつ 
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たこと を 記して いる この 青と ミ ユウと が どんな 関係に あるの か， 今後 さらにつ きとめねば ならない が、 宮 古に 

は 地 先の 小島が 少ない ところから、 あるいは この 宮 古の 「青の 島」 はミ ユウで あるの かも 知れない。 宮 古で 死ん 

だら 海の 青々 としたと ころに 行く と 信じられ てきた こと は 確かであった。 

私 は 来 間 島の 虫送りの 行事 を 見た ことがある。 たまたま、 泊って いた 平 良 市の 旅館から 四月 十日の 夜お そく 来 

間 島に 電話 連絡して みると、 明朝 未明に 虫送りの 行事が あると いう。 そこで それに 間に合わせる ために 小舟 を や 

とって、 深夜に 月明の 海 をつつ きった。 来 間 島に 着く と、 小学校の 校長の 宅に 仮眠し、 夜明けの 海の 行事 を 南の 

浜に 見に 行った。 屈強な 島の 男た ち 三人が、 ネズミ ゃバッ タゃム カデ、 カタ ツム リの 死骸 を 入れた 容器 (もとは 

シ ヤコ 貝が 使用され た) を もち、 抜き 手を切って 海の 中に 入って いく。 海岸から 二百 メ ー トル 余 はなれた 海中の 

大きな 珊瑚礁の 穴に それ を 入れて 帰る。 海岸に はァ ダンの 葉 を もった 女た ちがいて、 砂浜に 帰り 立った 男た ちに、 

その 葉の 下 をく ぐらせ て、 行事 は 終わる。 

これ は 害虫 を 海の 彼方の 二 ライに 流す 行事な の だが、 海中の 珊瑚礁の 穴 は、 そこに 通じてい ると 信じられ てい 

る。 こうした 信仰が ある 以上、 海の 深みの ミ ユウに 人び との 死んだ たましい も 行く と 考えられ ていても、 すこし 

もお かしくない であろう。 

ところで この ミ ユウと いう ことば は、 私に 二 ユウ (丹 生) という ことば を 連想 させずに はおかない。 日本 本土 

に 百 を 超える 丹 生と いう 地名 は、 水銀と 関係が あると されて いるが、 それ 以上に 水と かかわ りのある ことばで あ 

る。 二 ユウ ッ ヒメと いえば、 水の 女神で ある こと は 周知の ことで ある。 二 ユウ はまた ニブ、 ミブ とも 転訛す る。 

水に 関連 ある 職能で あるが、 これらの 言葉が ミ ユウに 起源 を もっと すれば、 日本 本土に 分布す る 数多くの 地名 は 

南 島の 宮古を 無視して 語る こと は ゆるされない。 

さて、 宮 古島で は大渡 主と いうと、 海神で、 竜宮 あるいは 二 ッジャ の 神の 一人で ある。 大渡主 は 青 潮 王と いう 
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字 を 当てる こと もで きる。 すなわち ォ ー は 青で ある。 

では 「青の 島、 タウの 島」 の 「タウ」 は 何 を 意味す るか。 琉球 全体に は大唐 国への 思慕が 強かった。 唐と はも 

ち ろん 歴代の 中国 を 指す ことばで ある。 宮 古島に は 唐 迎之墓 (トン カイ バカ) というの がいくつ も ある。 それ は 

南 あるいは 西の方、 つまり 中国へ 向かう 海岸に 並んで いる 豪族の 墓で ある。 琉 球に とって、 唐 は 惜しみな く 恵み 

を 与える 国で あるた めに、 それ は 二 イラの 別名と なった としても すこしもお かしくない。 そこで 「タウ」 の 島 は 

「唐」 のこと ではない かと 考える の は 当然で ある。 

しかし また 岡 本恵昭 によると、 宮古狩 侯の 神 歌に はォ ー ナズの フサと いうの が あり、 そこに はォ ー ナズ、 ト ー 

ナズ という ことばが 出て くる。 ォ ー は 青で あり、 ナズは ナギ、 すなわち 蛇で ある。 ォ ー ナズ といえば 青い 蛇の こ 

とで、 ト ー ナズ というの も 同様の ことばで ある、 とすれば、 あるいは タウの 島の タウ もこの ト ー ナ ズのト ー と 同 

じ もの かも 知れない。 すなわち ォ ー ナズ、 ト I ナズ という 対句が あるよう に 「青の 島、 タウの 島」 という ことば 

であった と 考えて みたい ので ある。 主 K の 島と 同じように 祖 霊の 行く 島であった タウの 島 は、 やがて 唐と 同音で あ 

ると ころから、 現実の 唐 を 指す とされ、 しかも その 唐 は 美化され て、 二 イラの 代名詞と なった、 という 変遷が あ 

るので はなかろう か。 

「青の 島、 タウの 島」 の ほかに サゥの 島と 呼ぶ ところが ある。 たとえば 沖繙 本島 北部の 国 頭 村の ゥムィ (ォ モロ) 

では サゥと 呼ばれ、 八重 山の 黒 島で は 「サゥ の 国」 に 行く という。 そして 波 照 間 島で は タカ サゥ フンと 呼ぶ。 タ 

力 は 尊崇す る 意の こと、 フン は 国の ことで あるが、 サゥ という ことばが 何 を 意味す るか 不明で ある。 喜 舎 場永询 

は サゥと は、 海岸の 岩石に 生える やせた 草 を 指し、 そのよう につまらない 国 だとす るが、 はたして、 そうした つ 

まらない 国に 死後 行こうと 思う かどう か 疑問で ある。 

この サゥ もまた タウと 関連 を もつ 語 かも 知れない。 しかし、 今 は 想像 を 保留して おく。 
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私 は 池 間 島に わたった とき、 前泊徳 正から 次の 話 を 聞いた。 前 泊に よると、 池 間の 雨 乞 t 歌の 中に 

ィ ラビ ジ のさき の 

二 ッリャ から 

あまみず、 うまみず 

も つ てきて 下さい 

という 意味の 言葉が ある。 イラ ビジ はュ ラブ島の ことで、 宮古 本島の 真西に 位置す る 島で あるが、 池 間 島から 見 

ると、 ェ ラブ島の 北の 端から 少し 内側に かけて は、 南南西の 方向に あたって いる。 その ュ ラブ島の 先の 方に、 二 

ッリャ (11 リャ) を 想定して いる ことに 注目すべき である。 

ここで、 前泊徳 正から 聞いた もう 一 つの 話 を 述べて おきたい。 池 間 島で は 魂はィ ー に 行く と 言って いる。 ィ— 

と は 池 間 方言で 北 を 指す 語で ある。 そこで ィ ー と 言えば、 今 池 間の 灯台の ある 近くの 場所が そこに 当たる その 

ぁヒ りに は 墓が 多く あり、 また 天に 魂が のぼる 山と いうの も、 灯台の 西側の 海岸の すぐ 近くに ある。 私 も そこ ま 

で 行って みたが、 力 ャゃァ ダン 葉に おおわれ ていて、 頂上に は 行きつ けなかった。 池 間で は 魂が 墓に 行く こと を 

ィ ー ノヤに 行く という。 ィ ー ノヤと は 北の 家の 意で、 つまり 墓の ことで ある。 また 池 間で は、 あの世 を 「力 マの 

I- 一と も 言って いる。 力 マ は 向こうの ことで、 彼方に ある 暗い 夜の 意味で ある。 だが、 ィ ー にある 力 マの 夜 はさ 

ほど 古くから ある 概念で はない。 ィ ー に 墓が 作られた の は 古い 時代の ことで はない。 それ は、 たとえば 宮古 本島 

で 地底に ある 二 ッジャ の 観念が かならずしも 原初 的な もので ない のと 同様で ある。 

池 間 島で はもと もとは 墓 は 南の 方に あつたと 前 泊 は 言う。 そこで ハ ィ ノヤ ー と 言えば 古い ことばで 墓 を 指した _ 
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池 間の もとの 部落から 見て、 南に 当たる 部分に 墓が あり、 南の 方から 豊作 を もたらす 祖霊 神が やってくる ものと 

信じられた のであった。 池 間の 南南西に 当たる ェ ラブ島、 その 彼方の 二 ッリャ 島にたい する 雨乞いの 祈願 も その 

一 つの あらわれ である。 前 泊 は 幼い 頃に 椰子の 実が 浜に 流れつ くと、 これ は 南の 神の 島から やって きた もの だと 

いって、 おばあさんが、 錐の 先で つついて は 彼に 食べさせ たという 感動 的な 話 を 私に 聞かせて くれた。 ェ ラブ島 

の 遠見 台 は 多 良 間 島の 方 を 向き、 多 良 間 島の 遠見 台 は、 さらに 八重 山の 方 を 向いて いると いうが、 宮 古島に おい 

て は 常世の 観念 は 明らかに 南 を 指向して いたと 考えられる。 いわゆる 南の 島の 伝承が ここに 登場す る。 

三  一 

宮古 本島で は、 死んだ 人の 魂 は 池 間 島の 大主 (ゥ ハル ズ) の 御嶽に 集まる という 信仰が ある。 ゥ ハル ズの神 は 

戸籍 簿を もっている 神 だからと いうので あるが、 しかし、 それだけ でも あるまい と 私 は 思う。 なぜなら 池 間 島 は 

宮 古島の 真北に 位置す る。 そして 池 間 島の さらに 北 (ィ ー の 方向) に 魂の 天に のぼる 山が 見られる。 その 北 はも 

う 海であって、 三、 四十 人 乗りの 船で も 一時間 はか かる 八重 干 瀬が よこたわつ ている。 池 間の 人た ち は、 潮が 引 

いて この 八重 干 瀬が 海面に 現われる 期間 はいつ も そこに 魚 を 取り、 貝 を 拾いに 出かける。 それが 毎月 十二 日 位 は 

あると いう。 八重 干 瀬の 中で もっとも 広大な 干 瀬 は 池 間 島と 来 間 島と を 合わせた より は 大きい。 干 瀬の 数 は 全体 

で 百 を 超える。 池 間 島の 漁業 はこの 八重 干 瀬に かかって いると 言っても 過言で はない。 この 八重 干 瀬 こそ は、 柳 

田 国 男が 『海上の 道』 の 中で、 古代 中国の 人た ちが 宝貝 を 求めて やって きたと 論じて いる 場所で ある。 

したがって、 宮 古の 人た ちの 日常の 欲望が、 海の 外に 向けられた ときに、 この 八重 干 瀬に 集中した の は 当然 だ 

といえる。 また この 八重 干 瀬は宮 古から 沖繙 本島に 行く ときの 船の 通い路で もあった。 こうした ことが 重なり合 

つて、 宮 古に は 北に 向かう 意識が 生まれて きたので はない か、 と 私 は 推測 をた くまし くす るので ある。 
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ともあれ、 宮 古の 人た ちに とって、 死後の 魂の 行くべき 方向 をた どると き、 それ は 北で あり、 北西で あり、 西 

であり、 南西で あり、 南であった。 だが、 東方 はない。 宮古 本島の 東海岸に は 防 星が あるが、 他の 方向の 海岸 は 

開放され ている。 これ は 何 を 物語る か。 東から は 侵略者が きた。 また 侵略者に ともなう 比較的に 新しい 文化が 侵 

入して きたが、 それ以上の ものはなかった。 沖繙 本島の 琉 球王府 にせよ、 あるいは 日本 本土の 政府に せよ、 征服 

者の 意識 をぬ きにして きたので はなかった。 南北朝の 後期にまで さかのぼる 倭寇 もまた そうで ある。 して みれば、 

東方 を 聖地と する 観念が 生まれな か つたの は 当然で ある。 _ 

だが、 琉 球王府 において はそう ではなかった。 首 里から 見て 東の 方の 斎場 御嶽、 また その 東の 久高 島と いうよ 

うに 東方 を 聖地と する 観念が 強調され た。 そうする ことによって、 二 ライカ ナイの 祌は久 高 島に まずお とずれ、 

それから 斎場 御嶽に や つ てきた という 考えが、 あたかも 自然の 信仰の ような 擬態 を もつ て沖繙 本島で 通用して き 

たので ある。 

しかし、 死者の 魂の おもむく ところが、 日の 没す ると ころと 一致 するとい う 観念に したがえば、 むしろ 常世 を 

西方に 措定す るの が 自然ではないだろう か。 ただ、 西方 をのみ 強調 するとき に、 今度 は 他の 方角 は 無視され る こ 

とになる。 西方に 海が 開けて いる ときには 結構で あるが、 東方に 海が ある 場合に は 西方 は 死者の 行く ところと す 

る 考え は 成立し ない。 つまり は 海の 彼方に 二 ライカ ナイが あるので あって、 その 方向に 死者の 島が あると する ほ 

か はない。 

ここにお いて 古代人の 観念が どうで あつたか をもう 一度 考えて みょう。 宮古 では、 井戸に は 底がない と 考えら 

れ ている。 もちろん、 この 井戸 は 本土で いうと ころの 掘 抜き 井戸の ような もので なく、 自然の 湧水の たまった 窗 

みで ある。 そして この 井戸 は宮 古で は 他界の 入口と みなされ、 二 ッジャ という ことばで 井戸 を 指す 場合 も あると 

いう。 H ラブ 元 島での 神 送り は 古来の 根 所で ある 井戸口に おいて 他界への 神 送りが なされる。 この 水の 湧く 窪地 
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はさま ざまな 悪霊 や 怨念の 集まる 場所で も ある。 そして、 この 井戸 は 海に つづく と 信じられ ている。 つまり 海の 

方に 向か つ て 底の ない 井戸が 開いて いるので ある。 島 尻で は 井戸の こと を 二 ッダァ という。 この 二 ッダァ よもと 

より 二 ッジャ のこと で、 パ ー ントの 仮面 をつ けた 男が 全身に 泥 を 塗って- 1 ッダァ から 出現し、 集落に 降りて くる 

の だが、 その 場所に は 臭い 井戸が 二つ ある。 井戸 は、 今 は 埋まって いるが、 水 は 湧いて いる。 八重 山の ァカマ 

タ. クロ マ タもナ ビン ドウと いう 窪みから 出て くる。 こうした こと は 何 を 意味す るか。 井戸 は 冥府への 入口と ヒー 一ぬ 

じられ ており、 その 冥府 は 地底 を 通って 海に 通じてい ると 考えられ ていた。 そこから 二 ッジャ は 暗い 也 底の 他界 

とされた ので あるが、 しかし、 また それだけに 終わる ものではなかった。 

すなわち、 二 ッジャ は 海の 彼方と 関係 を もってお り、 神の 居所と も 通じてい たので あり、 そして、 海の 彼方の 

神 は 天空から 今度 は 井戸の 上に 降りて くるので あった。 いわば、 そこに 井戸 を 通しての 円環が 描かれて いる。 こ 

れは おそらく 太陽が 東の 洞窟 を 出て 天空に 昇り、 西の 洞窟に 沈んで、 夜 は 地の 底、 海の 底 を 通り、 ふたたび 東の 

洞窟に 出る という 円環 を模 した ものである。 つまり 人間の 生死 を 太陽の 昇り、 かつ 沈む のに 比較して 考えた ので 

あった。 

だから 地の 底と 海の 彼方と はつな がり、 海の 彼方と 天の 頂上と はまた つながる という 世界観が 誕生した。 おそ 

らく- 1 ライカ ナイ、 本土で いう 常世の 観念 もこの 世界観の 構想に 含まれる ものである。 常世と は 何 か、 単に 死者 

の 魂の 行く 場所で はない。 

四 

私は宮 古島の 砂 川 部落で 「な ー ばい」 と 呼ばれる 津波よ けの 行事 を 見た ことがある。 砂 川、 ：J^ 利、 それにぎ：^ 

の 部落の 女た ち も 加わって、 白い 神 衣 を 着け、 うた をうたい ながら、 唐迎 岩と 呼ばれる 丘の 上から 砂 W の 海岸に 
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列 をな して 降りて いく。 そのと き、 めいめい 手に 持った ダ デフと 呼ばれる 真竹 を 神の 道の 傍の 土に 刺す。 真竹が 

生命力の つよいところから、 津波 を 起こす 悪霊 を ふせぐ ことができ ると 信じられ ている。 この 海岸に 津波よ けの 

祭が 行なわれ るのに は、 おそろしい 現実の 裏付けが ある。 砂 川 海岸に は 砂 川 元 島と 呼ばれる 場所が ある。 元 島と 

は 元の 村と いう 意味で、 じっさいに まえに は そこに 部落が あった。 だが 大 津波の ために ひとたまりもなく やられ 

たので ある。 その 残った 石垣 や 門の 石が 今 もる いるいと して 見られる。 こうした ことから して 海の 彼方に 恐怖の 

念が 起こる の は 当然 であろう。 

この 津波よ けの 行事に 関する 説話 も 残つ ている。 むかし砂川部落の上比屋とぃぅ所に住んでぃた夫婦が^！波に 

さらわれたが、 たまたま 七 歳になる 男の子 は、 狩 侯の 部落に 使いに 行って いたので 命が 助かった。 この 男の子が 

十六 歳に なった ときに ミナ コジ という 海岸 を 歩いて いると、 沖の ほうから 一そう の 小舟が 近づいて きて、 中に ま 

ば ゆいば かりに 光り かがやく 女が 乗って いた。 彼 はこれ は 天人に ちがいな いと 浜辺に 額 をつ けて ひれ 伏していた 

ところ、 女 は 「自分の 名 はう まの 按司 (ゥマ ニヤ，' ズ) というが、 竜宮の 命 をう けて 御身の 妻になる つもりで や 

つてき た」 と 言って、 若者の 手 をと つた。 二人 は 夫婦に なり 七 男 七 女 をもう けた。 ある 日、 うまの 按司は 夫に 

「自分 は 竜宮の 命に よって あなたと 夫婦に なり、 長年 つれそつ たが、 もう 年季が 満ちた ので 帰らねば ならない。 

あらとり 

別れ はつらい が、 せめて 津波 を ふせぐ 方法 を 教えよう。 それに は 旧暦 三月の 新 酉の 日に、 磯辺に 出て、 ダ デフと 

呼ばれる 真竹 を 刺したら、 海陸の 境が 分かれて 津波の 難が なくなる だろう」 と言うと、 海中に 入り、 姿を消して 

しまった。 あるいは 鐘に 乗って 竜宮に 去った ともいう。 これが 「な ー ばい」 の 起源 だとされ ている。 

この 話で 注意すべき は、 竜宮の 命 をう けて 海中から 出現し、 また 海中に 帰って いった 女の 名が 「うまの 按司」 

となって いる ことで ある。 それ は 午の 方向 を 指す ものと 思われる。 つまり 南の 海から やって きた 神 女な ので あつ 

た。 そして 若者が この 神 女と 出会った ミナ コジの 浜に は、 南の 島の ァ ー リャゥ の 島から 小人た ちが、 曲玉 や 南蛮 
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ガメ のた ぐい を もってき て、 粟と 交易して 帰った という 話が 残って いる。 ときには スビと 称する 子安貝 (宝貝) 

と 交換す る こと もあった。 小人た ちの あいだで はスビ 貝が 貨幣と して 使用され たと も 伝えて いる。 また、 南蛮 ガ 

メ はスビ 貝と 交換され たので ス ビガ メ とも 称して いる。 この 話 は 稲村 賢 敷に よった ものであるが、 柳 田 国 男が 

『海上の 道』 で 提出した 仮説、 つまり 古代の 南中 国の 人び とが 宝貝 を 求めて 宮 古島に やって きたと いう こと を 暗 

示させる 伝承で ある。 じじつ、 砂 川の 海岸に は 中国で 貨幣に された という 宝貝の 一種、 すなわち シプ レア. モネ 

タが 多い こと は 私が たしかめ ている。 そして ここに 出て くる 南の 島の ァ ー リャゥ の 島と いうの は、 「にいら 島、 

下りて い ゆ、 あろう 島、 下りて い ゆ」 と 与那覇 せど 豊見 親の 神 歌に うたわれ ている 二 イラ (他界) のまた の 名の 

「あろう 島」 を 思い起こさせずに はおかない。 

かりまた こまらば あず 

うまの 按司は 狩 俣の 小 真 良波按 司と 呪術 くらべ をして 勝った といわれて いるが、 狩 侯の 小 真 良 波 按司は 死ぬ と 

きに 島の 将来に ついて 予言した。 その ひとつに、 

南の 島から 女人 (女神) が シラの 船で やってくる とき、 世 は ゆたかに 栄える。 それ は 島内の 山が あかはだか 

の 山に なった のち、 ふたたび 木が はえて 青々 とする ころであろう。 

というの が ある。 あか、 しろ、 あおの 色 を まじえた 予言で ある。 はじめに 述べた 「な ー ばい」 の 説話に よると、 

南の 方の 海から 舟に 乗って 「うまの 按司」 という 女神が やって きたの だから、 この 予言 はすで に 小 真 良波按 司の 

生前に 実現して いた ことになるが、 そこが 伝説と いう ものである。 問題 はこの 予言で、 「南の 島からの クラの 船」 

に 乗つ てく ると いう 一 句に ある。 

「な ー ばい」 の 行事の 日に は、 海 や 畑に 出て はいけ ない という タブ ー が 守られて いる。 もし 女た ちの 行列の 前方 
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を 横切ったり すると、 「わび 願」 といって、 神に あやまり、 一年間 謹慎し なければ ならない。 砂 川 や 友 利 部落と 

おなじように、 南に 海 を もつ 宮国 部落で は 五穀が 実らずに 凶作に なったり、 疾病が 流行したり すると、 部落の 若 

者た ちが 小舟に 神酒 を 入れた カメ を 乗せ、 夜間に その カメ を 沖合に はこび 海に 投げ込む という 「わび 願」 の 風習 

が ある。 このと きに 若者た ち は、 許して 下さいと か、 降参と かとい う 意味の 言葉 を 大声で 発する。 こうした こと 

から 稲村 賢 敷 は、 この 宮 国の 海岸で 海寇の 掠奪 や 殺害が あった こと を 示唆し、 そうした 惨劇 をまぬ かれる 代償と 

して 供物 を 海に 投げ入れた ので あろうと 述べて いる。 だが、 この 行事 はむしろ、 豊饒 を つかさどる 海の 神にたい 

と むら 

する ジ ヱ スチュ ァ ではないだ ろうか。 与那国 島で は 雨乞いの ときには 島民が わざと ぼろぼろの 着物 をき て 十 村 神 

社の まえに 立ち、 自分た ちの 窮迫ぶ り を 訴える。 それと おなじ 心理が この 「わび 願」 に 働いて いると 私 は 思う。 

ともり  ゆ づみ あやぶね 

友 利の 部落で 行なわれる r んな ふか」 という 祭で は 「んな ふか」 は 竜宮の 神であって 世積綠 船と いう 神の 船に 

乗せて 豊饒 を もたらす と 信じられて いるが、 一方 この 神 は おそろしい 神で、 その 神が 白い 馬に 乗って くる 夜 は、 

みんな 家の 戸 をし めて、 火 も 焚かず 慎んで いなければ ならぬ とされて いる。 

これまで みたところから すれば、 宮 古の 海に 面した 部落に は、 海の 彼方の 神にたい する 親愛と 恐怖と がま ざり 

あった 感情が 流れて いる こと を 知る。 

『宮古 旧記』 に は 「野 崎 真 佐 利 南風の 島より 遁れ 帰りし 事」 という 記事が 載って いる。 昔、 新 里 村の あせら 屋の 

御船の 親と いう 人が 船頭と なって 琉 球へ 行った 帰りみ ち、 海の 真只中で 逆風に あって、 南の 島の あ ふらと いうと 

ころに 漂着した。 この あ ふら 島で は、 他国の 漂着 者 はとら え、 肥った 者 は 油 をと り、 やせた 人間 は ひざがしら を 

打ち抜いて 歩行で きないよ うにした。 または 両眼に 白銀 を 焼き こめて 盲と し、 わざわざ 肥えさせて 油 をと る。 ま 

たは、 体力の 強い 者 は 呪いに かけて 生きながら 牛に 変えて 畑 を 耕させた。 彼の 御船の 親 は 色白の 美男で あつたの 

を 両眼に 白銀の こて を 焼き 入れられた。 野 崎 村の 真 佐 利と いう 者 は 器量の すぐれた 若者で、 あ ふら 島の 女に 取 入 
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つて 夫婦に なり、 情愛 もこ まやかであった ので、 女 もなん とかして 真 佐 利 を 救いたい と 思った。 おまえに 肉 を 食 

ベ させて 牛に しょうと たくらんで いる。 もし 肉 を 食う ときには、 汁の 上に 浮かんで いる 肉 を 食べて はならぬ。 そ 

れは 人肉で、 それ を 食べる ときには たちまち 牛に なって しまう と 教えた。 こうした 女の 教えで 殺されずに すんで 

いたが、 彼女 は あるとき、 「おまえと いつまでも 夫婦の ちぎり をむ すんで いたいが、 おまえが みすみす 油で 煎ら 

れ るの を 見る にしの びない」 と 言って、 密かに 食糧と 小舟 を 用意し、 真 佐 利 を 逃がした。 それ を 知って 追手の 舟 

が やって きたが、 かろうじて 宮 古島に 帰る ことができた、 という 趣旨の 話で ある。 

あ ふら 島の 女 は 若者と 別れる ときに 「自分 はお まえの 子ども を 腹に 宿す ようにな つ たが 無事に 安産す る ことが 

できたら、 南の 風の 吹く 頃に 竹 束 を 流す から、 竹 束が とどいたら 子供が 安産した と 思って くれ、 また、 おまえの 

子孫が この あ ふら 島に 無事に 栄えて いる あいだ は 毎年 竹 束 を 海に 流す からそう 思って くれ」 と 言った。 

そこで いまでも 毎年 五、 六月 頃、 南の 風が 吹く 頃になる と 竹 束が 新 里の 海岸に 流れ着く ことがある という こと 

で、 野 崎 村の 真 佐 利の 子孫 はい まなお 南の 島で 栄えつ つ あると 信じられ ている。 

これらの 伝承に 流れて いる 南の 島にたい する 恐怖の 情 は 何 を 物語る か。 ひとつに は、 この 南の 島が 生蕃の 住む 

台湾 を 思わせる ことで ある。 明治 四 年に は宮 古の 島民 六十 九 人が 沖繾 本島に 行って 帰る 途中に、 暴風の ために 台 

湾に 漂着し、 牝丹社 蕃人の ために 五十 四 人が 殺害され たという 事件が ある。 これが 明治 政府の 台湾 出兵の きっか 

けと なった こと は 有名で ある。 そこで 稲村の 指摘の ように、 海 寇が宮 古の 海岸 部落 をお そった という ことと 結び 

つけて 解釈す る こと もで きる。 

だが、 しかし、 パイ ヌス マの 伝説に 私 はちがつた ニュアンスの 投影 を 感じる 。「南の 島から シラの 船に 乗って 

女神が やってくる」 という 予言 は、 別の 伝承で は 「南の 島から 青 衣の 者が きたら 世界 報 (豊年) になる」 という 

言葉に 変わって いる。 シラ (白) の 船と いい、 青 衣の 者と いい、 色 を もて あそんで いるよう にみ える。 だが、 そ 
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こに は 南の 島と つ ながる 意味が、 それぞれに こめられ てい ると みなければ ならぬ。 

シラ といえば まず 南 島で は 産の ことで ある。 シラの 神 は 産の 神で あり、 シラク ー ズは 産の ために こもる 場所 を 

いう。 そこで 焚く 火が シ ラビで ある。 

シラ と、 スダ テル (育てる) とか、 スダチ (巣立ち) とか、 ス デル (脱皮す る) とか、 スデ ミズ (再生の 水) 

とかいう 言葉と は 関連が あるので はない か。 記紀で 養育す る こと をヒ ダスと いっている。 これ は 日足と いう 文字 

が あてられる ことから、 生長の 日数 を 足らす という 意に 受け とられて いる。 

しかし、 私の 考えで は、 ヒ ダス は ス デルと か スダチ と 同 系統の 語で ある。 ヒ ダス を 日足と いうの は 文字に とら 

われす ぎている。 奄 美大 島で どい う 農奴の 女の 産んだ 子ども をヒダ とか 膝 素 立と か 呼んで いる。 『日本書紀』 

にはヒ ダスに 膝 養と いう 字 を あてて いるが、 これらの 間に は 関係はないだろう 力 

こうして みれ、 ま、 シラは 白と は 一見 無縁で あるよう にみ える。 しかし 古代の 色彩 観念の すべてで ある 白、 青 

赤、 黒の 四 色と 生や 死と は 密接な つながり を もってい ると 私 は 思う。 少なくとも 前の 予言の 中に ある シラの 船の 

ii と 青 衣の 者の とが 一 方 は 誕生に 結びつき、 他方 は 死者に 結びつく こと は 考えられる ことで ある。 

では 白と 青との 間に 関連 はない か。 誕生 を 意味す る 白と 死者 を 意味す る 青と は 断絶した 色な のか。 ここにお い 

て 私， こち は nn- 始 古代に あって は、 死と 生が ひとつ づきの ものであった こと を 考えて みなければ ならな レ すな わ 

ち、 誕生す る こと は 再生す る ことであった。 それ はよ みがえ りであって、 まったく 新しく 生まれた ので はな レ 

蛇 や 蟹 や 蝦が 脱皮す るよう に 人間 もまた 生まれ かえる。 それが 再生 = 誕生な ので ある。 とすれば、 青の 世界から 

白の 世界へ と 移行す る ことによ つ て 人間 は 現世に 姿 を あらわす。 それ は 神 も 同様で ある。 

そこで、 南の 島から シラの 船に 乗って 女神が やってくる というば あいに、 この 南の 島 は 死者の 国で あると おな 

じく 神の 国で も あると いう ことができる。 この 問題 を 狩 侯 部落の 神事に 照らして 考えて みる ことにす ス。 


宮古 本島の 北の 岬の 尖端 は 股の ように 開いた ャ ジリ、 つまり 雁 股 そっくり である。 この 岬の 付け根に ある 部， 

を 狩 俣と 呼ぶ の は そこから きている と 私 は 思う。 この 狩 俣 は、 これまで 古代 集落の 名 ごり として 注目され てきた 

ところで ある。 というの も、 この 部落 は 明治 三十 七 年まで は 三方 を 石垣に 囲まれ、 三 力 所 ある 通用門 を 通って 村 

人 は 出入した。 ただ、 北西の 方に ある 門 は 神 女の ほか は 使用で きないと されて いた。 部落の 背後に は： f^i と 称す 

る 原生林が 北西から 東南の 方向に よこたわつ ている。 樹木の 少ない 宮 古島で は、 この 景観 は 人目 を 引く。 この 大 

森の 後方 は 切り立つ 崖に なって いて 海岸に 向かって なだれ 落ちる。 大 森の 北西に は、 イリの 山と いうの が ある。 

この イリの 山の 中には ィズ (イリ = 西) 御嶽と ァガ (ァ ガリ = 東) 御嶽と が 含まれて いる。 そうして、 ァガ ウタ 

キと ィズゥ タキの 中には ク モイ ザ ー (こもり 座) があって、 そこに は 神 女た ちの 出入す る £5^ あると 伝えられて 

いる。 この 門 は、 まえに 述べた 狩 侯の 集落 を 囲む 石垣の 間の 現実的な 門と は 別であって、 シンボリックな 石の 門 

である。 

狩 侯で、 行なわれる 行事の なかで、 もっとも 重要な の は祖神 祭と 呼ばれる もので、 毎年 旧の 十月から 十一月まで 

の 間に 神 女た ちが 五 回 山 ごもり を 行なう。 この 山 ごもり の 場所 は イリの 山に ある 二つの 御嶽であって、 第一 回と 

第五 回の 山 ごもり は 五日ず つ、 あと は 三日 ずっとな つてい る。 私 はなん どか 狩 侯の 祖神祭 を 見た が、 山 ごもり の 

あと、 山から 降りて くる 十六 名の 神 女た ち は 疲れ切つ ていた。 しかし、 それでも なお、 杖 をつ いて、 はだしの ま 

ま、 神への 讃歌の 「おやが みの 神 歌」 を 幾 時間もう たうので ある。 この 歌の 中に くり 返し 出て くるき まった こと 

ばが ある。 
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根 島から 降りん な シ ラ ス から 降りん な 

この 地に 降りて この 宮 古に 降りて 

というの がそれ である。 これ は 狩 侯の 祖 神が 降りて くる 様 をうた つた ものである。 また 次の ような 詩句 も ある 

宫古 となぎ 島と なぎ とよたれ 

に しま 

根 島が み シ ラスが み とよたれ 

宮 古の ある 限り、 島の ある 限り 名高くな つた、 根 島ゃシ ラスの 限り 名高くな つた、 という 意で ある。 さて こ 

の 根 島、 シ ラス、 宮古 といった もの は 何 を 指す のだろう か。 根 島 は 根の 島で あるから 村が 創立され た 場所で あり、 

シ ラス は シラの 神と つながり ある 場所で ある こと は 想像が つく。 この 根 島ゃシ ラス は 狩 俣のば あいど こ を 考えた 

ら よいの か。 また 宮 古と は宮古 本島の ことか。 それとも 別の もの を 意味す るの か 

六 

狩吴 では!^ 1 とその 北西に ある イリの 山 を ひっくるめて 青山と 呼んで いる。 神 歌に 「青山に 渡ろう、 古山に 渡 

ろう」 と 対句に なって うたわれて いるが、 この 青山に は 古い 墓が 点々 と ある。 この 背後の 崖 下の 岩 陰に も 人骨が 

納められ ている という。 つまり、 ここ はかって 狩误 部落の 祖先の 人た ちの 墓地であった と考えられる ところで あ 

る。 しかもそこにはl^^^たちのこもる御嶽がぁる。 ここから して 仲 松 弥秀の 主張す る 祖先の 骨の 埋まった ところ 

が 御嶽で あると いう 説が 実証され る。 狩 俣の 部落 は、 もと 北西の 部分の 根 間と 東南の 部分の 狩 俣との 二つの 呼称 
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を もってい たという。 そして 根 間と よばれた 北西の 方に 村落の 創始 神 をいた だく 大グフ 系統の 家々 が 集まって お 

り、 祖神 祭は大 ダフの 系統 を 中心とした 祭で ある ことから すれば、 この 青山に 葬られた 彼らの 祖先 を祀る ことが 

狩 侯の もっとも 重大な 行事で ある こと は 首肯で きる。 狩 侯の 部落 は、 山の 傾斜面から しだいに 前面の 低地に せり 

出して いったので、 この 祖先の 墓所で ある 青山の 中腹に は、 狩 侯の 部落 (シ マ) の 根源で ある 草分けの 家が あつ 

たと 推定され る。 つまり、 そこ はもと 部落 発生の 地で あり、 根 島、 あるいは 神の 島、 その 意味での シ ラスで も あ 

つた。 祖 神の 神， 歌の 中に 

シ ラ テ山 びる ぬす ふ ん 森ん び る ぬす 

という 対句が ある。 「びる ぬす」 は 座す 主と いう 意味で ある。 シラテ 山はシ ラス 山の ことで あり、 シ ラス 山と 大 

森 は 同義語で ある。 まえに あげた 神 歌の 中の 「根 島」 と r シ ラス」 とが 対句に なって いると ころから、 大 森と シ 

ラスと 根 島と は 同一 の 場所 を 指して いる ことが わかる。 

それと ともに 青山の 青の 中に シ ラ ス の 白が 重なり合 つ ている ことに 気が付く。 祖神 祭のと きに 神 女た ちが こ の 

山の 中に 入って 神 ごもり をす ると、 向こうに 真白い 壁の ある 世界が ひらけて くると いう。 また 白い 馬が 見えたり、 

白い 着物のお じいさんが あらわれた りする ことがある とされる。 昼間で もう つ そうとした 御嶽の 中に 展開す る 白 

い 空間 こそ シ ラスに ほかならぬ。 では 根 島. =シ ラスから 祖霊 神が 降りて いった 宮 古と は どこか。 それ は 当然 子孫 

の 住み 栄えて いる 狩 俣の 部落で なければ ならない。 狩 俣の 部落 は 石垣で 取 囲まれて いて、 そこが 宇宙で あり ひと 

つの 世界であった。 池 間 島で r 宮古づ つ」 という 祭が あるが、 そのと きうた われる 緩 語と いう 歌に 「かんし 居る 

き やの 宮古」 (こうして いる 間 こそ 宮古づ つの 楽し さよ) という 一句が ある。 この Ml 古と いうの も 一呂 古本 島で は 
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なくて、 むしろ 「現世」 とで もい う 意味で ある。 宮古 は宮処 と考えられる けれども、 宮は どのように 理解 すれば 

t  、か。 ミヤ— 力 ー という 巨石 墓 や 御嶽の イビの ふた 石に は 傘さん ご 石 を 使う そうで ある。 つまり 傘 石 は 宇宙 を 

おおう ものと みなされ ている。 しかも ミヤ ー は 神々 の 来たり あそぶ 場所で ある。 狩 俣の 祖霊 神が、 そのいる 神の 

#、 拫島、 シ ラスから 降りて きて あそぶ ところが 狩 俣の 部落であった。 だが 問題 は それで 終わらない。 

多良間^^^^、が船に乗っ て沖纈の中山に登り、 旅 をした。 その 帰途、 船 子た ち は 多 良 間 ゥプッ カサの 美し さに 迷 

わされ、 ！！^^を汚した。 そのため か 船 は 伊良部 島の 近くで 大波 を かぶって 沈んで しまった。 多 良 間 ゥプッ カサの 

遺体 は 狩 俣の 西 浜の ァカグ 浜と いう 場所に 流れ着いた。 これ を 部落の 人が 発見し、 厚く 葬って やった。 その 墓 は 

北の方に 向いて いる。 

さて、 袓神 祭のと きに、 第三 回目の 山 ごもり をした 神 女た ち は、 狩 侯の 部落の 背後の 丘に ある 天道 地と 呼ばれ 

ると ころの 石の 上に 立ちな らんで 南西の 方に 向かい、 神 歌 をうた つて 身体 を 左右に 揺り動か すと、 それに 和して 

多 良 間 ゥプッ カサも 死者の 国から その 姿 を あらわして 東北の 方 を 向き、 神 女た ちの 動作に 合わせて 腰 を 左右に 動 

かすと いわれて いる。 これ は 多 良 間 ゥプッ 力 サが祖 神 祭の 神 女た ちの 仲間入り をしたい ためとい われて いるが、 

その 亡霊の たちあら われる ところ を 南の 島と 狩 俣で は 呼んで いる。 今日、 狩 俣の 集落に 向かう 道路の 左側の 海岸 

ベり に 岩穴が 見える。 そこ は 埋葬地に 使われて いるが、 狩 俣の 集落から 南西の 方角の 場所で ある。 つまり、 神の 

島、 シ ラスと、 ^^の^とが宮4^にぁたる狩俣の集落をはさんで向かぃ合っ てぃる。 もともと、 現世と 他界との 二 

つの 世界し かなかった ものが、 南の 島と いう 死霊の 国が 加わる ことによって、 三つの 世界に 分かれた ので ある。 

七 

「ニス マ • シ ラス 一 (神の 住む 所) と 「ミヤ ー ク」 (現世) と 「パイ ヌス マ」 (死霊の 住む 所) との 三つの 世界の 
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関係に ついて、 宮古 出身の 本 永 清の 所説が ある。 本 永に よると 祖神 祭の 五 回に わたる 神 ごもり のうち、 四 回 は 二 

ス マと ミヤ ー ク との 間で 行なわれ るが、 三回 目の マ ト ガヤの 祭のと き だけ はミ ャ ー クと パイ ヌスマ との 関係に お 

きかえられる。 それ はすで に 述べた ように、 天道 地の 神 女た ちと 多 良 間ゥプ ッカサ との 「な ゆり」 (腰 を 左右に 

動かす 動作) において 見られた ものであるが、 こうした 昼間の 唱和 だけで はなく、 夜中に は 死霊 を 追 払うた めの 

壮絶な 神 女 たちのた たかいが 行なわれる とのこと である。 また パ ィヌス マ の 死霊が 侵入す るの を ふせぐ ために、 

大フグ ムトと 呼ばれる 神 女た ちの 集まる 家の 庭の 入口に は、 木の葉に 神酒 をたら した もの をた くさん ならべ てお 

く。 それ は 死霊 をな だめす かして 侵入し ないように する ための ささげもの である。 つまり 狩 侯の 部落で はたえず 

死霊の 住む パイ ヌスマ を 意識して いる。 狩 侯で は 人が 死んだら パイ ヌス マに 行く という 信仰 もま だ 根強い。 パイ 

ヌス マの カナ ャド (鉄の 門扉) を 開く ともいう。 そこ は 暗黒の 世界で ある。 それにた いして 神の 住む ニス マ は 白 

い 壁の ある 世界で あり、 また ミヤ ー ク である 狩 侯の 部落 は あから 世 (現世) を 象徴す る 赤の 世界 だ。 

本 永に よると、 パイ ヌス マにたい する 行事 は 牛馬の 厄払いと か 虫 払いであって、 この ときには 死霊に たいして 

のた たかいと して 牛 や 豚の 肉 を 食べる という。 祖神 祭の マト ガヤの 祭のと きに も 牛の 肉 を 食べる。 虫 払いのと き 

に は、 南 島で は どこでも 害虫 を 海の 向こうの 二 ライカ ナイに 流す の だが、 狩 侯で は パイ ヌス マに 向かって、 その 

行事 を 行なう。 パイ ヌスマ は 二 ライカ ナイと おなじく 見られる 一 面 を もつ ている。 

ところが、 ニス マにたい する 行事で ある 祖神祭 ゃ麦プ ー ズ (麦の 豊年 祭) などの ときには、 肉類 を 用いない。 

二 ス マ に関する 行事に は 他に 出産 祝 や 結婚 祝 や 建築 祝が ある。 

パイ ヌス マの 神 は 二 ッジャ 力 ニドヌ (金 殿) と 多 良 間ゥプ ッカサ であり、 それに 仕える の はすで に 死んだ 神 女 

と ユタた ちで ある。 この ユタ は 神の 住む ニス マと はか かわり を もつ こと はでき ない。 ニス マの 神 は アサ テダ (父 

なる 太陽)、 ゥ マテ ダ (母なる 太陽)、 ャ マノ フシ ライな どの 狩 误 の 創始 神で ある。 こうして 三分され た 世界の 祭 
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祀 構造に 本 永 清 は 着目して、 水平 的 空間 配置が そのまま 垂直の 構造に 変わり 得る こと を 指摘す る。 

私 は 本 永の 所説に、 もう ひとつ 時間の 構造 をつ け 加えたい と 思う。 水平 空間が 垂直 空間に 転換し 得る こと は 南 

島の 神 観念に おいて は 二 ライカ ナイの 水平 神と オボ ッ カクラの 垂直 神との 関連 をみ ると わかる。 しかし、 ミヤ ー 

クは、 中央に 位置す る 空間で あると 共に、 現世と いう 意味 を もつ 時間で も ある。 ミヤ— ク = 現世 は、 ナカ ビ (中 

日) とか ナ マノ ュ (今の 世) とか ァ カラ 世と か 呼ばれる。 そうして 現世 を 去った たましい は 二 ッジャ に 行き、 そ 

こから また ミヤ ー クに 再生す る、 円環 運動 をく り 返し、 やむ ときがない。 

現世の つぎは 死者 = 神の 国で あるが、 そこから して また 現世に 帰る とすると きに、 空間の 展開 は 時間の 継起に 

かわる ので ある。. だが、 垂直の 空間 構造に おいて ニス マ. シ ラスが なぜ ミ ャ ー クの 上に あり、 また ミヤ ー クの下 

に は 二 ッジャ • 力 ナヤが あると いう ふうに な つたの か。 考え 得る こと は、 死穢の 観念 や 死霊に た いする 恐怖が 

ニス マ. シ ラスと 分離した ニッ ジャ. 力 ナヤ、 あるいは パ ィヌス マと いう 他界 を 必要と した ことで ある。 それと 

同時に 現世の 太陽 をミ ャ ー クの上 を 照らす ものと したと きに、 それに 照応す る 後生 太陽 は 地下の 国 を 照らす もの 

という ふうに みられ、 地下の 死者の 国と いう 観念が 発生した のであろう。 しかし また、 地下の 二 ッジャ は 太陽が 

地下 をく ぐつ て 東の 水平線に 姿 を あらわす ように、 その 底 をく ぐつ て 海の 果ての 竜宮に 通じる という 観念が 宮古 

にある こと はすで に 述べ たと おりで ある。 

それにつ けても 思い出され るの は、 山 幸の ヒコ ホホ デミが 竜宮 をお とずれ たと き、 その 門の 傍らに 井戸が あつ 

たと 『古事記』 が 述べて いる ことで ある。 この こと は、 私に は 偶然で あると は 考えられない。 

南の 島が 現実的な 侵害者の 反映で あるば かりで なく、 死霊の 世界と つながる こと は、 これまでの 例で 判明した 

しかも その 南の 島 は 狩 俣のば あい、 指呼で きる 近 さに あるので ある。 私が 大神 島で 聞いた ところでは、 南の 島 は 

狩 俣と か 島 尻 を 指す と 言つ ていた。 
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しかし また， 本土と 琉球 とに 共通して 海で 溺死者 を 見つけた ときには 豊漁 だとい う 習俗が ある。 つまり それ を 

海の 神の おくりもの として ェ ビ ス とみな すので ある。 多 良 間ゥプ ッカサ もそう した 漂着 死体で あつ たがために 大 

う たき 

切に 葬られた とも 考えられる。 仲 松 弥秀の 話で は、 琉 球で は祖霊 を祀る 御嶽の ほかに 漂着 者 を祀る 御嶽が あって、 

それ は 二 ライカ ナイの 神と 考えられ ている という。 とすれば 狩 侯のば あい も 二 ス マ • シ ラス は祖 霊の 神 を 祀る御 

嶽 であり、 パイ ヌスマ は 二 ライからの 漂着 神 を祀る 場所で あると みなす こと はでき よう。 しかも 狩 俣の 多 良間ゥ 

プッカ サの 死霊 は祖神 祭の 神 女の 仲間入り をした が つてい る。 私が 十数 年 まえに 祖神 祭に 立ち会 つ たと きに も、 

去年 死んだ 神 女が 遠くの 方で うた をうた つてい る 声が 聞こえる、 と 村の 女た ちが こもごも 言った。 

それ は 神 歌 をうた う 神 女た ちの 仲間入り をしたがって いるの だとい う。 たとい それが 幻覚と しても、 その 幻覚 

は なぜか 哀切な ひびき を もつ。 つまり パイ ヌス マ は祖 霊と はかならず しも 無縁で はあり 得ない。 

狩 俣で は、 このように パイ ヌスマ を 部落の すぐ 近くに 意識して いる。 

しかも その 「うやが むの 二 ー リ」 の ひとつに うたわれる 「ぱいす ま」 は 次の ようで ある。 

ばいす まぬ つかい 主 

ぱいぎ たぬ みょうぎ 主 

「はい 島」 「ぱいぎ た」 は 南の 島の 意で ここで は 八重 山の ことで あり、 「つかい 主」 や 「みょうぎ 主」 はっか わさ 

れた 人、 つまり 狩 侯から 八重 山に 船 をつ くるた めに 派遣され た 人物の ことで あると 稲村 賢 敷 は 言う。 ここにお い 

て パイ ヌス マが 単なる 観念 上の 島で もな く、 また、 単に 近接した 他界と いうので もな く、 「遠くから 近よ つてき 

た 他界」 とで もい うべき ものである こと を 私たち は 知る。 
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「南の 島から シラの 船に 乗って くる」 とか 「南の 島から 青 衣の 者が くる」 とかの 予言 もそう した 意味と して 受け 

とるべき である。 佐 喜 真 興英の 「シ マの 話」 によると、 沖繙 本島の 中部に ある 宜野湾 市の 新 城と いう 所では、 大 

正の 頃まで、 旧 九月の 稲 種 下しの あとに、 村芝居 を やった が、 そこで は 村の 若者の 中の 一組が 「南の 島」 または 

「&" の 島お どり」 を 行なった という。 まるで 南洋 人 をし のばせる カツ ラを かぶり、 ゴ テゴテ した 棒槁の シャツに 

モモ ヒキを 着て、 はなはだ 異様な おどり を 演じた が、 これ を 村の 人 は 南洋の 狂人の 真似と 言って いた。 

つまり 「it" の 島」 ははる か 南方の 島 を 指す とみな されて いた ことが これで わかる。 南の 島からの い L 矢れ ぬ 

「世界」 が おとずれる こと を 古代人 は 予知した にちがいない。 人が 死んだら 海の 青々 とした 深いと ころ、 すな わ 

ちミ ユウに 行く というの は 前に 述べた が、 狩 侯の 隣の 島 尻で は 遠来した ミ ユウ ガン (ミ ユウの 神) の 祭が あると 

いう。 

一方、 Ml 古で は 「人 は 死んだら トウ スクに 行く」 ともいうと 新 里 金 福 は 言って いる。 「遠い 底」 である。 南 島 

に は 海の 果てへの はるかな 思慕が 今 も 残って いる。 しかし また、 水平線の 彼方の 世界 は、 一面に おいて パイ ヌス 

マ (南の 島) のように おそろしい 魔の 神々 の 住む 島と も 考えられて いたのであった。 

ノ 

日本人の 漠然とした 南への 志向 性 は 八重 山で も 見られる。 八重 山に いくと、 更に その 南への 憧憬が 生まれて い 

る。 その 一 つが ィか" の 信仰で ある。 昔、 八重 山の 農家で は、 三月 下旬の しとしと 雨の 降る 晚にク イナが 飛 

んで くるの を 「パイ ヌス マ」 から 豊年の 神の さきがけと してやつ てきた 鳥と みなし、 松明 を もって 迎えた とい わ 

れる。 竹 富 島で は ネズミ を 芭蕉の 舟に のせて 「この 島 は 小さい し、 食物 も 少ない から パイ ノウ ラノシ マ ヘレって 

下さい」 と况言 をして 海に 流す。 宮 古の 来 間 島で も 害虫 や ネズミ を 送る ム ル ル ン という 行事が 南の 浜で おこなわ 
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れ ている こと はさきに 述べ た。 

宮 古の 南に ァ カウ ッ トイと いう 島が あって、 そこ は 野蛮な 島だった から、 漂流した 人た ち はも どって こな かつ 

たという 言い伝えが あるが、 宮 古の 地図に は 「南の 島」 が 記されて いて、 それ を 探しに いったと か、 山 原 船が 航 

路を はずれて パイ ヌス マに ぶつつ かった という 話 も 残って いる。 それ はやが て、 南 与 那国島 や 南 波 照 間 島の 伝説 

とも 交錯し あう ものである こと はたやす く 想像され る。 

こうした 南への 志向と 反対に、 北への 志向 も ある。 沖繙 本島の 西北に ある 伊平屋の 島で は、 海神 祭のと きに、 

喜界 島の ノロ 神が 首 里から 帰る 途中、 伊平屋 島に 立ち寄つ たという 伝承 を もとにして、 その 神 女 を 見送る 行事が 

おこなわれ るが、 これ は奄美 群島と 沖繙の 北部の 島々 との 間の 史的 交流 を 物語る ものと 解され ている。 でな けれ 

ば ここに 喜界 島が とつぜん あらわれる 訳 もない からで ある。 伊平屋 島で は ネリ ャ、 力 ナヤの 対語と おなじように、 

テル コ、 ナルコ の 対語、 または テル クミ、 ナル クミの 対語が 使用され ている。 テル コは、 テル カヮ という 太陽 を 

あらわす 古語に 由来す ると おもわれ るが、 奄 美大 島に も、 オボ ッ神 または 山 幸の 神と して テル コ、 ネリ ャの神 ま 

たは 海 幸の 神と して ナル コ の両 神が まつられ ている。 天神の テル コ は 海神と しての ナル コ 神から 転訛した という 

説 も あるが、 私 は テル コ、 ナルコ の 神 は 共に 太陽神と 考えて いる。 いずれにしても 垂直 神の 信仰が 奄 美から 沖繙 

の 北部に かけて みられる こと は、 その 信仰が 南下した こと を 意味す る。 したがって その 原郷は 北に ある こと はま 

ちがいない であろう。 

奄 美と 鹿 児 島の 間にある 薩南 列島の 悪 石 島で は、 旧の 十二月 一 日から 十二月 六日まで を 七 島 正月と 呼んで いる。 

最後の 十二月 六日に は 「オヤ ダマのお 発ち」 の 日 だとい う 触れが まわる。 オヤ ダマ は 先祖 霊の ことで、 甑 島に 向 

つ て 発つ といわれ ている。 悪 石 島から みると 甑島は 真北の 方向に あた つ ている。 

このように、 魂の あつまる ところが 北に あると する の は 何 を 物語る もので あるか。 北の方 向、 つまり 戍 亥に 祖 


霊が まします という 信仰 は 日本に 古代から 存在した。 日本 本土 だけでなく、 八重 山川 平の マ ユン ガナシ の 行事で 

も、 この マ ユン ガナシ の 神 は ィヌの 日に、 北の 海岸から やって きて、 家々 を 北の方から 順次に まわる。 それに あ 

やかって クバの 葉の 簑を 着て、 祝詞 をと なえて まわる の は 戌年の 若者で あると されて いる。 という こと は 戌 は 戌 

亥の 方向すな わち 北の方 角 を 意味して いると 解す る ことができる ようにお もう。 そこに は祖霊 または 神 は 北の方 

向から おとずれる という 信仰が 示唆され ている。 

これにつ いて 三谷栄 一 は 「漠然と 西方の 彼方に 祖 霊の います を 考えて いた 我々 の 祖先 人に、 方位 説が 輸入され 

て 戌 亥なる 戌に ィヌ と訓 じ、 その 方角に、 祖霊 神の 去来の 方角 を 考えた 理由の 一 つに は、 それ 以前から 祖霊 のい 

ます 方向 を 考えて 居り、 犬が 祖 霊の 神 徒で あると いう 観念が あつたの ではない かと 思われる」 と 述べて いる / 

重 山の マ ュ ンガ ナシも その 例に あてはま ると 私 はおもう ので ある。 


南 島で は 一般に 神 は 二 ライカ ナイに いると 信じられ ている。 二 ライ は ネリ ャ、 二 ルャ、 二 ラャ、 二 イラ、 ニッ 

ジャ などと 呼ばれ、 奄美、 沖繙 本島、 宮古、 八重 山で は それぞれ 呼称が ちがって いる。 この 一一 ライの 語源に つい 

て はさま ざまな 説が ある。 『琉球 神道 記』 巻 五に は 次の 記事が ある。 

キン マ モンに 陰陽の 二 神 あり、 天より 下り 給う。 ギ ライカ ナイの キン マ モンと 称す。 海より 上り 給う を オボ 

ッ カクラの キン マ モン と 称す。 

この 記事 は あやまりであって 「空より 下り 給う を オボ ッ カクラの キン マ モン、 海より 上り 給う をギ ライカ ナイ 

の キン マ モンと 称す」 と 訂正し なければ ならない が、 それにしても、 日本から 渡来して 琉 球に 数年間 滞在した 袋 
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中 上人が 慶長 年中に 記した 『琉球 神道 記』 にギ ライカ ナイの 名前が ある こと は 注目に 価す る。 ギ ライカ ナイ (二 

ライカ ナイ) は 儀 来 河内と も 宛字され る。 キン マ モン は 君 真物で、 神 を 指す。 

『おもろ さう し』 第 一 巻に、 

にる やとよ む大主 

かな やとよ む 若 主 

にる やせ じみお やせ 

という 対句が 出て くる。 

世に なりひびく 二 ライカ ナイの 大 主よ、 二 ライの セジを 奉れと いう 意。 セジは 霊 力で ある。 この 『おもろ』 の 

原注に 「空な り」 と あるが まちがい である。 二 ライカ ナイ は 空と いうより は、 海底、 海の 彼方、 地の 底 を 想定す 

る 方が 正しい。 

伊波 普猷は 『あまみ ゃ考』 の 中で 二 ライの 二 は 土の 意で あると し、 古代 国語で は 二 はネに 転ずる と 述べて、 

「根」 とも 関連 づけて 解釈して いる。 つまり 二 ライ を 地底の 根の 国と みなして いる。 地底 あるいは 海底に あった 

「死の 国」 としての 二 ライ はやが て そこ をつ きぬけた 海の 彼方の 仙郷の 意に 解され るよう になった と 述べて ぃズ。 

この 伊波 説 は、 夜見の国 つまり 常闇の 国が だんだん 光明 化して、 常世の国 (絶対の 齢の 国) の 連想に ふり かわつ 

ていった とする 折 口 信 夫の 説の 影響 を 受け ている。 

では 二 ライの 対語で ある 「力 ナイ」 の 語源 はどう か。 伊波 は それ を琉球 語に 多い 畳語 法に 由来した 造語で ある 

とする。 たとえば ニッチ リ. ケ ー チリ (ゆっくり 歩く 形容) と 言い、 二 ー ブイ • 力 ー ブイ (しきりに 居眠り i る 
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こと)、 または ノ  — タ. ケ ー タ (似たり よ つ たり) などと 使われる。 前付けの 「二」 とか r ノ」 の 語はナ 行で あ 

り、 後付けの 「力」 または 「ケ」 の 語 は カ行で ある。 これ は 二 ライカ ナイに も あてはまる とする 伊波 説 は 魅力的 

な ものである。 伊波に よると、 力 ナイ は 別に 意味が なく、  くりかえして 言葉 を 使う ときに 虚辞 的に 使用され る 語 

である。 

しかし 私 はまた ちが つ た 考え を も つてい る。 

結論から 先に 述べる と、 二 ライカ ナイの 語源 は 根 浦、 金 浦の 義 であると 思う。 根 浦 は ネゥラ —ネ ー ラ —11 1 ラ 

—  二 ー ル— 二 ルャ— 二 ライと 音韻 変化 を 遂げた ので ある。 金 浦 も カネ ゥラ— カネ ラ丄カ ナイに 変化した。 では 根 

に は どんな 意味が あるか。 さきに 述べた ように 伊波 は それ を 土と 関連 づけて 地底の 意と している。 しかし 柳 田 国 

男 は 昔の 人が 「黄泉」 と 書いて 「よみ」 と 読ませた ことから 「よみ」 の 国が 地底に あつたよ うに 誤解され たと し 

て、 「根の 国」 の 「根」 を 土中の 木の 根の ように 解す る こと をい ましめ ている。 むしろ 「根」 は祖 霊の たましい 

の あつまる 原郷の 意で あると 柳 田 は 理解して いるよう である。 柳 田の 言う とおり、 「根」 に は 根元の 意味が ある。 

沖繩 では 村の 草分けの 家 を 「根 所」 と 呼び、 また 神 を まつる 根 所の 娘 を 「根 人」 と 呼んで いる。 したがって 伊波 

の 言うよう に、 二 ライの 二が 土で あると する 語源 解釈に は 私 は 賛同し ない。 

宮良 当壮の 『八重 山 語彙』 は 二 ー ラシ イクに ついて 次のように 述べて いる。 

地の 底 即ち 根の 国、 底の 国に 相当す る 信仰 上の 世界な り。 而 して 其人界 即ち 光明 界に 通ず る 所はィ ー ザ ー 

『岩屋』 なり。 故に 一 たび 岩窟 を 下れば 魔界、 即ち 暗黒 界に 入る を 得べ しとい う。 この 国に 住む 者 は- 11 ル 

ピィ トウ (地底 人) という 荒ぶ る 神 共な り 
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このよう にして、 八重 山の 人た ち は 二 ライカ ナイ を 地の 底と 見て いるよう である。 「赤 また 黒また」 は 二 ー A 

ピィ トウと 呼ばれて いる 猛貌の 神で あるが、 あかり を こわがる。 そこで 夕方 出現して 夜の 明けない うちに かえる。 

この 神の 出現す ると ころ はナ ビン ドウと 呼ばれて 鍋の 底の ような ところで ある。 これ は 済 州 島の 始祖 神話に ある 

三 神人が 地から 湧き出し たという 話と よく 似て いる。 

前它哲 雄の 話 こよる と、 井戸 を 掘った とき 深い 土の 底に いる 虫 を 二 ーラ • コン チェン マと 呼ぶ という この 虫 

は 頭と 尻と が 半分 半分の かっこうで、 コ ォロギ に似てい る。 また 八重 山で は 地下の 深いと ころ を 二 ー ラ底 といい、 

更に 深い 地点 を カネ— ラ底 という そうだ。 畑 を たがやす ときに、 二 ー ラ 底から 耕せ、 と 昔の 人 は 言った。 そこに 

は 豊作の 神々 が 住んで いると 信じられた。 

八重 山で はまた 家 を 新築 するとき、 蟹 を 生きた まま 供え、 「神 ヌ走 馬、 二 ー ラ底 カネ ー ラ 1^、 穴 ザ ライ 穴通シ 

u ゥリ」 と 願いの 言葉 を 唱え、 蟹が 二 ー ラ底、 カネ ー ラ 底の 穴 をと おす こと を 祈った と 言って いる。 これによ る 

と 二 ライが 海の 彼方の 楽土で なく、 足 許の 地下 を 意味して いる こと だと 解され ている。 

また 八重 山で は 次の ような 井戸 祭 を 旧 八月と 旧 一 月の 初 みずのえの 日に おこなつ ている という。 

「中 戸ヌ神 水 元ヌ神 二 ー ラ底 カネ ー ラ底 カラ 噴キ 出デォ ー ル 若水 甘 水 汲ミ飲 ミ給ラ ルバ ：：： 」 

. ^重 山 也 方 n 井一 コょ 二十 メ ー トルから 三十 メ ー トル も 掘り抜いた 深い もので あり、 そこ を 二 ー ラ底、 カネ— ラ 

底と 見なした の は 首肯で きる。 

では、 八重 山で は 二 イラと いう 語 は 地底 あるいは 井戸の 底 だけ かとい えば、 そうで もない。 波 照 間 島で は 「海 

の 申、 £ の 神、 ネ ー ラ、 ケ I ラの 地に まします 親 神」 という 神への 祝詞が ある。 そこで はネ ー ラ、 ケ ー ラは 海の 

底に あると 考えられ ている。 

石垣 島の 川 平で よ、 旧の 正月の、 日 はき まっていな いが、 二  口— トフ ヤン を 迎える 行事が ある フ ヤン はナ主 
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の 意で ある。 この 神 は 五穀の 神で ある。 二  ロ— トフ ヤン は 作物が とり 入れられ るまで は 群 星 御嶽に とどまつ てい 

るが、 川 平の 節 祭の 最後の 日に 二  口 ー トに 送られる。 人び と は 群 星 御嶽から お供して スクジ 浜で 神 送り をす るの 

であるが、 そこ は 二  口 ー ト への 道 だと 考えられ ていた。 二  口  I トフ ヤンの 住んで いるの は 海の 底 だと 川 平の 人た 

ち は 信じて いる。 

マ ュ ンガ ナシが 訪れる の は 節の 最初の 戌の 日で あつ て、 二  口 ー トフ ヤン を 送る の は 節の 最後の 寅の 日で ある。 

それで こ の 両者の 神 は 別 神で ある ことが は つきり する。 

1 方 竹 富 島に は 二 ー ランから くる 船 を 迎える 浜が ある。 

その 浜に は 二 ー ラン 石と いう 岩が あって、 それ は 神の 船のと もづ なを 解く 神聖な 岩と 見られて いる。 そこで そ 

の 浜 を トモ ドィの 浜と いう。 旧暦 八月 八日の 朝、 トモ ドィの 浜で は 穀物 を もたらす 二 ー ラン 神 を 迎える 行事が お 

こな われる。 その 船 は 漁船で も 貨物船で もよ いが、 沖合 をと おる じっさいの 船 を 神の 船と 見なして、 それ をお が 

むので ある。 ここで も 二 ー ラン は 地の 底で はなく 海の 彼方で あると 想定され ている。 したがって 八重 山 群島で は 

二 ライカ ナイ は 地の 底と 海の 彼方の 双方と 見られて いる。 しかし、 地の 底 は 海の 彼方と 通 底して いるので、 この 

一 一 つ の 観念 は 矛盾し あう もので はない。 

宮 古島で は 井戸の 底 を さらに ほりさげて いくと 海の 彼方に 通じてい ると いう 信仰が のこ つてい る。 たとえば、 

平 良 市の 漲 水 御嶽の 近くに 建てられた 農協の 一階 は 自動車 置 場に なって いるが、 そこに 犬 川 井戸が ある。 これ は 

宮 古の 島民の 産 井戸と されて 神聖な 井戸で ある。 そのために 農協 も 井戸 を 埋める ことができず、 そのまま 建物の 

なかに 残した。 この 井戸 は 子どもたちが 近よ ると 危険 だとい うので 蓋 をして あるが、 よく 見る と 蓋に は 腕が 入る 

位の 小さな 穴が 開けて ある。 これ は 一体 どうした わけ か。 岡 本 恵昭の 説明で は、 井戸の 神 は 井戸の 底から 地下 を 

くぐって 海の 彼方に 抜け、 天上に のぼり、 天上から 井戸の 上に 降りて くると いう 循環 作用 をく りかえ している。 
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井戸に 蓋 をして しまう と 神が 降りて こられなくなる というので、 農協が わ は 井戸の 蓋に 穴を開け 宮 古の 伝統的 

な 信仰と 妥協した というの である。 これ は 古代人の 円環 的な 世界観 を そのまま 示す ものである。 

あま あま 

すなわち 古代人 は 天と 海と を 同一 の 言葉で 呼んだ。 垂直と 水平の 観念 は 截然と 分けられるべき もので はな かつ 

た。 南 島で は 神 は 海の 彼方から 岬 または 小島に 上陸し、 そこから 集落の 上に 垂直に 降りる ものと 信じられた。 ま 

た 井戸に は 底が なく、 それ は 海の 彼方と 地下 をと おって 通 底して いた。 二 ライカ ナイが、 井戸の 底に せよ 海の 彼 

方に せよ、 こうした 円環 的な 世界観の 中に おいて 考える とかなら ずし も 矛盾し あう もので はない。 

仲 程 正吉は 八重 山 諸島の 二 イラ は 豊作と むすび つ いた 神々 の 住む 国で あるが、 宮古 群島の 多 良 間 島の -1 1 ラは 

死人の 島で あると いうちが いが あると 云 つてい る。 宮古 では 豊作 を もたらす 神の いると ころ を 竜宮と 呼んで いて、 

二 ライカ ナイと いう 語 を 使用し ない。 また 八重 山に ァカ マタ. クロ マタゃ ユン ガナ シ、 ミクロ 神な ど 遠来 神の 信 

仰が あるのに 比べ て、 宮 古に は その 影が うすい こと もた しかで ある。 

あぎな  ひらせ 

奄美 群島で は 海の むこうに 神の 住む 場所 を 求める。 奄美 本島の 竜 郷村 秋 名で おこなわれる 平 瀬まん かいの 行事 

を 私 はみ たこと があった。 それ は 海の 彼方の ネリ ャ から 稲 霊 を 招きよ せる ための 呪術 的な 祭であって、 海岸の 二 

つの 岩の 上で おこなわれる。 

祭が 終る と、 神 平 瀬と よばれる 岩の 上に すわった ノロた ち は、 東の 海の 方 をむ いて ネリ ャを おがむ。 二 ライカ 

ナイから 榖 物と 火が もたらされる という 伝承 は、 さきに あげた 竹 富 島の 行事の 中に もった えられて 今日に いた つ 

ている が、 奄美 では 穀物の 伝来 を ネリ ャに 求める。 

長田須 磨の 報告に よると、 大昔、 奄 美の 大和 浜に 三十 尋も ある が 寄って きたが、 その 鯨 に は 着物が 着せて あ 

つて 「タリ ャ から 大和 浜の 親 ノロに」 という 印判が 脇腹に つけて あった。 鯨の 腹の 中に 飛び こんで みると、 稲が 

かず 知れぬ ほどあった、 という 話が ある。 もともと ギス (人間) の 世界に は 稲が なく、 ネリ ャ から 伝わって きた 
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という 考えが ここ にあら われて いる。 

秋 名に のこる 歌に は、 「ネリ ャは 遠い 国、 力 ナヤ は 遠い 国。 ネリ ャは 潮の 中、 力 ナヤ は 潮の 中。 ツル や タカが、 

その ネリ ャの 稲の 種 を 脇 羽に かくし、 袖 羽に かくして 奄美 にもって きた」 という 詞が みられる。 

これとおなじ 伝承が 志 摩の 磯部で も 見られる の は 興味ぶ かい。 『俊 姫 命 世 記』 に は、 ある 日、 鳥の 声が あまり 

にか まびす しいので、 ャ マト ヒメが 使い を 出して 様子 を 見に やる と、 葦原で 一羽の ツルが 稲穂 を くわえて いたと 

いう 話が のこって いる。 この 挿話の 背後に は、 すでに 消されて しまった 海の 彼方の 原郷が ある はずで ある。 

このように 八重 山で は 二  I ラ と言うと 深い 井戸の 底 を さし、 宮古 では 二 ッジャ と言うと 地底の 死者の 国 を さす。 

ただこの 地の 底の 死者の 国 は 海の 底に も 通じてい ると する のが 沖 繙の常 民の 考えで ある。 むしろ それ は 当然で あ 

つて、 「青の 島」 のように、 沖繙 では 地 先の 小島 または 海岸の 洞窟に 死体 を はこんで 葬る 例が 多い からで ある。 

久高島 ゃ津堅 島で は 島の 一 隅が 風 葬 墓地に なって いる。 そこ を 根 浦と 考えても 差支えな かろう。 

浦 は 島に 対する 語で ある。 浦 島 子 も 浦 子、 島 子と 言われて おり、 宇 良 神社と 同様に 島 子 神社が 丹 後の 国に ある。 

ここでい う 島と は 村落の ことであって、 四面 を 海に かこまれた 陸地と いう 意味で はない。 村落の こと をシ マと 呼 

ぶの は 山国の 信 州に も 多く 見受けられる 現象で ある。 その もっとも 有名な の は 松 本 市の 西の 梓川の 上流の 島々 と 

いう 地名で あるが、 松 本 市内に も 島内 や 下 島、 島 立の 地名が あり、 また 天 竜 川の 流域に も 葛 島、 元大 島、 阿島、 

福 島、 門 島な どの 島の つく 地名が 多くみ つかる。 沖繮 では シ マと 言えば 村の ことで、 この シマ に対して ゥラは 海 

岸に 近い 村落の こと をい う。 たとえば 浦 添な どが そうで ある。 そこで 根 浦と 言えば、 袓 霊の あつまる 場所が 海ぞ 

いに あった こと を 意味す る。 

次に 根 浦に 対する 金 浦と は 何 か。 伊波 は 力 ナイに はとく べつの 意味 はない といって いるが、 私 はそう は 考えな 

い。 金 浦 は 金の ように 堅牢で 不 壊の 浦と いう 意味に ちがいない。 それ は 「南の 島」 で 独れ たよう こ、 狩 侯の パイ 
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ヌス マの カナ ャド (鉄の 門扉) とか、 パイ ヌス マの 神 は 二 ッジャ 力 ニドヌ (金 殿) といわれ ている ことで も 分力 

る 0 

『古事記』 に はスサ ノォは 「根の 堅 州 国」 にいった と ある。 この 「堅 州 国」 は 『古事記伝』 に は 地底の 片隅と な 

つてい る。 西郷信 綱の 『古事記 注釈』 も その 説 を 踏襲して いる。 しかし 私に はそう 考えられない。 古語で 「かた 

す」 といえば 刀剣な ど をき たえる こと を 意味す る。 これから 考える と 「かたす」 は 片隅で はなく、 堅固な 場所 を 

指す と 見る 方が 適切で ある。 それ は 「金 浦」 とも 通じ あう。 そこ は 堅牢な 場所で、 生きて いると きの 不安 や 心配 

はなく 永遠に 安住で きる という 気持が 堅 州 国 や 金 浦に は こめられて いると 思われる。 

二 

中 i 本島で は 二 ライカ ナイ を祀る 御嶽 は 枚挙に いとまな いと 仲 松弥秀 はいう。 それに は 二 ライカ ナイの 神 を 

、， てまつつ た 御嶽と、 二 ライカ ナイの ゥ トウ シ (遥拝 所) の 二つが あり、 そのい ずれ かが ほとんどの 村落に 見い 

だされる という。 それらの 拝 所 は 村落の 前面の 海岸に あるか、 遠い 海が 望見され る 高所に もうけられ ている かど 

ちらかと いうから、 ここに は 八重 山の 二 ー ラスク、 宮 古の 二 イリヤ または 二 ッジャ のように 地の 底と 関連した 観 

念がない こと はたし かで ある。 

沖繙 本島 北部の 西海岸に ある 大宜味 村の 喜 如嘉の 海神 祭に うたわれる 歌に、 

ユレ， I から あがて いもち 

遊び 習て 踊い 習て 

かたすべく 島 や あしばらん 
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. 踊ららん 遊び 足ら じ 踊い 足ら じ 

という 詞が あるの は、 -ー レ I すなわち -1 ライカ ナイ は 踊り や 歌の 本場で あると いう 考えが 前提と な つてい る。 そ 

この 神が 上陸して 遊び や 踊り をお 習いに な つ たが、 潟ゃ洲 のよう な この 小島で はさ だめし 不自由で 遊び 足りない、 

踊り 足りない ことで しょうよと いう 意味で ある。 ここに は 二 ライカ ナイが 海の 彼方の 楽園の ような 趣の ものと 受 

け とられて いる。 

また 海神 祭で 海の 神 を 送る ときには、 祝 女た ち は 西の 海の ほう をむ いて、 扇 を もった 手 を 名残惜しげ に 振りな 

がら、 

ゆかち やみ 間切 祝 女 や 

あぐん  あそ 

鏺 引ち 遊ぶ 

吾る -1 レ ー 神 や 

と  いとまぐ 

ザ ンぬロ 取 やい 暇乞い 

とうたう。 歌の 意味 は 「けっこうな こと だ、 村の 祝 女 は。 馬の 鎧に 足 を かけて 遊んで いる。 常世の 神の 私 は、 人 

魚の 口 を 取っても う 暇乞い をしょう」 という もので、 神 女た ちが 海神の 気持 を 代弁す る。 海神 は ユレ ー から 年々 

訪れて 村人に 祝福 をさず け、 また ニレ ー にかえる が、 そのと き ザンの 魚に 乗って いく。 琉球 では、 馬 は 神の 乗り 

物と みなされ ていて、 祭のと きに 神に 仕える 祝 女 も 馬に 乗る。 それに 対比して、 ザン、 すなわち ジュゴン はニレ 

1 の 神の 乗り物と 見なされ ていた ことが、 こ の 歌で 明らかで ある。 
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大宜味 村の 塩屋の 海神 祭の ゥムィ に は、 

あまちゃに しらち やに 

一一 レ ー から 甘 種子 白 種子 

鷲ん 鳥ぬ くくり も— ち 

あぶし かた まきちらち 

という 一節が ある。 二 ライカ ナイから 鷲が 五穀の 種子 を 口に 銜えて やって きて、 畦に まきちらし たという 意で、 

これでみ ると、 二 ライカ ナイ は 穀物の 種子 を もたらす ところで ある。 八重 山の 竹 富 島で は 旧 八月 八日の 世 迎え 祭 

のとき 一 11 ランから 上陸した 神が、 五穀の 種子 を もってき たという 伝承が ある。 久高 島で は 海岸に 五穀の 種子が 

白い 壺に 入って 漂着した が 稲の 種子 は 入って いなかつ たので、 ァ マミ キヨが 天に 祈り、 鷲が 使者と なって 一一 ライ 

力 ナイから 稲穂 を 三百 日 目に 三本 もってき たという。 

謝 名 城の 海神 祭の 神 送りの 歌の 中には、 

えいえい 送く やい 送く やい 

送く や びら 

えいえい まやぬ 神い や ー い 

送く や びら 

えいえい 青ぬ 神い や ー い 

送く や びら 
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という 言葉が ある。 「まやぬ 神」 は マヤの 神 あるいは 真 世の 神と も 呼ばれる 遠来 神で ある。 八重 山の マ ユン ガナ 

シも その 一 つ。 これらの 神 はもとの 処に お帰りなさい というの が 歌の 意味で ある。 「まやぬ 神」 と 「青ぬ 神」 は 

対語に なって いる。 青の 神 は、 マヤの 神の ように 二 ライカ ナイの 神と 考えても よさそう である。 

『山 原の 土俗』 に は、 

えい えい あ ふ (青) の 御 神 

なむと むと かち  . 

御 移り 召しよう ち 

やまぬ 御 神 

なむと むと かち 

御 移りみ しょうち 

という 歌が ある。 これ は 祝 女 や 根 神 以外が 死んだ ときの 葬い の 歌と されて いる。 「なむと むと かち」 は 「自分 そ 

れぞれ の」 という 意味で、 前の 歌と おなじように、 自分 自分の 住居に お移り 下さいと いう 内容で ある。 

外 間 守 善 は 『琉球 国 由来 記』 や 『女官 御 双紙』 にあら われた 「あ ふた もと」 「青た もと」 という 語が 「しけた 

もと」 と 対語に なって おり、 また 今 帰 仁 村に 伝わる 「家 造りの ゥ ムィ」 でも 「あ ふぬ 山」 と 「たきぬ 山」 とが 対 

語に なって いる こと を 指摘して いる。 そして シ ケに聖 なる 場所 を あらわす 意味が ある こと は、 おもろ 語に も ある 

ので、 シケの 対語の ァフも 同じ 意で あると 推量して いる。 そこで ァフは シケゃ タキと 同義語で ある ことが 分かる 

としてい る。 シケは 上代 日本語の シキ あるいは スクに 相当す る 語と 思われる。 シキゃ タケに 接頭の 美辞 をつ ける 


二 ライ 力 ナイ と 青の 島 


と、 グス クゃゥ タキと なって、 沖 織の 聖地 を あらわす 日用 語と なる が、 この スク または タキと 対語になる のが 青 

という 語で あるから、 青の 神 は、 聖域に いる 神と いう ことに もなる。 

『u 京の 土俗』 に は 「つ ー ふ ー あ ふぬ 御 許 拝で」 という 句 を 中に 含む 根 神の 葬式のと きの 歌が ある。 「つ— ふ—」 

と は 村の 首長で ある 神 女の ノロ を 指す というが、 そうなる と 「青の 神」 は 海の 彼方から 訪れる 二 ライの 神 を 指す 

一方で よ、 その 土地に 住む 根 神 や ノロ、 あるいは その 居場所に ついても いわれて いるよう に 見える 

宮城 真 治の 『古代の 沖繙』 によると、 伊計 島の 八月の シヌグ 祭に うたう ゥムィ の 中に 

うえんち や あや 

奥武ぬ 島ん かい 

吁ぇ とうどう りょう 

たまが ばら が ばら 

という 一節が ある。 うえんち や あ、 すなわち 鼠 は 奥武の 島に 飛び立てよ、 という 意味で、 虫送りの 風習 を 述べた 

ものであるが、 奥 武の島 はもと 青の 島な ので あるから、 青の 島に 鼠 を 送る ことになる 

今日、 南 島の 虫送り は ネズミ や ムカデ など を 海に ながす 行事 だが、 久米 島の 四月の 虫送りの 行事で おこなわれ 

る 呪 言が 『仲 里 旧記』 に 記されて いる。 それによ ると、 ネズミ は 稲穂 を ふみたお すから 二 ライカ ナイに 送り届け 

てくだ さいと 島民 は 祈願して いる。 こうして みれば、 青の 島 は 青の 神の まします 二 ライカ ナイと 同様で あると 考 

えられて いた ことが 分る が、 一方で は 死者 を 葬る 島で あり、 他方で は 神の 住む 島で あると いう ことが どうして 起 

こる のか。 
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琉 球の 史書 『球 陽』 に は 「荒神 は 海神な り」 といい 一 必ず 奥に おいて 出現す。 故に 俗に 奥の 公事と いふ」 と 注 

を 施して ある。 また 『中 山 世鑑』 にも 「ワウ 二 出現 シ給ヒ ゲル 間、 俗 二 ヮ ウノ ミヤ ダイ リト ハ申ス ナリ」 と 説明 

している。 ミヤ ダイ リは親 代理と もい い、 公事の ことで ある。 ここでい う 奥と は 何で あるか。 伊波 普猷は 『琉球 

史料 叢書』 の 解説の なかで 「おもろ 双紙、 第二 十一、 久 米の 二 間切の 双紙の 中には 奥武 という 小島に 上陸した 君 

真物が、 はるかに、 若按 司の 立 居 振舞の しおら しいの を 見て、 早く 会いたい と 言った というよ うな 事 や、 彼が 島 

の 老若男女に 謳歌され ている 事な どが 見えて いる」 と 述べて いる。 『おもろ さう し』 の 歌と いうの は、 

かさす 若て だよ 

御み しゃく ぬき あげ は 

真物 若て だよ 

奥 &の浜 崎に 

奥武 のい ふ 崎に 

い しきな わ  かさす 

という ものである。 冒頭の 「かさす 若て だ」 というの は 久米島 を 一時 支配して いた 伊敷 索按 司の 三男の 笠 末若按 

司の ことで ある。 その 若 按司は 真物すな わち 神の ようにす ぐれて いるので、 「御み しゃく ぬき あげ は」、 つまり 

神酒 を 差し上げよう という 意味で ある。 久米 島の 奥武 島の 浜で この 若按 司に 神酒 をた てまつ るの はだれ であろう 

/>  0 

力 

『琉球 国 由来 記』 の 巻 十九に 「君 マモ ノ時、 イシ キナハ 按司 ヨリ 先、 彼 ガサ ス若チ ヤヲ へ、 君 マ モノ、 御 向 ナサ 

レ故、 父按 司、 子自 ヒー 威勢 劣 ラレ ゲル ヲ猜」 んだ、 と ある。 つまり 君 真物が あらわれた とき、 伊敷 索按 司より そ 
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の 三男の 笠 末若按 司の 方に 君 真物の 祝福が あつたので、 父 は 気を悪くし たという。 君 真物 は 『琉球 神道 記』 によ 

れば海 神宮つ まり 二 ライカ ナイの 海神に ほかなら ない。 その 海神が 久米 島の 奥武 にあら われた というの は、 さき 

にの ベた、 海神 はかならず 奥に 出現 するとい う 『球 陽』 の 一 句 を 解説す る ものと 私 は 考える。 

二 ライカ ナイの 神が 青 (奥 武) の 島に 立ち寄る という こと は 何 を 意味す るの だろう か。 与那覇 せど 豊見 親が-一 

ライ 島、 ァ ロウ 島に 降りて いった 神 歌が 宮 古島に ある。 またお なじ 宮 古島の 住 屋 御嶽の 神 は 二 イリヤ 下り ァ ロウ 

ふむ 真 主と 呼ばれた。 これでみ ると ァ ロウ 島 は、 二 イリヤの 対句に なって おり、 両者 は 同義語と みなされる。 奄 

美大 島で はァ ロウ 島は大 島の 対岸の 加 計呂麻 島の ことで あると、 昔、 古老た ちはいつ ていたと いう 話 を 金 久正か 

ら 聞いた ことがある。 また 登山 修も加 計呂麻 島の 住人 は 自分た ちの こと をァ ロッチュ と 呼んで いると 報告して い 

る。 チュは 南 島 語で 人の ことで あるから、 「ァ ロウび と」 という ことになる。 奄 美大 島の 人た ちに とって 加計呂 

麻 島 は 二 ライカ ナイに 相当す る 場所であった。 加 計 呂麻島 は 瀬戸 内 をへ だてて 大 島と は 一 衣帯 水のと ころに よこ 

た わる。 そこ を 二 ライカ ナイと おなじように 見なした という こと は、 かって 奄 美大 島で は 死んだ 人た ちの 魂が 加 

計呂麻 島に いくとい う 伝承が あつたた めであろう。 そうした 伝承が あると いうの は そこが 死者 を 葬る 場所で あつ 

たか も 知れない こと を 物語って いる。 奄 美で は与路 島の 人た ちが わざわざ 枝手久 島に 死者 を はこんで きて 埋めた 

と いう 話が 伝えられて いるから、 こうした 推測 は 不自然で はない。 

そこから して 次の 仮説が 成り立つ。 かって 青の 島 は 二 ライカ ナイと おなじであった。 しかし そこ は 理想の 神の 

住む 幻影の 島で はなく、 呼べば 応える 地 先の 島で あり、 人の 死体の 運ばれた 島であった。 袓霊は 青の 島に とどま 

り、 時 を 定めて 子孫た ちの 村々 におと ずれた。 祖 霊と 神 は 区別が つかなかった。 しかし 後世に なると、 祖 霊と 神 

と は 分離した。 神 は 海の 彼方から 訪れる ものと 考えられる ようになった。 また 地 先の 島に 死体 を はこんで 捨てる 

風習 もす たれた。 そうすれば 海の 彼方の 二 ライカ ナイ こそ は 青の 神の います 場所と 見做される ように 変わった。 
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その 青の 神に は 大宜味 村の 海神 祭の ゥムィ のように もはや 袓 霊の 面影 はなく、 海の 神と しての 性格が 強調され た。 

おそらく、 古代 日本の 常世 も、 もと をた だせば、 生者の 国に ごく 近く 存在した ものであった ろう。 それが いつ 

しか 海の 彼方の 楽土 を 呼ぶ ようにな つ てし ま つ た。 

琉球 弧で 死者の いく 世界 を 後生と いうの はいう まで もな く 仏教 用語 を 借りた ものである。 仏教が 沖繙の 文化に 

影響 を 与える まで は、 未 分化な 来世が あつたと 思う。 すなわち そこ は袓 霊と も 神と も 妖怪と もっかな いものが 存 

在す ると ころで、 神と いえ ども 今日 私たちが 考える ような 純粋な 形 をと つてい なかった が、 観念の 浄化 作用と 共 

に、 神の. 住む 世界 は 海の 彼方に 押し やられて しまった。 しかし 神が 青の 島に とどまつ ていた 時代の 記憶 を 消し 去 

る こと はでき なかった。 したがって 二 ライカ ナイの 神 は、 上陸す る ときには その まえに かならず 青の 島に 立ちよ 

ると いう 信仰が 後代まで つづいた と 私 は 考えて いる。 今日 沖繙 では 神 は 二 ライカ ナイに いて 二 ライ セジを もたら 

し、 世 を もたらす。 一方、 祖霊は 後生に いて 時 を 定めて 来訪す る、 という 風に 二分して 考えられて いるが、 そう 

した 分類の 定まる 以前の 世界 を 見て いく 必要が ある。 そのために は、 宮 古島の 二 イリヤ または ニッ ジャ、 奄 美の 

ァ 口 ゥ島、 沖繙 本島の 青の 島の 観念が 手がかりになる はずで ある。 

後世に 単純な 二分法が 成立した 背景 を 考える と、 常世が 最初 は 死者の いく 世界で ありながら、 後で 蓬萊 島と か 

仙郷の 島と かに 変化して い つたのと おなじ 過程 を迎 つて 二 ライカ ナイ = 神、 後生 H 死者と 整理され てい つたと 思 

われる。 一方 また 尚 真 王のと きに 確立した 神 女 組織と 祭祀 組織が、 そうした 観念の 成立 を 促進した 面 も 否定で き 

ない と 思う。 しかし そうは 言っても、 沖繙 本島の 二 ライカ ナイと 八重 山の 二 ー ラゃニ ー ルス ク では 微妙で しかも 

決定的な 相違が ある。 それ は 八重 山で は 異国の 外来 神の 伝承が まぎれ もな く 存在 するとい うこと である。 その 具 

体 的な 例 は ァカマ タ • クロ マタの 神、 及び ミクロ 神で ある。 これ を 南下した 神事 伝承と みる こと は むずかしい。 

それ はお そらく 東南アジア、 南中 国、 台湾な どから 将来され たもので あろう。 それは南の島の11^承とも、|木くかか 
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わりあって いる。 

さて ここ で 常世と 二 ライカ ナイの 相違に ついて 触れて おく。 

日本の 神話 は 国 生みの 直後から 「常世」 と 「現世」 との 間の 意識の 分裂 を 伝えて いる。 たとえば ィザナ キ命は 

ィザ ナミ 命が 死ぬ と 「黄泉の国」 に 自分の 妻 をたず ね、 その 死屍 を 盗 見した ばかりに 追い かけられ、 ィザ ナミ か 

ら 絶縁 を 言い渡される。 また スサノ ォ命は アマ テラスの ために 罪 を 犯した かどで 追放され、 「妣の 国」 にいき た 

いと 泣き わめきながら 「根の 国」 に 下りて いく。 さらに トヨタ マ ヒメ は、 自分の 夫の ヒコ ホホ デミが 自分のお 産 

をして いる 産屋 を のぞき 見した こと を 憤って、 「わ だつ みの 国」 の 「海 神宮」 に 帰って しまう。 

ここで 注目すべき は、 禁忌 を 犯した かどで 拒否され るの がすべ て 男で あると いう こと だ。 すなわち、 ィギナ キ- 

ス  サ  ノォ、  ヒ コホホ デミの 三人 はィザ ナミ、 アマ テラス、 トヨタ マ ヒメの 怒り を 買い、 両者の 間に 葛藤が 引きお 

こされ、 疎外と 断絶が おとずれる。 

この 対立 葛藤 を 「黄泉の国」 「根の 国」 r 妣の 国」 「わ だつ みの 国」 「海 神宮」 と 天つ 神の 支配す る 「高天原」 と 

の 対立と みる ことができる。 それ は  一 口に 言えば 「常世」 と 「現世」 との 対立に ほかなら ない。 そこが 「常世」 

と 「二 ライカ ナイ」 の 決定的な ちがいで ある。 

「常世」 の 観念に は、 現世から 他界 を のぞみ、 その 分裂 をいた ましく 思い、 それだけ その 合一 への 係 恋に 身 を ま 

かせる 感情が こめられ ている。 だがし かし 「二 ライカ ナイ」 に は 現世と 他界との 分裂 や 対立 は 見られず、 相互の 

信頼の きずな は 失われて はいない。 そこ はむしろ 祖霊 神の 住む 島から 現世 を ながめる 視 座が 含められて い る。 

「二 ライの 大主」 が 祝福 を 与える 傣 礼が 沖 繙 では 現在 も 行事 化して いる。 

「常世」 が 現世から 他界への まなざし であると すれば、 「二 ライカ ナイ」 は 他界から 現世への まなざし である。 

一 方に は 求めて 得られない 翹 望が あり、 他方に は 慈愛に みちた 庇護の 感情が ある。 


常世 論 ii6 


日本に おける 「悲劇の 誕生」 が 英雄 時代と 称せられる 神人 分離の 時代、 すなわち ャ マト タケル 命の 時代に はじ 

まると いうの は、 ギリシャ 神話な ど を モデルに して 考えた 所説で ある。 日本で はすで にィザ ナキ、 ィザ ナミの 二 

神の 破局から、 かって 往来 可能であった 現世と 他界との 断絶が はじまる の だ。 

「失われた 楽園」 へのな げきが 日本 神話の 神代の 巻 を つらぬく ライト モチ ー フ である。 この 点で は 「創世記」 に 

似て いるが、 へ ブライ 神話が 父なる 神 を 求めて いるのに 対して r 妣の 国」 への 身 を こがす 思慕が 記紀 を つらぬい 

ている ところに 特色が ある。 それだけに 「妣の 国」 の 別の 表現で も ある 「常世」 は 一 種の エディ ブス • コム プレ 

ックス として、 日本人の 意識の なかに、 くりかえし、 ひそかな 係 恋と 哀愁の 旋律 を 奏でる ので ある。 
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常世の 原型が 「青」 の 島に あると したら、 その 痕跡 は 日本 本土の 海岸に 点在す る 「青」 という 地名に も 残され 

ている ので はない か、 と 私 は 仮説 を 立てて みた。 こうして、 「青」 を 求めての 私の 旅が 始まった。 その 第一歩 を 

匕 陸 こ 選んだ の は、 別に 深い 仔細が あっての ことではなかった。 越 前に ある 産 小屋の 伝承 を 聞いて 歩いて いるう 

ちに、 ふと 越の 国に 行こうと 思い立った にすぎない。 越と いう 言葉 は、 後 を クシと 呼ぶ 南 島 語と つながりが ある 

と 私 は 考えて いる。 たとえば lirt .I:!., の両島 は、 地元で は 前 島 • 後島と 呼ばれて いる。 これ は 首 里にたい 

しての 前後 関係 を 指す ので ある。 『丹 後 国 風土記』 「逸文」 の 中の 与 謝 郡の 条 にある 「後 を久 志の 浜と 名づ く」 と 

いう 文章 は、 日本の 古代に 南方 語が 混入して いる 確証の ひとつで あるが、 これと同じ ように、 都に 遠い 北陸 や 束 

北の 日本海 沿岸 を 越と 呼んだ の で はない かと 私 は 思う。 

さて が 手 まじめに 能 登 一 の I 呂 である 気 多 神社 を おとずれた 日 は、 能 登が 本格的な 冬に 入る 準備 をす るかの よ 


^ うに 天候が 荒れて いた。 羽 昨の 海岸に は 孤独な 夕 白浪が 立ち、 折 口 信 夫の 『古代 研究』 の 口絵 写真で なじみの も 

I のとな つていた 気 多 神社の タブの 木 は、 人気の ない 境内に ひっそり していた。 私 は、 タブ ゃシィ などの 暖地 生の 

g 樹木で 占められる 神殿の 奥の 広大な 原生林に は、 誰か 地域社会の 首長 か 有力者の 墓が あるに ちがいな いと 推察し 

た。 ある 史書に、 この 神 林の 中に 大きな 岩が まえの 洞窟が あって、 奥 宮を祀 つて あると 記されて いるの が、 そこ 

ら あたりの 消息 を 伝えた もので はなかろう か。 沖繙の 御嶽が かって 祖先 墓所で あり、 それ を 聖地と して 礼拝す る 

ようになった というの は、 仲 松 弥秀の 説で、 これ は 通説と なって いる。 つまり かって は 死 を ことさらに 不浄と す 

る 観念はなかった。 そして 仏教の 影響の 稀薄で ある 沖 纏に は、 祖先の 骨の 埋まって いると ころ を 拝む 風習が とだ 

える ことなく つづいた ので ある。 本土で も 古墳の 上に 神社の 建てられ ている 例 は 熱 田 神宮、 伊勢神宮、 淡路 一 の 

宮 など 少なくない。 探せば さらに おびただしく 存在す る こと はまちが いない。 

南 島の 御嶽の ように、 死者が 生者 を 守護 するとい う 考え は 少しもい とわれるべき ではない。 「青」 の 島が 常世 

の 観念に つながる というの も、 むしろ 死者へ の 日常 的な 親愛 感を 土台と して はじめて 可能な ので ある。 

私が 気 多 神社の ある 羽 昨の 旅 宿に 泊った 夜 は、 ひどい 荒れ模様 となった。 一晩中、 雪と 霰と 雹 を 含んだ 強風が 

硝子 窓 を 叩いた。 そして 烈しい 雷が 間断な く 鳴り ひびいた。 私 は 硝子 戸に あたる するどい 音 を 枕許に 聞きながら、 

無数の 鳥の 群れが 戸に ぶっかる ので はない かとい う 錯覚に 陥って いた。 血 まみれの 嘴 や、 ちぎれた 胸毛 や 風 切 尾 

羽が、 闇の 中で 眼 を さまして いる 私の 前に 立ち 現われた。 それ は 私が 羽 昨と いう 名前 を もつ 町に 投宿した せいか 

も 知れなかった。 『能 登 志徴』 という 江戸 期の 書物に よると、 大昔に この あたりに 鷲の 悪 鳥が 住んで いて 住民 を 

ひどくな やまして いたの を、 気 多大 神が 射落とし たので、 羽 昨と いう 名が ついた という。 能 登の 二の 宮の 近くに 

も 一青と 力 黒 氏と いう 変わった 地名が ある。 これ は ホホジ 口の たぐいだ というが、 鳥屋 町の 羽 坂の あたりに は 鳥 

屋比 古神 社が あった。 そして 一青、 黒 氏、 羽 坂な ど は、 かって 一青 庄に 属して いた。 やはり 能 登の まハ i にある 鬵 
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王 山上 日 寺に は、 百合 若の 愛した 鷹の 遺骸が この あたりの 海岸に 流れつ いたと いう 伝説 を 残して いる。 越 中の 一 

の 宮は能 登 一 の宮 から 移し 祀っ たという 気 多 神社で あるが、 そのす ぐ 近くの 放生津 潟は奈 呉の 海と 呼ばれ、 もと 

能 登の 邑知 潟と 同じ 形状 をして いた。 奈 呉の 海の 鶴 は 『万葉集』 にも 一度なら ず 歌われて いる。 ところが、 その 

南则に はくぐ の湊が ある。 くぐ は 白鳥の ことで 鵠 という 字 を あてる が、 『和名 抄』 に は 古布、 『新撰 字 鏡』 に は 古 

比と いうと ある。 鶴が コゥ コゥと 鳴く というの はよ く 書物に 述べて あるから 白鳥 をコゥ といい、 また 鸛をコ ウノ 

トリと いうの は、 その 鳴き声に あやかった ものだろう。 さて、 このく ぐの 湊は、 『古事記』 に 白鳥 (鵠) を 追い 求 

みなと 

めて 諸国 を あるき、 ついに 高 志の 国の 和那 美の 水門に おいて 捕えた という その 地に ほかならぬと 比定 されて いる 

和那 美の 水門が どこかと いう ことに は ほかに も 諸説が あり、 真偽 をた しかめる 術 はも はやない が、 このく ぐの 湊 

が lii 村に 含まれて いた こと は 注意して よい。 これ は 『万葉集』 の 「矢 形 尾の 魔 を 手に すゑ 美 之 麻 野に 獵らぬ 日 

まねく 月ぞ 経に ける」 という 歌に よまれた その 「美 之 麻 野」 (三 島 野) に ほかならぬと 吉田東 伍 は 述べ ている。 

ここに は 鳥 取 部が あつたと いうので ある。 志 田 諄 一は、 鳥 取 部の 設定され たと ころ はォ オハ クチ ヨウの 渡来 地で 

あつたと 推定し、 前に 述べた 能 登の 鳥屋 比 古神 社が 鳥 取 部と 密接な 関係が あると 述べて いる。 白鳥に たいする 古 

代人の するどい 観察 は、 「ひさかたの 天の 香 山 利 鎌に さ 渡る 鵠 弱 細 手 弱 腕 を 枕 かむ と は 吾 はすれ ど 

も ：：： 」 という ャ マト タケルの 歌で 十分で ある。 おそらく 私 は 冬の 日本海の 嵐に もまれる 鳥た ちの 運命が 気に か 

かっていた のであった ろう。 灯台 をめ がけて 飛ぶ 鳥た ちが、 ぶっかって 死ぬ ような 気配が 一晩中 どこかで してい 

るの だ つ た。 

この 気 多 神社で 有名な の は 十一 一月 十六 日の S の 刻に おこなわれる 鵜 祭で ある。 七 尾 市の 鵜 浦の 断崖に いる 荒 鵜 

を 獲って きて、 気 多 神社の 神前に 放ち、 鵜が 参詣す るの を 見守る 行事で ある。 そのの ち 鵜 を 神社から 三 丁ば かり 

西南に ある 一 の宮 海岸に もってゆき、 渚で 放つ ので ある。 鵜 はやが て 暁闇の 空に 姿を消す というが、 越後の 能.^ 
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に 行く という 伝承 も ある。 

この 鵜 祭に ついて 『官 国幣社 特殊 神事 調』 は 次のように 伝えて いる。 ォォ ナム チが 諸国 を 巡って 越の 北 島から、 

能 登の 鵜 浦の 神 門 島 (鹿 渡 島) についた とき、 土地の 神の 御門 主 比 古が 鵜 を 捕えて ささげ 奉った ことから、 この 

祭 は 始まる といわれ ている けれども、 むしろ、 櫛 八 玉 神が 鵜に なって 海底の 埴を 取り出して、 天の だ：！ j. 'ひらか 

(多くの 平たい 土器) を 作って、 天の 真 魚 昨 をォォ ナム チに 奉った という 『古事記』 の 儀式 を 伝える もので あろ 

ラ0 

小 倉 学 も 『加 能 民俗』 の 中で、 櫛 八 玉 神が 鵜 浦の 御門 主 比 古神と 相談して 鵜と 化り、 海に 入って 魚 を とらえて 

ォォ ナム チに 奉った という 古伝 を 重視して いる。 小 倉 学に よると、 櫛 八 玉 神 は、 今 は 御門 主 比 古神 社に 合祀され 

ている が、 もとは 鵜 浦の 山 崎の 阿 於 谷に 鎮座して 阿 於大明 神と 呼ばれた ので あり、 寛 政 年間に 現在の ように 合祀 

された という。 そこで 櫛 八 玉 姫 は、 気 多大 神で ある ォォ ナム チが鹿 渡 島に たどりついた ときに、 御 料理 をつ くつ 

てさし あげる 御饌都 神で あつたと 推測す るので ある。 鵜 祭 は 櫛 八 玉 姫が 鵜と 化って 参向す る こと を 示す もので あ 

ると いう。 

『古事記』 によると 櫛 八 玉 姫 は 水門の 神の 子孫で あり、 また 鵜 は 滄溟の 神の 使者で ある。 鵜と 同体で ある 御饌都 

神が 阿 於 (青) という 地に まします と はどうい うこと か。 私の 結論 を 先に 述べる と、 この 青と いう 地名 は 海底に 

もぐって とつ てきた 海の幸 を 神社 や 朝廷に ささげる 御厨の ような 役割 を もった ところ だとい うこと である。 それ 

にしても 能 登に は 鵜 川と か 鵜 島と か 鵜の つく 地名が 目立つ。 

そして、 青と いう 地名に 鵜が 関係 を もつ の は、 それが 海底に ある 常世の 消息 を 反映して いる こと を 暗示す る も 

ので は あるまい か。 能登半島の 東海岸、 氷 見の すぐ 北に も 阿尾と いう 地名が 見付かる。 これ は 『万葉集』 に は f 央 

^と 呼ばれて いるが、 もとは 青だった にちがいない。 
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二 

さて 『能 登 名跡 志』 に は、 髙 志の 北 島の 女神が 鵜 浦に きて、 能 登 一 の宮の 神と 夫婦に なった という 古伝 を 載せ 

ている。 この 北 島の 神と いうの は、 ほかならぬ 高 志の ヌ ナカ ヮ ヒメで ある。 『古事記』 に は、 ォォ ナム チの 別名 

である 八 千 矛 神が、 越の 国まで 妻 を 求めに 行った ことが 述べて あるが、 八 千 矛 神と ヌ ナカ ヮ ヒメの 歌の 贈答 は あ 

まりに も 有名で ある。 そして 現在 能 生の 白山 神社に はヌ ナカ ヮ ヒメ、 ォォ ナム チ、 ィザ ナキの 三柱の神 を祀 つて 

ある。 ヌ ナカ ヮは i!i の 川 だとい う 説が 有力で ある。 というの も 新潟県 西 頸 城 郡の 青 海 町、 糸魚 川 市、 能 生 町な ど 

よ、 かっての it 郎 のあった ところ だからで ある。 そして 糸魚 川 市の 長者 ケ原ゃ 青 海 町の 寺 地な どから は、 抓 文 

中期に さかのぼる ヒス ィの 加工品が 最近 ぞくぞく 発掘され たのだった。 ヒス ィの 原石 は 糸魚 川 市と 青 海 町の 境 を 

流れる の 上流の 小滝と いうと ころに 発見され た。 ヌ ナカ ヮが 空想 上の 川で なく、 玉の 川と して 古代の 越後に 

実在す る こと は 歴然とし てきた。 この ヌ ナカ ヮ郷と 能 登の 関係 はき わめて 密接であった。 若 狭の 八 百 比丘尼の 伝 

説 は 加賀を 通らず、 能 登 を まわって、 越 中、 越後に 及んで いる こと を 室 木 弥太郎 は 実証して いるが、 それ はで f 

の 交通が 若 狭から 海 を わたって、 能 登 を 通り、 さらに 越 中、 越後へ と 動いて いった こと を 物語る 痕跡と 考えて さ 

しっかえない。 そして 先に あげた 北 島の 女神と ォォ ナム チ とが 鵜 浦で 夫婦に なった という 説話 も、 また、 能 登 一 

の宮の 海岸で 放った 鵜が & 5h に 飛んで 行く という 伝承 も、 古代の 海上 交通 を 暗示す る ものに ほかなら ない、 と 私 

は 考える。  — 

ところで ヌ ナカ ヮ郷に 青 海と いう 地名が 含まれて いる ことに 注目したい。 青木 重 孝に よると、 糸魚 川 市の りの 

東海 は 東 青 海、 能 生 町の 小 見 は 小 青 海、 能 生 は 野 青 海と 解す る ことができる という。 

この 青 海と、 先に 述べた 能 登の 鵜 浦の 阿 於 (青) と は 無縁で はないで あろう。 そして 能 登 一 の宮の 近くに ある 


4 押 水 町に も 相 見 川が 流れて いる。 この 相 見 川の 河口に ある 麦 生 はもと 大海 村と も 相 見 村と も 書いた とされて いる。 

I これ はォ ホミ、 発音 どおりに 記す となれば ォ ー ミ なので ある。 ここに はもと M 灰 大海 庄が あつたと 伝えられる。 

I 『能 登 志徴』 に は 「押 水 も 大海の 意 なれば 押 水 大海と よべる は 重 語に て 後世の あやまり なり」 と ある。 吉田東 伍 

も 「押 水け だし 大海の 転訛の み」 といって いる。 私 はこの 大海 も 青 海と いう 語の あとに できた のだろう と 思って 

いる。 羽 昨に も 粟生と 読ませる 地名が 今 残って いる。 これ もまた 青と いう 地名が 先行した ので はない か。 そして 

1 体 これらの 事実 は 何 を 物語る のであろう か。 

この 手がかり は 青 海 町に ある 青 海神 社に 求められ るので ある。 この 神社の 祭神 は椎 根津彦 である。 椎根 津彦は 

神武 東征の 水先案内 となった 功績 を もって、 倭 国 造に 任ぜられた。 そうして 倭 国 造 あるいは 大和の m にの 始祖と 

なった。 この 大和の 直の 一族から 青 海 首の 一族が 分かれて 派生した。 この 青 海 首の 族長の 命が； kl-i 国 造に 

任命され た。 こうして 青 海の 地に 住居 を 定めた 青 海 首の 一族 は、 その 袓神 である 椎根津 彦を祀 つたと されて いる。 

私 は 新潟県 西 頸 城 郡 青 海 町の 小高い 丘の 上に ある 青 海神 社から、 眼下に 広がる 越の 海 を ながめながら 若 狭に 青と 

いう 地名が あり、 そこに も 青 海神 社が ある こと を 思い出した。 そこで 私 は 若 狭に いこうと 思い立った。 

まず、 小 浜 市立 図書館 をたず ねた 私 は、 そこで 巿史 編纂 室の 小 畑 昭八郎 や 大森宏 を 相手に、 若 狭の 青と いうと 

ころに は、 他所と ちがった 特色 はない かと 聞いた。 すると 大森宏 から 素早く 返事が 返って きた。 大 森の 所説 を 要 

約す ると 次のと おりで ある。 

平城京 出土の 木 筒に 若 狭 関係の ものが 二十 五 あるが、 その 大部分 は 塩の 調進 札で ある。 若 狭 は 古代 製塩 遺跡が 

日本海 沿岸で はもつ， も 多く 発見され ている ところで あるので 当然で あるが、 その 中に タイず し (今では 若 狭 名 

物) と、 イワシと 貽 貝の 贄 物が 三 点 まじって いる。 この 三 点と もに 青の 郷 から 中央の 政府に ささげた ものである。 

これによ つ て も、 青の 郷に 他の 海 村と ちが つ た 役割が 課せられ ていた ことが わかる。 


おとみ お ぐるい 

見 在の 青と いう 部落 は 海岸から はなれて いる けれども、 もともと 青の 郷は伴 信 友が 言うよう に 音 海 や.^ 魚 飯な 

ど 内海の 海岸まで 含んで いた 広い 領域 だ つ たから、 海産物 をと る こと もで きた わけ だ。 

大森 はそう 説明す ると、 さらに 語 を 継いで、 青の 郷は若 狭の 中で も 六 世紀 後半の 後期 古墳の 集中して いると こ 

ろで、 しかも 一九 七 一年 七月、 この 地域から、 弥生時代の 石 剣と 石 戈と が 重なり合って 出土した こと を 告げた。 

この セットに なつ た 石 剣と 石 戈 は 切 尖 を、 青の 部落の 間近に そびえる 青葉 山の頂 上 をび つ たり 指す ようにして 埋 

めら れ ている のが、 いかにも 意味 あり 気 だと 語った。 

私 は 郷土史 家の 山ロ久 三から、 京都の 東 寺に ある 『若 狭 国 惣田数 帳』 という 鎌倉時代の 文書に、 青の 保 は 東宮 

の 衛£ と 記されて いる こと を 聞かされた。 皇太子に 海産物 を 奉って いたと いうの は、 そこが 朝廷に 贄物を ささげ 

る 古代からの 伝統 を 保持して いたた めで ある ことが わかる。 

ここにお いて 若 狭の 「青」 というと ころが、 一 つに は 海人と 関係が あり、 二つに は 死者と 関係が あると いう 私 

の 推論 を 濃厚に 裏付けて いる 場所で ある こと を 確認で きる。 それ は 能 登の 鵜 浦の 阿 於 (青) が 海底の 魚介 をと つ 

て 神に ささげる 御饌都 神の いたと ころと されて いるのと 同然で ある。 

小 浜から 西に 向って 丹 後 街道 を 行く と、 やがて 青の 名 を 冠した 三つの 地名が 見える。 ひとつ は 右手の 海に 浮か 

ぶ 蒼 島と いう 地 先の 小島で あり、 二つに は 蒼 島の 向う に よこたわる 大島 半島と、 若 狭の 海岸との 間に はさまれた 

青 戸の 入江と いう 内海で あり、 三つに は 道路の 真 向う に そびえる 青葉 山で ある。 蒼 島 は 江戸時代に は 青 島と 書い 

ヒ。 そこに はシィ などが 茂って いるが、 ナタ ォレノ 木と いう 堅い 材質の 熱帯 樹が 茂って いる。 

の 江戸 時弋の 地誌に は、 島 腹に 洞窟が あって 小舟が 出入す ると あるが、 その 中に 何が あるか 調査の 必要 は 残され 

ず" 

5 ている。 また 秀麗な 孤峯で ある 青葉 山 は 古代から 今日に いたる まで 信仰の 対象と された 山で、 瘦 鋭な 山容 は 威厳 

I を もって 人 を 引きつけ る 力 を もっている。 私 はこの 青葉 山と 青の 郷 (現在 は 高 浜 市 青) と 青 戸の 入江が 隣接して 存 
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在す るの は 決して 偶然で はない と 思う。 おそらく そこに は 「青」 という 言葉に 収斂され る 共通な ものが あつたに 

ちがいない。 

さて、 私の 目指す 青 海神 社 は、 今 は 青の 中の 日 置 川と 関屋 川の 二つの 小川の 合流 点に ある。 小さな 神殿のう し 

ろに まわる と、 青葉 山が 眼の 前に そそり 立って いた。 多くの 信者が この 青葉 山 を 拝んで いるら しく、 石の 上に 賓 

銭が 散らばつ ていた。 そして 石の かたわらに は、 小さな 池が あって 澄みき つた 水 をた たえて いた。 黄葉した 木の 

葉が 水面に 散って 風情が あった。 ここ は イイ トヨの 青の 皇女が ミソギ をした と 伝えられる ところで、 もとは もつ 

と 大きな 池であった。 青 海神 社の 神主の 話で は 皇女に ついての 文献 や 記録 類 は 一切 残されて いないと いう。 ただ、 

この 近くの 古墳からの 金の 腕輪 や 耳 飾が 出土した ことがある。 それによ つ て 貴人の 女の 存在 を 想像で きる という 

ことであった。 

青の 皇女の ミソギ の 池 は関屋 川の 岸に あるが、 もと 青の 郷に 所属して いた 三 松の 海岸に 通じてい ると いわれて 

いる。 『若 狭 郡県 志』 は その 海岸から 五町ば かりの 沖に は 水 具 里と いうと ころがあって、 海中に 清水 を 吹き上げ 

ると 述べて いる。 みずく りと は 水 潜りで、 関屋 川が 伏流と なって 地下 を 通り 海中に 噴出す ると 説明され ている が、 

おそらく 後世の 付会で ある。 みずく りと は 水に もぐって 赤ん坊 を 潮に つけ 産湯 をつ かわせる こと を 意味した ので 

はなかった か。 淡 路には 反 正 天皇 (タ ジヒノ ミズ ハヮケ ) の 使った 瑞 井が 今 も 残って いる。 また 沖繮の 伊是名 島 

にも 尚 円が 赤ん坊の とき 使った という 産 井が 残されて いる。 この 二つと も 情けない ほど 小さい もの だが、 私 は 青 

海神 社の ミソギ の 池と いう 水溜り を 見て、 はしなくも そのこと を 思い出した のだった。 『日本書紀』 に 青の 皇女 

の 母と されて いる ハ ュ ヒメ は 南方 系の 人名で ある。 沖繙に 有名な 君 南風と いう 祝 女が いた。 また 『古事記』 の 安 

寧 天皇の 条に みえる ハ H イロ ネ、 ハ エイ ロトの 二人の 姉妹 は、 反 正 天皇が 育った という 淡路の 御井の 宮 にいた こ 

とに なって いる。 さらに 反 正 帝と 青の 皇女 は 血縁で ある。 『稚 狭考』 の 著者が いみ じく も 指摘す るよう に、 飯豊 
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を オフ (ォゥ ) と 読む のが 妥当と すると、 はじめは 「青の 皇女」 であった ものが、 同音の ゆえに 「飯豊 の 皇女」 

とも 呼ばれる ようにな つたと 私 は 考える。 飯豊の 字が 当てられた 理由の 一 つと して は、 青の 郷が、 海産物 を 中央 

にさし 出す 御厨の ような 役目 を 果たしていた ことと 関連 づけて 考えて みる ことができる。 そのの ち、 さらにて い 

ねいに 青の 上に 飯豊 という 文字 を 重ね合わせて 載せる ようにな つ た。 そこで 飯 豊は青 を 修飾す る 序詞の ような も 

のに 変わったの ではない か。 そう なれば つまり 飯豊の 青の 皇女と 呼ぶ ことになるから、 飯豊と 青と は 重 語な ので 

ある。 それ は 先に 述べた 能 登の 押 水 大海 庄が重 語で あるのと 同様で ある。 そこで 「青」 の 皇女と いうの は、 それ 

が 固有名詞であって、 しかも 「青」 に ましました 皇女と いう 程度の 普遍性 を もつ ものである ことが わかる はずで 

ある。 

し がの わた  わた  わた 

伴 信 友 は、 若 狭の 青 海神 社 は、 筑 前の 志賀 島に 志 賀海 神社が あるよう に、 青の 海の 神社つ まり 青に 坐す 海の 神 

社で あると している。 現在 は 椎根津 彦を祀 ると している が、 それ は 伴 信 友の 考証に よって 定められ たもので、 も 

ともと は 祭神 不詳で ある。 これ は 新潟県 青 海 町の 青 海神 社 も 同然で、 本来 は 祭神 不詳で ある。 したがつ てこの 青 

海神 社 を椎根 津彦の 子孫で あると ころの 青 海 首の 氏神と し、 若 狭の 青の 郷ゃ新 潟の 青 海 は 青 海 首の 一 族が 丙から 

東へ と 移住 征服して い つ た 経路 を 示す ものである というの が 通説で あるが、 その はるか 前に 八 千 矛 神と ヌ ナカ ヮ 

姫の 相 聞に 反映され ている ような、 たとえば カヮセ ミ の 羽の 色 をした ヒ スィの 青い 玉 を 求めて 海上の 交通が 開か 

れ ていたに ちがいな いので ある。 

上田 常 一 の 調査に よると、 台湾 や 沖繙に 棲息す るセグ ロウ ミへビ が 出 雲海 岸に 漂着した 数 は 一九 三 〇 年から 六 

〇 年までの 三十 年間に 五十八 回 だとい う。 この 五十八 回 は 出雲大社 や 佐 太 神社で 竜 蛇 様と して 特別扱い を 受け、 

採 捕 年月日、 奉納 者 名、 場所な どが 記録され ている ものに 限って いる。 私が 佐 太 神社で 聞いた 話で は、 記紀に 

「神 光照 海」 (あやしき 光海 を 照らす) と あるの は、 この セグ ロウ ミへビ に ほかなら ず、 この 海蛇が 海 を わたって 
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くると き は、 火の玉の ように 光る という ことであった。 南海 産の セグ ロウ ミへビ は、 津軽ゃ 下 北の 海岸で も 捕れ 

ている というから、 その 数 はおび ただしく、 出 雲海 岸に 限定され る はずの もので はない。 このように 北国の 沿岸 

を 洗う 黒潮に 乗って、 南から はかり 知れない ほどの 動植物 や 人間 や、 その 習俗 文化が 流れつ いたのであった。 

「青」 の 皇女の まなざしの 向こうに. 青い 海が 広がる。 しかし その 青 は 原始から 今日まで たえず 固有名詞 を 普遍的 

な ものへ と 還元す る 海で ある。 もし 「青」 に 意味が あると すれば —— それ は 死者と つながり、 常世の 色な ので あ 

る 0 

南方から 渡来した 海人 は、 海岸の 地 先の 島に 死人 を 埋葬す る 習俗 を 保ちながら、 西から 東へ と 動いて いった。 

その 痕跡が 「青」 なのであった。 とすれば 「青」 の 皇女の 話 も その 背後に は 青い 色 を もって あらわされる 常世と 

つながり を も つ ている はずな ので あ つ た。 
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九州の 西南 海岸に 生まれ そだった 私が、 少年 時代に 志 摩の 安乗の 名 を 知った の は、 伊良子清白の 詩のお かげで 

ある。 今から 十 年 近く まえの 正月 元旦、 私 は 安乗の 海浜に 寒い 風に 吹かれて 立って いた。 

安乗の 正月 元旦の 祭 は 三 棚 神事と 呼ばれて 満潮 時 近くに おこなわれ ている。 むかし は 三 段に なった 竹製の 棚 を 

海辺に もち 出し、 棚の 上に 皿 をなら ベた。 皿に は 五穀の 種子 を 盛り、 安乗 神社の 禰宜の 修祓 を 受けた のち、 皿の 

五穀 を 海に 投じて 魚族 を もてなす という ものである。 この 神事に はもう 一 つの 行事が 付帯して いる。 高さ 一問 ほ 

どの モチの 木 を 切って、 それ を 三 棚の かたわらの 海の 砂に 埋め、 枝葉の 先に は 蜜柑 を いっぱい つける。 この モチ 

の 木 を 倒した とき、 蜜柑が 海の 方に 向かって ころげる と、 その 年 は 豊漁で あると 信じられ ている。 一種の 年 占で 

あるが、 この モチの 木 は、 トヨタ マ ヒメの 住んで いる 海 神宮の 門の かたわらの 井戸の 上に 茂って いる 桂の 木と お 

なじ もの だ、 と 地元 出身の 山 下 久四郎 はいって いる。 それの 証拠に、 海 幸 山 幸 を 主題に した 能の 「玉 井」 の 作り 
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物に は モチの 木 を 使う の だそう である。 また ゥ ガヤ フ キア ェズと トヨタ マヒ メに緣 由 を もつ 日向の 鶴 一 II 神宮の 神 

事に も、 モチの 木 を 使う と 聞いた。 蜜柑 は 常世の 果物で ある 橘 を あらわす とされて いる。 この 世に も 猪が あると 

同様に、 海の 底に も 可怜小 浜が ある、 という 考えが 私 ひとりの もので ない ことが、 ここで わかる であろう。 猪 は 

この 世と あの世との 境目だった ので あり、 この 猪 を 中心 線に して、 この 世と あの世と は 向き合う S3 称の 世界な の 

であった。 海 神宮の 渚の 近くに 桂の 木が あれば、 それに 見合う ものと して、 この 世の 猪の 近くに も モチの 木 を 立 

てて 祈る 必要が あった。 

しかも 三 棚と いうの はもと は 御棚で あり、 湯 河 枚挙と おなじ もので、 本来 は 海中に つき出した 棚 を 指した。 こ 

の 湯 河 枚挙 は 『日本書紀』 では 人名と なって いるが、 土地 や 物の 名が 人名と なった 多くの 例が 記紀に ある。 棚 は 

また タナ バタ ヒメの タナ でも あり、 この 棚の 上で 海の 彼方から 神 を 迎えた というの が、 折 口 信 夫の 説で ある。 そ 

こで 安乗の 三 棚 神事 も、 か つて は 常世の国から 豊饒 を もたらし にや つ てく る 神 を 迎えよう とする 行事で あ つたこ 

とが 推測され るので ある。 そう 思う と、 冬の 荒海 を 前にして 蜜柑の 色 はいよ いよ あざやか さ を 見せて くるよう 

に 私に は 思われる のであった。 

私が 安乗に 行こうと 思い立 つたの は、 正月 行事 を 見る ことのほかに、 そこに 青の 島が ある こと を 書物で 読んだ 

からであった。 書物に は 何の 説明 も ほどこして はなかった ので、 現地で 確かめた いと 思った。 かって 海女だった 

という 安乗の 老婆に 聞く と、 的 矢 湾の 入口から すこし 入り こんだ 弁天 崎の 近くの ゴ 口べ ェ浜 にある という。 浜の 

十五 間ば かり 先に、 波に かくれて いる 島が そうだと 教えられて 現場に 行って みると、 なるほど、 黒々 とした 暗礁 

が 見える。 面積に して 六 畳 位の ものな のであった。 この 付近で は 岩礁 をシ マと 呼ぶ ので ある。 私 は 三 棚 神事の た 

めに 大 年寄が あつまつ ている 安乗 神社の 社務所に と つ て かえし、 「青の 島に はなに か 他の 島と ちが つたい われ は 

ないか」 とたず ねて みた。 すると 老人た ち は 異口同音に、 「青の 島に 泳いで いって 足 を 踏み入れ ると、 ォコリ に 
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かかった ように ふるえが くる、 とお それられ、 だれし も そこに 行く ものが いなかった」 と 答える のだった。 浜 か 

ら すぐ 近くで あり、 また テン ダサ や ァヮビ のつ く 岩礁で ありながら、 青の 島に 行く ことが おそれられ、 禁じられ 

たという こと は 何 を 物語る か。 そこが 神の 住む 神聖な 島と みられた のか、 あるいは 死穢に 関係が ある 場所だった 

のか、 その どちら かで あろうが、 たんなる 神 島なら ば、 そうした 恐怖に 裏付けられた タブ ー が あると も 思えない- 

この 青の 島に まつわる 禁忌と おなじ ものが おなじ 安乗の なかの 阿瀬と いう 部落に 見つかる。 鈴木敏 雄の 報告に 

よると、 阿瀬 部落の 海岸 近くの 段々 畑に、 目通り 六尺と いう 大きな 稹の 老木が ある。 里人の 話に、 この 稹に 近づ 

いて 触れたり、 木の 枝 を 折ったり する ことがあ ると、 たちまち ォコリ の 病に かかる というので、 里人 は 子どもと 

いえ ども あえて 近づく もの はない。 むかし、 大戦 争が あつたと き、 この 地に 戦死した 武士 を 埋葬した とも、 多く 

の 刀 や 槍 を 埋めた ところ ともいうし、 あるいは この 地の 山上に あった 寺の 僧 を 葬った ともい われる。 かって、 阿 

瀬 部落の 若者た ち 数名が 語り合って、 稹の 老樹の 付近 を 掘り起こした ことがあ つたが、 翌日から 一人残らず 病気 

になって 寝つ いてし まつ たという 話が 伝わ つてい る。 

この 阿瀬の 話で ォコリ にか かると いうの は、 模の 生えて いると ころが 埋葬地 だからで ある。 

こうした 話 を 綜合す ると 「青の 島」 はもと 死人 を 葬った 島で ある ことの 公算 はき わめて 大きい。 古老の 話で は、 

安乗で はもと 犬 や 猫の 死骸 を 埋めた 砂浜が あつたと いうし、 また、 「青の 島」 は、 もと 地つ づきであった という。 

この 島が 陸地から はなれ、 やがて 水没す るに したがって、 死者 を 埋めた 習俗 も 記憶 も 失われた が、 恐怖の 情 だけ 

は 残ったの ではない か。 「青」 という 名が そのこと を 物語って いるよう に 思われる。 

二  ， 

「青の 島」 から 指呼す る ことので きる 的 矢 湾の 入口に 浮き 灯台が 立って いる。 この 浮き 灯台の 近く、 三角波が 始 
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おお ぐら 

終 立つ ところに 岩礁が 点々 と 頂き を あらわし ている。 この 暗礁 を大倉 島と 呼んで いる。 この 島の 近くの 海中に は 

石の 鳥居が 立ちなら び、 その 深い 海底に、 竜宮が あると いう 伝承が ある。 むかし、 安乗の 老婆が 大倉 島の 近くに 

ァヮビ を 採りに 入ったら、 もぐった まま 出て こなかった。 死んだ ものと 葬式 をす ますと 一週間 目に ひょっこり 家 

にも どって きた。 老婆 は 手に 小さい 桐の 箱 を 持って いた。 そして 語る に は、 大倉 島から 四十 間 ほど 海の 底の 石の 

鳥居 をく ぐって 竜宮に 行ったら、 乙姫 さまに もてなされて 玉手箱 を もらった。 その 際 「なか を 開けずに 大切に す 

れば家 は 繁昌す るが、 開ければ 七 代の たたりが ある」 と 言い渡され たという。 けれども 庄屋が どうしても 見たい 

といって 箱の ふた を 取る と、 なかから 八 畳の 間 いっぱいに ひろがる 大きな 蚊帳が 出て きた。 一同 はお どろいて た 

たみこもう としても、 もはや 元通りに はならなかった。 そこで 仕方なく 磯部の ^ 雑宮に 納めて しまった。 青の 峯 

に 奉納した とも 伝えられる。 その あと 老婆の 家 は、 代々 片目の ものが 生まれる ことにな つた。 伊 雑宮に 蚊帳 を 奉 

納 したと いうの は、 この 大倉 島の 海底の 鳥居 は 磯部 伊 雑宮の 表門の 一 の 鳥居で あつたと 思われて いるから である。 

今の 的 矢 湾 はむかし は 湾で はなく、 磯部からの つづきの 川で あつ たという 伝承が ある。 

この 話 は 今日で も 安乗で よく 聞く 話で ある。 では 玉手箱の 中から 蚊帳が 出て きたと はどうい うこと を 意味す る 

か。 この 蚊帳 は 伊勢神宮の 儀式の 際に 使用す る 蚊屋の こと だろうと 私 は 思う。 高さが 一 丈 三尺、 幅が それぞれ 十 

二 幅 あると 『皇 大神宮 儀式 帳』 に 載って いるもの であるが、 伊勢神宮の 別宮 である 伊勢宮に おいても 使用され た 

こと は 文書に 残されて いる。 この 蚊屋 は 蚊 を 防ぐ もので ない こと はいう まで もない。 ただ 天井 をかざる にす ぎな 

まどこおう ふすま  かや 

いとされ ている が、 私 はもう 少し 深 読みして、 トヨタ マ ヒメが 「真 床 覆 衾 及び 草 を 以て」 ゥ ガヤ フ キア ェズ をつ 

つんで 猪に 置き っぱなし にして、 海中に 去った、 とする 『日本書紀』 の 記事の その 草 を 象徴して いると 思う ので 

ある。 つまり、 マ ドコォ ブス マの 一種と 私 は 考えて いる。 

安乗の 海女が 竜宮に 行った 話に は、 竜宮の かわりに 伊 雑宮に 行った となって いるもの も ある。 ここで 璣 部の 伊 


雑宮は 竜宮と 深い関係が ある ことが 想像され る。 

岩 m 準 一 や 鈴木敏 雄の 採集した 志 摩の 伝説の 中には、 旧 六月 二十 四、 五日の 伊 雑宮の 御田 核 祭 (御祭と もい 

ぅン の 日に は、 七 本の 鮫が 沖の 海から 磯部まい り を するとい う 話が 見られる。 この 鮫 は 竜宮の 使いで あると も 

「機 部さん」 の 使い 者で あると も 信じられ ている。 鮫 は、 背 ビレを 立てて、 的 矢 湾 をと おり、 磯部に 行く の だが、 

この 日ば かり は 海女 も 海に 入って はならぬ とされて いた。 鮫が 海神の 使者で あると する 考え は、 『古事記』 に、 

ヒ コホホ デミが トヨタ マ ヒメの 海 神宮から 帰る とき、 一尋 鰐が 自分の 背に のせて 地上に 送りと どけた、 と ある こ 

とから、 すでに 古代に 存在した ことが わかる。 出 雲で は、 今日で も フカ、 サメ のた ぐい をヮ 二と 呼んで いる こと 

は 周知の 事実で ある。 延宝七 年 (一六 七 九) の 「皇 大神宮 領伊雑 御浦 諸 末社 記」 に は、 「御 使 鰐海宮 より 往還し 

て 磯の 辺に 至り、 祭日 毎に 必ず 海に 大浪 おこって 御祭 波た つ。 この 儀 今に 差わず」 と、 記されて いると いう。 礎 

部の 古老の 話に よると、 むかし、 伊 雑 宮には 難破した 船の 大ぜ いの 乗組員が 船板に とりついて いると、 それ を 一 

匹の 鮫が 背負うて 助けてい る 絵 額が かかって いたそう である。 この 話 は、 日本 本土 だけでなく、 沖繙 にも 残って 

いる。 先 島の 黒 島に 多 良 間 真 牛と いう 男が いた。 彼 は 漂流して 無人島に 着いた が、 一 丈 あまりの 黄色な 大 鮫の 北 N 

に 乗って 帰 島す る ことができた。 そこで、 真 牛の 子孫 は 鮫の 肉 を 食べない と言われ ている。 また 『宮 古島 旧記』 

によると、 宮 古の 統一 をな しとげた 仲 宗根豊 見 親 は、 沖繙 からの 帰りが け 逆風に 遇って 八重 山 島に 漂着した とき、 

鮫に 助けられて 帰 島す る ことができた。 そこで 仲 宗根豊 見 親の 子孫 は 今でも 鮫 を 食べない という。 ところが、 私 

記 の 聞いた 話で は 前に は 磯部で も 鮫の 肉 を 食べなかった という ことであった。 ここにお いて、 この 磯部の 伊 雑宮に 

I 参詣す る 鮫の 話 は、 古代と おなじように 南 島に もつな がって いるので ある。 今 は 亡き 筑紫申 真 も、 伊 雑宮の 御田 

3. 植 祭に かかげる 犬う ちわに 描かれた 船の 絵に 常世から 幸 を もたらす 神の 船 (太陽 船) を 推測して いた。 

I 私な ここで 尹 雑宮の 歴史的な 意味に ついて 論ずる の は 避けたい と 思う が、 ただこの 宮が なぜ、 滝原宮 などと と 
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三 

志 摩の 青の 峯の 頂上に 立つ と、 大王 崎 や 安乗 岬が 一 望に 見渡せる。 この 青の 峯は ニニ 一一 六メ ー トルの 高さし かな 

いが、 前面に さえぎる 高い 山がない ので、 志 摩の 漁師た ちが 海上から 山 ァテの 目 じる しにす る 山で ある。 とり わ 

け その 山頂に ある 燈明 岩と 呼ばれる 大岩 は、 晴れた 日に は 白く かがやいて 遠くから も 見える が、 風雨の 烈しい 夜 

の 海に も 光 を 放って 漁民 を 救う と 信じられ ている。 これ を 信仰す るの は 志 摩 一円の 漁師 だけで はない。 青の 峯の 

正 福 寺 金堂に 掲げられた 絵馬 は、 尾 張 や 伊豆な ど はおろ か 全国の 漁師の 寄進に かかわる もので あり、 しかも その 

絵馬 は、 すべて 海難に まぬがれ たこと を 感謝して 奉献され たもので ある。 なかには 青ガ 島の 近くの 明 神礁が 爆発 

したと きに あやうく 遭難し かかった 船の 乗組員た ちの 額 も ある。 堂 内 を 埋めつ くす 幾 十の 絵馬が、 すべて 難船に 

関する 九死一生の 記念で ある こと は、 壮観と いう ほかない が、 さまざまの 手法 を 使った 絵の どれ もこれ もが、 絵 

の 左 片隅の 岩の 上に 幣帛 または 観音の 姿 を 描き、 そこから 光が 放 たれて 難破 寸前の 人た ち を 照らし 出して 、.• る さ 


もに 皇 大神宮の 6^ 宮 として 重要視され たかは、 一応 考えて みる 必要が あると 思って いる。 地図 を 開けば 一目で わ 

かるの だが、 的 矢 湾 は 志 摩 半島で は 船が かりに 最適な 場所で、 磯部 は その もっとも 奥に 位置して いる。 そこで 南 

の 方、 熊野灘 から 大王 崎 を まわって 黒潮に 乗って くる 船び とも、 この 的 矢 湾の 奥深く に 滞留す るの はもつ とも 自 

然 だった ので ある。 一旦 入り込んだら 出られない 追 込み 網の 魚の ように、 南方の 習俗 や 生活 もまず ここに 落ち 管 

いた。 いわば、 はるか 海の 果ての 竜宮からの 到達 点が 磯部な のであった。 そこに 古代 南方 海人の もたらし たき P 卬 

の 種子が 芽生えた としても 当然で ある。 そして、 磯部に はまず 宮居と いう ほどの ものはなかった と 私よ 想像す る。 

では、 初めに 何 を 信仰の 対象に した か。 そのこと を 考える に は、 磷 部から 鳥 羽へ 行く 道の 片寄りに ある 青の 峯に 

触れなければ ならない。  一 
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まとな つてい る。 これが 青の 峯の燈 明 岩で ある こと はま ぎれ もない。 

正 福 寺の 金堂の 内部 は 神社の 拝殿の つくりと なって いて、 ここに 参詣す る 人た ち は 柏手 を 打って おがむ。 そこ 

で 青の 峯の 正体と は そもそも 何かとい うこと が 問題と ならずに はすまない。 正 福 寺の 「縁起」 によると、 この 寺 

は 天平 年間に 聖武 天皇が 行 基に 命じて 創建した ものと いう。 正 福 寺の 本尊と されて いる 十一面観音 は 「往古 海中 

より 鲸 魚に 駕 して 出現し 給う。 補陀落 山の 真 座な り」 といわれ ている。 補 陀落山 は 海中に ある 観音の 霊場で、 常 

世の 思想と 密接な 関係の ある 架空の 島で ある。 そして 観音が 鯨の 背に 乗って 出現した というの は、 鮫の 背に 乗せ 

られて 竜宮から 帰った という 伝承と 同類の ものである。 この 「縁起」 の 中で 注目すべき は、 後段に 「絶頂に 天朗 

峰 山と いう、 旧跡 あり。 皇太 神宮 御 鎮座の 地に して 日輪 石と いう あり。 此 所人髙 山と いう。 伊 雑皇太 神の 内院に 

して 五社 神祇 在す」 と 述べて いる 箇所な ので ある。 これ を 見れば、 おそらく 正 福 寺が 建てられる 前に、 青の 峯自 

体が 信仰の 対象と なって いた ことが 推察され る。 志 摩の 海女 は 今でも 青の 峯に たいする 信仰が 厚く、 国 崎 や 石 鏡 

などで は 海に 出かける ときには 神棚に 供えた 米 を 潮水で 洗いき よめた のち、 西方の 青の 峯に 向かって 礼拝し、 海 

上 安全で 無事で あるよう 唱え 言 をす る、 と 岩 田 準 一は 報告して いる。 それ は 海での 災難よ けの まじない であるが、 

一方、 青の 峯が 伊雑宮 の奥宮 とみな されて いる ことと 考え 併せる と、 問題 は それだけ ではす まされな いもの を感 

じる。 つまり 海人の 尊崇の 対象と なって いる 青の 峯と伊 雑宮は 密接な 関係が あろうと いう ことで ある。 磯部に 海 

神宮の 信仰が 生まれた とき、 そこに は 社と 称すべき もの はなく、 青の 峯が 神の 降臨した 山と して 仰ぎ見られ てい 

たので はない か。 青の 峯を 別名 天 跡 山と 呼ぶ ことが これ を 物語る。 南 島の 例で は、 神 は 海の 向う から やって きて 

岬の 尾根 をた どり 山 または 森に 下る ので ある。 青の 峯の 登山口 は 相 差 や 国 崎に 向かう 分れ道に あるが、 それ はむ 

しろ 裏道であって、 青の 峯の 鳥居 は 磯部 を 正面と して 建って いる。 これによ つても 青の 峯と 磯部との 関係の 密接 

であった ことが 知れる が、 今でも 青の 峯を 磯部の 方に 降りる と、 その 道 は 伊 雑宮の 真正面に 降りて くるので ある- 
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では 青の 峯 という 名前 は 何に 由来す るか。 それ は 磯部に ある 「青」 という 地名に 由来す る ものである。 この 「青」 

えり はら  あざ 

は 今 は 磯部 町の 中の 恵 利 原と いう 字の 中に 含まれて いる。 そして、 青の 峯と 磯部と を 結ぶ 道の すぐ 近くに ある。 

つまり 若 狭の 青の 郷 とその 近くに ある 信仰の 山の 青葉 山との おなじ 関係が、 この 磯部の 青と 青の 峯 との あいだに 

も 想定され ると 私 は 考える ので ある。 

では 磯部の 「青」 の 名の 起こり は 何に 求められ るか。 明治 十六 年刊の 『志 摩 国 旧地 考』 によると、 明治 五 年に 

磯部の 古老が 語った 言と して、 次の 記事が 掲げて ある。 

磯部 上の 郷の 北の 山より 南の 方 平地へ かけて ァヲと 呼ぶな り。 磯部より 鳥 羽へ 行く 山路 をァヲ 坂と 呼び、 恵 

利 原 村 山 畑 屋敷 等の 字に 青と も 青山と も 呼ぶ ありと いえり き。 

この 叙述に 続いて 編者の 井坂 丹 羽太 郎は 「其 後地 所 改帳を 見し に 恵 利 原 村 内の 字に 青と も 青山と も 註せ る 多き 

事 彼 村 老の謂 ひしに 違 はず、 ァハ、 ァヲ音 近き を 想へば 彼 青の 峯と云 ふな ども 同一の 地名なら むか」 と 自己の 意 

見 を 付記して いる。 すなわち ァヮ (ァハ ) がァォ (ァヲ ) という 音に 転訛した というの である。 磯部の 中で ァヮ 

と 呼ぶ 地 を 探す とすれば、 粟島の 名が すでに 聖武 帝の 時代の 記録に 見える。 また 平安 初期の 大同 元年に も 「粟島 

神 戸 二 戸、 伊 雑 神 戸 二 戸」 という 記録が ある。 その後 粟島の 名 は 磯部 関係の 文書に 現われて こない ので、 それ は 

伊 雑 神 戸に 吸収され たと みられて いる。 『礫 部 郷土史』 は 磯部 を 流れる 野 川 を 境界と して、 川の 東に ある 五知、 

はざま 

沓掛、 山 田、 下 之 郷を伊 雑 神 戸と し、 川の 西に ある 恵 利 原、 上 之郷、 迫 間、 築地、 穴 川 を 粟島 神 戸の 地と 推定し 

はだす すき ほ  お だ  あが 

ている。 この 粟島と おぼしき 地名が 『日本書紀』 の 中の 神 功 皇后に 神が かかって r 幡荻 穂に 出し 吾 や、 尾 田の 吾 

た ふし あわの こおり  た ふし 

田 節の 淡 郡 に 所 を 居る 神 あり」 と 託宣した という 記事に 出て くる。 延喜式 を 見る と、 志 摩 国の 答 志の 郡の 条に 
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出て くる。 粟島に います 伊 射き 神社 二 座、 および 粟島に います 神 乎 多 乃 御子神 社と ある。 この 神託の 中の 「尾 

田」 は 神 乎 多 乃 御子神 社の 「乎 多」 に 相当す る。 「田 節」 は 「答 志」 にあた る。 そして 淡 郡の 「淡」 は 粟島の 「粟」 

を 指す とみな される。 そこで 吉田東 伍 は、 伊 雑宮は 粟島の 乎 田に あつたと する。 乎 田 は 『倭 姫 命 世 記』 では 千 田 

となって いる。 

71； 上 を 考察 すれば、 記録の 上で は 青と いう 地名より 粟島の 方が 先行す る こと は 明らかで ある。 だが、 粟から 青 

へと 変わったと は 単純に は 考えられない。 地元の 漁民が 青と 呼んで いたの を 文書に は 粟島と 記した かも 知れない 

と、，， うこと も ある。 青と 粟と は 通 音で ある。 たとえば 徳島県の 吉野 川に は 中流に 川 島 村と いうと ころが ある 力 

この 近在の 部落に は 寺がない ので、 川の 州と なって いる 粟島 を 埋葬地と したと いう 話 を 私 は、 徳島市 在住の 金 沢 

治から 聞いた ことがある。 川の 州が 古い 埋葬地と されて いた 例 は、 たとえば 熊 野 本 宮の旧 社 地な どもそう であろ 

うと 五来 重 はいって いるが、 現地 を おとずれて 私 は その 感を 深く した。 そこで 徳島県の 川 島 村の 粟島が その 表記 

は ともかくも、 青 島であった こと は 充分 考えられる。 新潟県の 粟島 も 地元で は ォゥシ マと 発音して いる。 これ も 

青 を 意識して いるの かも 知れない。 

磯部の 粟島 を 地元で は 粟と 通 音で ある 青の 名で 呼んで いたと しても おかしくな いはず である 『倭 姬命世 記』 

に その 1K 承 はくわし く 紹介され ている。 倭 姫 は ある 日、 鳥の 声が かまびすしかった ので、 人 をつ かわして 見に や 

ると、 伊 雑の 葦原の 中で 鶴が 稲穂 を くわえながら 鳴いて いた。 そこで、 稲の 生えた ところ を 千 田と 名 づけた、 と 

いうので ある。 伴 信 友 は 粟島に 坐す 神 乎 多 乃 御子の 乎 多 は 千 田の あやまり だとして いる。 そう なれば 『日本 害 

紀』 の 「尾 田」 も 「千 田」 とすべき であろう。 信 友の 説 は ともかく として、 鶴が 稲穂 を くわえて いたと いうの は" 

沖 繙の久 高 島の 創世 神話に、 鷲が 稲穂 を くわえて きたと あるのと おなじで ある。 この 千 田と いうと ころ は 「銜 

^  _ と 称して 今 も 残って いる。 そして この あたりに 千 田 寺 も 建てられ ていた。 
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磯 1^ に は 伊 雑宮の 東北 三 町 以内に 倭 姫の 墓が あると いう 伝承が あった。 その 伝承 をた よりにして、 大正の 末 頃 

に、 大 楠の 根 を 掘る と、 根 は 大きな 石 を かかえ 込んで おり、 中から 鏡 三面が 出て きたと いう。 これ は 室町 時代の 

ものと 鑑定され たが、 ほかに 赤味が かった 石 製の 曲玉が 二、 三 個、 それに 神社の 巫女が 冠に かぶる ような 金具 も 

あつたそう であるが、 いずれも 紛失した。 そして 発掘 は 宮内省より 中止 を 命じられた。 だが、 磯部の 者 三人が そ 

こ を 再発 掘した ところ、 遺品 は 何もなかった が、 みんな 生きる か 死ぬ かの 大病に かかった と 私 は 現地で 聞いた。 

この 一帯 は 寺 畑と 呼ばれ、 もとは 千 田 寺の あった 跡 だとい われて いる。 つまり 「青」 の 地が そうした 古墳 や 寺の 

埋葬地に 関係が ある 場所であった こと は 否定し がたい。 
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諾冉 一 一 神の 国 生み 神話が もとは 淡路を 舞台と した 島 生みの 神話に ほかなら なか つ たと する 説 は、 もはや 定説の 

域に 入って いる。 『日本書紀』 にィザ ナキは 淡路島に 幽宮 をつ くって しずかに 長く かくれた となって いる。 現在 

淡路 一の宮 は ィザナ キを祀 る 大社で ある。 この 大社の 本殿の 真下 は 古墳と なって いる。 おそらく、 そこに は 土地 

の 首長と 思われる 人物の 墓が ある はずで ある。 神社が 古墳の 上に 建てられ ている 例 はすこぶ る 多い。 

それ はさて おき、 淡路の 古墳の 特徴 は 前方後円墳が 一基 もな く、 また 前期と 中期に 属する 古墳 はたった 一 つ。 

現在 百 を かぞえる 古墳の 九十 九まで が 後期 古墳で ある。 こうした 特色 は 淡路に 古墳 を 築く ほどの 豪族が 生まれな 

かった こと を 物語って いるの だが、 その 理由 は 淡路の 集落が 小 単位の 社会で、 海人 系の 共同体の 色彩の 強い 生活 

をい となんで いたから だ、 と 想定す る ことができる。 しかし、 それだけ でも あるまい。 おそらく 海人 系の 葬 制の 

習慣 は 土 を もって 墳墓 を 築く こと へ の 抵抗が あつたの であろう。 淡路に 関係の ある 記事が 記紀に ひんばんに 出て 


^  くるの は応 神. 仁徳、 履 中、 反 正、 允恭と いった 諸 帝の 時代で、 いわゆる 河内 王朝の さかえた 五 世紀に あたって 

^ いる この 時期に 淡路に 古墳が 見付からな いという こと は、 淡路の 海人た ちが、 無 権力な 共同体 社会の 中で、 海 

g 人の 葬 制 習俗 を 濃厚に もちつづけて いたから ではない かと 私 は 考える ので ある。 

私の 想像 を 裏付ける 次の 事実が ある。 淡 路とは 阿波への 通路と いう 意味 だが、 さて、 淡路 のど こから 阿波へ 渡 

つ たかを 考える と、 福 良と 阿那賀の 二つの 港が ある。 福 良の ほうが 良港 だが、 阿那賀から 阿波へ 渡る の は 最短 距 

離で ある。 この 阿那賀の 南へ 海上 一 • 五 キロ ほど 行く と、 伊毘 という 漁村が ある。 伊毘は 淡路島の 中で ももつ と 

も 交通 不便な 僻地と されて いた。 三方から 山が 迫る 海岸の わずかな 平地に 四十 戸ば かりかた まっている。 そして、 

その 集落の 西に あたる 海上 百メ  — トルのと ころに、 沖ノ 島が 東西の 方向に 浮かんで いる。 松林に おおわれた 全長 

百メ ー トル ほどの 小島で、 島の まわり は そぎ 立った ような 絶壁と なって いる。 私 は、 阿那賀 出身のお g 清 六の 案 

内で- 伊毘 をお とずれ、 沖 ノ島を 一見して、 人の 住む ことの 不可能な 島で ある こと を 確認した。 

米 岡に よると、 昭和 三十 五 年と 六 年の 二 年に わたって、 沖ノ 島の 発掘 調査が 行なわれ、 つごう 十七 基の 群集 古 

填が 発見され た。 それぞれの 古墳 はいずれ も 直径 六メ ー トル、 高さ ニメ ー トル 内外の 小規模な 円 噴で あつたが、 

須恵器 ゃ土師 器な どの 土器 類に まじって、 漁業 用の 軽石 製の ゥキ とか、 土製の 錘と か、 鉄で 作った 大きな 釣針が 

出て きた。 この あたり は 淡 路の三 原 (御原) の 海人の 住んで いたと 思われる ところ だから、 海人の 首長の 墓と 考 

える の は 自然で ある。 ただ 伊毘 のよう な 海 角の 僻地で は 陸上の 交通 は のぞめない。 そこで 沖 ノ島も 付近の 漁民が 

舟で 死人 を はこんで 葬った 場所と 私 は 考える。 

米 岡 清 六の 説明に よると、 阿那賀 や 伊毘の 漁師た ち はこの 沖 ノ島を 昔から 気味 悪い 島と 考えて、 近づこう とし 

なかった。 米 岡が 子どもの 頃に 海で 泳いで いても、 その 島に は 渡らなかった。 沖ノ 島が おそろしい 島 だとい う 噂 

は、 沖ノ島 古墳の 調査 後に、 さらに 強まった。 発掘 調査の 中心人物であった 学者が、 何 かのこと で 殺された。 ま 


た その 助手と して 手伝って いた 青年 は 淡 路の灘 と 呼ばれる 海岸で 魚 を 釣って いると きに 高波に 呑まれて 行方不明 

となった。 

そうした 話 を 聞きながら、 沖 ノ島を 間近に 眺めて いると、 私に は そこが まさしく 死の 島に 思われて くるの だつ 

た。 

おおげ  かめうら 

阿那賀 を 出発す るフ ェ リ ー 船 は 鳴門 市に 属する 大毛 島の 瓶 浦に 一 一十 分 足らずで 着く。 この 瓶 浦に は 海の 向こう 

から 甕が 流れつ いたと いう 伝承が あり、 それ を 神体と する 瓶 浦 神社が ある。 瓶 浦で は 死人 を 埋葬す るのに 瓶 を 使 

うこと は 禁じられ ている という。 この こと はもと 瓶 浦が 甕棺 葬の 葬 制 を もってい たこと を 暗に 告げる 事実 だと 見 

てよ かろう。 海の 向こうから 甕の 中に 入 つ て 高貴な 人間が 流れつ いたと いう 神話 は 朝鮮半島 伝来の ものであるが、 

『万葉集』 を 見る と、 忌 食、 つまり 忌み 清めた 神聖な カメに 酒 を 入れ、 枕 もと や 床の あたりに 据えて、 旅の 安全 

を 祈った ことが 記されて いる。 現に 九州の 五島で は、 夫が 漁に 出て いる 留守中に は、 妻 は 台所の 甕に 水 を 一杯 入 

れて、 その 無事 を 祈る 風習が つづけられ ている。 甕が たましいの 容器であった ことが これで わかる。 沖ノ 島で は 

島の 中央部の 頂上で ひとつの 甕が 石に とりかこまれ、 土中に 埋められ ている のが 発見され ている。 これ は 宗教 的 

な 意味 を もつ ている にちがいない。 

阿那賀から 瓶 浦に 渡り、 鳴門 市史 編纂 室 を おとずれた 私 は、 そこで 編纂 委員の 秋 山泰と 会った。 私が 常世の 問 

族 題 を しらべて いると いうと、 秋 山 は、 鳴門 市の 北東 部に ある 古墳 はすべ て、 岬の 突端 や 島に あると 言った。 納言 

^  ノ浦、 5fs、 田ノ 浦、 日出、 櫛 木、 天神 山、 島 田 島、 竹 島、 などの 古墳 群がみ なそう である。 淡路の 方で もさき の 

路 阿那賀に ある 鎧 崎 古墳 は 岬の 突端に あり、 沖ノ島 古墳 はすで に 見た ように 海 島 古墳で ある。 こうした 事実 は、 海 

I の 彼方に 死者の 行く 世界が あると いう 常世の 思想 を 前提と しなければ、 解釈が つかない と 秋 山 は 言う ので ある。 

I この 秋 山の 話 は 私 を も 力 づけた。 常世が 抽象的な 観念で はない 以上、 そこに はかならず 現実的な 根拠がなくて 


2 はならぬ。 それ はとう ぜん、 海浜 あるいは 岬、 あるいは 地 先の 小島に 人 を 葬る 風習から 出発して いるに ちがいな 

I い、 と 私 は 考えて きた。 沖繙 では 久高島 ゃ津堅 島の ように 島の 一 部が iSS 山と 呼ばれて 風 葬の 場所と なり、 そこ 

g は 村人が おそれて 近づかない ところと されて いる。 また 奥武島 (青の 島) のように 地 先の 小島の ような 例 も ある。 

この 南方の 習俗が 日本 本土に も その 痕跡 を もっている と仮定して、 私 は それと 常世との 関連 を 追求して き，， こ。 ，c 

して この 粟の 水門 (鳴門 海峡) を はさんだ 阿波と 淡路の 古墳に それが 的確に 捉えられ るの だ。 それらの 古墳 は 風 

葬の 習俗 を もっていた 海人が、 日本 本土の 墓 制 をと り 入れて、 その 海人の 首長 を 葬った ものであるが、 これまで 

どおり その 場所 は 岬 や 小島 をえ らんだと 私 は 考える ので ある。 

秋 山のお どろくべき 話 はこれ にと どまらなかった。 昭和 三十 六 年 一月、 鳴門 市に 属する 大麻 町 板 東の 古墳から 

凝灰岩の 家 形 石棺が 出て きた (長さ 八十 五、 幅 四十 七、 高さ 四十 八— 五十 センチ)。 それ を 開ける と 中から きれ 

に 洗った 骨が 出て きた。 そうして 洗 骨の 上に は 頭蓋骨が のせて あり、 また 延喜通 宝が 十三 枚 その 棺 内に 入れて 

あった。 これで 時代 は延喜 以降と いう ことにな つたが、 洗 骨した 例が 本土に も ある ことが 明らかになった。 知る 

とおり、 洗 骨 は 南 島に 見られる 風習で ある。 それが 阿波の 一角に おいて 発見され る こと は、 彼我の 交流 を 示唆し 

て やまない 事実であろう。 

それにつ いて 思い起され るの は 阿波の 橘 湾の 椿 泊の 先の 手のと どくと ころに ある 舞子 島の ことで ある。 この 舞 

子 島 は 周囲が そぎ 立 つ て 取りつ くし まの ない 感じで あるが、 しかも その 頂上に 十三 基の 古墳が 確認され ている。 

古墳の 天井 をお おう 蓋 石 は  一 メ ー トル 位 ある もので、 この 島の 外から 運んで きた ものである こと は 明らかで ある。 

ノカ 住めない この 島に 古墳が 作られた の は、 それなりの 理由がなければ ならない。 つまり 古代の 海人が その 首長 

を 葬る ために、 この 島 を 海上 他界と したと 考える ほかない。 しかも 私が 椿 泊の 老人から 聞いた ところに よると、 

この 舞子 島 は 明治 十 年頃まで、 死人 を 捨てる 島と して 使用され ていたと いう。 老人 は 次の ような うた をお， まえて 
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いると、 私に 語った。 

竹の たん は どこへ いった 

舞子の 浜へ 金 掘りに 

「たん」 は 「おた つさん」 ともい い、 この 地方で 母親 を 呼ぶ ときの 語で ある。 つまり、 竹と 呼ばれる 子どもの 母 

さん は 舞子の 島の 浜に 屍骸 を 埋めに いった、 という こと を 指して いる。 舞子 島 こそ は 海上 他界で あり、 その 島の 

砂嘴に 死： を さらす 風習 はとお く 古代の 海 島 古墳にまで さかのぼる こと を 物語つ ている。 海中に そそり 立つ 奇怪 

な 死人の 島の すがた は、 私 を 神話の 世界まで つれ 去って いく。 

ついでに 摘 湾に ついていえば、 この 阿波の 橘 湾 は、 記紀に 言う 「橘の 小 門」 だと 私 は 考えて いる。 『日本書紀』 

あわ  i やすいの なと 

の 中の 二 書」 に は 次のように なって いる。 「すな はち 往 きて 粟の みなとお よび 速 吸 名門 をみ そな はす。 しかる 

にこの 二つの 門、 潮す でに はなはだし。 故、 橘の 小 門に 還 向た まひて、 払 ひすす ぎた まふ」 

この 粟の みなと は 鳴門 海峡 を 指して いる。 速 吸 名門 は豊予 海峡の ことと もされて いるが、 また 明 石 海峡 を 指す 

ばあいが ある。 記紀の 本文に r 筑 紫の 日向の 小 戸の 橘の 檍 原」 となって いると ころから、 橘の 小 門を筑 前の 糟 

郡に 比定 したり、 日向の 国に なぞらえ たりす るが、 記紀 は 神話の 舞台 を ひろくみ せようと する 狙いが あるの だ 

から、 こだわる 必要 はない。 日向 は 日に 向う ところに つけられた 地名で 特定の 場所で はない。 ィ ザナキ ィザナ 

ミのニ 神の 国 生みの 神話が、 淡路を 中心とした 島 生みの 神話に ほかならぬ とする のが 通説で あるが、 そうすれば 

ィザ ナキが 黄泉の国の ィザ ナミ を 訪問した あと、 ミソギ する 場所 も、 淡路 をそう とおくはなれて はならぬ 鳴門 

さぎ 

海 决ゃ明 石 海决の 近くと すれば、 阿波 を 考える のが もっとも 自然で ある。 しかも 橘 湾 は 古来 r 关の なと」 と 呼 
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ばれて、 阿波 随一 の 良港であって、 和歌山県の 湯 浅 あたりと 海上の 交通路が ひらけて いた。 湾 は 潮の ながれが ゆ 

る やかで、 しかも 深い。 

橘 湾に のぞむ 津の峯 は、 生命 を 再生させる 山 だと 阿波の 人た ちに は 信じられ ている。 津の峯 の 見える ところ ま 

で 行って 屋根の 上に のぼり、 午前 零時に なると 死に 瀕した 者の 名前 を あげ、 その 命 を 助けた まえと 祈る。 なぜな 

ら津 の峯の 神様 は 一日に 一人ず つ 助ける から、 午前 零時に なると、 いそいで 祈願 をし なければ ならぬ ので ある。 

津の峯 が 人の 生命 を 助ける 神 だとい うの は、 ィザナ キがィ ザ ナミに 追つ かけられ 黄泉 国から 逃げ出した あげく 一 

日に 千 人 を 殺す ぞと 脅迫され、 それならば 千 五 百 人 を 誕生 させようと 言い返した 故事 を 想像 させずに はおかない • 

また ィザ ナキ のみ そぎ をした ところ は 阿波 岐原 とな つ ている が、 津の峯 の ふもと を 青木と 呼んで いる こと は 注目 

しても よい。 

ぬ しま  な だ  は ぶ 

私 は 淡路島の 南に ある 沼 島に 渡って みょうと 思った。 ■ と 呼ばれる 淡路島の 南の 土 生から 船で 半時 間 足らずで 

沼 島に つく。 

沼 島に 南方の 習俗との つながり を さぐる とすれば 何が 見出せる だろう か。 まず 第一 に、 沼 島 を 国 生みの 神話の 

中の 「おの ころ 島」 と 見立てる 説が ある。 もとより これ は 臆説で、 今 「おの ころ 島」 を どこと 決める こと は 不可 

能で あるが、 沼 島 は その 有力な 候補地の ひとつに えらばれ てきた。 また 『日本書紀』 や 『万葉集』 の 中の 「あわ 

じの 野 島」 は 沼 島の ことと する 向き も ある。 それほどに 沼 島の 漁民の 活躍 は 活発だった。 沼 島の 漁師が 五島 対 馬 

に 進出した の は 江戸時代の 初頭から といわれ るが、 十八 世紀の 安永 年間に は 対 馬 組が 結成され た ほどで、 百 五十 

そうの 大船 団を 組んだ という。 そうした 交流の ため かどう かわからない が、 沼 島で は 井戸 を カヮと 呼んで いる。 

沖繙 では 井戸 を 力 ー と 呼び、 九州で はィ ガワと 呼ぶ。 そこで この 呼称が 南 島 系の 方言で ある こと はまちが いない _ 

淡路島 や 四国で は 井戸 を 力 ヮとは 呼ばない。 土： E では 水溜りの こと を カヮと 呼ぶ そうで ある。 いずれにしても、 
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沼 島が 沖 織 あるいは 九州と 交流の あった こと を 示す 語 だと 私 は 思う。 沼 島で もう 一 つ 見逃 1- ことので きな レ のに 

海辺に そそり 立つ 立 神 岩で ある。 この 立 神 岩 は 竜宮の 門と 呼ばれて いる。 上 立 神と 下 立 神が あるが、 上 立 神 は 東 

方 を 向いて いる。 この 岩に よ つ て 沼 島の 人た ち は 東方の 海に 竜宮の 存在した こと をな がく 信仰して きた。 

二 

古代の 淡路 について、 『古事記』 の 仁徳 帝の 条 にある 次の 記事が 私の 注意 を 引く。 

あつじ  たかやす 

この 御世に、 免寸 河の 西の方に 高樹 あり。 その 樹の 影、 朝日に 当れば 淡 道 島に および、 夕日に 当れば 高 安 

山 を 越えき。 かれ、 この 樹を 切りて、 船に 作る に、 いと 捷く 行く 船な りけ り。 時に その 船に 名 づけて 枯 野と 

いう。 かれ この 船 を もちて 旦夕に 淡 道 島の 寒 泉 を 酌みて、 大 御水 献る 

免 寸河は 『播磨 国 風土記』 に、 「河内の 国 免寸の 村の 人」 という ことばが 出て くる。 そして この 免寸は 大阪府 

の 今は堺 市の 中に 含まれる 高 石 町 を 指す といわれ ている。 とすれば 「免寸 河の 西の方」 というの は 富 木 あた 

りと 考えて よいであろう。 高 安山 は 大阪府の 東に ある 山で ある。  や ， ま 

『播磨 国 風土記 逸文』 にも 明 石に ある 泉の ほとりに 楠が 生えて いて、 朝日に は 淡路島 を かくし、 夕日に は 大俊島 

^を A くした。 そこで 楠 を 伐って 丸木舟 をつ くると、 その 速い こと は 飛ぶ ようで、 ー梶に 七浪を こえる ほどで あ 

つたから ii と 名 づけた。 そこで 朝夕 この 舟に 乗って 天皇の 御 食事に 差し あげようと、 この 井泉の 水 を 汲んだ が、 

あるとき、 水 を 汲む ことが おくれて 御 食事に 間に合わなかった ので、 とうとう 飲料の 水 を 汲む こと はやめて しま 

つ. こ、 と ある。 私の 考えで は、 これらの 大樹 伝説 は 世界 樹の 伝説の 名残で ある。 宇宙 または 世界の 中心と いう 思 
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想が 日本 本土に もあった 証拠 は、 『阿波 国 風土記 逸文』 に 「大きな 山が 天から 阿波 国に 降った のをァ マノ モト 山 

といい、 その 山が くだけて 大和 国に 降り 着いた の を 天の 香具 山と いう」 と あり、 また 『伊予 国 風土記 逸文』 に 

「伊予の 郡の 郡 家の 東北に 天 山が ある。 天 山と 名 をつ ける わけ は、 大和に 天 香具 山が ある。 天から 降って きたと 

きに 二つに 分かれて、 片 はし は 大和 国に 天降り、 かたはし はこの 伊予の 国に 天下った。 そこで 天 山と いう」 と述 

ベ て あるので 知れる。 

天 香具 山の 土が 「大和の国の 物 実」 (ものだね ともいう)、 すなわち 大和の 代表の 土、 と 見なされ、 その 土 をと 

る もの は 勝利 を 占める と 考えられ ていた こと は 崇神紀 に 明らかで ある。 天 香具 山の 土 は 神聖で あり、 呪 性 を もつ 

たいざん 

て， >  た。 それ は 中国の 泰山と おなじように、 それ を模 して 冬至の 日に 国王が 天帝に 祈る 山だった からだと 私は考 

えてい る。 それゆえに その 土 は 天 山と しての 呢カを もっと 信じられ ていた。 この 天 香具 山が 藤 原 朝の 都 大路の 基 

点になる と は 岸 俊 男の 所説で あるが、 そうした 点から も 天 香具 山 を 宇宙 軸と 考えて いた ことが 推量され るので あ 

る。 

大樹 伝説が 世界 樹の 信仰の 残滓で あつたと 私が 考える の は、 そうした 天 山の 信仰が 一 方に 存在す るからで ある。 

そして 免寸 河の 西 (河内の 富 木) にある 大樹に ついて 言えば、 それが 三輪 山と 二 上 山 を つらぬく 大和 国原の もつ 

とも 神聖な 東西 線 を 西へ 延長した 線 上に ある ことに 私 は 注目す る。 つまり 当時、 東西の 意識が すでに 世界観の 中 

にくみ こまれて いた こと を、 それ は 物語って いる。 この 東西 線 を さらに 西へ 延長す ると、 それ は 淡路島の 東 浦の 

釜 口に つきあたる。 そして 釜 口に は、 仁徳 帝のと き枯 野と いう 船が 大 御水 を 汲みに やって きたと いう 伝承の 井泉 

が 残って いる。 それ は 「小 井の 清水」 と 呼ばれる が、 この 伝承 も 東西の 意識の 線 上に 生まれた ものである。 

ところが 淡路に はもう 一 力 所、 枯 野が 大王の 飲料水 を 汲みに きたと 伝えられる 場所が ある。 それ は 淡 路の三 原 

みずい  みず は わけ 

郡 西 淡 町に ある 瑞井 である。 瑞井 について は 『日本書紀』 の 中に r 瑞歯別 天皇 (反 正 天皇) は 淡 路宮に 生まれた。 
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そこに 井戸が あって 瑞 井と 言った。 それ を 汲んで 太子 を 洗った。 時に 多 遅の 花が 井戸の 中に あった。 そこで 太子 

にタジ ヒ ノ ミズ ハ ヮ ケ という 名 をつ けた。 多 遅の 花 は 今にい う イタ ドリの 花で ある」 という 意味の 記事が ある。 

この S 井 は 今 も 西 淡 町に 残って いる。 私 は 菊 川 兼 男の 案内で それ を 見る ことができた。 倭 文 川に かけられた 松 本 

橋の 手 まえ、 今 は 道路の かたわらに コンク リ ー トの 枠の 古い 井戸が ある。 菊 川に よると それ は 潮 清水と 呼ばれて、 

潮が 入って くる 清水で あるが、 どんな 旱天に も 枯れる ことがない という。 倭 文 川 を 越える と産宮 神社が あり、 淡 

路宮址 とされて いる。 こうした 伝承が 『日本書紀』 にしる されて いると ころから、 反 正 天皇の 父に あたる 仁徳 天 

皇 のとき にも 寒 泉の 水 を 汲みに きたと する ので ある。 この 説 は 『淡 路常磐 草』 の 著者の 仲 野 安雄が 支持して いる" 

ここで 起こる 当然の 疑問 は、 河内の 大王が なぜ 淡路に わざわざ 朝夕の 飲料水 を 求めた かとい う 一事で ある。 飲 

料 水なら ば 河内で 別に 不自由し ない はずで あるから、 そこ に 何ら かの 意味が こめられて いなくて はならぬ。 

私の 結論から 先に 言えば それ は聖 水だった ろうと 思う ので ある。 つまり、 それ は 帝王の 若返りの ための 水 だつ 

たの だ。 瑞歯別 天皇の 「みず は」 は 水の 神の 「みつは」 または 「みぬ ま」 のこと と 折 口 信 夫 は 言って いる。 そう 

して、 瑞井 のこと は、 貴種の 幼児に 産湯 をつ かわせ 育成に あずかる t?: 比の 壬 生 部が、 その 出自を 伝承に からませ 

て 語った ものと している。 これらの ことに ついては 折 口の 「水の 女」 の 中で 展開され ている からこ こで は 省略す 

る ことにする。 ただ 私の 言いたい こと は、 淡路が 河内 大王 家の 出自 でない にしても、 縁 由の きわめて 深いと ころ 

だ つ たという ことで ある。 それからして 淡 路に聖 水 を 求める 行事 も 生まれた と 私 は 思う の だ。 

わち つみ  あわじ み い 

仁徳 帝 以前の 記紀の 記事に ついては、 すでに あげた ものの ほかに、 「安寧 天皇の 孫の 和 知 都 美 命が 淡 道 御井の 

宮 にいた」 となって いる。 和 知 都 美の 娘に ハエ イロ ネ、 ハ エイ ロトが あり、 この 二人の 娘 は 孝 霊 天皇の 妃 となつ 
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ている。 そして ハ エイ ロネとの 間にで きた 娘が 『日本書紀』 によると、 箸 墓に 葬られた 三輪 山 伝説の 女 主人公 ャ 

マト トトヒ モモ ソ ヒメで ある。 

おと ひ め  あわじ  みはら 

また 『古事記』 では 応神 天皇の 妃 である 弟 日 売が 阿具 知の 三 腹の 郎女を 生んだ となって いる。 さらに 応神 天皇 

ね とり  ままい も  なか ひ こ  いわ じ ま 

の 皇子で ある 根 鳥の 王が、 庶 妹の 三 腹の 郎 女に、 中日 子の 王と 伊和 島の 王の 二人 を 生ませた とする。 

本 居宣長 は、 昔の 皇子 や 諸 王の 名 は 乳母の 姓 をと つたと している。 そこで とうぜん 淡 路国三 原 出身の 乳母が 河 

内 大王 家に 仕えて いた ことになるが、 幼い 皇子に 産湯 をつ かわせる こと は、 みそぎと しての 宗教 的な 意味 も 含ま 

れて、 この 伝承が 淡路島の 「御井」 ととくに むすびついて いるの は、 この 島の 海人の 女性た ちが かって 宮廷に 湯 

坐と して 奉仕した 痕跡で はない かと 岡 田 精 司 は 言う。 折 口 信 夫は責 種の 若 子 は、 のちに 彼 を はぐくみ そだてた 乳 

母と 婚 するとい うこと になった のが 古い 形ら しい、 と 言って いる。 とすれば 乳母の 姓 をと つたと いうの はもつ と 

深い 意味が こめられて いるので ある。 つまり 淡 路の三 原の 海人の 女の 血が 河内 大王の 宮廷に 入 つ ている と 考えて 

もまち がいな さそう である。 安寧 天皇の 皇子の ヮチッ ミゃ反 正 天皇が 淡 路の宮 で 生まれた の は その 母が 淡路 出身 

だとみ なしても さしつかえないと 私 は 思う の だ。 そうでなければ、 わざわざ 聖水を 淡路に 求める こと はしな かつ 

ただろう。 

こ こで 淡路と 沖繙と の 比較 をして みたい。 

二 ライの 君 真物、 つまり 二 ライの 神 はしばしば 沖 li 本島の 北端で ある 辺 戸 や 西北 部の 今 帰 仁に も 出現した。 そ 

こ は 二 ライの 神 をお がむ 聖地であった。 一方、 沖繙 本島の 西北 部に あたる ぎ f 屋、 i 是 名の 両 島は琉 球の 第一 尚 

うぶすな もうで 

氏と 第二 尚 氏の 出身地に なって いる。 そこで 第一 尚 氏が 王朝 をつ くると、 伊平屋 島に 産土詣 をな し、 そこから 聖 

水 をと つてき ていたが、 沖繙 本島と 伊平屋 島の 間に よこたわる 4：. 平屋 灘は 波が 荒い ので、 たやすく 渡海で きない" 

したがって 二百 五十 年 位 まえまで は、 国 頭の 辺 戸と 今 帰 仁まで 行って、 そこから 王家の 発祥地に あたる 伊平屋に 
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向か つ て 「お通し」 を宁 つ た。 「お通し」 とは遙 拝の ことで ある。 今 帰 仁と 辺 戸 は 二 ライの キン マ モ ンが 上陸し 

たと ころで あるから、 その 古い 信仰の 上に 王家の 儀礼が 重なり合 つたので ある。 

刀ー 一口に は大 川と 呼ぶ 溪流 があって、 その 川の 水 を 汲みに、 毎年 五月と 十二月に 首 里 王府の 役人が 御水 取に やつ 

てきた という。 沖繙 では 古来 「水 撫で」 と 称して 聖水を もって 額に つけ、 古いた ましい を 新しいた まし い に 切 

りかえ て、 若返る 儀式が 行なわれ ていた。 とくに 辺 戸 は キン マ モンの 出現の 場所で あり、 また 第二 尚 氏の 金 丸が 

一 時 難 を 避けた 場所に 近 か つたので 重視され た。 そこで 国王の たましいの 再生の 水 を そこに 求めた ので あつたと、 

伊波 普猷は 『あまみ ゃ考』 で 言う。 

私 は、 隠ぎ ^ 旅行した ときに、 辺 戸の 村に 立ちよ つた ことがある。 深山の 溪谷を 流れる 大川 のほとりに 降りて 

いってみ た。 また 国 頭に 隠遁した 義本 王の 子孫 を 名のる 家の 祭壇に、 粗末な 素焼の つぼが 置かれて あるの を 見た。 

その 家で は 明治 十一 一年の 琉球 処分で 琉球 国王が 東京に 移される まで、 毎年 十一 一月の 末に は その 家の 主人が 辺 戸の 

大 川の 水 を その 土瓶に つめて、 数日 かかって 首 里の 王府 まで はこぶ のが 慣例だった という 話 を 聞いた。 こうした 

慣習 は 長く つづけられ たが、 一方で は 第一 尚 氏が 沖繮 本島の 東方 (東海岸) に 根拠地 を 置いて 勢力 を 張る におよ 

び、 いつしか 東方 聖地の 思想が 生まれる ようにな つたと、 伊波 普猷は 説明して いる。 あがり かたは 東海に 面して 

いる 関係 上、 そこで は 二 ライカ ナイが 東方に 在る と考えられるの は、 きわめて 自然な ことで、 君 真物が、 あがる 

ぃの^<際が穴からゃっ てきて、 久高島 を 足溜りと し、 それから 知 念 崎に 上陸して、 斎場の 社に 入る という 伝承 は、 

多分 古くから あって、 そうした もの を 基礎と して 組織化 された 東方の 祭祀が、 この 地方から 勃興した 王朝の 制度 

中 こ 大方 摂^され た、 と 考えて 差支え あるまい。 —— と 伊波 は 言う。 つまり 東方に 二 ライが あると 考えられ てい 

あがり 

たが、 第一 尚 氏の 勃興に よって 東方 聖地の 思想が いっそう 強調され るよう になった というの である そこで 「束 

まわり」 と 称して、 東海岸の 洞穴から 流れる 水を聖 水と して、 額に つけて たましいの 切り替え を するとと もに、 
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それ を 瓶に つめて 帰つ て 氏子に も 撫でさせる 習俗が さかんにな つ た。 

以上の 話 を 仁徳 帝のと きに 淡 路に水 取りに や つ たという 故事と あわせて 考えて みると どうなる か。 『古事記』 

で大 御水と いうの は、 沖繙で 「御水」 と 呼ぶ のと 言葉から して 一 致す る。 そして 仁徳 帝のと きに 水 取 司が いた 

の は 『古事記』 が 明記して いるの だから、 淡 路に水 を 取りに 行った の も 事実と みて 差し支えない。 その 水 は 帝王 

の 飲用に 供した ことがあった としても 聖水だ つたこと に まちがいない。 帝王が それ を 飲んで 若返ろう とする 意図 

があった の だ。 仁徳 帝が 縁 由の 深い 淡 路に聖 水 を 求めた の は、 首 里 王が その 出自の 伊平屋 島に 聖水を 求めた のと 

おなじ 動機と 目的 を もった ことが 推定され る。 

しかし 朝廷と 淡路 との 関係 は仲哀 から 允恭の 間に 集中し、 その後 はぶつつ りと 切れる。 そして 雄 略 期 (岡 田 精 

司 説) あるいは 継 体— 欽明期 (直 木 孝次郎 説) に 伊勢神宮が 地方 神から 国家 神への 地歩 を 確立した とみるならば、 

五 世紀の 後半から 淡路は 国家権力 によ つ て 疎外され た 存在と なる ので ある。 

三輪 山と 一 一 上 山 をむ すぶ 東西 線 を 西に 延長 すれば 淡路島の 伊勢 森に つきあたり、 東に 延長 すれば 伊勢 斎宮に つ 

き あたる と 小川 光三 は 言って いる。 先に 述べた 免寸 (富 木) の 大樹の 所在地 も、 そして また 「枯 野」 という 名の 

船が 淡 路に水 を 求めた とされる 釜 口の 「小 井の 清水」 もこの 線 上に ある。 ここから して、 大和 を 中心として 淡路 

と 伊勢との 間に は、 太陽の 沈む 処 である 淡路と 太陽の 出る 処 である 伊勢と いう 観念が すでに 生まれて いた こと を 

知る ので ある。 なぜなら 春分 や 秋分に 三輪 山の頂 上から 太陽が 出、 二 上 山の頂 上に 太陽が 沈む という 古い 観念 を 

延長した ものが、 伊勢と 淡路 とに ほかなら ないから である。 しかも 河内 や 大和に おいて、 はじめは 西方に あたる 

淡路 への 濃厚な 意識が あり、 ついで 東方に あたる 伊勢への 意識が めばえた こと は 注目して よい 事実で ある。 つま 

り 日本 本土で は 淡路を 聖地と する 観念が あり、 それにお くれて 伊勢 を 聖地と する 観念が 生まれた ので ある。 それ 

は あたかも 沖 纏で 国王の 出身地の 方向で ある 北お よび 西が 聖地と みなされて いたのが、 国王の 勢力の 伸張した 東 
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方に 切り かわ つ たのと 同様で ある。 

それと 同時に 聖地であった 淡路は 一 転して ある 種の 冷淡 さと 憎 悪感 を こめて 眺められる ようになった。 武田祐 

吉は、 ィザ ナキ、 ィザ ナミの 国 生みの 中で、 まず 水 蛭 子が 生まれた がそれ は 葦 船に 入れて 流され、 次に 淡 島が 生 

まれた が、 それ も 子どもの 数に 入らない、 とされて いるの を 説明して、 淡 島 は 四国の 阿波の 方面の 名で、 その 部 

みお や  あわ 

分 は 阿波 方面に たいする 悪感情 を 表示して いると 述べて いる。 宣長も 「御 親 神の 淡め 悪み たまいし 故に、 淡 島と 

は 名 づけし なるべし」 と 言って いる。 『日本書紀』 にも 「み 心に よろこびざる ところな り。 故、 名 づけて 淡路洲 

と いう」 と ある。 

神聖な ものが 一転して うとまれ、 憎しみの 対象と なる の は、 神に 仕える 巫女が 巫娼と 見られ、 神聖な 動物で あ 

る 蛇 や 狼 や 狐な どが 人に 憑く 邪悪で 狡猾な 動物と 怖れら れ、 ある 種の 技術 を もつ 職業が かえって 卑しめられ ると 

、， うのと おなじで ある。 かって は 履 中 や 允恭な どの 帝王 を すら 畏怖 させた 淡 路の島 神で ある ィザ ナキは 淡路島の 

外へ ひろがる こと は 少なかった。 それ は 地方 神と して とじこめられ、 そのかわり 伊勢の アマ テラス は ひろく 崇敬 

の 対象と なる。 ここに 海から 天へ の 思想の 転換が 見られる。 

この ことと 常世 思想の 変貌 は 無縁で はない。 すなわち、 伊勢 や 常 陸な ど 東海に 面する 地方 は 常世に 向かう 岡 土 

と 見なされた。 幽かな 祖 霊の 地と しての 常世の ィメ ー ジの かわりに、 まば ゆいば かりに 輝く 東方 海上の 理想郷と 

しての 常世が 出現す る。 それ はふし ぎに も沖繙 においても わが 本土に おいても 同様であった。 もとより はじめは 

東方に 常世が なか つ たという ので はない。 その 古くからの 東方 聖地 意識 を 極度に 強化した のが 沖繩 において は 三 

山 を 統一した 首 里 王府の 出現で あり、 わが 本土で は 仁徳、 履 中、 反 正な どの 河内 大王 家と 系統 を 異にする 新 王朝 

の 誕生で ある こと を 私 は 言いたい ので ある。 

河内 大王 家に は 淡路へ 向かう 意識 はき わめて 濃厚で あり、 一 貫して 淡路の 地方 神で ある ィザナ キの神 を m.R 怖し 
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敬意 を 払って レる。 それ は 河内 大王の 血脈の 地で あり、 また それら 宮廷の 皇子 や 皇女 を そだてた 乳母の 出身地 だ 

力ら である。 だが それが 東方 聖地に ふりかえられた ときに、 「常世」 は袓 霊の 地と しての つながり を 断った。 そ 

うして、 帝王の 権力の 背 光と して 役立つ 昇る 陽 (あがる いの だ I 刀) を 象徴す る 海 彼の 楽土と 見なされる ようにな 

つたので ある。 そうした 意味で、 柳 田 国 男が 二 ライカ ナイ を 東の ほうと 決めて かかって いる ことに 私 は 承服す る 

わけに は ゆかない。 ，， ！  .    ：  .    , ：:  ,   
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茨城県 大 洗の 私の 泊って いる 部屋の 窓から、 左手の 岩礁の 上に 立って いる 鳥居が 見えた。 鳥居の むこうに は 太 

平洋の 冬の 浪が碎 けて いた。 さいわいに 天気が 晴れて いたので、 私 は 起きが けに、 水平線から のぼる 太陽 を 見る 

ことができた。 

『おもろ さう し』 は 海の 果 からの ぼる 太陽 を くれないの 鳥が 舞う と 形容して いるが、 私 はこの 比喩が きわめて 的 

確で ある こと を 実感した。 「おもろ」 は 「あがる いの 太陽」 を 「二 ライの 大主」 と 呼んで いる。 つまり 常世の 大 

王 というわけだ。 そこで この 岩礁の 上の 鳥居 は、 常世の国の 太陽 を 迎える ための もの だと 考えても 差支えない 

しかし 『文徳 実録』 に はまた 別の 伝承が うかがわれる。 

斉衡 三年 (八 五六) の 十二月に 常 陸の 国から、 中央 政庁に たいして、 鹿 島 郡の 大洗 磯前に 神が あたらしく 降り 

たという 報告が 寄せられた。 それによ ると、 塩た きの 男が 夜半に 沖 を 望見す ると、 光り かがやく ものが あり そ 


^ の 翌日に あやしい 二つの 石が 水ぎ わに 立って いた。 高さ は 一 尺ば かりで、 人間の つくった ものと も 思われな かつ 

^ た。 塩た きの 翁 はふし ぎに 思った が、 その 翌日に は 二十 余の 小さな 石が 二つの 石の 左右に、 お供の 人 よろしくの 

I かっこうで 並んで いた。 そうして いると、 ある 人間の 神が かった 口 をと おして、 私 は ォォナ モチス クナヒ コナの 

神で ある。 昔、 この 国 を 作り 終えた ときに 東海に 去った が、 今 また 民 を 救うた めに やって きたの だ、 と 託宣が 述 

ベら れた。 そこで 天 安元 (八 五 七 } 年 八月に は官 社に あずからせて、 iiini 明 神の 神 号 をた まわった という。 

だが、 今 見る 岩礁 は 神体の かっこう をした 二つの 岩で はない。 また 鳥居 も 昭和 三十 一年に 建てられ たもの だと 

いう。 ただ、 私が 大洗礎 前 神社の 宮司から 聞いた 話で は、 御 神体 は 厳重に 封 じた に 納めて あって、 中 はう か 

カレ， K れな いが、 抱えて みて 非常に 重い もの だとい うこと はたし か だ、 というから、 御 神体が 岩で ある こと はま 

ず 間違いな いと 思われる。 あるいは 今 述べた 伝承の 石が 納められて いるの かも わからない。 

さて、 この 話 は 『古事記』 の 中の 「この 御酒 は わが 御酒なら ず ぎの^  i^ll にいます f^t^ す 少名御 申 

のこ 神 寿 1 狂 ほし …… 」 という 歌 を 私に 思い出させる。 歌の 後半 をつ づけて みると 「ぎよ!； き I きもと ほし g 

り 来し 御酒 ぞ 乾さず をせ ささ」 となって いる。 これ は 酒盛りの 席で うたわれる 歌曲と されて いる。 武田祐 

吉の訳 註 (角 川 版 『古事記』) によると、 

この 酒 はわた くしのお 酒で は ございません 

お神酒の 長官、 常世の国に おいでになる 

岩に なって 立って いらっしゃる スクナ ヒコナ 様が 

祝って 祝って 祝い 狂わせ 

祝って 祝って 祝い 廻って 


献上して 来たお 酒な のです よ 

盃を かわかさずに 召し あがれ 

とな つてい る。 バッカス の 宴に まことに ふさわしい 歌 だが、 スクナ ヒコナ は 『日本書紀』 の 一 書に よると 出 雲 

の 相 見 郡に ある 淡 島 (粟島) から、 粟 茎に のぼって はじかれて、 常世 郷に わたって 行った とされて いる。 これで 

みると スクナ ヒコナ は 粟に 関係の ある 神で ある。 したがって、 スクナ ヒコナ の 献上した 酒 は 粟の 酒 だとい うこと 

が 想像され る。 かって 八丈島で は 粟 を 原料と して 黒酒 を 作る のに 黒コ ウジ を 使った が、 この コ ウジ をつ くるに は、 

蒸した 粟の 上に ォ オタ 二 ヮ タリの 葉 を かぶせて おいた という。 そこで、 仁徳 天皇の 皇后の イワ ノ ヒメが 豊 楽 の 

ために、 紀伊 半島に ミツ ナガ シヮを 取りに 行った という 『古事記』 の 一 挿話 は、 この 神酒 を 作る ための 旅行で、 

ミツ ナガ シヮ はォ オタ 二 ヮ タリで あると いうの が 中 山 太郎の 説で ある。 

奄 美大 島に は 秋 名と か 赤 木 名な どキナ という 地名が 多く ある。 これ は 焼 畑の 意味 だとされ ている。 焼 畑で あれ 

ば 粟 も 作られた にちがいない。 水田の 適地に とぼしい 奄美 ゃ沖繙 では ごく 一部 を 除いて 粟 作が 主体であった。 そ 

のこと は 古代の 日本 本土に おいても 同様であった。 新 嘗祭も 米の まえ は 粟の 新穀 を ささげた と 推定され る。 そこ 

で 海の 彼方の 常世の 神に 感謝 を ささげる 祭に 粟 酒 を 供物と して 使用す る こと も 行なわれたろう。 その 粟 酒 を 常世 

の 国に います 酉の 長官の スクナ ヒコナ がくれ たもの だと よろこんだ こと もあった にち がいな レ とす わ S  二匸立 

、  たちが み 

す」 とよ 1^ か。 それ は 文字 どおり 岩と なって 立って いる 常世の 神の スクナ ヒコナ である。 み じ 力く しえば 立：^ 

常 に ほかならぬ。 

立 神と いう ことば は、 南 島人の 日常に たえず あらわれる 親しい ことばで ある。 奄美 ゃ沖繙 では 立 神と 呼んで い 

I る。 宮 古島で はこの 立 岩の 神 を 「びじ ゆる」 と 呼ぶ が、 「びんず る」 からき た 語で ある。 日本 本土に も 立 神と い 
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う 地名が、 あちこちに 遺って いる。 志 摩 半島に は 立 神と いう 集落が あって、 そこに 立 石が 明 神と して 祀られ てい 

る。 それ は 海岸の すぐ 近くの 海中に ある 大きく はない 岩で あるが、 満潮 時には、 ひた ひたと 潮が 岩の 頂き 近く ま 

で 押しよ せる。 この 立 石 は、 御 神体で あるので 正月に はしめ なわ を 張り、 盆に はこの 岩のと ころから 供物 を 沖に 

むかって 流し、 祖 霊の 島に むけて 感謝の 意 を 表明す る。 この 立 神 は 淡路の 南方の 沼 島に も ある。 沼 島で は 竜宮の 

門と 呼んで いる。 常世への 出発点と いう 意味で ある。 

そこで、 先に あげた 歌 は、 なぎさの 近くの 海中に 立って いる 岩 を 常世の 神の スクナ ヒコナ と 見立てて、 人び と 

が 海辺で 酒盛り をした ときの 歌と 考えても 一 向に さしつかえないと、 私 は 思う。 

さて、 『古事記』 によると、 スクナ ヒコナ が 海の 彼方から 火 虫、 つまり 蛾の 皮をはいで 自分の 衣服に し、 ガガ 

ィモの 実の 船に 乗って やって きたと きに、 だれも その 正体 を 知らなかった が、 力 ミムス ビの母 神が、 これ は 自分 

の 本当の 子 だ、 私の 「手 侯より 漏き し 子」 と 証明した と ある。 また 『日本書紀』 に は、 スクナ ヒコナ をォォ ナム 

チが 手の 中で もて あそんで いると、 スクナ ヒコナ はとび あがって ォォ ナム チの頰 にかみ ついた。 そこで 天つ 神の 

タカ ミム スビ にこの 男 は 誰かと 聞く と、 自分の 産んだ 千 五 百 人 あまりの 子どもの うち、 1 番言 うこと をき かない 

で 「指 間より 漏き 堕ちに し」 子どもだろう、 と 言った と ある。 

記紀が そろ つ てそうした 表現 をして いるの は、 すでに 古代に こうした 成句が 成立して いたから にちがいない。 

ところが 沖縟の 学者で ある 奥里将 建に よると、 彼の地で は 非常に 腕白で すばしこく、 もてあました 子ども を 「手 

の 侯から ふき ゆる わらび」 と 表現した という。 そうした 言い方が 大正時代の 沖繮 にまで つづいた という こと は、 

おどろくべき ことに 私に は 思われる。 「わらび」 と は 沖繮の 方言で 「童」、 「ふき ゆる」 は 「くきる」 ことで ある。 

記紀の 文章の 中の 成句 (熟語) と 現代の 沖繙の 方言の 中の 成句 (熟語) とが このように 一致す る こと を 偶然と す 

ますこと はも はやでき ないで あろう。 しかも、 沖繮 で、 この 成句が 小さい 子と いうより は 腕白で すばしこい 子 ど 


も を 指す ときの 比喩で あるの は、 『日本書紀』 に スクナ ヒコナ が とびあがって ォォ ナム チの頰 にかみ ついた、 と 

いう 文章の 内容 を 裏書きす る もので はない か。 

そこで、 スクナ ヒコナ の 「ス ク」 も、 「二 ライス ク」 の r スク」 と 関係が あるの かも 知れぬ。 二 ライの 二が 「根」 

と 同義で あり、 スクが 「底」 であると すれば、 「根の 国、 底の 国」 という 言葉 は 二 ライス ク という 言葉と 無縁で 

はない。 ちなみに 「ナ」 というの は 土地 を 意味す るから、 「スクナ」 といえば そのまま 「底の 国」 と 考える こと 

がで きる。 

二 

常 陸の 大 洗に 常世の国の 神の スク ナヒ コ ナの 伝承が あるの はけつ して 偶然で はない。 大洗 台地の 南 は 鹿 島台 地 

となって つづいて いるが、 両 台地の 中間に ある 独立 丘陵に 車 塚と 鏡 塚の 二つの 古墳が ある。 むかし はこの 古墳の 

ある 丘 凌 は 海に つき出した 岬と なって いて、 その ふもとまで 波が 洗って いたと 考えられ ている。 今でも その 頂上 

に のぼると すぐ 近くに 海が 見える。 この 古墳 群の 一 つ、 鏡 塚 は 発掘され た。 しかし、 復原 径百メ ー トル 近くの 車 

塚の ほう は 未発 掘の 大 円墳で、 五 世紀の 末 頃の 古墳で ある。 おそらく 仲 国 造の 墳墓で あろうと 推定され ている。 

この 仲 (那賀 ) 国 造 は 建 借 間 命 (タケ カシ マノ ミコト ) と 『常 陸 国 風土記』 に 記される。 タケ カシ マと いえば だ 

かむ や い みみ 

れ でも 鹿 島の 神と 同音で ある ことに 注目し ない わけに は ゆかない が、 諸 書に この タケ 力、 ン マ の 先祖 は 神.^ 井耳 命 

お う 

となって いる。 すると、 鹿 島の 神 もまた、 この 神 八 井耳 命と つながりが あるので はない かと 推定され る I 怠 富 

(多) 氏 は 神 八 井耳 命の 子孫の 十九 氏の 筆頭に あげられ ている。 その 十九 氏の なかには 常道の 仲 国 造、 そして さ 

らに、 石 城 国 造 もま じっている。 とすれば、 仲 国 造で ある タケ 力 シマは 多 氏と きわめて 関係が 深く、 先祖 を 一 つ 

にす る 氏族で ある。 『三代 実録』 貞観八 年の 条に は、 鹿 島 大宮司の 言と して、 鹿 島 大神宮の 修造に 多数の 用材 を 
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必要と する けれども、 従来 これ は 那珂郡 内から 官材 として 採って いたと いう 記事が ある。 それ は 仲 国 造の 時代 

からの 縁故に よる もので あり、 仲 国 造で ある タケ カシ マの 一族と 鹿 島 神宮との 関係の 深さ を 物語る もの だと、 弋 

場 磐 雄 は 指摘して いる。 

『常 陸 国 風土記』 は タケ カシマ を、 次の ような 形で 紹介して いる。 r 崇神 天皇の 御代に 東の 方の 賊を 平定す るた 

めに タケ カシマ をつ かわした。 タケ 力 シマは 軍隊 を ひきいて、 逆らう 者 をた いらげ、 g 来の 近くまで きたと き、 

賊は土 窟の中に 逃げ こんで 抵抗した。 そこで タケ 力 シマは 一計 を 案じて、 海に 舟 を 浮かべ、 音楽 を 奏して、 七日 

七夜の あいだ 『杵 島の 唱曲』 を 遊びた のしみ、 歌い かつ 舞った。 賊は その にぎやかな 音楽 を 聞き、 男 も 女 もみな 

出て きて、 浜 一杯に ひろがって 楽しんだ。 このと き、 タケカシ マ は自分のひきぃる兵士に土窟を塞が^、 うしろ 

から おそいかか つ てみ な 殺しに した」 

この 文章から タケ カシ マ の 常 陸に おける 最初の 根拠地が 今の 潮 来 付近であった という こと、 そして タケ カシ マ 

力と おく 九州の 肥 前に ある 杵 島山と 密接な 縁 由 を もっている ことが わかる。 今の 佐賀県に は杵島 郡が あり、 また 

鹿 島 町 も 存在す る。 そこで この キシ マ、 カシ マの 名 を 負う ものが、 那珂国 造の 初祖 である タケ カシ マで ある、 と 

大場磐 雄 は 推 する。 タケ カシ マの タケ はャ マト タケルと か タケ ミカ ヅチの タケと 同様で あるから、 タケ カシマ 

という だけで は、 どのような 氏族に 属する か、 判明し ない。 ただ、 神 八 井耳 命 を 同祖と する 多 氏と 関係が ある こ 

と は、 『古事記』 を はじめ 諸 書に 明記され ている。 

タケ カシ マと 多 氏との 関連 を 考察す る 前に、 『琉球 神道 記』 の 中の 「鹿 島 明 神の こと」 と 題して 次の 記事が あ 

るのに 注意したい。 

鹿 島の 明 神 は、 もとは タケ ミカ ヅチの 神な り。 人面 蛇 身なり。 常 州 鹿 島の 浦の 海底に 苦す。 一睡 十日す る 故 


か き  いそら 

に、 顔面に 牡蠣 を 生ずる こと、 磯の ごとし。 故に 磯 良と 名づ く。 神 功 皇后、 三韓 を征し 給う ときに、 九 尾 六 

瞬の 亀に のりて、 九州に きたる。 勅に よりて、 梶取 となる。 また 筑 前の 鹿の 島の 明 神。 和 州 春 日 明 神。 この 

鹿 島。 おなじく 磯 良の 変化な り。 

わた 

この 文章 を 見れば、 安曇 族が 祀 つてい る筑 前の 志賀 海神 社の 磯 良と おなじ 神 を、 鹿 島 明 神と して 祀 つてい る こ 

とになる。 そういえば、 志賀 海神 社に も 鹿の角が 倉庫 一杯に 収蔵して ある。 そして、 鹿 島 神社に も 大和の 春 日 神 

社に も 鹿が つきもの となって いる。 そうして、 この 鹿 こそ は、 その 肩甲骨 を： いて 占い をした 古代の 卜占 を 想像 

させる ので ある。 ここに 鹿 島と 関係 深い 中臣の 氏族の 姿が、 ちらちらと あらわれ るが、 それ は ともかく、 鹿岛叨 

神の 出自が 九州の 海人 族に 由来 するとい う 推定 はき わめて 濃厚な 蓋然性 を もっている。 

肥 前の 杵 島山 は、 三百 五十 メ ー トル 足らずの 小高い 山で、 『肥 前 国 風土記 逸文』 によると、 そこに は 三つの 昨 

ふし き 

が あり、 村の 男女 は 春秋に 手 をたず さえての ぼり、 酒 をのみ 歌 をうた つて かえる。 そのと きに うたう 歌の 節が 忤 

島 歌曲で あると 注して いる。 つまり 筑波 のかが いとおな じょうに 男女の 歓を つくす 習慣が この 杵 島山に あった。 

そこで は 酒 をのみながら、 歌の かけあいが 行なわれた。 これ は、 終戦 直後まで 南 島の 村々 で 見られた 毛 遊びと 

酷似す る ものである。 肥 前の 杵 島山の ふもとに 定着した 習俗が 常 陸に 移住した 人た ちの あいだに ひきつづ いてく 

りかえ される と、 東国の 人た ち も 酒盛りと 歌の かけあいの にぎやかな 光景に、 思わず 見 とれる こと もあった にち 

t がいない。 そして それが 前記の 『常 陸 国 風土記』 の 記事と なった と 思われる。 また、 同 風土記 久慈 郡の 条 にも 

常 「夏の あっきと き、 おちこちの 村里から 男女が あつまり、 酒と 肴 を もちよって 遊ぶ」 と 同じような 記事が ある。 

9 『新 編 常 陸 国 誌』 に 「年別の 四月 十日に 祭 を 設けて 酒灌 す、 卜 氏の 種 属男も 女 も 集合いて 日 を 積み 夜を累 ねて、 

5 

飲み 楽しみ 歌い 舞う I と あるの も、 これに 類す る ものであろう。 
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さて 鹿 島と いえば、 だれし も ミロ ク 踊り を 想い 起こす。 これに ついては 柳 田 国 男が 『海上の 道』 で、 ミロ ク 

の 出現 を 海から 迎える という 信仰が、 常 陸の 鹿 島 を 中心に した 鹿 島 踊りの 分布す る 一帯と、 沖繙先 島の 八重 山 群 

島に ある ことに 着目し、 沖繙の ミロ ク 信仰 は あきらかに- 1 ライカ ナイ、 つまり 常世から 渡来す る 神 を あやまって 

そういう 風に 解した ものであると している。 柳 田の 説 を 承け て 宮田登 は、 より 精細に ミロ ク 信仰の 追究 を 展開し 

ている。 宮田 によると、 鹿 島 信仰の 根底 を 支える もの は、 海の 彼方からより 来る 神が 人間に 吉凶 を 予言 するとい 

う 信仰で あり、 人び と はたえず その 幸運に 期待した。 そこへ、 中国伝来の 仏教のう ち、 未来 を 約束す る ミロ ク下 

生 信仰が むすびついて、 鹿 島の 原始 信仰と 習 合した。 ミロ ク 踊りで は、 ミロ クは稲 米で あり、 豊作 を 意味す る 言 

葉と なって あらわれる。 民衆の 描く 穀物の 豊熟な 社会 を ミロ ク世 という、 と 宮田は 説明して いる。 

私 は 竹 富 島から 西 表 島の 一 小島で ある 由 布 島に 移住した 人た ちが、 種取りの 祭のと きに うたう ミ 口 ク 讃歌 を 聞 

いた ことがある。 「ミロ ク世ゃ 目の まえ」 とか 「ミロ ク 世の 子孫」 という 歌の 言葉が 盛り こまれて いたが、 豊年 

の 世と いう 程度の 意味で、 鹿 島 踊りの 歌詞と 一 致す る。 これ をたん なる 遠方の 類似と 片付ける こと は ゆるされな 

い ミロ ク世、 すなわち 豊年 世と いう 民間 信仰が、 かく も隔 つた 日本の 東と 南の 果てに、 それぞれ 自生した と は 

考えられないから である。 つまり 鹿 島に は 西 あるいは 南の 常世 信仰が 運ばれた と私ュ 推察す る。 

ミロ ク 信仰 は その上に 乗った ので ある。 ただ、 ミロ ク 信仰が 八重 山から 鹿 島への コ ー スを たどった もの か、 あ 

るい は 日本 本土から 南下した もの か は、 それ は 八重 山に 遺る 念仏 踊りな どの 伝播 経路と ともに、 私に はわから な 

、 0 

三 

常世の 信仰 は 海流に 乗って 西から 東へ 運ばれた。 それに は 漂流して 土着した 人た ちに 寄った もの も あり、 また 


東国へ 移住し、 開拓し、 もしくは 国土 を 経営す る 人た ちに 寄った もの も ある。 後者の 一 つの^が タケ カシ マの 神 

を 奉戴す る 人び とであった。 では、 前に 述べた タケ カシ マと 多 氏との 関係 はどうで あるの か。 

おう よら 

前記の タケ カシ マ の 常 陸に おける 根拠地で ある 今の 潮 来 町に 大生 原と いうと ころが ある。 その 中心 葡は 旧大原 

村の だ 5^ と 呼ばれた ところであった。 『常 陸 国 風土記』 に r ャ マト タケルの 食事 を 煮炊きす る 小屋 を 海辺に かま 

え、 小舟 を 並べ つらねて 橋と し、 行宮に 通った。 そこで 大炊 (大 飯) の 意味 をと つて、 大生の 村と 名付けた」 と 

ある 場所に ほかなら ない。 大飯 という 言葉と 多 氏との 関連が、 ここで も ふしぎに あらわれて いるの を 見る ことが 

できる。 しかも、 この 大生 原の 地 は、 大生 古墳 群と 呼ばれる 古代の 墳墓が 百 数十 も 密集して いる 地域で ある。 古 

代 常 陸の 想定 国で は、 この 潮 来の 大生 は、 流 海すな わち 北 浦と その 南の 利根 川下 流に つき出した 行方 台地の 尖端 

に 位置して いた。 そこで 鹿 島国に 行く に はこの 行方 台地の 岬に あたる 大生から 船で 行く ほかはなかった。 この 大 

生に ある 大生 神社 は、 現在で も 天 正 八 (一 五八 〇) 年の 棟 札が 残って いる 力 ャブキ の 古風な 神社で あるが、 大生 神 

の 氏子た ち は、 鹿 島 神宮 はこ こから 移された ものである とかたく 信じ、 元 鹿 島の 名で 大生 神社 を 呼んで いる。 

それ を 裏書きす るよう に、 鹿 島 神宮の 代々 の 神職 をつ とめて いる 東 家の 文書に、 大生 神社 は 南部 大生 邑 (多 村) 

から 移された と あり、 それにし たがえば、 大和の 多 神社から 遷座した ものに 相違ない。 つまり、 大和の 多 神社の 

祭神で ある 神 八 井耳 命と その 後裔の タケ カシマ を、 この 大生 神社で も祀 つたと 大場磐 雄 は 推定して いる。 これ は • 

先祖の 神で ある タケ カシ マ を 奉戴して、 多 氏の 一 族が 西方から 常 陸に 移住した 事実 を 物語る ものに ほかなら ない _ 

では、 大生 神社から 鹿 島 神宮へ は、 どの コ.' スを たどった のだろう か。 鹿 島 神宮の 宮司で ある 東 実は、 大生の 

地から 流 海と 呼ばれた 入海 を 下り、 I^M  (太平洋) に 出て、 常 陸の 海岸の 明 石の 浜に 上陸し、 沼 尾 を 経て 鹿 島に 

、，； こつ ヒ のであろう と 推測 を 立てて いる。 なるほど、 鹿 島 神宮の 真東に あたる 明 石の 海岸に は、 堤防の すぐ 近く 

こ、 海原の 方に むかって 鳥居が 立って いる。 もとより 本殿 や 拝殿な ど はない。 
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東 実の いう 沼 尾と は 沼 尾 神社の ことで ある。 『常 陸 国 風土記』 香 島 郡の 条に 「天の 大 神の 社、 坂 戸の 社、 gsa. 

の 社、 三処を あわせて、 すべて 香 島の 天の 大神 という」 と ある。 ここで 天の 大 神の 社と いうの は、 天の ォホの 神 

社、 すなわち 多 氏の 一族の 氏神の 称と 考えられ ると、 大場は 言う。 これまでの 推論に かんがみ、 傾聴すべき 指摘 

あま 

である。 ただ. 鹿 島 社の 祭神が 海底に 住む 怪物の 磯 良 神で あると いう 伝承と 思い あわせて、 天 は 海と 考えた がよ 

いと 私 は 思う。 つまり、 天の 大の 神社 は 海の 多の 神社 あるいは 海の 青の 神社な ので ある。 

注目すべき は、 東 実の 想定 コ ー スで坂 戸神 社が 外されて いる ことで ある。 坂 戸 社 はァメ  ノコ ャネ 命を祀 る。 つ 

まり 中臣 氏と 関係 深いと も 思われる ものが、 除外され ている こと は、 常 陸に おける 中臣 氏の 地位の 低 さ を 暗示す 

る ものであろう。 鹿 島 大社の 北に ある 沼 尾 社は摂 社で フッヌ シを祀 る 社で あるが、 沼 尾の 名が 示す とおり、 その 

神社の 裏手から こんこんと 水が 湧き出て、 付近の 水田 をうる おす だけの もの を もっている。 『常 陸 国 風土記』 が 

「古老の いえら く、 神 世に 天より 流れ 来し 水 沼な り」 と美 化して 記述して いる 水源で ある。 沼 尾 社 は 見る かげ も 

なく さびれて いるが、 その 高台に 水田 耕作に 従事す る 人た ちが 住んで いた こと はたし かであろう。 そして、 この 

神社の 裏手から はるかに 香 取の 森が 望見され るの は、 それらの 人た ちが、 自分た ちの やって きた 故 地 を 日常な が 

めて 暮らして いた 姿 を 思わせる。 さて、 話 を 潮 来の 多 氏に もどす と、 大生 原の 地に 多 氏の 一族が いた こと はたし 

おうどの 

かで、 大生 神社の すぐ 近くに、 大生 殿 さまと 呼ばれる 神社が、 上 円 下方 墳の 上に 作られて いる。 その 本殿の 中に 

は、 明 暦の 頃に 建てられた 多 氏の 子孫の 顕彰 碑が 暗がりに 安置され ている。 また 大生 山 延命 院 観音 寺と いう 多 家 

代々 の 菩提寺の 跡 も ある。 文武 天皇の 御代に 創建され たとい われ、 藤 原 時代の 仏像 も 遺されて いたと いう。 私 は 

そこ を 訪れて みたが、 無住の 堂の かたわらに 墓石が ころがって いるに すぎなかった。 この 延命 院は多 氏 だけの も 

ので、 他家の 墓 は 作らせな か つ たという から 由緒の ある ものである。 

常 陸に は、 このほか 那珂 郡に 飯 富 村が あり 古名 を 大部と いい、 『倭 名抄』 に 大井郷 と 記されて いる。 『新 編 常 陸 


国 誌』 によると、 この 大井 神社 はもと 仲 国 造の タケ カシ マを祀 つてあった のが、 名前 を 混同して のち 鹿 島 神を祀 

るよう になった という。 また 仲 国 造の 縁 由に よって、 意富 臣 (多 臣) など もこの 地に 住んだ ろうから、 意富と も 

お ふ 

言った のだろう、 それが 飯 富と あやまり つたえ、 その 音 をと つて 於 布と も 言った ことがあ つたと 思われる、 とし 

ている。 そして タケ 力 シマは 多 氏の 族で、 肥 国 造から 分かれた のだろう と 推定して いる。 この 記事 は 私の これ ま 

で 述べた ところ を 再 確認させる もの だ。 西の 果て 九州の 肥の 国の 一 族で ある 多 氏が 東国 移住の 際に 祀 つた 鹿島祌 

は 常 陸 だけでなく、 鹿 島の 苗裔 神 三十 八 社 は 東北 地方に も 進出す る。 それらの 神 は 多 氏 一族と ともに、 北上す る 

ので ある。 

四 

常世の こと を 論じる のに、 かく も 多 氏の ことに こだわる の は なぜか。 多 氏が 海人 族の 信仰 や 風習 をった えたの 

みならず、 常世の国の 伝承に 精通して いた こと は、 『日本書紀』 の 中の 次の 記事から はっきりと うかがわれる。 

たとえば 皇極紀 に は、 富士川の ほとりに 住んで いた 大生 部の 多が、 村人に むかって、 虫 を祀る こと をす すめ、 

これ は 常世の 神で あるから、 この 神 を祀る 人た ち は、 金 持に なり、 あわせて 長生きす る こと もで きる と 説き、 付 

近の シャ ー マンた ち も、 常世の 虫を祀 つたら、 貧しい 者 は 金 持に、 また 老人 は 若返る ことができる、 と 神託に の 

せて 言い ふらした、 という 記事が 載って いる。 そこで 都と いわず 田舎と いわず、 常世の 虫 を 前にして、 歌ったり、 

舞ったり して、 自分の 家の 財宝 を 投げす てた。 まことに 人心 惑乱して 有害無益 なので、 秦河勝 は、 この さわぎの 

常 張本人で ある 大生 部の 多 を 打ち こらしめた。 これ を 見て シャ ー マンた ち もお それ、 常世の 虫 を祀る こと を やめた- 

3 当時の 人 は、 

6 
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太秦は 神と も 神と 聞え くる 常世の 神 を 打ち 懲 ます も 

という 歌 を 作った。 ところで、 この 常世の 虫と いうの は、 いつも タチバ ナの樹 に 生まれ、 あるいは 山椒の 木の 幹 

について いる 四寸 ばかりの 虫で、 大きさ は 親指 ほどの もの。 色 は 緑で 黒い まだらが あり、 蚕に そっくりであった、 

と 『日本書紀』 の 作者 は 注記す る。 これから みれば、 常世の 虫と いうの は 蝶の 幼虫で あつたと 推定され る。 問題 

は それが タチバ ナの樹 に 棲息して いたと いう ことであろう。 つまり タチバ ナは トキ ジクの カグの 木の実で あり、 

それ を 求めて タジマ モリが 常世の国に 渡った という 話 は あまりに も 有名で ある。 また 沖繙 では、 現在で も 虫送り 

といって、 海の 彼方の 二 ライカ ナイ (常世) に 害虫 を 追放す る 習俗が 行なわれ ている。 

この 物語で 注意すべき は、 常世が 福 を もたらす 場所と 考えられ ていて、 死者の 行くべき 原 郷とは 考えられ てい 

ない ことで ある。 祖 霊のと どまる 他界と いう ことが 一般に 信じられて いるならば、 秦河勝 は 大生 部の 多 をな ぐり 

つける こと はしなかった だろう。 つまり、 今日の 沖繙で 見られる 二 ライカ ナイの 信仰と おなじように、 理想郷に 

すぎなくな つてい る。 

それ は 『常 陸 国 風土記』 の 記事から してそう である。 まず その 冒頭の 文に 常 陸の 国が 豊かであって、 「古の 人、 

常世の国 といえる は、 けだし 疑う らく はこの 地なら むか」 という ことから はじまり、 たとえば 鹿 島 神宮の 描写で 

は 「春、 その 村 を 経れば、 百の 草に 艷 える 花 あり、 秋、 その 路を すぐれば、 千の 樹に 錦の 葉 あり。 神仙の 幽 め 

くしび  なりい  ところ  しる 

る 境、 霊異の 化 誕づる 地と いうべし。 うるわし きことの 豊かなる は、 つまびら かに 記すべからず」 と 述べ、 全篇 

が 美化され ている。 文学 性が きわめて 濃厚な ので、 新 帰朝 者の 藤 原 宇合 を 監修者と し、 『万葉集』 の 中の 有名な 

歌人 高撟虫 麻呂を 直接の 撰修 者と する 考えが 当然 生まれて くる。 

延喜 式に は 宮廷の 追儺の 儀式で 四方の 堺に 悪霊 を 追放す る 儀式が あるが、 四方の 堺は東 は 陸 奥、 西 は 遠 値嘉、 


南 は 土 佐、 北 は 佐 渡で ある。 この 方位 観と 国土 観 は 八 世紀 初頭まで さかのぼれ ると 歴史家 は 推定して いる。 そこ 

で 八 世紀 以前 は 常 陸が 常世の国と 見なされ たこと は 不自然で はない。 常 陸 を 東方の 聖地と みるの は、 伊勢 を 「常 

世 浪の敷 g のよ する 国」 というよ うに、 いわば 大和 政権の 支配者の 中に 宿った 方位 観に よる ものである こと はま 

ちがいな いが、 ただ それが 古代 帝国の 版図の 四 境 を 誇示す るた めの もの だけで あつたと はとうて い 考えられない。 

南. や 西から 東へ 漂着し、 あるいは、 移動して きた 海の 民に よって 運ばれた 常世 観が まずあった、 と 私 は 見る ので 

ある。 たとえば 「鹿 島 立ち」 というの は 東国の 人た ちが 防人と なって 九州に 旅立つ ときに 鹿 島 神宮に 参詣す る こ 

とから 始まった と言われて いるが、 その 鹿 島が もとは 西北 九州に あつたと すれば、 故 ■ に 帰る ための 神への 挨拶 

だった かも 知れない ので ある。 

しかし、 これまで 述べた ように、 富士川の ほとりの、 大生 部の 多の 常世 も、 また 『常 陸 国 風土記』 に 見られる 

常世 観 も、 いわば 物質的な 幸福 を もたらす ところと いう 観念が 支配的で ある。 しかも、 そこに は 『常 陸 国風 土 

記』 に 出て くる 夜 刀の 神 を 退散させる 人間 や、 常世 神の 信奉者 を うちこら す秦河 勝の ごとき ものが 登場す る。 

つまり、 現世と 常世と が 相似で あり、 かつ 等価 値で あると する 平等な 二元論 は 失われて いて、 神にたい する 人 

間の 力が 誇示され ている。 しかも、 その 人間 は 古代 王権の 支配 下につな がって いるもの である。 つまり、 古代 天 

皇制は 二元論 的 世界から 脱皮して、 自分の 手中に 力と 権威と を 集中し はじめた のであった。 国家の 版図への 意識 

はかえ つて 強化され、 その 四 境の 果て は 常世 だとす る 観念が 生まれた。 それが 東 は 常 陸で あり、 西 は 小 値 価の 島 

の 近くの 「みみら くの 島」 で、 そこに 行けば 亡き人に 会える という 信仰が 長く つづいた。 

かって は 常世 はすぐ 近くに 想定され る祖 霊の 島であった。 それが あとで は 国家の 四 境に 拡大され た。 古代 天皇 

制 は 現世 一元論 を つらぬき、 その 頂上に 自己の 権力 を 置こうと したが、 現世と 他界の 形式的 二元論 を 廃す るまで 

に はいたら なか つ た。 それまでの 長い 歴史の 中で 海辺の 民が 常世の 観念と ともに 生きて きた 事実 を 否定す る わけ 
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に は ゆかな か つ たからで ある。 


i67 丹 後の 浦 島 伝説 


丹 後の 浦 島 伝説 


1 

常世と いう 言葉 は、 現代 日本人の 大部分に はも はや 通じない 死語で ある。 だが、 浦 島 太郎が 行った 竜宮の こと 

だとい えば 誰でも 納得す る 日本人 共通の 感覚 はま だ 濃厚に 残つ ている。 ただ ゥ ラシ マ は 死者の 国から 帰った ので 

はない。 海底に ある 仙境に あそんだ というの である。 したがって 浦 島 伝説 は 海外に たいする 日本人の 憧憬 を あら 

わす 挿話で も ある。 ゥ ラシ マと いう 言葉から して 象徴的な 感じが する。 だが、 それ は 海岸 や 島々 を あらわす 地理 

学 的な 名称に とどまらない。 沖繙で ふつう シマ といえば 村の ことで ある。 それと 同時に ゥラは 海辺の 集落で ある。 

これ は 日本 本土で も 何々 浦と いう ふうに 漁村 を あらわす 語と して 使用され た。 そこで 浦と 島と は 対語と みなされ 

る。 浦 島 子 はもと は 浦 子 あるいは 島 子の ことで ある。 『丹 後 国 風土記 逸文』 が 「筒 川の 島 子」 という 表現 をと つ 

ている の は、 固有名詞で なくたん に 筒 川の 村の 人と 解す るの が 妥当で ある。 

浦 島 子に 関する 記事 は、 『日本書紀』 によると 雄 略 帝の 二十 二 年の 話と して、 丹 波 国 余 社 筒 川の 人、 水 江の 浦 
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島 子が 船に 乗って 釣 をして レる とき、 大亀を 生け捕りに したが、 その 亀 はたち まち 女と なった。 甫急 子よ この 女 

を 可愛がって 自分の 婦 とし、 二人して 海に 入り、 蓬萊 山に いたった、 となって いる。 『丹 後 国 風土記 逸文』 にも 

ほぼ 同様な 記事が 見える。 

筒 川と は 丹 後半 島の 東の 部分、 すなわち 伊根 町の 北に ある 鷲 岬から 経ケ 岬に いたる 間 を 指す。 そこ を 昔 は 筒 川 

の庄と 呼んだ。 浦 島 太 郎を祀 る 宇 良 神社の ある 本庄 浜に は、 小さな 川が 流れて、 いま 常世 浜と 呼ぶ 海岸に そそい 

でい る。 それが 筒 川であって、 筒 川の 中流 あたりの 部落 もお なじ 筒 川の 名で 呼ばれる。 また 秦の徐 福 を祀る 神社 

の ある 新 井崎 は本庄 浜の 南に あり、 おなじく 筒 川の 庄の 中に 含まれて いる。 

ちなみに、 与 謝 (余 社、 吉佐) という 語 は沖繙 では 海岸に 多い 地名で、 シ ヤコ 貝 をァザ 貝と となえる のと 関連 

すると 東 恩 納寛惇 は 言って いる。 とすれば 丹 後の 与 謝 郡 も それと なんらかの つながりが あるの かも 知れない。 ま 

た 『丹 後 国 風土記』 に は天椅 立の 条に、 その 「後 を久 志の 浜と 名 付く」 となって いるが、 この 粉：^ クシと よぶの 

は沖繙 では 通例で ある。 丹 後の 峰 山 町に ある 久次 という 地名 も、 後 を 意味す る クシと いう 語から 由来す る。 この 

ようにして、 丹 波、 丹 後に は 南方と つながり を 思わせる 地名が 少なからず あるが、 それば かりで なく 浦 島 伝説 も、 

沖繙の 『遺老 説 伝』 に みられる 稲福 婆の ように、 竜宮に 行って 帰った とする 伝承と すこぶる 暗合して いる。 

ここで 書き添えて おくと、 『万葉集』 巻 九の 「水 江の 浦 島 子」 を 詠んだ の は 高 橋 虫麻呂 とされて いるが、 彼 は 

また 藤 原 宇合の 属官と して 『常 陸 国 風土記』 の 編纂に 関与した と 推定され ている。 とすれば 『常 陸 国 風土記』 に 

「いにしえの 人、 常世の国 といえる は、 けだしう たがう らく はこの 地なら むか」 という 一句 は 水 江の 浦 島 子 を 詠 

んだ 長歌の 中の 「常世べ」 という 語と、 なにがし か 照応す ると ころが あるの かも 知れない。 高 橋 氏の 出自は 膳臣、 

つまり 天皇に 膳部 を ととのえる 役目の 家柄だった のか も 知れぬ。 そして、 たとえば 若 狭の 八 百 比丘尼の 生まれた 

家が 高 橋の 長者と なって いる ことに も 瞎臣の 家柄と 深い 縁 由の ある こと を 感ずる。 


I る 9 丹 後の 浦 島 伝説 


浦 島 伝説 はすで に祖 霊の 行く 死者の 国と しての 常世の 感覚 を 失って いる。 記紀の 編纂され た 時代に は、 たんな 

る 海の 彼方の 神 仙郷と いった 程度に 考えられ ていた ことが 推測で きる。 不老不死の 楽土と いう 観念 は、 道教の 思 

想の 影響で あるが、 それ 以前の 古代 日本人の 描く 死者の 国に もなかつ たわけで はない。 死者が 老い もせず、 死に 

もしない こと は 明らかで あるから。 宮 古島で は 悪人 だけ は 例外で、 「悪人 は 二度 死ぬ」 という 言葉が あるが、 死 

ん でからもう 一 度 死ぬ という 罰、 つまり 再生 不可能の 罰が 科せられる というの である。 

この こと は 人間が 死んだら、 再生の 可能性 を 秘めて いる こと を 意味す る。 それが もともと 不老不死 という 言葉 

の 内容だった と 私 は 思う。 しかし、 それ はやが てュ ー ト ピアと しての 楽土 を 描く ときの 必須条件 となった。 それ 

と 同時に、 常世から 死者の 住む 国の ィメ ー ジは 脱落した ので ある。 しかし 『丹 後 国 風土記 逸文』 の 中で、 島 子が 

神 女にたい して、 「子ら に 恋い 朝 戸 を 開き わが 居れば 常世の 浜の 浪の音 聞 こ ゆ」 と 思い を 述べ ると き、 

私たち は 当時の 人び とが、 実際に まだ 常世 浪の 打ちよ せる 音 を 聞いて いたと 思わずに はいられない。 常世から よ 

ちと 

せる 浪を 受けて 再生 を 望む ことが みそぎ をす る ことの 原の 意味で あ つ た。 このように 祖 霊の 国と 生者の 国との 交 

流 を かたく 信じた 時代が あった。 それ は 万 葉 や 風土記の 時代に は 失われた かの ごとく 見えながら、 歌の 実感の 中 

に はなお 籠り 得た ので ある。 

この 筒 川の 里から 真東に あたる 海上 三 里のと ころに、 冠 島と 沓 島と 呼ばれる 二つの 小島が 浮かんで いる。 この 

二 島 はお そらく 筒 川に 浦 島 伝説が 生まれた ときす でに 意識の 指向の 中に あつたと 思われる。 ここに 『丹 後 国風 土 

記』 の 残 欠と 称する ものが 残されて いる。 その 資料 価値 は 確定して いないが、 しかし、 民間伝承の 反映と みる こ 

と は 十分で きる。 さて、 その 中に 次の 記事が ある。 

丹 後の 凡海郷 (今の 舞 鶴 市の 東北に ある 大浦 半島の あたり) はもと もと 一 つの 島であった。 ォォ ナム チとス クナヒ 

コナが やって きて 海中の 小島 を あつめて、 大きな 島 を 作った。 凡海郷 がそれ である。 ところが 大宝 元年 三月に 地 
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震が 起こり、 三日 も つづいて やまなかった ので、 この あたり は 一夜のう ちに 蒼海と なった。 わずかに 凡 海 郷の中 

の 高い 山の 一 一つの 峯と立 神の 岩 だけが 海の 上に 出て いた。 

今 はこれ を 「常世 島」 といい、 また、 俗に 男 (雄) 島、 女 (雌) 島と も 呼んで いる。 島に 祀る神 は 天火 明 神と 

め こノ いらつ め  あたい おうし あまの むら じ 

目子郎 女の 神で、 これ は 海 部 直と 凡 海 連が、 彼らの 祖先 神と して 祀る ものである。 云々 

この 記事 は 常 陸の 大 洗の 海岸に、 ォォ ナム チス クナヒ コナに なぞらえた 立 石が あらわれ たという 『文徳 実録』 

の 記事 を 思い起こさせる。 この 冠 島に 祀る火 明 神 は 海神の 娘と 結婚した ヒ コホホ デミで あり、 元 慶四年 (八 八 〇) 

おきつ 

に は 肩津島 神社と いう 名称で 従 五位 下に 任ぜられて いると ころから みれば、 古くから 鎮座す る 由緒 ある 神社で あ 

つた。 息津島 神社 はの ち 老人 島 神社と 名 を あらため ている。  一 

この 冠 島の 北の方の 海岸に、 立 神と いう 立 岩が ある。 直径 二 間ば かり、 高さ は 十五 間ば かりの 立った 岩で ある。 

これが 竜宮、 つまり 常世 をお がむ 岩で ある こと はいう まで もない。 この 立 神 岩 を 五十 建 石 別 尊と 呼んで いるが、 

同じ 神 名 を もつ 立 石が、 伊根 町の 立 石 部落に も 残って いる。 今 は 道路の わきに あるが、 昔 は 海中に あった。 この 

立 石に あやかって 部落の 名 もつ けられて いる。 そして この 立 石の 近くに 「あしかの 社」 (立 石の 人た ち は あ いや 

さんと 呼んで いる) が ある。 毎年 七月 十日の 前後に は 伊根の 漁民 は 大挙して 冠 島に わたって 島 参りした あと、 伊 

根 町立 石に ある 「あしかの 社」 にもう で、 豊漁と 航海の 安全 を 祈る 風習が ある。 

しかし、 それ は 伊根の 漁民に 限らない。 ひろく 丹 後半 島の 与 謝 郡、 加 佐 郡、 そして 若 狭 や 越 前の 漁民た ち も 島 

参り をす る。 

舞 鶴 港の 近くに ある 吉 原の 漁民 は 毎年 旧の 五月 五日に 冠 島に わたり、 終夜 島の 付近で 漁 をした のち、 あくる 朝 

に は 身 をき よめて 神に 祈り を ささげ、 櫓 一 梃に 櫂 八本の 漁船が 二そう、 正午に とも づ なを 解いて 競漕しながら 舞 

鶴に 帰り、 それ を 迎える 吉 原の 漁民 も 熱狂 するとい う。 これ は 大正 十四 年の 『加 佐 郡 志』 によった ものである。 
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常世 島から 競漕して 帰る というの は、 常世から 「世」 (豊漁) を もらう こと を 意味して いる。 冠 島が 常世 島と 信 

じられ てきた の は、 これらの 事例が 物語って いる。 

ここで 書き そえて おきた いのは、 丹 後半 島 第一 の 漁場と されて いる 伊根の 町に ある 青 島の ことで ある。 『丹 後 

国 風土記』 に は 「与 謝の 郡、 日 置の 里、 この 里に 筒 川の 村 あり。 ここの 人夫、 日 下部 首ら が 先祖の 名 を 筒 川の 島 

子と 言 ひき」 と あるが、 伊根 は 与 謝 郡の 日 置の 里に 含まれて おり、 浦 島 伝説の ある 筒 川と は 隣接して いる。 昔 は 

鲸 とりの さかんな ところと して 有名であった。 小さな 湾の 奥 沿いに 発展した 漁村で ある 伊根 町 は、 一 階を舟^^に 

あて、 二階 を 居室に して 住む 漁民の 家屋が 海沿いに びっしり 並んで いる。 このような 特徴 を もつ 家の 構造が つく 

られ たの は、 湾が 深くて 北風 を 防ぎ、 また 青 島が 伊根の 湾口 を扼 して 波浪 を さえぎって いるから だ。 

私 は 青 島に わたって みた。 梅雨の 晴れ間の ひととき を 狙って、 私 は 伊根の 町の 漁 協から 船 を 出して もらった。 

青 島へ は 十分 位で つく。 まず 目立つ の は 全島が 椎の 木で うっそうと 蔽 われて いる ことであった。 青 島の 椎の 実が 

海に 落ちる の を 狙って 魚が 寄りつ くと いわれて いる。 若 狭の 『拾椎 雑話』 の 題名 も、 そうした 通説から とった の 

だから、 かって は 流布して いた 話であった ろう。 

岩崎英 精の 教示に よると、 もとこの 青 島に は 慈眼 寺と 正 法 寺の 二 寺が あつたと いう。 それ は 江戸時代 以前の こ 

とに 属する。 伊根の 町 はもつ とも 湾 奥の 亀 島と いう 部落から 開けて いったの だが、 この 青 島 は 亀 島 部落の 所有で、 

そこに 火葬場 も 作られて いた。 もちろん 墓地 もあった。 それが 今 はすつ かり 跡形 もな く 取り払われて しまって 鲸 

の 墓が ある だけで ある。 しかし、 私が 亀 島の 部落の 老婆に 聞いた ところでは、 その 幼少の 頃に は、 海難に あって 

溺死した もの や、 幼児で 死んだ もの は 青 島に 葬る ことにした。 しかも その 場合 は 火葬に せずに 土葬の ままだった 

というから、 青 島が 埋葬地で なくなつ たの はそう 遠くない 時代で ある。 溺死者 や 若 死の 者をケ ガズン (怪我 死) 

と 呼んで、 ai 葬の 場所 を 異にする 例 は沖繙 では 多く 見られる。 おそらく 伊根の 風習に もそう した 南 島の 古い 意識 
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が 流れて いると 私 は 考える。 伊根の 青 島が 埋葬地に あてられた 地 先の 小島 だから 「青 島」 と 呼ばれた のか、 ある 

いはまた 椎の 青葉が 茂りあった 小島の ゆえに そうした 呼称 を もつ にいた つたの か は 分明で はない が、 少なくとも 

伊根の 町の 人た ちが 江戸時代の 前から 明治、 大正に いたる までの 長年 月、 死者 を 船で 青 島に 運んで 葬った 事実 は 

ここで はつ きりした。 

二 

くさ か ベ  おびと 

私が 「浦 島 伝説」 で 注目す るの は 浦 島 太 郎が筒 川庄日 下部の 首の 先祖と なって いる ことで ある。 

この 日 下部 首が 日 下部 連と 同族で あると 推定 するとき、 日 下部 連 使 主と その子の 吾田 彦が弘 計、 億 計の 二王 子 

を つれて、 丹 波の 余 社 (与 謝) の 郡に 難 を 避けた という 『日本書紀』 の 記事が にわかに 浮かび あがる。 つまり 日 

下部 連 使 主た ちが 逃げた 丹 波の 与 謝 郡と いうの は 筒 川の ことではないだろう かとい う 疑問が 湧く の である。 『丹 

哥府 志』 によると 浦 島 伝説の ある 筒 川の 庄の 本庄浜 村の 「若宮 大明 神」 はお そらく、 弘計、 億 計の 二王 子 を祀る 

神社であろう としてい るが、 この 二王 子 は、 のちに 顕宗、 仁 賢の 帝王と なる 人物で ある。 しかも、 私たちに 親し 

い 飯豊の 青の 皇女が 一 一王 子の 姨と もまた 妹と もされて いる 血縁で ある こと は、 すでに 見たところ である。 

ここで 二王 子の 逃亡 径路 をた どって みる こと は、 私の 追究す る 「青」 の 主題に、 なにがし かの 手がかり を 与え 

はしない か、 と 考えながら、 私 は 丹 後 や 播磨を 歩き まわった。 その 前にまず 記録 類から 見て みょう。 

『加 佐 郡 志』 によると、 安康 天皇の 即位 二 年 (四 五 五) 冬 十二月に 二王 子が 難 を 避けて 今の 舞 鶴 市内の 大 内に 行宮 

を 作って 潜 居して いたと ころから、 大 内の 名称が 始まった という。 また 九 八 江村の 和 江 神社で は、 二王 子が 酒饌 

を そなえて 開運 を 祈願した のち、 村民 は 代々 毎年 十一 月 五日に 大小 二 桶 を そなえて 祭礼 を 行なう 慣例が あると い 

ラ 0 
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この 記事で 見れば、 二王 子 は 舞 鶴に ひそんで いた。 そして 舞 鶴と、 飯豊 皇女に 縁 由の ある 若 狭の 青と がわず か 

三 里し か 離れて いない ことにお どろく。 しかし また 大内 という 地名 は宮津 市の 西北に ある 岩 滝 町に も 見つかる。 

この  なんば 

その 点に は あとで 触れる として、 まず 丹 後一 の宮 として 知られた 宮津 市の 籠 神社の すぐ 北に ある 難 波 野と いう 部 

ふもと 

落の 伝承から 見て いこう。 ここの 部落に は 仁徳 帝と 弘計、 億 計の 二王 子 を 祀る麓 神社が ある。 今 は 見る かげ もな 

くさびれ ている が、 集落の 奥の 山の 根に あり、 おそらく その あたりから 集落が 発達した こと を うかがわせ るに 足 

りる。 

さて、 一 一王 子が 難 波 野に のがれて きたの は 現地の 伝承で は その 母が 陰陽師 だ つ た 安倍 氏 だ つ たとい われる から 

はえ ひめ 

である。 『古事記』 では 母 は 夷 姫であった とされて いる。 二王 子 はこの 地に 潜伏して いたが、 身の 危険 を 感じて、 

三重の 長者 五十 日 真黒 人 をた よ つ て 落ちて い つ た。 

難 波 野の 人た ち は 二王 子の 素性 を 知らなかった が、 その 出立に あたって、 大きな 赤飯の にぎりめし を 作り、 弁 

当 を 作っても たせた。 この 伝承 は その 出立の 日と 見なされる 旧の 十一月 朔に、 村人が 神 田から とった もち 米 をた 

いて 赤飯 を 作り、 村 中の 人に 一 つず つくば る 行事と して 今 も つづいて いる。 これ を 飯 遣 福と か 居 在 福と か 呼んで 

いる。 

さて 二王 子 は 難 波 野 を 出る と、 岩 滝 町から 大内 峠を越え た。 そこで 大内峠 は 王 落 峠と もい われて いる。 峠を越 

える と 三重の 村で、 そこの 長者の 五十 日 真黒 人が 一 一王 子 を 牧童と 見せかけて 庇護した という。 この 五十 日 真黒 人 

はじつ は 日 下部 一族であった とされて いる。 この 三重 村の 近くの 皇住村 (久住 村) に は 木 積 神社が あって 二王 子 

を祀 る。 また、 須津 にも 二王 子が 難 を 避けて とどまつ たという 伝承が ある。 これらの 伝承のう ちに 注目すべき は 

『丹 哥府 志』 の 記事で、 二王 子 は 三重の 五十 日 真黒 人と 筒 川の 日 下部 連 使臣の 両方に 分かれて 潜 匿され ていたと 

している。 それ はお そらく 後世の 合理的な 解釈で あるが、 ともかくも 丹 波の 与 謝 郡が 日 下部 氏族の 根拠地で あつ 


たこと はまちが いない。 

I これまでの 潜行の 経路 は 二王 子が 与 謝 郡に まずの がれた という 『日本書紀』 の 記事 をう けて、 現地に 伝えられ 

g てきた もので、 後世の 作為と いう 以外に、 古い 民間伝承 もま じってい ると 私 は 考えたい。 これにた いして 『古事 

記』 は 山城の 相 楽 郡 や 綴 喜 郡の 方から 淀川 を わたり、 播 磨の^ 心， _ 深み 村に 逃げた となって おり、 丹 波 丹 後に は 関係が 

ない。 ただ 私の 気になる の はこ こで 猪 甘の 老人、 つまり 豚 を 飼う 老人が 出て くる こと だ。 また 二王 子 は 志 深 村で 

は 馬 飼 牛 飼と して 使役され た。 五十 日 真黒 人が 二王 子 を 牧童に 見せかけて 隠した と ある 伝承 もこれ にあ やかった 

ものと 思われる が、 その 頃す でに 牧畜の めばえが あり、 それに 従事す る もの は 農民と はちがつた 集団生活 をい と 

なんで レ たので はない か。 二王 子 もそう した 集団 を 管理す る 「山 部」 の 庇護の 下に 逃走し つづけ，， こので は，， よ、， か、 

ともち ろん これ は 想像で あるが 考えて みたくなる。 

さて、 私 は 二王 子の 最後の 隠れ家と なった 播 磨の 美 囊 郡の 志 深の 里に 触れなければ ならない。 『播磨 国 風土記』 

によると、 二王 子 は 日 下部 意 美 (『日本書紀』 では 使 主) を ひきつれ てこの 志 深の 村の 石室に 隠れた と ある。 し 

かし、 日 下部 意 美 は 自分の 罪が 重大な ので、 とうとう 自殺した。 そこで 二王 子 は 志 深の 村の 首長で ある uj,,^ の 

家の 使用人と なった。 この 伊 等 尾 は 『日本書紀』 ではお 1 へ i やおに i がと なって いる。 細目 はィ トミの ことで ある。 

太 田 亮は丹 波の 与 謝 郡と 同様に 播磨 にも 日 下部の 同族が 多く 存在し、 この 志 深 村の 首で ある 刀い 海 部 造の I- ず 肥 

も 日 下部 連の 一族であった とする。 ところで、 太 田に よると、 この 忍 海 部 は 忍 海郎女 またはお g|i お！^」 であると 

ころの 飯豊の 青の 皇女の 御名 代であった。 忍 海 部 造 は 海 部 を 統一す ると ころの 氏族で、 忍と は大 または 凡と 通じ 

て 使用 するとし ている。 とすれば、 志 深 村の 忍 海 部 造の ィ トミと イイ トミ (飯 富) がつ まって そう 発音した の だ。 

そして 舞 鶴の 近くが 凡 海郷と 呼ばれて いた こと、 そこで 飯豊の 青の 皇女に ゆかりの 地で ある 若 狭の 青に 隣接した 

ところで ある こと をい やで も 思い出さず によ ハら れ，， よ 、-。 
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さて、 飯豊 皇女の 名に ついては 『陸 奥 国 風土記 逸文』 に 白 川の 郡の 飯 豊山は 豊岡姬 の 忌 庭で あると されて いる。 

飯豊青 尊が 物部臣 をして 御幣 を 奉らせた ところから その 名が つけられ たという。 また 垂仁 天皇の 時に 飢餓で 多く 

の 人が 死んだ。 それで、 宇恵々 山と 呼んだ が、 のち 名を豊 田、 または 飯豊と あらためて 呼ぶ ようになった という。 

この 説話に 共通す るの は、 それが いずれも 穀物に 関係 ある ことで ある。 つまり 最初 は 青、 多、 大と 書いて ォゥと 

読ませて いた ものが、 ォゥに 飯 富の 字 を あてて イイ トミに なり、 さらに 飯 富 を 飯豊と 書いて イイ トヨと 呼ぶ にい 

たづた。 私 はこ こに 青に ゆかり を もつ 海人 族が、 海岸の 低地 を拓 いて その 泥 田に 稲 を 作って いく 日本 古代史の 一 

面が 捉えられ ると 考えて いるので ある。 

私 は 一 一王 子の 後 を 追って 丹 後から 播 磨に 向か つ た。 今の 三 木 市の 東に あたる ところに 志 深と いう 部落が あり、 

その 奥に 細目と 窟屋 という 地名 も 残って いる。 私が おとずれた 日 は あたかも 田植の 最中で、 そこに 働く 人び との 

くらし は 豊かに 見えた。 段丘 状の 田んぼの 風景 を 横切った 山す そに 大きな 岩室が あった。 中には 水が 湧いて いる。 

1 一王 子の 隠れ家と されて いるもの である。 おどろいた ことに 日 下部 使 主の 頌徳 碑 も 山道の かたわらにあった。 

にいむ ろ 

二王 子 発見の きっかけ は 新 室の 宴の 歌であった。 この 家つ くりのお 祝い は沖繙 でも かって 行なわれ ていた。 島 

袋 源 七の 『山 原の 土俗』 によると、 神 女が やって きて 家の外 を まわり ォ モイ (ォ モロ) を 歌って まわる。 その ォ 

モイが 王子の 歌に きわめて よく 似て いる ことに 私 は 注目す る。 また 王子の 歌の 最後に 「吾が 常世た ち」 という 言 

葉が 出て くる。 ここでい う 常世と は 老人の ことで ある。 古代で は ひどく 年老いた 人た ち は 生きながら 常世 神と 思 

われた の だ。 


『播磨 国 風土記』 は 二王 子の ひそんだ 志 深の 里の 名の 起こりに ついて 次のように しるして いる。 履 中 天皇が 巡行 


常世 論 1フ6 


中、 ここの 井戸の かたわらで 食事 をして いると きに、 シジミ 貝が 弁当箱の ふちに 上がって 遊んだ。 この 貝 は 前に 

自分が 阿波の 国の ヮ ナサで 食べた 貝 だとい うこと で、 なつかしく 思い、 志 深の 里と 名 づけた と ある。 この ヮ ナサ 

はヮ ナサ オフ ソ 神社の 近くに ある 奈佐 浦の ことで ある。 今 は、 徳島県の 最南 部の 宍喰 町の 一地 名と なって いる。 

ヮ ナサの ナは 波の音で、 海女の 言葉で そういうの だと 『阿波 国 風土記 逸文』 にある。 ナサ は 波の音が やむ ことが 

ない、 という 意味で あり、 オフ ソは大 磯から 由来す る 語と されて いる。 

この 徳島県の 南部に 多くの 海士、 海女 部落が ある。 

ところが 出 雲に もァヮ キへヮ ナサ ヒコ という 神が あり、 それ は ァヮキ へ (阿波 来 経)、 つまり 阿波から 出 雲に 移 

住した ヮ ナサ ヒ コ だと いう 意味と、 折 口 信 夫 は 解釈して いる。 『出 雲 国 風土記』 に はァヮ キへヮ ナサ ヒコ という 

神の 在し ます 船 岡 山の ことが 語られて いる。 

私 は 出 雲に 旅行した ときに 大東 町の 船 岡 山に は 行き そ びれ たが、 近くの 宍道 町に ある 和奈 佐と いう 所に は 足 を 

のばして みた。 玉 造 温泉から さらに 奥へ 行った 農村の 道の 傍の 高い 石段の 上に は、 はたして ァヮ キへヮ ナサ 神社 

があった。 和 奈佐は 出 雲の 一地 名に なって いるが、 奈佐 という 地名 は但 馬の 豊岡 市に 見つかる。 豊 岡の 西部に あ 

る 谷の 村々 には栃 江、 宮井、 福 成 寺、 大谷 といく つもの 部落が ある。 そこ を 前に は 奈佐郷 と 呼んで いた。 そこ あ 

なぎさ 

たり は 大昔に は 海が 入り こんで きていた ので、 猪と いう 言葉が 奈 佐と 変化した というの が 現地の 意見で ある。 貝 

が 出る というし、 また 船 谷と か栃 江と いう 海に ちなん だ 地名 も 残って いる。 だが、 ヮ ナサの 信仰 は 貴人の 赤ん坊 

にう ぶ 湯 をつ かわせたり、 みそぎの 儀式の 手引 をす る 海女の 役割と 関連が あり、 水の 信仰 を 各地に もち 歩く 海人 

族の 集団が あつたと 折 口 信 夫 は 考えて いる。 ここから して、 和奈 佐と か奈 佐と いう 地名 は、 水の 信仰 を もち 歩い 

た 集団の 通った 道 だと 解され なく もない。 

いずし  いさな ご 

この 豊岡 市の 東南に は 天日 槍 を 祀る出 石神 社が あるが、 出 石から さらに 東へ たどる と、 磯 砂山の 沓 峠を越え て 
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京都府の 峰 山 町に ぬける。 ここ は 前に は 北国 街道の 道す じに あたって いた。 したがって、 多くの 旅人が 往来した 

道で ある。 峰 山 町の 礎 砂山 は 天女 伝説の 舞台と なった 比 治山に ほかならぬと みなされ ている。 現に 八 人の 天女が 

降って は 水浴 を 楽しんだ という 真 奈井も 山の 八 合 目にある。 聞く ところでは、 もはや 池ら しい 風情 はと どめて い 

ない というが、 前に は 雨 乞 を やった 場所で、 戦前に は 福井県から 雨 乞に やって きた こと も あると いう。 

ところで、 この 磯 砂山の ふもとに 大呂 (大路と も 書く) 部落が あり、 そこに 羽衣 伝説 を 伝えて いる 安達と いう 

家が ある。 代々 三 右衛門 を 名のる 家で あるが、 もともと はヮ ナサと 呼ばれた もの だとい う。 つまり ヮ ナサ 翁と ヮ 

ナサ！ i の 子孫 を もって 任ずる 家であった。 そこに 伝わる 天女 伝説 は、 『丹 後 国 風土記』 の 伝説と いささか ちがつ 

ている。 

むかし 比 治の 里に inlp 衛門 という 狩人が いた。 ある 朝、 山頂の 池で 水浴す る 八 人の 天女 を 発見した。 その 一人 

の 羽衣 を かくし、 同棲して 三人の 女児 をもう け、 農業、 養蚕、 機 織の 業 を ひろめた。 天女 はしかし、 天上 を 恋し 

さの あまり、 子どもから 羽衣が 大黒柱の 中に かくして あるの を 聞き、 羽衣 を 取り出す と、 軒先の 夕顔 (カンピ ョ 

ゥ) のつ る をた よりに よじのぼり、 外から 新け もどって きた 三 右衛門に、 七月 七日に 会いましょうと 再会の 日 を 

約束して 昇天して いった、 という。 折角 羽衣 を 手に入れ たのに 夕顔の つる をた よりに 天上に もどる というの はお 

かしな 話 だが、 三 右衛門の 子孫で ある 安達 家で は 七月 七日に 牛 を 河原に つれていって 水浴 させ、 草 をから だに つ 

けても どった のち、 一族の あいだで さかんな 祝い をす る。 安達 家で は 夕顔 を 作ったら いけない とされて きたと も 

いうが、 カンピ ヨウの たぐい は 朝鮮で は 天空 を かたどる ものと されて いる。 「久方の」 という 天空 を あらわす 枕 

詞は ヒサ ゴ 形のと いうの が 原義と もい われて いる。 そして 泉の 神 を 老翁と 老嫕 であら わすの は 朝鮮の 昔話に も 出 

ている から、 この 伝承 は 大陸 渡来 系の もの かも 知れない。 

私 はこの 安達 家 を おとずれて 話を閬 いている うちに、 昔 は 安達 家 を 中心とした 大呂の 中の 五軒の 家 を 一尾 細 
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組」 といい、 この あたりの 地名 を 「尾 細」 と 呼んで いたと いう こと を 知った。 この 「オボ ソ」 の 意味 を 安達 氏 は 

不明と していた が、 私に は 「オボ ソ」 は 「オフ ソ」 とおな じ 語で ある ことが 諒解され た。 阿波と 土 佐との 国境に 

ある 宍 喰の、 ヮ ナサ オフ ソ 神社の その オフ ソ という 言葉が 丹 後の 山奥の 盆地に 残って いる ことに、 私 はお どろい 

たのであった。 こ の 事実 は 阿波と 丹 後との 密接な 関係 を 物語 つて はいない か。 

『丹 後 国 風土記』 によると、 r ヮ ナサの 翁と 嫗は 天女のお かげで 富み さかえた が、 あとで 邪慳に も 天女 を 追い出 

してし まった。 天女 はなげき 悲しんで 老夫婦の もと を 去り、 奈 具の 村の 社に とどまった。 これが トヨ ゥ 力の メノ 

ミコト である」 となって いる。 

ところで、 峰 山 町の 久次 という 集落に も 比 治山 伝説が あって、 磷 砂山と 本家 あらそい をして いる。 久次嶽 に は 

ゥ ケモチ の 神が 天から 降つ たと きの しるしと する 一 一間 四方の 岩が 山頂に ある。 昔 はこ の 岩 を 御 神体と みなして お 

がんで いた。 岩の 表面に 人の 形が あり、 これ はゥケ モチの 神の 死んだ 姿と いうい い 伝え を もっている。 また その 

すぐ 近くの 苗代と いう 集落に は 三日月の 格好 をした 「月の輪 田」 という 神 田が 残されて いる。 三日月 田 ともいう。 

豊受大 神が 苗代の 清水 戸と いう 泉に もみ を ひたし、 この 三日月形の 田に まき、 稲 を 作り はじめた という。 今は藺 

草が 一面に しげって いるが、 誰もた たり をお それて 踏み 入らない。 ゥケ モチの 神の 背後に 月 読 命の 影が うごいて 

いる 伝承で あるが、 豊受大 神と ゥ カノ ミコト と ゥケモ チノ 神と はおな じ祌 である。 丹 波 郡 (今の 中部) の 式 内 社 は 

十三 座 あるが、 億 計、 弘 計の 二王 子 を 祀る木 積 神社の ほか は、 ことごとく 豊受の 神を祀 る。 峰 山 は そのうち 八 座 

を 占める。 峰 山の 奥に ある 周枳村 は大嘗 祭の 主 基に 比定 される ところで あるが、 そこに も 正 一位 大宮 売大明 神、 

従 一位 若宮 売大明 神を祀 つて ある。 いずれも 豊受大 神と されて いる。 

阿波 (粟) の 女神の ォ ゥゲッ ヒメの 説話と おなじ ゥケ モチの 神の 説話が 丹 後の 峰 山に ある。 『丹 後 国 風土記』 

残 欠に はむかし 豊受大 神が 峰 山の 霧 砂山に 降りて きたと 言って いる。 しかも、 阿波の ヮ ナサ. オフ ソの 名が この 
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磯 砂山の ふもとに 残されて いる こと は 何 を 物語る か。 阿波と 丹 後の 間に 伝承 者の 交流が あり， それ を とりもつ の 

が 水の 信仰 を もち 歩く 女た ちで あつたか。 それ を 思わせる ように、 天真 名 井の 名 は 磯 砂山の ほかに、 峰 山 町の 鱒 

留 にも ある。 また 加 佐 郡の 大江 町に ある 船 岡 山に も、 元 伊勢と 称する 神社が あり、 天真 名 井が ある。 この-は 水と 水 

田 耕作 はきつ て も 切れない 関係 を もつ ている。 

豊受大 神 を 伊勢の 山 田 原に 移した の は 雄 略 帝の 二十 二 年、 秋 七月から 九月に かけての こと だと 『皇 大神宮 史』 

にあり、 また、 おなじ 雄 略 帝の 二十 二 年 秋 七月に 浦 島 子が 舟に 乗って 常世 国に 行った の は 偶然の 暗合と しても 考 

えさせるべき もの を もってい ると 『丹 後 史料 叢書』 の 編者 は 指摘して いる。 それ は 丹 後の 生活が 大きく ひらかれ、 

外界に ゆさぶられた 時代で あ つ たと みる ことができる。 

一 一王 子の 弟の 方の 弘 計が 顕宗帝 として 皇位に つくの は その 七 年後で あるが、 さらに その 一 一十 年後に は 継 体 朝の 

出現と なる。 それ は 一 つの 時代の 終焉で あり、 さらに 新しい 時代への 変り 目であった。 

おそらく 常世の 観念 も それに つれて 展開した のであった。 村落共同体と 死者の 世界との 関係 は、 日本の 国家と 

それ 以外の 世界、 すなわち 海 彼の ュ ー ト ピアとの 関係に おきかえられた。 少なくとも 『風土記』 編纂の 時期 や 

『万葉集』 の 時代に は、 祖 霊の 住む 島と しての 常世の もつ 幽暗な 牽引力 は 失われた。 磯 砂山に 八 人の 天女が 降り 

てきた ように、 海 神宮に おいても ス バルの 群 星 を かたどった 七 人の 娘が 浦 島 子 を もてなす ので ある。 海底のお^ 

にも 天空が 反映して いる。 羽衣 伝説 を もつ 天上界と 浦 島 伝説 を もつ 海 神宮と がま じりあって、 ひとつの 雰囲気 を 

形成す るに いたつ ている。 それ はまた 天と 海と をお なじ 言葉で 呼んだ 古代 日本人の 思想と 無縁で はないで あろう _ 

宮津 市に ある 丹 後一 の 宮の籠 神社に 代々 奉仕し 今日に およぶ の は、 海 部 直の 子孫の 海 部 氏で ある。 宮^ 市の W 

方 はもと 凡 海郷と 呼ばれて いた。 出 雲 半島に 次いで、 丹 後半 島 は 西方 または 南方から 海の 民が 黒潮の まに まに 流 

れて 住みつ いたと ころで ある。 
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「浦 島 伝説」 は 筒 川に ある だけでなく、 丹 後半 島の 西北 部に ある 網 野 町に も 残って いる。 海辺に は 島 子 神社と い 

ぅ祠が あり、 眼 先の 小島に は 常世の 姫 神を祀 つてい る。 その さらに 西に あたる 久美浜 町の 函石 浜は貨 泉が 出た と 

ころで 有名で あるが、 宋、 元、 明の 貨幣 も 出て いると いう。 私 は 梅雨で 海の 荒れた 日の 夕方、 その 函石浜 をお と 

ずれて みた。 そして 人気ない 浜に 打ち あげられ たもの を 注意ぶ かく 見て まわって いるう ちに 囍の字 を 型に 打ち出 

した ボリ ェ チレン の 青い 色の 容器 を 見つけた。 それ は 明らかに 朝鮮半島から 海流に 乗って 漂着した ものに ちがい 

なかった。 

おそらく 丹 後に 生まれた 浦 島 伝説 も、 海の 彼方から よせてく る 物 や 人にたい する 反応な のであった。 垂仁 天皇 

のとき に 但道間 守が 常世 国に 行って トキ ジク ノカグ ノコ ノミ (橘) を もってき たという の も、 それ は 漠然とした 

形で は あるが、 ど こか 具体的な 対象が 想定され てい る の である。 
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「青」 が 死者の 世界の 標示 語で あると する 私の 考え は、 地名 だけによ る もので はない。 たとえば 「青 衣」 もまた 

死者の 国との 縁 由 を 思わせる 色で ある。 中で ももつ とも 有名な の は、 奈良 東大寺 二月 堂に まつわる 「青 衣の 女 

Y」 の 話で ある。 

有名な お 水 取の 行事の ひとつに、 東大寺の 建立に 功績の あった 人た ちの 名 まえ を 読み上げる 儀式が ある。 読み 

上げられる 過去帳の 筆頭 は、 大 伽藍 本願の 聖武 天皇で、 つぎは 聖母 皇太后 宮、 光明 皇后、 行 基 菩薩。 その あとに 

孝 謙 天皇、 不比等 右大臣、 諸兄 左大臣、 根本 良 弁と 日本 歴史の 中で も 第一 級の 知名 人が 続いて いる。 そして 鎌 倉 

時代に なると、 将軍 頼 朝 右 大将の 名前 もみえ る。 それから しばらく すると、 東大寺 八十 九 代の 別当の 弁 暁の 名前 

が 出て くる。 つぎに、 誰か 名前 は 分らず、 ただ 「青 衣の 女人」 という 言葉が あらわれる。 いかめしい 固有名詞に 

まじって、 「青 衣の 女人」 だけが 謎め いて 登場す るので ある。 

これに は ひとつの 物語が つきまとつ ている。 土 御門 天皇の 御代、 承 元年 中 (一 二 〇 七 —一 二 一〇) に、 二月 堂の 

集慶 という 坊さんが お 水 取のと きに 過去帳 を 読む 義式 にと りかかった。 その 最中、 ふと、 衣 ずれの 音が した かと 


^ 思う と、 青い 衣 をつ けた 女人が あらわれ、 怨を ふくんだ 眼で、 集慶に 向かって 「どうして 自分 を 過去帳から 読み 

淪 落とした のか」 とな じる と、 その 姿 はたち まち かき 消えた。 一瞬ので きごと であった。 青い まぼろしの 女人が だ 

g れか、 正体 をつ きとめる こと はでき なかった が、 そのこと があって から 過去帳に は 「青 衣の 女人」 という 文字が 

書き加えられる ようになった。 おそらく 十一 一世紀の 終わり頃 か 十三 世紀の 初頭に 死んだ 女人で はない かと 想像 さ 

れ るが、 あるいは たんなる 作り話な のか も 知れない。 

私の， 味 は 女人が 誰で あるかの せんさくよりも、 女人が 着て いた 青色の 衣服に そそがれる。 

中国の 怪奇小説 集で ある 『続 捜 神 記』 に は 死者の 国の 青 衣の 美女に 会う 話が のって いる。 また 『洛陽 伽藍 記』 

の 巻 一 一に 五 人の 僧が えんま 王の 審問 を 受ける くだりが ある。 その 中の 曇謨最 という 人が 華厳経の 講釈ば かりで 坐 

禅 をし なかった ために 「十 人の 青 衣の 人に 連れられて、 西北の 門に 送り こまれた」 と あり、 送り こまれた 先よ、 

IT な 黒々 とした 所で、 あまりよ いところ ではなかった、 と 書いて ある。 

これらの 事実から して、 青 衣が 死者の 国の 住人の 着る 着物で あつたと 私 は 考える ので ある。 

それ を 証拠 だてる もう 一 つの 説話が ある。 それ は 小 栗 判官と 照 手 姫の 物語の 中に 登場す る 「青 衣の 官人」 のこ 

とで ある。 小 栗 判官が 毒酒 をの まされて 仮死 状態の まま 葬られた あとに、 藤 沢の 遊行 寺の 上人の 夢に、 えんま 大 

王の 使者と 称する 「青 衣の 官人」 が やって きて、 一書 を呈 した。 上人が その 書状 を 彼いて みると、 熊 野の 本宮の 

湯に つける と 小 栗の 命 は 助かる と 書いて あった、 という 条 である。 一方、 藤 沢の 宿で 小 栗と ちぎった 照 手 姫 は、 

人買いの 手に わたり、 美 濃の 青 墓の 長者の 召使と なって 朝な 夕な 苦役 を 強いられた。 そうして 照 手 姫 は 小 栗 判官 

が 乗った 土 車 を、 小 栗と は 分らず、 熊 野への 道 を、 青 墓から 大津関 寺まで 引いて いく。 

この 物語の 筋 そのもの は 本稿に 関係がない。 私が 注目す るの は、 「青 衣の 官人」 が 冥府の 王の 使者と してやつ 

てく ると いう ことで ある。 それと 同時に、 照 手 姫が 苦難の 日 を 送った のが 美 濃の 青 墓 だとい うこと だ。 
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こ の 青 墓 は 現在 は 岐阜県の 大垣 市と 関ヶ原 町の 中間に ある 垂 井町に 属する。 関ヶ原 は 東西 交通の 要路に あたる" 

その 幅 は 一 キロに 満たない せまい 通路に なって いるので、 それ を扼 すれば、 大敵 を も はばむ ことができ たので あ 

る。 そこで 関ヶ原と 隣接した 青 墓 もとう ぜん 宿場 町と して 栄える ことにな つた。 そして 宿場 町に つきものの 遊女 

や 白拍子が 青 墓に あらわれ たの は、 すでに 奈良 朝の 末期から だと 見る 向き も ある。 

青 墓の 遊女が 有名に なった の は、 佐以の 阿古 丸、 傀儡の 名曳、 遊女の 乙 前、 延寿、 目 井、 などであった。 これ 

らの 遊女た ち は 都 人士と も ゆかりが あつたが、 なかで も 有名な の は 乙 前であった。 後白河 院が 遊女 乙 前を師 とし 

て 今様 を 習い 『梁 塵 秘抄』 を 集成した こと は 知られて いる。 この 乙 前の 乙と いうの は 乙女 や 乙姫な どと おなじよ 

うに、 南方 系の 名前で、 もともと 男女の別 なく 親愛 感を もって 年下の 者 を 呼んだ 言葉で あると いう。 オト はォッ 

から 由来す る 語で、 若返る という 意味で ある。 それで 琉 球で はゥト とか ウタと いう 名前が よく 見られる。 

江 口、 神 崎の 遊女が そうであった ように、 青 墓の 遊女 も 水に 縁 由が あつたの ではない か。 というの も 青 墓の 東 

となり は 赤 坂 港口と なって いて、 そこに は 明治の 中頃に は 五百艘 もの 帆船が 揖斐川 を 通って、 伊勢 湾との あいだ 

を 往来して いたと いう 話 を 私 は 現地で 聞いた からで ある。 しかも 木曾川の 下流 沿岸 は 海人 族の 痕跡の いちじるし 

いところ である。 おそらく 青 墓の 遊女 や 傀儡 は、 伊勢 湾 や 三 河 湾 や 知 多 湾から 内陸に 入り こんだ 海人 族の 流れ を 

引く ものであった。 

さて、 青 墓の 名の 由来 をたず ねる と、 もと 青 墓 村に ある 美 濃 第一 の 前方後円墳が 大 墓と 呼ばれた ところから、 

青 墓と 転訛した とされて いる。 つまり 大 墓が 青 墓と なった というの である。 しかし 『東 鑑』 に は 「青 波賀」 とな 

つてい る。 あるいは 青 墓と はじめから 呼ばれて いたか も 知れない ので ある。 つまり そこ は 「青」 に 死者の 濃い 色 

を こめた 場所だった かも 分らない。 大波 加 島と いう 小島が 隠岐に ある。 この 大は 青であろう。 有 岐には 渡- U 村の 

鹿の 钍に青 波 加 明 神が 祀 つて ある。 I ゼ岐の 漁民の 尊崇の あつい 神で、 鹿の 钍は 数十の 古墳が 集中す ると ころで あ 
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る。 したがって 青 墓のば あい も、 大きな 墓が あるから ではなく、 そこ は 古墳が おびただしく あり、 死者と 緣 由の 

深い 場所と いう 意味で 「青」 の 字 を 冠した と 私 は 推測して いる。 

青 墓に ついて 述べねば ならぬ こと はもう 一 つ ある。 それ は 天 若 日子の 葬儀が 出 雲で 行なわれた ときに、 その 友 

人で ある アジ スキ タカ ヒ コネの 神が 吊 問に やって きた。 天 若 日子の 妻の 下 照 姫 は アジ スキ タカ ヒ コネが 天 若 日子 

と 瓜二つと いってよ いほ ど に似てい ると ころから、 死者が 生き返つ たと 錯覚し、 喜びの 余り、 身体に とりすがつ 

た。 アジ スキ タカ ヒ コネ は 「自分 は 友人と 思って とぶらい にやって きたのに、 どうしてきたない 死人と 比べられ 

るか」 とひ どく 怒り、 剣を抜いて 喪屋を 切り伏せ、 足で それ を 蹴った。 喪屋 はとお く 美 濃 国に とんで、 青 墓 村の 

喪 山と なった という 話が 『古事記』 にの つてい る (一説に は武儀 郡の 大矢 田が 喪 山で あると する)。 ここに も 死 

者の 影が 色 濃く 落ちて いる。 

こ の 揷話は 現世と 他界との 間の 混乱 を 示す ものと 私に は 考えられる。 つまり 生者と 死者の 世界が 相似で あり、 

しかも その 通交 や 復活が 可能で あると ころから、 両者の 混乱が 起こった の だ。 天 若 日子の 葬儀のと きに ソ -1 ドリ 

(カヮ セミ) が 死者に 食物 を 供す る 役目 を はたした、 と 『古事記』 に はなって いる。 『日本書紀』 では 力 ヮセミ は 

袓 霊の 代わりと な つ て 祭儀 を 受ける 役目と な つてい る。 また 死 衣 を 着て とむらい を 受ける 役目と もされて いる。 

そこで 力 ヮセミ は 死者の 着る 衣の 色 をして いたと 考えられる。 『古事記』 に は 「ソニ ドリの 青き 御衣」 と 表現 さ 

れ ている。 力 ヮセミ の 羽の 色の 青い ところ からそう 形容され たの だが、 力 ヮセミ が 死者の 着る 着物 をき てと むら 

い をして いたと ころから すれば、 その 青い 衣 は 死者の 着る 色だった とみな される の だ。 天 若 日子の 葬儀 をと りし 

きった 鳥た ちに、 川 雁と かミソ サザィ とか 力 ヮセミ とか 水鳥が 目立って いるの も、 これらの 水鳥 は 古代に おいて 

は水界 にある 冥府の 消息に つうじて いると 信じられ てきた ためで ある。 


i85 美 濃の 青 墓 


聞え ァケ シノが  名高い ァケ シノ祝 女が 

青し よ 御衣 召し 給ち へ  青い 御衣 を 召し 給いて 

波が 花 1^ そわ  波の 花 を 支配し 給う 

とよ  のろ 

響む ァケ シノが  有名な ァケ シノ祝 女が 

これ は 『おもろ さう し』 の 中の 詩句で ある。 ここに も 『古事記』 の 「青き 御衣」 に 相当す る 「青し よ 御衣」 と 

いう 語が 出て くる。 琉球 では 神に 仕える 女が 着る の は 殆どが 白衣で あり、 まれに 黄色な 神 衣が ある 程度で、 青い 

着物 ュ まったくない。 そこで この 詩句 は 比喩に すぎない の だが、 それにしても 青 衣が 霊魂 を つかさどる 神 女に ふ 

さわし いもの だとい う 感じ は 出て いる。 おなじように、 航海 者の 守護神で 「海の 星」 と 呼ばれる サンタマリア は 

青い 着物 をき ている。 

ここで 天 若 日子と その 妻の 下 照姬の 物語に ついて ふれて おきたい。 天 若 日子 は 天上から ァ マ テラスに つかわさ 

れて 下界に 降った が、 そこで 下 照 姫と ねんごろ になり、 八 年間 も 天上に 帰らなかった。 天 若 日子の 心 をと りこに 

した 下 照 姫 は 神に 仕える 巫女の ような 存在ではなかった かと 私 は 考えて いる。 アマ テラス (アマ テル) にたい す 

るシタ テルで あり、 天上界 を 支配す る 巫女の 天照大神に たいして、 下界 を 支配す る 巫女が 下 照 姫で ある。 『古 車 

記』 に は アマ テラスが キジ をつ かわして 天 若 日子に なぜ 復命し ないか、 と 詰問 させた。 鳴 女と いう 名の キジ は 天 

から 降り、 天 若 日子の 家の 門に ある 楓の 上に とまって、 天つ 神の 命令 をく りかえ したと ある。 

この 記事 はヒ コホホ デミが 海 神宮の 門に 降りて、 井戸の 傍の 楓の 木の 上に すわり、 様子 をう かがった という 話 

を 思い起こさずに はすまない。 天 若 日子の 家で も 海 神宮で も、 楓の 木が 門ぎ わに 生えて いる。 朝鮮の 神話で はキ 

ジは 天上と 也 上と をむ すぶ： K 者と 考えられ ている。 天 若 日子の 物語 は その 忠実な 反映で ある。 また ヒコ ホホ デミ 
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の 物語に は 地上と 海 神宮 をむ すぶ ヮ 一一が 出て くる。 これ は 南方 的な 伝承で ある。 しかし、 楓が 共通な の はどうし 

たわけ か。 

天 若 日子の 物語に も 冥界の 雰囲気が 投影され ている と 考える ほか はない。 下 照 姫の 「照」 という 文字に は 巫女 

の 句が する。 小 栗 判官の 愛人の 照 手 姫 は 照 姫と もい われて いるが、 彼女 は 小 栗 判官の 乗った 土 車 を 引く ときに、 

古い 烏帽子 をつ け、 i 世に 幣帛 を かけた の を 手に もっている。 これ は 巫女の 姿と されて いる。 また 謡曲 rgllu の 

女 主人公 は 照 日の 前と 呼ばれ、 継 体 天皇に 愛された のち、 天皇に 忘れられて 物狂いと なった 女で ある。 柳 田 国 男 

が 指摘した ように 「能」 の 中の 狂女に は 神に つかえた 巫女の おもかげが 残って いる。 

下 照 姫 も そのような 巫女で あつたと 私 は 思う。 非業の死 者で ある 天 若 日子の 霊 を、 琴 を 弾いて 呼びお ろす 霊媒 

であり、 死者の たましい を つかさどる のが 下 照 姫であった。 

青 墓の 遊女た ちを師 にして まとめられた 『梁 塵 秘抄』 に は 

奥山に 繁 ひく 音の きこ ゆる は 天稚 御子の 召す 音ぞょ 召す 音ぞょ 

という 歌が おさめられ ている。 天稚 御子 は 『うつぼ 物語』 などに 出て くる 人物で、 物の 響きに 応じて 天から降り、 

琴 を 作って ふたたび 天に 昇った、 とされて いる。 音楽に 感応す る 天人と みて 差支えな いが、 これが、 もと 天 若 日 

子の 変身した ものである こと は 誰し も 気がつく ことで ある。 

このよう にして アマ テラス は 天上界 を 支配す る 巫女で あり、 シタ テル は 冥界 を 支配す る 巫女であった。 そうし 

て 天 若 日子が 冥界の 巫女に 呪縛され たこと がァ マテ ラス の 怒り を 買った の だ。 この 世の 太陽が あるのと 同様に、 

ぐしょうて だ  / 

後生 太陽が ある。 天上界 を 照らす 太陽の 巫女が あるのと 同様に 冥界 を 照らす 太 湯の 巫女が ある。 ここに も、 二つ 
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の 世界の 相似が あらわれる- 


常世と いう 言葉 はわが 古典に は どのように 記されて いるだろう か。 『古事記』 に は、 アマ テラスが 天の 岩屋に 

籠った ので 高天原 も、 葦原 中つ 国 もまった く 暗くな つた。 「常 夜往 きき」。 つまり、 すっかり 闇夜の 状態に なった。 

そこで 「常世の 長 鳴 鶴」 を あつめて 鳴かせた と 記されて いる。 さきに は 常 夜と 記し、 次に は 常世と 記して ある こ 

とに ついて、 宣長は 『古事記伝』 で、 常世の 長 鳴 鶴の 常世 は、 表現 はちがつ ていても 常 夜と おなじ 意味で あると 

している。 

鶴 を あつめて 鳴かせた というの は、 鶏が トキ をつ くるの が 夜明けで ある ことから、 太陽が はやく 昇る ようにと 

の 願い を こめた 呢術 であると し、 鶴 を 太陽に むすびつける 考えが 流布して いる。 しかし、 常世の 長 鳴 鶏と いう 言 

葉 を 字義 どおり 解釈 すれば、 鶴 はむしろ 常 暗の 世界に 属する こと は 明らかで ある。 

それ は、 太古、 墓地の 中に 柩を 埋める 場所 をき める に は、 黄色い 鵄を 連れていって 鳴かせた という 風習が あつ 


たこと から も 推察で きる。 鶏の 形 をした 植輪を 古墳に 埋める の も それと 関連が ある。 この 風習 はいたって 古い も 

ので あるが、 諷訪 湖な どで 水死 人が 出た 場合、 鶏 を 舟に 乗せて 湖上に はこび、 鶏が 鳴いた あたりの 水底に 溺死者 

の 死体 を さがす という 民俗 慣行と して、 ながく つづいて きた。 最近 起った 痛ましい 事件で あるが、 愛知県の 女子 

大生が 誘殺され て木曽 川に 投げ こまれた。 その 死者が なかなか 見付からない。 そこで 地元民が 矮鶏 を 舟に のせて 

木曾川の 水面 を さがしまわ つたが、 矮鶏が ついに 鳴かず じまいだった ので、 あきらめて 引き返し たという 挿話が 

テレビで 報ぜられ ていた。 

鶏と 墳墓との 関連の 深さ は、 土師 氏の 居住した 土地に 鶏 を 忌む 風習が 残って いる ことから も 推察され る。 

河内の 道 明 寺 村 は 和名 抄に土 師郷と 記されて いる。 菅原道 真が 筑 紫に 流されよ うとした とき、 道 明 寺 村に 住む 

伯母 をたず ねて 泊って いった。 その 夜、 鶏が ときを まちがえて 鳴いた ので 道 真 は 不満足な 別れ をし なければ なら 

なかった という ことから、 地元民 は 鶏 をに くみ、 それ以来、 道 明 寺 村で は 鶏 を 飼わぬ という 話が 残されて いる。 

ここに 菅原道 真の 伝承が あるの は、 菅原氏 は土師 氏の 後裔と される 姓氏 だからで ある。 

埼玉県の 鷲宮 町に ある 鷲宮 神社 は、 俗に 大鳥明 神と 呼ばれて いる。 祭神 は 天 穂 日 命であって、 武蔵国 造の 土師 

連の 遠祖で ある。 そこで 土師宮 が鷲宮 とな まって 呼ばれる ようになった とされて いる。 この 神社に は 戦前 は 鶴 を 

供える 風習が あった。 一方、 埼玉県 大里 郡の 旧大寄 村に ある 鷲宮 神社の 氏子 は、 鶏 を 食う と 神の たたりが あると 

恐れた と 中 山 太郎は 述べて いる。 鶏 を 供える の も、 鶏 を 忌む の も土師 氏との 関連に おいて、 ながく つづけられて 

きた 風習で ある ことに 変り ない。 

終 土 師氏は 土器、 とくに 埴輪 製作に たずさわつ てきた ことから、 のちに は 喪 葬の こと を つかさどる にいた つた。 

9 そのば あい、 鶏 を 鳴かせて 墓 域 を 選定 するとい う 呪術 もお こない、 鶏 は 死者と 共に 埋めた ことから、 金の 鶏が 土 

I 中で 鳴く という 金 鶏 伝説 も 生まれた。 こうして みれば、 土師 氏の 描く 常 夜 (常世) はもち ろん 地下に ある 真暗な 
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世界であった わけで、 常世の 長 鳴 鶏の 常 夜が 常世と おなじ 意味で あると した 宣 長の 解釈 はまちが つて はいない。 

ただし 高 塚 をき ずき、 副葬品 を 埋める 慣習 は 大陸から 渡来した もので あり、 土師 氏に 代表され る 他界 観 はかなら 

ずし も 日本 古来の ものと 見る こと はでき ないで あろう。 

日本人の たましいが 死後に おもむく 場所 を 地下と きめて かかった の は、 『古事記』 に 記された 黄泉の国からの 

連想が あつたと 思われる ので ある。 

よもつ ひ ら さか 

しかし その 黄泉 国 もど こか 横穴 式 古墳 を 思わせずに は 置かない。 羨 道から 玄 室に いたる 通路 は 黄泉 比 良 坂に た 

と えられよう。 玄 室の 中 は 黄泉 神の 支配す る 暗黒の 世界で、 死臭と けがれに みちて おり、 石棺の 周囲に は 蛇 や 蝮 

がと ぐろ をまい ている。 そこに は 死者に 供える 食物が おいて あるが、 黄泉 戸 喫 をした もの は 現世に 帰る の は 不可 

能と されて いる。 

こうした 黄泉 国の ィメ ー ジが、 そのまま 「常世」 の 世界に 移し 植えられ たと 思われる。 折 口 信 夫 は 『古代 研 

究』 所収の 「国文学の 発生」 と 題す る 論文の 中で 「常 夜 ゆく」 という 『古事記』 の 用例 は、 いちばん 古いと こよ 

の 姿であろう としてい る。 また それ を 「夜見の国」 と 同一視し ている。 この 「夜見の国」 はィザ ナキが 亡き 妻の 

もと を 訪れた 冥界の 「黄泉の国」 に ほかなら ない。 

死の 国に 転生して、 その 土地の人と 共 食す ると、 異形 身に 化して しまって、 その 国の 主の ゆるしがなければ 人 

間 身に もどる こと はでき ない、 と 折 口 は 言って いる。 これ は 明らかに、 ィザナ キがィ ザ ナミ を つれもど そうとす 

ると、 ィザ ナミが 残念が つて、 「自分 は 黄泉の国の かまどで 煮 焚きした もの を 食べて しまったので、 現世に 帰れ 

ない。 しかし 愛する あなたが やって きたので 帰りたい。 黄泉 神に かけ 合う から、 しばらく 待っても らいたい。 そ 

の 間、 自分 を視 てはいけ ない」 という 条を 意識して いる。 しかし そもそも 黄泉の国 を 支配す る 人格 神が いたか ど 

うか は 疑わしい。 そうした 道具立ての 揃った 黄泉 国の 観念 はかなり おくれて 発生した もので はなかろう か。 つま 


り そこに は 大陸の 道教 や 仏教の イデ ォ ロギ ー が 影 を 落して いるので はなかろう か。 死者の 国の 原初 的な 形態 はも 

つと 素朴な ものであった ろう。 

その 意味で 柳 田 国 男が 『海上の 道』 所収の 「根の 国の 話」 の 中で 次のように 述べて いるの は 私に もよ く 理解で 

ぎる。 

たと へば 死後の 世界 を 意味す る ョミヂ 又は ョ ミノ クニと いふ 語 は、 今日 も 一部に はま だ 現存す るが、 是が果 

して 漢字 通りに 光 無き 地下の 国 を 意味した かどう か、 確かな 証拠 も 無い のに、 日本 紀 にも 古事記に も、 夙く 

から 黄泉と いふ 隣国の 語 を 用ゐて 居て、 さもく 人の 魂が 土の 底 深く、 入って 行く ものの やうな 印象 を 与へ 

て 居る。 私な どの 推測で は、 是は 全く ネノ クニと いふ 我 邦 固有の 大切な 言葉に、 やや 無造作に 漢字の 根 を 当 

てて しまった 結果、 夙く 此 様な 誤解 を 導いた ものら しく 思 はれる。 (中略) 乃ち 上代の 人 も 亦 上代な りに、 思 

ひち が ひ をす る 場合が 有り得た ので ある。 久しい 年月 を 重ねる うちに は、 さう いふ 葬 法 もよ ほど 新ら しい 起 

原であった。 一般に は 霊の みは 自由に 清い 地に 昇って 安住し、 又は 余 執が あれば さまよ ひ あるき、 或は 愛す 

る 者の 間に 生れ 替 つて 来ようと しても 居た。 根が 地下の こと だとい ふたしかな 証拠が あるか、 又は 正しい 推 

定 であつ たかは、 是 からの 大きな 問題 だが、 少なくとも ミイラ を 作った 国の 人の やうな、 物質 永続の 信仰 を 

日本人 は 持って 居なかった。 即ち 黄なる 泉の 流れる とい ふ 土の 底まで、 入って 行く 場合な ど は 有り得な かつ 

た。 

終 

I 柳 田 はネノ クニと いう 言葉の ネは 出発点、 中心点と いう 意味と している。 今日の 言葉で 言えば 「原点」 に 相当 

9 

する だろう。 そうした 意味の ネに 根と いう 漢字 を あてて しまったので、 地底の 「根」 を 想起す る 誤解が 生まれ、 
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死者の 国 を 黄泉 国 または 泉路 という 漢字で 表現した の だと 柳 田 は 言う ので ある。 

柳 田 はまた 「二 ライ もしくは 二 ルャと 呼ぶ 海上の 霊地の 名 は、 多分 は 我々 の 根の 国の ネと、 同じ 言葉の 次々 の 

変化で あらう と 思 ふ。」 と 言って いる。 私 は 二 ライカ ナイの 語源 は 根 浦、 金 浦 (つまり 根の 堅洲 国の 意) と 想像 

している が、 柳 田の こ の 言葉 は 私の 推定が あやまり ではない こと を 裏書きして いるよう に 思われる。 

石垣 島 や 多 良 間 島で は 二 ー ラを 地の 底、 井戸の 底と 解して いる ことに も 触れて、 柳 田 は それ はもと ははる かに 

遠い 「根」 を あらわした のであろう という 意味の こと を 述べて いる。 

石垣 島の 宮 良の ァカ マ タ* クロ マタは ナビ ン ドウと 呼ばれる 地の 底から 出現し、 宮 古島の パ ー ントの 神 は 二 ッ 

ダァと 呼ばれる 井戸の 底から 出て くると 信じられて いるが、 南 島の 地の 底、 井戸の 底 は、 海底 または 海の 彼方に 

通じてい ると 思われて いるから、 そこ は 柳 田の 言うよう に 「根」 のく にの 入口であって、 黄泉 国の ような 地下の 

陰惨な 暗黒の 世界の ィメ ー ジをも つ ている もので はない こと は 明白で ある。 

では 「よみの 国」 の 「よみ」 は 何 を あらわした のだろう か。 一般に 闇から よみに なった とされて いるが、 葬 地 

が 山野に 設けられる ことが 多 か つたので ャマ という 語と 関連が あると いう 説 も ある。 また 本 居 宣長は 夜の 食 国 を 

知し めす 月 読 命の 読と も 通じてい ると いう。 よみに ついては このように 意見 はまち まちで ある。 

ではよ もつ くに、 よもつ へぐ い、 よもつ かみな どの 「よも」 は 何 を あらわして いるだろう か。 よも はよ みの 変 

化した ものと する のが 一 般の 説で ある。 

だが 果してそう だろう か。 『海上の 道』 所収の 「鼠の 浄土」 の 中で 柳 田 は 大略 次のように 述べて いる。 

鼠をョ モノと 呼ぶ 地方が ある。 鼠 以外に も 狐 や 狸、 猿 や 猫まで をョ モノと 呼ぶ ところが ある。 南 九州で は 猿 だ 


けをョ モン または ョモと 呼ぶ。 沖 繙には 猿 は 昔から 住んで いないが、 昔話 だけに は それが でて きて、 ュ ー ム ー と 

呼ばれて いる。 鼠 は 夜し か 出ず、 また 狐狸から 猫まで は 夜の ものと 言って よかった かも 知れない が、 猿 を 夜の 者 

という こと はなん としても 理に 合わない。 そこで ョ モノ は 「ゆゆしき もの、 直ちに 本名 を 呼ぶ こと を 忌み はばか 

るべき もの」 という 意味に 解す るの がふ さわし いと 柳 田 は 言つ ている。 

これに 対して 金 久正は 『奄 美に 生きる 日本 古代 文化』 の 中で、 奄美 ではよ もと 言えば 醜い こと を 意味し、 よも 

つくに またはよ もつ は 醜い くにの 意から 黄泉 国の ことで あると している。 「よも づら」 (ュモ ッラ) と 言えば いや 

な 顔、 みにくい 顔。 「よも 口」 (ュモ グチ) と 言えば、 いやな 口 付、 にくまれ 口の こと だとい う。 

こうして みれば、 猿 を ョモと 呼ぶ の は、 この 動物が 醜い 顔 をして いるた めと 思われる。 他の 鼠、 狐、 狸、 猫 は 

夜の もの かも 知れない。 それ は ともかく として、 よみ— よもと 変化 するとい う 一般的 解釈と は 異なる 黄泉 国の 定 

義が ここに 提示され たので ある。 私 は金久 正の 説 を 重視す る。 なぜなら、 ふつうで あれば、 よもつ くに、 よもつ 

ひら さか、 よもつ へぐ いなど もよ みつくに、 よみつ ひら さか、 よみつ へぐ いと 言えば よく、 それ を わざわざ 「よ 

もつ」 と 言い換える 必要 もない からで ある。 

「よも」 から 「よみ」 の 語が 派生した と 考える 方が むしろ 妥当で、 このばあいの 「よも」 は 醜い こと を 意味す る 

と 規定す るの が 筋道が 立って いる。 よもつ 醜女と いう 言葉 は 「よも」 が 醜い という 意味で ある こと を ふまえて 成 

り 立 つてい る 言葉と 考えられる。 

古代人 は 死体の ある 場所 は 暗くて 醜い ものと 考えて いた。 しかし それ を 地下の 国と きめてし まう こと はない。 

柳 田の 指摘す るよう に 「よみ」 「よも」 に 黄泉の 漢字 を 宛てた ところから、 地下の 国と いう 誤解が 生じた。 南 島 

の 風習の ように、 海岸の 洞穴に 風 葬す ると ころも あれば、 本土の 各地に 見られる ように、 火葬した 骨 を 山 谷に 投 

ザ 捨てる ところ も ある。 雨 墓 制の 埋葬地の ように 死体 を 土中に 埋めた のち、 何の 注意 も 払わない ところ も ある。 
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肉体 は 死後 腐爛し、 醜悪な 姿を呈 する。 そこ は 「よもつ 国」 と 呼ばれる のに ふさわしい。 しかし、 たましい は 

なきがら 

亡骸の ある 場所に いつまでもと どまって いない。 いわゆる モ ガリ (仮 喪) の 時期に は、 たましい は 肉体の まわり 

にいる。 そのと き はま だ 「よみがえり」 が 可能で ある。 しかし その 期間 をす ぎる と、 たましい はもとの 肉体に と 

どまって おられなくなる。 モ ガリの 小屋 はこ わされて、 肉体 は あらためて 墓に 納められる。 すると、 たましい は 

肉体の 許 を 去って 「根の 国」 「とこよの 国」 にいく と 考えられ ていた。 

『日本書紀』 に 神代 上. 第五 段の 一書の 九に は、 ィザ ナキは 亡き 妻の 姿 を 見ようと して r 殯斂」 の処 にいった と 

ある。 殯 斂をモ ガリと 訓 ませて いる。 殯は 死者 を 埋葬す るまで 棺に おさめ、 喪屋に 置く こと を 言う。 記紀に は そ 

こ を 黄泉 国と 記して ある。 そこ は、 じっさい は、 短期間もう けられた 仮 喪の 小屋であった。 と は 言え 「汚穢き 

国」、 すなわち 「よもつ くに」 である ことに はちが いなかった。 仲 哀紀八 年に 无火 殯斂 という 言葉が 見られる よ 

うに、 そこ は 昼で も 灯火 を 必要と し、 日 を 経ず して 死体が 腐敗し、 異臭が 鼻 をつ く 醜悪な 世界であった。 しかし 

モ ガリの 期間が すぎる と、 よみがえりの 不可能と なった たましいと 肉体 は 分離した。 肉体 はた ましい のな きがら 

として 埋葬され たが、 たましい は 第二の 世界に 旅立った ので ある。 

記紀に ィザ ナキが 訪ねた と 記された 冥界 はモ ガリの 場所であった こと はまちが いない。 それ はさきに 述べた よ 

うに ィザ ナキ がその 妻 を 見ようと して 殯斂 の処に 到った と 記して あるので 明らかで ある。 そこ は 「よもつ 国」 で 

あり、 また 「よみの 国」 でもあった。 記紀の 編纂 者 は 大陸 思想の 影響 を 受けて 地下 深いと ころに ある 常 暗の 国で 

ある 黄泉の国の ィメ ー ジとモ ガリの 場所 を 習 合させた。 ィザ ナミの 住む 冥府が どこか 横穴 式 古墳の 内部 を 思わせ 

るの も そのため である。 

こうした ことから、 後世に なると 「よもつ 国」 あるいは 「よみの 国」 は、 モ- ガリの 場所で. なく、 モ ガリの 終つ 

た あとに 死者の たまし いのいく 国と いう 風に、 拡大 もしくは 延長して 解釈され る ことにな つた。 


あわ  ゆ 

『古事記伝』 に は 「死人に 逢む として、 夜見の国に ゆく に は、 其骸を 蔵した る処 より 行く ことなるべし」 と ある。 

つまり 死者の 亡骸が 置いて ある 場所 は 夜見の国で なく、 その 入口の ように 解して いる。 薄 喪 令が 施行され て、 モ 

ガリの 風習が すたれて いくと、 「よもつ 国」 「よみの 国」 をモ ガリの 場所に 求める という 考え はなくな り、 夜 見の 

国 は あたかも 地下の 黄泉 国で あるかの ような 考えが ひろまる ことにな つた。 それ は 八 世紀 初頭、 記紀 や 風土記の 

編纂され た 頃に は、 一般的な 考えに なって いた。 

たとえば、 『出 雲 国 風土記』 にみ る 伊 布 夜 社 は、 八 束 郡 東 出 雲 町揖夜 神社で あるが、 斉明紀 の 五 年 (六 五 九) に、 

犬が 死人の 腕 を この 社に くわえて 置く という 不祥事が あった。 それ は 天子が 崩ず る 前兆と いう ことで、 出 雲 国 造 

に 命じて その 神社 をき れいに したと ある。 この 記事から この 伊 布 夜 社 (言 屋社) が 死者の 世界に 縁の 深い 神社で 

あって、 もともと 死界の 神の ィザ ナミ を祀 つていた ことが 推定され る。 ィザナ キがィ ザ ナミと 別れた 死界の 入口 

よもつ ひら さか  いふ や  」 

の 黄泉 比 良 坂 は 出 雲 国の 伊賦夜 坂で あると 『古事記』 に は 記されて いる。 その 考え はすくな くと も斉明 天皇の 顷 

に は 存在し、 八 世紀の 初頭に は 出 雲 国に は 死者の 国の 入口が あると いう 伝承が 流布され ていた ことが 分かる。 

『出 雲 国 風土記』 に 出て くる 意 宇 郡の 夜 見 島 は、 太古、 死者 を ほうむった 島で はない かと 推定され る。 また 出 雲 

郡の 宇賀 郷の条 に は、 な づきの 磯の 話が 出て くる。 そこに は 高さ 広さお のおの 六尺ば かりの 岩穴が あって、 その 

中に 穴が あるが 人 は 入る ことができない。 どの位 深い か 分からない。 夢の 中で この 岩屋の あたりに くる もの はか 

ならず 死ぬ。 そこで、 昔から 今にいた るまで、 黄泉の 坂、 黄泉の 穴と 名づ けられて いる、 という 記事が ある。 昭 

和 二十 三年に この 穴 口の 土 を 採取した ところ、 繙文、 弥生、 古墳時代に およぶ 遺物と 共に、 人骨 十数 体が 発掘 さ 

終 れた。 三角形の 入口から 奥へ しだいに 小さく す ぼ まって、 三十 七メ ー トルに およぶ 漏斗 状 をな し、 その 先 は^ 浦 

5 という 集落に つづく といわれる。 この 穴 口から 三十 三メ ー トルば かりの 斜面が 黄泉の 坂に あたる と、 加 藤 義成は 

9 

『出 雲 国 風土記 参究』 の 中で 言う。 とすれば その 奥が よみの 世界で あり、 穴 は その 入口であった わけで ある。 こ 
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こで も、 よみの 国 は 死体 を 葬った 場所の さきに あると 考えられ ている。 

香川県の 西部の 三 崎 半島の 突端に ある 仁 老と生 間の 間にある 海岸に は、 地元の 漁師が、 r ョメが 穴」 と 呼んで 

いると ころが ある。 そこ は 牛馬が 死んだ ときに 葬った 場所で、 モモ テの 祭のと きに も その 浜辺 だけ は ミソギ をし 

ない。 『西 讃府 志』 にィザ ナキ、 ィザ ナミ を まつる 洞穴と あるから、 この 「ョメ が 穴」 は ョミの 穴だろう という 

推察が つく。 

出 雲の 黄泉の 穴 は 一時期 舟 庫に あてられ ていた。 舟 を 出し入れ する 作業 をお こなう 洞穴 はまつ 暗で はない。 も 

ち ろん 明るい とはいえない が、 しかし 記紀に 伝える 「常 夜」 「黄泉 国」 のよう な 絶対の 暗黒で はない。 うす ぼん 

やりした 暗 さなので ある。 これ は 沖繙の 海蝕 洞窟に みられる 風 葬 墓に ついても 言い 得る。 外 光が 射し こんで、 洞 

穴の 中 は 黄の 色に みたされる。 それ を 黄と いう 色の なかった 時代の 南 島の 人間 は 「青」 と 呼んだ。 『日本書紀』 

にも スサ ノォは 槍 海原 を 治めた と ある。 一方 スサ ノォは 根の 国に も おもむい たと あるから、 根の 国 は 海原 あるい 

は 海辺に あつたと 考えられ るので ある。 

本 居 宣長は 『古事記伝』 の 中で、 人間 は 責賤を 問わず、 また 善人 悪人の 区別な く、 死ぬ とみな 夜 見 国に いくと 

述べて いる。 その 亡骸 はこの 世に とどまる が、 そのた ましい は 夜 見 国に いくとす る 彼の 考え は、 『古事記』 にあ 

くまで 忠実で あろうと 欲する 宣長 としてとう ぜんの ことで あ つ た。 しかしながら 宣 長の 弟子の 平 田 篤 胤 は 師説に 

たまの みはしら 

反対した。 彼の 著書 『霊能 真 柱』 は 死後の 霊の 行方 を 明確に しょうと いう 意図から 書かれた ものである。 それに 

は 柳 田が 指摘して いるよう に、 夜 見と いう ことに 黄泉の 字 を あてた ところから まちがいが 起 つたこと を 力説して 

いる。 そして 世の 古学 をす る 人び と は、 何事 も 師の宣 長の 説 を 頼みと して、 これに ひたすらより かかり、 自分 自 
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身で きわめる という ことがない と、 師説 を 鵜呑みに する 人び と を 批難して いる。 

篤 胤に よれば、 夜見の国 は 大地の 下に あるきたない 国で ある。 そこ は 荒ぶ る 神の 支配す ると ころで ある。 では 

人が 死んだ のち、 その 魂 は どこに いくかと 言えば、 それ は 永久に この 国土に いるので ある。 ただ、 現世に いる 人 

間に は、 死者の たましいが どこに いると 指して いう ことができが たいので ある。 そもそも 冥府と いうの は、 この 

国土の 外の 別の どこかに ある わけで はない。 この 国土の 内の どこに でも ある わけで あるが、 ただ 幽冥に して 現世 

と は 隔たって おり、 目に 見る ことができな いので ある。 だから 中国の 人 も 幽冥 または 冥府と いうので ある。 さて、 

その 冥府から は 現世の 人の しわざ はよ く 見える ので あるが、 この 現世から は その 幽冥 を 見る ことができない。 そ 

れを喻 えれば、 灯火の 籠 を 白と 黒との 紙 を もって 中間から はり 分けて、 それ を 一室に おいた 時の ごとく、 その 暗 

い 方から 明るい 方 はよ く 見えても、 明るい 方から 暗い 方 は 見えない ので ある。 この 險ぇ によって 現世と 幽冥との 

ちがい を 知り、 また 幽冥 を 畏れ かしこむべき こと を さとっても らいたい。 ただし これ はた だ 現世と 冥府との ちが 

ぃを喻 えた だけであって、 冥府 は 暗く 現世 は 明るい という ことで はない。 決して この 点 を 思い あやまらないでも 

らいたい。 実は 冥府に も 衣食住が それぞれ そなわつ ていて、 この 現世の 様と 変わらないの である …… 。 

以上 は 根良亨 による 『霊能 真 柱』 の 現代 訳からの 摘要で ある。 

柳 田 国 男 は 『先祖の 話』 の 中で、 日本の 学界が 幽冥 道の 問題に 注意し はじめた の は、 平 田 篤 胤の 頃からで ある 

と 言って いる。 柳 田の 師 にあた る 松 浦萩评 も、 その 流れ を 汲み 「おた が ひの 眼に こそ 見えない が、 君と 自分との 

この 空間 も 隠 世 だ。 我々 の 言 ふこと は 聴かれて 居る。 する こと は 視られ て 居る。 それ だから 悪い こと は 出来ない 

の だと、 かの 楊 震の 四 知の やうな こと を 毎度 言 はれた。 しかし 後に なって 考 へて 見る と、 是はー つの 可能性と い 

ふべき もので、 誰の 霊が そこに 来る かとい ふこと もま まならず、 又 常に 必ず 居る とも 言へ ない のであった」 と述 

ベて いる。 
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この 松 浦の 説 は、 霊魂の 去来が 完全に 自由であって、 しかも その 数 はます ます 多くな り、 またき まった 居処ゃ 

ゆき 処を もたない ものが 増加す る こと を 感じた 結果が、 こういう 風に なった のであって、 神々 は 社殿に 常 在し、 

降神 昇 神の 式な ど は 無用の ものの ように、 思う 人が 多くな つてき たこと と 関連が あると 柳 田 は 言って いる。 松 浦 

の 説 は、 篤 胤の 説から 導かれた ものであるが、 霊が 常時 遍在 するとい う 考え は 新しい ものであって、 古人 はそう 

いう 風に は 考える ことができなかった こと を 力説して いる。 古代に は、 霊の 在り 処は 一定して おり、 その 霊が 現 

世 を 訪れる にも 一定の きまりが あつたと いう こと を 柳 田 は 言おうと している ので ある。 柳 田 はさら に 『故郷 七十 

年』 の 中で 次のように 述べて いる。 

いちばん 私 どもが 不愉快に 思 ふの は 「地下の 霊」 などと いふ 考へ である。 年寄に きいて みれば すぐ 分る が、 

日本で は 霊 は 地下へ 行く と は 思って ゐな いのに、 本 居 先生な どまで 根の 国と いふの が あるから、 霊 は 地下へ 

行く の だとい つて をら れる。 それに はさす がの 平 田 篤 胤 も 賛成す る ことができなくて、 根の 国と いふの は 月 

の 中に あるんだ などと いひ 出して ゐる。 しかしながら 今では 神道が じつに 寂しい 状態に おかれて ゐる。 日本 

の 信仰 は どの 点に おいて 仏教と 対立す るの か、 それ も だんだん わかりにくく なって ゐる。 年寄りに きいても 

判らず、 学問の ある 者 はみ な 漢籍 を 引き、 また 国学 を やって ゐる者 は 本 居 先生の 説な ど 引く。 じつ をい ふと 

書物ば かりで 研究して ゐる者 は 本当に は 判って ゐな いので ある。 日本人の 信仰の いちばん 主な 点 は、 私 は 生 

れ更 りと いふ ことで はない かと 考 へて ゐる。 魂と いふ もの は 若く して 死んだら、 それつ きり 消えて しま ふ も 

のでな く、 何 かよ ほどの ことがない 限り は 生れ 変って くる ものと 信じて ゐ たので はない か。 昔の 日本人 はこ 

れを 認めて ゐ たので ある。 


柳 田 は 日本人の 信仰の 中で もっとも 重要な の は 再生の 観念で ある こと を 強調して いる。 また、 たましいが 死後 

地下に いくとい ぅ宣 長の 考えに つよく 反撥して いる。 

篤 胤 もまた 死後の 霊魂が 地下の 黄泉 国の ようにけ がれた ところに いくはず はない こと を くりかえし 述べ ている n 

その 点で、 篤 i は 柳 田の 先駆者で ある。 しかし 篤 胤の 説に は 彼 一流の 揣摩 臆測が あって、 それが 一種の 神学の よ 

うな 構成 を もっている。 たとえば、 柳 田 も 言うよう に、 夜 見と は 月の ことで あると する。 夜見の国々 に 入った 速 

須佐之 男 命 を 月夜 見 命と いうの は そのため であると いう。 こうした 独断 に み ちた 恣意が 篤 胤の 説 に まどわしい 印 

象 を 与えて いる。 その 点で は宣 長の ほうが、 はるかに 素朴であった。 

しかし、 宣長は 「常世」 は 日本の 国から 遠く へだたった 処を 指す という 程度の 説明に とどまつ ている。 総 じて 

宣長は 死後の 世界に 関心 を はらわず、 冷淡であった。 

こうして みると き、 日本人の 他界 観、 来世 観の 研究 は、 宣長、 篤 胤な どの 国学者 を もってしても、 大きな 発展 

は 望めなかった。 それ を 可能と したの は、 常 民の 信仰 を 研究 対象の 中心とした 日本 民俗学の 二 巨人、 柳 田 国 男と 

その 弟子で ある 折 口 信 夫の 登場であった。 柳 田と 折 口 は、 宣長、 篤 胤の 時代に は 視野に 入らなかった 常 民、 とく 

に 南 島民の 世界観に 触れ、 それ をより どころ にして、 日本の 古典 を さぐる という 方法 をと つた。 それによ つて 古 

代 日本人の 他界 観の 秘密が 私たちの 前に 開かれる にいた つたので ある。 

章 

ズ， 折 口 信 夫も宣 長の 影響 を 受けて か、 常 夜 を 死者の 国の 最初の ィメ ー ジ として 捉え、 それ を 夜見の国と 同義語の 

9 ように 扱って いる。 しかし それが あやまり である こと はすで に 述べた。 

I 折 口 は 『古代 研究』 に 収められた 「古代 生活の 研究」 の 中で、 とこよの 「よ」 はもと もと 米 や 穀物 を 指して い 
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た。 それが のちに は 米の 稳りを あらわす ようになった。 「とし」 という 言葉が、 はじめは 米 や 穀物の 意味で あつ 

たのが、 あとで は 「年」 を あらわす ようになった とおな じで あると 言って いる。 そこで 常世と 言えば、 米 や 穀物 

がいつ も ゆたかに 稔 つてい る 世界 を 指して いたのが、 常 齢、 つまり 長寿の 国、 不老不死の 国の 意味に 理想化され 

ていった。 常 夜と 常世の 「よ」 が 同音異義だった ので、 常 夜から、 富と 長寿の 国の 常世へ と 移った というの であ 

る。 暗黒の 死の 国から 眩 ゆい ュ ー ト ピアへ と、 とこよの 観念が 移動して いった さま を 折 口 はこの ように 叙述して 

いる。 

古代 日本人の 死の 国 は 真暗で、 畏怖に みちみち ており、 そこに は 異形の 者が 住んで いると 折 口が 考えた のに は、 

それなりの 理由が ある。 南 島の 八重 山で 二 ー ル スクは 風の 吹く おそろしい ところと 考えられ ていたと いう 事実 や、 

秋 田の ナマ ハゲが 鬼の 仮面 を かぶって 出現 するとい う 事実が、 彼の 頭に あつたの である。 その 死の 国 は 海岸の 洞 

穴から 通う ことので きる 海底 または 海上の 他界であった。 折 口 はまた、 中世まで 出 雲 人の あいだに 痕跡の 残って 

いた 水葬の 習慣が、 大昔 は 海辺の 村々 にあった と 推定して いる。 後世の 人形 をのせ た 船 や 精霊 船、 虫 払い 船な ど 

のように、 死体 を 船に のせて 波に まかせて 流した 村々 では、 死体が 海の はるか 彼方に ゆきつく ところに、 死の 島 

を 想像した こと も 考えられる、 と 言って いる。 こうした ことから、 海岸の 洞穴と 通じてい る 海 彼の 他界が 信じら 

れ、 そこに 祖先 以来の 霊 は 死なずに 生きて いると された。 そこから 絶対の 齢の 国で ある 常世の 連想に 振り かわつ 

ていつ たと 折 口 は 言う。 

折 口が 暗黒の 死の 島 を 考えた のに は、 八重 山で 二 ー ルビ トウ (地底 人) と 呼ばれる ァカ マ タ • ク ロマ タの 神な 

どの 連想が あ つたに ちがいない。 しかし 石垣 島の 宮良 では 地の 底から 出現 するとい われて いる こ の 荒ぶ る 神 も、 

西 表 島の 古 見で は 「世 持 神」 すなわち 「世」 (豊作) を もたらす 神と してた たえられた 古い 記録が ある。 その 記 

録には 猛貌と 記されて いるが、 畏怖の 対象で ある 魔神の 印象から は ほど 遠い ので ある。 今日で も ァカマ タ* クロ 


マ タ のまえ に 跪 坐し 礼拝す る 村人の 熱烈な 信仰が あると いう 事実に 則して みれば、 畏怖と いうより は 畏敬すべき 

神と みなす ほうが 実状に 適して いる。 

折 口 は 初期の 著作で ある 『古代 研究』 において 常世の 問題 を 執拗に 論じた が、 最晚 年の 著作で ある 『民族史 観 

における 他界 観念』 (『全集』 第 十六 巻) の 中で ふたたびとり あげてい る。 

ところで そこでの 折 口の 主張 は 明らかな 変化 を 見せて いる。 彼 は 要約して 次の ような 意味の 言葉 を 述べて いる 


自分 (折 口) は、 最初 「常闇の 夜の 国」 がと こよの 原義であって、 日本 古代の 他界 観 は、 底の 国、 地穆、 浮 ふ 

ことなき 霊魂の 国と いった 恐ろしい 世界 を 意味す ると 思って いた。 それが やがて 純化して いって、 ふつう 一般に 

常世と いう 言葉から 受け とられて いる 明るい 他界 観が 生まれて きたと 考えた。 しかし、 はじめに 畏怖すべき 暗黒 

の 世界が あって、 しだいに 明るい 常世に 転化して いったと いう 考え は 「反省すべき 欠点」 を もっている。 常 夜、 

すなわち 絶対の 闇 を 意味す る 常世が、 幾分 完全に 近い 常世の ィメ ー ジを もっている からと言って、 常 齢 • 常 愛が 

そこから 作り出された とはい われない。 常 齢 • 常 愛の なかに も、 常世の 本義に 属する 要素が ふくまれ ている …… „ 

この 折 口の 発言 は、 『古代 研究』 で 彼が くりかえし 説いた 主張 を 裏切る とまで はいかなくても 大幅に 修正す る 

もので あり、 その ゆえに まことに 注目に 値する ものである。 ここにお いて、 折 口が 生涯の さいごに 到達した 常世 

の 観念 は 何であろう かと 問う のに、 おそらく それ は 明と 暗、 美と 醜、 善と悪、 それらが 未 分化の 状態に ある 「も 

とっくに」 としての 常世であった こと を 知る ので ある。 

太古の 人た ち は 異郷 . 他界の 訪問者が 村々 に 起る 災厄 を 追い払 つ て くれる ものと 信じ、 おそれながら 深く 信頼 

していた。 1 先の 祀 つた ものの 中には、 この 意味で、 恐るべき ものと 信ずべき ものと が、 一 つで ある ことが 多 力 

つた。 他界の 生物 は、 かならずしも おそろしい 形相と 性質 を もった ものではなかった ろう。 それな のにし だいに 
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遠来の 訪れ 人が、 恐ろしい ものと 変った の は、 災厄 を 追い払って くれる のに ふさわしい 姿 を 強調し なければ なら 

なかった からで ある。 このように 他界に 住む 異形の 存在に ついても、 折 口 は それ を 善意の ものと して 理解しょう 

とする にいた つてい る。 邪悪な 魔物の 住む 暗黒の 地獄と い つ た 彼の 初期の 他界 観 はも はやこ こで は 見られない。 

火 も 穀物 も 疫病 や 災厄 さえ もの 原郷 である 他界の 姿が 大きくな つ てく るので ある。 畏怖と 信頼と を 一 体 化して 考 

えようと している ので ある。 その 常世に は祖 霊の ほかに も 白鳥 や 海豚 や 儒艮が 生きて いる。 白鳥 は 羽衣 を 脱ぐ こ 

とで 人間に なり、 羽衣 を 着る と 鳥、 すなわち 神になる。 他界 身 は 白鳥であって、 現世 身 は 処女で あると 折 口 は 言 

う。 

折 口 は 海 膝 や 儒艮 は 他界 身 を 示す だけで、 人間の 姿 を 現ずる こと はでき ない。 しかし、 これらの 動物と 人間と 

の 間に は 深い 親和 関係が 成り立つ ている。 「この 世に おける 彼 は、 人間 身 を 持つ 我等で あり、 往 いて 他界に ある 

自分の 身 はたと へば 儒艮 身で あらう とも 知れぬ —— さう 言 ふ 空想 すら 起る ほどに、 深い 感情 交渉 を 互に 持つ。 唯、 

彼ら は 人間 身 を 以て 我等の 前に 現れる ことの 出来ない ばかりが、 常世 人 • 訪れ 人と 違 ふ 所で ある」 

ここにお いて 折 口の 他界 観 • 常世 観 は 死の 前年に おいて、 一 つの 到達 点 を 見せて いると いう ことが 可能で ある _ 

五 

日本人 は 死後の 魂の 住む 場所 を 閉ざされ たものと は 考えな か つ た。 そこ は 明暗 を わかちがたい 薄明の 世界で あ 

り、 死 は 再生 を 約束す る ものと 考えられ ていた。 とはいえ 常世 は、 そこに 住む 祖 霊が 子孫で ある この 世の 人び と 

をい つくしみ にみ ちた 目で 見守って いる 場所で あると いう 考えが 最初から あつたと は 思われない。 はじめは 荒々 

しい 力 を もった 死後の 霊魂が 住んで いると 想定され、 善き もの も 悪しき もの も 常世から くると 信じられ ていた。 

したが つ て 常世 を ひかり まば ゆい 楽土と みなし、 常世に 住む もの は 慈愛に みちた 袓霊 という 風に 考え を 限定す る 


こと はでき ない。 それ は 後代に なって 純化され、 浄化され た 考えで ある。 私が 折 口の 「暗い 冥府」 に 反対し なが 

ら、 手放しの 「明るい 常世」 に 同調で きないの は そのため である。 こうした ことから 南 島の 洞窟に みられる 「青 

の 世界」 につよ い 共感 を おぼえる ので ある。 

私 は かぞえ 切れない ほど 南 島に 旅 を 重ねてき たが、 私の 実感 はつよ まりこ そ すれ、 うすれる こと はない。 そう 

して 南 島に みられる 死者の 世界の 「青」 が 本土の 海岸 部に も 地名と して 残って いない かと 考えて、 出 雲へ、 若 狭 

へ、 能 登へ、 淡路と 阿波へ、 熊 野へ、 志 摩へ と 旅行 をく りかえ した。 それ もす でに 十 年 まえの ことにな つたが、 

その 試み は、 私に とつ て 日本人の 古代 生活 を 考えて みょうと する 機縁に はな つたので ある。 

さいごに、 仲 松 弥秀と 私の 考えの ちがいに ついて 一 言 ふれて おく。 

仲 松 は 『神と 村』 の 中で、 死者の 住む 「青の 世界」 と 二 ライカ ナイ は 本来 別々 の ものであった という。 二 ライ 

力 ナイ は 海辺に 打ちよ せる 漂着 物 や 「よりもの」 (ユリ ユン) と 呼ばれる 魚な ど を 追ってよ こす 海の 彼方に 描か 

れた 神の 島な ので ある。 それが いつの 間に か、 死者の 青の 世界が 二 ライカ ナイに ひきよせられ、 両者が むすびつ 

き、 死者が 二 ライカ ナイに 住む と 考える ようにな つ たと 仲 松 は 言う ので ある。 

しかし、 私の 考えで は、 はじめに 死者の 霊魂のと どまる ところが 「青の 島」 だった ので あり、 それが 更に 遠方 

に 投影され る ことにな つたの が、 海の 彼方の 二 ライカ ナイで ある。 したがって、 二 ライカ ナイ は 青の 島が 延長 ま 

たは 拡大され たもので あり、 そこ は祖 霊— 神の 住む 場所であった はずで ある。 しかしい つの 時代 か、 死者の 魂の 

いく 場所 は 後生と 考えられ、 二 ライカ ナイ は 人び とに 富と 幸福 を もたらす 神の 島の 役割 を果す ことにな つた。 二 

ライカ ナイ は 神の 島、 後生 は 死者の 国と いう 分化 は、 あたかも 常世が 理想化され るに したがって、 常世 は 不老 不 

死の 島と みなされ、 それに ひきかえて、 死者の たましい は 「根の 国」 にいく と考えられるよう になった 過程と よ 

く 似て いるので ある。 
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もともと 祖霊 I 神が 青の 島に とどま つ ていたと 考えなければ， のちに 二 ライカ ナイの 神が い つ たん 青の 島に 足 

をと どめて、 それから 陸に あが つ てく ると いう 考えの 説明が うまくつ かないの である。 

私の 考え を 推測させる ものが 奄美 群島の 徳之 島に 残って いる。 そこで は 旧盆の 後の 最初の ヒ ノエ、 ヒ ノト、 ッ 

はまお 

チ ノエの 三日間 を 「浜 下り」 と 称して、 浜に 仮小屋 を こしらえ、 それぞれの 小屋に 同族 的な 小 集団が あつまる。 

徳之 島の 伊仙 町 上面 繮 では、 ハマ オリ は 先祖に 対する 豊作 祈願 をお こなう 祭であって、 祖霊は 海の はるか 彼方 

から 浜 をお とずれ、 海岸に あつまって 遊び たわむれて いると 信じられ ている。 ハマ オリで 拝む 袓霊は 海のと おく 

の ネイラに おり、 三十 三年 忌で カミ にな つ た 先祖と もい われて いる。 この 話 は 吉田禎 吾の 教示に かかわる もので 

ある。 これで みても ネイラ— ネリ ャ— 二 ライカ ナイが 祖 霊の 島と 今日まで 考えられ てきた ことが 分かる。 


205 あとがき 


あとがき 


日本 民俗学の 二 巨人、 柳 田 国 男と 折 口 信 夫が 生涯 をつ いやして 追求した の は、 日本人の 信仰で ある。 なかで も、 

その 原点と しての 「常世」 であった。 常世 こそが 日本人の 血に もっとも 深く 喰い 入る 意識であって、 それに くら 

ベる と、 他の 問題 はすべ て 派生的な 枝葉に すぎない こと を 柳 田 も 折 口 も 告げて いるよう に 私に は 思われる。 常世 

という ことば を 口にする とき、 幾千 年に も わたる 時間 はとつ ぜん 切り裂かれて、 私たち は 歴史の 川床が 一瞬に し 

て 露わになる ような 気がする。 常世の 思想 は 理性 だけでなく、 日本人の 魂の もっとも 奥深い 部分と 共鳴し あわな 

いで はすまない 主題で ある。 

柳 田と 折 口 は、 民俗学の 課題 を 追求す るに あたって、 心の奥 ふかく そのこと を 感じて いたのであった ろう。 で 

なければ 八十 幾 歳の 老齢で、 柳 田が 『海上の 道』 に 取り組み、 折 口が 死の 前年 『民族史 観に おける 他界 観念』 を 

弟子に 口述筆記 させた という 事実の 説明が つかなくなる。 だが、 柳 田と 折 口の 天才 的な 洞察と 学殖に よっても、 

常世の 問題が すべて 解明され たわけで はない。 私 はもと より 浅学菲才 であるが、 常世の 課題 は 日本人の 信仰 を 明 

ら かにす るた めに 最も 重要で あると いう、 柳 田と 折 口と おなじ 認識の 上に 立って、 ここ 十数 年 全国 各地 を あるき、 

自分な りに 手 さぐり をつ づけて きた。 本書 は その ささやかな 報告書で ある。 

柳 田が 死んで からお よそ 二十 年、 折 口が 死んで から 三十 年、 彼らの 投げ かけた 常世の 主題 は その 赏要性 をつ よ 
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めて いくかに 私に は 見える。 日本人の 世界観、 他界 観が 変貌 を 余儀なく されて いるかに 思われる 現代 社会で、 常 

世の 思想が どのような 形で 残存す るか、 変化 を 強制され るか、 もしくは 崩壊す るか、 それ はけつ して 些 末な 問題 

ではなく、 日本人の 未来に 深く かかわりあって いる。 そう 意識 するとき、 常世の 課題 はつねに 再生す るので ある。 

さいごに この 書 を 「とこよに 在す」 父母に ささげる。 

昭和 五十八 年 三月 朔 

谷川 健 一 


日本人の 宇宙観 


209 古代人の 宇宙 創造 


古代人の 宇宙 創造 一 


H 古代人の 宇宙観 


一 

「太陽と 月」 で 代表され る 宇宙 あるいは 世界に ついて、 古代人 は どのように 認識して きた かとい うのが 主題で あ 

る。 日本の 民俗学の 諸問題の 背後に あるの は 古代人の 世界観 もしくは 宇宙観で ある。 しかし それ は 知識人のば あ 

いのよう にかなら ずし も 意識的な もので なく、 生活 領域の 中で ながい 時間 を かけて 伝承され てきた 慣習の 枠組と 

してと どま つてい る。 だからと い つ て 自覚され ない 古代人の 世界観 や 宇宙観 をと るに 足りない ものと する こと は 

できない。 狭 隙な 生活空間に 属して いた 過去の 日本人が、 それに 見合うよ うな、 小さく、 せまく、 稀薄な 世界観 

や 宇宙観し か 持ち 得なかった と 考える の は、 現代人の 陥り やすい 錯覚で ある。 むしろ 時代 を さかのぼる ほど、 古 
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代人の 世界観 や 宇宙観 は、 民俗 的な 認識の 羈絆と して、 個々 人 を 明確に 繫縳 していた というの が 実情で ある。 閉 

じられ た 社会に あって こそ、 生と 死、 現世と 他界に ついての 意識 は 深まらずに すまない。 その 背後に はま ぎれ も 

なく、 宇宙観が 横たわって、 古代人の 意識 を 支えて いる。 

かって 日本列島の 社会 は、 幾千 年と なく 村が 一 つの 宇宙で あり、 世界で あるよう な 状態 を 通過して きた。 『漢 

じょ  b じん  むら きみ  ふれ 

書』 地理 志に は 僕 人の 国が 百 余 国に 分かれて いたと いい、 『日本書紀』 の 神武 天皇の 条に は、 邑に 君が おり、 村 

に 長." (長老) がいて おのおの 境 を 分けて 闘争して いたと ある。 また 『播磨 国 風土記』 賀毛郡 (現 兵庫県 小 野 市と 

東条 .社* 滝 野 .泉* 北 条* 加 西の 六 町の 一帯) の条に はたく さんの 村 君が いて、 村 ごとに たたかった とも 述べ て い 

る。 これら は、 村が 国であった 時代の 様子 を 伝えて いる。 今日で も 対 馬で は、 となり 村に いくので さえ、 「旅に 

いく」 という 言い方 をして いる。 自己の 属する 村 を 出て サ ュ の 神 (村 ざ かいの 神 = 対 馬で はセ ン カミ) を まつる 

山 坂 を 越える と、 そこ はも はや 他郷で あり 他界で あると いう 意識の 残滓が そこに ある。 このような 閉じた 世界に 

住む 人び とが、 自分の 生活 を 「全体として」 認識し 把握し ようと 試みる とき、 それ は 太陽が のぼり、 かつ 沈んで 

いく 空間に かぎられる こと はとう ぜんの ことで ある。 

『万葉集』 巻 第一に は、 日の 径、 日の 緯 という 言葉が 対語で 使われて いる。 ヒノ タテは 東、 ヒノョ コは西 を 指し 

ている と 考えられ ている。 もっとも、 「成 務紀」 五 年に みるよう に、 東西 を 日の 縦、 南北 を 日の 横と し、 また 山 

みなみ かげと も  きた そと も 

の 陽 を 影 面、 山の 陰 を 背面と 呼んだ 例 も ある。 このばあい、 ヒノ タタ シ、 ヒノ ョコシ のシは ヒガシ 二、 ンのシ と 

おなじく 方角 を 示す 語で ある。 影 面 はカゲ (光) ッ (の) ォモ (面) で 日光の 当る 方角、 つまり 南方の ことで あ 

り、 背面 はソ (背) ッ (の) ォモ (面) で、 北方 を さす。 いずれにしても、 太陽 を 目安に して、 方角 を 定めた こ 

とが これでう かがえ る。 そのば あい、 太陽が 真東から 出て 真西に 沈む 春分、 秋分が 注目され たこと は 想像す るに 

難くない。 春分、 秋分 は それぞれ 春の 彼岸、 秋の 彼岸と して 仏教の 行事に 繰り こまれた が、 大林太 良が、 『日本 
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民俗 文化 大系』 第二 巻、 第一章 「太陽と 火」 の 中で 触れて いるよう に、 兵庫県な どで は、 彼岸の 中日 または 彼岸 

のうちの 一日、 ヒ ムカェ ヒォ タリの 行事 をお こなった。 この 行事 を 二 ッ テン サマ ノオト モ (日 天 さまのお 伴) と 

かヒノ トモ (日の 伴) と 呼ぶ 地方 もあった。 そうした 古風な 呼び 方の 中に、 常 民の 太陽に たいする 素朴な 信頼感 

が うかがわれる。 

熊本県の 阿蘇 地方で は、 春分の日に、 よもぎ を 入れた 米の 団子 を こしらえて、 それ を もって 阿蘇山に のぼり、 

太陽が 西の方に 沈む の を 見る 風習が あった。 また 鹿児島県の 甑島 では、 春と 秋の 彼岸の 日に は、 藺 落の 海岸に よ 

り あつまって、 断崖の かなたの 東シナ 海に 落ちて いく 夕陽 をお がんだ と 伝えられる。 一九 世紀の 前半の 文政 年間 

ご ざ かいきり やくえんぎ 

(一八 一 八— 三 〇) に 書かれた 『上の 山 御座 開基 略 縁起』 に、 

「つらつら 往昔 を尋 ぬるに、 辺鄙の 小島 なれば いまだ 法 流 ゆきわたらせ 給 はぬ 前 は、 春秋の 彼岸に は 人々 膨落 

の 凹に いたりて 日影の 西 海に 沈み 給 ふ を 拝みけ ると ぞ」 

と 記されて いるよう に、 それ は 仏教が 甑 島に つたわる 以前からの 風習であった。 

大阪市に ある 四天王 寺の 西 門 は 極楽の 東門に むかう とされて いて、 彼岸の 夕方に は 西の 海に 入る 夕陽 をお がむ 

群集が あつまった とされて いる。 これ は 古代の 太陽 信仰の 上に 日 想 観が くわわつ たこと を 示して いる。 日 想 観と 

にじょう 

いうの は、 落日の 中に 想念 を 集中 統一して 西方 浄土 を 観念す る こと をい う。 たとえば 大和 盆地の 西 を かぎる 二 上 

さん  え しんそうず 

山の ふもとの 良 福 寺と いう 村に 生まれた 恵 心 僧都 は、 幼い とき、 二 上 山の 落日 を 見て そだち、 後年の 日 想 観を感 

得した という。 また そこから ほどとおくない 当 麻 寺に まつわる 中将 姫の 伝説に あやかって、 折 口 信 夫 は 「死者の 

童 曰」 という 小説 を 書いた が、 その 主人公で ある 藤 原郎女 は、 春秋の 彼岸の 中日に、 二 上 山に くるめき 落ちる はな 

I やかな 夕陽 を 見つめながら、 仏の まぼろし を 見た ことが 記されて いる。 藤原郎 女の 幻覚 は、 落日に 西方 浄土の 姿 

2 を 現出 させよう とする 日 想 観 を 思わせる が、 しかし その 背後に あるの は、 太陽神に 奉仕す る 古代の 女た ちの 信仰 
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に ほかなら なかった こと は、 諸家の 指摘 するとお りで ある。 

大和 盆 也の 東 を，^ ぎる 三輪 山と 西 を かぎる 一 一 上 山と は、 古代人が 春分と 秋分の日の 目安に した 山で あつ た d 

(1)  ひ ばら  あなむ しとうげ 

= 光三の 『大和の 象』 によると、 春分、 秋分の 太陽 は 三輪 山の ふもとの 檜 原 神社と 二 上 山の 北の 穴 虫 峠と をむ 

あなし  ひょう 

すぶ 線 を 通る という。 ところで この 檜 原 神社から わずかば かり 北に い つ たと ころに 穴師 というと ころが あり 兵 

li- 神社が ある。 この 穴師 というの は、 昔 その 背後の 山村から 山人が 祭の 日に 草木の かずら を かぶって 出て きた 神 

聖な 場所と されて いる。 大和 盆地と 三輪 山の背 後の 山地 をつな ぐ 道が 穴師 である。 穴 虫 峠 は 大和 盆地と 河内 平野 

をつな ぐ 重要な 峠で ある。 

古代の 大和の 人た ちが 三輪 山と 二 上 山と を 東西の 観念の 根拠に していた と 思われる もう 一 つの 証拠 は、 三輪 山 

Q  のす くね  たぎ まの くえ はや  、 

の 北の 穴師兵 主神 社に 野 見 宿禰を まつ つてお り、 一 一 上 山の ふもとの 当 麻に 当麻蹶 速の 碑が ある ことで ある この 

二人 は 相 《^ をと つて 野 見 宿禰の 勝利に 帰した ので あるが、 これ はお そらく 神事と しての 相撲で、 東が 西に 勝つ と 

いう 儀礼的な 約束が あった こと を 物語る ものと 考えられる。 神事と しての 相撲 は 瀬戸 内の 大三 島に ある 大山 祇神 

社の 独り 相撲に みられる。 そこで は 人間が 神と 相撲 をと つて 負ける 所作 を 観衆の まえで 独演す る。 沖繙 では 東 組 

と 西 組に 分かれて 綱引き をして、 東 組が 西 組に 勝つ と あらかじめ きめてい る 所 も ある。 東 は 神の 側で あり 西 は 人 

間の 側 だからで ある。 

こうした こと を 考慮に 入れる と、 大和 平野に 生きた 古代人が 三輪 山と 二 上 山 をより どころ にして、 東西の 観念 

をた えず 意識して きた こと は 否定し がたい。 三輪 山の 北の 穴師と 一 一 上 山の 北の 穴 虫と は その 名 も 似通って いるが、 

春秋の 彼岸に 太陽 は穴師 から 出て 穴 虫に 沈んだ と 古代人が 考えた としても 差支えない であろう。 こ のば あい の 

「穴」 は 太陽が 昇り、 沈んで いく 「太陽の 洞窟」 だと 推定す る ことができる。 
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一 一 

「太陽の 洞窟」 は 沖 織の 古 謡 集 『おもろ さう し』 では 「太陽が 穴」 と 呼ばれて いる。 太陽 は 毎朝、 東方の 穴から 

誕生す ると 信じられ ていた。 『おもろ さう し』 では 「太陽が 穴の 大主」 という 言い方 もして いる。 「太陽が 穴の 角 

の 魚」 と言うの は、 飛魚の ことで ある。 飛魚の むれが 太陽の 穴から さしの ぼる 光 を 受けて、 海原 をカづ よく 渡つ 

ていく 光景から、 そうした 表現が 生まれた のであろう。 その 背景に は 飛魚 を、 「太陽が 穴の 大主」 の 使者と 見る 

信仰が かって あつたの かも 知れない。 

沖繙 では 海神 祭の 頃に スク という 小魚が 海岸に 近づいて くる。 久高 島の 北に ある 伊計 島の 漁師た ち は、 東の 方 

から 寄って くる スクの 一 種に テダ ハ 二 スク という 呼び名 を 与えて いる。 太陽の のぼる 水平線の 彼方から やって き 

た 小さな 魚の 群が 浅瀬に ひしめき あい、 きらきらした 光景 を呈 している ことから テダ ハー 一、 すなわち 太陽の 羽 だ 

という 美しい 形容に な つ たと おもわれる。 弥生時代の 北 九州 や 山口県で 腕に つける 貝 輪と して 使用され ている ゴ 

ホウ ラは 南海 産の 貝の 一種 だが、 この ゴ ホウ ラを宮 古 群島の 池 間 島で はテダ ノス ゥ という。 スゥの 意 は 不明で あ 

るが、 いずれにしても 太陽に ちなん だ 命名で ある。 また 奄 美で はゴ ホウ ラを テル コ ニヤ ー と 呼ぶ という。 テル コ 

は 南 島で いう 太陽の 古名で ある。 テル コ ニヤ ー の ニヤ ー は 貝の ことで あるから、 翻訳 すれば 太陽の 貝で ある。 こ 

のように、 飛魚に せよ、 ス クゃゴ ホウ ラ にせよ、 海の 生物に 太陽の 名が 冠せられ ている の は 意味 深い。 沖 繩のニ 

ライカ ナイ は 海の 彼方 または 海の 底に あると 信じられ ている。 『おもろ さう し』 に は 「にる や てりあがり」 つま 

り ニルャ (二 ライ) に 照り 揚がる 太陽と いう 言葉が ある。 これから 推察され るよう に、 太陽 は 海の 彼方 または 底 

を 照らす と 信じられ ていた。 したが つ て 海の 生物に も 太陽と 縁 由の ある 名が つけられ たと 思われる。 

しかし 「太 か 穴」 はもと もと 集落の 東方に ある 穴であって、 かならずしも 水平線 上に あると いう 風に は 思わ 
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ち ねん もりぐ すく 

れ ていなかった。 『おもろ さう し』 にある 「て だが あなの ぐす く」 は沖繙 本島の 東南 部の 知念杜 城の ことで あり 

「て だが あなの みづ たけ」 は 同じく 与那 原に ある 瑞嶽 のこと である。 宮 古島で は 「太陽が 穴」 のこと を 「太陽が 

ぎ窟」 と 呼んで おり、 そこで は 太陽 は 集落の 東の 洞窟から のぼると 信じられ ていた。 それが 沖繙 本島で もっぱら、 

東方の 水平線 上に 太陽の のぼる 穴が あると 考えられる ようにな つたの は、 『おもろ さう し』 の 編纂され た 一 五世 

紀 前半から 一六 世紀 前半に かけて、 第一 尚 氏に よって 東方 聖地の 観念が 強調され たこと と 無縁で はない。 こうし 

て、 「太陽が 穴」 も 二 ライカ ナイ も 東方 海上の 彼方に 想定され てく る。 しかし、 ふるく は、 死者の 魂の いく 世界 

は、 村の すぐ 近くで あり、 二 ライの 方角 も 東と はかぎ つてい なかった。 

おおぎ み そん  ちち 

沖 織 本島の 北部の 西海岸に ある 大宜味 村で は ノロの 葬式のと きに、 赤と 黒に 塗られた ノロの 柩が 「月ばん た， 

太陽ばん た」 を 越えて 来世に 送られる という 意味の 歌が うたわれ てきた。 ばんた は 端と か 崖の ことで あるから、 

この 世に は 月の 崖、 太陽の 崖が あって それから さき は 死者の 住む 国と 考えられ ていた ことが 分かる。 つまり、 日 

月の 運行に も 空間 的な 限界が あると 思われて いた。 

中国人 は 台湾の 澎 湖島から 琉 球に 近づいた あたりに、 奈落の 海が あると 信じて いた。 それ はすで に 『元 史』 の 

r 瑠求 伝」 に 見え、 明 代に も 『大明 一統 志』 に 記されて いる。 その 奈落の 海と いうの は、 激しい うず を まきな が 

ら、 下方に 水が 流れ 落ちて しまう ところで、 中国人 は それ を 落 漂と 呼んだ。 潦は 水涯、 つまり 海の 果 にある 深く 

えぐれた 海渠 のこと である。 この 落潦に 近づいた 船 はこと ごとく、 うずまきに のみこまれて しまう という ことで、 

大 そうこ わ がられて いた。 まるで ェ ドガ ー • ァ ラン • ポオの 小説 「メ エルシュ トレ ェム に 呑まれて」 のよう な 話 

だが、 明 代に 琉球 にやって きた 冊 封 使節の 記録で ある 夏 子 陽の 『使琉 球録』 ゃ徐葆 光の 『中 山 伝 信録』 に は落潦 

のこと が 記されて いる。 冊 封 使た ちの 船 は 落潦を 無事に 乗り切って 琉 球との 間 を 往復す る ことが 大きな 関心事で 

あつたの である。 


215 古代人の 宇宙 創造 


古代の 日本人 も 海に 果が ある こと を 信じて いた。 『古事記』 に は 豊玉姬 が 自分のお 産 をす ると ころ を 夫に のぞ 

き 見され て 恥じ、 海 坂 を 塞いで 海 神宮に かえった と 記されて いる。 『万葉集』 に は 水の 江の 浦 島の 子が 鰹 ゃ鲷を 

釣りながら、 海界 をす ぎても なお 舟 を 漕いで いったと ある。 この ことから して、 黄泉 比 良 坂と おなじように、 海 

原に おいても 現世と 他界の 境目が 坂の ようにな つ ている と 古代人が 想像して いた ことが 分かる。 それ は 水平線の 

彼方に 日が 沈んだり、 舟 影が かくれたり するとき の 観察 も あずか つ ていたの であろう。 

これまで 見た 「太陽の 穴」 「月ばん た、 太陽ばん た」 「落 漂」 「海 坂」 などの 観念 は、 世界が 平たい 陸と 海から 

成り立つ ており、 この 世の 果には 奈落が あるば かりだと いう 考え を 基礎に している。 地球の 円い こと を 知らない 

中世の ョ ー 口 ッパ人 も、 海の 果に 大きな 怪魚 がいて、 そこに さしかかる 船 を 呑み こむ と 想像した。 

三 

宇宙の 真ん中に、 それ を 支える 生命の 木が あると いう 考え は 各 民族の 神話 や 伝説に 数多く 見られる。 その 木の 

梢 は 天上の 神々 の 住居に 届いて いると 思われて いる。 北欧神話で はこの 木 は トネ リコ、 アルタイの 伝説で は モミ 

の 巨木で ある。 宇宙 樹は 世界 樹 とも 呼ばれて いる。 

ところで、 『古事記』 の 仁徳 天皇の 条に 次の 記事が ある。 

あさひ  あわじ 

「此の 御世に、 免寸 河の 西に 一 つの 高樹 有りき。 其の 樹の 影、 旦 日に 当れば、 淡 道 島に および， 夕日に 当れば、 

高 安山 を 越えき。 故、 この 樹を 切りて 船 を 作りし に、 いと はやく 行く 船な りき。 時に その 船 をな づけて、 枯野 

と 謂 ひき」 

その 枯野 という 船で 淡 道 (路) 島の 清水 を 酌んで 天皇に 聖水 をた てまつつ た、 という。 この 話 は 宇宙 樹の 物語 

の 一種と 思われる が、 ここで 問題になる の は、 その 樹が 免寸 河の 西に あつたと いう ことで ある。 免寸 河の 読み方 
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について は 諸説が あるが、 免寸と 読む という 説が 一番多い。 和 泉 国大 鳥 郡に 式 内 社の 等 乃 伎 神社が ある。 現在、 

免 寸は高 石 市 取 石  一 ニー 丁目と されて いるが、 かっての 大阪府 泉 北 郡 取 石 村 大字 富 木で あり、 現在 も 国鉄 阪和線 

に 富 木と いう 駅が ある。 等 乃 伎 神社の ある 場所 は、 『古事記』 の高樹 があった 地と 伝承され ている が、 大和 岩 雄 

によると、 そこ は、 高 安山の 山頂の 夏至の 日の出 を 仰ぐ 場所で あり、 高 安山から みれば 冬至の 太陽が 海に 沈む 位 

置に 臨んで いる。 『三国 遺事』 巻 一 に は r 迎日， 都 祈 野」 と 記して ある。 「都 祈」 は トキ • トチの 音 借 表記で あり、 

トキ は 古代 朝鮮語の 迎日 • 日の出 を 意味 するとい うこと から、 大和 岩 雄 はさきの トノキ は トキの 転じた 語で ある 

(2)  くさ かべ 

としてい る。 等 乃 伎 神社の あると ころ はかって 日 部郷に 属して いた。 本 居 宣長は 『古事記伝』 の 中で、 神武 東征 

くさ か 

の砌、 神武 帝の 兄の 五瀬 命が 負傷した の は、 河内 国 河内 郡の 日 下 (現 東 大阪市) ではなくて 和 泉 国大 鳥 郡 日部郷 (現 

堺市草 部と その 周辺) であると 言って いる。 その 理由 は、 河内の 日 下 は 海辺で ないから 船が 停泊す ると ころで はな 

い。 また 和 泉 国 ももと は 河内 国で あり、 霊 亀 二 年 (七 一六) に はじめて 和 泉 国の 名称が おこなわれ たので あるから、 

『日本書紀』 に 河内 国 草 香邑と 記されて いるの も、 この 和 泉 国の 日 部の こと だと 言って いる。 宣長は 古代に は大 

阪 湾が 深く 入り こんで 生 駒 山に 近いと ころまで 海が ひろが つていた こと を 知らず、 また 大和 川が 北 流して いた こ 

と を 知らなかった のでそう した 論 をな したと 思われる。 それ は ともかく、 高樹 伝説の 所在地 は 日 下 または 日 部と 

記され、 クサ 力と 呼ばれて いた。 五瀬 命が 負傷した 場所と されて いる 河内 国の 日 下に も、 神聖な 樹 があった。 

『古事記』 は、 五瀬 命が 「日の 神の 子孫な のに、 太陽に 向って 戦った ことが よくなかった。 それで 敵の ために 痛 

手 を 負った」 と 言 つ たと 述べ ている が、 これが 日 下の 地での 述懐で あると ころに 深い 意味が あると 考えられる。 

五瀬 命が 負傷した とき、 大きな 樹 にかくれ て 命拾いした 人が あった。 その 樹の 恩恵 は 母の よう だと 感謝した とい 

うこと で、 その 樹の 生えて いると ころ を 母 木邑と 名付けた ことが 『日本書紀』 に 記されて いる。 この 母 木に つい 

て 折 口 信 夫 は、 母の 乳汁 を 塗って 傷 を 癒 やした という 大国 主命の 伝説から 推理して、 母 神の 乳汁 を 塗って 痛 矢 串 
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を 癒 やした という 条が 語り 落された ので はない かと 言って いる。 この 折 口の 解説 は 興味が ある。 彼 は 母 木に 族 霊 

信仰 をみ とめて いる。 こうした；^ 索 は 別にしても、 母 木が 太陽 信仰と 関連す る 樹木で ある こと はとう ぜん 考えら 

れ るので ある。 

日 下と いう 地名の 起り について は 諸説が ある。 西宮ー 民 はもと もと 「日の 下の クサ 力」 という 枕詞 的な 修飾 句 

が あり やがて 日 下と 書く だけで 地名 クサ 力 を あらわす ようにな つたので あろうと 説明して いる。 では クサ 力と は 

何 か。 クサ 力の 力 は 場所 を 指す 処 である。 クサ は 『万葉集』 に 「日 下 江の 入江」 と あるよう に、 当時 沼沢 地で あ 

り、 葦な どの 草が 生えて いた こと を 述べた ものである という。 『古事記』 の 神武 天皇の 条に 日に 向って 賊と 戦つ 

たこと が 天道に 逆らう ことにな つたと か、 同じく 雄 略 天皇の 条に、 雄 略 帝が 日 下の 地に 若 日 下部の 王 を 妻 問う と 

きの 話と して、 帝が 日に 背いて 幸 行で ました こと はお それ 多い という 表現の あると ころ を 見ても、 日 下の 地に 太 

陽 信仰が あった こと を 否定で きない。 

大和 岩 雄に よると、 難 波と いう 語 はナル ニハの つづ まった ものである。 ナルと は 古代 朝鮮語の 太陽 を 意味す る „ 

したがって ナ ルニハ は 太陽 を 迎える 場所 だとい う。 今 も 大阪市の 区 名に その 面影 をの こして いる 西 成 • 東 生 (現 

区 名 は 東 成) の 語が はじめて 文献に 現れた の は 天平 年間 (七 二 九 I 四 九) のこと であり、 その 前 は r 奈理」 とい わ 

れ ていたと 大和 は 推定す る。 かくして 「難 波」 の 枕詞の 「おしてる」 は 太陽の 照り 輝く という 意味で ある ことが 

納得され る。 ちなみに 沖 繙ゃ奄 美で 尊 守され ている テル コ • ナルコ の 神 もまた 太陽神で あり、 r ナル」 は 太陽 を 

(6)  い こま かむな び やま ほんぎ  おおや しま 

意味す ると 私 は 考えて いる。 『住吉 大社 神代 記』 (「 胆駒 • 神奈備 山 本 記」) に 「大 八嶋の 天の下に 日 神 を 出し 奉る 

ふなき  おおた た がみ 

は、 船 木の 遠祖 大田田 神」 と あるが、 造船に かかわ りのある 船 木 氏が 太陽神 を 天下に 出した という 伝承に は 
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「太陽の 船」 の 面影が 残って いる。 それ は 難 波が 太陽 を 迎える 場所で あると いう 古代 信仰と 無縁で はない はずで 

ある。 

さて 日 下の 地で 神武の 軍に 抵抗した 長髄彦 は、 饒速日 命に 仕え、 自分の 妹 を 命に とつがせ たが、 そうして 生ま 

う ま しま で  ものの ベ 

れた 子が 可 美 真 手 命で 物 部 氏の 遠祖で あると 『日本書紀』 は 記して いる。 こうして みると、 日 下の 地が 物 部 氏に 

密接な 関係の ある 土地で ある こと は 疑うべく もない。 「神武 紀」 に は、 神武 帝が 日向の 国に いたと き、 東の 方に 

青山に かこまれ ている ゆたかな 国が あって、 そこに 天 磐 船に のって 飛び降りた ものが いるが、 それ は 饒速日 命で 

あろうと 言った と 述べて おり、 『旧事 本紀』 の 「天孫 本紀」 にも、 饒速日 尊が、 天 磐 船に 乗って 河内 国の 河 上 哮 

峰に 降りた と 記されて いる。 これらの 記事 は 物 部 氏が 神武 東征の まえす でに 太陽の 名前 を もつ 饒速日 命 を 奉じて 

河内 国に 君臨して いた こと を 示す ものであるが、 その 降臨した 哮 峰に ついては、 北 河内 郡 磐 船 村 私 市 (現 交野市) 

かたのの むら じ 

にある 磐 船 神社 あたりと する のが もっとも 有力で ある。 この 地 は 『和名 抄』 の 交野 郡で、 物 部 一族の 肩 野 連の 本 

貫 地であった。 「天神 本紀」 の 二十 五部 人の 中に 肩 野 物 部が まじって いる。 こうして 物 部 氏の 袓の饒 速 日 命が 降 

臨した 場所と、 神武の 軍が 饒速日 命の 義弟に あたる 長 髄彦の 抵抗に あ つ た 場所と はわず か 十数 キ 口 の 距離に すぎ 

ない。 以上の ことから 私 は 物 部 氏 は 日の 神の 信仰 を 奉じて 難 波に 上陸し、 生 駒 山麓に 根拠地 を かまえて 勢力 を 張 

つていた ので はない かと 推定す る。 その あと 東征した 天皇家の 先祖が、 物 部 氏 を 駆逐し、. 日の 神の 信仰 を 天皇家 

の ものと したので あろう。 

高樹 伝説 は 和 泉の 免寸 河の 付近に ある だけで はない。 これとおなじ 趣旨の 話 は 『播磨 国 風土記』 逸文の 中に も 

見られる。 そこで は 明 石の 駅 家に ある 井戸の ほとりに 生えた 楠の 大樹と なって いる。 この 楠 を 切って 船 を 作り、 

速 鳥と 名 づけた という。 

また 「景 行紀」 によると、 その 一八 年に は、 天皇が 筑紫 国の 御木に いたった とき、 その 行宮の 近くに たおれた 
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機の 大樹が あった。 この 大樹 はた おれる 前に は 朝日の 光に 当って 杵嶋山 を かくし、 夕日の 光に あたって 阿蘇山 を 

かくした と言う。 この 樹が 神木と いうので 天皇の 命で その 国 を 御木の 国と 呼んだ。 そこ は 今の 福岡県 三 池 郡に あ 

たると ころで ある。 御木の 国の 由来に ついては、 『筑後 国 風土記』 逸文に も 記されて いる。 すなわち 昔、 楝の大 

樹が 郡 家の 南に 生えて いた。 朝日の 影 は 肥 前の 国の 多 良の 峯 (佐賀県 多 良 岳) を蔽 い、 夕日の 影 は 肥 後の 国の 荒 

爪の 山 (熊本県 鹿 本 郡 北境の 山) を蔽 つた。 そういう 大きな 木が あった ことから、 御木の 国と 言った。 後の 人 は 訛 

つて 三毛と いった。 今 は 郡の 名と している、 と 述べて いる。 

また 『肥 前 国 風土記』 の 佐嘉郡 (現 佐 賀市を 中心とする 佐賀 郡の 地) の条に は、 佐 嘉の郡 家の ある 村に 楠の 大樹が 

生えて いた。 朝日の 影 は 杵嶋の 郡 (現 佐賀県 杵島 郡と 武雄市 付近) の 蒲 川 山 をお おい、 夕日の 影 は 養父の 郡 (現 鳥栖 

市 付近) の 草 横 山 をお おった。 日本 武 尊が 巡回した とき、 楠の 茂り さかえた の を 見て、 この 国 を栄の 国と 名付け 

よと 命じた。 そこで 栄の 郡と 呼び、 のちに 佐嘉の 郡と 名 を 改めた、 と ある。 

『荊楚 歳時記』 に、 冬至の 日に 日の 影 を 量る という 事柄が 述べられて いるが、 これらの 高樹 は、 和 泉の 免寸 河の 

大樹の ように、 夏至 や 冬至 あるいは 春分 秋分の 折の 太陽 観測の 目 あてに したの かも 知れない。 いずれも 駅 家 また 

は 郡 家の 近くに 高樹が 生えて いたと いう ことから、 行政 または 交通の 拠点が、 その 国の 宗教 的な 観念の 中心で も 

あった 時代の 伝承 を 伝えて いる。 これ を 宇宙 樹 という 風に 考える よりもむ しろ 太陽 信仰と 関連 づけて みるの が妥 

当 かも 知れない。 しかし、 河内の 日 下の 母 木の ように、 風土が たんなる 空間と して だけでなく、 象徴的な 意味 あ 

い を も つ ていた 時代の 産物と いえる。 

五 

では 日本に は 宇宙 樹 もしくは 世界 樹 についての 記載 はない か。 一 七 世紀の 初頭に 刊行され た キリシ タ ゾ のま〕 物 
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の 『御パ シ ョ ンの 観念』 に はつぎの 言葉が みられる。 

「ダ 二 ュ ル —— ボ 口 へ タの 経典に 見 ゆる は 『ナブ コ ドノ ソルの 夢に、 世界の 真中に 植ゑ たる 一 本の 木 あり。 高 

きこと 霊 を 払 ひ、 美しき 葉 茂り、 潤沢なる 実 を 結べり』 と あり。 この 木と いふ は、 世界の 真中に て クルスに 掛 

かり 給 ふゼス 1 'キリシ トのヒ グゥラ なり。 御パシ ヨンの 観念 を 以て この 木陰に 休まん 輩 は、 真に 甘露 を 含む 木 

の 実 を 潤沢に 求むべき なり。」 

ナブ コ ドノ ソル は ネブカ デネザ ル のこと である。 ポロ へ タは 予言者、 ヒグ ゥラは 象徴と か予 兆の 意と されて い 

る。 「ダニエル 書」 の 第 四 章に 述べられた 宇宙 樹の話 は、 日本の キリシタン 宗徒に よろこばれ、 キリスト教の 伝 

てんち はじまり のこと 

説と して 記憶され たと 思われる。 長崎県 下に 住む かくれ キリシタンが 作り出した 『天地 始之 事』 と 呼ばれる 和製 

の 聖書の 中に も 次の 記述が 見付かる。 

ちと 

「ここに 三ち り 島と いふ 所 あり。 此所 にくろう すの 木と いふ 大木 あり。 其な がさ 六十 六 間 也。 本 三十 三 間 は、 

もとき  あまくだ  ゝ すえずえ 、 ..^、 

又の 用意に のこしお き、 此 本木に、 でう す 天下らせた まひて、 火 を 付けさせ、 此 火き ゆるまな く 末々 まで 燃 

とぎ 

え つづく とい ふ 事、 此木 焼けし まへば、 此 世界 天火 地 火、 一度に 和合して、 三時の 間に、 焼け 滅 するとい ふ 事、 

恐ろしき かな、 恐るべし かくて 末 三十 三 間 を 切り取り、 はりつけの 台に 持へ、 これ を 御身の 肩に からげ 

付、 かる わ 竜ケ嶽 へぞ、 おったて ける。」 

ここにい う 三ち り 島 は至聖 なる 三位 一 体の 神 を あらわす ポルトガル語に 由来す る。 くろうす の 木 は 十字架の 意 

である。 三ち り 島の くろうす の 木 を もって、 三十 三 間の はりつけ 台 を こしらえ たという 話に なって いる。 かる わ 

竜 ケ嶽は カル ヮ リオの ことで ある。 世界の 真ん中で クル スに かかつ た キリストの 象徴と しての 世界 樹の 観念 は 

『天地 始之 事』 にこの ように 変形した 形で ひきつがれ ている。 しかし これ を そのまま 日本人が 古代から もってし 

た高樹 伝説の たぐいと 見る 訳に はいかない。 
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0 洪水 伝説と 人類の 誕生 


一 

地域の 中心に その 象徴と なる 山が あると いう 考え も 日本の 古代に は 存在した。 

こおりの みやけ  あめやま 

『伊予 国 風土記』 逸文に、 伊予の 郡の 郡 家の 東北に 天 山が あった。 この 山が 天から 降って きたと き、 二つに 分 

かれて 一方 は 俊の 国に 天降り、 天 加 具 山と なり、 片端 は 伊予の 国に 天降った ので、 天 山と いう、 と ある。 これと 

同様に、 『阿波 国 風土記』 逸文に も、 天から 降って きた 山の 大きい 方 は 阿波 国に 降った ので 天の もと やまとい い、 

くだけた 方 は 大和 国に 降つ たので 天の 香具 山 と言うと ある。 

これら をみ ると、 香具 山 は 天から 降って きた 山で あるた めに 「天の」 という 形容詞が ついた ことが 分かる。 「神 

武紀」 に、 天つ 神が 夢に あらわれて 香具 山の 土 をと り、 平たい 器 を こしらえて、 天神地祇 を 敬い 祭る と、 敵 

やまとのくに 

はおの ずから 降伏 するとい う 託宣の あった ことが 述べられ ている。 また 「崇 神紀」 に、 香具 山の 土 を 「倭 国の 

物 実」 すなわち 大和 国の 代表的な 土と 呼んだ こと も 理解で きる。 その 土に は 敵 を 打ち まかす 呪 力が あると 思われ 

ていたの である。 「神武 紀」 にいう 天神地祇と は 中国 風の 言い方で あるが、 土の 呪 力 を 信仰 するとい うの は 日本 

在来の 考え方に ほかなら ない。 

かみの よな なよ  う ひじに  いもす 

そのこと は 『記紀』 の 冒頭の 部分 を みれば 諒解され る。 『記』 によると、 神 世 七 代の なかに 宇 比地邇 神、 妹須 

比智邇 神が 生まれ、 その 次に は 角^ 神、 妹 活^ 神が 生まれた と ある。 『書 紀』 によると、 塑土煑 尊、 沙土煑 尊の 


日本人の 宇宙観 222 


次に 角櫬 尊、 活櫬 尊が 生まれた と ある。 これ は 諸家が 指摘して いるよう に 泥 や 砂の 神格化、 また 田んぼの 畦 や 溝 

がく ずれない ように 土 どめ をす る クイの 神格化で も ある。 つまり それ は 洪水の 引いた あと 低湿 地帯で おこなわれ 

る 原始 農業の すがた を 描写し、 象徴 化した ものである。 『記紀』 にみ る 日本の 天地創造 神話 は大 洪水の あとから 

はじまる ところに 特徴が ある。 そのこと は あとで 述べる として、 土の 况カ は、 古代 日本人が 弥生時代の 稲作 農業 

に 示した 関心と 無縁で はあり 得ない。 

二 

こうした 泥土に 対する 執着 は 後世まで もちこされた。 明治 一四 年 (一八 八 一 ) に 天理教の 教祖で ある 中 .=T みき は 

どろうみ こうき 

『泥海 古記』 を 歌の 形式で 著わした が、 その 冒頭に は 

よう 

この 世の ほんもとなる は どろのう み 

もとなる 神 は 月日 さまな り 

という 歌が 掲げられ ている。 つまり 天地の はじまり は 泥海で、 最初の 神 は 月日 さまであった という。 『泥海 古記』 

はこの 教 歌から 始まり、 一六 〇 首の 教 歌で 構成され ている。 天地創造の 神 は 伊邪那岐 命と 伊邪那美 命で あり、 伊 

邪 那美命 は 三年 三月 身 ごもって、 大和 • 山城 • 伊賀. 河内の 国々 を 生み、 その あとで 残る 国々 を 生んだ。 最初の 

人間 は 五分し かない 体長で 生まれ、 三寸まで 成長す ると 死んだ。 次 は 三寸 五分、 その 次 は四寸 になる と 死んだ。 

そうして だんだんと 大きな 子どもが 生まれ、 八寸に そだった ときに、 泥海 を 海と 陸と に 分けた、 となって いる。 

人間の たましい は 泥海に いた 泥鰌で あると いう 記述が 教 歌の 中に あるの を みても、 そこに は 泥土 を 棲 家と する 考 
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えが うかがわれる。 

薩 摩の 霧 島山 麓に 点在す る 力 ャ 力 ベ と 称する 宗教 集団 もまた 特異な 創造説 話 を も つてい る。 カャ 力べ はかくれ 

真宗の 教団で あるが、 「おつたえ」 と 称する 伝承 を 保持して いる。 その 中で、 天地開闢の 時、 世界 は 一面 泥海で 

あった。 霧 島の 神 は 人間の 住む ことので きる 土地 を 求めた。 下界 は 混沌と して 霧 か 島 か 分からなかった。 そこで 

神 は 鶴 をとば して、 もし 島なら ば 刻 を つげよ と 命じた。 鶏 は 刻 を 告げた。 そして 降りた ところが 高 千 穂の 峰で あ 

つた。 それで 霧 島と いう 名が ついた という。 鶏 は 神の 僕で あり、 人間の 住む ことので きる 土地 を 探して くれた 恩 

の ある 鶏で あるが 故に、 カャ 力べ の 人た ち は、 鶏 を 絶対に 食べない という 厳重な タブ ー を 保って いる。 カャ 力べ 

の 「おつたえ」 に は それと またち がった もの も ある。 

いにしえ むみょう やん  とろう うん  わか 

r くつと 古 は 無明の 闇で、 泥の 海と いう 御座い もす。 その 時 は 天と いう 分ち いもな し、 地と いう 分ち い 

もな し、 どこお も かしこお もた だ 一面に、 どうろ どうろ ゆいおう ておい、 泥の 海で 無明の 闇と いう 御座い もす- 

その 泥の 海の 波の 上に、  たった 御 一 仏 わが 様の 光明の 光 を おん 射しな され、 奇妙に 御 出生な された という 御座 

(7) 

いもす …… ご 

つまり、 この 世界 はずつ と 古く は、 無明の 闇で 泥の 海であった。 その 時 は 天 も 地 もな く、 どこもた だ 一様に ど 

ろ どろした ものに 蔽 われて いた。 その 泥の 海の 波の 上に、 ただ 御 一 仏様が、 光明の 光 を さして、 奇妙な 御 出生 を 

なされた …… というの である。 この 文章で 気が付く の は、 おなじように 泥海が 出て くる ことで ある。 カャ 力べ に 

関する 文書 記録が 残って いるの は 江戸時代 文化 年間 (一八 〇 四— 一八) あたりから であるが、 きびしい 監視の 下に 

置かれた この 特異な 真宗 教団の 伝承が 中 山み きの 『泥海 古記』 と 相互に 影響し あう ところの なかった こと はたし 

かで ある。 更に 気が付く こと は、 「おつたえ」 の 表現が 『古事記』 の 冒頭と 似て いる ことで ある。 

「国稚 く 浮きし 脂の 如くして、 くらげな す ただよへ ると き、 あしかび の 如く もえあがる 物に 因りて 成れる 神の 


名 は、 うまし あしかび ひこ ぢの 神」 

4 

2 『古事記』 では この 神 は、 独 神と 成り 坐して、 身 を 隠した と 説明され ている が、 それ はカャ 力べ の 「おつたえ」 

™ にいう 泥海の 波の 上に 光明の 光 を さして、 奇妙な 出生 をした 御 一 仏様の 姿と 共通の ィメ ー ジを そなえて いる。 

I 天 也 創造の 物語 は、 『記紀』 に 残されて いる だけでなく、 民間の 人び とのな かで、 相互に 脈絡な く、 生まれて 

ん  まん こ やまうた き 

本 きた。 それ は 南 島に おいても みられる。 宮 古島の 万古 山の 御嶽の 拝 所 を 守って いた 老婆 は、 次の ような 話 を 伝え 

曰 

ている。 

「むかし、 むかし、 天の 大 神が 親 天 太. 母 天 太の 神 を この 世に つかわして、 宮 古の 島 建て を 命じた。 島 造りの 

かりまた  ほ ら 

はじめは 中 骨 をつ くる ことで、 あたま は 北の 島 尻、 狩 侯、 しつ ぼ は 保 良の 岬 をつ くった。 その まわり もみ ごと 

につく り、 浜々 も 完全に つくって 宮 古島と 命名した。 そして 親 天 太. 母 天 太の 神の 住家に 万古 山が きめられた。 

人間 をつ くるに は、 まず 蛙 を しらべて それ を 手本に 苦労して つくった。 しかし 初めの 神 は 水の 子であった。 そ 

れ から 多くの 人間 をつ くった。 最初の 村 建て を 平 井村と 名付けた。 それ は 万古 山の すぐ 近くに ある。 その 村 は 

数年の 間 さかえて いたが、 ある 年の 十五夜の 日に、 村民が 膝 を 殺して 神に ささげた ので、 神 は 血 だらけの もの 

は 非礼 だと 怒り、 他の 神々 とも 相談して、 この 村から 追い立てた。 数日間 ャド カリで 攻めさせ たので 村人 はこ 

の 村 を 立 退き、 八重 山に 新しく 平 井村 を 建てた …… 」 

これ を かりに r 宮 古島 創世記」 と 呼ぶ ことにす るが、 そこに は、 いくつかの 重要な 要素が 含まれて いる。 第一 

にまず 国土 をつ くり、 その あとで 人間 をつ くった ことで ある。 『記紀』 でも やはり 伊奘諾 • 伊奘冉 二 尊 はまず 大 

八洲の 国 を 生み、 次に 神々 を 生む ので ある。 『泥海 古記』 もまた この 諾冉ニ 尊に よって、 大和、 山城、 伊賀、 河 

内な ど を はじめ 国々 が 生みお とされた としてお り、 その あとに 最初の 人間の 先祖が 生まれた の はすで に 記した と 

おりで ある。 第二に r 宮 古島 創世記」 が宮 古島 をつ くるのに まず 中心の 骨格で ある 中 骨 を こしらえ、 それに 頭と 
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尻尾 をつ けたと している ことで ある。 これ は 国土 を 人間の 身体 をつ くる やり方で つくった こと を 意味す る。 その 

次に 蛙 を 手本に して 苦心して 人間 をつ くった という。 それ は 『泥海 古記』 の 人間の つくり 方に よく 似て いる。 

(8)  と はしら 

『教義 一斑』 によると、 中 山み きの 身体に は、 天 保 九 年 (一八 三 八) 一 〇 月 二 六日に 十 柱の 神が 入り こんだ という。 

十 柱の 神と は、 一、 くにと こたち の 命 (大 竜)、 人間 身の 眼 や 胴うる おいの 守護、 二、 おもたる の 命 (大蛇)、 人 

間 身の ぬくみの 守護、 三、 くにさつ ちの 命 (亀)、 人間 身の 皮 筋つな ぎの 守護、 四、 つきよみ の 命 (魷 )、 人間 身 

の 骨 や 力の 守護、 五、 くもよ みの 命 (鰻)、 人間 身の 飲み食い 出入の 守護、 六、 かしこね の 命 (鲽 )、 人間 身の 息 

吹き や 言葉の 使い わけの 守護、 七、 たいしょ くてんの 命 (河豚)、 生まれる 時 親子の 肉 縁 を 切り、 この 世 去る 時 

はこの 世の 縁 を 切る 神、 八、 おおとの ベの 命 (黒蛇)、 人間 身の上で は、 生まれる 時 母の 胎内より 引出の 守護、 

九、 いざな ぎの 命 (人魚)、 世界 や 人間 を 作る 時の 種で あり、 男の 雛 形の 神、 十、 いざなみの 命 (白 蛇)、 世界 や 

人間 を 作る 時の 苗代で あり、 女の 雛 形、 としてい る。 ここで は 十 柱の 神々 は理の 姿で は それぞれ 動物の 姿に たと 

えられ、 それら 動物の 特徴 を もって、 たとえば 鰻 は 養分 や 血液の 循環、 また 鲽は、 舌 や 鼓膜 や 声帯 や 弁 や 膜な ど 

人間の 身体の 器官 をつ くるのに 貢献す ると 考える ので ある。 

第三に r 宮 古島 創世記」 で 最初の 人間が 「水の 子」 であった というの は、 『記紀』 の 国 生みのと き、 水 蛭 子 (蛭 

児) という 不具者が 最初に 生まれた のと 同様で あり、 『泥海 古記』 では 最初に 生まれた 人間の 先祖 は、 五分し か 

体長の ない 下等動物 として 現われ、 三寸まで 成長す ると 死ぬ のと 似て いる。 

これまで 見た ように、 『記紀』、 カャ 力べ の 「おつたえ」、 『泥海 古記』、 「宮 古島 創世記」 の 中の 重要な 要素が 酷 

似して いる。 それらの あいだに 相互の 影響が あると は 考えられない。 もっとも 『泥海 古記』 は 『記紀』 の祌々 を 

借りて いる。 しかし 創造的な 部分 は 借り物で はない。 とくに 「宮 古島 創世記」 は、 まったく 孤立した 形で 独自に 

作られた ものである。 それ にもかかわらず、 これらの 間に 共通の 要素が 認められる こと は、 日本人の 発想に、 民 
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族 的な 心性が 通 底して おり、 時空 を 隔てて その 心性が 間歇 的に 噴出して い つ たものと 考えさる を 得ない。 

r 宫 古島 創世記」 に みられて、 他の 創世記に ない もの は、 最初の 人類の 絶滅に 関する 記事で ある。 最初に 建てた 

村の 人び とが ある 年の 十五夜に ブタを 殺して 神に ささげた ので、 神 は 血 だらけの もの は 非礼 だとお こり、 他の 神 

神と も 相談して、 この 村から 追い立てた。 数日間 ャド カリで 攻めさせ たので、 村人 はこの 村 を 立ち退き、 八重 山 

に 新しく 平 井村 を 建てた …… と ある 条 である。 宮 古島に は 大きな 蟹の ような ャド カリが たくさん いる。 万古 山の 

御嶽で はャド カリ は 神の 下等な 使いと 思われて いる。 それば かりで なく、 ャド カリ は沖繙 では アマンと 呼ばれて、 

人間 はァ マ ン から 生まれて きたと いう 伝承が ある。 

『記紀』 に は 洪水 神話 は 見られない。 むしろ 「大 洪水の 後」 から はじまつ ている。 『泥海 古記』 ゃカャ 力べ の 「お 

つたえ」 もまた そのよう に 見える。 「おつたえ」 で、 神が 鶏 をとば して 島 を 探す というの も、 箱舟に 乗った ノア 

が 鳩 をとば して 陸地 を 探す のと 同じ 趣向で ある。 

しかし 奄 美から 以南の 琉球 弧の 島 建て 神話で は、 最初に 生まれた 人類の 絶滅が しばしば 語られて いる。 

たとえば 宮 古島の 属島で ある 大神 島で 私が 聞いた 話の 中に 次の ような ものが ある。 大神 島が 海賊に おそわれた 

とき 大浦 家の 兄妹の 両親 は 西の 浜で 赤 米 を 作って いたが、 兄妹の 末弟になる 七つの 男の子が 泣きながら 両親の あ 

と を 追った ので、 海賊た ち は 泣き声 をた よりに 東の 洞窟 を 発見し、 みな を 焼き殺した。 この 兄妹 は 東の 洞窟に お 

らず、 島の 西に ある 洞穴の 中に 坐り こんだ のでた すかった。 二人 だけ 生き残った 兄妹 は 夫婦と なり、 子ども を 生 

んだ。 いわゆる 大神 島の 島 建ての 神話で あるが、 大神 島で はこの ため 兄妹の 子ども 同士の いとこ 婚 (クロス • 力 

ズ ン婚) は 禁じられ ている。 始祖で あり、 島の 神で も あると ころの 兄妹の 真似 をす るの はお それ 多い からと いう 
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ので ある。 ただし 兄弟の 子ども、 または 姉妹の 子ども 同士の いとこ 婚 (パラレル • カズ ン婚) は 許されて いる。 

この 大神 島の 島 建ての 神話に は、 何のた めに 海賊に おそわれ たかと いう 理由が はっきり 語られて いない。 つまり 

神の 罰 もしくは それに 匹敵す る ものが 述べられて いないので、 完結した ものと はいえない。 それが 見られる の は、 

(9)  5 

岩 崎卓爾 (蝶 仙と 号す) が 『ひるぎ の 一 葉』 並びに 「鼠の 花 籠」 に 発表した 創世記で ある。 その 文章 は 漢語 調の 

擬古 的な 美文な ので、 それ を 平易な 文章に 直して みると 次のと おりで ある。 

「人間 は 互いに 信愛す る 気持が うすらいで、 ほしいままな 振舞が 多く、 一家 内の 不和 や 争論が たえま なくなつ 

た。 もはや この 世の 堕落 は きわまった として、 神 はついに けがれた 地上から 人間の 種と 生物の あと を 絶やそう 

と 決心した。 だが、 善良で 敬神の 念が 深い 兄妹 二人 は 助けて やろうと、 石垣 島の 高峰のお もと 山の頂の はま ひ 

さかき (方言 ホ— キナ ー) の樹の 茂った ところに 誘って つれていった。 そのと き 山 は 裂け、 二人 を 呑み こんだ。 

地に は 災害が 起り、 油 雨が 七日 七夜 降り つづいた。 雨が やむ と、 天の 一方から 火の 弾丸が まるで 流星の ように 

乱射され、 地上 は 一面 火の 海と 化した。 人び と はお どろき あわてた が、 もはや すでにお そく、 ことごとく やき 

つくされて しまった。 ホ— キナ ー だけ は災 をまぬ がれて 枝葉が しげった。 神 は 兄妹 を 焼けた 大地に みちびいた。 

時間が 経つ につれ て 火の 雨の 降る 前より 子孫が ふえ、 さかえた という。」 

おなじような 話 は 波 照 間 島に も ある こと を 岩 崎 は 伝えて いる。 そこで は 神 は 火の 雨 をまぬ がれた 兄妹 一 一人 を 産 

石に もたれさせた ところ、 妹 は 産 気づいて 魚 を 分娩した。 その 魚 はすべ て 毒魚だった ので、 兄 は 神慮に 合わない 

と 心痛して 別のと ころに 小屋 をた てて 住む ことにした。 そこで は 妹 は 子ども をもう け、 その子 孫が ひろがつ てい 

つた、 という。 

兄妹 婚の 説話 は 南 島に ひろがつ ている。 その 中には、 昔、 鳩 間 島に 大 津波が おそい、 人び と は 皆 津波に さらわ 

れて しまったが、 兄妹 だけが 島の 一番 高い 所に やっと 逃れた というよ うに 洪水 説話 を ともなう ものが ある。 それ 
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は 伊藤 清 司の 「沖繙 の 兄妹 婚 説話に ついて」 という 論文の 中で 数 例 を 見出す ことができる。 明 和 年間 (一七 六 四 

—七 二) の大 津波 を はじめ、 いくたび もの 津波の 経験 を もつ 沖繙 列島に 洪水 伝説が 残る の はとう ぜんと も 言える 

が、 それらの 説話 は 南 島の 径 験した 自然災害の 事実に 刺戟 を 受けた としても、 直接 それから 生まれた ものと は 見 

る ことができない。 洪水 神話 は 台湾 や 南中 国 や 東南アジア などに ひろく 分布して いる。 たとえば 佐 山融吉 • 大西 

吉 寿の 『生蕃 伝説 (lis を 見ても、 台湾 高地の 少数民族の 創世 説話に は、 洪水の 話が いくどと なく 立ち あらわれて 

くる。 こうした ことから して、 日本 本土に おいても 南 島に 見られる ような 洪水 神話の 痕跡が あると 考える のは自 

然 である。 

四 

松 前 健が 『日本 神話の 新 研 1 九)』 の 中で 紹介して いるよう に、 伊奖諾 • 伊 奘冉ニ 尊の 子 生みの 話 は 洪水 神話に 伴 

うと ころの 「話 根」 であると する 岡 正 雄の 説に 私 は 同意す る。 国 生み 神話 は 洪水 神話の 流れ を 汲む ものであるが 

原始人 類の 堕落と、 神罰に よる 大 洪水の 来襲と いう 前半 部分の 主題 を 欠落して いる。 しかも 「話 根」 の 兄妹 相 女 奴 

の 話が ぼかされた 形で、 ィザナ キとィ ザ ナミの 男女 二 体の 結合と して、 表現され ている。 『記紀』 編纂の 主要 目 

的の 一 つが、 皇室の 先祖の 起こり を 合理的な 形で 説明し、 皇統譜 を 確立す る ことに あつたの は 明らかで あるから 

始祖と なる 人物 はたんなる 兄と 妹で はいけ なか つ た。 皇室の 始祖で ある 一 一人 を 血を頒 けた 兄妹と する こと はとう 

てい 許されなかった。 しかも、 原始人 類の 罪の ために 神罰に より 大 洪水 を 引き起し、 その 結果 人類 は 絶滅に 瀕し 

たが、 かろうじて 兄妹 二人 は 生き残った というよ うに、 罪と 罰の 主題 を 導入す る こと は、 皇室の 尊厳の ために 適 

当ではなかった。 それば かりで なく、 古代の 日本人 は 弥生時代 以来、 水稲 耕作に 深く 執着して いたから、 世界の 

よじ まりを 泥の 海と 考える ことに、 つまり 大 洪水の 退いた 後の 状態から 話 を はじめる のに、 何の 異和感 もお ぼえ 
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なかった のであろう。 しかし、 そのために 日本の 神話に は、 はるかな 高所からの 目 も くらむ ような 失墜 感が 見当 

ら ない。 真逆様に 地面に 墜落 するとき の 垂直 的な 戦慄 感 のない ことが 日本 神話の 特徴で ある。 しかし 洪水 神話 を 

省略 させた こと は 『記紀』 のば あい 意図的で あつたの だから、 それ を もって、 日本の 神話に、 洪水 説話が 欠如し 

て いると みる こと はでき な い。 

これ を 民間に さぐれば その 痕跡 をい くつ も 見付ける ことができる。 『信 濃』 によると、 兄妹 婚の 伝説に かぎつ 

ていえば、 双 体 道祖神の 多い 長野県 下で 一七の 伝承が あり、 全国的に は 七 九 例が みとめられ ると 倉 石 忠彦は 述べ 

ている。 倉 石 は 兄妹 婚と 洪水 神話の つながり を 示す 伝承 を ひろく あつめて いる。 こうして 日本に も 洪水 神話と 兄 

妹婚 とがつな が つてい る 事例が 確認され る 訳で あるが、 さきに 触れた 長崎県 下の かくれ キリシ タ ン の 伝承で ある 

『天地 始之 事』 に は、 兄妹 相姦の 説話が 洪水 伝承の 前段に おかれて いる ことに、 特徴が ある。 

「兄 は 妹が 恋しくな り、 妹 は 兄が 恋しくな り、 声 を 限りに おめいて (叫んで) 歩く。 谷で 呼ぶなら 高り 声の する 

おんお やさ ま 

ごとく、 高り で 呼ぶなら、 谷に 声の する ごとく、 声 を 限りに おめいて 歩く。 それ を 見 かねて、 御 親 様 (天帝) の 

天より ばんの しゅる けん (手裏剣) を 高り に 立てる。 その 光りに、 両人 は 走りより 見て、 あんまり うれし さに、 

女 は 針 を 投げ かける。 男 は 持ちた る 櫛 を 投げ かける。 女の 投げた る 針 は 男の 頂きに 立ち 血が ながれる。 その 血 

がと まらん によって、 天に 向って 御 願い をす る。 四時 一生 夫 に はした がいます と 願えば、 血 はと まる。 それ 

より ふりた る 剣で 兄妹の 縁 は 切れ、 夫婦の 契り をむ すぶ。 それより おそろしき みちを 知り、 双子ば かり 十二 腹 

もつ。 そのい われで 近いと こ はいかんと 言う。」 

兄と 妹 は 夫婦の ちぎり をむ すび 「おそろし きみち」 を 知った。 不倫なる が ゆえに 甘美な 性愛に よって 双子ば か 

り  一二 回 も 生んだ。 民間で は 双子 は 不吉な 徴候と してきら われて いる。 そうした ことから 近い 親戚の 結婚 はよ く 

ない といわれ たと 説明して いる。 
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『天地 始之 事』 はこの あと、 人間が ふえて、 悪心 欲心の 世の中と なり、 それが 天帝の 怒り を 引きお こし、 大 津波 

の 襲来に よる 島の 滅亡が 宣 せられる。 島から 逃れる ことができ たの は、 ノアに 相当す る 「はつば 丸し」 という 帝 

王と その 七 人の子 ども たちだけ であった。 

この 津波の 話 は 「創世記」 に 忠実で あるが、 「創世記」 に は 兄妹 相姦の 話 はない。 また 洪水 伝説と むすびつい 

た 兄妹 婚 では、 洪水の 方が 先行す るの が ほとんど であるが、 『天地 始之 事』 は 順序が 逆にな つてい る。 

伊藤 清 司 は 前掲 論文の 中で 兄妹に よる 近親 相蟲が おこなわれ、 その 結果 最初に 生まれた 子どもが 魚 や ムカデ や 

ャド カリ (アマン) や 骨の ない ク ラゲで あると いうの は、 近親 相 女 奴の タブ ー を 犯した ために、 非人間的な 異常 児 

が 最初に 生まれた こと を 意味 するとい う。 また その あと 正常な 人間が 生まれた とする の は、 神 を 媒介に して 原初 

期の 近親相姦 を 合理化した とも 言える と 述べて いる。 むしろ 私 は そこに は 人類が 不合理で 条理に もとる 関係から 

出発した という 無意識の 主張が こめられて いるので はない かと 考える。 

伊奘諾 • 伊 奨冉ニ 尊 を 兄妹と 明確に 規定せ ず、 また 神罰に よる 大 洪水の 記述 も 省略した 『記紀』 の 創世 神話 は、 

人類の 「原罪」 の 発生 を 説明す る 場所 を 失った。 しかしい つの 社会に も 見られる 矛盾、 葛藤、 疎外 を 引きお こす 

原因 を どこかに 求めねば ならぬ。 折 口 信 夫 は 「道徳の 発生」 の 中で 原罪 観念の 責任者 をスサ ノォの 命と している _ 

大林太 良 は 「古代 日本に おける 分類の 論，」 で、 天津 罪 も 国 津罪も 結果と して 天変地異 を 生み出す という 西 田 長 

男の 解釈 を ふまえながら、 スサ ノォが これらの 罪 を 犯す こと は 宇宙の 均衡 破壊で あると 述べて いる。 私の 見解 か 

ら すれば、 スサ ノォは 余計者で ある だけでなく、 社会秩序 や 宇宙 均衡の 破壊者と して 必要な 神であった。 なぜな 

らスサ ノォが 宇宙 的 混乱 を 引きお こす ことで、 万の わざわいの 原因の 説明が つくから である。 

創世 神話の もたらす 最大の 刺戟の 一 つ は 原始の 楽園 時代に たいする 郷愁で あるが、 日本の 神話で は、 それ は 

r 大 洪水」 以前の 社会に あるので はなく、 むしろ スサ ノォが 追放され た 根の 国、 彼の 求めた 妣の 国と いう 「原 郷」 
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にある。 つまり、 墜落した ものが 高所 を ふりあおぐ ときの 翹望 はなく、 無限に 求めて 得られない 水平 的な 渴 望が 

日本 神話 を 支配す ると 言っても 差支えな いので ある。 

五 

か み  も ひべ  にろう  さんれいさん 

洪水 神話の 残 欠 は 羽衣 伝説の 中に も 見られる。 高知県 香 美 郡 を 流れる 物 部 川の 支流の 韮 生 川の 上流、 三嶺 山の 

登り口に 近い 物 部 村の 沼 井に 七夕 天女の 話が 残って いる。 この 天女 は 一六 歳のと き、 土 佐の 連 生の 里に 降りて 水 

浴びして いると、 狩人の 小 次郎が 現われて 羽衣 を かくす。 天女 はやむな く 小 次郎の 嫁に なり、 二人の 間に 小太郎 

という 子供 も 生まれた。 小 太 郎が七 歳のと き、 天女 は 羽衣が 家の 柱の 穴に かくされ ている こと を 小太郎 から 教え 

られ、 それ を 身に つけて 小 太郎を 抱き かかえながら 天に 舞い戻る。 その あとに、 置き手紙 と共に 夕顔の 種子 を 一 

粒 残して 置いた。 狩人の 小 次郎は 天女の 残した 手紙の 言いつけ 通り、 夕顔の 種子 を 畑に 蒔いて こやし を やり、 つ 

るが のびたと ころで、 それ を 伝わって 天に 昇って いった。 天で は、 天女の 母から 山の 草木 を 刈りと つても やし、 

畑 をつ くる こと を 命じられる。 それ を果 すと こんど は 瓜 畑の 番を 命じられる。 どんな ことがあつ て も 瓜 をた ベ て 

はならぬ という 妻の 天女の いましめ を 忘れて、 喉の かわいた 小次郎 は、 いちばん 小さな 瓜 を 割った。 するとた ち 

まち、 水が 溢れ出して 小 次郎は 天上から 地上へ と 押し流された。 そこで やむなく、 七月 七日の 夕方に、 たなばた 

天女 を 待つ という。 これ は吉村 淑甫の 採集に かかわる ものであるが、 これに 似た 話は奄 美に も ある。 

昇 曙 夢が 昭和 三年 (一九二 八) に 『旅と 伝説』 創刊号に 発表した 「奄 美大 島に 伝 はる 『あ もれ をな ぐ』 の 伝説」 

及び 岩 倉 市郎の 『喜界 島 昔話 集』 によると、 瓜の 蔓を たどって 天に のぼった 男 は、 天の 神から 冬瓜 を 切れと 命ぜ 

られ、 横に 切るべき ところ をた てに 切って しまったので、 大 洪水 を 引きお こし、 天女と その 男と は 川の 流れ を は 

さんで、 会う ことができ なくなって しまった という。 これ は牽 牛と 織女が 天の川の 両岸 を はさんで 向い あう 七夕 
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伝説と つなげて あるが、 そこ にあら われる 瓜と 洪水の 関係に 私 は 注目す る。 

京都府 中 郡 峰 山 町の 大呂 にある 安達 家に つたわる 話で は、 天女 は 子どもから 羽衣が 大黒柱の 中に かくして ある 

の を 聞き、 羽衣 を 取り出す と、 軒先の 夕顔の つる をた よりに よじのぼり、 外から 駆け もどって きた 自分の 夫に、 

七月 七日に 会おうと、 再会の 日 を 約束して 天に 昇って いったと いう。 そこで その子 孫で ある 安達 家で は 七月 七日 

に 牛 を 河原に つれていって 水浴び させ、 草 を 牛のから だに つけて 戻った のち、 一族の 間で さかんな 祝い をす る。 

また 安達 家で は 夕顔 を 作ったら いけない とされて きたと いう 話 を、 私 は 安達 家の 当主から 聞いた。 

『因 伯 昔話』 がった える 羽衣 石山の 羽衣 天女 もまた 夕顔の 花の 咲くな か を 天に 昇って いくこと になって いる。 夕 

顔、 瓢簞、 冬瓜な ど は ひさ ごと 総称され ている。 したがって これらの 話に は ひさ ごが 重要な 役割 を 担って 登場し 

ている ことが 分かる。 それと 洪水との 関連 はどう 考えたら よい か。 

中国の 古代 神話に は、 大 洪水のと き 大きな ひさ ごの 中に かくれて いた 二人の 兄妹が 生き残つ たので、 伏 羲と名 

付けられ たという 話が ある。 伏 羲とは ひさ ご を 指す といわれ ている。 すなわち、 ひさ ごが ノアの 箱舟の 役目 を果 

すので ある。 また 盤 古神 話の 起源 も、 盆で ふた をした ひさ ごの 中に 入った 虫が、 竜 犬に 変わったと いうので、 藥 

瓠と 呼ばれる ようになった という。 槃は 盆の ことで 盤と なる。 瓠は ひさ ごの ことでの ちに 古と いう 字に 変わった „ 

これ は 袁珂の 『中国 古代 神話』 の 伝える ところで あるが、 こうして みると きに、 羽衣 伝説の 中に でて くる 夕顔 や 

冬瓜な どの ひさ ご は、 洪水 説話と 無縁の ものであると は 思われな いので ある。 

人類の： m 徂が 瓢箪から 生まれた という 説話 は 東南アジア や 中国な どに 分布して いる。 たとえば さきに あげた 

『生蕃 伝説 集』 にも、 台湾の ブヌン 族の 伝える ところでは、 瓢簞の 中から 男が 生まれ、 土釜の 中から 女が 現われ、 
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二人 は 人類の 祖 であると いう 話 を 収録して いる。 また 大林太 良 は 『神話学 入門』 の 中で タイの ラヮ 族の 洪水 神話 

を 採集 報告して いるが、 それによ ると、 世界の 最初の 日、 水 は 世界中に 満ち、 一人の 男と 一人の 女が 生き残った 

だけだった。 二人 は 兄妹であった。 兄妹 は 夫婦と なった が、 妹の 胎内から 生まれた の は 一個の 瓢簞 だった。 ある 

日 妹 はこの 植物に 穴 を あけよう としたと ころ、 最初の 穴から ラヮ 族が 出て きた。 他の 穴から、 タイ 人、 カレン 族、 

中国人、 ョ ー ロッパ 人な どが 出て きたと いう。 これらの 事例から して、 ひさ ごが 人類 誕生の 容器で あると 考えら 

れ ていた こと を 知る。 それで は、 さきの 羽衣 伝説で 天女 やその あと を 追う 夫が 夕顔の つる をた どって 天に のぼつ 

ひさかた あめ はした て 

たという こと は 何 を 意味す るの だろう か。 その 鍵 は 『続 日本 後紀』 の 嘉祥ニ 年 (八 四 九) の r 瓠 葛の 天の 梯速」 と 

いう 語に 求められる。 古語で は ひさ ごの こと を ひさと も 呼んだ。 ひさ ごの かたち (ひさかた) が 天 を 形容す る 枕 

詞 であるの は、 天が ひさ ごの かっこう をして いる こと を 暗示して いるが、 一方、 天の 梯建、 つまり 天に のぼる 梯 

子が 夕顔 や 瓜と 関連す るの は 羽衣 伝説で 見た とおりで ある。 ひさ ご は 宇宙の シンボル であると 同時に、 人 問 誕生 

の 容器で もあった。 つまり 大宇宙 (マクロコスモス) と 小宇宙 (ミク 口 コスモス) としての 人 問の 双方の 創造に 

関わりあって いる。 それに は 人間が 最古の 時代から 日用 道具と して 使用して きた ものが ひさ ごであった という 事 

実 をぬ きにする ことができな いが、 同時に ひさ ごが 密封され、 しかも 中空に なった 物体で ある 点 も 見の がせない。 

こうして ひさ ご は 人間の たましい を 入れる 道具で あり、 再生の 容器で あると 考えられた。 韓国で はシャ ー マンが 

ひさ ご を 水に 浮かべて、 ごはん をた ベる サジで それ を 叩きながら 出生 を 祈る 巫 事が ある。 また 妊婦の 部屋の 棚の 

上に ひさ ご をお く 風習が ある。 さらに は 死者の 棺を 部屋から かつぎ 出す 人が、 ひさ ご を ふんで いく 風習 も ある。 

日本で も 産 小屋の 外に ひさ ご を 吊るして、 狐 や 狸な どが 近づかない まじない をす る 所があった。 この まじないの 

背後に は、 人間が ひさ ごから 生まれる という 思想が 秘められて いると 思われる。 

ここで 注意して おかなければ ならな いのは、 ひさ ごの 形 をした 宇宙と いっても、 それが 瓢攘 のように 真ん中が 
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細く くびれ たかつ こうのものでなかった という ことで ある。 夕顔の 実は、 心臓 または 腎臓の かたち をした 卵形で 

ある。 したがって 古代の 日本人が ひさ ごに なぞらえて 考えた 天の かたち は、 卵の ような もので あつたと 言っても 

差支えない。 

七 

それ は 古代 日本 だけでなく 古代 朝鮮で もそう であった。 『三国 遺事』 に は 新羅の 始祖で ある 赫居世 王が 紫色の 

卵から 誕生した と 記されて いる。 その 赫居 世が そだてた 男の子 も 卵から 生まれた。 その 卵の かたち は瓠 のよう で 

あった。 男の子の 生まれた 土地で は、 瓢を朴 という ことから、 姓を朴 とした、 と 述べて ある。 そこで は 卵と 瓠の 

似て いる ことが 強調され ている。 

韓国の 民俗学 者 徐廷範 の 指摘に よると、 天 を 意味す る ハ ヌル または ハ ナル という 朝鮮語 は 「犬 (ハ ン)」 と 「卵 

(アル)」 に 分解され る。 天 はもと もと 「大きな 卵」 を 意味 するとい う。 卵生 説話 は 朝鮮の 始祖の 誕生と むすびつ 

いている が、 それ は 代々 の 王侯 や 貴族に も 受けつ がれた と 思われる。 先年、 慶 州で 発掘され た 一 五 五 号 填の 石室 

から、 壺に 入った 卵の殻が 約 二 〇 個 出て きて 人び と を おどろかした。 それ も 死者が 再生 するとき の まじないの 容 

器と して 用意され たもので あったろう。 このように 朝鮮で は 卵 は ひさ ごと 同様に、 大宇宙と 小宇宙 を かたどる 容 

器で あると 見なされ ている。 

日本に は 卵生 説話 は 沖 繙の宮 古島で 数 例が 採集され ている だけで ある。 私は宮 古島の 大 浦の 神 女の 口から、 狩 

俣で は 鳥が 飛んで きて、 そのために 女が 三つ 卵 を 生んだ という 話が あると 聞いた ことがある。 

これ を 文献の 上に みると 宇宙 卵の はなし はすで に 『日本書紀』 の 冒頭 を かざって いる。 「古 に 天地 未だ 剖れ ず、 

めお わか  まろ か  とりのこ  ほのか  きざし ふ ふ 

陰陽 分れ ざり しとき、 渾沌れ たる こと 鶴 子の 如くして、 溟滓 にして、 牙 を 含めり 一。 ここにい う 鶴 子 は 鶏卵 を 指 
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す。 天地が まだ 分かれない ときの 宇宙 はまる で 鶏卵の ようだった という この 文章が、 中国の 『三 五 暦 記』 と 『淮 

南 子』 の 借用で ある こと は 周知の ことで あるが、 それが たんなる 借り物で はなく、 すでに 当時の 日本人に はおな 

じ 発想が あり、 それが 後世まで 残 つたこと はいくつ かの 事例から も 察せられる ことで ある。 

しし むら 

『日本 霊異 記』 に は 肥 後の 国の 八 代の 郡 (現 熊本県 下 益 域 郡) で肉団 (肉の 塊) を 生んだ 女が いたと いう 話 をった 

えてい る。 肉団は 卵の ような かっこう をして いた。 それ を 山中に 埋めた ところ 七日 目に 肉団の 殻が 開いて 女の子 

が 生まれた と ある。 『肥 後 国 誌』 は 肉団を 埋めた ところと して、 八 代 郡の 宮地 村に ある 円光 院 舎利 山の 玉 卵 洞 を 

あげてい るが、 今 も 玉 卵 洞の 碑 は 残って いる。 

いずはら  な たれ 

また 『対 馬 神社 大帳』 に は 厳 原に ある 奈多 連と いう 神社 を 説明して、 「昔、 筑後国 三 原 郡 山 熊 里 花 田 将監の 娘、 

宗将盛 君の 妾と なりて 卵 七つ を 誕生して 死す」 と 記されて いる。 『宗氏 家譜』 をみ ると、 「花 田夫 人、 文明 卜 八；，^ 

(一四 八 六) 丙午 六月 三日 卵 七顆を 産みて 卒した まふ」 云々 と ある。 二つの 記事に 多少の 異同 は あるが、 いずれに 

しても 対 馬の 文献に 卵生 説話が 記されて いる こと は 重要で ある。 

オランダの 宣教師 モンタヌス Montanus,  >. の 『日本 志』 に は、 一 六 五 〇 年 (慶 安三 年) に 京都で 聞いた 話と 

して、 世界 は 創造され る 以前に は、 真鍮の 殻で できた 巨大な 卵に 包まれて いたと いう 記事 を 掲げて おり、 また 一 

五六 三年 (永禄 六 年) に は、 ィ ェズ ス 会の 宣教師 ヴィ レ ー ラが堺 からの 報告の 中で、 世界 は 最初 丸い 卵であった、 

その 卵が 風に よって 破られ、 白身から は 天が、 黄身と 鼓から は 海と 陸と が それぞれ 発生した という 祌話を 紹介し 

ている という。 

こうして みると き 日本に も 卵生 説話の 伝承が あった 公算 は 大きい。 卵生 説話が 世界 各地に 分布して いるの は、 

それが 生命 誕生の 原 基と みなされて きたから である。 『日本書紀』 に は、 産屋 は 「無 戸室」 すなわち 戸がなくて、 

うつ (空つ ぼ) のむ ろ (室) であると 記されて いる。 『古事記』 に は 「戸 無き 八 尋殿を 作りて、 その 殿の 内に 入 
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り、 土を以 ちて 塗り 塞ぎて」 と ある。 古代の 産屋に は 窓と いう もの はなく、 出入口 も 塞いで 中に 閉じこもる 慣習 

が あ つたら しい。 これ は 卵 やひ さ ごのよう に 密閉した 器の 中から 人間が 生まれる という 観念に あやかろ うとした 

ものではなかった か。 『万葉集』 に 「鶯の 生，. 卵」 という 言葉が 出て くるが、 現に 卵 を カイコと 呼ぶ 例 は 与 那国島 

にある。 カイすな わち 貝ゃ峡 という 字に みられる ように、 閉じた ものが カイであった。 卵 やひ さ ご は その もっと 

も 完璧な 例に ほかなら ない。 こうして 小宇宙と しての 人間の 生命の 容器と 考えられ ていた 卵 やひ さ ごが、 その ま 

ま 宇宙の 始源を あらわす ものと 思われた こと はふし ぎで はない ので ある。 


「まだ 天 も 地 もなかった 大昔に は、 混沌た る こと は 鶏の 卵の ようであった。 そのうち、 卵の なかで 雛が かえるよ 

うに、 盤 古が その 中に 生まれた」 と 『三 五 暦 記』 に 載って いる。 盤 古の 古が 瓠 (ひさ ご) に 由来す る こと はすで 

に 述べ た。 卵と ひさ ご は 人間が 宇宙に つ いて 抱き 得る 最も 原始的な 観念で ある ことが こ の 文章に あらわれ ている „ 

天地創造に つづく 天地 分離に ついても、 さきの 文章 は 言及して いる。 「はじめの うち、 盤 古 は 天地の 塊の 中に 閉 

あき 

じ こめられ ていたが、 彼が 大きくな るに つれて 天と地が 次第に はなれる ようになった。 清く 陽ら かなもの は 天と 

なり、 濁って 陰い ものが 地と なった。 盤 古の 背が 日に 一 丈 のびると、 天の 高さ も 一 丈 だけ 増し、 地の 厚さ も 一 丈 

ふえた。 このよう にして、 一万 八千年た つて、 天地 は 分かれて 現在の ようになった。」 これと 似通った 伝説が 沖 

繙 島の 北部に も 残されて いる。 「大昔、 天地 は 今日の ような 隔てが なく、 人間 は 蛙の ように 這って 歩かねば なら 

なかった。 アマン チュ ー (沖繙 の 伝説 的 巨人) は ある 日、 堅い 岩 を 足場に して、 両手で 天 を 高く おしあげ たので、 

ヽ 2  ノ 

人間 は 直立して 歩け るよう になった。 アマン チュ ー がそのと きふん ばった 堅 岩に、 彼の 足 あとが 残って いる。」 

アマン チュ ー に は 盤 古の おもかげが あるが、 盤 古伝説に 由来す ると はにわ かにき めが たい。 おなじような 話 は 
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世界 各地に 点在して いる。 南方 熊 楠 は 柳 田 国 男への 手紙 (明治 四 四 年 〈一九 一 一〉 九月 二八 日) の 中で、 イギリスの 

人類学者 タ イラ ー Tvlol,  E.  W. の 説 を 引用して、 サ モアの 神 チイ チイの 足跡 を 岩に 印して いると ころが あるが、 

この 岩 上に 立ち 天と地 を 指し わけた ときの 跡 だとい う。 沖 繙のァ マン チュ ー は 『おもろ さう し』 巻 一 〇 の 一 一で は 

ァ マミ キヨと 呼ばれ、 日の 神の 命で 島々 国々 を 作り、 その あと 人間 を 生む という ことにな つてい る。 また 沖繙の 

史書で ある 『中 山 世鑑』 に は、 阿 摩 美久は 天帝から 土石 草木 を もらい 受け 島々 を 作った が、 まず 国 頭の 辺土の 安 

し、，  なき じん  さい は  やぶ さつ うらばる たまぐ すく 

須森を 手 はじめと して、 今 鬼神 (今 帰 仁) の カナ ヒャ ブ、 知 念 森、 斉 場嶽、 藪 薩の浦 原、 玉 城 アマ ッヅ、 久高コ 

ひと さ ね 

バウ 森、 首 里 森、 真 玉 森な どをこ しらえ、 次に 人種 子 を 天帝に 乞うた ので、 天帝 は 自分の 子の 男女 二人 を 下し 与 

えたと 記されて いる。 ァ マミ キヨが 作った 辺土の 安須 森 や 斉場嶽 など は 巨大な 岩山であって、 造化の妙 を 示して 

いる。 それ は沖繙 だけで はない。 『出 雲 国 風土記』 が 加 賀の潜 戸 や 黄泉の 穴に とくに 注目して いるの も、 古代人 

は 特異な 自然の 景観 をみ ると きに、 造化 神の 手が 加わ つ たという 思い を 禁じ 得な か つたこと を 物語って いる。 

九 

おおな むち  すくな ひこな  おお 

『記紀』 に は 大穴 持 命と 少彦名 命の 両神は 協力して 国土 を 造営した 神と 考えられ てきた。 『万葉集』 巻 第 七に 「大 

な むち すくなみ かみ  いもせ  おおな むちす くな ひこな  そ 

穴 道少御 神の 作らし し 妹 背の 山」 と ある。 また 巻 第 六に 「大汝 少 彦 名の 神 こそ は 名 づけ 始めけ め 名のみ を 名 児 

山と 負 ひて」 と ある。 筑 前の 宗像 郡の 名 児 山 は 大穴 持 (大汝 ) と少彦 名に よって 命名され たという ので ある。 

『播磨 国 風土記』 にも この 二 神の 事蹟 は 記されて いる。 『文徳 実録』 によると、 斉衡 三年 (八 五六) の  一二 月に、 常 

陸 国から、 中央 政庁に たいして、 鹿 島 郡の 大洗 磯前に 神が あたらしく 降りた という 報告が よせられた。 ^たきの 

男が 夜半に 沖 を 望見す ると、 光り かがやく ものが あり、 その 翌日に あやしい 二つの 石が 水ぎ わに 立って いた。 

さは 一尺ば かりで、 人間の 作った ものと も 思われなかった。 塩た きの 翁 はふし ぎに 思った が、 その 翌日に は 二十 
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余の 小さな 石が 二つの 石の 左右に、 お供の 人よ ろしく のかつ こうで 並んで いた。 そうして いると、 神が かった 人 

間の 口 をと おして、 自分 は 大奈母 知少比 古奈 神で ある。 昔、 この 国 を 作り 終えて 東海に 去った が、 今 また 民 を 救 

うため にやって きたの だ、 と 託宣が 述べられた。 そこで、 天 安元 年 (八 五 七) 八月に は官 社に 預からせて、 薬師 菩 

いわた  すくな み かみ 

薩明 神の 神 号 をた まわった という。 この 話 は 『古事記』 の 仲 哀帝の 条に 「石 立た す 少名御 神」 と あるの を 思い出 

させずに はおかない。 石 立た す は 岩と して 立って いると いう 意味で、 ある 特別な 岩 を 神の 像 石と 見立てた の だと 

思われる。 式 内 社の 大穴 持 像 石神 社が 能 登の 羽 昨に あるの もそう した 理由から である。 それ は 今日で も 海中の 神 

聖な 岩に 立 神の 呼称 を 与えて いる こと を 想起させる。 そこで は 国土の 造営 者で かつ 命名 者が、 国土の 一部の 岩と 

して 神格化され ている。 それ は 国土が 人格 を もっとい う 観念と 交錯して いる。  ： 一 

『古事記』 の大八 島国の 生成の 条を みると、 四国 も 筑紫も それぞれ 身 一 つで 四つの 面 を もってお り、 その 面に は 

えひめ  いいより ひこ  おおげ つ ひめ  たけより わけ 

ひとつび とつ 名が つけられ ている。 伊予 国 は 愛 比 売、 讃岐国 は 飯 依 比 古、 粟国 は 大宜都 比 売、 土 左 国 は 建 依 別の 

しら ひ わけ  とよ ひ わけ  たけ ひ むかひ とよく じひね わけ  たけ ひ わけ 

名 を もっている。 筑紫国 は 白日 別、 豊国 は豊日 別、 肥 国 は 建 日向 日 豊久士 比 泥 別、 熊 曾 国 は 建 日 別と 呼ばれて い 

る。 有岐の 島に は 天 一 つ 柱と いう 名が 与えられ、 対 馬 は 天の 狭 手 依 姫、 今の 五島 列島 を 指す 知訶島 は、 またの 名 

あめ おしお 

を 天の 忍 男と 呼んだ とされて いる。 このように 国土 や 島々 が 人格と しての 名前 を もってい るの を 見る とき、 『風 

土 記』 などに みられる 地名 起源 説話 を 後世の 付会と しりぞけて しまう こと はかならず しも 妥当で はない。 なぜな 

ら そこに は、 国 作り 当時の 造営 者 かつ 命名 者の 息吹きが 感じられな くもない からで ある。 その 一例 を あげる と、 

海中に つきだした 半島に ミサ キ という 名前が つけられて いるの は、 ミサ キ烏 のように 先導す る 神の 名と 関わりが 

ある。 佐 多 岬の 佐 多 もまた 沖繙 でい ぅサ ダル 神 (先立つ 神、 先導 神) の 意味 を もっている。 伝説の 巨人に まつわ 

る 地名 を そのまま 創世 神話の 残 映と みる こと はでき にくい が、 しかし、 一 概に 無縁と 見なす の も 危険で ある。 
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S 他界 観と 宇宙観 


人間 は 死後の 牛； 活ゃ 死後の 世界 を 考え 得る 動物で ある。 他界 観が 古代人の 慣習 や 儀礼に いかに 深く 影 を 落して 

いるか を 知るならば、 古代人の 宇宙観 や 世界観から 他界への 認識 を 除外す る こと は 不可能で ある。 名瀬巿 在住の 

民俗学 者金久 正の 教示に よると、 奄 美大 島で は 生後 一年 怪 つた子 供をュ ノリが あつたと いう。 ュ ノリ は 世 直りの 

ことで、 この場合、 あの世 からこの 世に 直る こと を 意味す る。 直る と は 移行す る ことで ある。 生まれて 一年 径た 

ない 間 は、 まだ 確実に はこの 世に 生まれ かえって いないと 考えられ ていた。 この こと は 死者 は 新生児と して 再生 

するとい う 観念 を 前提と している。 そして 死から 生への 継目に もうけられる のが 産屋で あり、 生から 死への 継目 

にもう けられる のが 喪屋 であった。 

『日本書紀』 の 「神代 上」 に、 天 稚彦が 死んだ とき 「喪 屋を 造りて 殯す」 と ある。 殯とは 死者 を喪屋 においてと 

ぶら うこと である。 「喪 は 魂 呼びの 儀礼から 入る ものと される が、 以前 は 恐らく 呼吸が 止んでも それだけ では 死 

と は 解せられ ず、 若干の 期間 をお いて 死 を 確認した のち 喪に 入ったら しい。 魂 呼び は 丁度 この 二つに 跨がる 儀礼 

であり、 一方で は 魂 を 呼 戻す 努力と ともに、 これで 帰らぬ 魂 は 既に 死霊で あり、 すなわち 遺族の 喪に 服す る 開始 

なので ある。 喪 は 死者に 対する 親等に 従って、 服すべき 外部 隔離の イミの 義 であり、 その 隔離 は 喪屋の 制度の 成 

立と も 関連が あろう。 三本の 木を斜 十字 (引用 者 注 •* の 形) に 組んで 喪の ある 家の 表口に 立て、 これ をモ ガリと 


日本人の 宇宙観 240 


いうの は津軽 地方の 慣習で あるが 古代の 殯宮 をモ ガリの ミヤと 調 ませた 理由 もこれ から 判る」 と 『民俗学 辞 

典』 は 述べて いる。 モ ガリと いうの は、 竹 を 筋違いに 組み合せて、 繙で 結い かためた 柵で あり、 竹矢来の 柵 は 犬 

などの 動物が 死体 を 食い荒さない ようにとの 防禦で あるば かりで なく、 邪 霊が 死者の たましいに 近づかな いよう 

にとの 配慮から 生まれた ものであった。 モ ガリの 原義が 折 口 信 夫の 言うよう に 仮 喪に 由来す ると すれば、 周囲と 

隔絶した 場所に 死者 を 置く ことで、 その たましいが 死後の 世界へ 送り こまれる こと を 願った のであった。 宮 古島 

では 死者 を 蚊帳の 中に 入れ、 肉親 も その 蚊帳に 入り、 女た ち は 魂よ ばい やしぬ び ごと (弔詞) をして 泣き叫びな 

がら 死者と 共に 夜 をす ごした。 この 蚊帳 は 裳で あり、 喪屋と 見なして よい。 古代に 産屋の 出入口 をぬ りつぶ し、 

出産した という こと も 同一で ある。 そこに は、 周囲と 隔絶し、 密閉し なければ、 生から 死へ、 死から 生への 引き 

つぎは 完全に は おこなわれな いとの 考えが あつたと 思われる。 奄 美大 島で は 子どもが 生まれる と、 家の 者が すぐ 

に 斋矢を 家の 戸口の 軒に さし、 邪神に つけねらわれ るの を 防ぐ ので ある。 熊本県の 鍋 田 古墳の 入口に 矢 をつ がえ 

た 弓の かたちが 彫 つ て あるの もお なじ 意図が あると 見なさねば ならない。 

二 

天 若 日子が 死んだ とき、 喪屋を こしらえて、 河 雁 をき さり 持、 鷺を掃 持、 翠鳥を 御 食 人と し、 雀を碓 女と し、 

きぎし なきめ 

維を哭 女と し、 そうした 役割 をき めて 八日 八 夜の あいだ 遊んだ と 『古事記』 は 記して いる。 遊ぶ というの は 『日 

本書 紀』 によると、 泣き 悲しみ、 故人 をし のぶ 歌 をうた うこと である。 これにつ いて 松 前 健 は 『日本 神話の 新 研 

究』 の 中で 「折 口先 生 は、 これ 等の 葬礼の 様式に は、 鎮魂の 意味が あると 言われて いる。 即ち 掃 持 は、 玉 ハハキ 

(霊魂 用の 箒) で 離散した 魂 を搔き 集める 者、 舂女は 生成の 呪術と して 臼 をつ く 女、 御 食 人 は 食物の 有する 活力 

で、 死者の 蘇生 を 図ろうと する 者 (枕 飯の 起源) で、 また 八日 八 夜の 遊び は、 魂の 蘇生 を 図る 手段で あると 説か 
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れ、 従って ァ ヂスキ タカ ヒ コネが この 喪屋に 弔問した 時、 ワカ ヒコの 眷族が、 ワカ ヒコと 間違えた という 話 も、 

その 鎮魂に よって、 復活した と 誤認した の だと 説かれて いる」 と 述べて いる。 折 口の この 見解 は 注目され る。 

平 城 天皇の 大同 二 年 (八 〇 七) に 斎部 広 成が 著述した 『古語 拾遺』 に は、 豊玉 姫が 海浜に 産屋 をた てて 子ども を 

かむ もり むら じ  あまのお しひと  ははき  はら 

生んだ とき、 産屋の 中に 蟹が 入り こんだ ので、 掃 守 連の 遠祖の 天 忍 人の 命が 箒 を 作って 蟹 を 掃った という 故事が 

記されて いるが、 さきの 掃 持の 鷺が玉 ははき で 離散した 魂 を搔き 集める 役であった とすれば、 この場合 もまた、 

脱け やすい 新生児の 魂 を 箒で 集める 役 をした ものであろう。 蟹 を 掃った というの は 産屋に 床が なく、 砂が 敷いて 

あ つたこと を 意味す る だけの もので あ つたろう。 

さて、 雀 を もって 碓女 とすると いうの は、 生成の 呪術と して 臼 をつ く 動作 をお こなう ことで あるが、 それが 死 

うす たけ (が) 

者の たましい を 復活させる 力 を もつ こと は、 中 山 太郎の 「碓 の誥 び」 にも 明らかで ある。 群馬県 総社 町で は 葬儀 

が あると、 葬 家で は 会葬者の 帰来に 先立ち、 紙に 立 臼の 形 を 画き、 塩と 共に 戸口に 置き、 その 前方に 盥を 据え、 

葬儀から 帰った 人び と はこの 盥で 洗足の 真似 をな し、 塩 を 振り まき 稳を 払って 後、 家に 入る の を 常と するとい う。 

ここで は 臼 は 塩と おなじように 死霊 を 払う 役目 を 果してい る。 古代に はお そらく 死者の 枕許で、 じっさいに 臼 を 

つく 動作 をく りかえ し、 魂の 復活 を 願う 儀礼が おこなわれた にちがいない。 天照大神が 天 岩戸に かくれた という 

の も、 それ は 一時的な 死で あり、 天 岩戸 は 喪 星に 相当す る ものであった。 天鈿女 命が、 空つ ぼの 槽を 伏せ、 それ 

を ふみ とどろかし たという 『古事記』 の 叙述 は、 死者 を 復活させる ために 臼を杵 でつく 動作の 変形で あると みる 

ことが 可能で ある。 鈿 女の 原義 は 臼 女で ある ことが これで 分かる。 

中 山太郎 はまた、 栃木県 足 利 郡 梁 田 村 大字 梁 田 (現 足 利 巿梁田 町) では、 難産のと き 半日 も 一 日 も 分娩 しないと、 

I 妊婦の 夫が 臼 を 背負って 家の 囲り を 廻る と 出産 するとい う 習俗 や、 愛知県 南 設楽郡 千 郷村 (現 新 城市) では、 他家 

4 

に 嫁して 子供ので きた 娘が 初めて 生家に 帰った とき、 まず その子 を 臼の 中に 入れる 習俗 を あげてい る。 出産と 曰 
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が 密接な 関係 を もつ こと は、 臼 をつ く 動作が 生殖 行為 を 模擬す る ものであるから であると 中 山 太 郎は言 つてい る。 

産屋と 喪屋、 誕生と 死の 儀式に おける 類似 性 は かぞえたてれば きりがない。 それ は 何 を あらわす か。 まず 死者 

の 世界 は 生者の 世界の 延長と いう 考えが 根底に あり、 次に 死者の 世界 は 生者の 世界と 相似で あると いう 考えが あ 

る。 更に は 生から 死、 死から 生への 継目に あたる 部分で は、 人間の たましい はい わば 生と 死の 中間の 薄明の 状態 

に 置かれて いると いう 考えが あった。 それ は、 たましいに とって、 もっとも 危険な 時期に あたって いた。 移行に 

失敗す ると、 たましい はカミ になれ ず モノに なった。 宮 古島で は 死んだ ばかりの 夫の 枕許で、 妻が 手 を 柏ち なが 

ら 「マジ ムン になるな よ」 と 叫ぶ 風習が あった。 マ ジム ンは蠱 物 あるいは 魔物の ことで、 ムンは モノで ある。 こ 

のこと は 死の 直後の たましいが きわめて 不安定な 状態に ある こと を 告げて いる。 

三 

ここにお いて 他界の 生活 はいかなる もの かとい うこと がとう ぜん 問題と なって くる。 今日、 仏教 や 道教な どの 

外来 宗教に 染まらない 他界 観 を 明確に 看取し 得る の は沖繙 である。 沖繙 では 死後 たましいの ゆく 場所 を 一 般にグ 

ごしょう 

シ ヨウと 呼んで いる (その 称呼 は 仏教 用語の 後生から 借りた ものであるが、 内容 的に は 仏教と まったく かかわ 

りがない)。 沖繙 本島の 二 ライカ ナイ、 八重 山の 二 ー ラスク は 海の 彼方に ある 神の 住処 で、 死後 たましいの ゆく 

場所、 祖先の 霊の 常住す ると ころと いう 観念 は 稀薄で ある。 しかし もともとそう であった と は 私 は 考えない。 祖 

霊と 神の 観念が 分離で きない 時代が あった。 それ は宮 古島の 例が あるから だ。 宮 古島で 二 イリヤ、 一 1 ッジャ と 呼 

ばれる の は、 地底に ある 暗い 他界に ほかなら ず、 そこ を 二 イリヤの 国と か 二 イラ 島と 呼んで いる。 島と は 南 島で 

は 村の ことで ある。 二 イラ 島の 対句と して ァ ロウ 島と いう 語 も 用いられ、 人が 死んだら いくべき あの世 を 二 イラ 

島、 ァ ロウ 島と 対語の 形で あらわし ている。 ァ ロウ 島と いう 語は奄 美に も ある。 金久 正の 教示に よると、 かって 
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老人た ちは奄 美本 島の 対岸に ある カケ 口 マ 島をァ 口 ゥ 島と 呼んで いたと いう ことで ある。 奄 美の 民俗学 者で ある 

登山 修も カケ 口 マ 島の 住民 は 自分た ち を r ァ ロッチュ」 と 呼んで いると 報告して いる。 チ ュ は 人の 意で あるから 

r ァ ロウび と」 という ことになる。 奄 美大 島と は 瀬戸 内の 入海 を はさんで 眼と 鼻の あいだにある カケ 口 マ 岛が ァ 

口 ゥ 島と 呼ばれた の は、 そこが 小舟に 乗せて 死者 を 葬 つ た 島で あ つ たこと を 暗示して いるよう に 私に は 思われる。 

奄 美の 与路 島の 人々 は 枝手久 島に 死者 を 運んで 捨てる 風習の あった こと を 伊波 普 猷は茂 野幽考 から 聞い た^とし 

(00  ) 

て 伝えて いる。 

沖繙 では ァ 口 ゥ島は 荒び た 島の 意 だと 説明す る 人 も ある。 八重 山で は 人間 は 死んだら サ フ の 島に いくと じら 

れ ている。 サフの 島と いえば 石の 島の ことで、 黒 島の 対語で も ある。 死人 は その 島の 海岸の 岩に ついた 海藻な ど 

を 取って 食べる という。 ァ ロウ 島 も サフ島 も 荒涼と した 面影が つきまとう。 宮古 群島の 大神島 や 池 間 島で は、 死 

ん だら 力 マの 世に いくとい う。 力 マの 世と は 彼方の 世界の 意で ある。 そこ は 死者が 小さな 豆 ランプ をと ぼしな が 

らくら す 暗い 世界で ある。 宮 古島で はまた 人間が 死んだら ミ ユウに いくとも 言って いる。 、、、ユウと は 青色 をた た 

えてい る 海の 彼方 もしくは 海の 深いと ころで ある。 竜宮の こと をォ— ミ ユウと いう。 ォ— は 青で ある。 仲 松弥秀 

は、 宮 古島で 「死んだら どこへ いくか」 と 聞く と 一青の 島、 たうの 島に いく」 と 答えた 人の あった こと を 記して 

いる。 「たうの 島」 は 唐、 つまり 中国 を 指す の だが、 青の 島と は 何 を 意味す るか。 かって 沖 織 本島と その Mdg に 

は、 「青の 島」 と 呼ばれる 地 先の 小島が いくつかあった。 青の 島と 呼ばれる 所以 は、 そこに 死体 を 風 葬す るから 

であった。 古琉 球で は 「青」 の 呼称 は 黄色 を 含んで いる。 風 葬 墓の 内部に ただよう 薄明 は、 黄色な 感じ を 与える 

ので. その 黄色 を 「青」 と 呼んだ のだろう と 仲 松 弥秀は 述べて いる。 沖 繙で墓 を 「ようどれ」 と 言って いるの は、 

死者た ち はよう どれ (夕風) に 似た 静か さの 中で 憩って いると いう 考えに もとづく と 思われる が、 外 光の さしこ 

む 洞穴に 死体 を 風 葬す るなら わしが あって、 沖繙 では 土葬 や 火葬ではなかった ことと 大いに 関係が ある。 風 葬の 
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慣習 は、 死者 を もっとも 身近 かに 感じる ことので きる ものである こうした ことから 南 島で は 生きて いる 人び と 

の 世界から そう 遠くない ところに 死者の 世界 を 描いて いた。 沖 繙 では 島 を とりまく 環礁の 外に 出れば もはや 他界 

と 考えられ ていた。 久米 島に 伝わる 『仲 里 旧記』 をみ ると、 鼠 を その 原郷 である ヂルャ 力 ナヤ (二 ライカ ナイ) 

に 追い やる ときの 呪 言に 「干 瀬の 外、 波の 外」 という 表現が 用いられ ている。 干 瀬 は 環礁の ことで ある。 他界 は 

生者の 生活圏から それほど 離れて いなか つ た。 

「青の 島」 は 後世 奥武の 島と 宛字され ている。 琉球 王府の 編纂に かかわる 『中 山 世鑑』 や 『球 陽』 などの 史書に 

は、 海の 神 は 「必ず 奥に 出現す」 と 記されて いる。 奥と は 奥武の 島の ことで ある。 二 ライカ ナイの 神が 来訪す る 

ときには、 いったん 青の 島に 足が かり をし、 その後に 上陸 するとい う。 こうした 二 ライカ ナイの 神の 二 段が まえ 

の 来訪 は、 青の 島が 死者 を 葬った 小島で あるた めに、 そこが 第一 次 的な 他界であった こと を まぎれ もな く 示す も 

ので ある。 

四 

しかし 他界 観念が 進展す ると、 袓 霊の 国 はさら に 遠く、 海の 彼方へ と美 化されて 投影され る。 青の 島ゃ宮 古島 

の 一一 イリヤ、 二 ッジャ が 第一 次 的な 他界と すれば、 沖繮 本島の 二 ライカ ナイ や 八重 山の -1 1 ラスク は 第一 一次 的な 

他界で ある。 

そうした 観念の 運動 は 日本 本土で はすで に 古代に はじまつ ていた。 それ は 折 口 信 夫が 「民族史 観に おける 他界 

観念」 の 中で 示して いる 「とこよ」 の 観念の 変遷に うかがわれる。 折 口 は 「とこよ」 を 三 段階に 分けて 考えて い 

とこよ  とこ 

る。 第一義 は 常 夜 を 意味す る。 第二義 は 永久の 齢 を 意味す る 常 齢で ある。 第三 義は 不死に して 愛の 楽土で ある 常 

愛で あると いう。 田中久 夫が 『日本 民俗 文化 大系』 第二 巻 第 六 章の 「他界 観」 で 指摘す るよう に 「常 夜」 と 「常 
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世」 と は 『日本書紀』 では 区別して いる ことに 注意して みる 必要が ある。 また 常 夜に あらわされる 死者の 国が 真 

暗だった という 考えに もた やすく は 同調し がたい。 というの もさき の 沖繙の 例から みれば、 死者 は 薄明の 世界に 

いると 考える 方が むしろ 自然で ある。 更に 古代に は 死者の 世界 は 生者の 世界の 延長 上に あり、 二つの 世界 は 相似 

であると 考えられ ていた。 この ことから しても 死者の 世界が もともと 暗黒で あつたと は 想定し にくい。 「黄泉の 

国』 に は 大陸 思想の 影響が おおい かぶ さって いる。 

しかし、 ともかく として 死者の 国が 後世に なるほど 身近 かなもので なくなり、 遠方へ 投影され、 美化され てい 

つたこと は 否定で きない。 それ は 一体 どうして 可能だった のか。 

それに は 常世の 類語と しての 「根の 国」 や r 妣の 国」 を 考えて みる 必要が ある。 日本人の 原郷 としての 「根の 

国」 が 日本列島の 外に あり、 それ は 日本人の 無限の 係 恋 を かきたてる 「妣の 国」 であった とするとき、 死者の た 

ましい の 住む 国 は、 日本人の 先祖が、 黒潮に 乗って 南方の 地域から やって きたと いう 太古の 移動の 記憶と も 重な 

り あう。 常世の 「常」 は 不断に という 意味で あり 「世」 は 古い 日本語で 稲 や 粟な どの 穀物 を さす。 したがって 

「常世」 は 穀物の 常 熟する 場所 を 意味して いる。 沖繙 では、 祭のと き 「世 や 直れ」 という 詩句 をうた う。 それ は 

「豊作であって ほしい」 と言う 意味で ある。 田 道 間 守 (多 遅 摩 毛理) が 常世 国に いってと きじくの かぐの 木の 突 

をと つてき た 話が r 垂 仁紀」 や 『万葉集』 巻 第一 八に あるが、 とき じくと は、 たえまなく とか、 季節 をえ らばず 

という 意味で ある。 つまり 一年中、 生って いる 香ぐ わしい 木の実と いう ことで 柑橘類 を さしてい る。 常世 はそう 

いう 風に 穀物 や 果物が いつもた わ わに 実っている ゆたかな 場所で あり、 それに はとう ぜん 南方の 国々 や 海域が 想 

定 される。 ここに 他界に ついての 古代 日本人の 観念の 進展が 見られる。 古代で は 死体 は 水辺 や 岬 や 地 先の 小，：： S や 

山奥に 葬った。 しかも 死者の 国 を そき えに 描く ので ある。 こうして 幽暗な 死者の 国が やがて はいつ も ゆたかな 産 

物に めぐまれる 理想 鄉 のよう な 趣き を呈 する。 『常 陸 国 風土記』 に、 常 陸 は 産物が ゆたかで、 常世の国 というの 
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はお そらく この 地で あろうと 言って いる 例が そうで ある。 また 神仙 思想と むすびついて いくと、 「雄 略紀」 ニニ 

年の 記事と して、 浦 島 子が 蓬萊 山に いったと いう 話が 生まれて くる。 そこで は 常世 は 不老不死の 愛の 楽土な ので 

ある。 ここに 他界に ついての 古代 日本人の 考えの 独自性が みられる。 一方 を とれば、 それ は 漠然とした 形 だが 南 

につな がる はるかな 空間で ある。 他方 を とれば、 それ は 無限に 遡行す る袓 霊た ちの 時間で ある。 この 双方の 合わ 

さ つ たもの が 常世に ほかならぬ。 つまり 時間と しての 他界と 空間と しての 他界と がみ ごとに まざり あ つ た 世界、 

日本人の 死後の 観念が、 祖先の 移動の 記憶と 交叉す る 地点が 常世に ほかならぬ。 こうした 他界 観に もとづく 世界 

観 を もつ 民族が 日本人の ほかに 存在す るか 私 は 知らない。 

日本人の 民族 体験に ついての 記憶の 総和 はいつ しか ュ ング Jung,  G. の 言う 「集合的 無意識」 として 日本人の 

なかに 流れ、 沈澱して いる。 それ を 喚起す ると なれば、 自己 を さかのぼって 祖 霊の 観念に たどりつく ほかない。 

したが つ て 常世 はたんに 死者た ちの 霊の 住む 海の 彼方の 国と いう だけで は 充分で はない。 また 遠来の 神が そこ か 

ら 訪れる 南の ゆたかな 土地と いう だけで も 不充分で ある。 この 一 一つが 分かちが たく 癒着した ものが 常世で ある。 

こうした 古代人の 考え は、 後世に なっても、 途絶えた ように 見えながら、 くりかえし 現われて くる。 

五島の 三 井 楽 は 中世に はみ みら くの 島と いう 呼称で 知られ、 常世 人の 御影に 会う ことので きる 場所で あ つ た。 

その 三 井 楽の 西北 端に ある 柏 港 は、 遣唐使の 船が さいごに 寄港して 水 を 積み こんだ ところで あり、 あと は漫々 た 

る 東シナ 海の 波風に まかせて、 揚子江 河口 を 目指した ところで ある。 熊 野 や 肥 後の 北部から 舟 出した 補陀落 渡海 

もまた、 揚子， 江河 口の 舟 山 列島の 普 陀山を 観音の 浄土と して、 目標と した。 舟 山 列島 は、 日本と 中国 及び 南方 諸 

地方 を むすびつける 海の 道の 目印であった。 したがって、 補陀落 渡海 は 冬の 海に 乗り出し ていった 暴挙に はちが 

いなかつ たが、 そこに は 常世への 郷愁が ひそんで いた。 つまり それ は、 われらが 祖先の 南から 北へ たどって きた 

道 を、 逆に 北から 南へ とた どり 直そうと する 行為に ほかなら なか つ た。 
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日本人の 宇宙観 248 


(s^) 民俗学 研究所 編著 『民俗学 辞典』、 東京 堂、 一九 五一 年。  一 
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星と 風 をめ ぐる 観 今. 3 と 民俗- 


H スバ ル星 をめ ぐって 


日本人 は 星に 対して 従来き わめて 関心が うすかった が、 とくべつに 注目し、 愛着 を かくさなかった 星が あった。 

それ は ブレア デス 星団に 属する 星々 で、 和名で はス バルと 呼ばれた。 ス バル は統 ると おなじ 意味で、 多くの 星が 

珠を つらねた ように あつま つ て いる ことから 名づ けられた ものである。 沖 織で はム リブ シ とか ブ リブ シ とか ボ レ 

ブシ とか 言って いる。 島々 によって 多少 その 発音 はちがつて いるが、 群れ 星の 意で ある。 「天 武紀」 の 一 三年に 

昴 星の 名が 見える が、 ここで はス バルと は 読まれて いない。 延暦 二三 年 (八 〇 四) の 『皇太 神宮 儀式 帳』 に 天須婆 

留 女神 または 須麻留 女神の 名が 見える。 これ はスバ ル星を 神格化した ものである。 
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日本 (：5) がス バルに 関心 を 集中して きたの は 農業 や 漁業の 場合の 目安に なった からで ある。 内田武 志の 『星の 方 

言と 民俗』 によると、 静岡県 賀茂 郡で は、 ス バルが 夜明け まえに 西に 見える ころが サン マの とれる 季節で、 見え 

なくなる と サン マ はもう 少なくな つたろうと 漁家で は 話し あう という。 また 牛 尾 三千 夫に よると、 出 雲の 日の 御 

崎の 宇 竜 (撥 川 郡 大社 町) では、 ス バル ボシが 中天に 輝く ころ を 「十月の 星 入り ヮニ」 と 言って、 ヮニ  (サメ ) の 

群れが 沖合の 海底に き はじめる。 それで 漁の 開始 をスバ ル の 位置 をみ てお こなつ てきた という。 

新 村 出 は 『南蛮 更紗』 の 中で、 信 濃に 「すばるまん 時 粉 八 合」 という 俗諺の ある こと を 紹介して いるが、 野 尻 

抱 影 は それにつ いて、 まん 時 は 午 時、 すなわち 南中 時の ことで、 ス バルが 二百十日 前の 夜明けに 南に のぼりつめ 

た 時 を 言い、 粒 一升から 粉 八 合の 養 麦が とれる の は 上作で ある こと を 述べた もの だ、 と 解説して、， (5;^^。 

内田武 志に よると r ス バルが 二 丈ぐ らいの 高さに 達した とき」 とか 「胸の 高さ ほどに 昇った とき」 という 目 分 

量で 農耕の 折り目が きめられ ていたと いう。 これに 類す る こと は、 八重 山地 方で も おこなわれ ている。 石垣 繁の 

「八重 山地 方の 稲作 儀礼」 によると、 ム リブ シは、 陰暦 一 〇 月頃に なると 日没後 東天に あらわれて、 島人の 視線 

を あつめ、 稲の 播種 期の 到来 を 示唆す る。 それ は サシバ と 呼ばれる 鷹の 大群が 南へ 渡りの 途中、 八重 山 をお とず 

れる 季節で も ある。 この頃、 八重 山の 各 村々 では、 それぞれの 星 見場で、 ム リブ シの 観測 を こころみる。 白 保 村 

では、 村の 北方の 兼久の 坂の ム トウ ャ • シジ (基に した 頂) の イシ • シキ (石の 元) に 三 尋の星 見 竿 を 垂直に 立 

て、 そこから 三尋 ほど 西方に さが つ て 坐り 東天の ム リブ シを 仰ぎ見、 ム リブ シが 眼と 竿の 先 をむ すぶ 線 上の 高さ 

(竿 丈) に 見えた 時期 を、 稲の 播種の 好適 期と 定めて いた。 ス バル 星の 位置 を 正確に はかる に は、 竿 丈の ほかに、 

やこう 丈が あった。 これ は 舟の 櫂 を 手 をのば して 垂直に 立て、 坐って 星座が 目と 櫂の 先 をむ すぶ 線 上の 高さに 見 

えた 時期 を 言う。 また 眉 丈 もあった。 これ は 女性の 星座 観測 法で、 頭上に 水がめ をのせ て 星座 を 観測し、 眉の 高 

さに 星座が 見えた ときを 言う。 また 雨垂 丈と いうの は、 家屋の 室内に 坐り、 星座が 雨垂 (軒) の 高さに 見えた と 
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きを 言う。 人頭税が 施行され ていた 当時の 八重 山の 蔵元と 呼ばれる 役所で は、 稲の 播種 期から 収穫期、 さらに 貢 

納期の 三 期 を 一 定に する 必要に 迫られて いた。 それで 各 村 各 島 ごとに 星座の 観測に 適した 星 見台 を 高台に もうけ、 

老農た ちに 命じて 観測 を こころみ たと 石垣 繁は 言って いる。 石垣 島の 各 村に は 星 見台の 痕跡が 今 も みられる。 

ス パル はさま ざまな 異名 を もっている。 ムッ ラボ シ、 イツ ショウ ボシ、 ハゴ イタ ボシ など 数十に のぼる 方言が 

(5) 

ある。 

二 

ス バルの ほか 漁民 や 農民の 目 あてに なった の は、 北斗七星 である。 これ も さまざまな 方言 名が ある。 サイコロ 

二つ を 握つ て 四と 三が できた ときの 目にあ やか つ た 言葉と して 四 三の 星と いう 名が もっとも 古いが、 漁師の 間で 

は 船の カジに 見立てて、 カジ ボシ という 名 も 使われて いる。 フ ナボシ とも 呼ばれる。 北極星 はネ ノホシ または キ 

タノ ネノ ホシ、 キ タノ ヒ トツ ボシ である。 冬空 をかざる オリオン 座の ミツ ボシ もとり わけ 目立つ 星であった。 力 

ラスキ ボシ ともいう。 この 星 も 農耕の 折り目 を 見定める に は 重要な 星であった。 

新 村 出 は 『南蛮 更紗』 で、 京都の 学者で ある 畑 維 龍の 『四方の 硯』 の 中の 

「星 象 を 見る こと 農民より く はしき はなし。 大和の国 は 水のと ぼしき 処 なれば 四月 比より 夏 中農 民 夜もすがら 

いねず して 星の 象ば かり 見て 種お ろし、 あるいは 夜陰の 露お きたる に 苗の しめり をし り、 米穀の 実の ると みの 

ら ざると を、 あらかじめ 知る 事な り。 その 星に 力 ラスキ ボシ、 ヒシ ボシ、 ス バル ボシ、 ク ドボ シ など やうの 名 

をつ けて 某の 星 は 何時に 何の 位に あら はれ 何時に 何の 方に かくるな どい ひて、 その 目づ もりに て はかる こと 露 

たが はず。」 

という 文章 を 引用して いる。 ヒ シボシ (菱 星) はィ ルカ 座の 星で、 大和で はこれ が 出る とき 豆 を まくと よい、 と 
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いわれて いるそう である。 ク ドボ シはカ マ ドボ シ (竈 星) で カン ムリ 座の 星で ある。 

このように 星 は 漁業 や 農業に 切つ て も 切れない 目安と なる。 しかし 古代に おいて は 星に ついての 知識 や 信仰 は 

ほとんど 中国から 受容した ものであった。 日本人が 星に あまり 関心 を 示さなかった の は、 農耕民族で、 夜 どお し 

羊 や 牛な どの 家畜の 番をする 牧畜 民族でなかった こと も その 理由の ひとつに あげられる。 すくなくとも、 古代の 

記録に 名 をと どめる 星 は 数 例で ある。 『日本書紀』 (神代 下) では、 星の 神の 力 香ぎ 背 男 は、 俊 あ 神の llsfr 命に 退 

治される 神と して 登場す る。 この 神 はまた の 名 を 天津 甕 星と 呼ばれて いる。 茨城県日立市^<慈町 (旧久慈郡久慈町 

大甕) に大甕 神社が あり、 俊 文 神社と も 呼ばれ、 建 葉 槌命を まつる。 『茨城県 神社 誌』 によると、 天津 甕 星の 軍 は、 

経津 主命と 武甕槌 命から 派遣され た 建葉槌 命に 巨岩に 拠って 頑強に 抵抗した が、 ついに 誅伐され た。 その 場所 を 

甕の 原と 言った。 乱の 平定 後、 建 葉 槌命は その 地 を 開き、 倭 文 布 を 世に ひろめ、 常 陸 固久慈 郡の 静 織の 里に まつ 

られ た。 はじめ 久慈郡 石 名 坂 村の 大甕 山の 上に 鎮座して いたのが 現在地に 移された。 『和名 抄』 に 倭 文郷の 名が 

見える。 『日本書紀』 の 記述 は、 常 陸 国に 住む 豪族 どうしの あらそいで、 大和 朝廷の 意 をう けた 豪族が、 服従し 

ない おなじ 土地の 豪族 を 討伐した 事実 を 反映して いると 思われる。 

n 風に 見る 民俗の 諸相 


日本人の 風に 対する 反応 は、 生業に よって さまざまに ちがって いる。 それ はおお まかに 四つに 区分で きる。 第 
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一 に繙文 時代の 狩狱. 漁携 民、 第二に 稲作が 開始され た あとの 農民、 第三に 帆の 使用 を 知った あとの 時代の 漁民、 

第 四に 風 を 利用して 銅 や 鉄な どの 金属 精練に 従事した 人た ち。 この 四 者に は 風に 対する 四 様の 対応の 仕方が あり、 

それ を 一 緒に 論ずる こと はでき ない。 

まず 第一 に繾文 時代の 狩 獵 • 漁榜民 は、 風に ついて どのように 対応して いたか。 それに は繙文 時代の 人た ちと 

同様に サケを 重要な 食糧と してきた アイヌた ちの 風に ついての 呪術が 参考になる。 

北海道の 渡 島 半島に ある 山 越 郡 八 雲 地方の アイヌた ち は、 秋に なって 毎日 東の ャマセ の 風が 吹き荒れ、 遊楽 部 

川に サケが はいって こない ときには、 川口に あつまり 祭壇 をもう け、 風が 早く 風いで、 サケが 川へ はいって くる 

ことができる ように 盛大な 祈願 祭 をお こなった。 コ タンの 若者 四 人 は、 それぞれ 風の 神の 役割 を させられた。 西 

風、 南風、 北風の 風の 神 は 善 神で あるから、 よい 着物と よい 冠 をつ け、 東風 は 悪い 神で あるから、 ぼろぼろの 着 

物 や 冠 をつ け、 髪 を ふり 乱して いる。 まず 東風の 神に 扮 装した 若者が 舞いながら 祭壇に 出て くる。 やがて、 うつ 

くしい 衣裳 を 身に つけた 他の 神た ち も、 それぞれの 方角から 舞い 出て くる。 東風の 神 は 群衆の 間 を はねまわり、 

砂 を かけ、 らんぼう を はたらく。 他の 風の 神 は 東風の 神 を 三方から 追い こむ。 東風の 神 は 着物 をぬ らしながら 海 

中 を 逃げ まわり、 その あげく さいごに 岸に はい あがり、 他の 風の 神た ちゃ 会衆 一同の まえに ひれ 伏して 許し を 乞 

う。 それで 祭り は 終わる。 

この 八 雲 地方の 風の 神 退治の 演劇 は、 古い 時代に は、 祭司の 妹に あたる シャ ー マンが 風の 神の 役割 を 演じ、 祭 

司の シャ ー マンが それ を 退治 するとい う 趣向の 仮装 舞踊劇であった だろうと、 知 里 真 志 保 は 述べて おり、 彼 はさ 

らに 興味 ある 次の 事実 を 紹介して いる。 

江戸時代の 後期に 書かれた 『津 軽紀 聞』 によると、 松 前 地方で は、 風雨が 烈しく 渡航が むずかしい ときに、 土 

地の 者 を やとって、 「日和 申し」 すなわち 「お天気ね がい」 という こと をす る。 参加者 は 鞭 を 手に して 両 方に わ 
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かれ 叩き あう。 東風 を 祈る 場合 だったら、 西方の ものが わざと 負けて しりぞき、 それ を 東方の ものが 追い まわ 

す。 北風 を 祈る ので あれば、 参加者 は 南北に 分かれ、 南の ものが わざと 負けて しりぞき、 北の ものが 追い かけ ま 

わす、 という 况術 的な 風鎮め の 動作 をお こなう。 この 所作 はき わめて 古い 仮装 舞踊劇が 簡易な 形に 省略され たも 

のと 見る ことができる。 おそらく 松 前 地方の アイヌ の 間に 昔から 伝承され てきた もので あ つたろう。 

ただ、 サケ をと るた めに 風鎮め の 呪術 をお こなう のと、 航海の ための 順風 を 祈ったり する 況 術と では 内容 は 明 

ら かにち がって いる。 つまり、 東風 や 北風 を 祈ったり する の は、 帆船の 航行に 必要な 風 を 要請す る &几 術で ある こ 

とが 明らかで ある。 

風に 対する 呪術 は 古代に も おこなわれ ていた。 『日本書紀』 (神代 下) に は、 海神が ヒ コホホ デミに 向って、 ，1 

招の 方法 を 教える 箇所が ある。 海辺に 立って ヒ コホホ デミが うそぶく と、 海神が 沖つ 風、 辺つ 風 を 起こして、 波 

をた てると いう。 このように 風 招と は うそぶく  (嘯く) ことで 風 を 起こす 呢術 である。 

『古事記』 の応神 帝の 条に は、 天日 矛が 新羅の 国から もたらした 宝物の 中に 「風 振る 比 礼、 風 切る 比 礼」 の 二種 

がま じってい たこと を 述べて いる。 これ は、 風 を ふるい 起こす 領布、 または 風 を 切って 進む 領布の ことで ある。 

風 振る 比 礼 は 帆船 を 走らせる ための 風 を 起こさせる 道具に ほかなら ない。 

二 

帆の 使用 開始の 時期に ついては さまざまな 議論が あるが、 それに は 触れない ことにする。 沖 繩の例 を 見る と、 

最初 は クバの 葉で 編んだ 帆が 使われて いた 模様で あり、 藺 草で 編んだ 帆 はつい 戦前まで 見かけた というから、 古 

代 日本で も 最初そう した 原始的な 帆 を かかげた 舟が 走って いたと 思われる。 風 は その 動力で あるから、 いやおう 

なしに 風の 吹く 方向に 注意 を 払わなくて はす まなくなる。 『万葉集』 巻 第 七に ある 歌 (一 二三 一 番) 
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あまぎ  ひ かた  みずく き 

天 霧ら ひ 日 方 吹く らし 水茎の 

みなと 

岡の 水門に 波立ち わたる 

の 岡の 水門 は 福岡県 遠賀郡 ー戶屋 町の 遠賀川 河口 を さす。 『古事記』 によると、 東征に 出発した 神武 帝 は、 岡の 水 

門に 立ちよ つてい るから、 古代の 良港であった ろう。 この 歌で 問題な の は 日 方と いう 風で ある。 日 方と いう 名称 

からして、 太陽の ある 方向から 吹く 風、 つまり 東風と みられて いるが、 遠賀郡 芦屋 町 や 北 九州 市、 行 橋 市な どで 

は 東風で あり、 おなじ 福岡県の 京都 郡 刈 田 町で は 北東 風と いう ふうに 方角 を 異にして いる。 『綜合 日本 民俗 語彙』 

にはヒ カタ は、 おおむね 夏の 風で あり、 現在 は 主として 本州 南北の 両端に 濃く 分布して いるが、 もとは もっと 広 

域に おこなわれた 呼称であった ろうと 言って いる。 北 前 船の 往復して いた 北国 航路に は 親しい 風であって、 山陰 

から 日本海 伝いに 青森県に 及ぶ 区域 は、 もっぱら 南南西と か 南よりの 風で あり、 瀬戸 内に 面した 地方から 北 九州 

を かすめて 山陰に およぶ あたりが 東南 または 南 を さしてい ると 述べて いる。 また 『物 類 称呼』 の 季節風の 方言の 

解説で は、 越後で は 西南の 風をヒ カタ と言うと ある。 このように、 風の 名 はおな じで あっても、 山 ひとつ、 ，：：：^ ひ 

とつで 風の 方位が ま つ たくちが つ てし まう ばあいが 往々 にして ある。 その 地方が 日本列島の どこに 位 する かで 

(9) 

も 風の 方位に 変化が あるの は、 むしろ あたりまえ のこと であり、 そのこと は 柳 田 国 男の 「風位 考」 の 末尾に も述 

ベら れ ている。 

金 関 丈夫 は 『発掘から 推理す る』 の 中で、 ヒ カタに 触れて、 一定の 季節に、 一定期間、 一定の 強さで 吹く 風 は、 

それが どの 方向から 吹いた ところで、 人び との 生活に とって はおな じ 風で あり、 風の 名に むすびつく 方向の 名が、 

土地に よ つ て、 その さす 方位 を 異にする の はとう ぜんで あると 言 つてい る。 

これ は 『万葉集』 に 言う ァ ュ ノ カゼに も あてはまる。 『万葉集』 巻 第一 七 (四 〇一 七番) に は 
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あゆの かぜ  なご あま 

東風いた く 吹く らし 奈 呉の 海人の 

釣す る 小舟 漕ぎ 隠る 見 ゆ 

という 大伴家 持の 歌が あり、 それに は 「越の 俗語、 東風 を あゆの かぜと いへ り」 という 注が ある。 『綜合 日本 民 

俗 語彙』 によると、 「主として 北が かった 風で、 土地に よって は 東北 も あれば 西北の 風 もい うが、 地形から 考え 

ると 常に 海岸線と 直角に 吹く 風、 すなわち いろいろの 寄り 物 を 吹き寄せる 風と 解され る」 と ある。 このように 風 

の 呼称 はおな じで も、 吹く 方角 は 土地に よ つ てまち まちで ある ことが 多い。 

日本海 を 往来す る 帆船に 関係の ふかい 風に ァ オギ タが ある。 日本海に 面した 山口県の 長門巿 では、 この 風をナ 

べャ リギタ (鍋 割 北風) と 呼んで いる。 旧暦 八月の ころ、 海 も 空 も 青い なか を、 この 北風が つづけて 吹く と、 出 

(H) 

漁で きなくて、 米 も 買えなくなる という 意味で ある。 しかし 『綜合 日本 民俗 語彙』 によると、 福岡県 遠賀郡 芦屋 

町で は、 むかし 帆船が 北海道から 帰って くる 風だった と言われ ている。 つまり ふつうの 漁船に は 烈しす ぎる 風 だ 

が、 大型の 帆船が、 スピ ー ドの ある 航行 をす るのに ふさわしい 風であった。 ァ オギ タは薩 南 諸島で は 初秋の 北東 

風 を さす。 この 風が 吹く と 夏 は 去り、 海 は 青み わたる。 旧 八月に 入って ァ オギ タが 吹き はじめる と、 あと 一 〇 日 

は 大丈夫で、 この 風で 帆走す ると 船 は 矢の ように 速く 走る。 種子 島で はこの 風 を 利用して 琉球旅 をした。 そして 

あくる 年の 旧 五、 六月の 長雨 上りに 吹く 荒い 南風の アラバ ェを 利用して 帰って きた。 種子 島から 鹿 児 島への ぼる 

ハ^0 

旅のば あい は、 三月から 六月に かけての ミナミ ゴチを 利用し、 数日して 吹く 西の 風 を 帆に 受けて 帰 島した。 

このように 風 は 帆船に よる 航海の 主役であった。 順風 を 受ける と、 快適な 船旅 をつ づける ことができ るが、 逆 

風に 遭う と 難破のう き 目にあう こと も 少なくなかった。 船び とに とって、 風 は ときには 味方で あり、 ときには 敵 

であった。 日露戦争 のとき、 宮 古の 漁民が 北上す る バル チック 艦隊 を 発見し、 それ を 無電で 急報す るた めに、 一呂 
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古島から 石垣 島に 漕ぎ わた つ た 話 は 有名で ある。 このと きも はじめは 南風が 吹きつ の つ て 出発 を 見合わせ ていた 

ところが、 風む きが とつぜん 北風に 変った。 この 北風 を 帆に 孕ませて、 宮 古島 久 松の 五 人の 漁夫 は、 時速 八 キロ 

のスピ ー ドで、 およそ  一二 〇 キロの 海 を、 一 五、 六 時間 かけて サ バニで 漕ぎ わたった。 

三 

農民の 風に 対する 考え は、 漁民と まったく ちがって いる。 農作物、 とくによ うやく 熟そうと する 稲の 穂 をな ぎ 

たおす 風 は 農民の 大敵であった。 草 刈 鎌 を 屋根の 上と か 竿の さきにし ばりつ ける 習俗 は、 東北から 中国地方 にか 

けて 分布す る。 こうすると 風が 弱まる と 伝えられ ている。 これ を 風 切 鎌と いう。 風 祭りの 一 つに、 風の 三 郎と呼 

ぶ 風神 を まつる 行事が 新潟県、 福島県な どに ある。 新潟県 東 蒲 原 郡 太 田で は、 旧 六月 二七日に、 風の 三郎の 祭り 

をす る。 早朝、 村の 境に そまつな 小屋 を こしらえ、 通行人に 打ち こわして もらって、 風に 吹きとば された ことに 

し、 風の 神に 村 をよ けて 通っても らう こと を 祈願す る。 となりの 石 畑と いう 部落で も、 おなじ 小屋 を三郎 山の頂 

上に つくる。 この あたりで は 風が 吹く と、 子どもたちが 「風の 三郎 さま、 よそ 吹いて たもれ」 と 声 を そろえて 唱 

える。 

一 一 百 十日の 前日 または 八朔の 日に 風 祭り をお こなう ところ も ある。 長野県の 北部で はこの 風 祭り をト ウセ ンボ 

とも 呼んで 「でっかい 嫫ほ しゃ 二百十日の 風除けに」 などと 言って さわぐ。 風が 吹かない こと を 神社に 祈って- 

神前で 酒 を 酌み かわす 地方 も ある。 

風神と して 知られて いるの は難訪 神で ある。 難訪 神に は狩狱 神、 武勇 神の ほか 農業 神の 性格が ある。 IE 訪神は 

一 つに 風の 宮 とも 呼ばれて いる。 神社に 風の 祝 をお いて 春の 始めから 百日 間つつ しむ。 そうすれば その 年 は 風が 

なぎが ま 

吹かず、 農^物に 被害がない といわれ ている。 風の 宮には 風 を薙ぐ 鎌、 つまり 薙鎌を ささげる。 誕 訪 神が 風：^ で 
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あるの は、 『伊勢 国 風土記』 逸文に、 伊勢 津彦が 大風 を 起こして 信 濃 国に 去った と ある 故事 を ふまえて いる。 伊 

勢 外宮に も 風の 宮が まつられ ている。 風神 祭で もっとも 知られて いるの は、 大和の 龍 田、 広 瀬の 両 神社で ある。 

天 武四年 (六 七 五) に 朝廷が 風神 を 龍 田 立 野に 祭らせた のが 風神 祭の はじまり である。 旧 四月と 七月の 両月 おこな 

うように 「神祇 令」 に 規定され た。 『延喜 式』 では 両 月の 四日と きめられ ている。 

今日で も 毎年 四月 四日の 龍 田 神社の 例祭の 日に は、 神官が 龍 田 神社の 西の 山な みに つらなる 御座 峰に 登山して 

祭祀 をつ づけて いる。 御座 峰 は 古くから 龍 田 神、 すなわち 風の 神の 降臨す る 聖地と されて いるが、 御座 峰の 南に 

ある 嶽 山の頂 上に 金山 比哮 と金 山彦の 二 神が まつられ ている。 そこで 山 本 博 は 『古代の 製鉄』 の 中で、 御座 峰 か 

ら 吹きつける 自然 風 を 利用して 製鉄 をお こなって いた 人び との 信仰して いた 神が、 天武 朝に なって 農業 神に 変貌 

させられ たと 説いて いる。 おなじ 風の 神で も 製鉄 技術者の 神と 農民の 神と ではち がう。 風 祭り は 農民に とって 作 

物 を 風害から 守る ための 祈願 祭で あるが、 鍛冶屋 や 铸物師 やた たらの 仕事 をす る ものに とって は、 むしろ、 風が 

さかんに 吹き 起こる こと を 願うた めの ものである。 そこで ふい ご 祭りが きわめて 重視され る。 兵庫県の 『多 可 郡 

あめの まひと つの かみ 

誌』 によると 兵庫県 西 脇 市 大木 町の 天 目 一箇 神 を まつる 神社で は、 かって 陰暦 一 一月 八日の ふい ご 祭りのと き 

に は、 但馬、 丹 波、 和 泉な どの 遠方から も 鍛冶 職の 人た ちが 参集した が、 その 祭日 は 雪と か 風と かで 天気が 悪い 

ほど 参詣人 は よろこんだ。 天気が 荒れ模様 であれば、 その 年 はよ く 火が 立つ と 言って 祝福した と 伝えて いる。 ふ 

いごの 風 は 人工の 風で あるが、 銅 や 鉄 をと かすのに なくて はならない ものである。 それ 以前 山の 斜面な ど を 利用 

し、 自然の 強風に たよって 銅 や 鉄 を 吹いて いた 時代 は、 風 は 自然の めぐみと して 受け とられて いた。 以上 見て き 

たように、 風に 対する 考え方 は、 農民と、 海に 生きる 人び とと、 銅 や 鉄 を 吹く： H 事に たずさわ つていた 連中で は 
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まるでち が つてい る。 

ここで 一 言して おきたい こと は、 風 は あるとき は妖 S の 一 種の ように も 思われて いた ことで ある。 宮崎県で よ 

(2) 

カゼの 出る 所がき まっていて、 そこ を 通って きた もの は 気持が 悪くなる といい、 また 長崎県の 五島で は 憑き もの 

のこと を カゼと いうが、 憑かれた こと を 風 を 負う という。 その 痕跡 を 残して いるの は 山形県の 飛 島で、 西北から 

吹く 冬の 季節風 をタ マ カゼと 呼んで いる ことで ある。 タ マ カゼが 海上の 亡魂の 吹かす 風と いう 伝承 は 各地に ある 

が、 それが 西北 風で ある ことから、 日本人 はもと もと 霊魂の 帰り ゆく 方角 を 西北と 考えて いた、 と 柳 田 国 男 は 

「風位 考」 の 中で 力説して いる。 
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H 玉の 緖 


物 部 氏の 祖の宇 摩 志 摩 遅 命 を まつる 島根県の 大田 市に ある 物 部 神社で は、 一 一月 二 四日 夜に 鎮魂祭 をお こなう。 

五色の 絹糸 をより あわせた 三尺の 長さの 紐 を 玉の緒と みなし、 奉書 紙につつ む。 また 木綿の 布で 作った 形代の 人 

形 一対 を 奉書 紙に つつんで その上 を 麻 紐で むすぶ。 儀式の 中心の 猿 女に は 一三 歳 以下の 女子 を あてる。 同夜 午後 

八 時、 宮司 以下が 参列して 祝詞 を 奏上す る。 式が はじまる と、 玉の 緖は 机の 上に 置き、 形代 は 柳笞の 中に 入れて、 

宮司と 禰宜 二人が 内陣の 中に 入り、 すだれ をお ろす。 すだれの 外の 拝殿で は、 猿 女が 右手に 鲜、 左手に 粧を 束ね 

たもの を もって、 楕円形の 桶で ある 宇 計 布禰の 上に のぼる。 用意が ととのうと 宮司 は 神前に すすみ、 机の 上の 玉 


日 本人の 宇宙観 262 


の 緒 をと つて. 結び目 を 一 つ こしらえる。 すると、 禰宜は 半分に 切った 笏を 叩いて、 一と 叫ぶ。 その 声に 応じて 

猿 女 は 鉢で 宇 計布禰 をつ き、 笹の束 を ゆらゆら させながら、 一と かぞえる。 その あと、 もう 一人の 禰宜が 形代の 

入った 柳宮を 三回 半 ゆりうごかす。 こうして、 一、 二、  ニー、 四、 ず、 六、 七、 八、 九、 十と 一 〇 度お なじ 動作 を 

くりかえし、 玉の緒に 一 〇 の 結び目 をつ くり、 そこで 儀式 は 終了す る。 

これが 物 部 氏 伝来の 鎮魂の 况法 である こと は 『旧事 本紀』 の 「天孫 本紀」 に 明らかで あるが、 宮中に おいても 

霜月の 中の 寅の 日に、 鎮魂祭が おこなわれ てきた。 そのと き 歌われる 歌の 一 つ は、 『年中行事 秘抄』 によると、 

み たま か  い 

御 魂 離り 去に ましし 神 は 今ぞ きませ る 

魂笞 持ちて 去りた る 御 魂 魂 返 やし 為 やな 

という ものである。 いったん 離れ 去った 魂が 今やって きたので、 魂笞を 持って その 魂 を 離れさせない ようにす る 

という 意味の 歌で ある。 宮中の 鎮魂祭の ときに、 玉 をむ すぶ の は 中臣官 人で ある。 

猿 女が 自分の 乗った 桶 を 鉢で つくの は、 天 岩戸の 前の 天 鈿女命 の 祭儀の 模倣で あるが、 それ はもと はと 言え 

ば 杵で臼 をつ く 動作の 変形であった。 『記紀』 に 天 若 日子の 葬儀のと きに 雀 を碓女 または 春 女に して 死者の 復活 

發礼 をお こなった ことが 記されて いる。 臼 をつ くこと は 生成の 况術 であり、 その 動作 を くりかえす ことで、 死者 

の 魂が よみがえる こと を 願った ので ある。 したが つ て 天鈿女 命の 名前 は 天 臼 女に 由来す ると 私 は 思う。 

では 玉の緒 をむ すぶ 行為 は 何 を 意味す るか。 『三代 実録』 に、 貞観ニ 年 (八 六 0) 八月 二七日 夜、 盗人が 

西院斎 戸の 神殿 を 開き、 清 和 天皇の 御 魂 を 結んだ 緖を 盗みと つたと いう 記事が ある。 この ことから して、 玉の緒 

をむ すぶ こと は、 その 人間の 魂 を 身体に つなぎとめて おくま じない を 意味して いた ことが 分かる。 
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石 見の 物 部 神社の 鎮魂祭に 似た 行事が 毎年 大和の 石 上 神宮で も おこなわれ ている。 しかし 南 島で は 戦前まで 民 

俗の 慣習の 中に 玉の緒 をむ すぶ まじない を 見る ことができた。 八重 山で は、 子どもが とつぜん 元気 をな くした よ 

うなと き 「マ ブイ ごめ」 の 儀式 をお こなった。 マ ブイと は 八重 山 方言で、 たましい のこと である。 麻糸 を もち 出 

して、 子どもの 年の 数 だけの 結び目 を 作る。 そうして 輪に した 麻糸の 中に、 マ ブイ を 追い こむ 動作 を くりかえす _ 

その あと 麻糸 を 子どもの 首に かけて やる と、 それまで 身体の 外に 出て いた マ ブイが、 子どもの 身体の 中に こめら 

れる。 このばあい、 麻糸の 結び目 はた ましい を あらわし ている。 大神 島で は、 海で 溺死しょう として 助かった と 

きに は、 タ マス (魂) が 竜宮に とどまって いると みなし、 海岸の 小石 を 七つと つてき て、 それ を 麻糸に しばる。 

この 小石 は 魂と みなされる。 小石の 完全な 形が 玉で ある。 

麻糸 を 南 島で は苧と 呼ぶ。 宮 古島で は 人間の 運気のお とろえ たこと を、 フ ー 下りと 表現して いる。 下がった フ 

1 を 元に もどす のに は ユタに 頼んで 威 霊 をつ ける 行事 をお こなう。 麻糸 (苧) を まるめて しばり、 それ をフ ー の 

下がった 人間の 頭の 上に 置く。 また フ ー (運気) が 下がる と、 あらかじめ 乾かして 保存して 置いた へその 緖を煎 

じて 飲ませる 風習が ある。 宮 古の 方言で は 頭の てっぺんの つむじ を ビス、 へそ を ブスと 呼ぶ。 つむじ もへ そ も 人 

間の 生命の 出入りす る 箇所と 見なされ ていた。 麻糸が つむじと へそに 関連が あると 考えられ ていたの は 古代 日本 

も 同様であった。 糸に より を かける 道具 をつ むと 呼ぶ。 つむじ は 紡錘に 糸 を 巻く ように 吹く 風の ことで あり、 ま 

た 頭の 上の 旋毛が 渦 を まくと ころで も ある。 一方 『古事記』 の崇神 天皇の 条に 載って いる 三輪 山 説話で は、 夜毎 

に 通って くる 男の 衣の 裾に 閛蘇紡 麻 を 針に 貫いて 刺す ところが 出て くる。 へそお というの は 『和名 抄』 に 巻 子と 

あり、 輪に 巻いた 麻糸の ことで、 それ をへ そお と 呼んだ の は、 輪に した 麻糸が へその 緒の かっこう をして いると 

古代人が 考えた からに ほかなら ない。 そうした 連想 を 働かせた の は、 誕生した ばかりの 赤ん ぼうのへ その 緒 をし 

ばる のに 麻糸 を 使用した からで も ある。 このように 麻糸 はつむ じと へその 双方に 関わり を もっている。 へそ まが 
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りと つむじまがりが おなじ 意味で 使用され ている の は、 双方と も そこが 曲って いて は、 素直に 生命が 身体に 出ん 

できない と 思われた からで ある。 

むすび 目 を もつ 麻糸の 輪 を 首に かける ことによって、 たましい を 身体に 鎮める ことが 可能と なる。 首 飾 は それ 

から はじまった もので、 今日で は 単なる 装飾と 思われて いるが、 もともと は まじないの 意味 をつ よくこめ たもの 

であった。 麻糸の むすび 目にあた る 部分が 玉であった。 玉 は 魂に 通じる ところから、 さまざまの 玉が 首 飾に つけ 

られ た。 首 飾の 玉 を つらぬき 通す 紐が 「玉の緒」 に ほかなら なかった。 玉の緒 は 転じて 生命の 緒 または 生命 その 

ものの 意に 使用され る ことにな つた。 『新 古今 和歌 集』 に 収められた 式 子 内親王の 「玉の緒よ 絶えな ば 絶えね」 

という 歌のば あいの 玉の緒 はいの ち を あらわして いるが、 首に かけた 紐が 切れる こと は、 いのちが 絶える ことで 

あると いう こと を、 言外に 置いて 歌った ものである。 

生まれた ての 子に 麻の 葉の 模様の 産着 を 着せる の も 丈夫に そだつよ うにとの ねがいから であるが、 更に その 背 

後に は 麻糸が 玉の緒で あると いう 意味が かくされて いると 思われる。 

タマに ついて、 折 口 信 夫 は 次のように 解説して いる。 タマ はもと もと 身体に 入ったり 出たり する ものであった 

の だ 力 それが いつの 間に か、 タ マ のか たどりで ある 石 や 動物の 骨な ど だけが タ マと 呼ばれる ようになつ たとい 

う。 つまり 抽象的な タマの 容れ 物が タマで ある、 という ことにな つて、 抽象的な タマの 方 は タマ シィ という 言葉 

で 表現され るよう になった。 つまり、 タマの 働き、 作用が タマ シィ である。 タマ は 外側から 入り こんで 威力 を あ 

たえる もので あり、 メラネシア 語で 言う マナの 一種で ある。 その タマの 活用で あり 機能で も ある タマ シィは ある 

期間 だけ 人間の 体内に 宿る と 考えられた。 タマ シィが 肉体から 離れ 去る と、 その 威力 も なくなった。 折 口 はこの 

ように 説明しながら、 山 幸、 海 幸の サチ もまた マナで あり 外来 魂であった と言う。 獣 をと る 矢 や 魚 をと る 釣針に 

外来 魂が 付着 するとき、 その 矢 や 釣針 はつよ い 力 をお びる。 『日本書紀』 の 「神 it£ 上」 に は、 大己責 神が 海辺 
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さぎ 

に 立って いると、 沖の 方から 海原 を 照らして やってくる 神が いた。 いったい 何者かと 問う と、 自分 はお まえの 幸 

魂奇 魂で あると 答えた と ある。 折 口 はこれ について、 幸 魂の 幸 は 漁狱を 自由にす る 威力 を 与える もので あり、 

(1) 

奇 魂の 奇は酒 を 意味す る クシ や クスリ に 通ず る 語で、 医療の 威力 を もつ ことで あると 言う。 大己貴 神の 威力 はこ 

れらの タマ シィを 身に つけたと き 生まれた。 柳 田 国 男 は、 御稜 威と いうと きの イツ もまた マナで あると 考えて い 

る。 これ は 『日本書紀』 の敏達 天皇の 条に 出て くる 天皇 霊に ほかなら ない。 

一 一 

南 島の 「マ ブイ ごめ」 に 似た 行事 は 本土で も おこなわれ ている。 桂 井 和 雄 は 次の ような 高知県での 民俗 慣習 を 

報告して いる。 

「宿 毛 市の 離島 沖ノ 島の 母 島ゃ弘 瀬な どで も、 子どもが たまげたり すると ォブが 抜ける といい、 老人 子ども は 

特に ォブが 抜け やすいと いう。 幡多 郡の 山村 十 和 村久保 川で も、 幼児の からだの 具合が 悪かったり、 気 を 失つ 

たりす るの を ォブが 飛んだ といい、 同じ 村の 小 野で は 赤ン坊 のびつ くりす るの をォブ がすす むと いい、 障子の 

わくから ォブの 神 を 呼ぶ となお ると 伝えて いる。 高 岡 郡檮原 町の 四 万 川で は、 産 子の びくびく 引きつけ て 青い 

便が 出る ようにな ると、 ゥブが 沈んだ と 言い 『ゥブ よも どれ や、 魂よ もどれ や』 と 叫びながら、 産 子 を 抱いて 

(2) 

住居の 周囲 を 三回 まわる と 奇妙に なおる という」 

ここで はォブ または ゥブ は、 原義の 産む から 離れて たましいの 代名詞と して 使用され ている。 小児が 物に おど 

ろいて 気が 遠くなる こと を ゥブが 抜ける と 言い、 こ の 小児の ゥブを もとに 戻す の を、 ゥブを 入れる という 言い方 

をす ると ころから みても、 それが マ ブイ ごめ とおな じ ものである ことが 分かる。 ゥブ イシと いえば、 ゥ ブガ ミに 

供える 円く 美しい 石で ある。 この 石 は タマ シィを 意味す る ものである。 南 島で マ ブイ ごめ のとき に、 海辺の 小石 
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をと つてく るのと 共通す る 儀礼で ある。 では ゥブと は 何 か。 その まえに ゥ ブガ ミ について ポ r/ てお く。 

有 賀恭ー の 報告に よると、 長野県 顯訪 湖畔 地方で は、 産室 内の 壁に 藁 を 一束 立て かけて おく。 ゥ ブガ ミサ マが 

これに 腰かけて 出産の 儀 を つかさど ると 言い伝え ている。 また 産屋に 藁の 束 を かざって、 これ をゥ ブガ ミサ マと 

して 祀り、 お茶 や 飯 や カツ ォブシ を 供える。 出産して 三日 もた つと 藁 束 は 道祖神へ あげる か、 または 外へ 出して 

捨てる かする ところ も あると 言う。 産婦が 藁の 束 を 積み重ね、 それに もたれかかって 子ども を 産む 習慣が あると 

ころ は 各地に ある。 また 産室の 砂の 上に 藁 を 敷き、 その上に 布団 をのべ てお 産 をす ると ころもす くな くないが、 

藁の 束をゥ ブガ ミ とする の は それとも つながりが あるに ちがいない。 朝鮮で も 同様で、 藁 を 敷いて その上で 分娩 

する の だが、 慶尚南 道東萊 地方で は 藁 を 敷く 代りに 藁 一束 を 産室の 隅に 立て かけて おくと ころが ある。 日本の ゥ 

ブガ ミに 相当す る 神 は 朝鮮で は サン シンと 呼ばれる。 サン シンに 供物 を そなえる ときには、 産室の 一隅に 高足の 

膳 をす え、 膳の 下に は 藁 を 敷く。 このように 日本の ゥ ブガ ミも 朝鮮の サン シン も 出産 時の 藁に 深い関係 を もって 

いる。 

また 産屋に 敷く 砂 をゥプ ス ナ という ことから、 この 砂が 安産の 守りと されて いる 例 は 京都府 天 田 郡 三 和 町の 大 

ばら 

原の 産屋な どに も ある。 『神道 名目 類聚 抄』 に は 「産 スナと は、 梅 宮ノ儀 ナリ、 婦女 安産 ヲ彼 神社- 1 祈、 社ノ砂 

ヲ受来 テ産ノ 守 トス、 是故 一一 産 砂 ト云事 ァリト 云リ」 と 記されて いる。 この 梅宮は 京都市 右京 区 梅 津フケ ノ川町 

にある 式 内 社で、 橘 氏の 氏神で ある。 延宝八 年 (一六 八 〇) この 社 を 訪れた 黒 川 道祐は 『嵯峨 行程』 に 「至い 今 世 

人 臨 二 産 月 一則 必ス 当社 ノ砂ヲ 取テ、 佩 二 帯 襟ート ナリ」 と 記して いる。 このように 梅宮 神社の 砂が 産 砂と 称されて 

安産の 守りに されて いるの は、 産屋に 敷く 砂と 無関係で はない と 私 は 思う。 更にもう 一 つの 例 を 示す。 芭蕉 は 

『おくの ほそ 道』 の 中で、 敦賀の 気 比 神宮に 夜詣 で、 折からの 月明に 神前の 白砂が 霜 を 敷いた ようだった ことか 

ゆぎ よう 

ら 昔 遊行 上人 (二世) が 神社の 境内に 砂 を 敷いた 故事 を 思い出して 「月 清し 遊行の もてる 砂の 上」 という 有名 
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な 句 を ものして いるが、 遊行 上人が 境内まで はこんで きた その 砂 は、 気 比 神宮から 二 里 も はなれた 常宮の 海岸の 

ものであった。 気 比 神宮の すぐ 近くに も 砂浜 は あるのに、 わざわざ 常宮の 海岸の 砂 を はこんだ というのに は、 何 

かいわれ がなくて はならぬ。 常宮 神社 は 神 功 皇后 を まつり、 気 比 神宮と 因縁の あさくない 神社で ある。 常宮 海岸 

の 波打 際に ある 砂 を ザルに 入れて、 常宮 神社と その 奥の院の 岩屋の 拝殿の 前に 置き、 お 賽銭が わりに 奉献す る 習 

慣が あるが、 その 積った 砂 を あつめ、 五月に 神社の 境内に 敷く 行事 を常宮 神社で は 「砂 持ち 行事」 と 呼んで いる。 

ところが 『おくの ほそ 道』 にも 遊行 上人が 気 比 神宮に 砂 を はこんだ の を 「遊行の 砂 持」 と言うと 記して いる。 I： ぶ 

比 神宮で は 今でも その 参拝 者が 砂袋 を もらいう け、 自分の 家屋敷の 隅に 撒いて 邪気 を 払う こと をして いる。 これ 

ら のこと から 考え 合せて、 常 宮の砂 を 気 比まで はこんだ の は、 常宮 海岸の 砂が とくべつの 効験 を もってい たから 

だと 推測され る。 常宮 海岸と その 周辺 は 以前から 産屋が たてられ ており、 産屋で 産 をす る 習慣が つい 最近まで つ 

づ いてきた ところで ある。 常宮 神社 も 安産の 神と して 信仰され ている。 こうした ことから 常宮 海岸の 砂に はゥブ 

ス ナの呪 力また は 霊 力が みとめられ、 気 比 神宮まで そこ の 砂 を はこぶ ようにな つ たので はない かと 私 は 推察す る。 

松 山 巿別府 町に 福 水神 社が ある。 社 伝に よると、 神 功 皇后が 朝鮮からの 帰途、 応神 天皇 を ともなつ てこの 地に 

立ちより、 沐浴しょう とした。 ふしぎに も 熱い 湯が 出て きたので、 その 霊験 あらた かな 水 を 福水大 神と 呼んで 祭 

つたと いう。 『伊予 温 故録』 によると、 藤 原 為 時の 妻が 夫婦の 間に 子がない の を 悲しんで 福 水神 社に 祈り、 霊夢 

に みちびかれて、 この 社 地の 砂 をと り、 臥床の 下に 撒布して 女子 をもう けた。 これが 有名な 紫 式部で ある。 この 

伝説の 中で は、 砂が 子どもの 授かり をうな がす 役目 を 担って いる。 福 水神 社の 境内の 高所の 松林 を 産 砂 森と ん 

でい る。 砂が 産と かたく むすびついて いるの は、 以上の 事例で 分かる。 ゥ ブス ナとは ゥブの 3- 力の ついた 砂、 あ 

るい はゥブ 神に よ つ て 聖別され た 砂 を さす ものであろう。 しかし 海岸の 砂が すべ てゥブ ス ナ という わけで はない。 

ゥブ 神の 見守る 産屋の 砂 こそ ゥ ブス ナ である。 ゥ ブス ナに産 土、 生 土、 あるいは 本 居と いう 字 を あてて きたの は、 
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産屋の 砂が 人間 出生の 原点で ある こと を 物語 つてい る。 

ゥ ブガ ミを ホウ キガミ と 考えて いると ころも すくなからず ある。 これにつ いて 思い出す の は 『古語 拾遺』 の 中 

の 一 文で ある。 

「- ,- ひこ ほの み * 一. -、 わたつみ のかみ とよた まひめ  めと  ひこ なぎさ  ひ だ まつ  うみへ た みや  こし，. -の 

「天祖 彦火尊 海 神の 女 豊玉姫 命を娉 りて、 彦瀲尊 を 生みます。 誕 育し 奉る の 日、 海辺に 室 を 立つ 诗に櫛 守 

むら じ  あめのお しひと  つかまつ はべ  ははき  かこ  よ  しきもの つかさど  』 つかさ  M づ 

連の 遠祖、 天 忍 人命、 供へ 奉り 陪侍り て、 箒 を 作り 蟹 を 掃 ふ。 仍 りて 舗設を 掌 り、 遂に 以て 職と 為す。 号け 

力に もり い  いまの よ  か もり い  そのことば うつ 

て 蟹 守と 曰 ふ。 (今 俗に、 之 を 掃 守と 謂 ふ は、 彼詞の 転れ るな り)」 

産屋に 蟹が 入り こんで きたと いうの は、 産屋の 床に 砂が 敷いて あった こと を 推定させる。 一方 蟹が 脱皮す る 動 

物で あると ころから 南 島で はス デル、 つまり 再生す る 動物と して 新生児の 額に 蟹 を はわせて 祝福す るのに 用 ハら 

れた。 箒の 方 は 藁の 束との 関連 も あるが、 身体の 外にぬ け 出し やすい 新生児の たましい を かきあつめる 意味が あ 

つ た。 この こと は 折 口説 を 受けて 牧田 茂が すでに 指摘して いると ころで ある。 

出産のと き ホウ キガミ が 便所 神と ともに 立ち会う という 伝承が 全国的に 見られる。 なぜ 便所 神 も 出産に 必要な 

のであろう か。 それ は 糞に 邪神 を 退ける 呪 力が あると 考えられて いたから にちがいない。 わざとき たない 名前 を 

つけて 邪神の 嫉視 を 避ける という 習慣が 古代に は 日本に かぎらず、 朝鮮、 中国に も あつ (た。 

以上の ことから して ゥ ブガ ミが子 どもの たましいの 守り神で あると いう 性格が 浮かび あがる。 生れた ての 赤ん 

ぼうが 相手 もない のに 笑う の は、 ゥ ブガ ミがぁ やすから だとい い、 また 赤ん ぼうの 尻に 青い あざが あるの は、 ゥ 

ブ ガ ミ につ ねられた 跡 だとい うと こ ろ も ある。 ゥブ ガ ミ は 子どもの 誕生のと きから 立ち会う の だから、 ひとり ひ 

とりの 守護神と しての 役目 を はたす。 それ は 漠然とした 守護神で はない。 宮 古島の マウ 神 も 同様に 個人の 守護霊 

であって 一代 限りの ものであるが、 マウと いう 語 は マ プリ、 すなわち 「守り」 に 由来す る 語で ある。 マ プリ (マ 

ブイ) も、 もと 守護霊であった のが、 その 威 霊の 付着した 人間の タマ シィと 見なされる にいた つた (i 呂 古島で は 
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マ ゥ神を 先祖 神と 見なして いると ころも ある)。 

新生児の 守護霊であった ゥブ (ォブ ) はいつ か 子どもの タマ シィに 転化した ので ある。 r ォブ いれ」 といい 「マ 

ブイ ごめ」 といい、 外側の 威 霊 をつ ける ことに ほかなら ない。 ただ マ ブイ は 人間の タマ シィ に関する ものである 

が、 ォブ はかならず しもそうと は 限らない。 桂 井 和 雄の 報告に よると、 土 佐 清水 市で は 子どもたちが 石け りに 興 

じあって いて、 持ち 石が 負けつ づける と、 石に 息 を 吹き かけたり 唾 をつ けたり、 手に のせたり して まじな うの も 

(6) 

また r ォブを 入れる」 と 呼んで いる。 

このばあい ォブは 石に 入って、 石に 力 を 与える 威 霊で あり、 一種の マナに ほかなら ない。 こうした 事実 を ふ 

まえて 見る とき、 南 島と くに 八重 山な どで 御嶽の 聖域の 奥の 部分 を ォブと 呼んで いるの も 合点され るので ある。 

すなわち ォブは 神の みあれ (誕生) の 場と 考えられる。 

三 

古琉 球の 最高の 巫女、 聞 得 大君の 就任式で ある 御 新 下り は 斎場 御嶽で おこなわれる。 その 儀式で 外 間 ノロが g 

得 大君の 頭に 王冠 をのせ て r チフ イジ ンミゥ シジ」 (聞 得 大君の 御 セヂ) と 唱え、 神前に 供えた 洗米 三 粒 をと つ 

て、 聞 得 大君の 頭に のせて 神 名 をた てまつ る。 このと きから セヂ (威 霊) が 聞 得 大君に 宿る ことにな り、 大君 は 

セヂを 受けて 地上の 神と なる。 これが 聞 得 大君の 就任式の r セヂ つけ」 の 行事で ある。 

聞 得 大君の 御殿に は 「火の 神のお すじ」 を まつる。 「おす じ」 と はセヂ (シヂ ) の ことで、 火 は 二 ルャ (ユラ 

ィ) から もたらされ たという 琉 球の 古 信仰に もとづく。 火の 神の セヂは ニルャ セヂの 一種で ある。 

仲 原 善忠は r セヂ (霊 力) の 信仰に ついて」 という 論文で 『おもろ さう し』 に 登場す るセヂ という 語 を 分析し 

ている。 それによ ると、 セヂを 謡った 「おもろ」 は 八 〇 首 も あり、 つぎが カミ六 〇 首、 テダ (太陽) 五 〇 首、 テ 
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ルカ ヮ (日) 三 〇 首の 順序と なって いる。 しかし テダは 国王 や 地方 領主 を 指し、 カミの 大部分 は 巫女の ことで あ 

るから、 セヂは 圧倒的に 信仰の 対象と なって いる。 霊剣 をセヂ まつる ぎ、 神 泊 をセヂ あら 神 泊、 霊 門 をセヂ まさ 

る 門口、 霊 杜をセ ヂ高杜 などと 呼んで いる。 セヂ がっく ことで、 剣 も 港 も 門 も杜も 今までと はちがつた 存在に 変 

化する。 それ を 「ま」 「あら」 「まさる」 「高」 などの 語で 強調した ので ある。 セヂは 具体的な もの だけでなく、 

抽象的な ものに も 付着す る。 さきに 述べた ニルャ セヂは ニルャ から 幸福 を もたらす 霊 力 を 指す。 またい くさ セヂ 

は 武力 を 強める ための 霊 力で ある。 仲 原 は セヂの 機能 を 次のように 要約す る。 

「セヂ は 質量 共に 多種多様 であり、 頗る 可変 的の ものである。 それ 自身 は 無意 志 • 非 人格 的な ものであるから、 

極めて 流動的で、 人間 は 言 ふに 及ばず 動植物、 石 • 水 • 山から あらゆる 庶 物と 結び付き、 又 人間の 思惟 (肝) 

歌謡 (ォ モロ) にも 憑き 之 を 霊妙なら しめ、 その 本質に 於て 何等 合理性 を 持たず、 人格 的 規範 を 伴 はぬ ため 倫 

理的 道徳的 色彩 を 帯びず、 特に 低級な 迷信の 巣と なる かと 思へば、 高級 宗教と も 結合す る 可能性が あり、 外来 

の 宗教 を 容易く 受け入れて 神仏の セヂ、 神 寺の セヂ、 火の 神の セヂ 等の 観念 を 生み、 セヂを 以て 神仏の 本質 を 

理解す る 鍵と した」 

仲 原 はまた セヂ がかなら ずし も 人の 媒介に よらず、 それ 自体の 働きに よ つ て 特定の 場所に とどまる こと を 強調 

する。 霊 石 や 霊 所 はそう して 成立す る。 したがって 杜ゃ嶽 は沖繙 では 信仰の 対象で なく 信仰の 場所で ある。 つま 

り セヂが ついて はじめて 木 や 岩 や 山が 霊 力 を もつ ので あ つ て、 木 や 岩 や 山 自体が そもそもの はじまりから 神聖な 

もので はない とする。 仲 原の この 見解 はル ー マニア 生まれの 宗教 史学者 ユリア ー デ Eliade,  M. の 次の 考えと も 

一致す る ものである。 

「近代 西洋人 は聖 なる ものの いろいろな 顕現 様式に 直面して 或る 不安 を 感ずる。 すなわち 或る 種 0 人間に と つ 

て聖 なる ものが 石 や 木の 中に 顕われ 得る、 という ことが 理解し 難いので ある。 しかし われわれ は まもなく、 そ 
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れが石 そのものの 崇拝、 あるいは 樹木 そのものの 信仰 を 意味す る もので はない こと を 知る であろう。 聖 なる 石、 

聖 なる 木 は、 石と して あるいは 木と して 崇拝され るので はない、 —— それらが 崇拝され るの は、 それが 聖体 示 

現で あるから であり、 もはや 石 や 木で はなく、 かの 聖 なる もの、 〈全く 別な もの〉 である 何 か を 示して いるか 

(S) 

ら である」 

『おもろ さう し』 に は 守りと か 守る 神と いう 語 は 出て くるが、 マブリ あるいは マ ブイ を タマ シィ のこと として 表 

現した 箇所 は どこに も 見当らない。 マ ブイ は セヂの あとで 登場し、 外来 魂の 意 を もちながら、 タマ シィ そのもの 

を 指す ように 変化した の だと 私 は 考える。 

ところで、 仲 原に よると、 『おもろ さう し』 の 中で セヂと 同義語と 見られる 言葉に、 セ • セィ. シヒ • ケ など 

が ある。 聞 得 大君の 別名で ある セ ダカ コは r セヂ 高い 人」 の 意で あり、 「気高き 人」 の 意味で あると 言う。 ケは 

キ または チと 発音す るが、 ケ (気) と セヂが 対応す る 語で あると いう 事実 は 注目に 値する。 その 例 を 『おもろ』 

に 見て みると  一 ノー  七に 「み 御船 通わぎ やめ せぢ 遣り 遣り 添 は 精 軍 押し 発てば 気 遣り 遣り 守 

ら」 という 詩句が ある。 その 大意 は 「船の 通う かぎり セヂ をつ かわして 守護しなさい。 霊 力 ある 軍隊が 出発 すれ 

ば、 ケを つかわして 守りなさい」 という 内容で ある。 ここで はケは セヂと 同様の 呪 力 を 発揮す る 霊 力と 考えられ 

ている。 このほか 『おもろ さう し』 に は 「セヂ 勝て、 ケォ 添て」 (一 ニノ 八 五) とか 「セ やろ、 ケ ある」 (一 ニノ 六 

八) などが 対句と して 使用され ている。 

また 久米島 仲 里 間切の ク ェ ー ナと 呼ばれる 古 謡に も 「おせ ぢ あわち へ、 おけ を あわち へ」 (御霊 力合わせ て、 

御 気 を 合わせて) という 表現が ある。 久米島 具 志 川 間切の ク ワイ ニヤ は 「す ぢふ てち、 け ふ ふて ち」 (霊 力 ひと 

つ、 気 ひとつ) という 表現 も ある。  . 

セヂ とケが 同義語であるなら ば、 ハ レと ケのケ もまた セヂ とおな じ 意味内容 を も つていた ので はない かとい う 
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問題 提起が 可能と なる。 沖繙 方言で は セヂも スヂも シヂと 発音して いるが、 折 口 信 夫 は セヂ、 スヂ、 シヂ など は 

マ ナ 信仰に 見られる ような 守護霊で あると 述べ ている。 こうして セヂと 対応す るケ もまた マ ナの 一 種と 見なす ベ 

きで ある。 

坪井洋 文が 『日本 民俗 文化 大系』 第二 巻 第 七 章に おいて 指摘して いるよう に、 ハレと ケの 主題 は 桜 井 徳太郎 に 

よ つ て、 新しい 分析 視角が 提示され ている。 

桜 井 は、 稲 を 成長 させたり 実らせた りする 根源 的な 霊 力が ケ であり、 その ケは 種子の なかに 内包され ており、 

ケが 発動す ると ころに 稲の 成長 結実が 期待され る。 その ケの 活力が 減退した 状態が ケ ガレ (ケ 枯れ) であると 考 

えてい る。 桜 井 説 は、 これまでの あいまいな ハレ • ケの聖 俗論 を 突破す る 意欲 を 見せて いる ことで、 高く 評価 さ 

れる。 しかし これまで 迎 つてき たように ケ がセヂ とおな じく マナに 相当す る 霊 力で あると すれば、 ケが 外側から 

やって きて 食物に 付着す る ことで、 食物に 活力 を 与える と 考える ほうが 自然で ある。 そのば あい 活力 を 与えられ 

た 食物 もケ である。 スヂ もまた 同様で ある。 霊 力の 付着した 種 籾 もスヂ となる。 種 籾 を スヂと 呼ぶ の は それに 外 

部の 霊 力が 付着す るから に ほかなら ない。 このように ケも スヂも 外来の 霊 力で あるが、 それが 離れる と 生命力 は 

失われ 衰弱す る。 したがって ケ ガレ は、 内在す るュ ネル ギ ー の 枯渴を 意味 するとい うより は、 外側から 物に 付着 

して 物を聖 化する 霊 力が 物から 離れる ことで ある。 ケ ガレ はケが 離れる ことから 生じる 現象で ある。 『岩波 古語 

辞典』 にも 「けがれ」 の 項に は 「ケ (褻) カレ (離) の 複合 か」 と 述べられ ている。 ケが 稲に 関する 用語で ある 

こと は、 それだけ 米の 力が 承認され たこと でも ある。 

うが や ふき あえず のみこと  おば たまより 

ここに 一 つの 例 を 示して おく。 『古事記』 によると、 鵜 葺草葺 不合命 は その 姨の玉 依 姫を妃 として 四 人の 男の 

子 を 生んだ。 長男 は 五瀬 命、 次男 は 稲 氷 命、 三男 は 御 毛 沼 命、 四 男 は 若 御 毛 沼 命、 またの 名 は 豊御毛 沼 命、 また 

かむ やまとい わ れ び こ  いかしね 

の 名 は 神 倭 伊波 礼 毘古命 (神武 天皇) である。 本 居 宣長は 『古事記伝』 で、 五瀬 命 は 厳 稲の 意で あると している。 


273 古代人の カミ 観念 


早稲と いうよう にシネ をセと つづめて 言った ので あると いう。 稲 氷 命 は 『日本書紀』 に 稲飯 命と 記されて いる。 

飯 を 霊と 解 すれば、 稲の 霊、 すなわち 稲 魂の 意と なる。 御 毛 沼 命 は 御 食 主の 義 であると 『古事記伝』 は 言う。 出 

雲 国 造の 神 賀詞に 熊 野 大神櫛 御 気 野 命と ある。 このように 『古事記』 では 四 柱の 名前が すべて 稲、 御 食に 関係 を 

もっている。 それ は 天つ日嗣の 皇統 を 示す ものであると 本 居 宣長は 注解して いる。 また 『日本書紀』 に は 神 日本 

磐余彦 尊の 別名 を 狭 野 尊と 称した と あるが、 この 狭 野 は 早稲 主の 意 かと 宣長は 注して いる。 岩波 古典文学 大系 

『日本書紀』 の 頭注に よると、 狭 野の サは神 稲の 意、 ノは 野の 意で あると し、 また 五瀬 命の イツ は 厳、 あるいは 

斎く の イツで あり、 セは神 稲 を 指す と 述べて いる。 サ または セがサ ナェ、 サォ トメと 言うよう に 神聖な 稲、 もし 

く は 稲の 神 を あらわす こと は 通説で あるが、 サ は 神と いうより はむしろ 威 霊と 考える ほうが 適切で あると 私 は 思 

う。 サニハ (沙 庭) のサ もそう 考える ことができる。 いずれにしても 神武の 兄弟た ちの 名に は イツ、 サ、 ケ など 

の 外来 魂が 集中して 付着し、 しかも それらが すべて 稲に 関係して いる こと を 私 は 重視した いので ある。 つまり，：： ：1 

統は稲 や 米に やどる 威 霊 を 身に つける ことで、 その 神聖な 力 をお びる ことが 明らかで ある。 『日本書紀』 に は 御 

毛 沼 命 を 三毛 入 野 命と している が、 イリ は 食物に 外来 魂の ケが 入る こと を あらわして いると 解され る。 ケは マナ 

であるから 稲 以外の 穀物に も 付着す る ことが 可能で あり、 『日本 民俗 文化 大系』 第二 巻 第 七 章の 坪井洋 文の n 几 解 

に 私の 考え は 牴触す る もので はない。 

ここで 沖 纏 本島の 東南 部に あたる 島 尻 郡 玉 城 村 百 名の 例 を 見る ことにする。 そこに は 稲作の 発祥の 地と 伝え 

られる 受水走 水が あり、 御 穂 田と 呼んで あがめられ ている。 この 御 穂 田の 田植 は、 古風な 儀式 を ともなう。 の 

農民が 田植を するとき の 装束と して、 頭上に ミチ ヂ という 米の 粉で 作った 団子の ような もの をのせ、 酒と 花 米 を 

供えて 礼拝した のち、 稲の 苗 を 植える。 この ミチ、 チ について、 島 袋 源 七 は 神威で ある シヂ (セヂ ) のこと として 

いる。 
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久高 島の イザイ ホ ー のとき、 第三 日 目に もち 米の 粉で 作った スヂと 呼ばれる 団子 を ナン チュ (新しい 神 女) の 

額 ゃ頰に 押し あてる 儀式が ある。 これで ナン チュは 祭祀 集団の 一員と して 認証され る。 このように 重要な 食物 を 

スヂ とか チヂ という 語で 呼んで いるの は、 日本 本土で ケが威 霊で あると 同時に 食物 を 意味す る こと を 思い起させ 

る。 

3! タマと カミ 


1 

タマ、 サチ、 ォブ、 マ ブイ、 セヂ、 ケ、 イツな ど は 外来 魂で あるが、 それの 付着した もの 自体 を 呼ぶ 言葉に も 

なった。 たとえば ァ ラト ミセ ヂと 言えば 『おもろ さう し』 に 出て くる 船の 名前で あるが、 一見して 分かる ように 

この 語 は 本来 ゆたかな セヂを 意味す る ものである。 同様に ケも 食物 や 穀物 を 指す 語と して 定着した。 ォブ ゃマブ 

ィが 子どもの 霊魂 を 指す ばあい も、 もと をた だせば、 守護霊から 出発して いた。 そうした 例の 最大の もの は タマ 

である。 タマ は 外来 魂で あり、 それゆえに タマ フリは 外来の 威 霊の 働き を活潑 にす るた めの 儀式で あつたが、 タ 

マ はいつ のまに か 内在 魂と 考えられ、 タ マシズ メ、 つまり 遊離す る 魂 を 身体の 中府に 鎮める 儀礼が 鎮魂の 祭儀と 

いう 風に 変貌した、 と 折 口 信 夫 は 言う。 さらに、 日本の 神 はもと タマと いうべき もので あつたの だが、 いっか 神 

という 語で 表現され るよう になった。 タマに 善悪の 二 面が あると 考えられる ようにな ると、 よい 部分が 神、 邪悪 

な 方面が モ ノと 見なされる ようにな つ たと も 述べ ている。 
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この 折 口説 はタ マ から カミ へ の 進展 を 説いて いると 受け とられて いる。 それに 対する 諸家の 見解 は あとで 披露 

する ことにして、 まず 折 口説に 沿って 考えて みる ことにする。 

斤 口 は、 常世の国から やって きて 大国 主命の 国 作りに 協力した 少彦名 命 は、 もとは 常世の 威 霊で あり、 それが 

大国 主命に 付着して、 国土 経営の 力 を 与え、 やがて 少彦名 命と いう 人格 神に なった とする。 常世の 威 霊と は、 少 

彦名 命が 国土 を 去った 後に あらわれた 幸 魂 奇魂も その 中に 含まれる が、 これら は 『おもろ さう し』 に 言う 二 ル 

ャセヂ に 相当す る ものであった。 

もう 一 つの 例 を あげる ことにする。 ゥ カノ ミ タマ は 稲 魂と か 倉 稲 魂と か 記す。 ゥカは ゥケの 古 形で 食物の 意で 

ある。 食物、 とくに 稲な どの 穀物の 霊と、 『岩波 古語 辞典』 は 説明して いる。 奄美 では 稲の 霊の こと を イナ ダ マ 

あぎな 

ガナシ と 呼んで あがめて いる。 旧 八月の ァ ラセ ッ (新 節) の 日、 奄美 本島 北部の 竜 郷町秋 名で はシ チヤ ガマの 祭 

りが おこなわれる。 前日に たてた 小屋の 屋根に 秋 名の 人た ちがの ぼり、 小屋 を ゆすりながら 「西から も 揺り ゆり、 

らも 揺り ゆり、 西 東の 稲 霊、 招き 寄し ろ」 と 歌う。 そうして その 小屋 を ゆりつ ぶす。 奄美 では イナ ダマ は 俘 

気 もので、 ちょっと 気に入ら ぬと 他所へ いってし まう と 見られて いるので、 シ チヤ ガマ はそう いう ことのな いよ 

うに イナ ダ マ をて いねいに 呼びよ せる 儀式で ある。 

『豊後 国 風土記』 逸文に みられる 餅の 的の 話、 すなわち、 餅 を 的に して 弓で 射た ばかりに、 その 餅 は 白い 鳥と な 

つて 飛び去り、 その あと は 田が 作れなくなる ほどに 荒れ はてた という 話 も、 イナ ダマの 怒りと、 気まぐれ を 示す 

ものである。 『李 朝 実録』 に は 一四 七 七 年に 与那国 島の 沖 を 漂流 中に 救助され た 済 州 島民が 島 づたいに 送還され 

ると きの 見聞 録が 収録され ている。 それによ ると、 与那国 島で は 稲の 収穫の まえに は、 島民 はすべ て 謹慎して 大 

声を立てず、 口笛 を 吹く の も 禁じられ ていたと 述べて いるが、 これ もまた イナ ダマが 稲穂に つくの を 妨げない よ 

うにとの 心づ かいから である。 
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こうした 例から すると イナ ダ マ は 外から や つ てきて 稲に 付着す るが、 気に くわない ことがあ ると 飛び去 つてい 

く。 イナ ダマに はこの ように 人間並みの 感性が あるが、 イナ ダマ 自体が 明確な 人間的 形象 を そなえて いる わけで 

もない。 しかし イナ ダマが ゥケモ チノ カミ とか、 ォ ォゲッ ヒメと か、 トヨ ゥケノ カミと 呼ばれる ようにな ると、 

人格 神と なること は 明らかで ある。 

タマから カミ へと いう 折 口の 発展 段階 説に 対して は、 原 田 敏明ゃ 松村武 雄から 批判が よせられ ている。 まず 原 

田 説から みて みょう。 原 田 は タマと カミ との 間に 観念 上の 差別が あつたか どうか を 疑問 視 する。 タマに 独自の 発 

展 段階が あるよう に、 カミ もまた 独自の 発展 段階 を もつ。 タマが 非人 格 的 存在で あり、 カミが 人格 的 存在で ある 

という 区分 も、 力 ミ という 語の 使用例から みると きうた がわし いと 原 田 は 言う。 神と いう 漢字 を 固有名詞の 語尾 

に 添えた ために 人間的と なった と言う こと はでき ない。 たとえば 大国 主神と いうば あい も、 神と いう 名が 語尾に 

添加され たから 人間的に な つたので はない。 すでに 大国 主に はヌ シ という 人間的な 意味 を 示す 語が ふくまれて い 

る。 この ヌシは 大国 魂の タマに 置き かえる ことので きる ものであった。 大国 主神と 呼ばれる と 同時に 大国 魂 神と 

も 呼ばれて いる ことが それ を うらがきして いると 原 田 は 言う。 古代 日本で は 普通名詞に 神と いう 字が 添加され て 

も、 そのために 個人的な 人格 神 を 表示す る こと はき わめて 少ない。 木 神、 海神な ど 称する の も、 その 内容 は 自然 

物 そのもの を 直ちに 神聖 視 する ものに 近く、 ほとんど 木霊、 稲 魂な どと あるのと 大差がない だけでなく、 むしろ 

個性が 少ない ばあい さえ あると 言 つてい る。 

それで は 何 を 指して カミと 言った か。 古代人 は 自分た ちの 理解 を 超えた ものに 対して 物す ごく、 気味 悪い 感情 

を 抱き、 おそれた。 その 恐るべき もの は、 古代 日本人に とって 「かしこき もの」 に ほかなら なかった。 かしこき 

と は 畏怖 または 畏敬に 値する ものである。 この かしこき もの こそ、 古代 日本人に とって はカミ であった。 「かし 

こき もの」 は 人間 だけでなく、 動物で も 海 や 山 や 坂で もさし つかえな いので ある。 
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タマから カミ へと いう 折 口説に 対する 批判 は 原田敏 明の ほか、 松村武 雄に よっても なされた。 松 村に よると、 

古代 日本人の 宗教 的 表象と して 重要な ものに、 チ、 タマ、 カミが ある。 血、 乳、 風な ど 人間の 身体 生命の 維持、 

ならびに 自然の 運行 を 促進させる 基本的な 要素 は 古く はチ という 音で あらわされ ている。 血 や 乳 は 人間の 身体 を 

維持す る 霊妙な 液体で ある。 風 も 疾風、 東風な どが ある。 これらに チと 命名した の は、 そこに 神秘的な 力 を 感得 

みずち いかずち おろち 

レ たからに ほかなら ない。 そのほか 水 霊、 雷、 山霊な どの チの つく 語 は 多い。 チの ついた 霊 物 は 一般的に 非人 格 

的な 事物 や 現象で あるが、 しかし 海驢 (水の チ、 ァシ 力) とか 塩椎 神な どのように 人格 を もつ 形 をと る こと も あ 

る。 

松 村 は、 木の 神 を 久久 能智 神と 称する ように チと カミが 同一 物の 呼称に ふくまれる ことがあり、 大国 玉 神， 顕 

国 玉 神の ように タマと カミが 同一 物の 呼称に ふくまれる ことが 多い こと を 指摘す る。 しかし、 チと タマが 同一 物 

の 呼称に ふくまれる こと は ほとんどない と言う。 そこに チとタ マと カミ の 三者の 観念の 差違が うかがえる。 松 村 

は カミと タマ は 関係 は 深いが、 その 成立 過程 は 別で あると する。 タマ は 共同体の 集団 を 活かして いる 霊能で ある „ 

この タマの 活動 を、 族長 や 村の 首長 を 通して、 共同体の 成員に 認識させる 人格 的な 表象が カミ である、 と 松 村 は 

説く。 これ は 『民俗学 辞典』 の 中の 「力 ミ」 の 項に ある 次の 記述と 見合って いる。 「タマ や モノ  (モノ  ノケ) が 

随所に 活 撥な 活動 をな すのに 比すれば、 カミは 族長 ゃ邑 長の 権威 を 背景と して 公的な 威厳 を もった 性格 を 帯びて 

いたと 考えられ、 したがって それぞれの カミ の 属性 は それ を 戴いて いる 集団の 性格 や 能力 を 明瞭に 反映して い 

た」 

松 村 はチゃ タマ は 氏族と かかわり あう こと はない のに 対して、 カミは 氏族 的で ある こと も 強調して いる。 こう 

して みれば、 折 口が 説く ように 神 はたんなる タマの 分化で はなく、 共同体の 成員が 集団の 首長 をと おして タマ を 

認識しょう とする ばあいの 集団 表象で あり、 集団 情緒で ある。 
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原 田と 松 村 は 折 口説 を 批判した だけでなく 相互 批判 もお こなって いる。 原 田 は 松 村が たとえば 稲 霊に 神と いう 

字が 添加され ると き、 宗教 意識が 進展した と 理解す るの は、 固定 的な 考えで あると 述べて いる。 タマ を spirit、 

カミを god という 風に 把握す るの は 近代 人の あやまった 観念で あり、 もともと 古代に は タマと カミ との 間に 観 

念 的な 差違はなかった の だとす るの がまえ に 紹介した 原 田 説で ある。 

古代 日本で は 神秘的 畏怖の 対象 を カミと 呼んだ が、 原 田が この 概念の 発生す る 心理的 基盤 は、 ォ ソル. カシ 

コ • イツ. イカ シ などで あると 主張して いるのに 対して、 松 村武雄 は、 たしかに それらが カミ 観念の 発生の 基盤 

であるか も 知れない が、 しかし カミ はそう した 見方の あてはまる 唯一 の 超自然的 霊 格で はなく、 その 中の 一 つで 

あるに すぎない 古代 日本人が これ をチ、 タマ、 モノ、 ッミ などと 呼称し ないで、 とくに カミと 呼称して いるか 

らに は、 発生 史的に みて、 力 ミには 特殊な 原因が あつたと しなければ ならぬ と、 原 田 説 を 批判して いる。 

溝 口 睦子は 次のように 述べて いる。 『記紀』 神話に 登場す る 神 名の 語尾に つけられた 「神」 という 漢語 は それ 

までの チ、 タマ、 ミ、 ネ、 ノ、 ヒ、 ヌシ などの 古い 神霊 観 や 自然観 を あたらしい 角度から 捉え 直した もので あり、 

それらの 間にある 共通の 側面 を 「神」 という 語で 統一 した ものである。 チゃ タマが 霊 力の 観念で あるのに 対して、 

ミ、 ネ、 ヒコ、 ヒメ、 ヌシ など は 首長の 称号で もあった が、 首長 を 示す 語で ある 神と か大 神と いう 語 は、 それら 

より 更に 大きな 概念と して、 国家の 統一 を 背景に 登場した もので あり、 それによ つて 今までば らばら だった 信仰 

や 思想が はじめて 統 一 された ものである とも 述べて いる。 

溝 口 は 後世の 所産で ある 「神」 と、 固有名詞 を もたない 「力 ミ」 と を 区別して いる。 後者の カミは いわゆる ァ 

ラブ ルカ ミで、 村 や 山 や 川な どに いて、 通行人 を おびやかす 存在であった。 イカ ズチ と言うば あい は 勢いの はげ 

しい 精霊 (チ) の 意味で あるが、 ナ ルカ ミ とか カミナ リ と言うと、 音 を 発する おそろし いものと いう 意味で ある。 

自然の 畏怖の 対象で ある カミ は、 けっして 人間の 形 をと る ことが なく、 また 氏族の 祖 「神」 であった ことがない 
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という きわだ つ た 特徴 を も つてい ると 言う。 

カミは 古い 観念で あるが、 漢語の 神 は あたらしい 概念で あると いう 溝 口の 指摘 は、 原 田 説、 松 村 説 を 分析 再検 

討す る 際の 有力な 手がかりになる はずで ある。 すなわち 「力 ミ」 は 原 田の 言うよう に 原初 的な 威 霊の 形態で ある 

が、 「神」 は 松 村の 言うよう に 後代の 人格 的な 集団 表象な ので ある。 この 二つ を 区別して 考えねば ならぬ という 

溝 口の 主張 は 当 を 得て いる。 

二 

ここで 本居宣 長が 『古事記伝』 の 中で 触れて いる 日本の 神の 定義 を 紹介して おく。 宣長は 言う。 

「11, とよ、、 がの 卸が ハ 等に 見えた る 天地の 諸の 神た ち を 始めて、 其 を 祀れる 社に 坐す 御霊 を も 申し、 又 人 はさ 

そ^^まか  よのつね  こと  かしこ 

ら にも 云 はず、 鳥獣 木 草の たぐ ひ 海山な ど、 其 余 何に まれ、 尋常なら ず すぐれたる 徳の ありて、 可畏き 物を迦 

^と は 云な り、 抑 迦微は 如此く 種々 にて、 貴き も あり 賤し きも あり、 強き も あり 弱き も あり、 善き も あり 悪 

きも ありて、 心 も 行 も その さま < ^に随 ひて、 とり/、 乂に しあれば、 大 かた 一む きに 定めて は 論 ひがたき 物に 

なむ ありけ る」 

ここに 注目すべき こと は、 宣長 がそれ を さらに 敷衍して 次のように 説明して いる ことで ある。 

「すぐれた ると は、 尊き こと 善き こと、 功し きこと などの、 優れたる のみ を 云に 非ず、 悪き もの 奇 しきものな 

ども、 よに すぐれて 可畏 きをば、 神と 云な り」 

宣 長の 考えの 特色 は、 高貴なる もの、 善なる もの だけ を 神と 呼ばず、 いやしい もの、 悪い もの、 あやしい もの 

も 神と すると ころに ある。 善 神 も、 事の 如何で は 正しい 理路の ままにば かり はした がわず、 何 かに 触発され て 怒 

ると きこ は、 荒び る 事 も ある。 悪い 神であって もしが なごやかな ときには、 人々 にし あわせ を もたらす こと さえ 
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ある。 また 人 は 分からな いが、 その 仕業が その 当座 は 悪い と 見え こと も、 じっさい はよ く、 よいと 思われる こ 

とも、 じっさい は 悪い ばあい も ある。 すべて 人間の 知恵に はかぎ りが あって、 ほんとうの 理 は 分からな いもの 

であるから、 とにかく 神に ついては 人間の 善悪の 尺度で はかるべき ではない。 ただ その 尊い 存在 を 尊く 思い、 そ 

の 可畏き 存在 を 畏んで いればよ いので ある、 と 言って 宣長 は、 外国の 仏と か 菩薩と か 聖人な どの 観念 を 尺度と し 

て 日本の 神 を はかる こと を きびしく いましめ ている。 さらに 中国 流の 「鬼神」 とか 「精神」 とかに みられる 神の 

考え方 もとらない。 こうして 宣長は 宗教と 道徳と を 混同 するとい う 誤りから 逃れる ことができた。 また 宗教 を 人 

間の 理性 や 知性に 照らし あわせて 推測 するとい う 迷妄に 陥る ことが なか つ た。 道徳 や 理性 を 超えた 存在と して 神 

を 把え たこと は宣 長の 功績で ある。 とはいえ、 日本の 神 は 西洋 流の 超越 神と おなじ 内容の ものではなかった。 

なぜなら 善 神 だけでなく 悪神 もまた 神で ある。 高貴な 神 も あれば 賤 しい 神 もと もに 神で あると する 日本の 神の 

概念 は、 全知全能の 西洋 流の 超越 神と は 一線 を 固す る。 それ は 善悪の 彼岸に 「ものの あはれ」 を 見出し、 それ を 

最高の 文学 理念と した 彼の 態度と 通じ あう ものが ある。 

では 宣 長の あげる 神と は どんな もの を さす か。 人の 中の 神 はまず 天皇が あげられる。 天皇 以外で も ひとつの 国、 

ひとつの 村、 ひとつの 家で も 神た るべき 人が いる。 神代の 神 は その 時代の 人で、 その 時代の 人 はみ な 神であった 

から 神代と いうので あると いう。 こ こ は 松村武 雄の 説に 見合う ものが ある。 

次に 人間で ない ものに も、 すぐれて あやしい 物で、 可畏 いものに も 神と いう 名が つけられる。 雷 は 鳴る 神、 神 

鳴りで ある。 天狗 は 木霊と おなじた ぐいの ものであるが、 それ も 神で ある。 また 虎、 狼 を 神と 呼ぶ の は 『日本 書 

紀』 『万葉集』 に 見え、 桃に 意富 加 牟都美 命と いう 名が 与えられ、 御 頸 玉 を 御倉 板挙 神と 言うた ぐい も 神で ある 

と 言って いる。 更に は 海 や 山 を 神と いう こと も あるが、 それ は 海 や 山の 霊 を 神と いうので はなく、 海 や 山 を 直接 

に 神と 呼ぶ。 それ は 海 や 山 も 「いと かしこき もの」 であるから であると 宣長は 言う。 
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このように 宣 長の あげる 神に は、 人間が 神と して まつられる ものの ほかに、 動物、 植物、 鉱物、 あるいは 無 生 

物 も 神と みとめられる。 木霊と か 狐の ように 人 を 化かす 妖怪 や 変化の たぐい も 神の 中に 含まれる。 疫病神 や 害虫 

や 悪意 を もった 風の ごとき もの も、 宣 長の 神の 定義に 含める ことができる。 宣 長が 神と 呼ぶ 「可畏 き」 もの は、 

『日本書紀』 に ヤマタ ノォ ロチを 「可畏 き 神」、 狼 を 「貴き 神」、 虎 を 「威き 神」 と 呼んで いる こと を 念頭に 置い 

たものに ちがいない。 これらの 動物 は 邪悪 さと 怜悧さ を 兼備した ものと して 畏怖、 あるいは 畏敬の 対象と 見なさ 

れ たもので あった。 こうして みると き 原田敏 明の 神に ついての 説明 も、 宣長 説の 影響 を 大いに 受けて いる こと は 

たしかで ある。 宣長説 はき わめて すぐれた もので、 日本の カミの 観念の 本質 を これほど みごとに 把握し 表現した 

もの はない と 言って よいが、 しかし 今日から みれば 神の 観念の すべ て を 言い 尽し てはいない。 たとえば 世界に は 

マナの ごとき 力が あって、 それ をつ ければ 物体 は聖 なる ものと なる が、 それが 離れる と 力 を 失う という 考え方 

は宣 長に はない。 

カミと モノ 

カミの 語源 は 本来 さまざまな 説が となえられて きたが、 そのい ずれに も 私 は 承服す る わけに はいかない。 私の 

考えで は、 カミ という 語はコ モルと か クマと いう 語と 関連が あると 思う。 道 や 川の まがりくねった ところ を クマ 

と 言って いる。 また 神に 供える 米 を クマシ ネと 呼んで いる。 動物の クマ も 冬に 穴 ごもり する 習性が 目立つ から そ 
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う 名付けられた のであろう。 つまり 奥ま つ た 場所に じっと こもつ ている 霊魂 を カミと 呼んだ と 私 は 考えて いる。 

タ マが 卵 やひ さ ごや 人間の 身体の ように 密閉され た 中空の 器に 入り こむ ように、 カミも 幽暗な 空間に こもって い 

る。 その カミの 顕在 化する 現象が、 顕っ である。 関東で 落雷 をォ カン ダチ というの は神顕 ちの 意で、 神霊の 出現 

を 示して いる。 こう した 神 観念 を ふまえて はじめて アキ ッカミ とか ァラヒ トカミ とい う 言葉 も 理解され る。 神が 

ふだん はかくれ た 存在で あると いう こと は、 『日本書紀』 にャ マト トトヒ モモ ソ ヒメ を 葬る ための 箸 墓 を 作った 

ときに、 その 墓 は ひる は 人が 作り、 夜 は 神が 作った と 述べられ ている ことで も 分かる。 石垣 島の 平 得で 掘ぬ き 井 

ゆる  力ん  ぶ  びる  ななぶ 

戸 を 掘る ときの 古 謡の 中に 「夜な りば 神ぬ 掘りう り、 昼な りば 七ぬ 掘りう り」 という 一節が ある。 この 歌詞 は、 

夜になる と 神が 掘って 下され、 昼になる と 七 人の 兄弟が 掘った という 意味で ある。 このように かくれた 神に つい 

て 古代 日本人と 現代の 南 島民の 心情に 共通 性が 見出せる。 

まえに も 述べた ように、 古代人 は カミの 背後に 更に 広汎な 霊 力の 働き を 感得して いた。 それが マナで ある。 サ 

チ、 イツ、 セヂ、 スヂ、 ケ などと 呼ばれる 威 霊の 存在 は、 聖 俗の 観念 を 発達 させた。 ォブゃ ゥブ、 タマ、 そして 

後代の 沖繙で 使用され ている マ プリ、 マ ブイな ども 守護霊の 役割 を 果してき た 観念で ある。 このほか、 人間 ゃ自 

然の 生命の 基本的な 要素と しての チ があった。 古語で チ ハフと いうの は 霊の 働き を 意味す る。 ハフ はサキ ハフと 

かィ ハ フ などの ハ フ とおな じ 動詞 語尾で、 働く、 活動 するとい う 意味が ある。 チ ハフ はタ マ をつ けて タ マチ ハフ 

とも 言う が、 この 語 もまた 神霊が 守り 助ける 意に 解され ている。 チ ハヤ ブル は 神に かかる 枕詞で あるが、 このば 

あいの チは、 霊 または イツ、 イチ (稜 威) の 略と も 考えられ ている。 チ ハヤ ブル は 勢の 猛々 しい ことの 形容で あ 

る。 イツ ノチ ヮキ は、 威風 堂々 と 道 を かきわけ 進む 意味で あるが、 その チを 道で なく 霊の 意に とって、 湧き あが 

る 霊の なか を かきわけて すすむと 解す る こと もで きる。 このような 霊 力の 遍満 する 自然の なかに 古代人 は 生きて 

いた。 しかし それら は 非人 格 的な 霊 力であった。 タマ だけが やや 人格 的な 存在の 側面 を もっていた。 原初 的な 力 
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ミは タマに 近い 存在で あつたが、 その 人格 的な 意志が 更にい つそう 強調され るに いたって、 他の 霊 力と 区別され 

るよう になった。 しかし カミは 本来 こもって いるの が 常態で ある。 かくれて いる 神の 意志 を 知る ために、 啓示と 

しての 神の 予 兆に 古代人 は 注意と 関心 を 集中 させた。 『日本書紀』 に は 神 功 皇后が 神が かりして 「はだす すき 穂 

に 出し 吾 や」 と言う 箇所が ある。 「はだす すき」 は 穂に かかる 枕詞で ある。 穂 は 秀で あり、 兆で あり、 しるし、 

きざしの ことで ある。 そうした 形で 神意が あらわれる のが r ホに 出る」 ことで ある。 しかし それ は 明確な 形象 を 

ともなう もので はない から、 神意 はとら えがたい。 占と か 象と か 言う 語 は、 とらえが たい 神意 を 表わす 語と して 

は 適切で ある。 

山 や 野道 を あるいて いて、 急に 寒気が したり、 頭痛 を おぼえる とき、 ミサ キ風 にあた つたと 言う。 この ミサ キ 

もまた 神意 を あらわす ものであった。 ミサ キの サキは 先鋒の 意で ある。 つまり 神の 先払い をす る ものが ミサ キで 

あるが、 神の 示顕に 先立って、 かくれた 神の 意志 を 伝える ものの 存在 を 人々 が 信じた という こと は、 その 背後に 

霊 力が 自在に 遍満 する 世界の ある ことが 自明と されて いたから である。 ミサ キ ガラスと いうの も ミサ キの 一 つで、 

いちはやく 予兆を 告げる 役割 を も つていた。 その もつ とも 有名な の は 神武 東征の 折に 活躍した 八^ ガ ラ ス である _ 

しかし 神の 示顕 である r 顕っ」 が やがて タ タリに 変化した ように、 神の 啓示 を 伝える ミサ キは、 やがて 小さな 悪 

霊と 変貌した。 ミサ キは道 や 川の ほとりで 待ち伏せ、 通りかかる 人た ち をな やます 存在に なった。 あげくの 果て 

は 不慮の 死 をと げた 人の 死霊 も ミサ キと 呼ばれた。 

古代人 は 自分 をめ ぐる 森羅万象の 中に アニマ (霊魂) を 見出して いた。 言葉に も タマが あり、 それ をコト ダマ 

(言霊) と 呼んだ。 口にする 言葉に 呢カ があって、 相手 を 幸福に する 力が あると 信じられ たが、 時には コト ダマ 

は 不幸の みなもとであった。 宮古 群島に 属する 大神 島で は 以前に は 毎年 九月に、 他人の 悪口 を盥の 水に あつめ、 

この 盥の水 を 道の 四 辻に もっていって 捨てる という 儀礼 をお こなって いた。 他人の 悪口が、 言われた 相手 を 害す 
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る 力 を もつ ことが 前提と なる 儀式で ある。 このように 言葉の もつ 况詛の 力が おそれられ ていた。 

あしはらな 力つ くに  いわね  この もと くさの かき は  なおよ  ものい  よる ほほ  もころ おとな  ひる  さ £ え. S  b  あが 

「葦原 中国 は、 磐 根、 木 株、 草 葉 も、 猶 能く 言語 ふ。 夜は嫖 火の 若に 喧響 ひ、 昼 は 五月 蠅 如す 沸き 騰る」 

この 『日本書紀』 の 文章に は、 植物 も 岩石 もよ くことば を 話し、 夜 は 炎の ように ざわめき 立ち、 昼 はまる でサ 

パ ェが 湧く ように 沸騰す る 世界が 活写され ている。 サバ ュは 農村で は 稲の 害虫で ある ゥンカ を 言う。 虫送りの こ 

と をサパ ェォ クリと 言って いるが、 『日本書紀』 に 言う サバ ェ もゥン 力の ことか も 知れない。 

『日本書紀』 は 次のように も 表現す る。 

しか そ くに  さわ ほたるび かか や  さばえ な あ  あ 

「然も 彼の地に、 多に 货 火の 光く 神、 及蠅 声す 邪し き 神 有り」 

仏た はしら かみつい あしき かみ  いし たぐい つみな  みなす で む  そうべ な  ただ ほし  かかせお 

「二 の 神 遂に 邪 神 及び 草木 石の 類を誅 ひて、 皆已に 平け ぬ。 其の 不服 はぬ 者 は、 唯 星の 神 香香 背 男の み」 

古代人 は 自分 を とりまく 自然 を 善意に みちた ものとば かり は 思わな か つ た。 悪意 を もつ て 自分 を 害する ものに 

も 警戒 を 怠る ことはなかった。 夜 は 蛍火の ように かがやきながら 自分 を ねらって いる 神、 昼はサ バエの ような 悪 

い 神が いた。 そうした 邪神 や 草木 石の たぐい を 誅殺して 平定した と あるから に は 「言 問う」 というの も、 たんに 

物 を 言う というの ではなく、 さわがしく 言い立てて、 人間 を おびやか したの だと 思われる。 出 雲 国 造の 神 賀詞の 

いわね  こ だち あおみ なわ  ことと  あら 

中に 「石 根、 木立、 青 水 沫も事 問 ひて 荒ぶ る 国な り」 と ある。 また 六月の 晦の大 祓の詞 の 中に も 「荒ぶ る 神 等 を 

ば 神 問 はしに 問 はした まひ、 神 掃 ひに 掃 ひた まひて、 言 問 ひしぎ ね 樹立、 草の 片葉も 語 止めて …… 」 と ある。 

「語 止めて」 と は 私語 をしたり 不平 を 言 つ たりす るの を 中止す る ことで ある。 

古代人の 精霊 観 は 今日まで 引きつ がれて いる。 信 州 遠山の 霜月 祭の ときには、 湯 立て 神事が おこなわれ るが、 

そのと きに となえられる 詞に、 
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「蝶 類の こらず はう 虫の こらず お湯 召せ お湯 召す とき は 雲との ぼれ」 

というの が ある。 蝶 類 や 虫類な ど 森羅万象の 生物が、 湯 を 召して きよらかな 姿で のぼるよ うにとの 意味で ある。 

また 「鎮めの 湯」 の 神事の ときには、 

せい  み やま  ももち 

「しずか なれ しずか なれ 精 しずか なれ 深山の 百 千の 精 もしず かなれ」 

という 呪文 をと なえる。 ここに も 「深山の 百 千の 精」 という 言葉に 表現され た 精霊の 世界が ある。 

しかし 自然の 精霊に は 善意 を もつ もの だけが いるので はなく、 悪意 を も つ て 害 をしょう と はかる 悪霊が いた。 

信 州 遠山の 上 村で は 毎年 一 一月 八日と 一 一 一月 八日に 一 異神 送り」 をお こなう が、 その ときには 

「ゆくさきに 花の 都 を もちながら、 なんとて ここに 長居し ようずる」 

という 神楽 歌 をうた う。 r 異神」 は 厄 病 神で ある。 長居 無用と いう ことで 厄 病 神に お引きと り を 願う わけで ある。 

それ は 「祟 神 を遷し 却る」 祝詞の 中の 文章に も 見られる。 たくさんの ごちそう や 供物 を ささげ 奉る から、 と 神 

の 気持 を 引いた 上で 「皇居に いるた たり 神 はこれ 以上 荒れす さぶ こと を やめ、 この 場所よりも もっと 眺望の よい- 

清らかな 山川に めぐまれた ところに 移って、 そこ を 自分の 領地と して 鎮まります ように」 と 御機嫌 を とりむすび 

あえ 

ながらお 引きと り を 願って いる。 また 「道の 饗の 祭」 の 祝詞 は、 京都の 四つの 境の 道 上に おいて、 邪神の 侵入 を 

ふせぐ 祭りのと きに 読み上げられる ものであるが、 それに は 根の 国 • 底の 国から や つ てく る 荒々 しく 粗野な 邪神 

の 仲間に なって、 口 うら を あわせ 共鳴す る ことなく、 自分の 任務に はげむ ようにと、 ちまたの 神に 警告 を 与えて 

いる。 根の 国. 底の 国 は 古代の 常世の国 である。 そこ は 火 や 稲な どの 原郷 であると 同時に、 疫病 や 害虫の ように 

暗く けがれた ものた ちのより あつまる ところと も 考えられ ていた。 根の 国. 底の 国 を 地下の けがれた ところと み 

なすこと は、 後世い つそう 強くな つた。 ところで この 祝詞の 文章に 「根の 国 • 底の 国より あらび 疎び 来む もの」 

と 記されて いる ことに は 注意す る 必要が ある。 「もの」 は 害 をな す 霊で ある こと を 示して いる。 
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宮 古島の 狩 侯で おこなわれる 袓神 祭の ときには、 祭りの 広場の 境目に 木の葉 をなら ベ、 その 葉の 上に 粥 をたら 

してお く。 聖域に 侵入 を はかる 邪 霊に むかって、 その 粥 をた ベて お引きと り 願うた めの 配慮で あるが、 これ も 

「道の 饗」 に ほかならぬ。 

古代人 は 自然の 活力の 中で 自分に 悪意 を もち 害する もの を とおざける ことに、 その 関心 を 集中 させた。 悪意 を 

もつ 自然の 精霊 を モノと 呼んだ。 

奄美 では ゲン モンと いう 化物が 信じられて いるが、 ゲン モンの ような 妖怪の 憑いて いる 木 を、 ムンヌ 憑 チュン 

木 (物が 憑いて いる 木) と 呼んで いる。 ムン タマ ガリと いうの は 妖怪 を 恐ろしが る ことで ある。 人が 死ぬ ときに 

は モノ シ ラセ (前兆) として シ カタ (仕 象) が あると 信じられ ている。 シ カタの カタ はゥラ カタ (占 象) の カタ 

である。 眼 や 耳に 訴えて くる 幻覚の ような 現象 を奄 美で はシ カタと 呼んで いる。 

モノ シ ラセ は 元来 神の 予兆 というべき ものであるが、 今 は 不吉な 兆候と いう 風に のみ 解され ている。 この 世に 

生起す る 現象 は 不幸の 方が 多く、 その まえぶれ を 吉兆より は 凶兆と して 説明す る 方が しゃすい からで も あるが、 

さらに 予兆を 解読す る 専門家と しての 占者が 介在して いる 点 を 見の がす こと はでき ない。 占者 を 南 島で はモ ノ シ 

リと 呼んで いる。 

:s カミの 訪れ 


一 
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古代人 は 長寿 を 保って 自然死す る こと を 理想と 心得て いた。 長寿の 老人 は 死ねば すぐ 神と なると 考えられ ただ 

けで はなく、 生きながら 常世 神と して 崇拝され た。 『日本書紀』 の顕宗 天皇の 条に 記されて いる 「新 室の 宴の 歌」 

の 末尾に 「わが 常世 等」 という 言葉が あるが、 これ を 折 口 信 夫 は、 現世に あっても 常世び とと 見なされた 老人た 

ちと 解して いる。 これ は 遠い 時代の ことで はない。 今から 半世紀 まえまで は、 宮 古島で は 元日の 朝 はやく、 女 や 

子どもたちが 長寿の 老人 を 礼拝に いく 習慣が あった。 これ を 「年頭 拝み」 と 言った。 老人 は 盆に のせた 塩 を ひと 

つまみ ずっとって、 礼拝に きた 者の 口に 入れて やり 祝福す る。 この 塩 を 黄金 塩と 言った。 この 際、 長寿の 老人 は 

常世 神と みなされ たので ある。 

ほかい ごと 

正月に 塩 を もって 家 ごとに 祝 別して 歩く 風 は 本土に も ある。 それ は 人の 家の 門口に 立 つ て 寿 言 を 述べ る ほかい 

人の 役目で ある。 これらの ほかい 人 も か つての 常世 神の なれの 果てと 見る ことができる。 

長寿 者 は 生きて 常世 神と なること がで きたが、 一 般には 生者 は 死んで カミ になる とされて いた。 この 考え は 今 

日で も 仏教の 浸透 度の 稀薄な 南 島に みられる。 しかし 死者の まわり を うろつく 邪 霊 (ムン ) を 撃退で きた タマ シ 

ィ だけが、 後生 (来世) でカミ として 子孫 を 見守る。 

長生きして 自然死 をと げた 老人が 神で ある 社会で は、 若 死した もの、 怪我 や 自殺 や 海難 事故な どで 不慮の 死 を 

とげた もの は、 もっとも 忌むべき 死者と して 冷やかに とりあつかわれた。 変死者 はさ かさまに して 穴 を 掘って 埋 

める とか、 若 死した 子どもの ばあい は 死体 を 切りき ざむ とか、 五寸釘 を 打つ とか、 生き 還って たたり をし ないた 

めの まじないが ほどこされた。 

子どもが 死んだ とき、 または 大人で もハプ にか まれたり、 岩石に おしつぶされ たりして 死んだ ときには、 死体 

は 仏間に おかず、 離れ 小屋に おかれ、 畑の あぜに 掘った 穴に 埋めた ともいう。 

山で 足 を すべらして 谷に 落ちて 死んだり、 海で 溺死した りした 非業の死 者 を ミサ キと 呼ぶ 習わしが 本土の 各地 
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にある こと はまえ に 述べた。 こうした 横死 者の 魂 は 人に 取りつ いて 悩ます ので 供え物 をしたり、 まつった りする。 

そこで 山 や 川 や 海の ほとりに は、 小さな 祠 がもう けられて いるの を 見る ことがある。 これ は 小さいながら もァラ 

ブル カミ である。 それが やがて 神社に まつられる ようになっても 人々 を 畏怖させる。 『梁 塵 秘抄』 に 「うし とら 

みさき (艮 御前) はお そろし や」 とうた われた 「うし とらみ さき」 は吉 備津彦 神社の 本殿の 北東 隅に まつられる 

神であって、 今 もみる ことができる。 完全に 死者と なり 得ぬ 霊魂の たたり をお それ、 若宮と して まつる 風習 は 各 

地に ある。  • 

南 島で は 死者の タマ シィ (マ ブイ) が 後生に いくの は、 死後 四十九日 以内に おこなわれる マ ブイ ワカ シ (魂 分 

かし) の 儀礼に よってで ある。 この 儀式 は 今 はす たれて しまって いるが、 イチ マ ブイ (生 霊) と シニマ ブイ (死 

霊) を 分かれさせる ための ものである。 宮 古島で は カンピ トバカ ー ズ (神と 人との 別れ) と 呼んで いる。 ユタに 

たのんで 生 霊 を 全部 呼び出した 上で、 死者の 子孫が 死者に むかい 「今日から はカミ になって 祭られて 下さい」 と 

お別れ をす る。 死霊 は それまで は 不安定な 状況に いるの だが、 その 日から カミ、 つまり 祖霊 としての 資格 を もつ 

ことになる。 生者に とっても ながく 死霊と つきあう と 死霊が 生 霊に 付着す る 危険が あるので、 死者と 自分た ち を 

分離す る 必要が あった。 

これ は 南 島に かぎらない。 隠岐 島で はかって は 葬祭 神楽 をお こなった。 墓所へ 大きな 青竹 を 立てて、 それに 白 

木綿 をな がくたら し、 青竹の 下 を 神楽の 奏する 音に あわせて、 死者の 家族 や 親戚が まわる。 時機 を 見計らって、 

鉈 のよう な 刃物で 青竹 を 打ち切る。 竹 は 切れた まま 垂直に 地上に 立って いる。 ふりあおいで みると、 竹の 梢 は 一 

面の 火と なり、 誰 一人 正視す る もの はない という。 そのと き 死者との 血縁が 切れる ので ある。 これ は 柳 田 国 男 か 

ら 聞いた 話と して、 牛 尾 三千 夫が 書きと めて いるもの である。 

異常 死 をと げた 者の タマ シィは 事故 死の 現場に 憑 着して いるので、 その 霊 を 抜きと つて、 墓に おさめる 儀礼が 
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おこなわれる。 そうしな いと 死者の 関係者 はもち ろん そこに ゆき あわせた 者にまで たたりが あると 言う。 これ を 

ヌ ジファ という。 ヌジは ヌギ、 つまり 抜く ことで ある。 ファは 霊の 意と 思われる が、 はっきりし たこと は 分から 

ない。 

迷える 死霊 をお それる こと は 日本 本土 も沖繙 もお なじで ある。 むしろ 沖繙の 方が つよい。 だが 政敵の ために 恨 

み を 呑んで 死ななければ ならなかった 個人が、 特定の 生者に たたり、 特定の 生者 は そのたたり をお それる あまり 

死者 を 神に まつる という 風習 は 沖繩に はなく、 本土に いちじるしく 見られる 現象で ある。 これ を 御霊 信仰と 呼ぶ _ 

その 風習 は 奈良時代の 前後に 起り、 平安時代に もっとも 盛んになり、 江戸時代 にいた るまで 絶えなかった。 御霊 

のうち すさまじ いもの は崇徳 上皇の 霊で、 数百 年に わたって 生者 をな やましつ づけた。 また 『地蔵 堂 通夜 物語』 

によると、 佐 倉 藩の 木 内 宗吾は 処刑の 際に 眼 を かつと 見開いて 「極楽往生に 望みな し、 念仏 供養 も 頼み 致さず」 

と 言い切った というが、 その後 は宗 吾の 亡霊の たたりと 思われる 怪 事が 殿中で しきりに 起った。 そのため 藩主の 

奥方 は 死に、 藩主の 堀 田 正 信 は 乱心した。 宗 吾の 処刑され た 承 応ニ年 (一六 五三) の ある 年に は、 将 門の 社に 宗吾 

の 霊 を 合祀して、 ロ宮明 神と いった。 これ は 口にして はならない 神霊と いう 意味の ことら しい。 そのの ち、 堀 田 

正 信 は 十二 万 石の 佐 倉から 信 州 飯 田の 一万 石へ 改易 を 命じられ、 幽閉され、 さいご は 屠 腹して 死んだ。 これにた 

いして 宗 吾の 霊 は 農民に よって まつられた だけで はなく、 刑死 後 百年祭、 百 五十年祭が いとなまれ、 ときの 佐 倉 

藩主から、 徳満院 涼風 道 聞 居士と いう、 いと も 円満で 涼しげ な 法名が 与えられた。 これ は 明らかに 宗 吾の 亡霊の 

たたり をお それて、 気持 を やわらげよう とする 意図から 出て いる。 

かって は 自然の 災害 も 御霊の せいだと 思われた。 それ は 災害 を 特定の 個人の たたりに むすびつけて 説明す るの 

がた やすかつ たからで ある。 信 州 遠山 地方で は、 領主の 遠山 土 佐 守が 昔 酷な 税を とり 立てた ので、 元 和 年 問 (一 

六 一 五— 二 四) に 百姓一揆が 起り、 領主 は 殺された が、 百姓た ち は 領主の 怨霊 をお それ、 そのたたり を 鎮める ため 
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に 毎年 霜月 祭 をお こなう という。 古代に は 自然の 災害 は 悪霊の 仕業と され、 それ を 防ぎ 得なかった 司祭 や 王の 責 

任と された が、 後代に なると 自然の 悪霊と 死霊と が むすびつき、 自然の 災害の 責任 は怨 をのんで 死んだ 者 を まつ 

ら ない 人々 にある とされた。 斎 藤 別当 実 盛が いくさの とき、 稲 むらに 足 を とられて つまずき たおれ、 殺されて 稲 

の 害虫と なった ので、 実 盛の 霊 を なぐさめる という 理由の もとに おこなわれる 虫送り も その 一 つの 例で ある。 

このように 怨 をのんで 死んだ 者 をカミ として まつる 風習 は、 他国に は 見当らない 日本 固有の ものであるが、 

「かしこき」 もの をカミ として あがめ まつる 日本人の 信仰の 形態から すれば、 畏怖す ベ き 御霊が カミ となる こと 

はい つ こうに あやしむ に 足りない ので ある。 

二 

これに 対して、 死んだ のちに カミ となった しあわせな タマ シィ は、 他界から 子々 孫々 を 見守り、 子孫 も 先祖の 

まなざし をい つも 感じる ことができ ると 考えられた。 この こと を もっとも みごとな 文章で 示した の は、 柳 田 国 男 

の 次の ことばで ある。 

かつ  おぐらし ず  ぜん. せん 

「曾て は 我々 はこの 現世の 終りに、 小 闇く 寂 かなる 谷の 奥に 送られて、 そこで あらゆる 汚濁と 別れたり、 冉々 

として 高く 昇って 行く ものと 考 へられたら しいので ある。 我々 の 祖霊は 既に 清ま はって、 青雲た なびく 嶺の上 

に 休ら ひ、 遠く 国原 を 眺め 見お ろして 居る やうに、 以前の 人た ち は 想像して 居た。 それが 氏神の 祭に 先だって、 

やまみ や  (お) 

ま づ山宮 の 行事 を 営まう とした、 最初の 趣旨であった やうに 私に は 思 はれる ので ある」 

柳 田が 「山 宮考」 で 主張しょう としてい るの は、 祖先の 葬 地の 山 ふところ や 谷 あいで いとなまれる 山宮 祭が、 

氏神 祭の もとの 型で はない かとい うこと である。 もし それが 確かめられれば、 かっての 祖先 祭 は死穢 をい とうこ 

となく 葬 所で おこなわれ、 したがって 祖先で ある 死者と、 子孫で ある 生者との 関係 は、 今日の 氏神と 氏子の 関係 
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より ははる かに 緊密であった こと は、 疑い を容れ ない ところで ある。 そこで 柳 田 は 氏神 祭 または 山宮 祭の あと を 

たどりながら、 伊勢の 玉 城 町 (三重県 度 会 郡) の 積 良 谷 (山宮 谷) は、 伊勢神宮の 内宮の 禰宜 であった 荒木 田 一 門の 

葬 地であった こと を 示そうと した。 「山 宮考」 の もっとも 特筆すべき 点 は、 山宮 祭のと きに、 饗 膳の 儀式が 祭り 

に 先立 つ て おこなわれる こと を 指摘した 部分で ある。 神人 共 食と しての 直 会 は 祭りの あとに おこなわれる という 

常識に 反して、 この 山宮 祭に あって は 「食 別れと も 見るべき 神人 別途の 饗膳」 の 式が おこなわれる。 食 別れと は 

ふつう 出棺の 前後に、 死者 を まえにして 近親者が とる 飲食で ある。 柳 田の 頭 を 去来して いるものが 葬儀の 際の 行 

事であった こと は 想像に 難くない。 伊勢神宮の 禰宜 のお こなう 山宮 祭の 開始 時に、 食 別れの 式 をお こなう という 

一見 奇怪な 慣習 も、 これ を 古代の 葬 法の 名残りと みれば 容易に 理解で きる。 山宮 祭が 祖先 を 葬った 場所で おこな 

われ、 氏神 祭 も それと 多くの 共通した 面 を 有する という 事実 は、 もっとも 素朴で 古 型 をの こす 祭りと 死者 はつな 

が つてい ると いう 事実の 指摘で も ある。 それ は 死穢を 極端に 忌避す る 神道の 観念が け つして 原初 的な もので はな 

く 後代の 作為で あると いう ことの 証拠で も ある。 今日で も 神社の 境内に 古墳の ある 箇所 はすくな くない。 その 古 

填と 神社と は 無関係な ばあい も あるが、 古墳の まえで いとなまれた 祭場に やがて 神社が たてられた ばあい も ある 

こと は 充分に 推測され る。 しかし 後代の 触穢の 思想が、 祭場と 葬 所の 紐帯 を 切断して しまったの である。 

う たき 

南 島の 聖地で ある 御嶽 も、 また グスク と 呼ばれる ものの 大半 も、 かって 祖先た ちの 葬 所で あつたと 仲 松 弥秀は 

言う。 つまり 葬 所であった ところが 祭場と なり 聖域と なった ので ある。 御嶽 はふつ う 集落の 背後の 丘の ト- にある- 

この 御嶽 は 村の 守護神で ある クサ テ神を まつ つ ている のが ほとんど である。 クサ テとは 腰 当と いう 字 を あてる。 

子どもが 母に まつわりつ くように、 村人の 慕う 神が クサ テ 神に ほかならぬ。 神の 方から 言えば、 き 分の 與の 下に 

卵 を はぐくむ のとお なじく、 村人た ち を 保護す る 立場に ある。 これ を ォソィ と 呼んで、 襲と いう 字 を あてて いる- 

仲 松 は、 この ォソィ と クサ テは 表裏 一 体 をな していて 神と 人間の あいだの 愛と 信頼 を あらわして いると 一 K つ てい 
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る。 御嶽の 神が 村人 を 保護し、 村人 は 神に よりかかる という 関係が 成立す るの は、 クサ テ 神の 住居で ある 御嶽が 

祖先の 骨の 埋っ ている ところと いう 歴史的な 事実と 無縁で はない。 御嶽の 神と 村人と は 血の つながる 親子関係に 

£  ) 

なって いる、 と 仲 松 は 言う。 

仲 松の 考え は 「山 宮考」 の 柳 田の 見解と いちじるしく 近接して いる。 柳 田が 解明しょう としたの は 日本 古代の 

信仰の 原型と も 言うべき ものであるが、 それが 現代の 南 島の 信仰の 中に 現実に 展開して いるの は、 時空 を 超えて 

いると はいえ 偶然の 一 致で はない。 そこに は 日本 本土と 南 島 を つらぬく 古い 民間 信仰の 在り方の 鍵が ひそんで い 

る 0 

三  一 

葬 所と 祭場と がお なじで ある こと は、 祖 霊の 住居 地 もまた はるか 遠隔の 地で あり 得ない ことの 証拠で ある。 袓 

霊 はしばしば 年の 折り目に 生者の 世界 を 訪れた。 その 最大の 折り目 はいう まで もな く 正月と 盆であった。 正月が 

祖 霊の 帰る 折り目であった こと は、 柳 田が 「先祖の 話」 の 中で 縷説して いると ころで あ (が。 

八重 山で は 旧 七月の 盆に 「アン ガマ」 の 行事が おこなわれる。 翁と 嫗の面 をつ けた 人が 手拭で 顔 を かくした 供 

を 引きつれて、 現世の 人た ちの 前に 現われて 問答 を かわす という 趣向の ものであるが、 このような 祖霊 神の 来訪 

を 儀礼 化した のが、 二 ライの 大 主が 翁の 姿で 登場して 祝福の 言葉 を 述べ ると いう 沖繙 芝居の 冒頭の 場面であろう。 

しかし 折り目に や つ てく る 来訪 神に は祖 霊と は 明確に 断定し 得ない もの もあった。 たとえば 西 表 島の 古 見で は、 

母 年 二 ー ルビ ト、 すなわち 二 ライの 人と 呼ばれて いる 神が 出現す る。 『八重 山 島 由来 記』 に 「昔 古 見邑の 三離嶽 

に猛 へう の 御 神、 身に 草木の 葉 を まとい、 頭に 稲穂 を 頂き、 出現の 時 は 豊年に して 出現な きとき は 凶年 なれば、 

所 中の 人、 世 持 神と 名 づけて 崇べ 来たり 候」 と ある。 ここにい う 「世 持 神 I の 「世 I は 穀物の ことで ある。 古 見 
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に 出現す る 全身 草木の 葉に 蔽 われた 世 持 神 はまた ァカ マタ. クロ マ タ とも 呼ばれて いる。 石垣 島の 川 平で おこな 

われる マ ュ ンガ ナシの 行事 は、 村の 若者が クバ の 葉で つくった 笠 蓑 を 着て 家々 をたず ねて まわり 祝福の 言葉 を述 

べるので あるが、 これに は 暗い 晩が えらばれる。 この 行事の 由来に は 次の 話が からまつ ている。 一年の 折り目で 

ある 節の 日に 神が 人間の かっこう をして、 今晚 だけで よいから 宿 を かして くれと、 川 平の 家々 を 頼んで まわった 

が、 どの 家 も 節の 日 だから 旅の 人 は 泊める ことができな いとこと わった。 節と いうの は 南 島の 一年での 最大の 折 

り 目で、 本土の 正月に あたる。 ただ 南風 野 家 だけが その 旅人 を 泊めた。 旅人 は よろこんで 南風 野 家の 作物が よく 

できる ように してやる と 約束して 去った。 この 神 は マヤの 神で マ ユン ガナシ とも 呼ばれて いる。 一 11 ラン (ユラ 

イカ ナイ) から 訪れる ので ニラン タ大 親と いう 別名 ももって いる。 その 神 を 記念して、 旧 九月 ごろの 「つちのえ 

いぬ (戊戌)」 の 日から はじまる 節の 日に、 マ ユン ガナシ の 行事 をお こなう。 

この 川 平の 話と 似た 逸話が 『常 陸 国 風土記』 や 『備後 国 風土記』 逸文に のって いる。 それらに 共通す るの は、 

たとい 祭りの 日と はいえ、 旅人の 姿 をして いる 神 を 泊めて やった 方 はさ かえ、 断った 方 はめぐ み を 与えられない 

という 結末で ある。 それ はまた 追放され ていく スサ ノォの 姿と も 似通って いる。 スサ ノォは 長雨の 中 を 青草 をむ 

すんで 笠 蓑と して 歩いて いった。 しかし 追放され た 身分の 彼 を 泊める ところ は どこに もなかつ たと 『日本書紀』 

に は 記されて いる。 

奥 野 彦六郎 編著 「南 島 村 内法」 をみ ると、 沖繙の 村々 では 明治 二 〇 年代の 淀と して 「他村より 所 払の 者へ 借 宅 

致す まじき こと」 の 一項が みられる。 ここに ははる か 昔の 村 内法が 生きて いる。 

これまで 見た ような アン ガマ、 ァカ マタ、 クロ マタ、 マヤの 神、 さて はス サノォ のように 遠方からの 来訪 祌を 

折 口 信 夫 は マレ ビトと 呼んだ。 折 口 は、 柳 田と 対談した ときに 「日本の 村々 でい う 村八分み たいな 刑罰に よって- 

追放され た 者、 そういう 人た ち も、 漂浪して 他の 部落に はいって 行く。 旅 をつ づけて 不可解な 経路 をた どって、 
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この 村へ 来た それが すでに 神秘な 感じ を もたせる ほかに、 その 出現の 時期 だと か、 状態 だと か 服装 だと かいろ 

レ ろな 神聖 観 を 促す る 条件が ある」 と 述べて、 スサ ノォを マレ ビトの 原型に 置いた ような 発言 をして いが。 

折 口 はまた マレ ビトは 人間 だけでなく、 動物 もそう であった と 言って いる。 その 代表的な もの は ジュゴン、 サ 

メ、 ィ ルカ、 ゥ ミガメ などであった。 これら は 竜宮の 使者と みなされて いるが、 他方に おいて は 一族 一門の 先祖 

とも 信じられ てきた。 動物に かぎらず、 植物 や 鉱物に も、 似た ような、 特殊な 気持 をよ せる ことがあった。 「或 

は 時として 定まって ある 一方から 吹く そよ風、 彼等と 約束 ある 如く 照し 来る 方面の 光線、 或は 彼等の 為にば かり 

そば だ 

其処に 立ち 峙 つて ゐる やうに 見られて ゐる 樹木 岩石」 も マ レビ 卜に 準ずる もの だと 折 口 は 言って いる。 こうし 

て 秋に 西北から 吹く タマ 風、 あるいは 女の 身体に ふれて 身 ごもら せる 日光、 更に は 海辺に 立って いる 岩で 立 神と 

呼ばれて いる 岩な ども、 マレ ビトの 先駆 的な 形態で ある ことが 分かる。 ただ それら は マレ ビト のように 人間の 姿 

を も つ てあら われる ことができない だけの 話で ある。 

周期 を もつ て 人界を おとずれる ィ ルカ ゃジ ュ ゴ ン など をと つ て 村人 は 食い、 その 血 や 肉 を 自分の 身体の 中に 活 

かそうと する。 葬式に いくこと を 骨が み、 骨 かじりと 呼んで いた 地方 は 日本 各地に ひろく 見られる が、 沖繙 でも 

葬式の ときには 死者の 肉の かわりに 参会者 一 同に 豚肉 を ふるまう 慣習 は 残されて いた。 これとおなじ ような 気持 

けっしょく 

力 海の 動物 を，^ 食 するとき に 自然に 起る の はとう ぜんで、 それ は 動物と 人間との 関係に なみなみならぬ ものが あ 

るからで ある。 ただ ジュ ゴ ンゃィ ル 力 のば あい は 人間の 姿 をと る ことので きない 点 だけが マ レビ ト とちが うと こ 

ろで ある。 「この 世に おける 彼 は、 人間 身 を 持つ 我等で あり、 往 いて 他界に ある 自分の 身 はたと へば iin^ 身で あ 

らう も 知れぬ」 と 折 口 は 言つ ている。 ここで は 現世の 人間と 他界の ジ ュゴン との 一 体 的な 感情が 表白され ている 

ので ある。 このような 親密な 感情 は 東北の 人間が ォォ ハク チヨ ゥ によせ てきた 信仰の 中から も 汲みと る ことが で 

きる。 
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来訪 神に 対する 日本人の 特別な 気持 は どこから 生まれた のか。 それ は 日本が 島国と して 周 西 を 海に とりかこま 

れ ている ことと 関係が あると おもう。 日本の 島々 は 物資に 乏しい、 また 日本列島 は 外敵の 脅威に さらされ たこと 

がない、 という ことから、 海の 彼方に むかって あこがれる 心情が 生まれた。 それ は マレ ビトの 訪れ を まつ 期待感 

ともつな がって いた。 マレ ビトの 特徴 は、 遠くから、 たまにく ると いう ことで あり、 皮膚の 色、 言葉 や 慣習、 そ 

れこ 文化 伝統が ちがって いる ほど、 マレ ビト としての 性格 は 明確であった。 海の 彼方から すぐれた、 美しい、 髙 

貴な 人 や 物が やってくる という 期待感に 裏付けられ たこの 異人 款待の 心情 (ホス ビタリ ティ) は、 海の彼方に^^ 

世の 国、 あるいは^の 国 を 求める 憧憬の 心情と 共に、 日本人の 意識 や 信仰 を 支える ニ大 支柱と 呼んで さしつかえ 

のない ものである。 ， 

八重 山の ァカマ タ • クロ マタは 「世 持 神」 と 呼ばれた。 ここでい う 「世」 は 穀物と くに 稲の ことで ある。 「世 

や 直れ」 と 言えば、 豊年に なって 欲しい という ことに ほかなら ない。 常世の 「世」 の 内容 もお そらく、 稲 やその 

他の 穀物 や 果物 を 指して いる。 ョ という 語 はさま ざまな 使われ 方 をして いる。 竹 や 葦の 節と 節の 問をョ とも 呼ん 

よ  よ 

でい る。 これ は ひとくぎ りの 空間で あるが、 ひとくぎ りの 時間 もョ という 語で あらわされる。 それに は 齢と 力 世 

とか の 字 を あてる。 このように ョの 用法 は 多様で あるが、 荒木 博 之に よると、 宮古 群島の 池 間 島で おこなわれ 

る 「世 乞」 祭のと き、 神 女た ちが 食べる にぎりめし を、 島人 はュと 呼んで いる。 世 乞の ュは 富で あり、 また か 

さの 意味 を もつ が、 にぎりめし を もュと 呼ぶ ときに そこに は 生命力の 発動が 感じられる。 そこで 荒木 はョは 一 あ 

る 時間 的 距離に おいて 与えられた 生命力」 あるいは 「生命力 あふれる ある 時間 的 距離」 のこと であると 言う。 

この 荒木 説 はこれ までの ョ (または ュ) についての 見解 を 一歩す すめた ものと 見る ことができる。 私 は 宮古群 
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島の 大神 島で 次の ような 伝承の のこる こと を 知った。 シラの 神、 つまり 産の 神 は 子どもの 産まれた 各 家庭 を まわ 

つて、 大声 を あげたり、 汚い 水 を 流して いるよう な 家の 子どもに は r フ ー も 世 もっけない」 が、 禁忌が 正しく 守 

られ ていれば 「フ ー もっけ、 世 もっける」 という。 フ ー は 人間の 運気の ことで あるが、 ュ ー もまた これと同じ も 

のと 考えて さしつかえない。 ただし ュ ー に は 財産と か 穀物と か、 物質的な 繁栄の ィメ ー ジが ある。 

このように 世と いう 語 は 人間の 生命の 根源に かかわる ものである。 トシと いう 語が 一 方で は 穀物と くに 稲 を あ 

ら わして いると ころから して、 稲作の 開始から 刈 上げまで を 一年と みなす 考えが 生まれた ように、 世 もまた ひと 

くぎりで 完結す る 時間 を あらわし ている こと は 否定で きない。 本 居 宣長は 『古事記伝』 の 中で、 神代に は 人間 も 

神と 呼ばれた と 言って いるが、 それ 以降 はなみの 人間 を 神と 呼ぶ ことはなかった という 意味で、 神代の 特徴 を 示 

している。 

沖繙 では 原始時代 を 「クバの 葉の 世」 と 呼ぶ。 按 司と 呼ばれる 豪族た ちが 出現す ると r 按 司の 世」 が 訪れる。 

その あとな がく 中国と 親交 をむ すび 「唐の 世」 が つづいた が、 明治に なって 「大和 世」 に 変わり、 今次 戦後 は 

「アメリカ 世」、 そしてい ま はふた たび 「大和 世」 になった。 沖繾の 「世」 の 概念 は、 ひとくぎ りず つ 変わって い 

く 時間 だとい うこと に 特徴が 見出せる。 日本 歴史の 時代 観念で は 支配者 層 は 変わる が、 社会 は そのまま 未来へ と 

直線 的に すすむ。 しかし 沖繙 では 一 つの r ュ」 から 次の 「ュ」 に 移る と、 そこで は 古い 世が 新しい 世に 変わる。 

これ を 「世変り」 と 呼んで いる。 つまり 時間 は 直線 的で はない。 ひとくぎ りの 時間が 相互に、 関係な く 積み あげ 

られ ていく。 したがって、 ひとくぎ りの 「ュ」 に はじまりと おわりが ある ことになる。 それ は 年の はじめに 「あ 

ら たまの トシ」 と 言って タマ シィを 更新させる が、 年末に なると 「年忘れ」 と 言って、 一年の こと は 捨てて しま 

う 考え に似てい る。 このような r ュ」 の 観念 は、 歴史の 中で どう 働いて きた か。 

沖韆 では ミロ ク世、 または ミルク 世と いえば 豊年の ことで ある。 八重 山で は ミロ ク神は 年 ごとに 海の 彼方から 
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来訪して 豊作 を もたらす 神で あるが、 宮田登 は 「飢饉の 年に、 ミロ クが 出現して、 人々 を 救済して くれる こと を 

望む 意識が ある」 こと を 指摘して、 やがて ミロ クの 出現す る 年 は 豊作の 年と いう 伝承に 変化した ので あると 言つ 

てい (1)。 この ミロ ク 世の 出現 を 待望す る 民衆の 心情 は 「世 や 直れ」 という 願望で おさまらず、 新しい 世 を 自分た 

ちの 手で 将来しょう という 「世直し」 へ 駆り立てられる こと もないで はなかった。 安丸 良 夫に よると、 この 「世 

直し」 の 意識が もっとも 昂揚した の は 幕末の 慶応ニ 年 (一八 六 六) 奥州の 信 夫 • 伊達両 郡 (福島県) にお こった 「世 

直し 一 撲」 であり、 その 一揆の 指導者の 菅野 八郎は 「世直し 八 老大明 神」 と 呼ばれた と言う。 また 慶応 三年の 

「ええ じ やない か」 も 世直し 的な 性格 を もち、 群衆 は 「日本 国の よな おりえ.. -じ やない か、 ほうねん おどり はお 

目 出たい-と 浮かれて おどり あるいた という)。 ここに は 漠然として はいるが、 政治 体制の 変革 を 求める 気持が あ 

ら われて いる。 であるから こそ、 明治維新 は 御一新と 呼ばれた のであった。 それ はま さしく 「世が 直つ」 たので 

ある。 安丸に よると 「おかげ 参り」 は 宝 永 二 年 (一七 〇 五)、 明 和 八 年 (一七 七 一)、 文政 一三 年 (一八 三 〇) とほ ぼ 六 

〇 年お きに おこった 民衆の 集団 的な 伊勢 参宮で あり、 文政 一 三年から ほぼ 六 〇 年 目にあた る 明治 ニニ 年 (一 八 八 

九) にも、 小規模な 「おかげ 参り」 があった という。 「ええ じ やない か」 は 幕末の 一時的な 狂 熱で 終った が、 「お 

かげ 参り」 はこの ように 周期 を もってくり かえされ ている。 明治 政府の 下で も 「おかげ 参り」 が おこなわれ たと 

いう こと は、 民衆の 集団の 熱狂 的な 行動への 衝動が 周期 を もっとい うこと である。 一 つの 世が おわり、 他の 世が 

はじまる というく りかえ しの 中に、 民衆の 生活 は 今日まで つづいて いる。 近代に なっても、 古代 的な 円環 的な 時 

間 は 生きつ づけて いるので ある。 
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(W) 宮田登 『ミロ ク 信仰の 研究』 新訂版、 未来 社、 一九 七 五 年、 二 七べ ー ジ。 

(^) 安丸 良 夫 「民衆 運動の 思想」 『日本 思想 大系』 第五 八 巻 解説、 岩波 書店、 一 九 七 〇 年。 
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儀式の 演劇 性 11 芸能の 起源と しての 「遊び」 


H 久高 島の イザイ ホ— 祭 


沖繮の 祭の 中で、 最も 華麗で 洗練され ている ものが、 久高 島で  一二 年に一度、 午年に おこなわれる イザイ ホ ー 

である こと は、 誰し も 異論 はないで あろう。 私 は 昭和 五三 年 (一九 七 八) 一二 月に おこなわれた イザイ ホ ー の 祭 を 

親しく 見る 機会が あった。 そのと き 私の 胸に 去来して やまなかった 感想 は、 イザイ ホ ー の 構成が 演劇的 効果 を 多 

分に 備え も つ ている という ことで あ つ た。 

演劇 は 演者と 観客 を 必要と する。 このばあい 演者 は久高 島の 女た ちで あり、 観客 は 島人で ある。 島 外の 人々 が 

遠路 はるばる 押し かける ようにな つたの はこ こ 数回の ことで、 それまで 島 外の 観客 は ほとんどなかった。 イザイ 
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ホ ー が おこなわれ るの は、 御殿 庭で ある。 そこでまず 御殿 庭の 語義 を 歴史的に 明らか にしておく ことが 肝心で あ 

る。 

『琉球 国 由来 記』 巻 一 によると、 琉球 国王と 聞 得 大君と は、 陰暦 二月、 麦の 初穂が 出る 頃になる と、 隔年に、 久 

高 島に 出かけて、 初穂 儀礼 をお こなう のがしき たりに なって いた。 これ は、 麦の 初穗を 摘み取る 神事で、 麦の ミ 

シ キヨ マと 乎 ばれて いた。 ミは 接頭の 美辞で ある。 シ キヨ マ はシ チヨ マ ともいう。 久高島 は 昔から 今日に いたる 

まで 稲 は そだたない。 そこで 麦の ミシ キヨ マが 国王 や 聞 得 大君の 立 会いの もとに おごそかに おこなわれた。 それ 

を 主宰す るの は久高 島の ノロであった。 この 祭が いかに 重要で あつたか を 物語る の は、 一七 世紀 初頭に 中国から、 

中国 皇帝の 名で 琉球 国王の 認知 をお こなうた めに 派遣され た 冊 封 使の 夏 子 陽の 『使琉 球録』 である。 その 一節に 

は 「五穀 成る の 時、 女王 必ず 渡海して 孔達佳 山に 至り、 成熟す る もの 数穗を 採りて 之を嚼 めば、 各 山すな はち 敢 

へて § す。 若し 女王 未だ 嘗めざる に、 而も 先に 穫る者 之 を 食 すれば、 立ち どころ に 弊る」 と ある。 孔達佳 山は久 

高 島の ことで あり、 また 各 山と いうの は 各 島と いう 意味で ある。 この 記事 は久高 島の 麦の ミシ キヨ マの 儀礼 を 指 

(2) 

す ものと 解され ている。 

この 儀礼の ために 久高 島に 上陸した 国王 や 聞 得 大君 は、 まず 五穀 発祥の 地と 称せられる 伊敷 泊で、 東方の ユラ 

イカ ナイの 神 を 礼拝した あと、 島の 草分けの 根 所へ いったよう である。 久高 島に は、 二つの 根 所があった。 久髙 

根 所と 外 間 根 所で ある。 その 根 所に は 庭と 呼ぶ 神 祭 をす る 場所が あつ た。 

『おもろ さう し』 巻 一九 • 巻 ニニに は r 久高 集め 庭」 「外 間 集め 庭」 という 言葉が 見える。 また 同書の 巻 ニニに 

は 「久高 外 間 御殿に て御規 式の 御 時」 という 題詞の 歌が ある。 ここにい う 「御殿」 というの は 本来 は 建物 をい う 

ので はなく、 神 を 招じ入れて 祭祀 をお こなう 場所 を 指して いる。 殿 は ミヤ、 または 殿 ミヤと も 言われて いる。 す 

なわち 殿 は 庭と 同一 の 対象 を 指す ので ある。 神事 をお こなう 広場に ほかなら ない 殿に も、 のちに は 神 を祀る 小さ 
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な 建物が 建てられる ようにな つ た。 

『球 陽』 巻 之 七の 尚貞 王のと き 「はじめて 久高 島の 御殿 を こぼつ」 という 記事が 見受けられる。 このばあいの 御 

殿 はたんに 神事 をお こなう 庭で はなく、 神 祭の ための 建物 を 意味す るので あろう。 羽 地朝秀 (唐 名 向 象 賢) の 一 

六 七三 年の 口上 覚書の 中には、 琉球 国王が 久高 島へ 祭礼の ために おもむく こと を 中止す るよう 勧告した 箇条が 見 

られ る。 そして それ 以後 は、 国王の 名代が 久高 島に 派遣され る ことにな つた。 理由 は 海が 荒れて 危険で あると い 

う ほかに、 諸 経費が かかる という ものであった。 また 巫女た ちが あつまって 原始的な 祭 をす るのに 国王が まじる 

の は、 日本に 対して 体裁が 悪い という 見栄 も 絡んで いた。 

とへ PJ) ろで 国王 は久高 島に 行幸し ないでも、 首 里 城の 真東の 辨の嶽 にの ぼって、 東方 を 遥拝す る こと を 恒例と し 

ていた 辨の嶽 は 標高 一 六五メ ー トルの 低い 山ながら、 晴れた 日なら ば 東方 海上に 浮ぶ 久高 島の 島影 を とらえる 

ことができ るので ある。 久高島 は、 海の 彼方から 到来す る 神が まず 足 をと め、 そこから 知 念 半島の JiJiii に 上 

陸 するとい うこと で、 琉球 王府の 尊崇の 的と なって いた。 

イザイ ホ ー の おこなわれる 御殿 庭 はかって 国王 や 聞 得 大君が 麦の 穂 祭の 儀礼 をお こなった ところと 推察され る。 

そこに は 東西に 通じる 神の 道が とおって いて、 祭のと き は、 一般の 参詣人 は 足 を ふみ 入れる こと は 許されない。 

聖 なる その 道の 西の方に は、 御殿 庭から 見る と、 小路の 果に、 斎場 御嶽が、 額縁に おさまる ように 見える。 知 念 

半島の 前面に 突出す る 山塊の なかで、 斋場 御嶽のと ころ だけが 切り とられた ように 聖 なる 小路の 奥に みえる の は、 

たんなる 自然の いたずらと は 思えない。 御殿 庭 は、 久高 島に 降り 立った 神が、 真西に あたる 斎場 御嶽へ むかうよ 

うに、 斎場 御嶽の 見える 位置に 設定され たので ある。 

前述した ように、 殿 はもと もと 庭と おなじように、 神事 をい となむ 場所 をい う もので、 かならずしも 建物 を必 

要と はしなかった。 そこで、 建物の 中で 祭が おこなわれる ようになった ばあい も、 その *B を と 呼ぶ ことが つづ 
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いた。 『琉球 国 由来 記』 巻 一四、 与那城 間切の 各 村の 年中 祭祀の 条には 「殿」 の 名が あがって いる。 その 殿 は 名 

安 呉 村で は、 「徒 神 家 二 設レ席 也。 ハン タミ ャト 云」、 宮城 村で は 「宮城 巫 家 二 設レ席 也。 アン ミヤ ト 云」、 また 伊 

計 村で は 「伊計 巫 家 二 設レ席 也。 ァ ガリ ミヤ ト云」 と ある。 これでみ ると 席 を 設ける と あるから、 かならずしも 

常設の 建物で なくても かまわない とも 考えられる。 神 祭のと きに 使用され る 建物 を 今日で は 殿 (tun) と 呼んで お 

り、 殿 を 神ァシ ャギと 呼ぶ こと も ある。 

一 一 

さて、 久高 島の 御殿 庭 も 御殿の まえに ある 庭と いう 意味で はなく、 広場に 小さな 神ァシ ャギが 立って いるば か 

りで ある。 それ は、 四 本 柱の 上に 屋根が 乗って いる だけで、 ふだん は 建物の 壁がない。 

イザイ ホ ー の 祭の まえにな ると、 島の 人た ち は クバの 葉と ススキ で 神 ァシャ ギの壁 を こしらえ、 建物の 前方と 

後方に 神 女た ちのと おる 出入 口をつける。 神ァ シャギ のうしろ に は、 神 女の なかまに 新しく 加わる ナン チュと 呼 

ばれる 巫女た ちの 籠る 七つ 家 または イザイ 家と 称する 一 一棟の 仮小屋が クバ の 葉で 作られる。 久高島 はもと は クバ 

島と も 称せられ ており、 クバ は 神聖な 木で ある。 それで 葺 いた 狭い 小屋 は、 ナン チュ たちの 再生の ための 籠り 家 

である。 もとは、 七つ 家の かたわらに、 クバの 葉で かこった 小屋が つくられ、 そこに 邪神の 侵入 を 防ぐ ための ァ 

ダンの 葉が 置いて あつたと いうが、 それ は、 祖 霊から セヂを もらった ばかりの ナン チュ たち を 守る 配慮であった _ 

神ァシ ャギの 前方 入口に は 七つ 橋が つけられる。 橋と いっても  一 メ ー トルく らいの 長さの 七 本の 木片で、 小さ 

な 梯子の ような もの をつ くり、 表面 だけが みえる ようにして、 土砂に 埋めて おく。 湧 上 元 雄に よると、 沖 ii では 

神に ささげる 七つに 刻んだ 紙垂を 七つ 橋と いって、 地上から 天上に のぼる 七 段の 梯子に たとえる という。 イザイ 

ホ ー の 七つ 橋 もそう した 意味 を もっている。 また 御殿 庭の 神ァシ ャギゃ イザイ 家の まわり は 海岸から 白砂 を はこ 
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んで 清める。 これで 祭の 用意 はととの つた。 演劇と しての 舞台が できあが つたので ある。 

祭の 主役 は、 前回の イザイ ホ ー に 参加す る ことができなかった 寅年の 四 一歳の ものから、 ひとまわり 下の 丑年 

の 三 〇 歳までの 女性で、 イザイ ホ ー の 祭に 参加した あと は ナン チュの 資格 を もつ。 巫女の 期間 は ナン チュ (三 〇 

—四 一歳) • ャジク (四 二— 五三 歳). ゥン シャク (五 四— 六 〇 歳). タモト (六  一 I 七 〇 歳) と 四 段階に 分かれ 

ている。 

久高島 は 古く は 二 か 村に わかれて いた。 コ バウ 森と 中 森の 二つの 御嶽が 島の 中央部に あり、 もとの 集落 は それ 

ぞれ 御嶽の ふもとに 構成され ていた。 そこで 根 所 も 二つ あり、 根 人 も 二人いた。 それに 対応して、 ノロ も 二人、 

久高 ノロと 外 間 ノロが いた。 久高 ノロ は 御殿 庭の 司祭 者で あるが、 島 ノロと も 呼ばれ、 地味な 存在で ある。 それ 

に対して 外 間 ノロ は 第二 尚 氏のと き、 首 里 王府の 宗教 組織と 密接な 関係 を もち、 久高 島の 祭祀 権 をに ぎって いた 

と みられる。 聞 得 大君の 就任式の ときに おこなわれる 戴 冠ゃ聖 水の 儀礼 をと りしき るの は 外間ノ  口 の 役目で ある。 

イザイ ホ ー もまた 外間ノ  口が 司祭す る。 

これで 私たち は、 古代 劇と 呼ぶ に ふさわしい イザイ ホ ー の 登場 者た ちと、 その 舞台と を ごく 簡単に みた わけで 

ある。 では 次に 祭が どのように 展開され るの か を 眺めて みょう。 

三 

イザイ ホ ー は 陰暦 一 一月 一 五日から、 折からの 満月 を 利用して 四日 間 おこなわれる。 初日の 朝、 ナン チュ とな 

る 女た ち は イザイ ガ ー と 呼ばれる 島の 泉で 身 をき よめ、 紺色の 着物に 洗い髪と いう 出立ち で、 それぞれの 袓 母の 

家の 香炉から 灰 を 分けても らい、 新しく 仕立てた 自分の 香炉に うつす。 これ は袓 先の セヂを 引きつぐ 儀礼で ある。 

昔、 沖繙 では 女 はめい めい 自分の 香炉 を もっていて、 嫁に いくとき も それ をたず さえて いった。 それ は 自分が 祖 
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霊から 受けつ いだ セヂを 身辺から はなさな いこと を 意味して いた。 嫁入り 先の 夫の 一 族 は その 香炉 を 拝む こと は 

なか つ たとい われて いる。 

初日の 午後 六 時 頃、 日 も とつぷり と 暮れ かけた 頃に、 突然 御殿 庭の 広場に、 捷神、 ノロな どに ひきいられた ナ 

ンチュ が、 ェ ー フ アイの 掛声と 共に、 疾走して くる。 そして 神ァシ ャギの 入口まで くると、 ナン チュ たち は ノロ" 

im、 ャジク たちが 両側から かこむ ように 並ぶな か を、 二列に なって、 ェ ー フ アイと 呼び、 七つ 橋 を わたり、 神 

ァシ ャギと 広場との 間 を、 かけ 足で 七 回 往復す る。 七つ 橋から 足 を 踏み はずしたり、 ころんだ りする こと はもつ 

とも 不吉な ことと される。 それ は 女が 貞操 を 守らなかった 証拠と される からだ。 世俗の 世界から 聖域へ 入る こと 

を 許される かどう か は、 七つ 橋 を 無事に 渡る ことができる かどう かに かかって いる。 その 試練 を 克服す るた めの 

&大の 緊張が ナン チュ たちの 全身に みなぎつ ている。 薄暮の 広場 を、 洗い髪 を ふり 乱しながら、 はだし、 白衣で" 

掛声と 共に 疾走す る ナン チュの 姿 は、 たけり たった 牝馬の ようで、 観る 者 は 思わず 息 を 呑む。 

七 回の 往復 を 終えた ナン チュ たち は、 ほかの ノロた ちと 共に 神ァシ ャギに 入る。 そこで ティ ルルと 呼ぶ 神 歌 を 

うたった のち、 神ァシ ャギの 後方の 出口から、 七つ 家に 入る。 このと きから、 ナン チュは 祭が 終る までの 三日間 

を そこで 起居す るが、 籠りの ■ 間中、 帰宅 を 許されず、 食事 は 娘た ちが 七つ 家の 入口まで はこんで、 取り次ぐ。 

七つ 家 は 神ァシ ャギの 後方に かくれて いて、 広場に あつまった 観客の 眼から は 見えない が、 二 棟の 仮小屋の 一 つ 

は 三 室に、 他 は 四 室に 区切って ある。 

七つの 室 を 設けた 理由 は、 七つ 橋 を 七 回 往復 するとい うように、 七と いう 聖数 にあ やかった という 見方 もで き 

なく はない。 また 分かれた 室が、 久高 島の 祖霊神 (シヂ 神) たちのい る嶽々 の 象徴で あると みる 向き も ある。 こ 

うして ナン チ ュ は 七つ 家で 祭の 間中、 祖霊 神と 同居す る ことになる。 

初日の 真夜中に ナン チュは 「子の刻の 遊び」 「寅. の 刻の 遊び」 をす る。 神ァシ ャギで 円陣 をつ くって 歌舞す る。 
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その 様子 も 内容 も、 外部の 者が うかが： >  知る こと を 許されない 秘密と されて いる。 それ は 危機 を 克服し 得た とい 

うよろ こび を祖霊 神に 告げよう とする 「神 遊び」 なので あろうが、 そのと きに うたう 神 謡の ティ ルルが かすかに 

広場に 洩れ 聞え てく る だけで ある。 

四 

あくる 二日 目の 朝に、 ノロ、 根 神 を まじえて ナン チュ たちが 御殿 庭で 円陣 をつ くって 歌舞す る 「頭 垂れ 遊び」 

(カシ ララ リア シビ) が ある。 また その 夕方に は、 午後 六 時 頃から、 乳飲み子 を 抱えた 女と 午年 生まれの 女が 新 

しく ナン チュ となる ために、 前日と おなじく 七つ 橋 を わたる 儀式が おこなわれる。 初日の 儀式 を 「夕 神 遊び」 

(ュク ネガ ミア シビ) と 呼ぶ のに 対して、 これ を 「あかと き 神 遊び」 (ァカ トキ ガ ミア シビ) と 称して いる。 昭和 

五三 年の イザイ ホ ー では、 ナン チュの 数が 少なく、 該当する 女性が いなかつ たので、 二日 目の 夕方の 「あかと き 

神 遊び」 は 省略され た。 

初日と 二日 目の 行事 をと おして、 ナン チュ は祖霊 神の 霊 威 (セヂ ) を 身に つけたの であるが、 巫女の 集団に 新 

しく 加入す るた めに は、 ノロの 認証 を 受けねば ならない。 

三日 目の 朝、 ナン チュの 家で は 米の 粉 を 練った シトギ の 団子 (スヂ ) を こしらえ、 蒸さないで おき、 ナン チュ 

の 兄弟た ちが、 それ を 御殿 庭に はこぶ。 前日まで 洗い髪 をして いた ナン チュ たち は、 この 日に は 髪 を 結い あげ、 

白い 鉢巻の 上に 赤 白 黄の 紙で 作った イザイ 花 を さす。 赤 は 太陽、 白 は 月、 黄 は 地の 神 を 象徴した もの だとい う。 

広場に あつまった 神 女 一同 は、 まず 外 間 根 人から 指先で 額と 両頰に 朱印 をつ けても らう。 この 「朱 付け」 の義 
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式が 済む と、 ナン チュ の 兄弟の もってき た 米の 粉の 団子で、 外間ノ  口が ナン チ ュ の 額と 頰の 上に 「スデ 付け」 を 

する。 ナン チュ はこれ で 祭祀 集団の 一 員と なった ことが 認められる。 

米の 粉で 練った 団子 を スヂと 呼ぶ の は、 深い 意味が ある。 スヂ はセヂ ともい い、 沖 繙で霊 威 を あらわす 言葉で 

ある。 スヂ (セヂ ) がつ いて はじめて、 神 女に ふさわしい 資格 を 得る ことになる。 また、 スヂ 付けの 儀式のと き 

に 団子 (スヂ ) を 渡す のが ナン チュの 兄弟 だとい うの も、 見の がす ことができない ことがら である。 南 島で は 妹 

は 兄の 守り神と 考えられ ている。 イザイ ホ ー に 加わる ナン チュ は、 かならず エゲリ (兄) をき める。 久高 島の 方 

言で は ニケリ を イシ キヤ— と 呼ぶ。 ナン チュに 兄が いない ときには、 弟 や 甥 やい とこが エゲリの 役 をす る。 エケ 

リは イザイ ホ ー の 祭の 前になる と、 ナン チ ュ に 祭のと きに 身に つける 神 衣 や 下着類 を 作る 白 生地 を 贈る ので ある。 

それが 父 や 母で ない ところに、 兄と 妹の 特別に 親密な 間柄が うかがわれる。 「朱 付け 儀式」 が おこなわれ たのち、 

そのお ひろめに 円舞が くりひろげられる。 それ を 「朱 付き 遊び」 また 「花 さし 遊び」 と 呼んで いる。 

六 

最後の 日の 四日 目の 朝 をむ かえ、 まず r ァ リク ャ ー の 綱 引」 が おこなわれる。 神 女た ちに 村の 男た ち も 加わつ 

て 綱 引 をお こなう。 ただし、 ナン チュは 加わらない。 綱 引と いっても、 儀礼的な もので、 舟のと もづ なに 见 立て 

た 一本の 綱 を、 波打つ ように ゆっくり 動かす だけで ある。 その 所作 は 舟 を こぐ 動作 を模 した ものと されて いる。 

神 女た ち は その 間、 神 謡 をうた う。 二 ライカ ナイの 神が、 まず 久高 島に 上陸して、 力べ ー ル (神屋 原) の 森、 コ 

バウ 御嶽、 中 森な どの 聖地に 足 をと どめ、 久高 島から さらに 斎場 御嶽に わたり、 馬 天 浜、 与那原 をへ て、 首 里 城 

にある 聞 得 大君の 御殿まで いく、 といった 内容の 歌で ある。 綱 引 は そのと き、 神の 舟が 進む さま を 示して いる。 

それが 終る と 神 女た ち は 外 間 ノロと 久高 ノロに ひきいられ、 二手に わかれて ナン チュの 家々 を まわる。 ナン チ 
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ュ たち は 摘まから 取って きた トウ ツル モド キの 青く 鋭い 葉で こしらえた ハ ブイ (冠) を 頭に かぶる。 ナン チュの 

家で は、 兄 (ェ ケリ) が 四日ぶ りに 家に 帰った ナン チ ュと 付添いの ノロと を 迎える。 ナン チ ュ は 表座敷に あがる 

と 用意され た カャの 敷物の 上に 坐り、 エゲリと 向き あう。 表座敷に は、 神酒 を 入れた 椀 を 二つ 載せた 膳が 置いて 

ある。 神酒と いっても 前日に 作った おかゆ 状の ものである。 ヱケリ はまず 自分の 口につ けた 神酒の 椀 を ナン チュ 

に 渡す。 兄妹が とりかわす 盃事 は、 まさに 聖婚を 思わせる。 エゲリと ナン チュが 神酒 を 交換して いる 間中、 庭先 

の 神 女た ちが 神 謡 をうた う。 歌の 内容 も祝婚 歌に ふさわしく、 天の 神が 降りて 兄と 妹と を むすびあわせる という 

趣旨の ものである。 こうして 妹 は 兄 を 守護す る ォナリ 神と なる。 

ナン チュの 家々 を 次々 にめ ぐって おこなう 兄妹の 対面 式が 終る と、 神 女 一同 は 外 間 殿に あつまる。 そこ は 島の 

草分けの 根 所の 庭で ある。 庭に は 神酒の 入った 容器が おかれて いる。 それ を 真中に して、 三重の 円陣 をつ くって 

歌舞す る。 このと き 神 女た ち は 白い 鉢巻 をし め 大きな 唐 扇 を もつ。 扇の 表に は 赤い 太陽 を はさんで 鳳凰が 描かれ 

ている 裏に は 白色の 月に 牡丹が 配され た 絵が 描かれて いる。 この 色 あざやかな 大扇を 神 謡に あわせて 上下に う 

ごかす。 ナン チュ だけ は、 白鉢巻の 上に トウ ツル モド キのハ ブイ を かぶり、 手に は 生の クバの 葉で 作った 扇 を も 

つてい る。 冠 も 扇 も 青く、 なまなましい 草木の 葉 だとい うこと は、 誕生した ばかりの 神 女の みずみず しさ を 示す 

ものである。 

神 女た ちの はだしの くるぶし は、 ゆっくり 場内 を まわりながら、 白砂に くいこみ、 その 白い 神 衣 は あつい 日 ざ 

しに 照りつ けられて、 額に 汗の 玉が まぶしく かがやく。 神 女の 合唱す る ティ ルルが 場内 を 圧する。 歌舞の 所作 も 

神 謡の 節 まわし も 単純 だが、 それが とぎれな く 反復され るう ちに、 演者の 神 女 たちだけ でな く、 観客 もまた 静か 

な 目まい に 似た 陶酔の 中に 引き入れられる 気がする。 

この グ ー キ マイの 円舞 は、 神酒の 入った 容器の 周囲 を まわる ので、 「桶 回りの 義式」 といわれ るが、 祭が， 紫 事 
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終了した こと を 先祖に 報告し、 感謝す る 儀式 だとい う。 

それが 終った あと、 ナン チュが 神酒 を かきまぜ、 神 女、 村の 人々、 見学者に もくばる。 外 間 殿での 儀式 をす ま 

すと 神 女 「同 は 御殿 庭に うつり、 そこで 円い 輪 をつ くって、 グ— キ マイの 群舞 をく りかえ す。 この頃に なると、 

神 女た ちの 顔に も、 どことなく 安らぎの 表情が よみとれる。 こうして 四日 間に わたる 儀式 は 滞りな く 終った。 

七 

イザイ ホ ー 神事の あらまし を 述べた が、 その 中から 演劇的 性格 をみ てみ ると、 次のと おりと なろう。 

第一 日 目と 第二 日 目 は、 ナン チュ が祖霊 神の 霊 威 (セヂ ) を 受け、 聖 なる 世界へ 入る ための 儀式で ある。 第三 

日 目 は、 祭祀 共同体へ 加入す るた めの 認証式で ある。 第 四日 目 は、 ナン チュと 兄 (エケ リ) との 聖婚 式で ある。 

南 島で 女が 神 女の 資格 を もった めの 三つの 条件が ここに 提示され、 それらが 四日 間に ふり 分けられ、 観客の まえ 

で、 演じられる。 まず 神から 祝福され、 次に 共同体から みとめられ、 最後に 家族の 中で その 霊的な 位置が 明確に 

される。 その 中で もっとも 重要な の は 神との 結合で あり、 それ は ナン チュ たちが 初日の 朝に おこなう 祖 霊の セヂ 

を ひきつぐ 儀礼 や、 真夜中に おこなう 「子の刻の 遊び」 と 「寅の刻の 遊び」 の 秘儀の なかに ある ことが 推測され 

る。 しかし それだけ では 充分で はない。 次に 共同体 さらに 家族の 中で みとめられて はじめて、 一人前の 祌 女の 誕 

生が 完成す る。 イザイ ホ ー 神事の かくれた 目的 は、 四日 間に わたり、 順 を 追って この 過程 を 観客に 示そうと する 

ことで あると 思う。 その あいだに さまざまな 円舞が くりひろげられ、 祭 を いろどる が、 その 円舞 も 日 を 追う にし 

たがって、 華やか さ を 増して いく。 それ は 最終日の 四日 目に 最高潮に 達した 感が ある。 これ はき わめて 意識的な 

構成と いえる ので は あるまい か。 

イザイ ホ ー 神事の 演劇 性に ついては、 昭和 一七 年 (一九 四 二)、 昭和 二 九 年 (一九 五 四) と、 島 外 者と して はもつ 


日本人の 宇宙観 3IO 


とも はやく この 祭事 を 見学した 鳥 越 憲三郎 が、 『琉球 宗教 史の 研究』 の 中で 指摘して いると ころで ある。 

鳥 越 は その 中で、 舞台と しての 祭場 は 俗なる 国と 聖 なる 国との 二つの 世界 を 示して いる、 と 言って いる。 両者 

をむ すぶ の は、 神ァシ ャギに 架けられた 七つの 橋で ある。 橋の 前で 七 回 も 前進 後退す るの は、 七の 聖 数が 示す よ 

うに、 無限に 遠い 国へ いくため の 長い 距離 を その 動作に よって 示した ものと 見られる という。 七つ 橋 を わたって、 

イザイ 家に 入る。 そこ は 神 的 資格 を 得る ための 精進の 場所で あり、 ナン チュ たち は 精進が 終る まで 家へ 帰る こと 

が 許されな いし、 外部の 者 は 誰も ここに 入る ことができない。 舞台 はこの ように 聖 なる 国と 俗なる 国と を セット 

した ものである という。 

第二 日 目の 演出 効果 もみ ごとで ある。 この 日 は 午年 生まれの ものと、 乳飲み子 を かかえた 女が 新しく ナン チュ 

として 参加す る。 彼女ら が 祭場に 入る とき、 前日す でに 聖 なる 国に こもって いた ナン チュ たち は、 神ァシ ャギの 

戸 を 足で 蹴 放って、 祭場の 中央まで 出迎える。 同胞が 聖 なる 国へ くるの を、 その 中途まで 出迎える さま は、 愛情 

のうる わし さ を 示す ものと して 映 じる。 同じ 神事 を ことさらに 二日に 分けてお こない、 後者に そのような 内容 を 

もたせた という こと は、 演技と しての 効果 を あらわし たものと いう。 四日 目の 綱 引の 綱 はと もづ なを 示す もので 

あるが、 舟 は 省略され ている。 また 舟 を こぐ 動作 は あるが 櫓 は 省略され ている。 まさに 一本の 綱 を もつ ことで、 

櫓 を こぐ さま を 演出して いる わけで ある。 こうした 分析の まとめと して、 鳥 越の 次の 指摘 は 注目すべき である。 

「祭場の 広場で おこなわれる 神 遊びの 円舞 を はじめ、 その他す ベての 儀礼 は、 聖 なる 国に おいて おこなわれる 

もの を 示した ものである。 それ を 舞台と して 観客に 見せる ために、 正しく は イザイ 家の 広場で おこなわれ るべ 

きもの を、 あえて 祭場の 広場で 演じて いる。 村人 を 観客と して 意識しての 舞台の 利用で ある」 

神の 前 だけで 演ずる のが 本来で ある 「神 遊び」 を 観客で ある 村人 = 人間の 前で 演ずる。 まことに イザイ ホ ー は 

神の 眼と 同時に 人間の 眼 を も 意識した 祭事な ので ある。 そこに 神事から 演劇への 移行の 萌芽が みとめられる。 主 


役 を 演ずる ナン チュも 日 ごとに 変化す る 。第一 日 目と 二日 目の 夕方、 神ァシ ャギの 前の 七つ 橋 を わたって、 危機 

をのり こえ、 試練 を 突破した ナン チュ たち は、 七つ 家に こもって、 再生 を とげ、 三日 目に 神 女と しての 承認の 印 

を 受け、 四日 目に 兄妹の 間の 聖 なる ちぎり を かわす。 久高 島の 白い 砂に つけられた 彼女た ちの 足 どり は 日 を 追つ 

て 力強くな り、 最後の 日に は、 村人の まえで そのよろ こび を 満開させる。 


さらに、 イザイ ホ ー の 四日 間の 儀式の 呼称 そのものが 演劇的と いえる。 第一 日 目の 夕方の 行事 は 一夕 神 遊び」、 

第二 日 目の 夕方の 行事 は 「あかと き 神 遊び」 と、 対比した 美しい 呼称 を もっている。 久高 島で は 暁の 神の こと を 

アキ タチの 神と いう。 大自然の 神秘が ひときわ 強く 感じられる 時刻に 久高 びと は 神の 存在 をみ とめた のであった ハ 

日本 本土と 南 島と を 問わず、 古代で は 暁と 夕方 は 神々 の 時間帯であった。 折から 陰暦 一 一月の 満月の 光 を 浴びて、 

k 殿" ii の 広場 を はだしで 疾走す る ナン チュ たち。 真黒い 洗い髪、 ほの 白く 浮ぶ 神 衣 —— 0 それ は 凄愴な 白と 黒と 

の 世界で ある。 

それに ひきかえて、 第二 日 目の 朝の 「頭 垂れ 遊び」、 第三 日 目の 「井お 神 遊び」 「花 さし 遊び」 「朱 付き 遊び」、 

そして 第 四日 目の r ァ リク ャ ー の 綱 引 遊び」 や 「グ ー キ マイ」 など は、 赤 白 黄の イザイ 花 を 頭に かざし、 大扇を 

性 ひるがえしての、 まことに 色 鮮やかな 世界で ある。 

1 このような 明暗と 色彩 を も 配慮して 構成され た イザイ ホ ー は 四 幕の 神事 劇と 呼んでも 差支えない。 そこに は 人 

式 間く さい 事件の 到来 や 葛藤 はない。 「遊び」 と は 神と 神 女た ちの たわむれ を 意味して いる。 神人の たわむれ とい 

I つても、 それ は 危機 を 突破す る こと を 前提と してお り、 それ を 克服した ばあいに だけ 与えられる よろこび である- 

3 それが 神 謡 や 円舞と なって おのずから 発露 するとい うこと から、 厳粛 さと 解放感の 入り まじった ものである こと 
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2 は 当然で ある。 一二 年 目 ごとの 午年に 久高 島で おこなわれる イザイ ホ— の 祭事 は、 そのこと を もっとも 端的に 示 

3 している。 

九 

この 洗練され た 祭事が、 久高 島民の 中で ながい 年月 を かけて 今日 見る ように 完成され たと しても、 それが 自然 

発生 的に できあが つ たものと は 思われない。 首 里王府 から 神の 島と して 尊崇され た久高 島と 王府の 祭祀 集団の 密 

接な 交流 を 考慮に 入れないです ますこと はでき にくい。 そのこと を 推測させる のが、 聞 得 大君の rl^igj と, 

新 下り (就任式) の 儀礼で ある。 

国王と 聞 得 大君が 隔年に 陰暦 一 一月に 久高 島に わた つたの は 麦の ミシ キヨ マの ためで あつ たが、 『琉球 国 由来 記』 

巻 ニニに よると、 隔年の 陰暦 四月に 稲の ミシ キヨ マの ため、 琉球 国王 は 聞 得 大君 はじめ 群臣 を ひきいて、 知 念 半 

島 を 巡幸した。 これ を 「東 御 廻」 という。 『おもろ さう し』 の 巻 ニニに は、 国王が 知 念 半島に いくため に 首 里 城 

を 出る ときの 歌が 載って いる。 この 時の 巡行 は与那 原に 出て、 馬 天 御嶽、 佐 敷 城、 斎場 御嶽、 知 念 城、 ャ ハラ ヅ 

j_ ヽ じ、 I  t(  T--\、  うきん ず はいん ず 

カサ 浜 川 徒 暴 ャブ サッの 森、 受水走 水、 玉 城 城な ど をへ てまた 首 里 城へ もどって いく。 途中、 国王 や 聞得大 

君に 対する 讃美の ォ モロが うたわれる。 これ をみ ると 神事で ありながら、 多分に 観客 を 意識した 華やかな 行列で 

ある ことが わかる。 

それ は 聞 得 大君の 就任式で ある 「御 新 下り」 にもい える。 「御 新 下り」 について は、 「王権の 発生と 構造」 の 中 

で 述べて おいた ので、 ここで はくり かえさな いが、 外 間 ノロ は 聞 得 大君の 一世一代の 盛儀に もっとも 重要な 役割 

を 果してい る。 首 里の 聞 得 大君 御殿で まつる 「御 火鉢の 御前」 はゥ マチ ー の 神と もい い、 火 を つかさどる 役で あ 

る。 この 役目の もの は久高 島の 女性から 選ばれた。 このように 首 里 王府の 祭祀と 密接な 関係の あつ 久高 島での 
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祭の 構成が、 洗練され た 演劇的な ものである こと は、 充分に 理解で きる ことで ある- 

十 

ここで 一 言して おきた いのは、 「神 遊び」 という 言葉が かならずしも イザイ ホ ー だけに 使われる もので はない 

という ことで ある。 集団で おどる ことが 「遊び」 であり、 神と 人が 交歓しながら 舞踊す る ことが 「神 遊び」 であ 

る。 すでに 僧 袋 中の 『琉球 神道 記』 に キン マ モンと いう 海神が 出現して 「所所 ノ拝 林 一一 遊 給フ」 と 記され、 そ 

の 海神の 「持物 ハ ルナ リ。 ！^ハ象唄ナリ」 と ある。 袋 中が 琉 球に 渡った の は 慶長八 年 (一六 〇 三) のこと とされ 

ている。 その 頃から、 神が 出現した ときに 神 女た ちが 神 謡 をうた つて 歌舞す るの を 「遊ぶ」 と 称した ことが 推定 

される ので ある。 

『おもろ さう し』 にも 「ゼ^11人の1び」 とか 「遊び 家」 という 言葉が 出て くる。 この 遊び も 神 遊び をす る こと を 

意味して いる。 

この 遊びと いう 言葉 は 現在、 奄 美大 島に も 残って いて、 海の 彼方の 神が 旧 二月 はじめの ミズ ノエ (壬) の = に 

来訪す ると、 それ を 待って いた 神 女た ち は 「ティ チナテ 遊ボ」 (一 つに なって 遊ぼう) という 歌詞の 歌 をうた う。 

神と 一体にな つて 遊ぼうと いう 意味で ある。 このように、 南 島で は 遊びと いえば もっぱら 神 遊びの ことで、 それ 

に は 歌 や おどりが 伴つ ている ので ある。 


日本人の 宇宙観 


«宮 古島 狩 俣の 袓神祭 


一 

『琉球 国 由来 記』 巻 二 〇、 宮 古島の 島中 祭祀 之 事の 条には 「神 遊ノ 由来」 と 題す る 一文が 載って いる。 

昔、 宮 古島の 狩 俣 村の 御嶽の 大城 山に 豊見 赤星テ ダナ フラ真 主と いう 女が 独りで 住んで いた。 ある 夜、 赤 星 は 

若い 男が しのびこん できた 夢 をみ た。 それから 身 ごもって 一男 一女 を 生んだ。 男の子 は 狩 俣の 氏神と なり、 女 は 

山 ノフセ ライ 青 シバノ 真 主と 呼ばれた。 この 娘 は 一 五、 六 歳の 頃に、 髪 を 乱し、 白い 神 衣 を 着て、 コゥッ という 

葛 を 帯に して、 青シパ という 葛 をぐ るぐ るに 巻いて 冠に し、 高 コバの 筋 を 杖に して 右に 突き、 青 シバ葛 を 左手に 

もって、 神 アヤ ゴを 謡い、 自分 は 世の ために 神と なるとい つて、 大城 山に 飛び あがり、 ゆくえ 知れずに なった。 

そこで 狩 侯 村の 女た ち は、 年に一度 ずつ、 大城 山に あつまり、 フセ ライの 祭礼 をお こなう。 それが 次第に 島中に 

ひろがり、 世直し 神 遊びと いって、 村々 の 女た ちが 毎年 一 〇 月から  一二 月まで、 月に 五日ず つ 精進 潔斎 をして、 

山 ノフセ ライの 装束の ようにして、 昼間 は 野 山に とじこもり、 晚 方に は 諸 村の 根 所の 嶽々 にあつ まって、 臼 太鼓 

を するとき のように 立ち よそおい、 神 アヤ ゴ をうたい、 世界 報 を 願って 神 遊び をした —— 。 

『琉球 国 由来 記』 は正徳 三年 (一七 一三) に琉球 国王の 尚 敬の 命に よって 編纂され たもので ある。 したがって それ 

以前に 狩 侯 村の 大城 山で 女た ちの 冬 祭が おこなわれ ていた ことが 分かる。 文中の 豊見 赤星テ ダナ フラ真 主の テダ 

ナフ ラは、 「太陽の 子」 がな まった ものである。 その 娘に あたる 山 ノフセ ライ 青 シバノ 真 主の フセ ライ は、 「妖怪 
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変化- で 大蛇 神 をい い、 青 シバノ 真 主 は 青い 木の葉 を 編んで つくった かぶりもの を かぶった 神 女 を 指す。 この 力 

ぶり もの を カウスと 呼んで いる。 文中に コゥッ と あるの がそれ にあた る。 神 アヤ ゴは 神緣 語で、 狩 侯の 方言で ァ 

1 グと 呼ばれる。 狩 俣で はァ ー グ 衆と 呼ばれる 男た ちが、 語部に 似て 昔々 の 神 歌 を 暗誦して きている。 狩 俣の 夏 

の がお では、 rS 取の 二 ー リ」 と 呼ばれる 神 歌が 二人の ァ ー グ 衆の 音頭で うたわれる。 それ は、 

て だ  ふ あま ぬす 

天の 赤 星よ 太陽の 子 真 主よ 

び  ぬす フン ムィ び  ぬす 

シラテ 山 坐る 主 大 森ん 坐る 主 

山ノ フシ ライよ 青シバ ノ真 主よ 

という 荘重な 言葉で はじまる。 大蛇 神が 狩 侯 村の 祖神 である こと を 告げる シマ 建ての 神 歌で ある。 これ をみ ると 

狩 £ 天 のぎ k がー つの 宇宙であった ことが 知られる。 r 祖 神の 二，' リ」 は 狩 俣の シマを 宇宙と 見立てた 創世 神話 を 

物語つ ている ので ある。 

狩 侯の 集落が 宇宙と して 認識され たという の は、 その 独特な 空間の 配置に よると ころが 大きい。 狩 俣の 集落 は 

三方 を 石垣で めぐらし ている。 明治 三 七 年 (一九 〇 四) 以前に は、 通用門が 三 か 所あって、 村人 はこの 門から 出入 

りして いた。 門の 高さ は 九 尺、 幅 五 尺あった という。 村人 は その外 側に 出て 住む こと を 禁じられ ていた。 狩 の 

戸数 は 昭和 初年に は 二 五八 戸で あると 田 村浩は 記して いるが、 昭和 四 八 年 (一九 七三) でも 二 五 〇 一 尸で、 ほとんど 

増減がない。 ただし 現在で は 石垣の 外に も 人家が 建つ ようになつ ている。 
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集落の 背後 は 大 森と よばれる うっそう とした 原生林が 北西から 東南に よこたわつ ている。 大 森の 後方 は 切り 

たった 崖に なって、 海岸に なだれ 落ちて いる。 大 森の さらに 北西に ィズの 山が ある。 イリの 山と もい い、 そこに 

は、 ィズ (イリ = 西) 御嶽と ァガ (ァ ガリ = 東) 御嶽が ある。 ァ ガウ タキと ィズゥ タキの 中にはぎ カ女サ たちの クモ 

ィザ I  (こもり 座) が ある。 狩 侯で は大 森と その 北西の ィズの 山 を ひっくるめて、 m 化と 呼んで いる。 かって 青 

山の 坤ン腹 スにマ は、 狩 俣の 集落の 根源で ある 草分けの 家が あった、 と 推定され る。 集落 発生の 地な ので、 が；^、 ある 

いは 神の 島と も 呼ばれて いる。 狩 侯の 集落 は 山の 傾斜面から 次第に 前面の 低地に せり 出して いった。 

狩 侯の 冬 祭で ある 袓神 祭に うたわれる 神 謡に は 

根 島から 降りん な シ ラ ス から 降りん な 

この 地に 降りて この 宮 古に 降りて 

という 詩句が くりかえし 出て くる。 集落の 根で ある 根 島と シ ラスと が 対語と して 歌われて いる。 この シ ラス はさ 

きに 掲げた 「祖 神の 二 ー リ」 に 出て くる シラテ 山の ことで ある。 そこではシラテ山と：^^^|が対語として歌ゎ，^て 

いる。 こうして みると ニス マ、 シ ラス (シラ テ)、 フン ムィ はさま ざまな 呼称 を もちながら 同一の 場所 を 指して 

いる ことが わかる。 冒頭に 述べた 『琉球 国 由来 記』 に 狩 侯の 女た ちが 年に一度、 フセ ライの 祭 をした という 大城 

山 も 大森を 指して いる。 大蛇 神の フセ ライ は 狩 侯の 祖神 であるが、 それ を 先祖と する 家す じが 大城 ムト である。 

袓神祭 は 毎年 旧の 一 〇 月から 一 二月まで 大城 ムトを 中心に おこなわれ、 神 女た ち は その 間数 日ず つ、 五 回に わ 

たって、 ィズゥ タキ、 ァ ガウ タキで 山 ごもり をす る。 山 ごもり を 終えた 神 女 は、 西のお 一  1^、 大城 ムト、 前の 家元 

の 庭で 円陣 をつ くって、 フサと 呼ばれる 神 謡 をうた う。 神 女た ちが 神 山 を 降りて、 まず はじめに 西の ill^ の 庭 こ 
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やってく るの を 「ミヤ ー ク にくる」 と 言って いる。 そこで 神事 をお こなう 場所 を ミヤ ー クと 呼んだ ことが わ 力る 

ミヤ は 庭で あり、 祭事 をい となむ 場所で ある こと は、 すでに イザイ ホ ー の 説明の なかで 述べた。 ミヤ ー クは ミヤ 

コ であり、 コは 場所 を あらわす 言葉と 推定され る。 それが ミヤ ー ク といえば、 やがて 狩 俣の 集落 を 指す ように 拡 

大した。 さらに また 現世 (明ら 世) という 意味 も 帯びる ようになった。 

狩 俣の 人た ち は、 死ぬ と 集落 をと りかこむ 石垣の 外の パイ ヌスマ (南の 島) に 葬られた。 そこ は 集落の 南に あ 

たる 海に 面した さびしい 原野で、 岩山の 中腹 を くりぬいた 墓が つくられ ている。 

こうして 狩 侯で は 三 通りの 空間が 配置され る。 第一 は フン ムィ、 シ ラス、 ニス マ、 青山な ど さまざまな 呼称 を 

もつ 聖 なる 空間で ある。 第二 はシ マ、 ミヤ ー ク などと 呼ばれる 世俗的な 生活空間 である。 第三 は パイ ヌス マと 呼 

ばれて いる 死者の 葬られる 穢れた 空間で ある。 この 三つに 分けられた 空間 を ハレ、 ケ、 ケ ガレの 世界と みなす こ 

とがで きょう。 

これ はまた 色彩に も 関わりの ある 空間 構成で ある。 祖神 祭のと き、 山 ごもり する 神 女た ち は、 むこぅに^^白ぃ 

壁の ある 世界が 開けて くる ことがある という。 また 白い 馬が 見えたり、 白い 着物の 老人が 現われた りする こと も 

あると いう。 昼間で もうつ そうと 茂った フン ムィの 中に 展開す る 白い 空間が シ ラスで ある。 それに 対して ミヤ— 

クは 明ら 世 (現世) を 意味す るが ゆえに、 赤の 色に 象徴され、 パイ ヌスマ は 稳れた 空間で、 死の 色に ふさわしい 

黒色が あてられる。 

(9) 

本 永 清 は 「三分 観の 一考 察」 と 題す る 論文の 中で、 このように 白、 赤、 黒に 分けて 考えられる 横の £h にが あり、 

また それに 対して 縦の 空間が あると いう。 

狩 侯の 村人 は 縦の 空間 を テン ャ (天 屋) • ウイ ャ (上屋) • ナ カズ マ (中島) •  二 ズャ、 カニャの 三界に 区分し 

ている。 テン ャ、 ウイ ャは忖 の 北西に ある 丘陵の 聖 なる 森と 同一視され るば あいが 少なくない。 神 女た ちが こも 
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り 座の ある ィズ の 山に の ほる こと を 一 テン ャ へいく」 と 表現す る。 ナカ ズマ は 真中に ある 集落で ある ミヤ— クに 

あてられる。 また 二 ズャ、 カニャ は 二 ライカ ナイの ことで あるが、 宮古 では 二 ズャは 死者の いく 世界 を 指す。 狩 

侯の 人た ち は、 人の 死ぬ こと を 「二 ズャの カナ ャド (鉄の 門扉) を 開く」 といい、 さらに r パ ィヌス マへ いく」 

ともいう。 このように 天上 • 地上 • 地下 を 縦に 三つに 区分す る 言葉が、 横の 空間と 対応す る。 また 空間の 展開が 

時間の 継起に 転換す る。 そして その 逆 も 起り 得る。 狩 侯の 空間 は 神の 住む 国、 人間の 住む 世界、 死者の いく 場所 

を 包含す る。 それ は 過去 世 • 現世 • 未来 世 も 意味して いる。 そのよう に 設定され た 空間の 明確な 配置 は、 狩 俣が 

一 つの 宇宙であった こと を 推測させる のに 充分で ある。 この こと を さらに 祖神 祭の 中で みて みる ことにする。 

三  . 

本 永 清に よると、 祖神 祭の 五 回に わたる 神 ごもり のうち、 四 回 は ニス マと ミヤ ー ク との 間で おこなわれ るが、 

異例と 思われる の は 三回 目の マ ト ガヤと 称する 祭で、 そのと き だけ は ミヤ ー クとパ ィヌス マとの 関係に おきかえ 

られ る。 この 祭 は 集落に つく 悪霊 を祓ぅ 儀式で あるが、 そのと き 「多 良間大 司の フサ」 という 神 謡 をうた う。 多 

良 間 ゥプッ カサは 船に 乗って 沖 繮の中 山に のぼり、 旅 をした。 その 帰途、 船 子た ち は、 多 良 間 ゥプッ カサの 美し 

さに 迷わされ、 彼女 を 汚した。 そのため か 船 は 伊良部 島の 近くで 大波 を かぶって 沈んで しまった。 多 良 間 ゥプッ 

カサの 遺体 は 狩 俣の 西 浜の ァカグ 浜と いう 場所に 流れ着いた。 これ を 土地の人が 発見して、 厚く 葬って やった。 

その 墓 は 北の方に 向いて いる 11 。 

マト ガヤ 祭のと き、 山 ごもり をした 神 女た ち は、 狩 侯の 集落の 背後の 丘に ある 天道 地と 呼ばれる ところの 石の 

上に 立ち並んで、 南西の 方に 向かい、 神 歌 をうた つて 身体 を 左右に 揺り動かす。 これ を 「な ゆり」 と 称して いる 

が、 それに 和して 多 良 間 ゥプッ カサも 死者の 国から その 姿 を 現わして 東北の 方 を 向き、 神 女た ちの 動^に 合わせ 


て 腰 を ゆすり、 「な ゆり」 を するとい われて いる。 それ は 多 良 間 ゥプッ 力 サが袓 神 祭の 神 女た ちの 仲間入り をし 

たいが ためとい われて いる。 この 多 良 間 ゥプッ カサの 亡霊の たち 現われる ところが パ ィヌス マ である。 

こうした 昼間の 唱和 だけで はなく、 夜中に は 死霊 を 追 払うた めの 壮絶な 神 女 たちのた たかいが おこなわれ ると 

のこと である。 パイ ヌス マの 死霊が 侵入す るの を 防ぐ ために、 神 女た ちの あつまる 大城 ムトの 庭の 入口に は、 木 

の 葉に 神酒 をたら した もの をた くさん 並べて おく。 それ は 死霊 を もてなし、 祭祀 をお こなう 庭に 侵入して こない 

ようにす るた めの 供物な ので ある。 

本 永に よると、 パイ ヌス マに 対する 行事 は 牛馬の 厄払いと か 虫 払いであって、 このと き は 死霊に 対しての たた 

かいとして 牛 や 豚の 肉 を 食べる という。 袓神 祭の マト ガヤ 祭のと きも 牛の 肉 を 食べる。 ところが 根 島に 対する 行 

事で ある 祖神祭 や 麦の 豊年 祭の ときには 肉類 を 川 

いない。 パイ ヌスマ の 神 は 二 ッジャ 力 ニドヌ (金 

殿) と 多 良 間ゥプ ッカサ であり、 それに 仕える の 

はすで に 死んだ 神 女と 民間の 巫女た ちで ある。 ュ 

図 

タ は 神の 住む 二 ス マと は 関わり を もつ こと はでき 

略 

ない。 ニス マの 神 は アサ テダ (父なる 太陽)， ゥ 

侯 

マテ ダ (母なる 太陽)、 ャ マノ フシ ライな どの 狩 

侯の 創始 神で ある。 

狩 侯の 空間が 三分され た 配^で ある こと は祖神 
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祭の 構成に も 大きく 関わり を もっている。 しかし 三分 制が 最初から 存在した わけで はない と 私 はおもう。 神 女た 

ちの こもる イリの 山ゃ大 森に は 古い 墓が 点々 と ある。 その 背後の 崖 下の 岩 陰に も 人骨が 納められて いると いわれ 

る。 そこ を 青山と 呼んだ の は、 祖先の 骨の 埋まった ところ だからで はない かと 考えられる。 狩 侯の 神 謡に 「青山 

に 渡ろう、 古山に 渡ろう」 と 対句に なって うたわれて いるが、 南 島で は 死者 を 葬る 島 を 「青の 島」 と 呼ぶ ので あ 

る。 

これにた いして パイ ヌスマ はどう か。 虫 払いのと き は、 南 島で は どこでも 害虫 を 海の むこうの 二 ライカ ナイに 

流す の だが、 狩 侯で は パイ ヌス マに 向って、 その 行事 をお こなう。 こうして みれば、 パイ ヌスマ は 二 ライカ ナイ 

と同じように 見られる 一面 を そなえて いる。 仲 松弥秀 から 聞いた 話で は、 琉 球で は祖霊 を祀る 御嶽の ほかに 漂着 

者 を祀る 御嶽が あって、 それ は 二 ライカ ナイの 神と 考えられ ている という。 とすれば 狩 俣のば あい も、 ニス. マ、 

シ ラ ス は袓 霊の 神 を祀る 御嶽で あり、 パイ ヌスマ は 二 ライからの 漂着 神 を祀る 場所で あると みなす ことができよ 

う。 多 良 間ゥプ ッカサ もそう した 漂着 死体であった ために、 大切に 葬られた とも 考えられる。 

こうした ことから、 もともと 狩 俣の 空間 は、 生者の 世界と 死者 = 神の 世界との 二つの 世界に 分かれて いたと 考 

えられる。 ニス マ、 シ ラス は 青山に ふくまれる。 つまり そこで は 白と 青と が 重なり あい、 同居して いる。 白 は 生、 

青 は 死の 表象で あるから、 そこ は 死者 = 神の 世界だった わけで ある。 それが 三分され たの は 後の ことで あり、 死 

穢の 観念 や 死霊に たいする 恐怖が ニス マ、 シ ラスと 分離した 二 ッジャ (二 ズャ )、 力 ナヤ、 または パイ ヌス マと 

いう 他界 を 必要と したので はない か。 パイ ヌス マと いう 言葉 は宮 古、 八重 山で ひろく 使われて いるが、 かならず 

しも 死者の 住む 世界で はなく、 むしろ、 はるかな 神の 島 を 想定す る 言葉で ある。 それが 狩 侯で 死霊の 国と して 限 

定 されて いったの は、 一 つ は 外敵の 侵入 を 強く 警戒して 石垣 をめ ぐらす という 集落 構造に 関わる ところが 大きい 

と考えられる。 狩 侯の 東方 ニキ ロメ ー トルに ある 島 尻 元 島 も、 かって は外寇 をお それ、 集落 は 石垣 をめ ぐらして、 


人々 は 一 か 所の 門から 出入りした。 

五 

このように 狩 侯で も、 もともと 祖 霊の 住む 世界と 村人の 居住地 域と に 二分され ていたが、 さらに 穢れた 死霊の 

国 を 含めて 三分され た 空間 を 想定す る ことにな つ た。 この 空間 を 舞台と して 祖神 祭が 構成され るよう になる と、 

祭の 中に 祖 神と 死霊との 攻防の 儀式が 導入され た。 その 葛藤の 儀礼が 神事に 劇的な 効果 を もたらし たこと は 否定 

できない。 

この 祖神 祭で は 第二 回目に ィ ダス カンの 行事 をお こなう。 新しい 祖神 (ミ ィゥャ ガン) を 選び出す という 意味 

である。 夜の 一 〇 時 頃に ァ ガウ タキ を 降り、 集落に 出た 神 女た ち は、 内定して ある ミィ ゥャ ガン を 家から 速れ 去 

つてい く。 それ は 一種の 神 かくしで、 その 家族 や 親戚が タイ マツ を 手に して 夜の 大森 をく まなく 探し 求める。 ミ 

ィゥャ ガン は 祭が 終る まで、 秘密の 小屋に かくれて いて、 祭の 終了後 家族に 見つけられて 山 を 降りる。 この ミィ 

ゥャ ガン は 次の 祖神 祭から 参加 を 許されて、 祖神 となる。 三回 目の マト ガヤの 行事が パイ ヌス マの 死霊との 厳し 

い 対決 を 表現して いるのに 対して、 第二 回目の ィ ダス カン は ニス マ、 シ ラスの 神と ミヤ ー クに 住む 人 問との 緊張 

を 極点に 高めた 行事で ある。 五 回に わたる 祖神祭 は 第一 一回 目と 第三 回目に このような 危機の 場面 を あらかじめ 設 

性 定 している。 それ を 克服す る 儀礼 をと おして、 祭 は 進行す る。 まさに、 すぐれた 演劇的 構成と いわねば ならない 

i 祖神 祭のと き、 祖 神に 扮 する 神 女た ち は、 青い 木の葉 を 巻いて 編んだ 大きな 冠 を 頭に いただき、 杖 をつ き、 は 

^ だしの まま、 数 時間 も 神 謡の フサ をうた う。 その 木の葉の 冠 は 大蛇が とぐ ろ を 巻いて いる さま を あらわす ものと 

I されて いる。 狩 侯の 祖 神が 大蛇との 間に 生まれた 子であった こと を 思えば 当然で あるが、 それ を 力 ふった 树 女の 

3 うたう 神韻 は 暗く 重い。 宮 古島に は 首 里の 文化 は ほとんど 伝えられなかった。 その 宮 古島の なかで も 狩 俣 は 隔絶 
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していた。 それ にもかかわらず、 狩 侯に は 村の 創世記で ある シマ 建ての 神話が つくられ、 孤立した 宇宙に 聖. 

俗. 穢の 三分され た 時間と 空間が 構成され た。 イザイ ホ ー の 洗練 さから ほど 遠く、 華やかで ない 祖神 祭が、 たし 

かな 演劇的 構成 を もち 得て いるの は、 明確な 時間と 空間 を 強く 意識して いるから である。 

11! 自然と の 交感 —— 湯 立 神楽 


1 

南 島の 「神 遊び」 に 演劇の 萌芽が みとめられる ように、 古代 日本で も 「遊び」 の 中に 芸能の 起源 をみ とめる こ 

とがで きる。 

『魏 志』 倭人 伝に は 人が 死ぬ と、 喪主 は哭 泣す るが、 他人 は 死者の かたわらで 歌舞 飲酒す ると 記されて いる。 こ 

れは 言うまでもなく、 死者の 復活 を 願う 行為で、 そのために あたかも 死者が 生きて いるかの ように ふるまつ たの 

である。 また 『古事記』 に は 天 若 日子が 死んだ とき、 喪屋 をつ くって 「日 八日 夜 八 夜 を 遊びき」 と あるが、 この 

遊び も 死者が 復活す る こと を 求めての 歌舞で あつたに 相違ない。 だから こそ、 アジ シキ タカ ヒ コネが 吊 問に おと 

ずれた とき、 その 容貌が よく 似て いたので 天 若 日子の 父と 妻 は 死者が 生き返って きたと 思い まちがえ たので ある- 

と ころで、  天 若 日子の 近親者 や 友人た ちが、 八日 間 歌舞した ときに、 さまざまな 鳥に 扮 して 物真似 を 演じた。 

『古事記』 によると、 趣向 を 凝らして、 河 雁 をき さり 持、 鷺を掃 持、 翠鳥を 御 食 人、 雀を碓 女、 維を哭 女と いう 

ふうに、 それぞれ 役柄 を 定めた、 と あるから、 たとえば 雀に 扮し たもの は、 臼 をつ くような 動作 をし、 雉の 役 を 
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する もの は その 啼声を 出して 飛び まわったり しながら、 鳥の 真似 をして 歌ったり、 舞ったり したと 想像され る。 

土 居 光知 は 『文学 序説』 の 中で、 こうした 記述 を 踏まえて、 殯宮で 死者の 復活 を 願う 歌舞が 日本の 演劇の 起源 

ではない かと 言って いる。 事実、 殯宮で 歌舞した 例 は、 『日本書紀』 の 中で、 允恭 天皇 四 二 年、 天武 天皇の 朱 鳥 

元年 (六 八 六) などに あり、 持統 天皇の 二 年 (六 八 八) 一 一月に は、 殯宮で 梔節舞 をた てまつつ たと ある。 栀節舞 は、 

よろい を 着て 刀 ゃ楣を もって 舞う 舞で ある。 土橋 寛に よると、 楣節舞 は 殯宮に 奉仕す る 遊 部の 管掌 者であった 土 

師 氏と 文忌寸 氏の 一 一氏に よ つ て 奏せられ たという。 

遊 部 は 天皇の 殯宮に 奉仕し、 食物 を ささげたり、 刀 や 戈 を 背負って 邪 霊 を 退ける 役目の 者 を 言う ので あるが、 

この 遊 部と いう 名称 も、 かって 歌舞 を もつ て 殯宮に 奉仕した ことから 起った と 推定され るので ある。 

土 居 はまた、 『日本書紀』 に アマ テラスが 天 石窟に 入って 磐 戸を閉 して 幽 つたと き、 援女 君の 遠祖の 天 鈿女命 

が 手に 茅 纏の 稍 を 持ち、 天石窟 戸の 前に 立た して、 巧に 俳優 をした、 と ある 一 条を、 死者の 霊 をよ び 返そうと す 

る 殯宮の 歌舞と 対比しながら、 両者の 共通 性 を 指摘して いる。 すなわち、 わざ を もって、 アマ テラスの 神霊 を 招 

ぐ 所作に 俳優の 起源 を 発見す るので ある。 俳優と いう 語 は 『日本書紀』 では 山 幸 彦 • 海 幸 彦の条 にも 見える。 

海 幸彦が 「著犢 鼻して、 赭を 以て 掌 に 塗り、 面に 塗りて、 その 弟に 告 して 曰 さく 『吾、 身 を 汚す こと 此の 如 

ひたぶ る いまし わざお きひと  ふ  くるし  かたち なら 

し。 永に 汝の俳 優 たらむ』 とまう す。 乃ち 足 を 挙げて 踏 行み て、 其の 溺苦 びし 状 を 学 ふ」 と ある。 これ は.^ 人 

の 歌舞の 様子 を 描写した ものであるが、 隼 人のば あい は 服属 儀礼と しての 歌舞であって、 さきの 天鈿女 命の 所作 

と は 目的 を 異にして いる。 

大同 二 年 (八 〇 七) に 斎部 広 成が 著述した 『古語 拾遺』 に は r 猨女君 氏、 神楽の 事に 供へ」 と あり、 また 「凡そ 

たまし ずめ  あと  ^ 

鎮魂の 儀 は 天鈿女 命の 遺趾 なり」 とも ある。 つまり 鎮魂祭の 儀式に 猿 女 君が 必ず 加わる の は、 その 机の 天 鈾女命 

が、 天 石窟の 段で アマ テラスの 鎮魂の ために 神楽 を 奏した 由縁に よる、 というの である。 
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みず 力き  みよ  ささ 

神楽 歌の 一 つに r 瑞 垣の 神の 御代より 擦の 葉 を 手ぶ さと 取りて 遊びけ らし も」 というの が ある。 天鈿 

女 命が 天 石窟の 前で、 天 香 山の 小 竹 葉 を 手 草に 結って 神が かりした 故事 を 念頭に 置いて うたった ものである。 こ 

こに 「遊びけ らし も」 という 語が 出て くる。 

二 

さて、 臼田甚 五郎 は 「神 遊びと 神楽」 について、 次のように 解説して いる。 

「万葉集の 時代の 中で、 神楽 そのもの を 『かぐら』 と 称した かどう か は 明らかで ない。 『神楽』 を 『かぐら』 

と訓 むこと に 固定す る 以前 は 『かみあ そび』 という 呼称が 行なわれて いたらし い」 

このように みれば、 神楽と いうの も、 もともと は 神 遊びであって、 それ はとり も 直さず 神と 人間の 交遊、 交歓 

であった こと を 知る ので ある。 

よお もて 

たとえば、 信 州 下 伊那 郡 南 信 濃 村 南西 部の 旧村で ある 遠山 谷の 霜月 祭の ときには、 四面と いって 水の 王、 土の 

王、 木の 王、 火の 王の 四つの 天狗 面 をつ けた 若者が 夜 ふけに 登場し、 たす きを かけ、 袴 を 股 立ちに とり、 両手 を 

大きく 左右に まわし、 足 を 左右に 踏みながら 釜の まわり を 歩き、 煮えた ぎった 湯の 中に 素手 をつつ こみ、 その 湯 

を 見物人に かける。 あつい 湯玉 を かけられ るので、 群衆 はせ まい 堂の 中 を 右往左往しながら も、 お 互いに 「ョ ー 

セ、 ョ ー セ」 と はやした てる。 面 を かぶった 者 は、 四方 を 激しく とびまわり、 興奮して 群衆の 中に とびこんだり 

する。 しかし、 湯が かかる と 御利益が あると いって よろこぶ もの も ある。 

三 隅 治 雄に よると、 旧の 霜月 (一 一月) は 冬至の 頃で、 人間の 生命力が いちばん 弱る ときな ので、 それ を とりも 

どす ために、 神 を 招きよ せる という 法の 一翼 を 担う ものが 神楽で あると いう。 信 州 遠山 谷の 霜月 祭で おこなわ 

れる湯 立 神楽 も それで、 釜に 煮え立た せた 湯 を、 招待した 神に 献じ、 その 神の いぶきの かかった 湯 を 人々 に 浴び 
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せる と、 人々 の 弱まった 魂 は 神霊の 付与に よって、 力強く、 新しい ものに 再生 するとい い 伝えて きた、 とレぅ 

こうして みれば、 面 を かぶった 役と 参詣人と が、 ぐらぐらと たぎる 湯 釜 をす えた かまどの 周囲で 押し合い へし 

合いす るの も、 たんなる 馬鹿騒ぎで なく、 魂 を 活気 づけよう とする ための ものである。 そこに 神 遊びと しての 神 

楽の 深く 厳粛な 意味が あるので ある。 

遠山 祭で は、 神 太夫と 姥の 面が 出て くる 場面 も ある。 猿田彦 命と 天鈿女 命に 扮 したと いうが、 俗に 「しょん ベ 

んじ いさ」 「しょんべんば あさ」 といわれる。 まず 神 太夫が 素 襖 烏帽子の 姿に 剣 を 帯し、 湯 木 を 持って 神前から 

出て くると、 女装して 小 笹の束 を もった 姥が、 神 太夫の 周りに 群衆 を 近づけまい として 警戒しながら 出て くる。 

群衆 はから かって、 神 太夫の 袖 を 引く。 すると 姥は 大いに 怒って、 その 者 を 手に 持った 笹で なぐる。 群衆 は 「ば 

あさ、 ば あさ、 しょんべんば あさ」 と 呼ばわりながら、 追い かけたり、 逃げ まわった りして さわぐ。 そこに 宮仕 

えの 禰宜が 出て きて 神 太夫 をと め、 ここ を 通す こと はならぬ という。 神 太夫と 姥 は禰宜 とやり とりの あげく、 問 

答に 負けた 形で、 すごすごと 引き返し ていく。 問答の 間、 見物人 は 「そり やだま される」 などと はやした てる。 

滑稽 さ、 猥雑 さも また 神事 芸能の 一要素で ある ことが 諸氏に よって 指摘され ている が、 それ は 遠山 祭に も あて は 

まる ものである。 

三 

さらに この 祭に は 劇的な 要素 も 欠けて はいない。 遠山の 霜月 祭 は 「死霊 まつり」 とか 「遠山 様 まつり」 と 呼ば 

れ ている が、 それ は 非業の死 をと げた 遠山 土 佐 守の 一 族の 霊 をと むらう という 伝承が あるから である。 

口碑に よると、 遠山の 領主の 土 佐 守 は、 領内の 農民から 苛酷な 税を とりたてた。 二 升 四 合 や 二 升 五合 も 入る 桝 

を こしらえて、 これ を 一升と して 農民から 雑穀 を 年貢に とった という。 桝の 大きさ はいろ いろで、 一升 二 合の 桝 
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を 一升と したと いう 伝え も あるが いずれにしても その あくどい 収奪が 農民の うらみ を 買い、 遠山 土 佐 守 は ある 

とき 山道で 待 伏せして いた 農民の ために、 惨殺され た。 ところが 遠山 一族が 滅亡した あと、 三年 間 も 飢饉が 続い 

たり 疫病が はやったり したので、 その 怨霊 を しずめる ために 祭 をお こなうよう になった とされて いる。 『南 信 濃 

村史 遠山』 によれば、 お 家 騒動に 関連して か、 暴政に 対する 一揆な のか はっきりして いないが、 ともかくも 元 

和 年間 (一六 一 五 —  二 四) に 遠山に 百姓 一 撲 があった こと は 確かの ようで ある。 遠山 一 族が 暴政の ために 土民に 殺 

された という 伝承 はこの 地に ながく 残った。 遠山 一族の 霊 を なぐさめる ために 神社 をた て、 それ はやが て 木 沢に 

ある 正 八幡 社に 合祀され た。 この 神社 は 江戸時代に は 遠山 六 か 村の 総 鎮守と して 栄えた という。 

こうした ことから 霜月 祭に も 遠山 土 佐 守 以下 八 人の 遠山 一 族の 人々 を かたど つ たと 伝承され る 八 社の 神 面が 登 

場す る。 いずれも 陰う つな 感じの する 面で、 その 無表情で 静かな 動きが、 霜月 祭の 行事の 流れの 中で は 異様な 雰 

囲 気 を かもし 出す。 横暴な 領主 を 殺した という ことで 罪の 意識に かり 立てられる というの は 奇妙 だが、 そこに は 

死霊の 祟り をお それる 日本人 古来の 意識が 流れて いるので ある。 ともかくも、 この 遠山 氏と いう 歴史的な 悲劇の 

人物 を 登場させる ことで、 霜月 祭 は 劇的 効果が 強められ ている。 

しかし 三 隅 治 雄が 指摘して いるよう に、 遠山の 霜月 祭 は 伊勢方 面から 伝来した 湯 立 神楽の 系統に、 遠山 氏の 怨 

霊 を しずめる 儀式 を あとから 加えた ものと する のが 妥当であろう。 

四 

神 遊び は 神と 人間の 交歓で あるが、 遠山の 霜月 祭 は、 それに 自然界の 動物 や 精霊まで が 加わって いると ころに 

特徴が ある。 

そこで おこなわれる 「鎮めの 湯」 の 行事で は、 「きわめて 静かに、 舞のと きも 足から はなさず、 鈴の 音 も 殺し 
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て 舞う。 乎ぶ の も 神の 名 だけでなく、 釈迦牟尼 仏から はじめて 仏の 名 を 呼び、 動物 • 植物 • 鉱物 世界の 人類 

父方 母方 先祖、 書物、 機械、 農具、 その 森羅万象 を 呼び 鎮魂 慰霊 をす る 湯 立て、 一名 仏の 湯と もい われる」 と 岡 

井 一郎 は 述べて い (s*。 そのと きに 唱える 呪 詞のー つに 「蝶 類の こらず はう 虫の こらず お湯 召せ」 という 言葉 

が ある。 また 「鎮めの 湯」 の 最後に、 「しずか なれ しずか なれ 精 しずか なれ 深山の 百 千の 精 もしず かな 

れ」 と 山の 精霊に むかって、 おごそかな 呪文 を 発する。 この あと、 稲荷 面と 呼ばれる 狐の面 を かぶり、 赤い 上衣 

に、 もも 引き を はき、 尾 を 腰から たらした 者が、 鈴と 扇 を もって 舞う 場面 も ある。 狼 を 御 神体と する 山 住さ ま、 

つまり 山の 神 も 登場す る。 このように 霜月 祭 は 神と 人間と 自然の 生物、 そして 精霊まで もの 交流の 場と なって い 

る。 そこで はも はや 古代の 神が かりした 巫女が 神霊 を 招きよ せ、 みずから も 神が かりして 神人 合一 を はかる とい 

う 「神 遊び」 の もつ 呢縛性 は みられない。 そのかわり、 森羅万象にまで 解放され た 人間の 精神の 発露 をみ る こと 

がで きる。 霜月 祭の おこなわれる 場所 は 神社の 狭い 拝殿で あるが、 宇宙の すべての 存在が 神で あり、 神 は これら 

一切と 同一で あると する 汎神論 的な 感覚 や 感情が 奔流し、 渦 を まく。 そこに は 宇宙 を 舞台と した 演劇の 可能性が 

みとめられ ると 言 つ て もさし つかえな いので ある。 
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： 生き神と しての 王 


阿蘇 一 の宮の 大宮司 家 は 阿蘇 国 造の 血統 を 連綿と 引く 家柄で あるが、 その 阿蘇 家に は、 江戸時代の 画家 狩 野 守 

供の 筆になる 阿蘇 下野の 狩の 屛風 絵が 所蔵され ている。 この 絵 を 見る と、 大宮司が 青 赤 白の 三色の 幣を 立てて、 

むかば き 姿で 馬に のり、 弓に 矢 をつ がえ て 鹿 を 射る 光景が 描かれて いる。 また 狩 撒に 出かける 大宮司 は 白馬に ま 

たがり、 従者の 手で 大きな 傘 を さしかけられ ている。 白馬と いい、 大きな 傘と いい、 神の 出現のと きに 不可欠な 

道具で ある。 千 葉 徳爾は 『狩狱 伝承 研究』 の 中で 大宮司が 白幣を 身に 指し、 みずから 馬 を 乗り まわして 多くの 

を 射. 1^ るかつ こうは 神が 狩 をお こなう 楽しみ を あらわして いると 解して いる。 すなわち、 そこで は 阿蘇 国 造の 血 
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すじ をり く 大宮司 は 神で あり、 宗教 的な 権威と 在 地 豪族と しての 政治的 権力 を 一身に 兼ね備え ていた。 この 屏風 

絵の 舞台と なる 下野 は 阿蘇 一 の宮の ある 宮 地から 南西 二 里ば かりのと ころに ある 狩 場で、 そこでい？ J なわれ る 巻 

狩に は 三千 人が 動員され たと 伝えられ ている。 『肥 後 国 誌』 に は 「毎年 旧 二月の 卯の 日に、 大宮司 や 権 大宮司な 

どの 神官が、 おのおの 風 折 烏帽子、 狩 衣に、 夏の 鹿皮で つくった むかば き 姿で、 腰に 幣帛 を 指し、 白木の 弓 や 白 

羽の 矢で 猪 鹿 を 射 取り、 神前に 供えた」 と ある。 この 壮大な 行事 も 天 正 九 年 (一 五八 一) ごろから 大宮司 家の 神領 

が 減って 退転して しま つ た。 

しかし この 巻 狩 は 鎌倉時代の はじめから 世に 知られて いた。 源 頼 朝 は 梶原景 時 をつ かわして この 阿蘇 下野の 狩 

の 故実 を まなばせ、 富 土の 巻 狩の 手本に したと 伝えられ、 阿蘇の 宮 地に は、 梶原 屋敷の あとが ある。 建 久四年 

(一 一九 三) に おこなわれた 富士の 裾野の 巻 狩 は 空前絶後の 大規模な ものであった。 

こうした 巻 狩の 伝承 は 信 州の 霧ケ 峰の 一 隅に ある 御射山で おこなわれた 祭に も 見られた。 r 誕訪大 明 神 絵 (1^ 

によると、 御射山の 御 狩 神事 は 七月 二 六日から 三 〇 日まで 五日 間に わたって おこなわれる。 その 祭の 最初の 日に 

は、 顯訪の 上 社の 神官で ある 大 祝が 居 館 を 出て お供 を ひきつれ、 きらびやかな 騎馬の 行列で 御射山に むかう。 こ 

のとき 大祝 は穀の 葉の 藍摺に 鷹の 羽の 篦矢を 負い、 菅笠 を かぶり、 菅の iHi を 着用して いる。 この 姿 は 顯訪明 神 

の 垂迹の 姿と されて いる。 大祝は 山 宮の石 祠に榊 を ささげて 祈った のち、 狩 場に 出発す る。 数百 騎が 丈な す 草 を 

かき 分けて 走り まわり、 弓矢 を 放つ の だが、 狩が おわる と、 御贄と 神楽 をた てまつつ て 神に 感謝す る。 この 御 射 

山 祭 は 巻 狩の 行事 を 宗教 行事と して 義 

化 I たもの である 

「爾訪 大明神 絵詞」 によると、 下社大 祝の 金 剌盛澄 は、 寿 永 二 年 (一 一八 三) 夏の 頃 木 曾 義仲を 助けて 京都に 攻め 

上り、 越 中国 阿努 まで 従軍した が、 御射山 神事に 奉仕す るた めに 識訪に 帰国した。 重大な 運命 を 賭けた 戦陣 を は 

ずして 帰国せ ざる を 得なかった の は、 御射山 祭に 大祝を 欠く ことができなかった ためで ある。 これによ つて 御 射 
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山 祭の 重要性と 平安 末期の 雜 訪の大 祝の 土 豪ぶ りが 推察で きる。  、 

この 爾訪大 祝の 家系 はもと をた だせば 阿蘇 国 造に つながる とされて いる。 『古事記』 では、 神 八 井耳 命 を祖と 

する 阿蘇 君と ml? 国 造 は i 氏と 同族 関係に ある。 誠訪下 社の 大 祝の 金 刺 氏 は 信 濃 国 造の 血縁で あるが、 『三代 実 

録』 の 貞観五 年 (八 六 三) の条 では、 信 濃 国雜訪 郡の 金 刺 舎人貞 長が 太 朝臣 姓 を 賜って いる。 多 (太) 氏が 科 野 国 

造と 同族で あり、 科 野 国 造と 阿蘇 国 造が 同族で ある こと は、 多 氏に 関係が あると 見られる 生 島 足 島 神社の ある 信 

農 国 小 県 郡に、 『和名 抄』 記載の 安宗 (安 曾) 郷が ある ことで 分かる。 これまで 見た ように、 阿蘇 神社の 大宮司、 

また 爾訪 神社の 大 祝の 奉 斎す る 神 は、 狩^ 時代の 族長の 面影 を 彷彿させる 狩狱に 関係の 深い 神であった。 

戴訪 神社の 大祝は 神に 仕える と 同時に、 みずからが 生き神であった。 「難 訪大明 神 絵詞」 に は 「われに おいて 

鉢な し、 ^ が もって 体と なす」 という 神勅が 記されて いるが、 大祝は 爾訪明 神の 正体と 称して 人び との 尊崇 を受 

けた。 江戸時代 初期の 「上 社 社 例 記」 に は 

：リ  かえでの やしろ  やまばと  かりぎぬ  さしぬき つ  ：、 ，、 - r- , 

「妓に 因て 大祝 代々 神職 相続の 時、 鶏冠 社に 於て、 山鳩 色の 狩 衣 及 紫の 指貫 を 著け 明 神の 正体と 称す S の 

鹿皮の m ねに 座し、 &穢の 服 を 受けず、 故に 住宅 を 以て 神殿と 号す、 又 蒙訪郡 外に 出で ず、 自然 職 中卒 去 すれば、 

す i ち 神前に 移し、 明かず の 門より 之 を 出す、 此に 到って 卒去 を 露顕す」 

こうどの 

と ある。 露顕と は 世間に 広く 知らせる ことで ある。 上社大 祝の 住宅 は、 前宮 にあって、 神殿と 呼ばれた。 敷地 は 

三 一六 四 坪 も あり、 その まわりに は 築地 塀 をめ ぐらし、 その 正門 を大 御門と 呼んだ。 その 中の 神殿に 住む 大祝 は- 

平素は 夏の 鹿皮の 上に 坐って いた。 また 上 社大祝 は難訪 郡の 外に は 出て はならない という きびしい 禁制が あった _ 

彼よ. 親戚が 死んでも 死穢は 受けず、 忌服に したがわなかった。 大祝 がなくなる と、 その 死骸 は 神前に 移し、 明か 
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すの S1 力ら こつ そり これ を はこび 出して、 その あとで 世間に 披露す る やり方 をと つ た。 

大 祝になる の は、 八 歳の 童 男であった。 この 童 男 は 即位式に 先立って ニニ 日間、 厳重な 潔斎 をお こなった。 こ 

れを御 清 器 初の 儀と 言う。 それが おわる と、 大 祝の 居 館で ある 神殿の 西方に あたる 鶴 冠 社に おもむく。 そこ は 柊 

の宮 とか 楓の宮 とも 呼ばれて いると ころで、 柊の 樹の 下に 大きな 石が 置いて ある。 柊の 樹は 神の 依 代で ある。 そ 

れ をった わって 神 は 大きな 石の 上に 降りる。 八 歳の 童 男が その 石の 上に 立つ と、 神 長官が その 童 男に 山鳩 色の 装 

束 をつ けさせ、 秘法で ある 即位の 法 言 をさず ける。 山鳩 色の 装束 は、 天皇が 平素 着て いる 服と おなじで、 神 衣で 

ある。 そこで 童 男 は識訪 神の 御正 鉢と みなされ、 大 祝の 即位の 式 を 終える。 新しい 大祝 はやが て 上 社に むかい、 

宝殿 を 開いて 七 度の 拝礼 をな し、 前宮の 神殿に かえる。 前宮 では 宝物 をお さめた m ぎ で 申立て をす る。 内 御 

玉 殿 はもと もと 御霊 殿であろう。 こうして 大祝は 生き神と なる ので あ (；： ^尸 

神主が 生き神と して とりあつかわれた 例 は、 伊予 一 の宮 である 三 島 社の 大祝 職に も 見られる。 三 島 安 精に よる 

と、 三 島 大祝家 所蔵の 古文書の 中に、 大祝 安顕が 書きし るした 記録が のこされ ている。 大祝 安顕 は、 後醍醐 天皇 

の延 元元 年 ( 一 三 三 六) に大祝 職に 補任され、 後村上 天皇の 正 平 一 二 年 (一 三 六 六) に 卒して いる。 記録 は 死ぬ 数年 

まえの 正 平 一九 年 (一三 六 四) に 書かれた ものである。 その 記録に r 大祝職 は 神 壇 を 居所に かまえ、 かたじけなく 

も、 半 大明神 を 号し、 弓箭 を 携えず、 国境 を 出で ず、 もっぱら 連日 御 神事、 長 日の 御 祈禱を 1 んずる 者な り」 と 

記されて いる。 大 祝の 居所 は 江戸 中期の 延宝 年中 (一六 七三— 八 一) まで は 現在の 今 治 市に あった。 その 居所に 籠 

つても つ ばら 御 神事 御祈禱 に 当っていた。 

記録に は 次の 記述 も ある。 

iJI 祝 職 は 謝訪と 当社と において は、 大祝を もって、 神体に &す。 聞く がー g くんば、 の 祝に いたりて は、 

生替 りの 儀 これ ある 者 か。 当社 は生替 りなき の ゆえ、 嫡子 を もって、 g の i りに 任じ、 これ をお ぎ， よ. つし むる，， よ 
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り」 

これによ ると、 三 島 社の 大祝 は誠訪 社の ように、 生替 りがない ので 嫡子 を 権 祝に 任じて、 大 祝の 職務 を 手助け 

させて いる ことが 分かる。 生替 りと は 八 歳に して 爾訪大 祝が 就任す る こと を 指して いる。 

三 島 社の 大祝は 半大明 神と 号して、 父母の 喪に も 自分 は 服せ ず、 代 勤 させた。 また 朝夕の 食事のと きに 使用し 

た 土器 は 二度と 用いなかった。 これ は 祭祀に 使用す る 土器 を 二度と 使用し ない ことと おなじ 意味で、 大 祝が 生き 

(4) 

神と して 遇されて いた ことが これで ハ刀 かる。 

誠 訪大祝 は 死ねば 居 館の 裏門から 運び出して 人目に さらす ことが なか つたこと はまえ にの ベ たが、 これと 同様 

な ことが 出 雲 国 造の 火 継 式の 際に も おこなわれた。 

出 雲 国 造が 亡くなる と、 その 嗣子 は、 火鑽 臼と 火 鑽杵と を もって 直ちに 国 造の 居 館 を 裏門から 出、 夜 を 日に 継 

いで はるばる 熊 野 大社に 参向す る。 そして 熊 野 大社の 鑽火 殿で 神火 を鑽り 出し、 その 火で たいた 御飯 を 神前に 献 

じ、 あと 歯固めの 儀 をお こなう。 そこで はじめて 国 造と しての 資格 を 得る。 この 神火 相続の 儀が 無事に 終了した 

という 報ら せが 到着す ると、 前 国 造の 葬儀の 準備が はじまる。 前 国 造の 喪 は それまで 公表され ず、 前 国 造 はまる 

で 生きて いるよう に 衣冠 を 正しくして 坐ら せ、 その まえに は 膳部 をた てまつつ て 置いて あった。 報ら せ を 受けて 

ようやく 前 国 造の 遺体 を 居 館の 裏門から 目立たない ように はこびだす。 平安 期 初頭の 弘仁 年間 (八 一 〇|  二 四) ま 

では、 現在の 出 雲 市の 東南に ある 菱 根の 池に、 国 造の 死体 を 赤い 牛に むすびつけて 沈めた と、 江戸時代に 書かれ 

た 『懐 橘談』 という 書物に 記されて いる。 平安 初期 以降 は 土葬に 変った というが、 しかし その 伝承 はずつ と あと 

までつ づき、 出 雲 国 造の 末裔で 出雲大社の 前 宮司であった 千家 尊統 によると、 大社 町の 界隈で は、 重態の 病人が 
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回復 しないと 見き わめが つくと 「あの人 もとうと う 赤 牛 だ」 と 言って いたそう である。 赤 牛 は ー投に 冥府の 者 

と 見られて いる。 

旧国 造が 水葬され るのと 入れ かわりに、 新 国 造 は 居 館の 正門から はいって 就任の 祝宴 を 張る。 ひとたび 熊 野犬 

社で 鑽り 出した 神火 は、 国 造 館内のお 火 所で、 国 造の 生きる 限りた やさぬ ように 守りつ がれる。 この 神火で 飯 を 

饮 くの は 国 造 ひとりに かぎられた。 このように 死の 忌 を はさむ ことなく、 前 国 造と 新 国 造の 生命が あたかも 連続 

する かの ように とりおこな うの は、 出 雲 国 造と いう 職が 連綿と つづく という 古代からの 思想が あるから である。 

江戸時代 初期の 「国史 館 日録」 の 寛 文 七 年 (一六 六 七) 六月  一 二日の 条に は、 出雲大社の 社 人の 談話と して 「出 

雲 国 造 家で は 父が 死んで 後嗣が 国 造に なっても、 その 一族 は 死者の ために 哭く者 はいない。 かえって、 いずれも 

新 国 造の 襲 職 を 慶賀す る。 子 は 父の 埋葬に 立 会う ことが なく、 忌に 服す る ことがない。 これ は 出 雲 国 造の 遠祖の 

(6) 

天 穂 日 命が 永生 をつ づける という 意味 を あらわす もの だ」 と 記されて いる。 出 雲 国 造 は、 代々 人が 死に かわって 

も、 天 穂 日 命の 永生の すがたで あると 考えられ ていた ことが これで 分かる。 

W 君と 王 


折 口 信 夫 は 次の ような 趣旨の 適切な 説明 をお こなって いる。 昔 は 肉体 上の 死 はあって も 信仰 上の 死 は 考えな か 

つた。 何故なら 死と いう こと は、 人間が なくなる という ことのほかに、 神聖な： M 置が この 世から 絶対的に なくな 
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つてし まう こと を 意味す るから だ。 たとえば、 ある 大きな 神社の 神主が 病気で 死んで しまったと 思う こと は、 神 

主の 職が その 土地から 永久に 消え去って しまう ことに もなる からだ。 昔の 人の 考えで は 人間の 神聖な 職業 はいつ 

まで も つづいて おり、 その 職の ために 人間が 入れ かわり 立ち かわり 出現す ると 考えた の だ。 だから 職の あるかぎ 

り は、 その 人間 も 死なない ものと 見て いたの だ …… 。 

また 折 口 は 次のように も 言う。 

「極めて 古い 時代に は、 主上 或は 村 君 は、 不滅の 人格と 考 へられて 居る。 だから、 個々 の 人格の 死滅 は 問題と 

(8) 

しない」 

ここで 言う 村 君に ついては 折 口 独特の 用語 法が ある。 

「村の 大きな もの、 郡の 広さで 国と 称した 地方 豪族の 根拠地が、 数へ きれない 程あった。 国と 言 ふと、 国 郡制 

定 以後の 国と 紛れ 易い 故、 今此を 村と 言うて 置かう。 村々 の 君主 は、 次第に 強い 村の 君主に 従 へられて 行き、 

村々 は 大きな 村の 下に 併合 せられて 行って、 大きな 村の 称する 国名が、 村々 を も 籠め て 了 ふ 事に なった。 秋津 

洲、 磯城 島と 僕、 皆 大和 平原に 於け る 大きな 村の 名であった …… 」 

村の 首長すな わち 村 君に ついては 『日本書紀』 や 『風土記』 に 記述が 見える。 

とおく はるか  なおい ま みう つくしび うるお  つい むら きみ >  , ^れ ひと ご. W かみ-  、 おのおの J^i い . ^か >• 、 

「神武 紀- に 「遼 邀 なる 地、 猶 未だ 王 沢に 霑 はず、 遂に 邑に君 有り 村に 長 有りて 各自 疆を 分ち て 

用て 相 凌ぎ 鑠 はしむ」 と ある。 

かも  た むらぎ み もも や そ  おの LI ごと „  Z  ： 、 

また 『播磨 国 風土記』 の賀毛 郡の 条に 「播 磨の 国の 田の 村 君、 百 八十の 村 君 ありて 己が 村 5^ に 相 闘 ひ L 時 

すめら みこと みことのり  あつ  ことごと き  ころ 

天 皇、 勅 して、 この 村に 追ひ聚 めて、 悉皆に 斬り 死した まひき」 と ある 

ここに ある 天皇 はホム タヮケ すなわち 応神 天皇の ことと 『風土記』 は 記して いるが、 それ は 後世の 付会で ある- 

「邑に 君 有り」 とか 「百 八十の 村 君」 というの は、 村が 宇宙で あり 国であった 時代、 君が 村 国の 首長であった こ 
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と を 示して いる。 村 君と いう 言葉 は 菅江真 澄の 『遊覧 記』 に 「氷 魚の 村 君」 と 題す る ー篇が あるよう に、 大ぜぃ 

の 漁夫 を 使役す る 網 主 を 呼ぶ にも 使われて いるが、 そこに 共同体の 首長の かすかな 名残りが みとめられる。 たた 

ら炉の 棟梁の 村 下 も、 村 君の 転訛した 言葉 だとい う 説が ある。 

古代で は 君と いう 言葉 は 男女 双方に 使われて きた。 『日本書紀』 に は ii め 4^i^ とかず M の み^.! の 名が 見える。 

君 は 原初 的な 国家の 村 国で はた ぶんに 宗教 的な 司祭で ある 可能性が 大きい。 それ を 示唆す る ものに、 古琉 球で 君 

という 呼称 はすべ て 神職 を つかさどる 婦女に あてられ たという 事実が ある。 「女官 御 双紙」 に は 三十 三 君と 総称 

する 高級 神 女が あげられ、 第一 一尚 氏の 宗教 組織の 最高 位に ある 職 を 聞 得 大君と 言った。 こうした 琉 球での 君の 使 

用例 を 古代 日本に そのまま 適用させる こと は 危険で あると しても、 充分 考慮に 入， てよ い 事柄で ある。 

太田亮 は、 君と いう 言葉 は ある 土地の キミ、 ある 部の キミと 使われる ばあい、 責人 という 意味が まず あり、 そ 

れが 首長の 意味と なって、 その 地 あるいは その 部 を 支配す る 人の 意味と なった と 思う という 趣旨 を 述べて い (が。 

した 力つ て 貴人の 呼称と しての 君が 首長の 呼称と して 使用され た 最初の 段階が 村 君に あたる。 

二 

村 君が 村 国 を 治めて いた 時代 は、 紀元 一 世紀に 成立した 『漢書』 地理 志に 「楽 浪 海中、 俊 人 有り。 分れて 百 余 

国と 為す。 歳 時 を 以て 来り 献 見す、 と 云う」 と ある 社会の 状態と さして 隔 つてい なかった と 思われる。 倭人の 国 

は 百 余 国に 分かれて いて、 きまった 時期に 中国に 貢献 使節が 出向いて いる、 というの だから、 そこに は 外交の 裏 

付けと なる 内治 組織が 確立して いたと みなければ ならない。 とうぜんの ことながら 首長の 存在が 想定され る。 百 

余 国と はもと より 正確な 数と はいいが たく、 かず 多くの 国々 が 分かれて いたと いう 表現に ほかなら ない。 

古代 日本で はク 二と いう 語 は 一 定の ひろさの 土地 を 指して いた。 しかし 国家と いう 概念に ク 二と いう 言葉 を あ 
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てるよう になった の は 最初からの ことで はない。 クニの 語源 説 はまち まちで あるが、 その 一 つに 郡が 転訛して ク 

二と なった という 説が ある。 その 当否 は 措く として、 そのこと から クニの 広さが 推定で きる。 一郷 程度の もので 

も 国と 呼ばれた。 今日で も 小国と いう 地名が 残って いるの は クニの 古い 用例で ある。 『魏 志』 東夷 伝の 中の 倭の 

国々 として 名前 を あげられ ている 対 馬、 有岐、 末盧、 伊都、 奴、 不弥 などの 諸国 は 郡 もしくは それ 以下の 大きさ 

であった。 それ は 折 口の 言うよう に 大きな 村の あつまりと 考えても よかった。 その 村の 首長が 村 君であった。 ま 

た 村 君が 宗教 的 司祭 を 兼ねてい る ときには、 それ を 神主と 呼んでも 差支えなかった。 折 口が 指摘した ように、 村 

君の 職 や 大きな 社の 神主の 職 は とだえる ことなく つづく ゆえに、 その 職に あたる 個々 の 人間 は 死んでも、 その 職 

自体 は 不死で あると 考えられた。 出 雲 や 難 訪の国 造 は その 適例で ある。 村々 の 君 を 統合した ものが 大君で あり、 

村 君の 延長 上に 大君 を 考える ことができる とすれば、 村 君の 不死の 性格 は 大君に おいて はいつ そう 強固な、 そし 

て 完璧な ものに なること はとう ぜんで ある。 

『隋 書』 倭 国 伝に は 倭 王 は 阿 輩 雞弥、 王の 妻 は 雞弥と 号す、 と 記されて いる。 阿 輩雞弥 はォォ キミ、 雞弥は キミ 

と訓 むの が 通説で ある。 同書に はまた 「倭 王 は 天を以 つて 兄と 為し、 日を以 つて 弟と 為す。 天 未だ 明けざる 時、 

か ふ  すな わ  ゆだ 

出で て 政 を 聴き 跏趺 して 坐し、 日出 ずれば 便ち 理務を 停め、 云う 我が 弟に 委ねん と」 と 述べて ある。 この 記せ か 

ら すれば 倭 王の 政治へ のたず さわり 方 はき わめて 宗教 的で あると いわねば ならない。 

では ォォ キミ は 天皇 ひとりの 称号で あるかと 言えば、 かならずしもそうと はか ぎらない。 本 居 宣長は 『古事記 

伝』 四 之 巻で、 天皇 を はじめと して 皇子、 諸 王まで ォォ キミで あり、 王と いう 漢字 を キミ または ォォ キミと 調む 

と 記して いる。 有名な 江 田 船 山 古墳 出土の 大刀 銘ゃ隅 田 八幡宮 所蔵の 鏡銘に は、 大王の 文字が 刻され ている。 ま 

た 稲荷山 古墳 出土の 鉄 剣の 銘文に 獲 加 多支齒 大王の 名が 見える ところから、 これ を ワカ タケル ォォ キミと 訓み、 

『日本書紀』 の大泊 瀬幼武 天皇、 『古事記』 の 大長谷 若 建 命、 すなわち 雄 略 天皇に 比定 する 学者が 多い。 しかし そ 


国津 神と 天津神 340 


れに i 問 を 抱く 学者 も ある。 いずれにしても ここに 記された 大王 は 王 中の 王と いう 意味で ある。 しかし これらの 

銘文に、 大君の 字 を 用いず 大王と いう 字 を 用いて ォォ キミと 訓 ませた ことにつ いて、 これよ 大和 朝廷 や 朝鮮 諸国 

の 君主が 中国から 「王」 に 冊 封され ている 事実と 無関係で は あるまい と 東 野 治 之 は 述べて いる。 東 野 は 更に つづ 

けて、 しかし 中国 をめ ぐる 冊 封 関係の 中で は、 王、 侯 は 存在しても、 「大王」 という 独自の 地位 は 存在し なかつ 

た。 したがって 「大王」 は王に封ぜられた君主をその支配圏内で尊んだ称号でぁるとも付け加ぇてぃ(5^ そこで、 

大王 または 王に は 中国 をめ ぐる 外交 上の 呼称と 国内の 統治者と して 使用され るば あいの 呼称と がま じり あってい 

る。 さらに それ を 違った 面から 分析して みょう。 

三 

『魏 志』 東夷 伝に は 耶馬台 国の 女王 卑弥呼 は 「鬼 道に 事え、 能く 衆 を 惑わす」 と 記されて あるよう に、 宗教 的 権 

威 を もって、 女王 国 を 支配して いたが、 彼女 は 村 君の ような 村落の 自治 を 中心とした 共同体の 首長で あると 同時 

に 中国から 冊 封 を 受けた 親魏倭 王であった。 王権の 問題 は その 二つの 面から 見て いく 必要が ある。 二つの 面と は 

村 君の 延長 上に ある 大君の 宗教 的 性格と 政治的 統治者と しての 大王 または 王の 性格で ある。 大王 または 王 をォォ 

キミと 訓 ませる ばあいに は、 この 一 一つの 性格が あわさ つ たもの だと 考える ことができる。 

たとえば 「垂 仁紀」 に は、 朝鮮から ッヌガ ノア ラシ 卜が やって きて、 長 門 国の 西南 部の 穴 門に 上陸した。 その 

とき イツ ッヒコ という 人物が、 自分 はこの 国の 王で ある、 自分の ほかに 王 はいない、 ほかのと ころに いくな、 と 

言って 引きと めた、 という 挿話が 載って いる。 この 話から 推察され るよう に、 Th と 自称す る ものが 各地に いたが、 

それ はたんなる 一地 方の 豪族と して、 ほしいままに 王 を 名乗って いたので はなく、 政治的 統一 者と いう 自負 を も 

つていた。 ここで 考えられる こと は、 大和 朝廷 以外に も 外国と 取引き し、 外国に 使節 を 送って いた ものが 存在し 
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た 可能性で ある。 

大和 朝廷に よる 政治 統 一 が 進行した 六 世紀に は、 わが国の 君主 はすくな くと も 国内で は 大王と よばれる のが 一 

般 化して いたらし いと 東 野 は 言う。 そこで、 僕の 五 王の 時代で ある 五 世紀 以前に は 各地に 複数の 王が 割拠して い 

て、 外国と 外交関係 をむ すんで いたと 推定す る こと は 差支えない。 

たとえば 『旧 唐 書』 俊 国 日本 伝に は 「日本 国 は 俊 国の 別種な り。 其の 国 日 辺に 在る を以 つて、 故に 日本 を以っ 

こく  ちと 

て 名と 為す。 或は 曰う、 倭 国 自ら 其の 名の 雅 ならざる を 悪み、 改めて 日本と 為す と。 或は 云う、 日本 は 旧 小国. 

倭 国の 地 を 併せたり と」 と ある。 

ここで は 日本 国と 繞国 とが 分けて 考えられ ており、 日本 国が 倭 国の 地 を 併合した と 説明され ている。 それが 

すな わ  あわ  -  ： 1 

『新 唐 書』 日本 伝になる と 「使者 自ら 言う …… 日本 は 乃ち 小国、 倭の 幷す 所と 為る」 となって レる つまり 卜 

が 日本 国 を 併合した という。 

このように 日本 国と 倭 国が 微妙に しかし 明確に 書き分けられて いるのに 着目して、 日本 固 は 天皇家の 支配す る 

王朝で あり、 倭 国 は それに 先行す る 九州 王朝で あると いう 説 を 展開した の は 古田 武彦 である。 古田の 説に よると- 

倭 国 は 九州に あって 七 世紀まで つづき、 それに 対して 日本 国 は 近畿に あった。 蝦夷 国 はまた 別に 存在した という" 

一方、 高 橋 富 雄 もまた 『新旧 唐 書』 の 記事に 注目す る。 高 橋 は 日本 は 日の 本と も 読む という ことから、 それ を 

東国に 比定 する。 「鶏が 鳴く」 東 は、 たんなる 東で なく、 暁が 訪れ 日出ず る処の 東で ある。 それが 「日の 木」 と 

しての 東国で あつたので あり、 古代 末期から、 中世 近世に かけての 東国の 奥の 部分の みちの くに 日の 本の 呼称が 

ひ  もと からこ わたりとう 

受けつ がれて いったと いうので ある。 「爾訪 大明神 絵詞」 に は、 蝦夷が 千島に 住む 種族に は 日の 本. 唐子 • 渡 

I の 三種が あつたと している。 安倍 貞 任の 子孫 を 称する 安東 氏 は、 鎌倉時代 以来、 蝦夷 管領と 号して 津 軽から 夷狄 

3 島 (北海道) まで を 支配して いたが、 室町 末期に 成立した 若 狭 国の 「羽賀 寺 縁起」 に 「奥州 十三 湊日之 本 将軍 安 
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倍 康季」 が 再建した と ある。 日 之 本 将軍 は 蝦夷 管領の 俗称で あり、 日の 本 は 蝦夷ない し 蝦夷 国の 別称で ある。 豊 

臣秀吉 の 書状に も 奥州 を 日の 本と 呼んだ 言葉が 出て くる。 このよう にして、 高 橋 は 倭 国と は 別に 日の 本と いう 国 

が 今日の 中部、 関東、 東北に 存在した とする。 

古田 説と 高 橋 説で は 『新旧 唐 書』 に 登場す る 日本の 解釈に 大きな ちがい を 見せて いるが、 両者と もに、 倭 国と 

日本 国と を 二つの ちがった 国と する 考えで ある こと は 共通して いる。 『旧 唐 書』 は 一 〇 世紀、 『新 唐 書』 は 一一 世 

紀に 作られた 書で ある。 その 書の 中で、 倭 国と 日本 国と 併称され た 時代、 また 両者が 統合され た 時代が いっか は 

判明し ない。 また その 記事 を そのまま 信じて よい かどう かも 疑わしい。 しかし 歴史学、 地質学、 方言 学、 民俗学 

などの 成果に 照らして みて、 後世に いたる まで 日本列島が 東西に 分かれて 政治 文化圏 を 形成して いた こと はまち 

がいない。 紀元前 一世紀 ごろから 四 世紀 ごろまで 日本 各地に 王と 称する ものが 割拠し、 勢威 を 張って いた こと は 

とうぜん 考えられる ことで ある。 最初に は 村 君と 呼ばれて いた 権力者た ちが やがて、 中国 や 朝鮮と 外交関係 をむ 

すぶ ときには 王と 称して いたば あい も あ つ たと 思われる。 

S 司祭と しての 王 


1 

大王 または 王 をォォ キミと 訓 むの は、 村 君の 延長 上に ある 大君と、 中！！ や 朝鮮と 対応す る 王の 概念との 混合に 

ほかなら ない。 村 君に 見られる 宗教 的 司祭の 性格 は、 それが 共同体の 意志の 忠実な 反映で あると いう ことで ある。 
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『魏 志』 委人 云に、 中国に 渡航す る ときには、 持衰と 称する 人物が 乗って おり、 もし 船が 無事に 着けば ほうび を 

もらい、 海難に 遭えば 持衰 のつつ しみ 方が 足りなかった という ことで 殺されよう としたと あるが、 これ は 共同体 

の 成員が 神に 対して 一 人の 代表者 を 立て、 その 代表者に 共同体の 行為の 成否の 責任 を 負わせた という こと を 意味 

する。 『魏 志』 東夷 伝の 扶 余の 条に、 古い 扶 余の 習俗で は、 天候が 不順で 五穀の 生育が 順調で ない 時には、 その 

責壬を 国王に とらせ、 ある 者 は 国王 を 変えるべき だと 言い、 ある 者 は 国王 を 殺すべき だとした と 記述され て ある 

の も 同様で ある。 話 は 新しくな るが、 戦後、 宮 古島の 狩 俣で 神 祭に 使用す る 大切な 壺が 盗まれた ことがあった。 

それ は 狩 侯の ッカサ とよ ばれる 神 女 集団の 代表で ある アブ ン マが 祖神祭 をき ちんと やらな か つ たための 神罰で あ 

ると きびしく 村び とから 5i 弾され、 アブ ン マが まもなく 病死した とき も 村び と は 同情の 色 を 見せな か つ た。 

邪 馬 台 国 女王の 卑弥 呼が 夫 を もたず、 男 弟に 政治 をた すけさせた というの は、 彼女が 宗教 的 司祭であった こと 

を 物語る。 卑弥 呼の 居室に は 一人の 男子が 飲食物 を はこぶ ほか、 誰も 近づく ことが ゆるされなかった というの は、 

それ をよ く 云えて いる。 したがって その 統治 は 二重に ならざる を 得なかった。 俗界の 政治 は 男 弟に まかせ、 卑弥 

呼 は 神 を 祭り、 もつ ばら その 託宣 をと りつぐ 役であった。 

『隋 書』 俊 国 伝の 記す 倭 王 は 夜が 明けない あいだに まつりごと を 聴いた が、 日が 出る と 自分の 弟に まかせた とレ 

う。 委王 はお そらく 夜が 明ける まで 宗教 的な 司祭の 役 をつ とめて いたのであろう。 そして 弟の 方 は 俗界の 政治 を 

とりしきつ ていたと 思われる。 琉 球の 古代の 村落の 草分けの 家 は 根 所と 呼ばれた。 根 所 は 御嶽に もっとも 近く 位 

置して いた。 根 所の 女子が 御嶽 を まつり、 神と 呼ばれた。 根 所の 男子 は 村落 をお さめ、 根. <と 称して いた。 そ 

れは 第二 尚 氏のと きに 国家 大に 拡大され、 琉球 国王と 聞 得 大君 を 頂点と する 琉球 国の 二重 組織と して、 完成す る。 

こうした 例から みても 女に 宗教の 祭司 権が あり、 男に 政治の 統治権が あり、 しかも それ は 別個に 存在す るので 

なく、 铳治権 は 祭司 権の 優 立の 下にあって、 重大な 決断 を 要する ばあい は 神託 を 受けて 統治が なされて いた。 そ 
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れが 『隋 書』 俊 国 伝のば あ： >  は 兄に 祭司 権が あり、 弟に 統治権が あるよう に 変化して いる。 これ は 古代に あって 

は、 長子に は 祭司 権が 与えられ、 第二 子 以下に 俗界の 統治が ゆだねられ ていた ことの 証拠で も ある。 

このように 王権に は 宗教 的 権威と 政治的 権力との 一 一つの 面が ある。 この 一 一つの 面 は先史 古代で は 宗教 的な 優位 

の もとに 統轄され ていた。 しかし 王が 出現して 村 君の 範囲での 統治でなくなる と、 二つの 機能 は 分化せ ざる を 得 

なかった。 政治的 権力者と しての 大王 (天皇) は 祭司 権 を 自分の 兄に まかせ、 あるいは 他の 女性に、 神 を まつら 

せた。 だからと言って、 歴代の 天皇が 祭事に 無関係であった わけで はない。 むしろ 政治的 権力 を 喪失して 以降の 

天皇に は、 宗教 的 司祭と しての 自覚が 顕著に みられる 傾向が あった。 

_ー 

ここで、 司祭と しての 生活の 伝統が 日本で は 今日に いたる まで 脈々 としてな がれ 生きて いる 例 を 見る ことにす 

る。 

金 光教の 教祖で ある 川 手 文治 郎は 安政 六 年 (一八 五 九) から 神前に 奉仕す る 生活に 入った が、 それ以来、 明治 一 

六 年 (一八 八 三) に 七 〇 歳で 亡くなる まで、 かぞえる ほどし か 門外に 出ず、 始終 神前に 端座して いた。 最初 は 参拝 

者が くれば、 早朝から 会い、 夜中で も 起きて 待って いた。 のちに は 朝 六 時から 夕方 六 時までと いう ことにした。 

冬で も 火鉢に 手 を かざす こ ともなく、 時には 単衣です ごした こと もあった。 夏の 暑い さかりで もうち わ を 使う こ 

とがな く、 外へ 涼みに 出る こと もなかった。 慶応ニ 年 (一八 六 六) に 養母が 死去した 際に も、 神から 一時 も 祈念 を 

やめる こと はならぬ、 死人の 所に いくこと ならず、 とさと された ので、 養母の なきがら を 門の あたりまで 見送る 

にとどめ^^。 

また 大正 三年 (一九 一四) 一二 月 一 〇 日の 新聞 『金 光教 徒』 (第 七 〇 号) は 一 一代 目の 教主 も 毎朝 四诗に 起きて 神 拝 


345 王権の 発生と 構造 


をし、 夜が 明ける と 終日 神前に 坐り、 それ は 暗くなる まで つづいた、 と 報告して いる。 農民 は 昼間 はきつ い 労働 

をしながら なお 夜業 をす るの だから、 自分 も 夜  一 二 時 頃まで は 起きて いて 神の 道に 励んだ とも 記して いる。 

この 習慣 は 教祖 以来 持続され ており、 今日の 教主 も 実行して いる。 私が 金 光教 本部で 聞いた ところでは、 教主 

は 毎朝 三時 四 五分に 自宅 を 出、 午前 四時に 本部の 広 前と 呼ばれる 建物の 大広間で 神前に 奉仕す る。 その 奉仕と は 

参詣 者の 願い を 神に とりつ いで 祈念す る こと、 また 祈念 をと おして 与えられた 神 示 を 参詣 者に 取り次いで 具体的 

に 語り さとす こと をい う。 教主 は 午後 四時 四 〇 分 頃に 本部 広 前 を 退出す るが、 その あいだ は 昼食 または 便所に い 

く ほか は、 羽織袴に 威儀 を 正して 端座し つづける。 大広間 だから 冬 は 寒さが きびしく、 夏 は 暑気に 見舞われ るが、 

それに 耐えて、 毎日  一二 時間、 神前に 奉仕す るの はお そるべき 苦行の 連続で あり、 常人の 生活 を 超絶して いる。 

しかし、 信者から 生き神と して あがめられる 教主に と つ て は、 一 切の 欲望 を 断念す る こと はとう ぜんの ことで あ 

ると 考えられ ている。 

三 

これとおなじ こと は、 島根県の 美 保 神社の 宮 座の 代表で ある 一年 神主に も 見られる。 この 一年 神主に 就任す る 

までの 三年の 間、 毎晚 欠かさず 潮 かき 社 参す る。 潮 かきとい うの は 海水 を あびて、 水垢離 をと る ことで ある。 こ 

の 千日の 行 をお こなった あと、 いよいよ 一年 神主と なる ので あるが、 その後の つとめ はさら にきびし くなる。 三 

年間つ づけた 潮 かき を ひきつづき やる こと はいう まで もない。 そのほかに 「ねつ 参り」 という もの をお こなう。 

深夜 子の刻の ころ、 つまり 真夜中の  一二 時 頃に、 人と 出会わない ようにして、 海に 入り ミソギ をす る。 このと き 

人に 見られる と、 引き かえして もう 一度 やり直さなければ ならない。 このように 一日 二度 も 潮 かき 社 参 を やる と 

いう こと は、 言語に 絶す る 苦痛で ある。 日本海の 冬 はきび しい。 しかし 一年 神主に なった もの は 辛い などと いう 
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こと はでき ない。 万一 それ を 怠れば、 おこないが 悪い という ことで、 町民の くらしに 災禍が ふりかかったり、 美 

保 神社の 大祭で ある 四月 七日の 蒼 柴垣の 祭の 日に 雨が 降ったり して 一 般に 迷惑 を 及ぼし、 氏子が 神のお 蔭 を 蒙る 

ことが むずかしく なると 信じて い る。 

一年 神主の 守るべき タブ ー はいろ いろ ある。 自宅に 死人が 出ても 死に目に 遇って はならない、 刃物 を 忌んで 頭 

髮を 伸ばしき りに する、 人混みの 中に 入って はならない、 旅 をして はならない、 女色 を 遠ざけなければ ならない、 

などで ある。 

こういう 厳重な 忌みの 生活 をして いるた めに 一 年 神主 は 町民から 尊敬 を 受ける。 それば かりで はない。 一 年 神 

主 は 神と 通交で きる 人と して 畏敬され る。 彼 は 前の 一年 神主から 極秘のう ちに 秘法 を 伝授され、 その 在任中に か 

ぎって 神意 をう かがう こと を 許される。 したがって 神の 意志 を 察して 氏子に 告げる こと、 また 氏子に 代って その 

意向 を 神に 伝える ことが 可能で ある。 町内の 不和 喧嘩な ども、 一年 神主が 出向いて まとめる と、 それ は 神の 裁き 

として、 難なく 受け入れられ 仲直りす る 風であった。 ことに 一年 神主が 神と 通交す る ものである こと をよ く 示す 

の は、 『諸国 周遊 奇談』 にある、 春の 節分 祭の 日に 昔お こなった という 湯 立 神託で ある。 その 日、 白無垢の 着物 

を まとい、 風 折 烏帽子 を かぶった 一年 神主 は、 美 保 神社の 神 門前に 設けた 煮え湯 釜の 中に ぶちこまれる。 息が き 

えいる ばかりにな つたと 見る と、 人び と は 一年 神主 を 荒む しろの 上に 寝させる。 息 を 吹き かえす と 拝殿まで 担ぎ 

出し、 幣帛 を もたせ 一同 平 犬す る。 すると 彼 は幣を 振りつつ、 その 年の 作の 善悪、 はやり 病い のこと、 年 占な ど 

C5) 

を 口走る。 このように 神意の 通達 者たり 得る のが、 この 一年 神主の 特徴で ある。 

一年 神主 は 特定の 氏子 集団の なかから 廻り もちで 年 ごとに えらばれる 祭主で、 出 雲の 美 保 神社に かぎらず、 各 

地に ある。 職業と しての 神職の 存在し なかった ところでは、 特定の 家柄の もの だけが 輪番で 神職に つくと ころの 

一年 神主が、 まさしく 文字通り 神主の 役 をつ とめて いた。 それが 輪番で えらばれた というの は、 共同体の 意志の 
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反映で ある こと を 物語って いる。 しかも たんに 祭主 だけでなく、 神意の 告知 者であった という こと は、 託宣され 

た 神意に よって 共同体が 動かされ ていた 時代が あった こと を ほのめか している。 美 保 神社の 一 年 神主 は 在任中の 

一年間 だけでなく、 その 前の 三年 間 も あわせて つごう 四 年 もの 間の 烈しい 苦行 をな しとげて はじめて、 神託 をつ 

げる 人となり 得た ので ある。 

さて、 天皇 もまた これに 劣らぬ 禁欲的な 生活 を 強いられた ことが、 津村淙 庵 (正 恭) の 『譚 海』 に 見える。 问 

書の 巻 三 は 天明 五 年 (一七 八 五) に 成立した が、 「此巻 は 伝聞の たが ひ、 事実の あやまり もお ほかる ベ けれども、 

…… 閑 を 消す る なぐさめに 一 わたり 書 しるせる 事と なりぬ」 と 断り書きが あるよう に、 正確な 記憶に もとづく も 

のとば かり はか ぎらない が、 次の ような 興味 ある ェ ピソ ー ドを 紹介して いる。 

「5^,ip 御 位の 間 は、 i おう 等 用 させ 給 ふ 事な し。 玉体に 刃物 を ふる.^ 事な りが たき 故、 御 髭 爪な ど 長 ずれば、 

お麟 歯に てく ひ^て IT る 事 也。 ^^に至るまで常例の品定ぁりて、 その 余の 物 は 奉る 事な し。 甚だ 御窮： S な 

る 御 事 也」 

天皇が ひげ や 爪 を 生やした ままに している の は 刃物 を 使用す るの を 忌む からで ある。 これ は 出 雲 美 保 神社の 一 

年 神主が 髪 やひげ をのば した ままに している のとお なじで ある。 『魏 志』 東夷 伝の 持衰 が梳ら ず、 しらみ を とら 

ず、 着物 は 垢 じみた もの を 着、 肉 を 食わず、 婦人 を 近づけず、 まるで 喪に 服した ような 風体で あつたのと 同様で 

ある。 また 

「今上の 御所 作、 毎朝 i の 刻 御行 水 御 装束に て、 御 拝の 礼 行 る \ と 也。 御 不預の 外 欠 事な し、 殊に 御苦労な 

うけたまわ  さくら まち  ぎょせい 

る 御 事と 承 りし。 されば 桜 町 天子 御製に、 
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朝 ごとの 鳥の 初音に おき 出で て 夜 深く いそぐ あさまつ りごと 

あそば 

と 遊され しょし …… 」 

と ある。 寅の刻 は 今の 午前 三、 四時 頃で ある。 そのと き 行水し、 清浄な 衣服 を 着て 皇祖 神 を 礼拝す るの が 日課 だ 

というの である。 これ は 『隋 書』 俊 国 伝に 記されて いる 倭 王が 夜の 明けない うちに まつりごと を 聴く という こと 

に似てい る。 また 金 光教 主が 朝 四時から 本部 広 前の 神前に 奉仕す る こと を 思い出させる。 ちなみに 桜 町 天皇の 在 

位 は 享保ー 一 〇 年 (一 七三 五) から 延享四 年 ( 一 七 四 七) までで ある。 

『譚 海』 に は 「今上 御 位の 間 は、 鉞灸等 用 させ 給 ふ 事な し」 と ある。 この こと はたし かだった らしく、 洞 富 雄 は、 

後水尾 天皇が 腫物が 出た のに、 在位 中は灸 をす える ことができな いので 退位した という こと を 記した 公卿の 日記 

を 紹介して いる。 

天皇 在位 中 は 玉体 を 傷つけ ると いう 理由 を もって、 天皇 自身の 意志に かかわらず、 灸は 許されなかった。 また 

ひげ を 剃る こと は あいならず、 女官に 食い切らせ たので ある。 

後醍醐 天皇の 「日中 行事」 によると、 朝起きる の は 卯 刻、 つまり 午前 六 時 頃で、 辰 刻の 午前 八 時には 主 i 寮 か 

こうとうの な いし 

ら 沐浴の 湯 を 持参す る。 勾 当 内侍が 湯加減 をして 沐浴 を 手伝う。 湯槽に 下半身 を ひたし、 上半身 は 湯 を そそぐ だ 

けで 行水 程度で ある。 入浴の ときには、 単衣 をつ けた ままであった。 これが 湯 帷子で あり、 浴衣の 名の 起り であ 

る。 沐浴の ときには、 上菔ゃ 典侍が つとめ、 勾 当 内侍が 垢 を こする。 典侍 や 内侍 は 多く は 天皇の 妾であった とさ 

れる。 天皇の 入浴 中、 当番の 廷臣 は 御 湯殿の 外にあって 弓の 弦 を 鳴らした。 天皇 は 行水が 終わる と 日常の 衣服 を 

着用す る。 

天皇の 入浴に ついて、 折 口 信 夫 は 「水の 女」 の 中で 次の ような 解説 をして いる。 斎戒沐浴、 つまり 「ゆか わ あ 

み」 の 「ゆ」 はもと もと、 斎であって、 神聖な 水 を 身に つける ことが その 原義であった。 「ゆか わ」 というの は 
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海辺 こ， 通じる 川の 淵な どに あった。 そこ は 常世から くる 潮水の さし 入る ところで、 冷水ではなくて、 肌に、.， J 地よ 

い 生ま 温い 水であった。 その 「斎の 水」 に 似せた わかし 湯が、 のちに は 下略して 「ゆ」 と 呼ばれ、 それに 対して 

冷たい 水 を 「みず」 と 分ける ようになった という。 

このような 天皇の 日常生活が いつまで つづいた か 分からない。 下 橋 敬 長の 『幕末の 宮廷』 を 見る と、 天皇 は 朝 

起きる と； g§ を 使う が、 行水す ると は 書いて はない。 ただ 正月 元日に は、 寅の 一点、 つまり 今日の 午前 三時に 沐 

浴 をして、 清涼 毆の 庭に 出る。 そこに は 屛風を 四方に 囲づ たな かに 灯明が あげて ある。 その 中で 天皇 は 束帯す が 

たで 天照大神 を はじめ、 天つ 神国つ 神 を 礼拝す る。 次に、 夜半 星と か 北斗星と かの 名前 を 口にと なえる。 更に 御 

陵の 方 を 向いて 拝礼す る。 こうした 儀式が おわる と、 夜が 明ける。 これ を みれば、 まえに は 毎晩 天皇のお こなつ 

ていた 沐浴と 拝礼の 行事が 一 年の 始めに 集約され たもので あろう か。 

このように 天皇の 祭司 的 日常 は 一面に おいて 多分に 古代 王権の 特徴 を 示して いる。 しかし 宮田 登が 『生き神 信 

卬』 で 指摘して いるよう (！ 2)、 中世、 近世の 政治 権力 を うばわれた 天皇に は、 制度 的に おこなう 神 まつりの 司祭 者 

としての 職能 だけが 残され、 天皇の 威 霊の 旺盛な 日常 的、 政治的な 活動力が 封 じられ た。 この こと も 見の がす こ 

とので きない 点で ある。 
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3； タカ ミムス ビと ミ ケッカ ミ 


1 

神 を まつる ものが、 生きながら 神と して 尊崇され る 信仰の 形態が 古代 日本から つづいて きた。 そのば あい 固々 

人に 死 は 訪れても、 生き神と しての 職 や 地位 は 永久に 存続す る ものと 考えられた。 その 意味で 難訪 のお 出 雲 

の 国 造 は 不死で あり 永生であった。 また それに ふさわしく 物忌みの 生活が 要請され た。 日本の 王権の 宗教 的な 

i 面 を 考える とき、 以上の こと を 抜きに する こと はでき ない。 それらの 諸 要素の もっとも 高度に 集約され た 存在 

が 天皇であった。 天皇 は 最高の 司祭で あるが ゆえに、 ならぶ ものな き 威 霊 を 保有す ると された。 天皇の 威 霊 は i 

稜威 という 言葉で 表現され ている。 御 は 接頭の 美称で あるから 稜威 である。 稜威は 厳と も 記される。 極端で 激烈 

な 威力の ことで ある。 

『日本書紀』 「神武 即位 前紀」 に、 次の 記事が 記されて いる。 

「今 高 皇産霊 尊 を 以て、 朕 親ら 顕 斎 を 作 さむ。 汝を 用て 畜 主 として、 くるに の 5^ を^て せむ。 

置け る 埴瓮を 名け て、 厳瓮 とす。 又 火の 名 をば 厳 香 来 雷と す。 水の 名 をば、 厳 M つ #S とす。 くまき の 名 をば Si 

魂 女と す。 薪の 名 をば 厳 山 雷と す。 草の 名 をば 厳野椎 とす」 

ここで 厳 媛、 厳瓮、 厳 香 来 雷、 厳 罔 象 女、 厳 稲 魂 女、 厳 山 雷、 厳野椎 などに i という 言葉が ことごとく 冠 せら 

れ ている の は、 天皇に 付着す る 威 霊 を 強調して いるから に ほかなら なハ。 
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さきの 文章 は、 神武 帝が 道臣 命に むかって 発した 命令の 内容で ある。 道臣 命に 厳 嫒の名 を 与えた というの は、 

道臣 命が 大伴 氏の 遠祖で あるから、 そのような 付会が なされた もので、 ここで は 巫女が 斎主と なった ものと 考え 

てよ かろう。 r 顕斎」 とは顕 露に は 見えない 神の 身 を、 あらわに 見える ように 斎き まつる という 意味で ある。 こ 

れま でか くれていた 高 皇産霊 尊が 神武 帝の 身に 憑り ついて 姿 を あらわした、 あるいは 神武 帝 自らが 高 皇産霊 尊に 

なった、 というの が 大方の 解釈で ある。 

折 口 信 夫 は 「即位 御前 記」 と 題す る 論文の 中で、 冒頭の 「高 皇産霊 尊 を 以て」 という 箇所の 「尊」 を 御言と い 

う 風に 解釈す る。 すると、 「高 皇産霊 尊 を 以て」 というの は、 高皇産 霊の 御言 を 以て、 という 風になる。 「みこと 

を もちて」 とか 「みこと もち」 は 高皇産 霊の 御言 葉 を 受けて、 神武 帝が 顕斎 をした という 意味になる。 「みこと 

もち」 に は 言葉 を 伝達され たもの が 伝達した ものに なりきる という 意味が ある。 顕 斎の 「いわい」 という 語 は、 

いっき まつる というの ではなく、 魂 を ひとところに 鎮める こと を 言う と、 折 口 は 述べて いる。 『万葉集』 巻 第一 

七の 「斎瓮 すえつ」 (三 九 二 九番) や 巻 第二 〇 (四 三 九 三番) などの 用例 を みれば 忌瓮 というの が、 忌み 清めた 神 

聖な瓮 というより は、 魂 を その 中に 鎮め 置く 容器 だとい うこと が 分かる。 折 口 は 「いわい」 の 例と して、 宮中の 

いわ、， ど どの  お 

八 神殿の 隣に ある 斎 戸 殿 を あげてい る。 斎 戸 殿 は、 天皇、 中宮、 東宮の 御 魂 をむ すんだ 魂の 緖を おさめて あると 

ころで、 『三代 実録』 に は、 清 和 天皇の 二 年 (八 五 九)、 盗賊が しのび 入って、 この 斎 戸 殿に ある 天皇の 魂の 緒 を 

盗んだ ことが 記されて いる。 宮中で は 毎年 一 一月の 寅の 日に は 鎮魂祭 をお こない、 一 二月に は、 中臣 がと りしき 

つ て その 魂 を 斎 戸 殿に 安置す る 祭が ある。 

神武 帝 は 自分の 魂 を しずめる 祭 を 大和の 宇陀に いたと き、 高 皇産霊 尊の 指示に よって、 斎主の 厳 媛に おこなわ 

せた。 土、 火、 水、 食物、 薪、 草な ど を あつめ、 それに 威 霊 を 与えた。 この こと は 新 殺 を 煮た きし、 それ を 土器 

に 入れて 食べた という こと を 示して いる。 『日本書紀』 は、 顕斋 をお こなった のち 「厳 瓮の粮 を 嘗 りた まひ、 


国津 神と 天津神 352 


いくさ ととの  やそた ける  う  き  こ  えだち  すめら みことの み こころざし  か 

兵を勒 へて 出で たま ふ。 先づ 八十 梟 帥 を 国 見 丘に 撃ちて、 破り 斬りつ。 是の 役に、 天 皇 士心、 必ず 克ち なむ 

とい ふこと を存 ちた まへ り」 と ある。 神武 帝 は 厳瓮に 供した 供御 (粮) をた ベて、 並ぶ ものな き畏 こき 威 霊と し 

ての 天皇 霊が 自分の 中で 発揮され たこと を 自覚し、 敵に 勝つ 自信 を 得た。 

天皇 霊に ついては r 敏 達紀」 の 一 〇 年の 条に 記されて いる。 蝦夷の 首領が 三 諸 岳 (三輪 山) にむ かって、 もし、 

もろもろ  すめら みこと みたま やっこ つぎ  た 

誓い を やぶったら 「天地の 諸 の 神 及び 天 皇 の 霊、 臣が種 を 絶滅え む」 と 言った という。 つまり 誓約 を 違えた 

ばあいに は、 天つ 神 や 国つ 神、 それに 天皇 霊が 自分た ち 蝦夷の 種族 を 絶滅させる ことになると 畏怖し、 これから 

子々 孫々 にいた るまで 天皇に 臣事す る 決意 を 披歴した ことが 述べられ ている。 蝦夷 は なぜ 三 諸 山に 向って 誓った 

のであろう か。 それ は そこに 天皇 霊が あると 信じられた からであろう。 

天皇の 魂の 緖を 安置す る 宮中の 裔戸 殿に 接して 八 神殿が ある。 八 神殿に まつられ ている 神 は タカ ミムス ビ、 力 

ミムス ビ、 イク ムス ビ、 タル ムス ビ、 タマ アツ メ ムス ビ など 五 柱の ムス ビの 神の ほかに、 ォォ ミヤ ノメ (大宮 売)、 

コ トシ 口 ヌシ、 ミケ ッカミ の 三 柱が あわせ まつられ ている。 こ の 中で タカ ミ ムス ビとカ ミムス ビはー 対と みて よ 

い。 また イク ムス ビ、 タル ムス ビ、 タマ アツ メ ムス ビは 魂の 効用 や 機能 を あらわして いると 思われる から、 五 柱 

の ムス ビの神 は 結局 タカ ミムス ビー 神に 代表され る。 コ トシ 口 ヌシは 託宣 を 取り次ぐ 神で ある。 ォォ ミヤ ノメは 

神に 奉仕す る 巫女の 神格化と 見られて いる。 そのほかに ミケッ カミ、 すなわち 食物の 神が ある。 したがって 八 神 

殿の 神々 は タカ ミムス ビ とミケ ッカミ に 代表され ている と 見て 差支えない。 ところで 顕 斎に 出て くるの も タカ ミ 

ムス ビと粮 の 神 名の 厳 稲 魂 女で ある。 ゥ カノ メはゥ カノ ミ タマで あり、 八 神殿の ミケッ カミと 同じ 神で ある。 

二 

宮中の 八 神殿の 祭神が 大嘗 祭のと きに 斎部の 卜定 田の かたわら にある 斎場、 ならびに 在京の 斎場に 設けられた 


日日 门 


昭和 度 大嘗宫 全図 （大礼 使 典 部 「参列 諸 員 心得 一 


り） 
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「御 膳の 八 神殿」 の 神々 と 共通す る もの 

が 多い こと を 指摘した の は 松 前 健の 『古 

代 伝承と 宮廷 祭祀』 である。 そのこと を 

考察す る まえに 大嘗 祭の 儀礼の 前半の 部 

分 を 眺めて おく ことにする。 

大嘗 祭に 際して はまず 悠紀主 基の 国 郡 

が卜定 される。 卜定の 方法 は 卜で あつ 

たらしい。 八月 上旬に は、 卜定 された 悠 

ぬき ほの つかい 

紀田、 主 基 田に 抜 穂 使が 派遣され、 九： =： 

に 入る と、 抜 穂が おこなわれる。 それ は 

神饌に供される稲を刈りとる行！^-でぁる 

が、 それに 奉仕す る 人び とのな かで 重要 

なの は、 造酒 児と ii 実 公で ある。 造酒 児 

しろき  くろき 

は 大嘗祭 用の 白酒、 黒酒 をつ くる 役で、 

これ は 未婚の 少女が あてられる。 古代に 

酒 を かもして 神 を 饗応した 処女の 而 影が 

その 役に は 残って いる。 それ を大化 前代 

の 服属 儀礼の 主役で あ つ た采 女の 名残り 

が 留められて いると 見る 岡 田 精 司の见 解 
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が ある。 

では 稲実 公と はいかなる 役であろう か。 柳 田 国 男に よると、 稲実 公と はもと もと、 京都に 出て、 聖別され. こ 潜 

の 穂の 中から、 あくる 年の 稲 種 を 拝受して 郷里に かえってくる 任務の ものではなかった かとい (ぼ。 その 稲実 公よ 

大嘗 祭で は、 抜 穂 行事に たずさわる。 抜 穂 を 京都に はこぶ ときには l^ili をつ けて 先導 役と なる。 

r 大嘗 祭式」 によると、 悠紀、 主 基 二 国の 卜定 田の かたわらに 八 神殿が もうけられた。 青草で 葺き、 中に 竹の 棚 

を 安置し、 その上に むしろ を 敷いて 神 座と した 仮宮で ある。 そこに まつる 神 は、 g| 卞 s^.^.. 

おおみ けの かみ おおみ やの めの かみ ことしろ ぬしの かみ あ す よの かみ よ ひ きのかみ  ，一  rvl  一 E ネ 厂 F..7 

大御食 神、 大宮 女神、 事 代 主神、 阿須 波 神、 比 伎 神であって、 天皇の 食事 をと とのえ る： f^ig に 祭る 神、 つま 

り 宮中の 台所の 神で ある。 それ は 宮中 神祇官の 西院に 設けられた 御巫の 祭る 八 神殿と は 別で ある。 御巫の 八 神殿 

の 祭神 は 天皇の 守護神、 氏神と いうべき ものであるが、 御 膳の 八 神殿の 神々 は 台所の 神に すぎない。 松 前 健 はし 

かし それでも、 両者に 共通の 神 名が 多い こと を 指摘して いる。 すなわち 両者の 神に は タカ ミムス ビ、 ォォ ミケッ 

カミ、 ォォ ミヤ ノメ、 コ トシ 口 ヌシの 四 神が 共通して いる。 御 膳の 八 神殿の 中の もっとも 重要な 霊 格 は、 ォォミ 

ケ ッカミ (ミ ケッ カミ) で、 これ を 祭る のが、 おそらく 新嘗の 祭の 最古の 形であった。 それが 宮廷の 祭式と なつ 

て、 種々 の 信仰 要素が 加わり、 それに つれて、 神の 数 も 殖えた のだろう と 松 前 は 推測 を 加えて いる。 ここにお い 

て 松 前 は 一 つの 仮説 を 提出す る。 それ は 古く は 新嘗の 仮宮に タカ ミムス ビと ミケッ カミ、 つまり 生 4^ の 神ない し 

袓 霊と、 稲の 神 を 斎き 祭った 形が あった。 それが 後世に なって、 神祇官 御巫の 八 神殿と 御 膳 八 神殿に 分化し 発達 

したので はない かとい い、 その 最古の 例と して、 神武 帝の 顕斎を あげてい る。 顕杳 では 神武 帝 は 新穀 をた ベて 威 

力 を 得た が、 その 祭 をお こなうよ うに 指令した の は タカ ミムス ビ であって、 アマ テラスで はない。 このよう にし 

て大嘗 祭、 新嘗 祭の 古式に は タカ ミムス ビゃ稲 魂 は 祭られて いたが、 天照大神 は 祭られなかった らしい、 と 松 前 

は 推断して いる。 タカ ミムス ビは 北方 系の 天神で、 南方 系の 稲の 祭で ある 新嘗の 祭と はもと もと 関係がなかった 
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という 岡 正 雄 や 大林太 良の 説が ある。 しかし 松 前 は、 タカ ミムス ビが 天孫 降臨の 神話な ど を 通して 農作に 関与し 

ていた こと を 力説し、 農業 神と しての タカ ミ ム スビ の 側面に 照射 を 当てて いる。 

私 は 松 前の 所説と 異な つ た 視点から タカ ミ ム スビ が大嘗 祭に 参画した と 考えて いる。 

三 

大嘗 祭が 天皇 一 代の 儀式の 中で もっとも 重要な ものである こと はいう まで もない が、 そ，^ は 大嘗 祭に お I て 

天皇が はじめて 天皇 霊 を 身に つけて、 最高の 宗教 的 司祭の 資格 を 得る からで ある。 琉球 では 聞 得 大君の 就任式の 

ときに、 セヂ をつ ける 儀式が ある。 セヂと は 南 島 語で 威 霊 を 指す。 この セヂ をつ ける 儀礼 を 終えて はじめて、 琉 

球 国 最高の 神 女の 資格が 得られる。 それで は大嘗 祭に おいて、 どのような かたちで 新しい 天皇 は それに ふさわし 

い 威 霊 を 身に つける であろう か。 そのために 儀式の 径過 をみ ていく ことにする。 

さきに 抜 穂 行事の こと を 述べた が、 『延喜 式』 をみ ると 抜 穂され た 稲 は、 九月 下旬に 京に 到着し、 卜定 された 

北 野の 斎場の 外院に 設けられた 仮屋に 収納され る。 一方 一 〇 月下 旬に は、 御 禊の ための 行幸が おこなわれる。 こ 

の 御 禊 は 平安時代の 仁 明 天皇 以降 は 主として 鴨 川で おこなわれ ていたが、 その まえ は 卜定で その 地 を 定めて いた- 

この 行事 は、 河原の 頓宮 にある 百 子 帳の 中で 新 帝が 御手 水 をつ かう ことが 中心で ある。 百 子 帳 は 丸 栗の 片， M をく 

りぬ いたよう な 形で 帳 を 垂らし、 檳榔の 葉で その 頂上 を葺 いた ものである。 檳榔 は沖鼯 でい う クバの 木であって- 

南方産の 植物で ある。 

大嘗 祭に おける 儀礼 は 一 一月 中 卯 日から 午 日までの 四日 間に とりおこなわれる。 その 核心 は 卯 日の 神 祭、 辰 日 

の i 年 巳 日の 節会、 午 日の S 一 rs りの 節会で あるが、 もっとも 重要な 部分 は 卯 日の 神 祭で ある。 この 日 天皇 は 三 

度 I 浴 をす る。 最初 常 宮で共 奉され る 湯を大 斎の 湯、 後に 廻 立 殿で 二度 供され る 湯 を 小斎の 湯と 称する。 天皇 M 
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小斎の 湯の のち 祭服に 着が えて 悠紀 殿に 入御す る。 

悠紀 殿の 調度に ついては、 一 二 世紀に 成立した 『天 仁 大嘗会 記』 にく わしい 記述が ある。 それによ ると、 薦の 

上に 帖 (畳) を 三枚 並べて 敷く ことにな つてい る。 中央の 帖には 坂 枕 を 敷き、 八重 帖を 重ねる。 東の 帖には 打 払 

ば こ  やない ば こ 

営 力お かれる- 打 払 笞は柳 営の 中に 布 を 納めた もので、 神 座 を 払う 道具で ある。 この 神 座の 東に 天皇の 御座が お 

かれる。 注目すべき こと は、 神 座と 御座との 間に 八 尺の 畳 を 一枚 かける ことで ある。 さらに 東に 短帖が 敷かれる。 

つまり、 神 座、 御座、 短帖が 東西の 一 直線 上に 並ぶ。 後世 は 御座と 短 帖は巽 (東南) の 方角に 向けられた。 

神 座に は 坂 枕 を 置き、 八重 帖が 敷かれる が、 さらに その上に 御 衾と 御 単 を 重ねる。 この 御 衾が 真 床 覆 衾に あた 

る。 神 座の 東に 設けられる 御座 はもち ろん 天皇の もので あろうが、 さらに その 東に ある 短 帖とは 何 か。 『天 仁大 

嘗会 記』 では 神 座 を 「一 ノ神 座」 と 称して いるが、 それ は 田 中 初 夫が 指摘す るよう に、 短帖を 第二の 神 座と する 

(00  ) 

考えが あつたから、 そうした 呼称が 生まれた のであろう。 

この 短帖の 上に 神食薦 及び 御 食薦を 敷き、 そこに 神饌が 供せられ ると いう。 田 中 初 夫 は、 第一 の 神 座 は 神の 休 

寝され ると ころで あり、 第二の 神 座と もなる 短帖 は、 供えた 御 含 膳から 神が 食事 を 御 召 上りになる 場所と 考えら 

れ ると 言って いる。 悠紀殿 内で おこなわれる 供 膳の 儀に ついては 『天 仁 大嘗会 記』 や 『江 家 次第』 に みられる 記 

録を まとめて みると、 天皇が まず 御手 水 をつ かった のちに、 神饌 は 八重 畳の 上に おかれる。 天皇 は陪 膳と 称する 

采 女の 一人から 米と 粟の 御飯 を 受けと り、 みずから 一 〇 枚 あるいは 五 枚の 柏の 枚 手に 分けて、 短帖の 上の 神食薦 

におく。 それに 箸 を 立てた のち、 肴と 菓子 を 重ね、 白酒 黒酒 を 四 度 そそぐ。 その 次に 御 食薦の 上に 御飯 をお き、 

箸 を 立てる。 これに 三 箸 だけ 口をつけて、 白酒 四 度 黒酒 四 度の 杯 をと る。 以上が 供 膳の 儀で ある。 神 食薦は 神へ 

献げる 食物 をなら ベ る薦 であり、 御 食薦は 天皇の 食 をのせ る薦 であると いう ことが たしかで あれば、 これ はま さ 

に 神人 共 食の 儀で ある。 悠紀 殿に おける 供 食の 儀 は 亥の 一刻から 四 刻まで つづく。 それが おわる と、 天皇 はふた 
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たび 廻 立 殿に 入御し、 小斎の 湯の 儀 をお こない、 御 服 を かえて 主 基 殿に おもむく。 そして 寅の  一^に は 主 基 殿の 

供 膳の 儀が おこなわれ、 四 刻に は 御 膳 を 撒して 主 基 殿の 儀 は 終了す るので ある。 

天皇が 悠紀、 主 基の 両 殿で 秘儀 をお こなって いる あいだ、 大嘗宮 の 庭前で は 諸 儀が おこなわれる。 小斎の 官人 

よ 座に 就く。 大 斎-^ は宮 門の 外にと どまる。 佐 伯 氏 は 大嘗宮 の 南門 を 開く。 衛門府 は 朝 堂院の 南門 を 開く。 吉野 

と徹 |£ でふ^ 宮内省の 官 人に ひきいられて 古風 を 奏する。 悠紀主 基の 国司 は 歌び と を ひきいて 国風 を 奏する。 

半、 佐 伯 氏よ 語部 を ひきいて 古詞を 奏する。 皇太子、 親王、 諸官は 座に つく。 隼 人 は 犬 吠え を 発し、 歌舞 をお こ 

,  や ひらで う 

なう。 皇太子 以下 五位 以上 は、 跪 拝 四 度、 その 度 ごとに 八 開 手 を拍っ 

これらの 行事 は 悠紀、 主 基の 両 殿で おこなわれる 秘儀と 何ら かの 関連が あると 思われる。 しかし 一条兼良が 

『代始 私抄』 (『群 書類 従』) の 中で 「秘事 口伝 さまざま なれば、 たやすく かきの する 事 あた はず。 主上の しろしめ 

す卞 よ、 時の 関白 IS 主な どの 外 は 嘗てし る 人な し」 と 述べて いるよう に 秘儀の 実体 はう かがい 知れな-. >f 一一 i につつ 

まれて いる。 この 大嘗 祭の 核心と も 称すべき 部分が 謎の ままに 解明され ていない ことから して、 日本の 王権の 性 

格 もまた その 全貌 を 明らかにする ことができない。 そこで 多くの 学者た ちに よ つ て 古来 さまざまな 臆測が なされ 

てきた。 その 手がかり となる の は、 いうまでもなく、 悠紀、 主 基の 両 殿に 設けられた 神 座で ある。 頭の 方に は 坂 

枕が 置かれ、 足 もとに は 御沓が 脱いで おかれて ある。 また 御 衾 も 用意して あるの だから、 そこ は 誰かの 休 寝 る 

場所であった こと はうた がい 得ない。 では そこに 休 寝す るの は 誰な のか。 そのこと を 推測す る まえに、 ちがった 

面から 大嘗 祭の 意味 を 考えて みたい。 
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a: もがりと 殯 


1 

大嘗 祭に 似た 行事に 出 雲 国 造の 火 継の 行事が ある こと はまえ にも 述べた。 出 雲 国 造が 死んでも、 衣冠 をつ けさ 

せ 坐ら せて、 その 前に 膳部 をた てまつ る。 そして 神火 相続の 儀が 無事 終了した という 報せ をう けて、 前 国 造の 死 

骸を居 館の 裏門から 目立たない ように はこびだす。 それ は 前 国 造と 新 国 造との つぎ 目に、 あたかも 死が 介在し な 

いように 見せる ための はからい である。 その 背後に は 個人の 死 は あ つ て も 出 雲 国 造と いう 職 は とだえる ことなく 

つづく という 古代 信仰が ある。 その 信仰の 理念 は大嘗 祭のば あいに どのように つらぬかれて いるか。 斎 田の 稲 か 

ら とれた 米で 酒 を かもし、 飯 を こしらえ、 それ を 悠紀、 主 基 殿で 天皇が 食べる ことによって、 新しい 榖霊を 身に 

つけ、 天皇の 資格 を 得る という 風に 解して いるの がふつ うで ある。 しかし 毎年 おこなわれる 新嘗 祭と 変り ない も 

のとして、 一世一代の 大嘗祭 を 把握す る こと は、 事の 本質 を 見誤る ことと なろう。 大嘗 祭に おいて は、 先帝との 

関係 は どのよう にな つてい るか。 出 雲 国 造の 火 継 式の ように 先王の 死と 同時に 新 王が 即位 するとい うこと であれ 

ば、 皇位 継承 はもつ とも 理想的に おこなわれる。 先帝の 礎 威と 呼ばれる 天皇 霊 を そのまま ひきつぐ ことができる。 

だが、 古代に あって は 先帝の 屍 はすぐ に 埋葬され たので はない。 いったん 殯 宮に 安置し、 時期 をへ て 埋葬 さ 

れる というの が 順序であった。 殯宮に 先帝の 屍が 安置され ている 間 は、 その 肉体 は 腐敗しても、 その 魂 は 依然と 

して この 世に あると 信じられ ていた。 したがって 完全な 死者と して は 取り扱われなかった。 天皇 霊 (マナ) を 引 
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きつぐ もっとも ふさわしい 時点 は 先帝の 死んだ 直後で ある。 それが むずかし いと あれば、 先帝の 屍が 殯宮の 中に 

ある 時期が のぞましい。 和 田萃の r 殯の 基礎的 考察」 によると、 『日本書紀』 及び 『続 日本 紀』 の 中で 殯に付 さ 

れた 帝王 は、 仲哀、 反 正、 欽明、 敏達、 推 古、 舒明、 孝徳、 斉明、 天智、 天武、 持統、 文武の 一 二 代で ある。 そ 

の 中で 伝説 的 要素 を もつ 仲哀、 反 正の 二 帝 を 除く 一 〇 代に ついて みると、 例外 も あるが 一般に は殯の 期間 は 一年 

以内と 考えられる。 ところで 殯宮の 場所 は、 一 般には 天皇が 死去した 宮の 近くの 南 庭 が 多い ようで ある。 殖宮 

の 場所と 埋葬地 はかなり 隔たって いるが、 例外的に 殯宮と 葬 地が 近接して いた ものに 天智 天皇の 皇子の 建 王 と 

ss&^^かぁげられる。 斉明 天皇 は 自分の 孫の 建 王が 死んだ というので 悲歎に くれ、 自分の 墓に 一緒に 葬って ほ 

しいと いう 命令 を 下した ことが 『日本書紀』 に 記されて いる。 また、 持統 三年 (六 八 九) 四月に 死んだ 草 壁 皇子が 

持統 天皇の 鍾 愛の 子で ある こと は 人の 知る ところで ある。 そうした ことから、 葬 所 を 遠方に もってい くこと は 

びが たく、 許さなかった のであろう。 殯宮と 葬 所の 距離が 近いと いう こと は、 殖宮 のとき の 愛着が まだ 残って い 

たからで あると 推量され る。 ところで 天武 帝の 殯宮が 南 庭に 置かれた ときの 儀礼 を 『日本書紀』 の 記事から 拾つ 

おおし あまの すく.? * ちらか ま み ぶ  しのび ごとた てまつ 

ていく と、 朱 鳥 元年 (六 八 六) 九月 二七日に 大海 宿禰舊 蒲が 壬 生の 事 を 諫 つたと ある。 これ は天武 天皇の 幼 

時の こと を 語った ので あるが、 天武 天皇が まだ 生きて いるかの ように 語った のであって、 死者の 追憶 を 語った の 

みやつ こ  もうで く  おのおの しのび ごとた てまつ よ くさぐさ 

ではない。 また 朱 鳥 元年 九月 三 〇 日に 「国々 の 造 ども、 参 赴る にした が ひて、 各諫る 仍 りて 種々 の 

をつ IT つる」 と ある。 これ は 歌舞 をして 死者の 復活 を 願った ので あるが、 喪屋 すなわち もがり は 古くから 倭 国 

の 習俗であった。 それ は 『魏 志』 東夷 伝の 倭人の 条に、 人が 死ぬ と 喪主 は哭 泣す るが、 他人 は 歌舞 飲酒す ると あ 

り、 『古事記』 の 天 若 日子の 葬儀の 条に 「日 八日 夜 八 夜 を 遊びき」 と あり、 『日本書紀』 に は 「八日 八 夜、 啼び哭 

き悲び 歌ぶ」 と あるので 分かる。  れ 

遊 部と いう 職業の 名称 は それから 発生して いる。 『令 集 解』 に 「遊 部 は 幽顕の 境を隔 だてて 兇 癘の魂 を 鎖む る 


国津 神と 天津神 36o 


の 氏な り」 と 規定され ている。 すなわち 遊 部 は 天皇の 崩御の 際に は、 殯 所に 詰める。 遊 部に は 刀 を 背負い、 戈 を 

もつ ものの ほかに、 酒 食 を もって 刀 を 背負う ものが いる。 刀 や 戈 は 天皇の 屍 を 守る という ことのほかに、 眼に SJ? 

えない 邪 霊が 殯 所に 安置され た 天皇の 魂 を 侵犯し にくる の を 防ぐ 意味が ある。 また 酒 食 は 天皇に 食物 を 奉る こと 

、  な ふらいた てまつ  あおきお もの  なおら、 

である。 持統 天皇 元年 八月に、 「天 武 天皇の 殯宮に 嘗 る、 これ を 御 青 飯と いふ」 と ある。 な ふらい は 直 <i の 

ことで ある。 御 青 飯 は どのような もの か 分からな いが、 青 は 死者の 色で あるから、 死者へ 供物の 食物 を ささげて、 

死者の 前で 歌舞し、 それによ つ て 死者の 復活 を 願った のであろう。 

持統 帝の 即位す る 以前の 持統 元年と あくる 年の 二 年の 正月 一 日に 「皇太子、 公卿、 百 寮 人 等 を 率て 慟 哭る」 

という 記事が ある。 ここに 鷓野讃 良 皇女 (のちの 持統 帝) の 名が 見えな いのは、 彼女が 殯宮 内に こもって、 天武 

C 加) 

天皇の 幽魂 を なぐさめるべく 奉仕して いるから だと 和田萃 はいう。 果してそう だろう か。 

「持 統 天皇 称 制 前紀」 に は、 朱 鳥 元年 九月の 条に、 天武 天皇が 崩 じたので 皇后 は 「臨 朝 称 制す」 (みかど まつり 

ごとき こしめ す) と ある。 つまり 持統は 即位し ない ままに 政務 をと つたので ある。 事実上の 天皇と して 政務 を 見 

ていたの だから、 持統は 先帝の 殯宮で 慟哭す る こと を 遠慮し、 草 壁 皇太子に 代行して 慟哭 させた ので ある。 しか 

も 天 武帝は 殯宮に あって、 まだ 陵墓に 埋葬され ていなかった ので、 持統は 喪に 服して 元日の 朝賀の 儀礼 を 避けた。 

おおちの みささぎ 

しかし 天 武帝を 持 統ニ年 一 一月 大内陵 に 葬った あくる 年の 持統 三年の 正月 一日に は、 もはや 喪が 明けた ので、 

持統 はま だ 即位して いなかつ たが、 元日の 朝賀 をお こなった ので ある。 

二 

ところで 天武を はじめ 推 古、 孝徳 などの 諸 帝の 殯宮の 置かれた 南 庭と いうの は どこだろう か。 南 庭 はふつ う 

お， よ  、ま 

「推 古紀」 一八 年 一 〇 月の 条に 記されて いる 庭 中と 同じと 考えられ ている。 天皇の 坐す 大毆の 南の 庭で あつたと 
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おみ むら じ おおば とよの あかり  >  , r 

推測され る。 「清 寧紀」 の 三年 一 一月に 「臣、 連に 大 庭に 宴 す」 と ある。 これ は 卯 • 辰の 両日 おこなわれた 新 

嘗祭 とされて いが。 今日の 松 江 市に 大庭 町が ある。 そこの 神 魂 神社で は、 中世に は 出雲大社の 火 継 式 や 古伝 新嘗 

祭が おこなわれた。 また、 『古事記』 の垂仁 天皇の 条に、 ホムチ ヮケが 出 雲に おもむいた ときに、 出 雲 国 造が 肥 

河の 中に 黒い 丸太 を簀 のように 並べて 作った 橋 を 作り、 そこに 仮宮 を 作って ホムチ ヮケを 住まわせた。 そのと き、 

出 雲 国 造が 青葉の 山 を かざって、 それ を 河 下に 立てて、 御 食事 をた てまつつ た。 それ を 見て、 ホム チヮケ は、 こ 

おおに わ 

の 可 下の 青葉の 山 は 山の よう だが そうで はない。 もしかしたら ァシ ハラ シコォ をい つき まつる 祭主の 大廷カ と 

ちじ まさ 

言った。 ホムチ ヮケが はじめて 口 をき いたので、 従者 は 大変 よろこんで、 ホムチ ヮケを 檳榔の 長 穂の 宮に 坐ら せ 

て、 都に いる 天皇に 報告した、 と ある。 

この 大廷 も大 庭と おなじく 神事 をお こなう ところで あつたと 思われる。 大庭は 大廷の つづ まった 語で ある。 折 

、2  ) 

口よ 「大き 祭の 本義 一 の 中で、 ホムチ ヮケの 話に 出て くる 青葉の 山 は大嘗 祭のと きの 標の 山に あたる と 述べて い 

かりみや 

る。 私 は 「青葉の 山」 から、 大嘗 祭のと きに 天皇が みそぎ をす る、 檳榔で 屋根 を ふいた 河原の 頓宮を S い： HI す 

昔の 新嘗は 川の ほとりで おこなわれた。 その 際、 檳 榔で葺 いた 仮宮が 作られた かも 知れない。 

殯宮の 置かれた 南 庭 または 庭 中 は、 ともに ォォ バと訓 ませて いるが、 これ は 大廷、 大 庭と 通じてい る。 出-雷 大 

社の 火 継 式と 古伝 新嘗 祭が かつ て大 庭の 神 魂 神社で おこなわれ、 また 出 雲に おける ホム チ ヮ ケの 大廷の 伝承が 大 

嘗祭 もしくは 新 嘗祭を 反映して いると ころから して、 南 庭 • 庭 中 は 神 祭の 中で もとく に 重要な 儀礼 をお こなう と 

ころで あつたと 推察され る。 「清 寧紀」 の 記事 もそう である。 持 統ニ年 一 一月、 天武 帝の 殯宮の まえで、 妊臣の 

一人が 帝王の 日 継の 次第 を 申し述べた。 それが 終る と、 天 武は大 内 陵に 葬られた。 殯宮 はすぐ とりこわされ たの 

であったろう。 まえに も 述べた ように それから 二 力 月た つた あくる 年の 持統 三年の 正月 一日、 持統は 喪が 明けた 

ので、 朝賀の 式 をお こなった が、 その 場所 は天武 天皇の 殯宮の あった 南 庭ではなかった か、 と 和 田 は 推測して い 
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る。 しかも そこ は 持 統四年 正月、 持統 女帝の 即位式の おこなわれた 場所 ともなって いると ころから、 殯宮 儀礼 は 

新 帝の 即位 儀礼と 切り はなして 考える べきで なく、 むしろ 新 帝の 即位 儀礼の 一 環と して 把握すべき 性格 を 有して 

いる こと を 強調して いる。 この こと は 大嘗祭 を 考察す る 上での 重要な 参考になる。 というの も、 初期の 段階で は、 

践祚と 即位と 大嘗 祭が おなじ 時期に おなじ 行事と して おこなわれ たと 見られて いるから である。 大嘗 祭が 践酢ま 

たは 即位の あとで おこなわれる ようにな つたの は 後代の ことで ある。 

とすれば、 先帝の 骸が 殯宮に 置かれて ある 時期と 大嘗 祭の おこなわれる 時期と は 近接す る。 和 田の 言うよう に、 

殯宮 儀礼と 即位 儀礼と が ひとつ づきの ものである ならば、 殯宮 儀礼と 大嘗 祭の 儀礼 も、 ひとつ づきの ものと して 

とらえる ことができる であろう。 それ はおの ずから 大嘗 祭の 性格 を 規定す る もので は あるまい か。 先帝の 崩— 殯 

—葬 I 新 帝の 即位 (または 遷宮) が 一応の 順序と 考えられる にしても、 実際に はこの 順序 はかならず しも 守られ 

ていない。 先帝の 殯が 終了し ない まえに 新 帝が 即位した 例 はかなり の 数に のぼる。 そこに は 皇位 継承 をめ ぐって 

種々 の 政治的に 紛糾す る 問題が 存在して いると 和 田 は 言う。 

『日本書紀』 に は殯が おこなわれ たと は 明白に 記されて いない けれども、 崩御 年月と 葬 年月の 間 を 一応、 殯の期 

間と 措定して みると、 安寧、 懿徳、 孝 安、 孝 元、 開化、 垂仁、 成務、 允恭の 諸 帝が 先帝の 殯の 終了して いないの 

に 即位した と 記されて いる。 これらの 帝 は 実在 かどう か 疑わしい 帝と 見られて いる。 したがって 『日本書紀』 の 

編纂に あた つ て 先帝の 殯の 終了から 新 帝の 即位に と 順序 を 追って 記述す る こと は、 いくらでも できる ことなのに、 

潤色 や 整 序 を あえてせ ずに その 順序 を 逆に 記載した の はどうした 訳 かとい う 疑問が のこる。 和 田の 言うよう に 政 

治 的な 紛糾の ためで はなく、 大昔に は殯が 終了し なくても 新 帝が 即位の ための 大嘗祭 をお こなう ことがあり 得た 

かもしれ ない。 その ほうがむ しろ 先帝と 新 帝との 連続体 を 完全に 示す ことができ、 天皇 霊の 授受が 円滑にお こな 

われる と 考えた かもしれ ない。 しかし 中国の 葬 制 や 仏教の 影響 を 受けて いつしか 後代に 変化して いった かも 分か 
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ら ない。 和 田の 指摘に よれば 日本 固有の もがりの 葬 制が 中国の 葬礼で ある 殯の 影響 を 受ける ようにな つ たの は 安 

閑 天皇の 頃で あるが、 さきに あげた 諸 帝の 時代 はすべ て 安閑 朝 以前で あるから、 まだ 中国の 殯の 影響 を 蒙って い 

ない 時代に あたる。 その 時代に はま だ もがりが 終らない うちに 即位が おこなわれた かもしれ ない。 そういう 可能 

性が あつたと 見て よいであろう。 

3^ 穂 祭と 抜 穂 行事 


「神代 紀」 下に 「神 吾田ぎ 葦津 姫、 卜 定田を 以て、 号け て 狭 名 田と 曰 ふ。 其の 田の 稲 を 以て、 天 甜酒を 醸み て 

にいな え  ぬな た  も  いい かし  にいな え  3 

嘗 す。 又淳浪 田の 稲 を 用て、 飯に 為き て 嘗 す」 と ある 

ここにい う 狭 名 田 は 神聖な 田、 淬浪田 は 沼の 田、 つまり 水田の ことで ある。 天甜 酒の タム は 美味な こと を 言う „ 

つまり 美酒で ある。 大嘗 祭の 抜穗 行事に 奉仕す る 人の 中に 多 明 酒 波と いう ものが まじって いる。 タムと タメ はお 

なじ 語で ある。 これ は 群臣に 給う 酒 をつ くる ものである。 祭 用の 白酒 黒酒 をつ くるた めに 卜定 田から 刈りと つた 

稲を舂 くの は 造酒 児で ある。 こ の 造酒 児の 面影 を 神 吾田 鹿 葦津 姫に さぐる ことができる。 そこに は 古い 新 嘗の祭 

の 姿が 見られる。 

大嘗 祭の 抜 穂 行事に あたる ものが 南 島の 稲の 穂 祭で ある。 『琉球 国 由来 記』 巻 一 三に は 月の 稲の ミ シ キヨ マ 

のとき によ、 隔年 ごとに、 琉球 国王が 聞 得 大君 以下 群臣 を ひきつれて 東 御 廻 をお こなった と ある。 ミシ キヨ マの 
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ミは 美称で あり、 シ キヨ マ または シ チヨ マと もい われ、 『混 効験 集』 に は 「米麦の 御 初 をい う」 と 説明され て い 

る。 琉球 国王 は 各所 を 巡拝した あと、 知 念 半島の 玉 城 村に 足 をのば す。 太古に ァ マミ キヨが 一一 ライカ ナイから 稲 

の 種子 を もってき たの を、 玉 城 村の 百 名と いう 所の 人が、 稲の 作り方の 教え をう けて、 浜 川 浦 原の 親 田で はじめ 

て 稲作 をした。 稲の 作り方 を 伝授され た 人はァ マミ キヨから 米 之 子と いう 名 を 与えられた。 国王が 行事 するとき 

は、 その 親 田の 稲で シトギ を こしらえて 献上す る ことにな つていた という。 琉球 国王の 東 御 廻の 最 重要な 目的 は、 

ミシ キヨ マと 呼ばれる 稲の 穂 祭の ためであった。 

『八重 山 島 由来 記』 を 見る と 五月に はシ キヨ マ 祭が ある。 これ は 稲刈りの はじめの 祭であって、 村の 家々 では 稲 

の稔 つた 穂 を 田んぼから 抜きと つて、 村の 宗家に あたる トニ モトに 持参す る。 七月に は ii" かおと ずれる。 それ 

は 一年の 折り目で、 南 島の 正月に あたる。 節の 日に は 二— ラスク (二 ライカ ナイ) から 稲 魂 粟 魂 をのせ てく る 神 

の 舟 を 迎える。 若水 を 汲み、 魂 を あらたに する。 綱 引 をしたり 舟 こぎ 競争 をして あそぶ。 この 『八重 山 島 由来 

記』 に 記載され た 祭事に は、 稲 や 粟の 刈り取りが 終った こと を 神に 感謝す る 豊年 祭 (プ ー リ) の 記事が 見当ら な 

い。 『慶来 慶田城 由来 記』 に は 初穂 儀礼に あたる シ キヨ マ 祭の 頃に 穂 礼 をす ると 述べて いる。 穂 礼はプ ー リ とよ 

ませる にち がいな く、 初穂 儀礼 を 指す と 思われる。 そこで 今日の 豊年 祭、 すなわち 八重 山で プ ー リ にあた る 収穫 

祭 は、 以前 はシ キヨ マ 祭です ませて いたのではないだろう かとい う 推測が 成り立つ。 

奄美 諸島で は 旧 六月 (沖繙 では 旧 五月) になる と、 自分の 田から 三本の 稲穂 を 刈り取って 帰り、 柱に かけ、 そ 

の 穂から 米粒 をと つて、 飯に 入れ、 混ぜて たいて たべる。 それが 稲 霊 を 迎える 儀礼で、 ァラ ホバナ (または シキ 

ユマ) と 呼ばれる 行事で ある。 その 田の 稲穂の 顿を とって、 ミシャ クを 作る ばあい も ある。 この 行事が おこなわ 

れる前 は、 物 音を立てて はならない とされて いる。 稲の 穂 ばらみ の 時期で あるから、 おどろき やすい 稲 霊 を、 そ 

つと してお くた めで ある。 大嘗 祭のと きに 斎 田の かたわらに 稲実 公 等屋と 呼ばれる 仮屋が つくられる。 稲実 公 は 
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抜 穂 使が 斎 田に 下向す る 八月 下旬から 抜 穂の 行事が おこなわれる 九月まで、 この 稲実 公 等屋で 稲の 穂 孕み を 成就 

させる ために 忌み ごもり をした かも 分からない。 いずれにしても、 南 島に おいて は、 シ キヨ マ (シキ ユマ) と 呼 

ばれる 稲の 穂 祭 は、 古く はき わめて 重要な 儀礼で あつたが、 あとに なって 収穫 儀礼が にぎやかな 祭と なる につれ 

て、 衰微して いく。 

『琉球 国 由来 記』 を 見る と、 王城の 公事と して、 五月に 稲の 穂 祭が ある。 その ときには、 真 和 志、 南風 原、 西 原 

の 三つの 間切 (村) から 稲穂 を 献上す る。 その 稲穂 は 酒と 一緒に 廷臣に くばられる。 一月 後の 六月に は 稲 大祭が 

あるが、 これ は 刈 上 祭に 相当す る。 この ときには 稲 は 成熟して いるので、 稲穂の 献上 は おこなわれな いと 『琉球 

国 由来 記』 は 記して いる。 これ を みても 五月の 稲の 穂 祭の 方が 重要な ことが 分かる。 おそらく 六月の 稲 大祭 は、 

時代が あとに なって 設定され たもので あろう。 シ キヨ マと 呼ばれる 穂 祭で 米粒 をた べるの は 稲穂 神 (穀 霊) を迎 

え、 その 霊 力 を 身に つける こと を 願う 行為に ほかなら ない。 それ は 南 島に おいて は、 王権と ふかく かかわり あつ 

ている ので ある。 

二 

大嘗 祭の 抜 穂 行事 も 南 島の 穂 祭の 行事と 似て いる。 ただ その 斎 田の 抜 穂 を 春いて 米の 飯 をた き、 酒 をつ くり 食 

ベる 時期が ちがって いる。 新嘗 祭が 旧の 一 一月に おこなわれ るの は、 田の神 を 迎える ァ エノ コト (ァェ は饗) や 

霜月 祭の 時期と 一致す る。 もともと 民間の 新嘗は 早稲の 新穀 を 神に 献げる 祭で あるから、 いわば 南 島の 穂 祭に 相 

当す る。 その 時期 も大嘗 祭の 抜 穂 使が 卜定 田に 派遣され 抜 穂す る 九月 下旬 頃と 想定 されても 自然な のに、 一 一月 

に新嘗 祭が おこなわれ るの はいかなる 理由に もとづく か。 柳 田 国 男 は 「稲の 産屋」 の 中で 九月から 一 一月までの 

間 を 長期に わたる 物忌みの 期間と 考えて いる。 宮中の 新 省 祭の 祭日が 大宝 令で は 一 一月 下の 卯 日と 定められ、 三 
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卯 あれば 中の 卯 日 を 用 レられ たこと も 意味の ある ことと している。 それ は 小豆粥 をた ベ る 霜月 一 一十三 夜の 行事と 

ほぼ 時期 をお なじく している。 柳 田 は それ を 民間 新嘗の 簡素な 一 つの 型と 見なして 次のように 言う。 「霜月 二十 

三 夜の 前後、 月の 半輪が 暁の空に、 傾く 頃が 冬至で あり、 又 恐らく は 西洋の クリスマスで もあった。 …… 指 を 折 

つて 干支 を算 える 技術 を 学ばぬ 以前から、 すでに 我々 は榖 母の 身 ごもる 日 を 予知し、 又 それ を 上 もな く 神聖な り 

C ち 

と、 感ずる こと を 得た のであった」 

柳 田 は 冬至 を 目安と する 一 年の 循環の 区切りの 時期に 新嘗 祭が おこなわれる 意味 をたず ね、 その 日は穀 母の 身 

ごもる 日と 考えて いた。 鎮魂祭 も 一年中で もっとも 日の 短い 冬至に 魂の 衰える の を 防止し、 それ を 振起し、 あた 

らしい 魂 を 身に つける ために おこなわれる 行事であった。 もともと 新嘗 祭と 鎮魂祭 は、 行事 内容が まったく 別の 

祭で あるが、 両者 は 魂の 再生 を 目指す ことにお いて は 一致して いる。 新嘗 祭が 一 一月の 中の 寅の 日に おこなわれ 

る 鎮魂祭と おなじ 目的 を もつ こと はたし かで ある。 r 大嘗 祭式」 に は、 一 一月 中 寅 日 以前に 大嘗 祭の 諸事 は 万端、 

整え 終って おかねば ならない ことが 規定され ている。 鎮魂祭が かならず 中 寅 日に おこなわれ、 それが 中 卯 日から 

はじまる 大嘗 祭の 前日に あたる の は、 新 王 誕生に とって まことに ふさわしい 祭儀と いわねば ならぬ。 ここで 考え 

てみたい こと は 宮中の 鎮魂祭 も 新 嘗祭も 毎年く りかえ される 行事で あると いう ことで ある。 つまり 循環す る 世界 

の 折り目の 行事で ある。 しかし 大嘗祭 は 一世一代の もっとも 重要な 祭儀で ある。 大嘗祭 を 鎮魂祭と 新嘗 祭の くみ 

あわさ つ た 祭儀と 考える だけで はなお 充分と はいえない。 ここに 不死なる 王者と しての 資格 を 得る ための 天皇 霊 

の 主題が 登場す る。 
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W 神 座の 意味 


こ こで 大嘗 祭の 核心で ある 卯の 日の 神 祭 を 検討す る ことにする。 戌の 刻に 廻 立 殿で 小斎の 湯 をつ か つ た 天皇が 

1 心紀 殿に 入御した とき、 そこに 神 座が 設えられ ている こと はすで に 述べた。 この 神 座 はいかなる 意味 を もっか。 

それが わかれば 大嘗 祭の 秘儀 は 解明で きたと いっても 差し支えない。 それ はあくまで 秘儀で ある。 ただ 推察され 

得る こと は、 そこで 新しく 天皇の 資格 を 得る ための 儀礼が おこなわれる だろうと いう ことで ある。 天皇 霊 を 身に 

つける ために は 何が なされる か。 ここで 諸家の 意見 は 後 まわしに して、 折 口 信 夫の 意見 をまず 紹介して おく。 

折 口 は 有名な r 大嘗 祭の 本義」 (一九二 八 年) の 中で 次のように 言って いる。 

「大嘗 祭の 時の、 悠紀： 王基両 殿の 中には、 ちゃんと 御 寝所が 設けられ てあつて、 蓐 • 衾が ある。 褥を 置いて、 

掛け布団 や 枕も備 へられて ある。 此は、 日の 皇子と なられる 御 方が、 資格 完成の 為に、 此御 寝所に 引き籠って、 

深い 御物 忌み をな される 場所で ある。 実に、 重大なる 鎮魂の 行事で ある。 此処に 設けられて 居る 衾 は、 魂が 身 

体へ 這 入る まで、 引き籠って 居る 為の ものである。 裳と いふの は 裾 を 長く 引いた もので、 今の 様な 短い ものの 

み をい うて は 居ない。 敷 裳な どと いうて、 著 物の 形に 造って 置いた の も ある。 此期 間中 を 『喪』 とい ふので あ 

る。 或 人 は、 此ぉ 寝床の 事 を、 先帝の 亡き 御身 体の 形 だとい ふが、 其 はよ くない。 死人 を 忌む 古代 信仰から 兑 

て も、 よろしくない」 
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さらに 「古代人の 思考の 基礎」 (一九二 九 年) でも、 

「悠紀 殿 • 主 基 殿と 分れ 建つ の は 古い 事で、 天武紀 にも 見られる ことで ある。 前述の やうに、 此は 初めは 一 つ 

の 御殿だった に 違 ひない。 其 中、 一番 問題になる の は、 御殿の 中心、 御 衾 を 設けて ある ことで、 神道 家の 中に 

は、 天照大神の 御 死骸が 其 中に あるの だ、 と言うて ゐる人 も あるが、 何の 根拠 もない、 不謹慎な 話で ある」 

さらに 「古代 生活に 於け る 惟神の 真意義」 (一九 三 〇 年) の 中で も r 大嘗 祭の 時、 悠紀殿 • 主 基 殿に はお 衾が と 

つて ある。 それ は 何の 為 かと 言 ふに、 或 人は祖 神の 屍 を 奉安して ゐ るの だと 言 ふが、 私 は それに は 反対で ある」 

ともいう。 

折 口が 「寝床の 事 を、 先帝の 亡き 御身 体の 形 だとい ふが、 其 はよ くない」 とか 「天照大神の 御 死骸が 其 中に あ 

るの だ、 と言うて ゐる人 も あるが、 何の 根拠 もない、 不謹慎な 話で ある」 と 批難して いるの は、 誰 を 指して いる 

のか。 

堀 岡 文吉の 『国体 起源の 神話学 的 研究』 に は大嘗 祭に 触れて 次の ような 記述が ある。 

「ユキ 殿 スキ殿 は、 これ 即ち 上代の 皇居で あると 解しても よい やうで ある。 然 らば 同じ 形式の 皇居 を 何故に 二 

つ 並べて 造る ので あるかと 言へば、 一 つ は 先帝の 崩御 遊ばされた 皇居で あり、 一 つ は 新 帝が 新に 造営され て 御 

住 ひになる 皇居 を 意味す る ものであると 解したい ので ある。 即ち 死人の あった 家 を 忌み、 これ を棄 てて 新居に 

移る の 風習が 其 儘に 大嘗 祭に 表 はれて 居る ものと 見る ので ある。 而 して ユキ 殿の 方 は 先帝の 御殿で、 スキ 殿の 

方が 新 帝の 御殿で あると 見る ので ある」 

r ュ キ 殿の 神牀は 先帝の もので あり、 スキ 殿の 神 牀は新 帝の ものであると 云 ふこと は 申す まで もない ことで あ 

る」 

こう 述べた のち、 江戸 中期の 国学者 化 田 在満の 『大嘗 会 便 蒙』 (元 文 四 年 〈一七 三 九〉 出版) 上に 「天皇 出御 あり 
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て 御 膳に つかせ 玉 ひ 御箸 を 取て 御飯に つきたてさせ 玉 ふば かりにて 入御 せらる。 其 あとに て 御 膳を撤 するな り」 

と あるの を 引用し、 それ を 死者の 枕許に 供える 枕 飯と 解す る。 そうして 『令義 解』 に 「朝 諸 神 之 相嘗祭 夕 者 

I こ 新 *1 於 至 一也」 と あるの を 引用して、 相 嘗とは 先帝と 新 帝の 相嘗 で、 それ は 死者の 枕許に 供える 飯に 該当す 

る。 諸 神相嘗 というの は 先帝と 新 帝との 相嘗と 限定して みる ことができない となれば これ は 皇祖 皇宗と 見ても よ 

いとおもう、 と 言って いる。 それと 同時に 喪主 も 膳に 付いて 相嘗 をお こなう ものと 見られる こと、 至尊と は 天皇 

のこと であると 述べて いる。 

二 

じんこん じき 

堀 岡 文吉の 推定 はあくまで 想像の 域 を 出ない。 大嘗 祭と 宮中の 新嘗 祭、 それに 神 今 食 (かむ いまけ」 は、 いず 

れも神 座 を 設け、 御座と 短帖を 設ける。 また 神 今 食に は旧穀 を供献 する が、 大嘗 祭と 新嘗 祭と は 新穀 を 神と 天皇 

が 共 食 するとい うちが いは あるが、 儀式 作法 はおな じであって、 飯の 上に 箸 を 立てる こと も おこなわれる。 した 

がって それ は 死者へ 供える もので はなく、 神の 占有 を 表示す る 一種の 斎 串で あると 説明す る ことができる。 とす 

れば 表立 つ て大嘗 祭と 新 嘗ゃ神 今 食との 決定的な 差異 を 探す こと は 困難で ある。 大嘗 祭の 儀式が 悠紀 • 主 基の 两 

殿で おこなわれ るの も、 新嘗 祭と おなじ 儀礼が 形式的に ただ 反復され たものと 見る こと も 可能で ある。 

とはいえ、 民間の 新嘗 行事 はもと もと 素朴な ものであった こと は 疑い を容れ ない ところで あるから、 宮中に お 

ける 新 嘗祭ゃ 神 今 食 は大嘗 祭の 行事が 整備され た 影響 を 受けて、 類似の 形式 をと とのえ てきた と考えられる。 こ 

うした 見方に 立つ とき、 さきの 堀 岡 説 は 一考に 価す る。 

川 出 清彦は 『祭祀 概説』 の 中で 次のように 言う。 『皇太 神宮 儀式 帳』 によると、 伊勢 内宮 正殿の 二つ ある 床の 

内、 前方の 分 を 「出 坐の 床」 と 称し、 そこに は 主として 神の 衣服 類が 飾られて いる。 衣、 裳、 比 礼、 怠須 比、 带" 
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沓、 櫛で ある。 それに 対して 奥の 座に は、 床に 御 被が 敷かれ、 船 代が 安置され る。 船 代の 中には、 緩の 被 一条 を 

敷き、 その 余で 体 を 覆う 御 樋 代が 納められ ている。 船 代の 蓋 をした あと、 これに 御 被 を かける。 この 御 被に は 綿 

入れ も あれば 袷 仕立ての もの も あり、 夜具と 考えられ ている。 川 出 はこう 説明した のち、 伊勢神宮の 神 座が 「奥 

の 御床」 と 「出 坐の 床」 二つ あるのと 比較して みると、 大嘗 祭の 悠紀 殿に 敷かれる 八重 畳 は 「奥の 座」 であり、 

御座の 方 は 「出 坐の 座」 に 相当す る ものと 見る ことができる という。 まえに も 触れた ように 悠紀 殿の 中央に は 八 

重畳が 敷かれ、 そこに 坂 枕が 置かれる から それ は 明らかに 寝床で ある。 御 衾 や 御 単 や 御沓 (スリッパ) も 備えて 

ある。 その 東に 御座が あり、 更に その 東に 短帖が 置いて ある。 古式で は 神 座と 御座との 間に 八 尺帖を かけわたし、 

両者 を 1 つづきの ものと している。 この かっこう は、 八重 畳と 御座と が 皇祖の 座で ある こと を 物語って いると 川 

出 は 述べて いる。 つまり それ は 伊勢神宮 における 奥の 座と 出 坐の 座に あたる もので あり、 皇祖の 天上に おける も 

つと も 古い 座であった。 そこに 地上の 皇孫 も 坐した が、 後で は 憚る ようになって 皇孫で ある 天皇 は 独立の 御座に 

坐ら される ようになった、 と 川 出 は 言う。 『大嘗 会 便 蒙』 にある 大嘗宮 内 図 を みても、 もはや 神 座と 御座 をつな 

ぐ 八 尺帖は 描かれて いない。 明治 以降の 大嘗 祭の 図 を みても、 それらし きもの は 見当らない。 しかし もともと 川 

出の 指摘す るよう な 意味 を もっている とすれば、 神 座と 御座と 短帖の 関係 もちが つ てく る。 

川 出 は 「新 嘗 祭神 膳の ことにつ いて」 の 中で 「神 食薦、 御 食薦の 敷き かたに ついては …… 新 儀式、 建 保 記 は 短 

畳 (短 帖) の 上に 之 を 敷く が、 江 記で は 御座の 上に 敷く。 此の 場合、 天皇 は 第一 の 神 座に 坐せられ る 御 格好に な 

るので は あるまい か」 と 述べて いる。 

三 谷栄ー は 川 出の この 説明 を 承け て、 短帖が 第二の 神 座で あると いう こと は 要するに 後世に なつてから のこと 

であり、 それ 以前 は 神 食薦、 御 食薦の 置かれる 場所と して、 天皇が 神人 両性 格の 御 資格で、 短 帖の両 食薦に 向う 

と 解す るの が 古 型で あると し、 短帖が 第二の 神 座と なった の は、 天皇 御 自らが 神の 憑り 代と なる 信仰が うすらい 


371 王権の 発生と 構造 


だた めで あると、 述べて いる。 三 谷 は その 例と して、 能 登の 珠洲 郡で おこなわれる ァ エノ コト では 農家の 主人 自 

らが 神の 代りに 入浴す るが、 その 入浴の 際に も 主人 は 田の神の 依 ましに 同じく、 目隠し をして いると いう 事 突 を 

紹介して いる。 

三 谷 は 神 を もてなす 立場の 人間が 神の 役目 を 演じ、 神と 一体化し ている 姿が そこに 見られる とし、 大嘗祭 もま 

た 同様に 皇祖 神と 天皇と が 役目 を ひとつに している と言うの である。 こうして みれば 神 座 は 神の 休 寝す る処 であ 

り 御座 は 神の 出 座す る 場所と いう 考えが 古くから あった。 短帖は 神と 天皇の 食物 を 置く 場所であった のが、 そう 

する ことが のちに は 憚られて、 第二の 神 座と 称せられる ようになった かも 分からない。 したがって、 短帖を 第一 

の 神 座に 休 寝す る 神と は 別の 神の 坐る 場所で あると 見る こと はでき ない。 皇祖 神と その 依 ましで ある 天皇が 神 座 

に 坐し、 御座に 神 食 薦と御 愈 薦とを 敷き、 ともに 食事 をした ところでお かしくない。 こう 考える とき 悠紀 殿、 主 

基 殿の 神 座で、 皇祖 神と 一 体になる 天皇の すがたが あざやかに あらわれて くる。 

それで は悠紀 殿で 天皇と 一 体と なる 皇祖 神と は 誰な のか。 

折 口 信 夫が 神 座 は 先帝 あるいは 天照大神の なきがらの 形で あると いう 説が あるが、 それ は 不謹慎で あると 言つ 

ている こと は 先に 述べた。 ところが 折 口 はそう 言いながら もし だいに その 論調 を 変えて いっている。 昭和 九 年 

(一九 三 四) の 「上代 葬儀の 精神」 では、 

「普通の 一番 進んで 居る と 思 はれる 説明に は、 大嘗宮 にお 衾 を 設けて、 つまり、 寝間 をお 作り 申し上げて ある 

とい ふこと は、 お崩れな された 天子の 聖躬 がそ こに ある 形です。 そこに 鏡が 置いて あり、 著 物 を 置き、 靴が m 

いて あると いふ こと は、 つまり 御 祖先の 神様のお 骸が そこに あると 見て 居る と、 かう 思って 居ます。 我々 こそ 
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死と レふ 観念 は 昔に はなかった と考 へて 居る から、 どっちに なっても 宜しい が、 今の 神道の 考へ では、 それよ 

非常に 不都合です。 だから どうしても、 此には 説明が 必要な のです。 つまり、 それ は 一種の 真 床 覆 衾な のです。 

だから 天子 は そこに 這 入られた に 違 ひありません」 

こう 述べた のち、 先帝の 身体が そこになくても、 それ は 儀式の 形が 変った だけであって、 考え 自体 は 昔と 変ら 

ない こと を 強調して いる。 つまり 大昔 は 先帝の 骸 があった ところに 新 帝 は 同衾して 天皇 霊 を 身に つけて 復活した 

と 言 つてい る。 

昭和 七 年 (一九 三 二) の 「剣と 玉と」 の 中で も、 

あき 

「古代に は 死と 生と が瞭ら かに 決らなかった ので、 死ぬ ものなら ば 生き かへ り、 死んだ ものなら ば 他の 身体に 

たまし ひが 宿る と考 へて、 もと 天皇 霊の 著いて 居た 聖躬と 新しくた まし ひの 著く 為の 御身 体と 一 一つ、 一 つ 衾で 

覆って 置いて 盛んに 鎮魂 術 をす る。 この 重大な 鎮魂の 行事 中、 真 床 襲 衾と 言 ふ 布団の 中に 籠って 物忌み をな さ 

れ るので ある」 

とも 言って いる。 折 口 はこ こで はっきりと 答え を 出して いる。 昭和 二八 年 (一九 五三) の 『新嘗 の 研究』 の 中の 論 

文で ある 「新 嘗と 東歌」 では、 大嘗 祭に 設けられる 天子の しとね と 坂 枕 は 寝る とき か 死んだ ときの 状態と 考えら 

れる のが ふつうで あり、 しかも そこに 死骸が あつたの だと 解釈す る 人 もい るが、 これ は 考えす ぎで はない かと 言 

つて、 彼の 説 を 後退 させて いる。 しかし こうした こと は 明確に 口にしが たい 問題な ので 折 口 は 口ごもつ たと 推測 

する こと もで きる ので ある。 

洞 富 雄 は 『天皇 不 親政の 起源』 の 中で 「天皇 は 素足で この 祭殿に のぞんで いるが、 いくら 錦で つくられ たもの 

でも、 わざわざ 沓を はいて 床に 入る はず はない ので、 その 沓は 他の ひとが はいた もので あり、 その ひとはす でに 

沓を 脱いで 床に 入って いる 体で ある、 と 考えなければ ならない」 と 述べて いる。 また 『貞観 儀式』 や 『延喜 式』 
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に は 大嘗宮 に 供す る 備品と して、 単四条 (張) が あげられ ている。 単 は 寝床に 置かれる もので 寝 まきと 見られて 

いる。 そう なれば 悠紀、 主 基 それぞれ 二 枚ず つの 寝 まきと いう ことにな つて、 共寝 説に は、 はなはだ 都合が よい 

ことになる とも 言って、 本来 的に は 先帝と 同衾した という 折 口説 を 肯定して いる。 洞 は 更に 神饌 供 儀と 共寝の 係 

とが むすびついて 大嘗 祭が 成立す ると、 毎年 おこなわれる 新嘗祭 や、 六月と  一 二月の 神 今 食に も 寝具の 儀が とも 

なわれ るよう になる。 これらの 場合で は、 中宮 (皇后) までが 天皇 同様の 祭儀 をお こなって いて、 もはや 共寝の 

原義 は 忘れられ ていた、 と 述べて いる。 

洞 は新嘗 祭と 大嘗 祭との つながり をつ よく 見て、 これまで 寝具の 儀が すでに 古い 型の 新嘗 祭のと きから 存在し 

たかの ような 考え を 批判して いるので ある。 では 寝具の 儀すな わち 真 床 覆 衾の 儀と は どのような もので あり、 相 

手 は 誰で あつたか。 これにつ いての 諸説 を 見て みょう。 

g 諸説の 検討 


大嘗 祭で 天皇が 真 床 覆 衾に つ つまれて 聖婚 儀礼 をお こなう という 考え は どこに 由来して いるの だろう か。 岡 m 

精 司 は 古代の 新嘗 祭の 日に は 服属 儀礼の 一 環と して、 天皇と 采 女の 同衾が おこなわれ たと 推定して いる。 

岡 田 は 『古代 王権の 祭祀と 神話』 の 中で 「応 神紀」 一 三年 九月の 条に 天皇が 後宮で 豊 明 をした の を 指して、 

秋の こと だから 新 嘗の直 会で あろうと 言 つてい る。 この トヨ ノア カリ を新嘗 とすれば、 古い 時代の 新 嘗は抜 跑 行 
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事 (初穂 行事) の おこなわれる 九月の ことになる。 

岡 田 は大嘗 祭のと きに 使用され る 真 床 覆 衾 は、 これに 包まれて 袓 神と 一体化した 天皇と、 国津 神の 資格に おけ 

る采 女との 神婚が おこなわれた 「衾」 の 遺物で もあろう とし、 この 祭儀の 間、 内陣に 入る の は 天皇と 采女 だけで 

あると いう ことから、 大化 前代の 新嘗の 祭場に おける 性的 儀礼の 具体的な 痕跡が ここに 見られる と 言って いる。 

それに 対して 門 脇 禎ニは 『采 女』 の 中で、 「仁徳 紀」 四 〇 年の 条に采 女の 磐 坂 媛が、 新嘗の 月に 当りて、 

とよの あかり  うちそとの みょうぶ 

宴 会の 日 を：，^ て、 酒 を 内外 命婦 等に 賜」 と ある 記事で、 采 女が 宮廷の 新嘗 祭に 早くから 奉仕した とする の は、 

後世の 作為で ある、 命婦 という 女官の 称号 は 律令 体制に なって はじめて 出て くる もので、 事実の 反映と はみ なし 

がたいと 言って いる。 中央 宮廷で 采 女が 宗教 的 行事に はっきりした 一定の 役割 を 担うよう になる の は、 奈良時代 

の 中頃から はじまって、 弘仁 期から あと 延喜 年間に いたる 間、 つまり 九 世紀に おける 宮廷 儀式の 整備 過程に おい 

てであった とも 述べて いる。 

ここに 相反す る 二つの 見解が ある。 采 女の 位置づけ について 示唆 を 与える の は 次の 文章で ある。 

「£ 雲) 国 造 は 神主 を 兼帯し、 新任の 日、 即ち 嫡妻 を棄 つ。 ぎって、 多く 百姓の 女子 を i ぬり、 1^ けて 神宮の 

采 女と 為す。 便ち、 娶 りて 妾と 為し、 限 極 を 知る 莫し。 此れ は 是れ、 51 りに 神事に 託して、 遂に 淫風 を ig る… 

…今より 以後 更に 然る を 得 ざれ。 若し 妾 を娶り 神事に 供す る こと 巳む を 得 ずん ば、 宜く 国司、 名 を 注して 密封 

し 一女 を 卜定せ しむべし。 多く 点 づるを 得ず。 如し 此の 制に 違 はば、 事に 随 ひて 科に 処す。 筑前 神主 此れ 

に 准へ」 (『類聚 三代 格』 巻 一 、 延暦 一七 年 〈七 九 八〉 一 〇 月 一一 日 太 政 官符、 原 漢文) 

出 雲 国 造 は 出雲大社の 神主 を 兼ねてお り、 神事に かこつけて、 神宮の 采 女と 称して 出 雲 国内の 人民から 多くの 

女子 を 召した こと は 淫風 を あおる 行為で あると 朝廷から おとがめ を 受ける 破目に な つ た。 おなじような こと は筑 

前の 宗像 神社の 神主 もお こなって いた ことが わかる。 この 太 政官の 戒告の 文章で 私が 注意した いのは、 もしゃむ 
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を 得ず 妻 以外 妾 をめ とって 神事に 奉仕 させなければ ならない のなら、 国司が 女の 名前 を 記した もの を 密封し. そ 

の 中から 卜占に よって 一人 だけ えらぶ ようにせ よ、 と 申し渡し ている 条 である。 この 言葉 は 神事に 神主と 親しい 

女性 を 奉仕 させて いた 事実が あった こと を 示唆して いる。 それ を 「神宮の 采女」 と 名 づけた という こと は、 宮中 

の采 女に そうした 性質の 役割が 付与され ていた こと を 裏書きし ている。 出 雲 国 造が 職権 を 濫用して いる こと はた 

しかで あるが、 宮中の 采 女が 神事に 関与して いた 事実に あやかろ うとして 「神宮の 采女」 を 称して いる 点 も 否定 

しがたい。 こうして みれば 天皇が 神主と なる 新嘗 祭のと きに、 采 女が 天皇と 同衾した こと も 一応 は 考えられ なく 

はない。 それ を 出 雲 国 造が 神事で はなく、 日常 的な ことと して、 多くの 妾 を 側に おいてい たこと を とがめられた 

ので ある。  (お 

出 雲 国 造が 後代に いたる まで、 神格化され ていた こと は 『譚 海』 の 巻 一 に 次の 記事が ある ことで も 推察で きる。 

「出 雲の 国 造 は 其 国人 尊敬す る 事 神霊の ごとし。 氷の 川上と 云 所に 別 社 ありて、 神事に 国 造の 館より 出向 ふと 

き、 其 際の 道筋へ 悉く 藁 を 地に 敷み ちて、 土民 左右の 地に ふし、 手に 此 わら を 握りて 俯し をる。 国 造 藻 を ふん 

で 行 過る 足 を 引ざる 内に、 みなく わら を曳取 家に 持 帰り、 神符の 如く 収め 置な り。 国に 疫癘 諸 病 等 有 時、 此 

わら を もちて 藏ひ まじな ふに、 平癒せ ずと 云 事な し」 

これ は 江戸時代で あるから、 時代 を さかのぼる ほど、 その 神権と も 称すべき 国 造の 特権 は 発揮され たにち がい 

ない。 とくに 出 雲 国 造 は 中央 朝廷から 特別扱い を 受けて いた こと を 考える と、 さきの 禁止 令の 背景もう かがう に 

足りる ので ある。 

およ  しょうりょう  か た ちきら きら  たてまつ  -、 

采女 制に ついては 「凡そ 采女は 郡の 少 領 より 以上の 姉妹 及び 子女の 形容 端正し き 者 を 貢 れ」 と ある 大化改 

新の 詔 (六 四 六 年 正月) が あるが、 倉 塚 曄子は 『巫女の 文化』 の 中で、 この 詔の 「姉妹」 という 語に 注目して いる- 

貢 上させるべき 女と して 本命 は 姉妹で あ つ たと 倉 塚 は 言う。 それ は 兄弟と 飾 妹と による 政治と 宗教の 分掌 体制で 
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ある ヒメ ミコ 制の 残滓で あると する。 この 倉 塚の 指摘 は 朝廷の 側から みれば、 采女を 宮中に 入れる こと は、 豪族 

の もつ 宗教 権の 中央 集中 化 を 意味して いたと いう 折 口 信 夫の 説 を ふまえて 考える とき 納得で きる 説で ある。 

采女は 本来 的に 神の 妻と しての 資格 を もっていた。 それが 天 武朝を 境と して 変質した。 神の 妻と して 諸国から 

貢 上され、 天皇の 側近に あった 采女 は、 『養老 令』 の 「後宮 職員 令」 によると 後宮 十二 司のう ち 宮廷の 膳部 をと 

もい とりの つかさ かしわでの つかさ  ff i 

とのえ る 水 司、 膳 司に 属し、 十五 階層に もの ぼる 女官た ちの 最下位に 位置づけられる ようになる。 すな 

わち 水 司 は、 飯 汁 や 雑 粥 を 進める 役で あるが、 この 司に は 六 人の 采 女が 配属され た。 膳 司 は 御 膳 をと とのえ 吟味 

した。 この 司に は 六 〇 人の 采 女が 配属され た。 

「天 武紀」 に は 二 年  一 二月の 条 に大嘗 という 語が みえる。 次の 「持 統紀」 五 年 一 一月の 条 にも 大嘗の ことが 述べ 

られ ている。 そのと き は 神祇 伯の 中臣 朝臣 大嶋が 天神 寿詞を 読む と あるから これ は大嘗 祭と みなされる (ただし、 

天武ー 一年の 大嘗は 一 一 一月で あり、 持統五 年の 大嘗は 一 一 月の 戊辰の 日であって 卯の 日で はな い)。 岡 田 精 司 は 

「律令 的、^， 位 後の 大嘗祭 は天武 朝に 定められて 浄 御原 令で 成文 化し、 持統 朝で 初めて 行われた もので あろうと 

推定で きる」 と 述べ ている。 

この 大嘗 祭の 成立の 時期と 采 女の 没落と は ほぼ 時期 を 一 にして いる。 岡 田 は 推 古 朝に おける 大陸 風の 文物 模倣 

の 風潮に 加えて、 推 古、 皇極、 斉 明と つづく 女帝の 成立が、 天皇と 采 女との 神婚の 儀礼 を 衰退 させ、 形骸化 させ 

たと 言って いるが、 采 女の 地位の 没落 は それ を 決定的に した こと は 疑い 得ない。 

じんこん じき 

弘仁 其，^ 降 采 女が 神 今 食 ゃ新嘗 祭に 奉仕す る 役割 を 与えられた。 また 悠紀 殿、 主 基 殿の 神饌 供奉の 采女 もい 

るが、 後宮の 中での 采 女の きわめて 低い 地位 を みれば その 一 人が 天皇の 聖婚の 相手をし たと はとうて い 考えられ 
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ない。 大嘗 祭と いう 一世一代の 由々 しい 盛儀に おける 采 女の 役割 は、 神 膳 を ととのえる 以外に とうてい あり 得な 

、 0 

それで は 古い 時代の 新嘗に おこなわれ たと 岡 田が 推定して いる 聖婚 儀礼に ついては どうか。 『記紀』 に は トヨ 

ノア カリの 日に 天皇と 采 女との 婚 交が おこなわれた としてい る。 本居宣 長が 『古事記伝』 三 二 之 巻で 指摘して い 

C3) 

るよう.^、 トヨ ノア カリ はかならず しも 新嘗 祭に 限定され ない 饗宴で ある。 したがって 天皇と 采 女との 婚交 もさ 

まざ まな 神事と それに つづく 饗宴のと きに おこなわれて きたと 見る ほうが 自然で ある。 むしろ、 一夜妻、 あるい 

は 一夜 孕みと いう ことに 聖婚の 意義が 託された ので はない か。 その 中で も 重要な 祭事が 新嘗 祭であって、 その 夜 

一 夜で 孕む という ことに 榖 母が 子 を 孕む という 神意の 発現 を 見た こと はたし かと 思われる。 

大嘗 祭に 真 床 覆 衾 を かぶって 聖婚 儀礼が おこなわれる と考えられるもう 一 つの 理由 は、 それと 琉球 王国 時代の 

お あらお 

聞 得 大君の 就任式 (御 新 下り) の 例が 比較され るからで ある。 

聞 得 大君の 就任式 は、 沖繙 本島の 東南 部に ある 斎場 御嶽の 大庫理 (大広間) と 呼ばれる 広場で 真夜中に おこな 

われる。 司祭 は久高 島の 外 間 ノロで あり、 司会 は 玉 城 ノロで ある。 上座 は 聞 得 大君の 席、 その 左右に 洗い 髮、 白 

装束 をした 久高 島の 外 間 ノロ 以下の 諸 ノロが まるく 輪 をつ くって 坐る。 神前に は 水、 神酒、 洗米 を 供える。 式の 

はじめに 外 間 ノロが 聞 得 大君の 頭に 王冠 (タ マン チヤ ブイ) をのせ て 「チ フィヂ ンミゥ シジ」 (聞 得 大君の 御セ 

ジ) と 唱える。 祈禱に 移る と、 ノロた ちが 総立ちと なって ャ ラシ ー クェ ー ナを 唱える。 それから 神前に 供した 水 

を 外 間 ノロの 指先に つけて、 大君の 額 を 三度 撫でる。 これ は 水 撫で (ゥ— ビ ー ナデ) であり、 大君の 身心 はすつ 

, ^り 生まれ変わる。 そしてい よいよ セジ (威 霊) つけで あるが、 その 方法 はお 供えの 洗米 を 三 粒、 外 問 ノロの 手 


国津 神と 天津神 378 


で 大君の 頭に のせ、 神 名 をた てまつ る。 このと きから 威 霊が 聞 得 大君の からだに やどる ようになる。 その あと、 

神酒 を 大君と ノロが 飲み あい、 他の 神人た ち もお 相手に あずかる。 これ は 神人の 誓い をむ すぶ 作法で ある。 儀式 

がすむ と、 聞 得 大君 は責 婦人 御殿と 呼ばれる お 仮屋に 入り、 金屏風 をた てまわした 大部屋に やすむ。 その 時む し 

ろ を 二 枚 敷き、 黄金の 枕 を 二つ 用意す る。 これ は 神の 嫁と なる ための 義式 である。 あくる 朝 ま、 日の出 を 拝し、 

(4  ノ 

午前中に 式 を 閉じ、 夜お そく 首 里の 御殿に かえる、 という もので あつが。 

誰し も 注意 を 払う の は、 聞 得 大君が 明らかに 聖婚 儀礼 をお こなう という 点で ある。 二つの 枕が その 象徴で ある。 

一 つ は 神の 枕で あり、 もう 一 つ は 聞 得 大君の 枕で ある。 

島 袋 源 七 は、 今 帰 仁の ノロの 御 新 下りに ついて 書いて いる。 それによ ると、 御 新 下りの 季節 は 旧暦 八月に おこ 

なわれ たらしい。 今 帰 仁の コモ ケナ 御嶽で は、 島 セン コア ケシノ  ノロと いう 神 位 を 新しく もらった ノロ は 午前 三 

時 頃になる と、 御嶽の 中で 一泊す る。 筵 を 二 枚 敷き、 左の 御座に ノロが 寝る。 一枚の 筵 は 神の 座と いわれて いる。 

君 テズリ の 神霊 を 宿して 神と なり、 天神と 結婚 をす る 意味の 行事で ある ことが うかがわれ s>。 

(6) 

このような 聞 得 大君の 就任式と 大嘗 祭の 寝具の 儀 を 比較す る 論者が いる。 しかし、 大嘗 祭の 悠紀、 主 基の 神 座 

に は それぞれ 枕が 一 つ 置かれて いる。 そこ は 聞 得 大君の 就任式が 枕 二つ を 並べる 聖婚 式で あるのと ちがう 点で あ 

る 0 

それに 洞 富 雄が 指摘す るよう に、 御 新 下りの 場合で は 女性 神人が 主役で あるのに、 大嘗 祭の 場合 は 男性で ある 

天皇が 儀礼 執行の 主体で あると いう 差異が 見られる。 聞 得 大君の 聖婚の 相手 は 東方から 久高島 を 足場と して 斎場 

御嶽に よりく る 二 ライカ ナイの 神と 考える のが もっとも 自然で ある。 それに 対して 大嘗 祭で 仮り に 天皇が 聖 婚儀 

礼 をお こなう とすれば、 それ は采 女で はなく、 悠紀 殿で 神 座の 寝具 をのべ て 退出す る 内侍の ほか 考えられない。 

しかし それ も 不自然で ある。 また 神 座の 裾に は沓が 置いて ある。 それ はすで に、 誰かが その 神 座に 寝て いる こと 
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を あらわし ている。 それ は 素足の 天皇で もなければ、 また 内侍の 沓 でもない こと は 明らかで ある。 大嘗 祭の 聖婚 

儀礼 説 は 成立 しないと 私 はおもう。 私 は 洞が 折 口と 同様に 同衾 者 先帝 説 をと るのに 同調す る。 もちろん そのば あ 

いも、 じっさいに 先帝の なきがらが 神 座に あった わけで はなく、 その 先帝の なきがらの 痕跡と しての 寝床が ある 

だけで 充分で あると 考える。 しかし 私 は 洞が 次のように 推定 するとき、 反対 せざるを得ない。 

「御 新 下りの 寝具の 儀礼 は、 本来 的に は大嘗 祭の それと 同様に、 神人の 後継者が 祖霊、 もしくは 前任者の 生体 

ある、，' よ 死 本と ともに、 寝具につつ まれて 密室に 籠る ことによって、 霊 力の りうつ りの 感応が おこなわれ、 か 

くて 新しい 神人が 誕生す る (復活す る) ところの、 入魂の 儀礼であった」 

これ は 沖 11 における 神 女の 継承の 実体と はかけ はなれた 議論で ある。 神 女と しての 威 霊が 付与され るの は、 水 

撫で 、ゥ ー ビ ー ナデ) または 米の 粉 や 粒 を 他の 神 女から 額に つけても らう ことによって である。 その セジ 付けの 

儀礼 はすで に、 聖婚の 儀礼の まえに 済んで いる。 聖婚 によって セジが 付く ので はない。 それにた いして 大 -サ】 1」 祭の 

ばあい は、 真 床 覆 衾に くるまる ことによ つ て 天皇 霊と いう 威 霊が 新 帝の 身体に 付着す る。 

洞が 更に 次のように 言う とき、 それに も 私 は 同調し がたい。 

「古代 日本の 昜合 でも、 大嘗 祭に おける 寝具の 儀礼の 執行 者 は、 本来 的に は 天皇で なく、 天皇と ならんで 祭政 

(S ン 

一 一重 統治に あた つていた 女性 司祭 者の 原始 斎宮で はな か つ たか」 

洞 はこのば あい 聞 得 大君の 就任式 を 念頭に 置いて 発言して いるが、 大嘗 祭の 主役 は 新 帝で あり、 新 帝に 天皇 霊 

を 付ける 儀礼で あるから 斎宮が 聞 得 大君の 就任式のば あいのよ うな 主役と なる はず はない ので ある。 

大嘗 祭の 真 床 覆 衾の 儀が 天孫 降臨の 神話に 反映して いる こと を 折 口 信 夫が 指摘して 以来、 両者の 関係が 注目 さ 
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れ るよう になった。 その 中で も 三 品彰英 の大嘗 祭に ついての 論文が 代表的な ものと されて い，； J^、。 

三 品 は 天孫 降臨 神話の 諸 異伝を 分析して それ を 原始 神話、 儀礼 神話、 政治 神話の 三 段階に 分ける。 第一 段階で 

は 天孫に 降臨 を 司令す る 神 は タカ ミムス ビ であり、 地上に 降臨す る 神 は ホノニ  ニギ である。 そこで 三 品 は 大嘗祭 

の 源流に おいて はホノ  二  ニギと ムス ビの 神との 組合せで 収穫祭 儀が おこなわれ てきた という。 ムス ビの神 は 稲 魂 

とか 稲の 生成に も 関与して いると 三 品 は 考えて いる。 

天孫 降臨の もっとも 古い 型式 は 『日向 国 風土記』 逸文に 見られる 民間伝承 である。 ホノニ 一一  ギが 日向の 高 千 穂 

に 天降った とき、 夜昼が はっきり しないで、 物の 色が 弁別で きなかった。 大 小鉅 という 土 蜘蛛の 助言で、 稲 

を 千 穂 抜いて 手で もんで 四方に 投げ 散らしたら 明るくな つた。 そこで 高 千 穂の nlf の 峰と 言うよう になり、 後人 

がそれ を あらためて 智 舗と 名付けた という 話で ある。 

三 品 はこの 例から、 大嘗 祭に おける 原初の 祭神 は ホノニ  二 ギノミ コト、 すなわち 新しく 稳 つた 稲穂 そのもので 

あつたと しなくて はならない と言う。 私 は 『日向 国 風土記』 逸文の 降臨 伝承 は 初穂 儀礼と 考える ことができ ると 

おもう 天皇が 朝夕の 食膳に むかう とき、 また 新嘗 祭のと き、 まず 飯の 少量 を 空つ ぼの 土器に とりわけて それ か 

ら 食事す る。 これ をサバ をと ると いう。 サバは 三 把、 産 飯、 散 飯、 生 飯な どの 宛字 を 使用す る。 この 天皇の 儀礼 

は 神に 初穂 を ささげる という 意味 を もつ が、 それと 同時に 新穀に 宿る 稲 魂の 威力 を 示す ものである こと は、 

『日向 国 風土記』 逸文の 籾 種 を 投げ 散らす と 四周が 明るくな つ たという 記事で 推定で きる。 

さて 天孫 降臨の 第一 一段 階 は タカ ミ ムス ビとァ マテ ラスが 司令 神と して 併 立して いる 状態で ある。 第三 段^よ ァ 

マテ ラスが ひとりで 降臨 を 司令す る ことにな つてい る。 その 所 伝 はお そらく 天武 朝に 成立し、 その 頃に は 大嘗祭 

の 主神 は アマ テラスと みなされ ただろう。 このよう にして、 アマ テラスの 登場す る 以前の 天孫 降臨 神話 こそ、 大 

嘗 祭の 源流 を 反映した もので あり、 そこの 主神と 見なされる ム スビ の 神の 霊 力 は 稲作 農耕 社会で よ 稲 魂に よ つ て 
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象徴され ている と 三 品 は 言う。 そう なれば タカ ミ ム スビは 稲 魂と 関連す る 神と いう ことになる。 松 前 健 もまた タ 

カミ ム スビ の 神が 農耕 祭儀に おいて 登場す るの は、 稲の 生育 を つかさどる 神と して 祭祀され てきた からで あると 

推測して いる。 

三 品 も 松 前 も大嘗 祭の 古代での タカ ミ ム スビ の 役割 をみ とめながら、 それ を 農耕 儀礼に 関与す る 神と して 把握 

している が、 私 は タカ ミムス ビ の大嘗 祭に おける 役目 は、 先帝の 威 霊 を 新 帝の 身体に 付着させる ことに あつたの 

ではない かと 考える。 

『日本書紀』 の 天孫 降臨の 条に は、 第 九 段の 本文、 一書 ノ第 四、 同 第 六す ベて、 タカ ミムス ビが真 床 追 (覆) 衾 

に 二  ニギノ ミコト をく るんで 天降らせ たと ある。 その 役目 は アマ テラスに 与えられて はいない。 大嘗 祭の 寝具の 

儀が 天孫 降臨の 神話に 反映して いると すれば、 悠紀 殿の 真 床 覆 衾に 新 帝 をく るむ 役割 を果 すの は タカ ミ ムス ビで 

あって、 アマ テラスで はない。 折 口 は 天孫 降臨の 神話 は 天皇 霊と いう ものが 天から 下って 地上に いる 二  二 ギノミ 

コトの 身体に 入った こと を 意味して いると いう。 また それ は 天孫 降臨のと きに だけ 一度あった 神秘で はなく、 御 

代が かわる たびに、 天上から 天降りく る 威力 ある 御 魂が あって、 それ を 待つ のが 真 床 襲 衾に よって 象徴され てい 

る ともいう。 こうして みれば、 タカ ミムス ビの 神が 天皇 霊 を 降臨させる の を 真 床 襲 衾に くるまって 待つ のが 悠紀 

殿の 秘儀で ある わけで ある。 悠紀 殿の 神 座に はすで に 先帝が 臥して おり、 新 帝 は 先帝と 衾 をお なじく して 一定の 

時間、 喪に こもる。 そのと き 天皇 霊 は 先帝 を はなれて 新 帝に 移る ので ある。 その 新しい 威 霊 を 天から 下し 新 帝に 

付着させる のが タ 力 ミ ム ス ビ と考えられる。 

五 

『古事記』 に は タケ ミカ ヅチ が中津 国で 大国 主神と 対決す る条で 「天 照大御 神、 高木 神の 命以 ちて、 ひに 使 は 


^  f みほ あ r、 また 天孫 降臨の 条 においても、 「爾に 天照大神、 高木 神の 命以 ちて、 ひお or ま h^i あ 吾 ま獻は ％ 日 あ HrR" 

中 德耳 命 に 詔り たま ひしく」 と ある。 更に ァメ ノウ ズメ をサ ルタヒ コの 尋問に 向かわせる 条 にも 「天 i 大御 申、 

m 高木 神の 命以 ちて、 天 宇受売 神に 詔り たま ひしく」 と ある。 これにつ いて 岡 田 精 司 は これら 三条の 「命以 ちて」 

I という 言葉 は、 両 神の 命令と 解釈す るの が 定説で あるが、 本来 ミコ トモ チとは 神 や 王者の 言辞の 伝達 を 意味す る 

酵 言葉で あるから、 右の 文 を 「天照大神が 高木 神の、 い ？； いに よって」 と 解釈す る ことが 可能で あり、 巫女が 神意 を 

託宣す る こと を 意味す ると 述べ ている。 

これ は 注目すべき 指摘で ある。 さきに 『日本書紀』 の 神武 帝が い をお こなう 条の 「今 高 皇産霊 尊 を 以て… 

：.」 という 文章の 「尊 を 以て」 を 折 口が 「命 以て」 と 解した こと はすで に 述べた。 それ を さきの 三 例に あてはめ 

ると タカ ミムス ビ (一名 高木 神) が アマ テラスに 指令した という ことになる。 アマ テラスが タカ ミムス ビの御 

言 を 持った という ことから 岡 田はァ マ テラス を 巫女と 解して いるが、 皇祖 神の アマ テラスと 見なしても 一 向に 差 

支えない。 ここで は タカ ミムス ビが アマ テラスの 上位に ある ことが はっきり している。 アマ テラス は タカ ミムス 

ビ の 言葉の 伝達 者で ある。 

ここで ミコ トモ チに ついての 折 口の 見解 を 聞く ことにする。 折 口に よれば ミコ トモ チを する 人が、 その 言葉 を 

唱える と、、 塌 初に その ミコト を 発した 神と 同格に なり、 それが 唱えられた 時と おなじ 時間、 おなじ 空間と なる、 

と 述べて レる。 更に また、 天の 神の かわりにつ かわされた 使者に は 天の 神と おなじ 資格が あたえられた。 その 使 

者に 奉仕す る こと は 天の 神に 仕える のとお なじ 効果 を もつ。 これがミ コトモチの信仰でぁるとも言ってぃ(^^> 

そこで アマ テラス は タカ ミムス ビ のミコ トモ チ であるから、 タカ ミムス ビと 同格と なる、 と言う ことができ 

る。 天 武持統 の 朝に アマ テラスが 皇祖 神と して 強調され、 大嘗 祭の 主神と なった としても、 それ は タカ ミムス ビ 

にと-て 力 わった ので はなく、 タカ ミムス ビ のミコ トモ チ として、 アマ テラスが タカ ミムス ビと司 格 こなり、 一 
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体と な つ たと 考えられ るので ある。 また 神武 帝 も タカ ミ ム ス ビのミ コ ト モチ として 顕斎 をお こなった の だから 

そこで タカ ミムス ビと 神武 帝と は 一体化して いるので ある。 この 論法で いけば、 タカ ミムス ビ のミコ トモ チ、 ま 

た アマ テラスの ミコ トモ チ である ス メラ ミコト (天皇) は 皇祖 神と 同格 あるいは 一体の 人格 を もつ ことになる。 

六 

大嘗 祭の 神 座 を 先帝の なきがらの 痕跡と 見立てた として、 その 先帝 はァ マ テラス さらに は タカ ミム スビと 同 一 

の ものと 考えられ たという ことが 重要で ある。 悠紀 殿の 神 座に は 先帝と も 皇祖 神と も 考えられる 神が 臥して いた。 

天皇 は その 神と 一 つの 布団 を かぶって 臥し、 天皇 霊 を 身に つけて 再生 復活 を はかった。 大嘗 祭の 源流に おいて は 

タカ ミム ス ビとミ ケッカ ミが 主格で ある こと は 前に 述べ たが、 ヒ ツギ ノミコ は タカ ムス ビの ミコ トモ チ としての 

かみのけ こも みけ こも  、つ 

先帝と 真 床 覆 衾に 同衾し、 また ミケッ カミの 魂の こもる 神饌 を 神 食薦、 御 食薦の 上で 共 食し 活力 を 得る ので ある 

くりかえして 言う が、 大嘗 祭に おいて 先帝の なきがらが じ つ さいに 神 座に 置かれて いたと は 考えられない。 それ 

は 出 雲 国 造 や 誕訪大 神の ように 死 を あからさまに しないと いう 古代の 考えから すれば 許される ことで はない から 

である。 しかし それ を 更に さかのぼった とき、 古人が 死者の なきがら を 不浄と 考え たかはう たが わしい。 喪 g に 

おいて さまざまな 「遊び」 が おこなわれた。 それが おこなわれ ていた 間 は、 死者 は 復活の 可能性が あると みられ、 

まだ 死んで いないと 信じられ ていた。 死屍 は 腐 臭 を 発して いても、 そうした 信仰が あるた めに、 不浄で はな かつ 

た。 復活の 儀礼に は 遊 部が 一 役 買った ことが 多分に 考えられる。 

折 口 は 「遊 部と いふ こと は、 鈿女 命に よって 其 最初 を 説明す る 事が 出来ます。 此 鎮魂に よって 魂が つかなくて 

はならない のです から、 死と いふ こと は考 へられな いし、 又 復活せられ ると いふ 式が あった 害な のです。 此 生き 

るか、 死ぬ か 決って しま ふこと を 試さう として、 一 所 懸命に 魂 をつ けて 居る 時期が あらきの . , も がりの 宮と思 
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つて 居ます が、 本道 は、 其 間に 新しい お ほみ まと 古いお ほみ まとが 交換す る訣 でャ」 と 述べて いる。 

お ほみ まという の は 天皇の 身体の ことで ある。 ここで 折 口 は 先帝が まだ もがりの 宮 にいる ときに、 先帝の 身 本 

と 新 帝の 身体と が 交換 するとい うこと を 述べて いる。 この 交換と いうの は 身体が 入れ かわる という 意味で はなく、 

おそらく 天皇 霊 を 先帝の 身体から 新 帝の 身体に 移し かえる 儀礼の あった こと を 意味す ると おもわれる。 それに 必 

要な 儀礼が 真 床 覆 衾で ある。 したがって、 きわめて 古い 時代に は 先帝が 殯宮に いると きに 大嘗 祭が おこなわれて 

いたと してお かしくな いはず である。 折 口 はまた 「古く は、 大嘗 祭の 後に、 天子 様の 即位式が あった。 昔 は、 即 

位 式と いって、 別にあった 訣 ではない。 真 床 覆 衾から お出に なられて、 祝詞 を唱 へられる と、 叩、 春と なる ので 

ある」 と 言つ ている。 

観念の 上に しろ、 先帝の 骸と 同衾 するとい うこと が、 真 床 覆 衾の 本義で あると すれば、 大嘗 祭の 後に ひきつづ 

いて 即位式の ある ほうが 理に 叶う わけで ある。 新 帝の 即位 後に、 先帝の 亡骸が 殯宮から 移されて 陵墓に 葬られた 

こと も 大いに あり 得る わけで ある。 こうした 臆測が 「不謹慎」 というの は 後代の 人び との 考えであって、 古代に 

おいて はそう ではなく、 ひときわ 強烈な 稜威 (マナ) を 身に つける ことで、 皇祖 = 先帝 = 新 帝と いう 連続体と し 

ての 天皇が 持続され ていく と 思われた ので ある。 

大嘗 祭の 卯の 日の 行事、 つまり 悠紀、 主 基の 両 殿での 秘儀が おわる と、 両殿は 悠紀、 主 基の 両国の 人た ちの 手 

で とりこわされる。 そのこと は 殯宮の 行事が おわ つ て もがりの 宮が こわされ たと 考える こと もで きる ので ある。 

あるいは また 産屋が 出生の たび ごとに こわされ たという ことに なぞらえた ともみる ことができる。 いずれに して 

も それ は 天皇の 再生、 復活 を あらわす ための 象徴 行為に ほかなら ない と 私 はおもう。 
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(^) 太田亮 『全訂 日本 上代 社会 組織の 研究』、 邦 光 書房、 一九 五 五 年。 

(U) 東 野 治 之 「『大王』 号の 成立と 『天皇』 号」、 上田 正 昭他編 『ゼ ミナ ー ル 日本 古代史』 下、 光文社、 一 九 八 〇 年。 

(じ) 古田 武彦 『失われた 九州 王朝 11 天皇家 以前の 古代史 —— 』、 朝日 新聞社、 一九 七三 年。 

(2) 高 橋 富 雄 『辺境 11 もう 一 つの 日本史』、 教育 社、 一九 七 九 年。 

(M) 瀬戸 美 喜 雄 『金 光 教祖の 生涯』、 金 光教 教学 研究所、 一九 八 〇 年。 

(ほ) 和歌 森太郎 「神主と 頭 家」 (「中世 協同 体の 研究」 第二 章 所収) 『和歌 森太郎 著作 集』 第一 巻、 並びに 同 「美 保 神社 

の 祭祀 組織」 (「美 保 神社の 研究」 第三 章 所収) 『著作 集』 第三 巻、 弘文 堂、 一 九 八 〇 年。 

c;a) 『譚 海』 巻 一 、 『日本 庶民 生活 史料 集成』 第 八 巻 所収、 三 一 書房、 一 九 六 九 年、 七 〇 ぺ ー ジ。 

同 右、 五 五べ —ジ。 

(^) 同 右、 五 五べ，' ジ。 

(2) 洞 富 雄 『天皇 不 親政の 起源』、 校倉 書房、 一九 七 九 年。 

(^) 奥 野高廣 「中世の 天皇の くらし」 『歴史 公論』 第 六 二号、 一九 八 一年。 

(？ -) 折 口 信 夫 「水の 女」 『全集』 第二 巻。 
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(W) 下 橋 敬 長 『幕末の 宮廷』、 平凡 社、 一九 七 九 年。 

宮田登 『生き神 信仰』、 墙 新書、 一九 七 〇 年。 

折 口 信 夫 「即位 御前 記」 『全集』 第二 〇 巻。 

(お) 松 前 健 『古代 伝承と 宮廷 祭祀』、 稿 書房、 一九 七 四 年。 

(S) 岡 田 精 司 『古代 王権の 祭祀と 神話』、 墙 書房、 一九 七 〇 年。 

(？ -) 柳 田 国 男 「稲の 産屋」 『海上の 道』 所収、 『定本 柳 田 国 男 集』 第一 巻、 筑摩 書房、 一 九 六 三年。 

田 中 初 夫 『践祚 大嘗 祭/木耳 社、 一九 七 五 年。 

(gn 和田萃 「殯の 基礎的 考察」、 森浩 一 編 『論集 終末 期 古墳』、 墙 書房、 一 九 七三 年。 

(W) 和田萃 「服属と 儀礼」、 伊藤 幹 治 編 『講座 日本 古代 信仰』 第三 巻 「呪ない と 祭り」、 学生 社、 一 九 八 〇 年。 

(？ -) 田 中 初 夫、 前掲 書。 

(お) 折 口 信 夫 「大嘗 祭の 本義」 『全集』 第三 巻、 一九 六 六 年。 

(？？ ) 田 中 初 夫、 前掲 書。 

小 野重朗 『神々 の原郷 —— 南 島の 基 層 文化 11 /法 政 大学 出版 局、 一九 七 七 年。 

(お) 柳 田 国 男 「稲の 産屋」、 二 〇 九べ— ジ。 

(^) 折 口 信 夫 「大嘗 祭の 本義」、 一九 五べ ー ジ。 

(お) 折 口 信 夫 「古代人の 思考の 基礎」 『全集』 第三 巻、 四 〇 二べ— ジ。 

(お) 折 口 信 夫 「古代 生活に 於け る 惟神の 真意義」 『全集』 第二 〇 巻、 三 九 七べ— ジ。 

(お) 堀 岡文吉 『国体 起源の 神話学 的 研究』、 培 風 館、 一九二 九 年、 一八 一べ ー ジ。 

(^) 同 右、 一 八 九べ I ジ。 

(^) 川 出清彦 『祭祀 概説』、 学生 社、 一九 七 八 年。 

S) 川 出清彦 「新嘗 祭神 膳の ことにつ いて」、 に ひなめ 研究会 編 『新嘗 の 研究』 第一輯、 創 元 社、 一九 五三 年、 九 八 I 

九九べ ー ジ。 

(や) 三 谷栄ー 『日本文学の 民俗学 的 研究』、 有 精 堂 出版、 一九 六 〇 年。 
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SW 折 口 信 夫 「上代 葬儀の 精神」、 三 七 四— 三 七 五べ ー ジ。 

£) 折 口 信 夫 「剣と 玉と」 『全集』 第二 〇 巻、 二三 〇 ぺ ー ジ。 

(^) 洞 富 雄、 前掲 書、 引用 は 一 ニニべ ー ジ。 

S) 岡 田 精 司、 前掲 書。 

(^) 門 脇禎ニ 『采 女』、 中 公 新書、 一九 六 五 年。 

『譚 海』 巻 一 、 『日本 庶民 生活 史料 集成』 第 八 巻 所収、 二 九べ —ジ。 

(^) 倉 塚曄子 『巫女の 文化』、 平凡 社、 一九 七 九 年。 

(；^) 折 口 信 夫 「宮廷 儀礼の 民俗学 的 考察」 『全集』 第 一 六 巻、 一 九 六 七 年。 

(50 岡 田 精 司、 前掲 書、 五一べ，' ジ。 

(S) 本 居宣長 『古事記伝』、 『本 居宣長 全集』 第一 一巻 所収、 筑摩 書房、 一九 六 九 年。 

(S) 山 内盛彬 「聞 得 大君と 御 新 下り」、 谷川 健 一 編 『叢書 わが 沖 織』 第 四 巻、 木耳 社、 一九 七 一年。 

島 袋 源 七 「沖 総の 民俗と 信仰」 『叢書 わが 沖繩』 第 四 巻。 

(g) 新 里 恵 二 『沖 繩史を 考える』、 勁 草書 房、 一九 七 〇 年。 

(W) 洞 富 雄、 前掲 書、 一 ニニべ ー ジ。 

(g) 同 右、 一 ニニ— 一  二三べ —ジ。 

(S) 三 品彰英 「古代 祭政と 穀霊 信仰」 『三 品彰英 論文 集』 第五 巻、 平凡 社、 一九 七三 年。 

(^) 松 前 健、 前掲 書。 

(S) 折 口 信 夫 「上代 葬儀の 精神」。 

(S) 折 口 信 夫 「皇子 誕生の 物語」 『全集』 第二 〇 巻。 

(S) 岡 田 精 司、 前掲 書。 

(S) 折 口 信 夫 「神道に 現れた 民族 倫理」 『全集』 第三 巻。 

(S) 折 口 信 夫 「神々 と 民族」 『全集』 第二 〇 巻。 

(g) 折 口 信 夫 「上代 葬儀の 精神」、 三 七 八べ ー ジ。 
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(な) 折 口 信 夫 r 大嘗 祭の 本義」、 二 〇 六べ —ジ- 
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；! 国と 島の 概念 


八丈島で ながい 流人の くらし を 送った 近 藤 富 蔵 は、 その 著 『八 丈 実記』 の 中で、 本土から きた 日本人 は 国 衆と 

呼ばれた と 記して いる。 また 八丈島の 中之郷 という ところでは 流人 を 今 も クン ヌと 呼ぶ が、 それ は 国人の ことで、 

国 衆と 言った 言葉の 名残で あると 述べて いる。 それにた いして、 日本 本土 は 国 地と 呼ばれた。 

八丈島で 使用され た 国 衆 や クン ヌ、 さて は 国 地と いう 言葉に は、 八丈島の 島民が 日本 本土に 寄せる あつい 視線 

が こめられ ている。 島 は 凶作 時にはた ちまち 飢え、 その上、 言葉 も 身なり もい やしく、 文化 も 不毛で あると いう 

自卑が あり、 それに 対して、 国 は 広大で、 物資が ゆたかで あると いう 期待が ある。 それが 『八 丈 実記』 にも 伝え 
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られ るよう な 熱烈な 国 衆 歓待の 風習と な つ てあら われた のであろう。 

八丈島の 北の 三 宅 島で は、 島 生まれの 者 をジノ モン、 他国人 を クニ モンと 言った。 クー 一とい うの は 伊豆 七島以 

外の 土地の 名で あつたが、 今では クニ は 内地 (本土) のこと であると 『三 宅 島 方言 集』 に は 記されて いる。 クニ 

という 言葉 は 島の 対語で ある こと を、 これらの 事例が 物語って いる。 

国 崎 または 国 東と いう 地名が 各地に ある。 国 (陸地) の 突出 部 を 海上から 見た ときの 命名が クー 1 サキ である。 

『日本書紀』 景行 天皇の 条 によると、 天皇 は 周 防 国の 佐波郷 (今の 山口県 防 府市佐 波 か) から 南の 方 を 望み、 煙の あ 

がるの を 見て、 そこにき つと 賊が いるに ちがいな いと 語り、 まず 国 前臣の 祖の菟 名手な ど をつ かわして、 偵察 さ 

せた という。 これによ つて、 当時す でに クニ サキの 語が あった こと を 知る。 豊予 海峡 を 通る 海上 生活 者に とって、 

国 前半 島 は 眼前に 展開す る 陸地に ほかなら なか つ た。 

島 羽 市の 国 崎 は 「伊勢の 神 崎、 国 崎の 鎧、 波 切 大王が なけり やよい」 と 歌われた 海の 難所の 一 つで あり、 暗礁 

の 多い 海岸な ので、 海人に おそれられた。 海上から 国 崎の つき出した 陸地 を 見る 海人の 思い は 複雑であった にち 

.1  、  all  、  0 

力  >>  な I 

越後の 国 上 山な ども、 海上 交通 者の 眼に とまった 山であった。 船の 上から 見る と 海ぎ わにせ まった 弥彦 山塊の 

姿 は 異様に 映る。 その 一 角 を 国 上 山と 呼んで いる。 その 名称 は 吉田東 伍の 『大日 本 地名 辞書』 (富山房) では 国 神 

に 由来す るか、 としてい る。 また 小林存 は、 西 行の 『撰 集抄』 の 文 を 引いて、 越の 国、 したの 上 村、 つまり 越後 

国 管内の 上 村が 国 上 村と なった としてい る。 これらの 説の ほかに、 陸上と いう 語源 を 考える こと もで きる。 『古 

ひ こいます  たんば  くが みみ み かさ  くが 

事 記』 によると、 日子 坐 王 を旦波 国に つかわして、 玖賀 耳の 御笠 を 殺させた、 という。 これ は 陸と いうと ころに 

いた 耳の 称号 を も つ 御笠と い ぅ營 長と 解す ベ きであろう。 

クガ という 語はク 二 ガ または クヌガ の 略語と されて いる。 国処 のこと である。 『日本書紀』 神代 下 第一 〇 段に 


「海陸 相 通 はしめ て、 永く 隔絶つ こと 無から まし」 と ある。 このように、 海と 陸と は 並 称される。 

柳 田 国 男 は 『雪国の 春』 の 中で、 男 鹿 • 牡鹿の 両 半島と 筑 前の 岡の 湊の名 を あげ、 これらが いずれも 「海に 突 

き 出した 地で あるの を 見る と、 陸地 を 意味す るヲ 力が 元であって、 海 角なる が 故に 最も 早く 目に 入った 陸地、 即 

ち 海上に 在る 者の 命名す る 所で あり、 従って 海から 植民 せられた 土地と 見て よい やうに 思 ふ」 と 言って いる。 

こうして クニ、 クガ、 ォカ という 地名 は、 海上から 本土 を 望見した ときの 呼称に はじまる ことが 確認され るの 

である。 

これに 対して、 島 は 陸地から 海の 方向 を 眺めた ときに 生まれる 呼称で ある。 たとえば 三重県 志 摩 郡に ある 志 摩 

半島の 先端 部分に 位置す る 御座、 越賀、 和 具、 布施 田、 片 田の 旧 五村 を ひっくるめて、 先 志 摩と 呼んで いる。 ま 

た屋久 島の 一湊 あたりで は、 先 島と いうと、 その 南に 浮かぶ 島々 を 漠然と 指して いる。 そして、 琉球 列島の 南端 

にある 宮古 • 八重 山 両 群島 は、 今でも 先 島と 呼ばれて いる。 

こうした 命名の 流儀 は、 沖繙 本島 や 沖 永 良 部 島で、 日本 本土に 近い 方 を 国 頭、 遠い 方 を 島 尻と 呼ぶ 地名の 付け 

方に もみ とめられる。 沖 繙の古 謡 集 『おもろ さう し』 に は 「かみ」 を もって 国 頭 を 指し、 「しも」 を もって 島 K 

を 指す 用例が 見られる。 また 同書に は 「愛し 国 頭」 とか 「島 尻」 の 地名 も 記されて いる。 『おもろ さう し』 の大 

部分 は薩 摩が 琉 球に 侵入した 一六 〇 九 年 (慶長 一四) から 一四 年後の 一六 二三 年に 編集され ている。 しかし、 古 謡 

I にうたい つがれた 地名が その 頃に 付けられた とも 思えない から、 薩 摩が 琉 球に 侵入した 以前、 すでに 南 島人が 国 

^ と 島との 言葉 を 意識して 使い分け ていた こと を 示す ものと 推定され る。 また 『おもろ さう し』 を 見る と、 久米島 

と などの 離島の 人び と は、 沖繾 本島 を 「大国」 という 美称で 呼んで いる。 このように、 国と 島と は、 その もと をた 

I だせば、 命名の 動機に おのずから 違いが ある。 国に 対する ときの 安心感と 島に 向かう ときの え 細 さは n 本 メカ 

3 ながらく 体験し、 肌身に 染みつ いた 感情であった。 
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天 保 五 年 (一八 三 四)、 肥 後の 寿 三郎、 庄蔵、 熊 太郎、 力 松た ち は、 天草から 長 崎に いく 途中で 遭難し、 三 五日 

間 漂流し、 その 間 一三 日間 は 飲まず 食わず の あげく、 ルソン島に 漂着した。 そこから マカオに 送られ、 外国 船の 

モリソン 号で 天 保 八 年に 日本に 送り 還され る ことにな つた。 当時 は、 高 野 長英が モリソン 号 渡来の 風評の ある こ 

と をき つかけ に、 警世の 書 『夢物語』 を 書き、 それが ために 幕府に 罰せられ たので も わかる ように、 幕府 は 外国 

船が 日本の 沿海に 出没す る ことに、 ひどく 神経 を 尖らして いた。 モリソン 号に 乗った 寿三郎 たち は、 船首から 熱 

心に 故国の 山河 をな がめ、 歓呼の 声 を あげた。 そして 彼らに 応えた の は、 幕府の 「異国 船 打 払 令」 によって、 浦 

賀の 砲台から 打ち出された 無情な 砲弾であった。 漂流者た ち は 涙 を 呑んで、 マカオに 引き かえして いく。 

そこで 寿 三郎は 故郷の 父と 兄に 宛てて、 次の ような 手紙 を 書いた。 

r ヮガ クニエ、 力 エリ タク コト、 ゥミ ヤマニ モ、 タトへ ラレ ズソゥ ラエ ドモ、 力へ ッテ ハマ タ、 テン カサマ、 

ナ ラビ 二 ヮガ クニ  ノト ノサマ 二、 ゴ ナン ダイ ニナ ルコ トニ ォソ レテ、 力 ヘリ タク ハナ ク、」 「ヮガ クニ  ノコ トヲ 

(3) 

ヲ モイ カナシ キバ カリ。」 

ヮ ガクー 一 と は 故郷の 肥 後の 国 を 指す。 だが 寿 三 郎がヮ ガクー 1 と 書く とき、 浦賀 水道で 指呼の間に 迫った 陸地が、 

幸福 を 約束す る 土地と して、 彼の 眼に： きついて 離れなかった はずで ある。 このと き クニ はクガ または ォカ のよ 

うにたん なる 陸地で はあり 得な か つ た。 

二 

t-r と 、 T  あお かき やま ごも 

倭 は 国の まほろば たたな づく 青 垣 山 隠れる 倭し うる はし 

命の 全け む 人 は 畳薦 平 群の 山の 熊 白 檮が葉 を 髻 華に 挿せ その子 
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故国へ の 思い は 『古事記』 の 中で 有名な、 右の ャマ ト タケルの 望郷 歌に も あらわれて いる。 ここにい う 「譬 

華」 は 「揷 頭」 のこと で、 髪 や 冠に 花や 枝 を さして、 植物の 生命力 を 身に つけよう とする 呪術 をい う。 . 

『出 雲 国 風土記』 大原郡 佐 世の 郷の条 に、 古老の 言と して r 須 佐野袁 命、 佐 世の 木の葉 を 頭 刺して、 踊躍ら しし 

時、 刺させる 佐 世の 木の葉、 地に 堕ちき、 故、 佐 世と いふ」 と ある。 

佐 世の 木 は、 平安 中期の 辞書 『和名 抄』 に は サシブ と 呼ばれて いるもので、 ッッジ 科の 小 灌木で ある。 若葉 は 

紅色 を 帯びて 美しい ところから、 古代に はこれ を 頭に 刺して 飾り物に した。 頭に 木の葉 を 刺して 踊躍 奔騰す るス 

サノォ の 姿 は 「船 ぎら ひ」 の 刑に 処 せられて 追放され た 『古事記』 の 中の 天つ 神ス サノォ ではない。 その 素朴な 

姿に は、 出 雲 国の 土着の 神、 すなわち 国つ 神の 面目が 生き生きと 伝えられ ている。 

さきの ャ マト タケルの 歌 は 『日本書紀』 に は、 景行 帝が 日向の 地で 大和 を んだ 歌と なって いる。 これらの こ 

とから、 この 歌 は 最初 独立して 存在して いたのが、 やがて 物語の 一部に 嵌め こまれた ことが 推察され る。 『古事 

記』 に は ritl の i」 と 注記され ている が、 元来 国 ぼめ の 歌であった と みられて いる。 「しのぶ」 という 語 は 賞 

美す る 意 だ ともいう。 

折 口 信 夫に よると、 国 ぼめ は その 土地の 現状 を 讃美す るの が 本音で はなく、 そうあって ほしいと いう 願望 を 言 

葉に 表現した もので、 それ を 土地の 精霊に 言い聞かせ ると、 その 言葉 どおりの 国になる という 信仰に もとづいて 

いる。 それぞれの 土地に ついている 霊、 すなわち 国 魂 は、 その 言葉の 中に 宿る ものと みられて いた。 このような 

呪詞の 中から 諺が 生まれた。 諺 は 言葉の 業 また 技であって、 言葉の 呪 力 を 発揮す る ものである。 その 諺の なかで、 

土地 や 家 や 人に 関する ものが 枕詞の 源と な つ た。 

つくよ ね くろくも かか  ころもで ひたち  くにぶり  — 

たとえば、 『常 陸 国 風土記』 に は 「筑波 岳に 黒雲 桂り、 衣 袖漬の 国」 という 風俗の 謹が 記されて いる このう 

ち r 筑波 岳に …… 衣 袖」 まで は 常 陸 を 起こす 序 歌 系統の 古い 形の 詞 である。 それが ついに はたんに 「衣杣 (衣手) 
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常 陸 国」 という ふうに 枕詞 化して いく。 

『常 陸 国 風土記』 に はこの ほか 「白 遠 ふ 新 治の 国」 とか 「立 雨 零り、 rl^^ の 国」 とか、 いくつかの 風俗の 諺が 記 

されて いる。 風俗の 諺と いうの は、 その 土地の人び とがな がく 伝えて きた 言い 慣ゎ しのこと である。 国 ぼめ の 

章に は、 その 国の 霊 威力で ある 国 魂が 宿って いる。 その 呪 言が やがて 謹と なり、 さらに 序 歌へ 枕詞へ と 言葉が 短 

くな つてい く 過程が あった、 と 折 口 は 考える。 とくに 地名に 冠す る 枕詞に は それが みられ (が。 

三 

風俗の 諺 は その 土地の 豪族が 奉る タ マフ リの ための コ トヮ ザで ある。 その 豪族 はャ マ ト 朝廷の 所在地から はな 

れ ていて、 朝廷に 半独立. 半 従属の 形 をと つていた。 やがて ャ マト 朝廷の 権力が 広く いきわたり、 地方の 半独立 

の 豪族 をみ とめない 時代に なつてから は、 ただ 地方の タマ フリの 歌に なって しまった、 というの が 折 口説で ある。 

ここで 折 ロはシ マと ク 二 を 分けて 考えて いる。 天子の 都に 近い 地域 は アキ ッシ マ • シキシ マ. ャマ トシ マと い 

うように、 シ マと 呼んで クニと は 言わなかった。 クニ は 都から はなれた 半独立の 地域であった。 ところが 遠隔の 

地の クニが 宮廷に 属する ようにな ると、 宮廷の ある 場所まで 国と 言うよう になった、 と 折 口 は 言う。 た！. こその f4 

さから 言えば、 もともと クニ も シマも 変らず、 共に ムラ、 フレ とおな じであった。 その 村落が 集合して 大きくな 

つてい くと、 国の 概念に も 変化が 生じる。 

シ マ の 起源に ついては 折 口説の ほかに も いくつか あるが、 自己の 占有す る 特定の 地域 を 指す こと はま ぎれ もな 

い。 今日で も、 ャク ザの 繮 張り や 廓な どをシ マと 呼んで いる。 田んぼに 立てた 鳥お どし を 中部. 東海地方 では ソ 

メと 呼ぶ 力 四国の 袓谷山 や 種子 島の ように シメ と言うと ころも ある。 倉 田 一郎に よると、 案山子よ， こん， よる 島 

おどしで はなく、 元来 は 占有の 標識と して 立てられ たもので あり、 シメ という 言葉が それ を 意味 するとい へ；^。 お 
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そらく シ マ の 語源 もシ メと 関係が あると 甲. - われる。 

『丹 後 国 風土記』 逸文に 浦 島 子の こと を 「筒 川の 島 子 (嶼 子)」 と 呼んで いるの は、 島が 集落 を あらわす 例で あ 

る。 このばあいの 島 子 は 固有名詞 ではなく、 筒 川と いう 村の 人と いう 意味で ある。 浦と 島と が 対語と して 使用 さ 

れる列 t 『おもろ さう し』 にしば しば 出て くる。 今日で も、 南 島で シマ といえば 村 を 指す。 また 故郷の 意で も あ 

る。 それ 二 対して 離島 は ハナ レ (パ ナリ) と 呼んで いる。 つまり シマ という 語 はもと もと、 水に かこまれた 陸地 

でよ ，よく、 クニと 同様に 村と か 故郷の ことであった。 したがって、 島と いう 漢字 を あてる より は、 カナ 書きの ほ 

うこ そふ さわし かった。 ところが 島嶼 をシ マと 呼ぶ ようにな つてから、 クニの ほう はシ マよりも 広大な 地域 を 指 

す ことにな つ たと みられる。 

« 国つ 神 • 国つ 罪の 問題 

宮居の 所在地 をシ マ、 遠隔の 土地の 半独立 半 従属の 豪族の いる 地域 を クー 一とい う ふうに 分ける 折 口説 は、 『記』 

『紀』 や 『風土記』 に 登場す る 国つ 神の 性格 を 知る うえの 手がかり となる。 国つ 神と は 先住 •  土着の K 豕 族で、 ャ 

マ ト 朝廷の 政策に 完全に は 服属して いない 人間の 謂で ある。 

「神武 紀」 に は、 神武の 軍隊が 吉 野に 向かった とき、 井戸の 中から、 光って 尻尾の ある 人間が 出て きたので、 祌 

武 帝が 圣 しんで 聞く と、 自分 は 国つ 神で 井光と いう 名前の 者で あると 答えた。 しばらくして、 また 尻尾の ある 者 
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が 磐石 を 押し分けて 出て きた。 その 素性 をたず ねる と、 自分 は わ  1 の 子と 答えた。 これ は吉 野の く 国ぎ 等の 始祖 

であると 記されて いる。 国樑 (国 栖) はク ニスの つづ まった もので あり、 この 国栖 は大嘗 祭のと きに、 異族 とし 

ての 服属の しるしに、 国栖奏 をす る ことで 知られて いる。 こうした ことから、 国つ 神が 先住の 異 族と みられて い 

たこと が 注目され る。 

『常 陸 国 風土記』 の久慈 郡の 条に 「此 より 北に！ ^ずの 里 あり。 古、 国栖 あり。 名 を： とい ふ」 と ある。 また 茨 

城 郡の 条に 「J 曰、 国 巣 俗の 語に 都知久 母、 又、 ^矿 I 貝^^と いふ 山の^き 野の 佐 伯 ありき。 ，s ひお！！ を^り 置き 

て 常に 穴に 住み、 人 来れば 窟に 入りて 竄り、 其の 人 去れば K ぎに 出で て 遊ぶ。 狼の がか、 梟の 體ろ にして、 si 窺 

乙 掠め 盗みて、 招き 慰 へらる る ことなく、 雪、 風俗 を 阻て き」 と ある。 

こォら から (国 栖) は 土 雲と 呼ばれ、 また 八 束 脛と も 称され、 山の 佐 伯、 野の 佐 伯の 同類と みなされ ていた こ 

とがわ かる。 佐 伯 は 蝦夷の 別称で あるから、 常 陸で は 国 巣 も 蝦夷と おなじように 思われて いたので ある。 しかし 

本来 は、 熟蕃 的な (帰順した) 国栖と 生蕃 的な (帰順し ない) 土蜘蛛とを区別して考ぇるべきでぁろ(：；^ 

「景 行紀」 四 〇 年の 条に 次の 記事が ある。 

「爱に 日本 武尊 …… 暇 夷の 境に 至る。 蝦夷の ひ 船の m、 嶋津 神. 国津神 等、 ^お にぎわみ て& せかむ とす」 

ここで 嶋津 神と 国津 神と は 並 記されて いる。 それが 蝦夷と 同居して いる 以上、 その 仲間と みて 差支えない。 あ 

るい は 蝦夷の 賊首を 指して いるの かもしれ ない。 いずれにしても ャ マ ト 朝廷の 外に 置かれた 神で ある こと はまち 

がいない。 

二 

ところで 天つ 神 • 国つ 神の 二分法 は、 天つ 罪. 国つ 罪の 問題 を 考える 際の ヒントになる。 大木 太 良よ 支配者 
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的 • 祭祀 的 • 軍事的 機能 を 代表す る 天つ 神と、 被 支配者 的. 〈土地の 主〉 的 • 生産者 的な 国つ 神と に 分ける。 こ 

れらょ 人間的な 範疇に 入る 神で あるが、 このほかに 雑多な 自然 神が いると する。 そして 天つ 罪、 国つ 罪 も 共に 

「宇宙の 均衡の 破壊」 という 結果 を ひきおこす、 という 興味 ある 分析 視角 を 提出して いる。 そこで 直接 問題に さ 

れ ている の は大林 自身 断って いるよう に、 「分類の 論理ない し 構造な のであって、 そのような 分類が いかに 形成 

された かとい う 歴史で はない」。 

大 林の 問題 提起 は 示唆す ると ころが 大きい が、 本論で は 私 は もっぱら 天つ 神 • 国つ 神と 天つ 罪 • 国つ 罪の 関係 

を、 歴史的な 背景の なかで 探って いくこと にしたい。 

『延喜 式』 の 祝詞の 部に ある 大祓詞 に は 天つ 罪と 国つ 罪が 次のように 列挙され ている。 

1 >  くさぐさ  あ よな  みぞう  ひ はな  しきま  くし さ  い  は 

「天の 等が 過ち 犯しけ む 雑 雑の 罪 事 は、 天つ 罪と、 畔 放ち. 溝 埋め • 樋 放ち. 頻 蒔き • 串刺し • 生け剝 

，：  .J.- へ  ここ • こく  の  つ  いき はだた  しに はだた  しろび と 

ぎ 尊ぎ. 屎戸 • 許 がの 罪 を 天つ 罪と 法り 別けて、 国つ 罪と、 生膚 断ち • 死 膚 断ち • 白人 • こくみ • おのが 

母 犯せる 罪 • おのが 子 犯せる 罪 • 母と 子と 犯せる 罪 • 子と 母と 犯せる 罪 • 畜 犯せる 罪 • 昆ふ 虫の 災 • 高つ 神の 

災丄 n 问っ 鳥の 災 • 畜仆 し、 蠱物 する 罪 • 許 多の 罪 出で む」 

『古事記』 の仲哀 天皇 条 にある 「国 之 大祓」 の 記事 は 大驗詞 よりも 古 形 を 保存して いると 考えられて いるが、 そ 

こに あげられ ている 諸 罪 は、 天つ 罪と 国つ 罪の 双方 を 含み、 大祓詞 のよう な 区別 は みられない。 そこで 石 母 田 正 

は、 本来 は 形式 上の 区別の なかった これらの 諸 罪が、 大祓詞 において 天つ 罪 • 国つ 罪に 区別され るに いたった の 

は、 おそらく 『記』 『紀』 の 神代 史の 原型が 完成した 七 世紀 以降の ことで あると する。 また、 スサ ノォに 代表 さ 

れる 天つ 罪 以外の 諸 罪 を 一括した 国つ 罪と いう 概念 も、 それ 以後に 発生した であろうと している。 石 母 田の 見解 

は 本居宣 長の 「大 藏詞 後釈」 の 説 を 発展 させた ものである。 

そ， に対して 井上 光貞 は 列挙され た 罪の 内容から みて、 天つ 罪と 国つ 罪の 二つが 性質の 異なる ものであった こ 
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と は 明らかで あると 述べて いる。 井上に よれば、 天つ 罪の 大半 は 農耕 共同生活 上の 不法行為 である。 それに 対し 

て 国つ 罪 は 殺傷 罪 • 近親相姦 • 呪詛の 三つに 分類す る ことができる。 また 天つ 罪 はいずれ も 古典に スサノ ォが高 

天 原で 犯した とされて いる 暴行で あるが、 国つ 罪 は 高天原での 神話に は みられない ものである。 それ は 天孫が こ 

の 国土に 降って 後の 出来事で あり、 それゆえに 国つ 罪と いうのに ふさわしい といえるであろう、 と 述べて い (^)。 

こうした 井上の 考え はすで に 鈴 木 重 胤に みられる。 

三 

私 は、 今 述べた ような、 天つ 罪と 国つ 罪と を 本質的な 区別の ない ものと する 石 母 田 説に は 反対で ある。 また 国 

つ 罪 は 天孫 降臨の 後に 生まれた とする 井上 説に も 賛同す る こと はでき ない。 その 理由 は 国つ 罪 は 先住 •  土着の 異 

か 犯した 罪と いう ふうに みられて いたと 考える ことができ るからで ある。 天つ 罪の ほとんどが 共同体に よる 水 

田 稲作 農業の 妨害に 関わる ものであるが、 国つ 罪に は それが みられない ところに 特色が ある。 生膚 断ち. 死膚断 

ち は 殺傷 罪で ある。 白人 は いわゆる 白子 (アルビ ノ) である。 こくみ は ハ ン セン 氏 病と みるべき であろう。 その 

次に くる 罪 は 近親相姦 であり、 獣 女 奴で ある。 昆ぅ 虫の 災は蝗 ゃゥン 力な どの 害、 高つ 神の 災は ふつう 雷の ことと 

されて いるが、 井上 光貞 は水旱 (洪水と 旱魃) とする。 高つ 鳥の 災は空 高く 飛ぶ 鳥の 災 である。 鈴 木 重 胤 は怪鳥 

力 家の あたりに 群がりき て、 妖を なすよう な こと を 指す と 述べて いる。 昆虫. 雷 (水 旱) • 鳥 などの 災は 天災で 

あるが、 それが どうして 国つ 罪に かぞえられ るだろう か。 古代で は 暴風、 水旱、 または 鳥 虫害な どに よる 凶作 飢 

饉は、 神に 仕える 宗教 者の 謹慎が 足りない せいで あると 考えられ ていた。 白人 や こくみ も その 身体 的 特徴の ため 

に 先天的な 罪と みられた のであろう。 

これ を 神に 聖別され た 人間と する 折 口の 解釈が ある。 折 口 は 罪と 慎し みと は その 意味が あまり 変る もので よな 
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い、 という。 とすれば 慎し みが 足りない ことが 本来 的に 罪で あり、 災禍 を 呼ぶ と 考えた のであろう。 

しかし 国つ 罪 はそう した 解釈 だけで はなおお おい 切れない もの を 残して いる。 近親 相 為が どうして 国つ 罪で あ 

るか、 という 問題に ついて、 折 口 は 結婚 等級 を 乱す と、 雨風 や 洪水、 地震な どが 起こって、 部落の 生活 を 危うく 

すると 昔の 人 は 考えた と 説明す る。 この 説明 は 大林太 良の いう 「宇宙の 均衡 破壊」 につな がる 可能性 を 指摘した 

ものであるが、 国つ 罪 を 政治的に みていく ために は、 また 別の 角度からの 照射が 必要で ある。 

柳 田 国 男 は 「山人 考」 と 題す る 大正 六 年 (一九 一七) に おこなわれた 講演の なかで、 次のように 述べて いる。 

「占 語 拾遺に は 国 津罪は 国中 人民 犯す 所の 罪との み 申して あるが、 それで は 之に 対する 天津 罪 は、 誰の 犯す 所 

しきまき あはな ち 

なる か乂 不明と なります。 右二 通りの 犯罪 を 比較して 見る と、 一方 は 串 刺 重播畔 放と いふ 如く、 主として 土地 

占有権の 侵害で あるに 反して、 他の 一方 は 父と 子 犯す と 謂 ひ、 獣 犯す とい ふやうな 無茶な もので 明白に 犯罪の 

性質に 文 野の 差 ある ことが 認められ、 即ち 後者 は 原住民、 国つ 神の 犯す 所で ある ことが 解ります。 日本 紀景行 

天皇 四十 年の 詔に、 東夷の 中 蝦夷 尤も 強し。 男女 交り 居り 父子 別ち 無し 云々 ともあります」 

ここで 柳 田 は 「国つ 罪」 を 「原住民、 国つ 神の 犯す 所」 としてい る。 この 国つ 神の 規定 を 通じて、 先住 土着の 

人び と を 人倫に 悖る 存在と みなして かか つた ャマ ト 朝廷の 姿勢 を 推察す る ことができる。 「国つ 罪 はいずれ も 人 

間 を 人間 以下の レヴェルに 引き下げる こと」 であり、 それ は 頑強に 抵抗す る 蝦夷に 対して ャ マト 朝廷 側が とった 

常套 であった。 

たとえば 『類聚 国史』 延暦ー 九 年 (八 〇〇) 五月の 条に は、 「甲斐 国 言す、 夷 俘 等 狼 性 未だ 改めず、 野心 馴れ 難 

し。 或は 百姓 を 凌 突して 婦女 を奸 略す」 という 表現が みられる。 
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S 朝廷に よる 異族 平定 策 


1 

r 延喜式 神 名 帳」 に 記載され た 神社 は、 天神地祇の 区別が 設けられて はいない。 しかし、 これ を 蝦夷との 関わり 

あいに おいてみ ると、 陸 奥 国と 出 羽 国で は、 天つ 神. 国つ 神 • 自然 神の 三分 類 を 他の 地方よりも 顕著に 見る こと 

が 可能で ある。 

陸 奥 国 一 百 座、 出 羽 国 九 座。 その 中には 明白に アイヌ 語に 由来す る 神社が まじって いる。 栗 is の ぎ： S 心 

お ら しわけの きみ  ゎナ ，、ら 

神社 は 陸 奥の 蝦夷の 邑良志 別 君の 袓神を まつる 神社と みられる。 遠 流 志 別 石の 別 は 別の ことで、 石 は 君の 誤り 

と みられて いる。 バ チラ ー watcllelor,  J. の 『アイヌ ，英. 和 辞典』 第 四 版 (岩波 書店、 一九 三 八 年) では、 ォ ヤシ 

は 精霊、 鬼、 善 または 悪霊の ことで ある。 これによ つて、 アイヌの 精霊 を まつる 神社で ある ことが わかる。 牡鹿 

君の 計 仙 麻 神社の ケセ または ケシ というの は アイヌ 語で は 下と か 終り を 意味して いる。 マ は 半島と か 小島、 入江 

りく こた 

や.^ を 意味す る。 気 仙 郡の 理訓許 段 神社の リク は アイヌ 語で は 上方、 コ タはコ タン (村) の 意で ある。 これらが 

アイヌ 語に 由来す る 神社で ある こと は、 すでに 吉田東 伍の 『大日 本 地名 辞書』 の 指摘す ると ころで ある。 

東北 地方の 北半 部に は アイヌ 語 地名が おびただしく 残って いると ころから、 これらの 神社 名 も アイヌ 語 地名 を 

とった にすぎないと 考えられ なく はない。 しかし、 そうでない 事実 を 示す 証拠が 残って いる。 理訓許 段 神社の 所 

在 地に ついては 三つの 説が あり、 その 一 つが 岩手県 大船 渡 市 赤 崎に ある 尾 崎 神社で ある。 その 笔崎 神社 はァ f ヌ 
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が 祭りに 使用す るィ ナウ を 神宝と して 保存して いる。 これ を もっても、 理 {ii;^ 許 段 神社が アイヌ あるいは 蝦夷に 縁 

由 を もつ 神社で ある ことが わかる。 

このほか 栗 原 郡の 式 内 社の 和 我 神社 は アイヌ 語の 水 を あらわす ヮ ッ 力 を 想起させる。 胆沢 郡の 式 内 社の 和 我 叙 

登挙 神社 は 水上 神と 解すべき であろう。 ュ トク は アイヌ 語の 源 を 意味す る。 胆沢 郡に は 胆沢川 神社が ある。 玉 造 

郡の llig 神社 は 河 神 を まつる。 亘理 郡の 安福 麻ぎ 伯 神社 は 阿武隈川の 神を祀 つたに ちがいない。 河 伯 は 川の 神 

である。 このように 川の 神が 多い こと は、 川 を 日常生活の 手段と していた 人び とがあった こと を 物語る。 

また 玉 造 郡の!！ 泉 神社、 湯 泉石 神社な ど は 鳴子 温泉の 所在地に ある。 磐 城 郡に も 温泉 神社が ある。 湯 泉 は 火山 

の 噴火な どと 同様に 神霊の 示現と みられ、 また 『伊予 国 風土記』 逸文の 「湯の 郡」 の 記事の ように、 万病 を 癒す 

薬と みられて いたのであろう。 

それ を祀る ものが アイヌ あるいは 蝦夷で あれ、 もしくは 陸 奥に 移住した 開拓 民で あれ、 川 や 温泉な どの 自然 を 

神と する の は 陸 奥 国の 式 内 社の 特色の 一 つで ある。 

蝦夷が 彼ら 自身の 神 を 奉 斎して いた こと は 「斉 明紀」 四 年の 阿倍 比羅 夫の 北征の 際、 蝦夷の 首長の 恩 荷が 秋 田 

浦 (齬田 浦。 秋田県の 雄 物 川 川口 付近と いう) の 神に かけて 誓った という 記事が あり、 また 同 五 年に は 阿倍 比羅 

夫と おぼしき 人物が 「彼の地の 神」 (おそらく 鶴 田 浦の 神) を祀 つたと ある ことから、 たしかめられる。 

二 

それに 対して 天つ 神の 進出が ある。 陸 奥 国の 式 内 社で 目立つ の は 鹿 島 神社が 多数 含まれて いる ことで ある。 

今日の 福島県に 属する 磐 城 郡に 鹿 島 神社、 行方 郡に 鹿 島 御子神 社が ある。 宮城県に 属する 当時の 亘理 郡に 鹿 島 

伊ぎ 乃 比 気 神社、 鹿 島 锗名太 神社、 鹿 島 天 足 和気 神社が ある。 亘理 郡の 鹿 島 神社 は 三 社と もに 阿武隈川の 川口 付 
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近に ある。 それ はこの 阿武隈川の 川口が 蝦夷と ャ マト 政権の 勢力の 境界と 考えられ、 その 北側の 地 は 「化 外の 

民」 の 住む 場所と して 放棄され ていた こと を 物語る と 『大日 本 地名 辞書』 は 述べて いる。 七 世紀の なかば 近く ま 

で、 太平洋 岸 は 阿武隈川、 日本海 岸 は 越後の 阿賀野 川の 線が 蝦夷と 対峙す るャ マト 朝廷の 最前線であった。 その 

あと 鹿 島 神 は 北上す る。 信 夫 郡に 鹿 島 神社、 黒 川 郡に 鹿 島 天 足 別 神社、 牡鹿 郡に 鹿 島 御 児 神社が ある。 

また 鹿 島 神と 併称され る 香 取 神に ついては 栗 原 郡に 香 取 御 児 神社、 牡鹿 郡に 香 取 伊豆 乃 御子神 社が ある。 

鹿 島の 神 は タケ ミカ ヅチ であり、 香 取の 神はフ ッヌシ である。 この 二 神 は 『日本書紀』 に は 別 神と して 扱われ 

ている が、 じつは 異名 同体で あると 考えられる。 この 武神が 陸 奥 国に 進出して いった 目的 はま ぎれ もな く 蝦夷の 

平定に あった。 

『三代 実録』 の 貞観八 年 (八 六 六) 正月 廿日の 条に は、 鹿島大 神の 苗裔 神 (御子神) が 陸 奥 国に 三 八 社 あると 記さ 

れ ている。 その内 訳 をみ ると 今日の 福島県に 属する ものが ニニ、 あと は 宮城県に 含まれる。 福島県で はみ な 浜 街 

道 を 通って 北上す るコ ー スに 沿ってい る。 宮城県で は 二手に 分かれて、 一方 は 海 ぞいの 牡鹿 郡へ、 他方 は 黒 川、 

志 田、 色 麻な どの 内陸の 諸 郡へ と 進んで いる。 この 内陸 部への 進路に あたる 神社 は、 貞観 (八 五 九— 七 七) 以降に 

勧 請され たもので あろう、 と 太 田亮は 『日本 古代史 新 研究』 のなかで 言って いる。 この 鹿 島の 神の 北上が 蝦夷の 

討伐に 大きな 役割 を 果たしてい たこと はいう まで もない。 

同様な こと は 陸 奥 国 だけでなく、 出 羽 国に も みられた。 鳥 海山 はしばしば 噴火した が、 それ は 蝦夷の 反乱の 前 

兆と して 受け とられた。 貞観 ニニ 年 (八 七 一) 五月に 鳥 海山 は大 噴火した。 託宣で は 神に 陳謝し なければ 兵乱が 起 

こる と 出た ので、 鳥 海山の ふもとに ある 式 内 社の 大物 忌 神に 詫びた という 記事が 『三代 実録』 に 記載され ている。 

元 慶ニ年 (八 七 八) 出 羽の 蝦夷が 反乱 を 起こした。 官軍 は 大敗 を 喫した。 七月に は 大物 忌 神社と 月 山 神社に 国司 を 

つかわして 祈禱 させ、 封 戸 を 二 戸ず つ 加増 させた が、 八月に はさら に 大物 忌 神、 月 山 神、 袁物忌 神の 位階 をす す 
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めて いる。 元慶の 大乱から 六 〇 年 経過した 天 慶ニ年 (九 三 九) にも 秋 田 城下に 俘囚の 反乱が 起こった。 それに 対応 

する ために、 朝廷で は 大物 忌 神の 怒りの 象徴で ある 噴火 を しずめる ように 祭り をお こなつ た。 

このように 陸 奥 出 羽の 式 内 社 は 天つ 神と 国つ 神の 区別が 截然と してお り、 天つ 神はャ マ ト 朝廷の 勢力の 進出 • 

侵略に 対して、 その 先鋒の 役割 を 果たしていた ことが わかる。 国家と 癒着した 神社が 国策のお 先棒 を 担いだ 率 例 

は 近代に 入って から 顕著で あるが、 その 淵源 はかくの ごとく 蝦夷 討伐の 時点まで さかのぼる。 この こと は 私たち 

が 日本の 神社の 性格 を 考える ばあいに ひとつの 教訓 を 与える。 

異 族の 反乱 を 平定す るた めに 神社の 力 を 借りる こと は、 隼 人に 対しても 同様であった。 『続 日本 紀』 の 火 宝 二 

年 (七 〇 二) 一  〇 月の 条 には、 薩 摩と 種子 島が 反乱した ので、 朝廷で は 荒賊を 平げ るた めに、 太宰府 配下の 神社 九 

処 に祈禱 させた と ある。 

また 鹿 児 島 神社 (大隅 正 八幡宮) も、 和 銅 七 年 (七 一四) に大隅 国に 豊前 国の 人民 二 〇〇 人が 移住した 際に 導入 

したので はない かと 想定され ている。 大隅正 八幡宮 は 養老 四 年 (七 二 〇) に 隼 人が 反乱した とき、 征討 軍が 平定 を 

祈願して 勝利 を 収めた という ことで 神威 を 高めた と 推測され る。 『続 日本 紀』 では 天平  一 二 年 (七 四 〇) の 藤 原 広 

嗣の 乱のと きに、 大将軍の 大野 東 人に 八幡 神に 祈請 させて いる。 

三  一 

中央政府が 蝦夷お よび 隼 人に とった 政策 はお どろく ほど 似て いる。 それ も 当然の ことで、 律令国家 は 蝦夷と 隼 

人 をと もに 「夷人 • 雑 類」 とみな していた からで ある。 現地に 住む 者 を 夷人と 呼び、 中央に 移住した もの を雑頹 

と 呼ぶ。 こうして 武力 平定の ために は、 天つ 神 を祀る 神社 を 利用 するとと もに、 大量の 武装 移民 を 送り こんだ。 

さきに も 触れた ように、 大隅 国で は 隼 人が 昏 荒で 野 、むが あり 憲法に 習熟 しないと いうか どで、 和 銅 七 年 (七 一 
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四) に豊 前の 民 二 〇〇 戸が 移された。 『和名 抄』 に 大隅国 桑原 郡に 豊国郷 や 大分 郷が あり、 また 薩摩国 ioi 城 郡に 

かわし  あきた  う と  たくま 

合 志、 飽多、 宇 土、 託 万な ど 肥 後 国 北部の 郡 名 をし のばせる 郷 名が ある。 これら は 豊前. 豊後ゃ 肥 後の 国の 人民 

が大隅 • 薩 摩の 中心部 分に 送り こまれた こと を 物語って いる。 いうまでもなく、 隼 人の 反乱 を 未然に防ぐ ためで 

ある。 『続 日本 紀』 によれば 国内 要害の 地に 柵 を 建て、 戍を 置いて 守らせた、 という 記事が 大宝ニ 年 (七 〇 二) 一 

〇 月の 条に みえる。 日向 • 大 隅 • 薩 摩の 三国が 暴風に 見舞われ たので、 桑 麻が ひどい 損害 を 受けた。 そこで 柵 戸 

の調庸 をと りた てること がない ようにと 命令が 下った (『続 日本 紀』 天平 神 護 二 年 六月の 条)。 これ をみ ると、 西南 九 

州の 隼 人の 居住地に 柵 戸が 設けられた 事実が たしかめられる。 これ は 蝦夷の 蟠踞す る 陸 奥 • 出 羽 国に おいて、 い 

つそう はなはだしかった。 和 銅 七 年から 養老 三年 (七 一九) までの わずか 六 年の 間に、 一八 〇〇 戸の 人民が 陸 奥. 

出 羽に 送り こまれた。 彼ら は 柵の ほとりに 居住し、 日頃 は 田畑 を 耕しながら 蝦夷に 備える という 屯田兵の 役割 を 

果たした のであった。 二 尸 平均 一 〇— 二 〇 人と して、 数万 人の 屯田兵が 柵 戸と して 大量 投入され た。 こうした 政 

策 は 平安時代 にも おこなわれ、 延暦ー 五 年 (七 九 六) 一 一 月に は 坂 東. 北陸の 人民 九 〇〇〇 人が 陸 奥 伊治 城に 移さ 

れ、 延暦ー 一 一 年 (八 〇 二) 一  月に は駿河 • 甲斐 • 武蔵 など 東国の 浪人 四 〇〇〇 人が 胆沢 城の まわりに 移された。 

その 一方で は 蝦夷 も 隼 人 も、 その 力 を 弱める ために 現地から 引き はなされ、 「雑 類」 の 名で 諸国に 居住 させら 

れた。 隼 人 は 畿内 五 か 国と 近 江 • 丹 波. 紀伊 などに 分布して いたよう である。 中央に 移住 させられた 隼 人の 中 か 

ら すぐれた 才幹 を もつ もの 数十 名が 宮 門に 奉仕す るなら わしが あった。 宮 門での 隼 人の 犬 吠え は 有名で ある。 

蝦夷 もまた 宮門 護衛の 儀仗兵の 役 を 奉仕 させられる ことがあった。 『続 日本 紀』 の 宝 亀 一 〇 年 (七 七 九) の条に 

は、 唐 客が 入京した 際、 将軍ら は 騎兵 二 〇〇 人と 陸 奥 出 羽の 蝦夷 二 〇 人 を ひきいて、 京 城門 外に 迎 接した と 記さ 

れ ている。 蝦夷 は 隼 人と 違って しばしば 凶暴な ふるまいが あつたので、 中央から 地方へ と 分散 配置 させられた。 

r 景 行紀」 五一 年の 条に は、 蝦夷 を播磨 • 讃岐. 伊予. 安芸. 阿波な どの 五 か 国に 配属 させた 記事が ある。 この 
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あと 八 世紀 前半から 俘 囚を奥 羽 以外の 土地に 移住させる 政策が とられ、 それ は 平安 初期に いっそう 増加す る。 

『延喜 式』 に 記載され た俘囚 料から 計算して 俘囚の 人数 はおよ そ 四 五 〇〇 人に 及び、 その 居住地 は 三 五 か 国に わ 

たって いると 推定され る。 蝦夷 を 遠く 筑 紫の 太宰府に 移し、 辺境 防衛の 防人と する こと もあった。 大同 元年 (八 

0 六) に 近 江の 夷 俘 六 四 〇 人 を 太宰府に 移して 防人と した 記録が ある。 

蝦夷 • 隼 人 を 制圧す るた めに 武装 移民 を 送り こみ、 また その 勢力 を 分散させる ために 諸国に 分 置す る 一 方で は、 

「夷人 • 雑 類」 にたいする さまざまな 同化 政策が とられた。 

それ は 饗宴 願 給、 叙位 任官、 化 俗 賜 姓、 仏教 奨励、 農事の 指導な どに 分ける ことができる。 

天武 天皇 一 一年 (六 八 二) に 隼 人ら を 飛鳥 寺の 西で 饗応した という 『日本書紀』 の 記事 を はじめと して、 天平 一 

五 年 (七 四 三) に は 天皇 石 原 宮で隼 人に 變を 賜う という 『続 日本 紀』 の 記事が ある。 延暦ニ 年 (七 八 三) に は大隅 • 

薩 摩の 隼 人 を 朝 堂に 饗して いる。 一 方で は斉明 天皇 四 年 (六 五八) に 阿倍 臣比羅 夫が 有 間 浜で 渡 島の 蝦夷た ち を あ 

つめて 饗宴 を 開いた という 『日本書紀』 の 記事が あり、 光仁 天皇の 宝 亀 五 年 (七 七 四) に 出 羽の 蝦夷の 俘 囚を朝 堂 

で 饗した という 『続 日本 紀』 の 記事が ある。 饗宴 賑給 というの は 食卓 を 共に し、 物品 を 贈って もてなす という こ 

とで、 異 族に むかって 隔意の なさ を 示す、 もっとも 端的な 方法であった。 

次に 隼 人で は 郡 司 層に 対して 官位が 賜 与された。 朝貢の ために 都に 上 つ た 隼 人の 郡 司 層に は 最初から 外 従 五位 

下がさず けられた。 叙位 任官 は 蝦夷の なかの 郡 司 層に 対しても さかんに おこなわれた。 斉明 天皇 四 年に 秋 田 浦の 

蝦夷の 恩 荷に 小 乙 上と いう 官位 を 授け、 郡領 にした の を 皮切りに、 その 例 は 枚挙に いとまがない。 

叙位 任官と ともに 化 俗 賜 姓 も 多くみ とめられた。 『続 日本 紀』 の 神 護 景雲 三年 (七 六 九) 三月 一 三日の 記事に み 
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られ るよう に 丈 部 を 阿倍 臣に、 吉弥侯 部 を 上 毛 野 公に 姓 を 改める こと を 許した。 こうした 例 は 隼 人の 場合に も あ 

り、 大住 直と か 阿多 君と かいう 姓が 与えられた。 

仏教 奨励に ついては、 『日本書紀』 の持統 天皇 三年 (六 八 九) 正月の 条に陸 奥 国の 蝦夷 二人が ひげ や 髪 を そって 

沙門に なりたい と 申し出た ので、 出家 修道 を 許可した と あり、 また 越の 蝦夷の 沙門 道 信に 仏教 ゃ灌 頂幡、 鏡 • 鉢 

など を 与えた と 記されて いる。 

農事の 指導と いうの は 狩狱と 漁業が 中心であった 隼 人 や 蝦夷に 稲作 を 奨励し、 種子 を 支給した こと をい う。 飼 

い 顧ら されない 蝦夷 は 山 夷で あり、 田 をつ くる 蝦夷 は 田 夷と 呼ばれた。 『続 日本 紀』 の 延暦九 年 (七 九 〇) 五月、 

陸 奥 国 遠 田 郡 領外正 八 位 上 勲八等 遠 田 公 押 人が 自分た ち は 蝦夷の 陋習 を 除去して 中央の 文化に あこがれ 同化す る 

志 を もってい るのに、 いまだに 田 夷の 姓 をまぬ かれない。 これで は 長く 子孫に 恥 を 残す ことになるので、 夷 姓 を 

改めて ほしいと 願い出た。 そこで 遠 田 公 を 廃し 遠田臣 という 姓 を 与えた、 と ある。 ここに 化 俗 賜 姓の 一例 をみ る 

ことができる。 

五 

しかし、 蝦夷に 稲作 を 奨励す る 試み は 順調に 進まなかった。 

延暦 一七 年 (七 九 八) の 「太 政 官符」 の 記事に は、 俘囚に 調庸を 免ずべき ことと して 「件の 俘囚 等つ ねに 旧俗 を 

存し、 いまだ 野心 を 改めず、 狩猶を 業と し、 養蚕 を 知らず、 加 ふるに もって 居住 定かなら ず、 浮遊 雲の ごとし、 

調 庸を徴 する にいたり、 山野に 逃散す」 と ある。 俘囚が 土地に しばりつけられる こと を 好まず、 耕作 や 養蚕な ど 

を 嫌った ことが これで わかる。 

『吾妻 鏡』 第 九、 文治 五 年 (一 一八 九) 一 〇 月に も 「出 羽 陸 奥に おいて は 夷の 地た るに 依って、 度々 の 新制に も 除 
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きを はんぬ。 ひとへ に 古風 を 守り、 さらに 新 儀な し」。 つまり、 田 制の ことに ついては， 内地と 同様にして はな 

らぬ。 蝦夷の 土地の こと だから、 蝦夷の 風の ままに して 置かねば ならぬ、 といって いる。 

隼 人の 場合 も 変り はなかった。 中 村 明 蔵に よると、 隼 人の 経済 基盤 をな していた 狩 猶 • 焼 畑 耕作に 改変 を 迫り、 

隼 人に 稲作 を 強制し、 また 造籍 という 作業 をと おして、 隼 人の 共同体 を 分解 させよう とする 律令国家の 政策 を 拒 

否して、 隼 人 はしばしば 反乱に 立ち上がった。 その 最大の もの は 養老 四 年 (七 二 〇) に 隼 人が 反乱して 大隅 国守 を 

殺した という 事件で ある。 このと き、 朝廷 側 は 一年 数 か 月 かかって 征討 を 完了し、 斬首 獲虜 あわせて 千 四百 余人 

にの ぼった。 この 争乱が 隼 人の 武力に よる 実質的 抵抗の 最後の ものであった。 だがし かし、 それから 一 〇 年た つ 

た 天平 二 年 (七三 〇) に は、 太宰府から 言上した なかに、 大隅 • 薩 摩 両国の 百姓 は 今もって 班田 制の 実施に したが 

わないで、 昔からの 田 を 受け継いで 耕作し、 それ を あらためて 動かす こと を 欲しない。 もし 班田 収授の 政策に 従 

わせよう としたら 騒然と する から、 そのまま にして 動かさず、 めいめい 田 を 作らせて いると いう 報告が 『続 日本 

紀』 に 記載され ている。 こうして、 大隅 *薩 摩の 班田 制 施行 は延暦 一九 年 (八 〇〇) になって ようやく 実現して い 

る。 

このように 蝦夷と 阜人 に対して ながく 班田 制が 適用され なか つたの は 蝦夷の 場合 は 寒冷地で あり、 隼 人の 場合 

は 火山灰 地で、 ともに 稲作に 不適の 土地柄で あると いう 不利な 自然 条件の 上に、 蝦夷 も 隼 人 も 狩獵と 漁業 をい と 

なむの を 慣習と してお り、 水田 耕作に 不 熟であった からで ある。 それと 同時に、 いずれも 「異人 • 雑 類」 とみな 

されて 「化 外の 民」 の 扱い を 受けて いた ことに もよ る。 

あたしく にの ひと おさ かさ  もう 

『日本書紀』 の崇神 天皇  一 二 年の 条に r 異 俗 も 訳 を 重ねて 来く」 と ある。 これ はかならず しも 外国人と 考え 

る 必要 はない。 日本国内 にも 通訳の 必要な 「異 俗」 の 人び とが 存在した ので ある。 『旧事 本紀』 に は 大隅国 造の 

条に 
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まきむ くの ひしろ のみ かど み よ ことむ けし  そ お なにわの たかつ のみ かど  おさ し 

「纏 向日 代 朝の 御代、 治平 隼 人の 同祖. 初 小。 難 波高 津 朝の 御代に は 伏 布 を 日 佐と 為て、 国 造 を 賜 ふ」 

と ある。 また 『続 日本 紀』 の 養老 六 年 (七 ニニ) 四月の 条に 

「陸 奥の 蝦夷、 大隅薩 摩の 隼 人 等 を 征討せ し 将軍 已下、 及び 功の ある 蝦夷、 幷 びに 訳語 人に 勲位 を授 く。 各 差 

あり」 

と ある。 これによ つて 「訳語」 つまり 通訳の 従軍して いた ことが 推察で きる。 

藤 原 広嗣の 乱のと き、 征討 軍 は 在京の 隼 人 を ひきつれ ていた。 その 隼 人の 呼びかけで、 反乱軍の 中に いた 大隅 

隼 人が 多数 投降した。 これ をみ ると、 官軍 は 隼 人 を 通訳と して 使った にちがいない。 隼 人の 言語 は 南 島 語族 中の 

インドネシア 語と 関係が 深いと 考えられ ている。 そこで 畿内の 人び とに は 理解し がたい ものが 多かった こと は 当 

然 である。 

一 方、 蝦夷 もまた 言葉が 通じに く か つ た。 『日本 後紀』 延暦 一 八 年 (七 九九) 一 一月の 条に、 陸 奥 国 新田 郡 百姓の 

弓 削 部 虎 麻呂と 妻の 丈 部 小 広 刀自 女な どが 日向 国に 流された。 彼ら はながらく 賊 地に 住み、 よく 夷 語 を 習い、 し 

ばし ば 根 も 葉 もない 言説 を 弄して、 夷 俘の 心 を 動揺 させた かどに よる、 と 述べられ ている。 「夷 語」 を 習った と 

いうの は、 もともと 常人の 言語が 蝦夷の 社会に は 通じに くかった こと を 物語って いる。 

六 

『類聚 国史』 は 「夷 民」 の 部類と して 「風俗 部」 と 「殊俗 部」 に 分けてい る。 「風俗 部」 の 中には、 蝦夷 • 俘 囚， 

国樑. 多 禰*掖 玖 人な どの 項が ある。 「殊俗 部」 に は 高麗. 徵海. 鞋鞮 *粛 慎な ど、 異域 • 外国の 異 族が あげら 

れ ている。 こうした ことから 「風俗」 というの は、 国内での 種 差 を 意味す る、 と 高 橋 富 雄 は 言う。 

この ことから 『常 陸 国 風土記』 に 記された 風俗 も、 王化に 浴して いない 地方の 風俗 習慣、 または 伝 承と いった 
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ものである ことが わかる。 

『続 日本 紀』 によると、 隼 人 は 十数 回 朝貢して いるが、 入朝して 調 物 を 貢 じた 隼 人 は、 風俗の 歌舞 を 奏した と 記 

されて いる。 この場合の 風俗 も異 族と しての 隼 人の 社会に 伝わる 固有の 伝統と いう 意味 を も つ ている こと は 明ら 

かで ある。 『続 日本 紀』 の 文武 天皇 二 年 (六 九 八) 四月の 条には 文忌寸 博士ら 八 人 を 南 島に つかわして、 国 を覓め 

させた という 記事が ある。 ここに 「南 島」 という 語が はじめて 出て くる。 しかし 国を覓 める というの はすで に 

そ しし むな くに  ひたお  くに ま  とお  -ン、  >  - 、ゝ 

「神代 紀」 下にみ える 言葉で ある。 すなわち 「膂宍 の 空 国 を、 頓 丘から 国 覓ぎ行 去りて」 と 記されて V るの は 

たんに 住み やすい 国 を 求めて という 意で はない。 吾田 隼 人の 根拠地で ある 「吾田の 長屋の 笠 狭硫に 到ります」 と 

いうから に は、 異 族の 中に 天孫の 居住地 を 求めて いった こと を 意味す る。 そのこと は、 『万葉集』 巻 第二 〇( 四 四 

六 五番) に 載った 大伴家 持の 長歌の 一節から も 推察し 得る。 

、わ a  くに まぎ  ことむ  まつろ  <5：：5： 

山 W を 磐 根 さくみ て 踏みと ほり 国覓 しつつ ちはやぶる 神 を 言 向け 服従へ ぬ 人 を も 和し  

山 や 川の 磐 根 を 踏みし だき、 踏み 通って、 住む にょい 国土 を 求め、 荒々 しい 国つ 神 を 服従 させ、 服従し ない 人 

びと を も 平定し …… という 意で ある。 ここにい う 国覓は 反抗す る 国つ 神 や 人び と を 征討しながら おこなわれる も 

のであった。 

えの こおりの かみ きもつ き  - 

さきの 『続 日本 紀』 の 記事から 二 年後の 文武 天皇 四 年 六月の 条に は、 薩摩比 売 や 衣 評 督、 肝属 (付) 難 波な 

どが、 国覓 使の 刑 部 真 木ら 一行 を 剽 劫した と 記されて いる。 律令制 支配の 地域的 拡大 をめ ざす 中央政府が、 隼 人 

の 地の 国 制 を 充実させる こと を 目的と して 派遣した のが 国覓 使であった。 その 持ち物 を 隼 人の 首長 クラスの 豪族 

がお どして 掠め取った というの は 隼 人の 居住地 域 を 調査し 律令の 収奪 体系に 従わせよ うとした 企図 を 見抜いての 
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つよい 反発の あらわれと 思われる。 『日本書紀』 の 神武 天皇 即位 前紀 によると、 長 髄彦は 神武の 軍隊が 胆駒山 を 

あまつかみ みこた ち  ゆえ 

越えて 大和 盆地に 侵入しょう としてい るの を 聞いて 「天神の 子等の 来ます 所以 は、 必ず 我が国 を 奪 はむ となら 

む」 と 言った と あるが、 隼 人に とっても 「国 覓」 は 自分の 本国 を 奪われる ことに ほかなら なかった。 

隼 人の 居住地で ある 大隅 • 薩 摩の 両 半島の 南に は 種子 島 • 屋久島 • 奄 美大 島な ど 南の 島々 が 連な つていた。 こ 

の 南 島民が 朝貢した ことが 史書に みえる。 たとえば、 天武 天皇 一 一年 (六 八 二) 七月に は 「多 禰人 -掖 玖 人. 阿 ュ麻 

禰 人に 禄を賜 ふ」 と ある (『日本書紀』)。 また 元 明 天皇の 霊 亀 元年 (七 一 五) 正月に は 「陸 奥 出 羽の 蝦夷なら びに 南 

嶋奄美 • 夜久 • 度感 • 信覚 • 球 美 等 来朝し 各方 物 を 貢す」 (『続 日本 紀』) と ある。 これらの 事実 を 裏書きす るよう 

に 昭和 五 九 年 (一九 八 四) に は 太宰府 正 庁 跡から 「掩 美嶋」 と 墨書され た 木簡も 発見され て、 奄 美から 太宰府へ 調 

物 を 貢 じていた ことが 明らかにな つ た。 しかし 隼 人の 六 年 ごとの 朝貢 は 律令国家の 周辺の 外に 置かれて いた こと 

を 意味す る。 また 南 島人が 入貢した といっても 朝貢の 形式 をと つた 交易と 考えた ほうが 実情に 合う。 

一方、 蝦夷 (毛 人) が もともと 日本 国の 外に 置かれて いた こと は 『宋 書』 倭 国 伝に 「東 は 毛 人を征 する こと 五 

十五 国」 と あり、 さらに 『旧 唐 書』 倭 国 日本 伝に は 「東海 北海 は 大山 有りて 限り を 為し、 山 外 は 即ち 毛 人の 国な 

り」 と 述べて ある ことで わかる。 奥州の 天地が 蝦夷の 支配 を 脱する の は、 源 頼 朝の 奥州 征伐まで 待たねば ならな 

かった。 このように 律令国家が 自分の 支配 体系の 中に 組み入れようと 企図しながら 果たせな か つ た 時代が 日本 列 

島の 東北 部と 西南 部に 長く つづいた ので ある。 

蝦夷 • 隼 人よりも 京師に 近く、 しかも 半独立 を 保つ 国々 の 豪族 もあった。 それらの 国が ャ マト 朝廷の 下に 従属 

する ようになり、 日本が ひとつの 国と して まとまって いったの は、 今日 考えられ るよりも はるか 後代の ことで あ 
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る。 とすれば ここで、 クニの 原初 的な 姿に 接する ことので きる 時点まで 遡行して みる 必要が あるので はない か。 

言語が 通じが たく、 異風 異 俗の 「化 外の 民」 が 日本列島の 内部に 住んで いた 事実 を 知る ことによって、 「単一 言 

語の 単一 民族」 という 誤った 通念 は 消滅す るであろう。 

先住 土着の 民 を 国つ 神と 呼び、 その 犯した 罪 を 国つ 罪と 規定した こと は、 天孫と 称する 後 来の 支配者た ちの 選 

民 意識に もとづく ものであった。 とはいえ、 天つ 神— 天つ 罪、 国つ 神 I 国つ 罪と いう 二つの 異なった 価値の 系統 

を 区別した こと は 無意味な ことで はな か つ た。 それ はク 二 を 考える 場合の 指標と して 役立てる ことができる。 

今日、 クー 一とい う 言葉 は、 国土と 国家の 双方の 意味に 使われる。 両者の 境界が 判然とせ ずに 使われる ことが 少 

なくない。 また 為政者に よって 意識的に 混用され る こと も ある。 しかし 国土 を あらわす クニ は 国つ 神に 厲 する も 

ので あり、 国家 を あらわす クニ は 天つ 神に 属する ものであると 考える とき、 両者の 区別 は 明瞭になる。 

国つ 神の クニ は 生活 者の 空間で あり、 天つ 神の クニ は 支配者の 空間で ある。 戦後 日本の 指導者が 径済 優先の ス 

口 ー ガン を 掲げ、 企業 を 神と して 容認した とき、 天つ 神の クニ はさ かえ、 国つ 神の クニ は 荒廃した。 それ は 『日 

本 民俗 文化 大系』 第二 一巻 『現代と 民俗』 の 序章で 述べた ことで ある。 

;E 琉球 王国に おける 対外 交流の 状況 


1 

次に 集落と しての シ マ でな く、 海に かこまれた 陸地と しての 島に ついて 若干の 考察 を 加えて みょう _ 
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日本 は アジア 大陸の 東の 海上に あって、 やや 大きな 四つの 島 を 中心に、 細くな がく 列なる 多数の 島々 から 成り 

立って いる。 面積 は 小さく、 平地に 乏しい が、 その 領域 は 亜寒帯から 亜熱帯にまで 及んで いる。 

このような 日本列島の 自然環境 はまた 日本 民俗学の 成立の 条件 ともなつ ている。 日本列島の 周辺 を 南から ヒへ 

と 洗う 「海の 中の 川」 黒潮 は、 南方の 文物 を 本州 島の 北端まで 運ぶ ことに 役立って きた。 東北と 八重 山 諸島の 民 

俗 や 方言の 類似 はしばしば 指摘され てきた ことで ある。 こうした 遠方の 一 致が あれば こそ、 日本 民俗学の 普遍性 

は 保障され てきた ので ある。 しかも 日本列島が、 東西に 延びた 島々 でな く、 東北から 西南へ と裝裟 がけに 延びて 

いる こと は、 四季の 変化と 各地の 民俗との 間に 微妙な 差異と 濃淡 を 与えて きたので あった。 一年の 折り目に した 

ところで、 旧暦の 正月とば かり は 限らない。 南 島の ように 八、 九月の 節 を もっとも 重視す ると ころも ある。 また 

北国の 雪の 上で おこなわれる 予祝 行事 は、 きびしい 自然 条件 を 克服す る 農民の 意志 を うかがわせて、 かえって 感 

動 を 誘う ので ある。 

しかし 日本列島 を 形成す る 多数の 島々 は、 その ひとつひとつが 完結 体と しての 社会 をい となみつ づけて きて お 

り、 民俗 も それに 対して 緩慢な 変化 をみ せて 展開して いる。 もし これが 平野に めぐまれた 陸地の つづきであった 

としたら どうであろう。 民俗の 伝播の 速度 ははな はだしく、 一方が 他方に 吸収され るか、 さもな くば 型で 押した 

ような ものが 生まれた にちがいない。 島々 の つらなり であるが ために、 一 つの 民俗 もな がく 滞留し、 沈澱し、 固 

有の 特色 を 作り出す 余裕 を もち 得た。 たとえば、 南 島の 女た ちの 手 を 彩った 11^,1^ は、 島 ごとに その 模様 を 変え 

ている。 そこで その 模様 を みれば、 どこの 島の 出身で あるか を 言い当てる ことが で，？ ^が。 

これ は 海 島に だけ 適用され る 話で はな か つ た。 たとえば 立 石 半島の 東海岸に 沿う 鎖ぽ . m  •  の磁 . ^ 

浜 • 浦底丄 1 石の 七つの 集落 は、 敦賀 市の 西側に あるので 西 浦 七郷と 呼ばれて いる。 そこで はじつ に 一九 六 〇 年 

代まで 産 小屋で 出産す る 風習が あった。 というの も 集落と 集落の 間に 道ら しい 道 はなく、 交通よ もつ。 まら 舟 こ 1^ ハ 


413 国と 島の 日本 像 


つてお り、 海が 荒れた ときには、 敦賀 市の 産院に 舟で かけつける こと も 思う に 任せなかった からで ある。 松尾芭 

蕉は 『奥の 細道』 の 紀行の さいごで、 敦賀 から 色 浜 (種の 浜) まで 舟で 渡って いるが、 その 頃と さしてち がわな 

しらぎ 

い 不便な 生活が 最近まで ながく つづ いていた。 やはり 産 小屋の 風習の みられる 立 石 半島の 突端の 白木と いう 集落 

にいた つて は、 海 角に まったく 孤 絶して いる。 

こうした ことから 立 石 半島の 産の 習俗に しても 場所に よ つ て 微妙な ズ レを みせて いる。 繙 間 • 常宮 • 沓は産 小 

星の 床に 砂 を 敷く のに 対して、 手の 浦. 色 浜. 浦 底 丄旦石 • 白木 は 土 を 敷く。 このち がい は 砂と 土と では どちら 

が 古い 風習な のか を 考える 手がかり を 与える。 

このように 残存す る 民俗 現象 を 重ね合わせ 比較 研究す る ことで、 伝播と 変容の あと を 微細に たどる ことができ 

るの は、 日本が 島国 だからで ある。 

二 

わが国で は、 せまい 国土の わりに は 不相応な 急峻な 山脈が 走り、 それが 壁と なって 集落 間の 交通 を 寸断し、 い 

たると ころに 陸の 孤島の 状態 を 現出 させて いる。 つまり、 山ぶ かい 村に も 「島 的」 な 性格が みとめられる。 日本 

列島 は、 海に 囲まれて いると 否と を 問わず、 閉鎖 性の つよい 空間に 満ちて いる。 柳 田の 創始した 日本 民俗学 は、 

日本が 島で ある こと を、 明瞭に 認識し、 自覚す る 学問で ある。 

では 島で ある こと を 自覚す ると は、 どういう こと をい うのであろう か。 

柳 田 国 男 は 大正 一四 年 (一 九 二 五) 「南 島 研究の 現状」 と 題す る 講演 をお こな つ たが、 その 中で 次のように 述べ 

ている。 

「沖 織の 有識 階級に 属する 人々 は、 如何なる 瞬間 も 中央の 文化の 恩恵が、 孤島の 端々 に 及ぶ こと 遍 からず して- 
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時運が 彼等 を 後に 取 残して 進みつつ あるので は 無い か を、 気遣 はざる 時と て はない ので ある」。 「しかも 他の 一 

方に は、 沖繙の 中部 日本に 対する 関係と、 至ってよ く 似た 外様 関係 を 以て、 沖繮 自身に 従属す る 更に 小なる 孤 

島 ある こと を 忘れん とし、 又往々 にして 之 を 取 残して 独り 進まう としたの である」 

柳 田 は 沖繩の 知識人が 日本の 中央 文化の 恩恵の 沖繮 にも 均霑 される ことのな いのに 焦燥す るの は、 日本人が 海 

外の 情勢に 遅れ はしない かと 気 を もむ 姿 を 映し出す 鏡で ある こと を 述べて いる。 

「所謂 先 島の 二 群島、 即ち 宮古 八重 山の 二 郡の 島々 に 至って は、 悠々 たる 五 百年の 間、 今の 中 織 niT が 中央集権 

制の 下に 統治せられ るよりも、 更に 遙 かに 心細く 且つ 苦しい 孤存 状態に 置かれた のであった。 その 又 先 島の 八 

重 山の 主 島に も、 更に 税を 納める だけと も 謂 ふべき 関係で、 結び付けられて 居た 属島が あった。 旧 日本の 南の 

端、 西の 端 は どこかと いふ 地理の 問題が 出る 場合 だけに、 僅かに 人の 記憶に 上った 波 照 間 島、 与那国 島な どが 

即ち それで ある。 宮古 群島の 方に も遙 かの 海 を 隔て  多 良 間の 島が 従属し、 多良間自身に対しては亦；^ぎの島 

が隸 していた」 

こうして 柳 田 は 日本と いう 島から 沖繙 島へ、 さらに 先 島の 二 群島へ、 そのな かで もさい はての 小さな 島々 へと 

無限に 降りて いく。 南 島に おいても 犬なる 島 は 小なる 島の こと を 忘れ、 小なる 島 はさら に その 下の 島の こと を 忘 

れ がちで ある こと を 警告す る。 それ は あたかも 日本が 世界の 文明国に 伍して 遅れまい とし、 沖總 島の 存在 を 無視 

する 傾向と 相似の 現象で あると いう。 日本 は 「言 はば 稍々 大規模なる 世界の 沖繙 島で ある」 と 柳 田 は 痛烈に 言い 

放つ。 

そこに は 政治 や 知識の 世界から 見棄 てられた 者への 同情が あった。 しかも、 文字の 病い に 患わされる ことが 少 

な. >  たけ 民間の 伝統 はなが く 生き生きと 保存され てきた。 そうした 世界に 生きる 人び と を 柳 田よ 常 民と 乎ん、、， こ。 

その 「小さき 者」 たちの 生活の もっとも 濃縮され た 社会が 「島」 であった。 面積の 大小 を わず、 島の 本質 はお 
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なじで あると 認識す る ことで、 日本 民俗の 全体 像 を 把握で きる という 確信が あった。 こうして、 柳 田の 創始した 

日本 民俗学 は、 日本の 原 質 を、 粟 散 辺土の 島に 求める 道 を 歩きつ づけた のであった。 

この 「ミクロの 世界」 への 固執 ともいうべき 情熱 は、 たえず 海外 諸国の 文明の 動向 を 気にする 有識者の 視線 を、 

大 なる ものから 小なる もの へ 向け 変えよう とする 思い切った 試みであった。 それ はまた 日本に 圧倒的な 影響 を卜ナ 

えてき た 中国 文明 や 西洋文明の 価値の 尺度 を、 そのまま 日本 社会の 尺度と する こと へ の 否認に ほかなら なか つ た „ 

日本の 近代 思想の 流れの 中での 日本 民俗学の 位相 はこ こに 求める ことができる。 

三 

海に とりかこまれ ている 島 は、 天候の 悪い ときには 交通が 一 〇 日 も 半月 も 杜絶す る。 そうでなくても 陸上の 交 

通の ように 気楽に はいかない。 したがって、 島 は 閉鎖 的な 生活 を 余儀なく される。 しかし 閉鎖 的な 生活が ながい 

間 つづけられ るかと いえば、 それ も 不可能で ある。 資源の 乏しい 島が ほとんどで、 自給自足が むずかし いからで 

ある。 島の 閉鎖 性と 開放 性 はこ こから 生まれて くる。 

日本列島の 最南 端に ある 八重 山 群島の なかで もっとも 小さな 島の 一 つに 新 城 島が ある。 地元で はパ ナリ (離 

れ) と 呼ばれて いる。 そこで は 雨の 降らない 日々 が つづく と、 たちまち 水飢饉に 陥り、 西 表 島の 大 富の 部落 を 流 

れる 仲間 川の 井戸まで 水 を 汲みに いかねば ならな か つ た。 島民の 間で 飲料水の 貸借が おこなわれ るの は 日 のこ 

とであった。 舟 を 作る にも 大きな 木がない ので、 西 表 島の 密林に 分け入って 伐った 木 を 運び出した。 こうした こ 

とから 新 城 島 は 西 表 島な しで は 生存が 不可能であった。 すなわち 新 城 島と 西 表 島との 間で は 切つ て も 切れない 絶 

対 的な 関係が 結ばれて いた。 

こうした 八重 山 諸島の こと は、 『李 朝 実録』 (『成 宗 実録』 巻 一 百 五) に 載って いる、 一 五 世紀末の 朝鮮人の 漂流 記 
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にも うかがわれる。 一四 七 九 年 (文明 一 一) に 済 州 島の 漁民が 西風に 遭って 南に 漂流し、 与那国 島の 島民に 救助 さ 

れ たのち、 島から 島へ と 送られた ときの 記録が 残されて いる。 それによ ると、 波 照 間 島で は 材木が なく、 家 を 作 

るに はみ な 西 表 島から 取って くると ある。 また 水田が なく 稲 米 は 西 表 島と 交易して 手に入れて いると ある。 これ 

は 新 城 島 や 黒 島で も 同様であった。 多 良 間 島で は 材木がない ので 西 表 島から 取り、 また 伊良部 島から 取る と ある。 

こうして みると、 八重 山 群島の 中で 西 表 島が 中心であった 時代が ながく つづいた の は、 その 豊富な 山林と 水田の 

ためであった こと は 疑い 得ない。 

前記の 記録に は宮 古島に ついて 「山に は 雑木 多し。 其の 名 はみ な 知らず」 と あるが、 宮 古島 もまた 大きな 材木 

のない 島であった。 『慶来 慶田城 由来 記』 に は、 宮 古島の 仲 宗根豊 見 親の 命令で、 西 表 島の 男女 二、 三百 人が 山 

にこ もり、 家 を 建てる 材木 を 伐採して いた 話が 載って いる。 これ をみ ると、 宮古 群島の 統一 者の 仲 宗根豊 見 親が 

八重 山 群島に 勢力 を 延ばして、 西 表 島の 島民 を 使役して いた ことが わかる が、 宮 古の 権力者が 八重 山に 関心 を 抱 

いたと いう こと は、 それまで 交易に よ つ て 求めて いた 木材 を 力ず くで 取る ためであった ことが 推測で きる ので あ 

る。 八重 山の 島々 をた がいに 交流 させ、 さらに は 八重 山と 宮 古の 両 群島 を 互いに むすびつけ たもの は 米で あり、 

舟 や 家 を 作る ための 木材であった。 すなわち、 先 島の 統一 の 原動力 は、 各 島の 物資の 不足 を 克服しょう とする 動 

きであった。 それが 政治的な 統一 に 先行して いた ことが ここで みてとれる。 

匹 

さて、 舟 や 家 をつ くるのに も、 また 石垣 をき ずくに も 鉄の 道具 を 必要と する。 そこで 交易 は 先 島 だけでなく、 

沖繙 本島との 間に も おこなわれ、 さらに 日本 や 中国との 間にまで 拡大し 発展す る。 鍛冶の 技術 を もたらした 人物 

が 御嶽の 神に まつられ ている^ は 宮古ゃ 八重 山に はすくな くない。 力 二と か カネ、 ガニ などの 語が さいごに つく 
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神 名 はそう である。 そして それらの 神はャ マ ト または 久米 島から 渡来した という 伝承 を も つてい る。 

察 度が 浦 添 を 根拠地と して 王位に ついた の は 一三 四 九 年で、 一四 世紀の ちょうど 真ん中で ある。 向 象 賢の 『屮 

山 世鑑』 に 「当時 牧那渡 一 1、 倭 商船、 数多 参リケ ルガ、 過半 ハ皆、 鉄 ヲゾ積 タリ ゲル。 彼 男子、 此鉄 ヲバ、 皆 買 

取 テケリ」 と ある。 彼 男子と いうの は 察 度の ことで ある。 察 度が はじめて 明 国に 入貢した の は 一 三 七 一 一年の こと 

である。 ニニ 七 四 年に は 明の 使者 李 浩が琉 球に やって きている。 そのと きの 報告書に、 琉球 では 执綺を 貴ばずに、 

ただ 磁器 や 鉄器 を 貴ぶ、 という 一節が ある。 轨綺 というの は 白い 練 絹の こと を 指す。 一 五三 四 年、 尚 清 王のと き 

に、 冊 封 使と してやつ てきた 陳 侃の 報告書に も、 書画骨董の たぐい は 歓迎され ず、 鉄器 や 綿布の ような 日用品が 

ありがた がられた、 と 書かれて いる。 琉球に は 鉄が 産 しないので、 煮炊きす るのに は、 民間で はたいて い 貝の 殻 

を 使用して いると も 報告され ている。 このように、 鉄器 は 沖 繾 の 人び とに とって、 何 はさて おいても ほしい もの 

であった。 

『魏 書』 「東夷 伝」 倭人の 条に、 対 馬 国 は 「良田 無く、 海 物 を 食して 自活し、 船に 乗りて 南北に 市糴 す」 と ある。 

市 糴とは 米 (穀類) を購 うこと で、 南 は 九州、 北 は 朝鮮 を 指して いる。 こうした 事情 はなが くつ づき、 鎖国の 時 

代で も、 江戸 幕府 は 朝鮮と 交易す る こと を 容認し なければ ならなかった。 永留久 恵に よると、 今日で も 対 馬 島に 

生産され る 米の ほか 麦 その他の 雑穀 を あわせても、 六 万の 島民の 食糧の 半年 分 もま かなう に 足りない という。 

申 舟の 『海 東 諸国 記』 に は嘉吉 三年 (一 四 四 三) に 対 馬 島主の 宗 氏に 毎年 一 一 〇〇 石の 米 や 豆 を 給す ると 記され 

ている。 当時の 李 朝 はこうした 恩恵と ひきかえに、 ^寇 をと りし まること を宗 氏に 求めた ので ある。 『海 東 諸国 

記』 の 肥 前 州の 条に は、 高麗 王朝の 末期に 来襲した 倭寇 は、 ^岐 • 対 馬 • 松 浦 地方の 者で あると 記されて いる。 

これらの 倭寇 は 窮迫して 米の 掠奪に 出かける ものが 大部分であった。 
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五 

東シ ナ海を 舞台と した 日本 • 朝鮮 • 琉 球の 三国 間の 交渉 は 一 五 世紀の 幕 明けと ともに 活発に な つ た。 足 利義満 

も 李 朝の 太宗も 一 四 〇 一 年に 明から 冊 封 を 受けて いる。 琉球 では 三 山を統 一 した 尚 思紹も 一 四 〇 七 年に 明から 冊 

封 を 受けて いる。 明の 冊 封 政策と 海禁 政策 (鎖国政策) は、 日本. 朝鮮. 琉 球の 三国 間の 仲継 貿易 や 密貿易 を 盛 

ん にさせた ので あるが、 当時、 各国が 手 を 焼いて いた 僕寇の 取締り を 日本に 求めて きた こと も 見の がす こと はで 

きない。 

尚 泰久の 時代の 一四 五八 年に 铸 造され、 首 里 王城の 正殿に かけられた 鐘銘に r 琉球国 は 南海の 勝地に して、 三 

韓の秀 を あつめ、 大明を もって 輔車 となし、 日 城 を もって 脣歯 となす。 この 二 中間に 在りて、 湧出す るの 蓬萊島 

なり。 舟楫 を もって 万国の 津梁 となし、 異産 至宝 は 十 方 刹に 充満せ り」 と あり、 海洋 王国の 誇りと 富の 強大 さ 

をうた つてい る。 朝鮮 • 中 国 • 日本と 密接な 交流 を もつ ていた 当時の 琉 球の 姿が ここに 活写され ている。 

また 『海 東 諸国 記』 によると、 琉球国 は 「地 窄く、 人 多し、 海 舶を以 ちて 行商し 業と 為す。 西、 南蛮、 中国に 

通じ、 東、 日本、 我が国 (朝鮮) に 通ず。 日本、 南蛮の 商舶亦 集る。 其の 国、 海 浦に 都す」 と ある。 まさに 琉球 

は 東 シナ海 貿易の 要の 位置 を 占め、 那覇は 国際的な 港 市の にぎわい をみ せて いた ことが うかがわれる。 それ は琉 

球 王国の 黄金時代であった。 日本人 もまた 朝鮮 ゃ琉 球に 頻繁に 渡航し、 居留して 貿易に 従事した。 

『海 東 諸国 記』 によると、 東 萊の富 山 浦、 蔚 山の 塩 浦、 熊 川の 薺 浦 を 三 浦と 称した。 そこ は 朝鮮から 公認され た 

日本 船の 訪れる 開港 場であった。 三 浦に 集まる 日本人 は 二 〇〇〇 人 を 超えて いた。 そして 熊 川の 薺 浦の 日本人 町 

に は 寺社 一 一、 蔚 山の 塩 浦に は 寺社 一が 建立され ている。 

一方、 袋 中 上人の 『琉球 神道 記』 によると 慶長 (一 五 九 六 —一六 一 五) の 頃の 琉 球に は 六 か 所の 倭の 熊 野 権現と 
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一か所の 八幡 大 菩薩が 祀られ ていた。 八幡 大 菩薩 は 僕寇も 信仰して いたが、 第一 尚 氏の 尊崇の 対象で もあった の 

で、 その どちら かによ つて 建立され たもので あるが、 熊 野 権現 は 日本 本土から 渡航した 居留民の 祀っ たもので あ 

ろう。 那覇港 を 見下す 断崖の 上に ある 波 上 権現 を 訪れる と、 波濤 を 凌いで 日本 本土から やって きた 人び とが、 故 

国 を 偁んで 熊 野 権現の 祠を 立てた の だとい う 思いが 湧く。 汪楫の 『使琉 球 雑録』 に は、 そこに 寄進した 銅 片旛の 

背に 「天 和 二 年 壬戍」 の 六 字 を 鑿って あつたと 記されて いるから、 本土から 来琉 した 人の 建立した 祠 である こと 

が 推定で きる。 それにしても、 海外に 渡航し 居留す る 日本人が 神社 や 寺院 を 建てる という 習慣が その 当時から 顕 

著で あつ たこと は 見の がす わけに はいかない。 

東 恩 納寛惇 によると、 朝鮮 三 浦の 居住者 は 対 馬 人が 多く、 それに 対して 琉球 在住の 者 は その 競争者で ある 博 多 

(お) 

人が 主で あり、 彼ら は 朝鮮 貿易に も 関与して いたと いう。 

こうした 琉 球と 朝鮮との 間の 海の 道 はすで に 一 四 世紀 後半から 開かれて いたと 思われる ふしが ある。 『李 朝 実 

録』 巻 六に、 ニニ 九 三年に、 琉球 国中 山 王の 察 度が、 倭寇の ために さらわれ ていた 朝鮮人 を 送り かえす ついでに、 

山 南 王子の 承 察 度が 朝鮮に 亡命して いる こと を 耳に して、 その 帰還 方 を 願った 記事が ある。 それから 五 年に して、 

こんど は 山 南 王の 温沙 道が 家来 一 五 人 を ひきつれて 朝鮮に 亡命し、 食物 や 衣服 を 支給され、 保護 を 受けて いる。 

第一 尚 氏の 統一 以前、 三 山 鼎立して いた 時代の 山 南 王 は 今日の 島 尻 郡の 南半 を領 していた。 その 山 南 王が 朝鮮 

を 亡命 地に 選んだ という こと は、 山 南と 朝鮮との 貿易が 密接に おこなわれ ていた こと を 示す ものである。 亡命 先 

で 安全 を 保障され なければ ならず、 また そこにい たる 道筋が 熟知され、 確保され なくて はならぬ。 では 薩摩 半島 

と沖繙 本島と をむ すぶ 「道の 島」 のル ー ト はどうで あつたか。 

六 
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一 四 一 八 年、 中 山 王の 尚 思 紹は賀 通 連 を 使者と して さまざまな 南海 産の 珍品 を 朝鮮 国王に 献 じたと 『李 朝 実 

なかぐ すく 

録』 にある。 その 賀通 連と は 勝連按 司の ことで ある。 沖繙 本島の 東海岸に 突き出した 勝 連 半島の、 中 城 湾 を 一望 

に 見渡す 勝 連 城跡から は、 戦後の 調査 発掘で、 高麗 瓦片ゃ 南宋の 青磁 片が 多数 採取され て、 先の 記事 を 裏付けて 

いる。 尚 思紹に はじまる 第一 尚 氏 は、 沖繮 本島の 東南 部の 知 念 半島 を 根拠地と していた から、 沖繙 本島の 東側に 

海上の 道が 開けて いた ことが 推測で きる。 『おもろ さう し』 第一 三に も 「勝 連の 人が 舟 を 進めて、 奄美 諸島の 請 

島、 与 路島を 橋の ように 足が かりにして、 また 徳之島 や 沖 永 良 部 島 を 親類縁者 にして、 中 山 王に たてまつれ」 と 

いう 歌が ある。 喜界 島ゃ奄 美大 島の 名 も 出て くる。 それと 関連す るかの ように 『おもろ さう し』 第二 二に は、 

「沖 永 良 部 島の 孫 八が 沖縝 本島の 国 頭 村の 奥 社の 神 を 尊崇して、 早期に 船 を 走らせる」 という 意味の 歌 も 残って 

いる。 

沖 永 良 部 島 は 三 山 鼎立の 頃 は 北山の 支配 下に 入って いた。 北山 王の 二 男が 派遣され、 彼 は 「世の 主」 と 称せら 

ぐ らる 

れた。 この 世の 主の ために 城 をき ずいた のが、 沖 永 良 部 島の 後蘭 村に いた 後蘭 孫 八で、 三年 かかって 城 を 完成 さ 

せた という 話が 嘉永 三年 (一八 五 〇) の 『世 乃 主 由緒 書』 に 載って いる。 後蘭 孫 八と いうの は 『おもろ さう し』 の 

孫 八と 同一人であろう。 その 屋敷 跡 は 今に 残って いる。 沖 永 良 部 島の 民謡に 「後蘭 孫 八が 積み上げ たる 城、 永 良 

部 三十 祝 女の あすび 所」 というの が ある。 「あすび 所」 というの は 神 遊びす る 場所の 意で ある。 『名 瀬 市 誌』 に は、 

奄 美大 島、 喜界 島、 徳之 島な どの 地名 や 説話 上の 人名に ゴ リャ、 ダリヤ、 ガリ ャ、 ゴ ランな どが みられる が、 そ 

(お) 

れらの 背後に、 日本 本土と 関係の ある 「いくさ 大将」 の 匂いが すると 記されて いる。 

伊波 普猷は 「沖 繙考」 の 中で、 八重 山の 英雄の オヤ ケ赤蜂 は ホン 力 ワラと いう 称号 を もってい たが、 ホン は大、 

力 ワラ は 頭の 義 であろう とし、 八重 山ゃ宮 古に 力 ワラの つく 人名の ある こと を 指摘して いる。 また 宮古 出身の 史 

家の 稲村 賢 敷 は、 横 井 時 冬が 『日本 商業史』 の 中で、 中国で は 倭寇の 隊長 を 日本 甲螺と 称して 畏怖した、 甲螺は 
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頭目と おなじ 意で ある、 と 述べて いるの を 踏まえて、 宮 古島で 童 名に ガ ー ラを つける の は 寇の 子孫で あるか 

ら だと 述べて いる。 これが はたして 妥当な 解釈で あるか どうか は 別と して、 宮 古島で 頭部 をガ ー ラ というの は 興 

味が ある。 というの も 私の 郷里の 肥 後方 言で は 頭の こと を ゴラと 呼んで いるから である。 こうして みると き、 日 

本本 土からの 落人 や 倭寇が 奄 美から 八重 山に いたる まで 南下し、 そこで 島民の 中に 勢い を 得て カヮ ラと 称して い 

たこと が 推測され るので ある。 後蘭 孫 八の 後蘭 ももと は ゴラ、 すなわち 頭目 を 意味して いた。 また 孫 八と いう 名 

前から して、 南 島人の 名前で はない。 日本から やって きて、 沖 永 良 部 島の 世の 主に 仕えて 城 をき ずいた と みられ 

るので ある。 「道の 島」 は 九州と 沖繙を むすびつける 「橋梁」 の 役割 を 果たしていた。 そこ を 通って、 公貿 や 

私 貿易、 掠奪 も おこなわれた。 

時代 は 尚 清 王の 一 五 五三 年 (天文 ニニ) に 降る が、 那覇 港口 を扼 する 場所に、 海寇を 防ぐ ための 屋良座 城が きず 

かれた。 これな ども、 琉球 王国が いかに 跳梁す る 倭寇の 侵攻 をお それて いたか を 示す ものである。 はたして、 そ 

の 三年 麦に よ、 委 が 琉求沿 1  千 をお そい、 攀 退され る 事件が 起こって いる。 このと きの 倭寇 は 明の 浙江省 を 荒ら 

しまわって 掃 国の 途中、 那覇 港から 侵入した ものであった。 

® 島国に 由来す る 日本人の 性格 形成 


一 

東南アジア 交易の 衰退と ともに 琉球 王国の もっとも 誇りに みちた、 はなやかな 時代 は 終った。 日本が 鎖 0 する 
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と th^ 球との 直接の 関係 は 薩摩藩 だけが 受け持つ ことにな り、 かっての 海洋 王国 も 沈滞の 一 途を たどる ほかな か 

つた。 

沖繙 最古の ことば 辞書 『混 効験 集』 の 中には、 「しまち やへ」 とぃぅ項目が記載されてぃ^^、。 これ は 一七 一一 

年に、 当時の 三 司 官識名 盛 命 以下 七 人の 文人た ちが 国王の 命 を 受けて 編集した ものである。 「しまち やへ」 は 島 

痛みの ことで、 今でも 沖繙で 使われて いる シマ チャピが それに あたる。 琉球 王国の 知識人た ち も、 この シマ チヤ 

ビ をまぬ かれる ことができなかった。 それ は薩 摩の 付庸国 (従属国) として 軛を かけられた 琉 球の 人士の 鬱屈 を 

示して いるの かもしれ ない。 といっても、 彼らが 上流の 生活 をして いた こと はまちが いないから、 その 孤島 苦 は 

もっぱら 精神的な 飢餓に 属する ものであった。 

それに ひきかえて、 島に 生きる 庶民の 痛苦 は 日常 的な くらしに 関わって いた。 今日で も、 島の 漁村で は 朝早く 

波打ち際 を 歩いて、 打ち あげられた 魚貝 や 海藻 や 流木 を 拾う すがた をよ く 見かける。 それ は 外側の 世界に 助力 を 

仰がねば ならぬ 島民の 宿命であった。 

ここで 知って おかねば ならな いのは、 小さな 島で もす ベての 人び とが 漁業に 従事して いるので はない、 という 

事実で ある。 たとえば、 宮古 群島 を 考えても、 外海にまで 乗り出して 漁業す る 集落 はごく 限られて いる。 たいて 

いは 島の まわりの 浅い 海で 漁業 をして いるに すぎない。 まして 国が 鎖され、 また 凶暴な 自然が 人間の 力 を 圧倒し 

ていた 時代に は、 外部との 積極的な 交流 も 思う に まかせず、 島に 取り残された ものの 悲 哀感 だけが 島の 生活 を蔽 

つていた。 それが 島 痛み、 すなわち シマ チャピであった。 

二 

島に ない もの を 海の 彼方に 期待す る 心情 はいつ しか 日本人の 独特の 性格 をつ くって い つ た。 古代 国家の 形成 胡 
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に は 中国から、 また 近代国家の 出発に あたって は 西洋から、 怒濤の ように 流入す る 物質文明， 精神 文明 を 受け 入 

れ てきた 日本人が、 いつも 海の 彼方に きき 耳 を 立て、 好奇心 を 燃やす 習性 を もつ にいた つたの は 無理の ない こと 

であった。 それ 自体 を 責められるべき ではない。 

問題よ その 先に ある。 日本人 はいつ しか 自分と 異な つ たもの が 完全に 近い 存在で あると いう 認識 を 自分の 心の 

中こ^ えつけ るよう になった。 日本人に とって、 自己 自身との 差 意識が 開けば 開く ほど、 それ は ある 種の 威力 を 

もつ。 逆に 自己との 差 意識が ちぢまる ほど、 それ は 威力 を 失う という ことがある。 日本人の 神 は 人間に 超越して 

高く 存在す る 神で はない。 日本人 は 神 を 高く 求めず して 遠くに 求める。 珍しい もの は 稀に 遠くから 訪れる。 それ 

こそが マレ ビト であり、 客人 神の 名に 値する。 そのこと はゥヅ という 古語が 示して いる。 ゥヅは 珍しい もので あ 

り、 したがって 高貴な ものである。 

日本人に 幸福と 利益 を もたらす マ レビ トか どうか を 弁別す る 手がかり はまず 容貌で ある。 日本人と 見分けが つ 

かないく らい 似て おり、 頻々 と 日本 を 訪れる アジア 人 は マレ ビト ではない。 日本人よりも 背が 高く、 紅毛 碧眼の 

白人が もっとも 珍重され る。 この こと は 毎年、 幾 百 人と いう 日本人の 海外旅行が さかんに つづいて いる 今日で も 

言い 得る。 日本で は テレビの コ マ ー シャル は 異常と も 思える ほどよく 白人 を 登場 させて いる。 また 白人の 窗 いた 

日本 論 や 日本人論が おびただしく 日本で 出版され 読まれて いる。 それ は 西洋 諸国が 日本 を どう 見て いるか を 気に 

する 日本人の 自信の なさと、 舶来 文化へ の 根強い 崇拝 心の あらわれ である。 

日本 は異 民族と 国境 を 接せず、 侵略 を 受けた 怪 験が 大陸 国家に 比べる といち じる しく 乏しい。 そこで 他の 民族 

にたいする 警戒心の 持ち あわせがない。 この ことが 島国に 住む 日本人に 特有な ェ キゾチ シズム を そだてる 温床の 

役 を 果たした といえるの である。 日本人に とって、 異 民族 は 直接的に は 加害者の ィメ ー ジとは 結びつかない。 そ 

こで は 来訪す る 「異 神」 と 渡来す る 現実の 「異人」 と を 混同す る 心情 を 拭い 去れない。 また 海の 彼方の 常世 や 二 
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ライカ ナイな どの 「他界」 への 思慕と、 文化 華やかな 「異国」 への 憧憬と を 重ね あわせて、 その 対象 を まぎらわ 

しくす る。 つまり 現実の 国 を ュ ー トビ ァと 思い こむ 傾向が 強烈で ある。 

だが 「異人」 または 「異国」 が 自分の 期待 を 満たす だけの 力 を もたない ことが わかる と、 相手 を ことさらに 侮 

辱して かかる。 千年の 間 偶像であった 中国が、 幕末に 阿片戦争 でもろ くも 破れる と、 一転して 軽侮の 対象と なつ 

た。 明治時代 は それに かわって 強大な イギリスが あこがれの 的に なった。 このような 姿勢 は 相手に 対する 冷静な 

認識 を 土台に した もので はなく、 願望 もしくは 期待に もとづく ものである。 他者に 対する 受容と 拒否の 間 を 烈し 

く 往復す る 心情の 振子 運動 は 孤島 民の 特性で ある。 

かって 尊敬の 念 をよ せた イギリス は、 第二次世界大戦 では 鬼畜の 片割れと なった。 もう 一方の 片割れ は、 戦後 

は 日本の 解放 者と して 迎え入れられた。 やみがたい 外国 崇拝の 根 を 絶ち 切る ために、 外国の 優秀 さや 長所に いつ 

さい 目をつぶり、 皇国 を 世界の 中心とする 考えが、 戦時中に 横行した。 この 皇国 史観の 背景に は 単一 民族の 単一 

国家と いう 純血 を 誇示す る 考えが ある。 だが、 皇国 史観 は 所詮 外国 崇拝の 裏返しに すぎない。 戦時中の 皇国 史観 

をもう 一度 裏返した のが、 戦後 日本の 外国 崇拝であった こと を 思えば、 皇国 史観 は 日本人の 意識の 底に 渦巻く 不 

安 を 克服しょう とする 苦悩の あらわれであった こと を 知る ので ある。 私 は 閉鎖 性、 均質性 を 強調す る 島国 論に は 

同調で きない。 それ は 国家 意識に 裏打ちされ たもの だからで ある。 だがし かし、 日本人の 性格が 島国と いう 環境 

によつ て 形成され てきた こと は 疑うべく もない。 

柳 田 は 日本人の 自己 確認、 すなわち アイデンティティ を、 最小 単位の 生活空間 である シ マと、 分割 不可能な 意 

識 空間で ある ク 二 に 求めた。 そこで はミ ク 口 の 世界が マクロ の 世界と 通じる 回路が 発見で きる こと を 強調した。 

それ は 日本 国家 や 日本人 を 相対 化する 契機が 含まれて いる 場所であった。 

昨日から 今日へ、 そして 明日へ 明後日へ と 目まぐるしく 関しの 対象が 変転す るの は、 日本人の 目が たえず 海外 
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に 注がれて、，' て、 自己 を 見つめて 反省しょう とする 努力の 不足に よる。 柳 田 は 「南 島 研究の 現状」 の 講演の 中で 

「五大国の 一 などと いふ 空な 語 を 以て 物 を 知らぬ 人 をお だて \、 何等 模倣 以上の 努力 をせ ずして 半世紀 は 既に 過 

ぎて しまった」 と 歎いた が、 それから さらに 半世紀 以上す ぎた 現在で もこの 言葉 は 生きて いる。 

私 はかって、 「知識の 次元に おいて、 民衆の 世界 を 転向 不能の 地点まで 降りて みる こと」 こそ 柳 田が 自身に 課 

した 命題であった、 と 書いた ことがある。 この 考え を 二 〇 年 たった今 も 改める 必要 はない。 
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伝統の 変貌と 持続 


I 近代 日本の 社会 構造と 共同体 遺制 


今から 三 〇 年 前、 日本の 学会 や 論壇で は、 「封建 遺制」 という 言葉が よく 使われて いた。 日本の 近代が 未熟で 

あり 跛行 的で あるの は、 封建 遺制の ためで あり、 近代 社会の 諸悪の 根源 は 封建 遺制に あると いう 言い方が、 何の 

ためらい もな く 横行して いた。 私 は 近代の 悪 を 封建 遺制に 求める という ことが どうしても 納得 ゆかな か つ た。 

たとい 日本の 近代に 封建的と みられる 要素が 社会現象 として まじ つ ていたと しても、 それ は 封建的 社会の 残留 

と 見るべき ではなく、 それ を 日本の 近代 自体の ことと して 受けと めねば ならない。 それ にもかかわらず、 一部の 

論者 は、 封建 遺制と して 片付ける ことで、， 近代に 生きる 自分た ちの 責任 を 免除して いるので はない か、 というの 
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が 私の ひそ やかな 抗議であった。 しかし 私の 主張 は 声に はならなかった。 そうした 言い方 は 黙殺 さおる の 力 落ち 

だとい うくら いのこ と は 私 も 充分 察し ていたの である。 

そうした 風潮の 中で、 私 は 中村吉 治の 『日本の 村落共同体』 を 偶然 手に して、 自分の 考えの 支柱と する に 足る 

理論が 展開され ている こと を 知った。 中 村 は 言う。 

「明治 以 麦の 日本 を、 封建的 または 共同体 的な 性格の 濃い 時代と いうと き、 内外と もに そうだと いうの は 私 は 

同じ 得ない というの である。 ただ 感覚的な もの や 習俗 的な ことから、 そういうの は、 あるいは 趣味の 問題 かも 

知. r.1 ない。 しかし、 たとえば 家の 感覚 • 習俗 を 利用して、 工場が 家 だと 称し、 女工 を 子と 称して 低 賃銀で こき 

い、 二 丙 気になったら 家に 帰して、 死の 自由 も 与えて いると いうと きに、 これ を 封建的と いって 封建的なる 

もの を排 せとい つて どうなる か。 この 工場 は 決して 封建的で はない。 封建的なる 故に 理不尽な 利潤 を あげてい 

るので はない。 資本主義 における 企業な ので ある。 その 資本が、 その 理に かなった 性質から して あくまで 利潤 

を 大きく する ための 奸策 として、 封建的な 感情 や 習俗 を 利用して いる だけな ので ある。 それが 悪で あると すれ 

ば 封建的なる 悪で はなく、 資本主義の 内包す る 悪で ある。 その 辺 は、 はっきり ケジメ をつ けるべき であろう」 

つ いでに もう 一 箇所 引用して おく。 

「封建 制 や 共同体が 残存した ので はない。 封建 制 や 共同体から 発生した 感情. 習俗が 残存した ので ある。 どう 

みても、 明治 以. は 資本主義の 時代で ある。 その 原理の 貫徹して いる 社会で ある。 しかも 封建的と も An 同体 

.5- ともみえ る 外被 を まとって いたと いうべき か。 江戸時代が、 どう 考えても 封建 制に はちが いないが、 非 封建 

的な 性格 を まとって いたと いうのと、 同じで はない か。 一 つの 時代の もつ 本質と いう ものが、 必ら ずし も 内容 

外観と も 一 致して いると はいえない という ことで は 同じであろう」 


国津 神と 天津神 430 


二 

私たち は 「封建的」 とか 「封建 遺制」 という 言葉 を あまりに も 安易に 使って いる。 だが 次の ような 事実 を 知る 

とき、 これらの 言葉 をい かに 軽薄に 乱用して き たかを 認めない わけに はいかないだろう。 

関ヶ原の 合戦 (慶長 五 年 〈一六 〇〇〉) で 西 軍に 味方して 敗れた 宇喜多 (浮 田) 秀家 とその 二人の 息子 は 八丈島に 

流された。 秀 家の 息子た ち は 島の 女性 を 妻と し、 その 間に 子孫が ふえた。 秀 家の 血 を 受けつ ぐ 一族 は、 島で は 

「浮 田 流人」 と 称せられた。 宇喜多秀家の 妻 は加賀 藩主の 前 田 利 家の 娘であった という 縁故の よしみで、 前 田家 

は 八丈島の 浮 田 流人に 対して、 一年お きに 白米 七 〇 俵と 金子 三 五両、 それに 衣類 や 薬品な ど を 送りと どけて、 そ 

れは 明治 一 一年 (一 八 六 九)、 流人に 赦免 状が 届く まで つづ いた。 

それだけではなかった。 明治 三年に 赦免され た 浮 田 一族が 八丈島から 東京に 着く と、 板 橋の 平 尾に ある 前 田 侯 

の 外 邸に 新しく 長屋 を 建てて 住まわせ、 食事な どの 面倒 一切 をみ て やった。 明治 六 年に は、 板 橋の 広大な 土地 を 

分与し、 一 〇〇〇 両を浮 田 流人 一族に 贈った。 それ も 前 田 侯の はからいであった。 前 田家 は 利 家の 娘が 嫁に いつ 

たという だけの 縁であった のに、 じつに 二 六 七 年の 間、 八丈島の 浮 田 一族に 対して 支援 を 惜しまなかった。 

この 話に はお そらく 封建時代の 深い 秘密が かくされ ている。 私たち は 「封建的」 という 言葉 を、 土地 や 家 や 血 

縁 や 主従の しがら みに しばりつけられた 時代の 名残と いう 意味で、 否定的に 使う ことが 多い。 しかし 相互扶助と 

いう 一 点から みれば、 封建時代 は 近代より はま さって いたので ある。 

それにつ いて 私が 思い起こ すの は森鷗 外の 晩年の 傑作で ある 『II 江抽 斎』 の 中の 挿話で ある。 

It 江 抽斎は 貧乏な 医家で あつたが、 困った 人間の 面倒 をよ くみた。 妻の 五 百も抽 斎に 劣らず、 世話好きで 思い 

やりがあった。 あるとき、 眼病の 治療に やって きた 老 尼の 不遇な くらしに 同情した 五 百 は、 老尼を 自分の 家に iH 
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まわせて やった。 老尼は 八 八 歳までの じつに 二 五 年間、 澀江 家の 食客と して 養われた。 

SI 江 家に 出入りす る 飾屋長 八と いう 職人が いた。 長 八 も はじめは 病気の 治療に きたの だが、 病気の ため 仕事が 

なく、 妻子 を 養う ことができな いの を 見て、 抽斎は 自分の 屋敷の 中の 長屋に 住まわせ、 衣食 をめ ぐんだ。 長 八 は 

病気が 治癒して 仕事に ついた 後 も、 ながく 抽 斎の 恩 を 忘れなかった。 安政 五 年 (一八 五八) に抽 斎が 死んだ とき、 

長 八 は 葬式の 世話 をして 家に 帰り、 気持よ く晚 酌の 一 合 を かたむけ、 自分 もお 供して よいな、 とつぶ やいた。 や 

がて 長 八 は 二階に あがって 寝た が、 翌朝、 長 八が 起きて こない ので 女房が いってみ ると、 長 八 は 死んで いた。 

すし 屋の 久次郎 という 出入りの 職人 もいた。 五 百の 兄が 久次郎 を かわいが つ て 店 を もたせて や つたこと が 縁に 

なって、 五 百が 抽 斎の もとに 嫁に きた あと、 久次郎 は SI 江 家に も 出入りす る ことにな つた。 抽 斎の 没後 一 〇 年し 

て、 五 百が 弘 前に 移る とき、 久次郎 はも はや 六 六 歳の 老齢に 達して いたが、 江戸から 弘 前までの 二 〇〇 里の 道 を、 

五 百のお 供 をして いきたいと 願い出た。 しかし、 久次郎 の 切なる 願い も、 弘前 藩の 当事者の 許す ところと ならな 

かった。 久次郎 は ひどく 落胆し、 あくる 年 病気で 死んだ。 

『sl 江抽 斎』 が 書かれた の は 大正 五 年 (一九 一六) であり、 明治 初年から 半世紀す ぎた だけの ころで ある。 それで 

もな お、 鷗外は 「わたくし はこれ を 記す るに 当たって、 当時の 社会が 今と 殊 なることの 甚だしき を 感ずる」 と 困 

惑の 情 を かくさない。 現代に 生きる 私たち は、 もはや 封建時代 を 支配す る 理念と 心情 をかん たんに 理解で きな く 

なって いる。 封建時代と は 服従と 庇護と が 同義語と して 一体化した 時代で あり、 双務 的な 関係 を 前提と する 社会 

であった。 こうした 点 を 抜きに して 「封建的」 とか 「封建時代」 について 考える こと は 無益で ある。 

して みれば 日本の 近代に もちこまれた 「封建的」 な もの は、 もはや 封建時代の 実体から 遠い 残滓に すぎない の 

I である。 しかも それ を 利用す るた めに 温存す るの は、 日本の 近代 をリ ー ド する 政治 権力と 冷酷な 資本の 論理に ほ 

4 かならなかった。 
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三 

これ は 共同体に ついても 言い 得る ことであった。 中 村 は 前掲 書で 次のように 述べる。 

「家の 残存、 または 家の 道徳の 継続が、 現実に は 封建的で はない こと、 封建的な 双務 給付の ない 一方的な 家長 

権が 利用され たこと と同じように、 残存して いると される 共同体 も 封建的で はない。 それ は 一体と なって 同族 

として 生存 するとい う 根本に おいてち がって おり、 共同体 的な 村落 的な 仲間の、 代表的なる 者の 指令に 従う だ 

けの 組織に な つ て 上からの 指令に 簡単に 従う 素地 を も つてし まっている。 地域的に 村 意識 を も つてい る ことか 

ら、 農業 は 別々 の 家と して 行われる ので あっても、 同じ 行動に 動かされ やすい」 

すなわち、 明治 以降の 共同体 は 擬似 的な 共同体であって、 生産 を 基盤 としたかっての 真の 共同体で はない。 生 

産の 単位 は、 近代に なって 共同体から 各戸へ と 分解す る。 だが 祭り をお こなったり、 学校 をた てたり、 用水路 を 

つくったり、 という 公共 的な 場での 共同体 的 規制 は 残存す る。 その 規制 意識 は、 地主 や 有力者の 手中に にぎられ 

ている。 そこで は 公共 的 営 為が 支配階級の 利益になる ような 回路が 仕組まれ ている。 もし それに 反対す るなら ば、 

共同社会に 協力 しないと いう 理由 を もつ て 村八分に あわされる。 すなわち 地主の 利益に 反対す る 者 は 部落 自治 を 

破る ものと して、 仲間 はずしに あう。 中 村吉治 は、 一見 封建 遺制と 思われる 村八分が、 じつは 共同体の 分解 過程 

にかえって 多発す る こと を 強調す る。 なぜなら 生産 共同体で は、 共同作業の 仲間から 労働力 を はずす こと はたや 

すくで きないから である。 

飛 驛の白 川 村 は 大家族 制度で 知られた ところで あるが、 そこで は、 女で も 男で も 家 を はなれる こと は 絶対に 禁 

じられ ていた。 というの も 山の頂まで 焼 畑 をつ くって 稗 を まかねば ならぬ 経営であった からで あり、 また 分家 を 

する ほどの 耕地がなかった せいで ある、 と 『飛譚 の 女た ち』 の 中で 江 馬 三 枝 子 は 言って いる。 それな，、 中 村が 前 
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掲 書で、 真の 共同体 は 「一人が 欠けても、 一人が 多すぎても ならぬ。 不分割な 一体なの である。 そして、 それ 

は 生産 手段 もまた 不分割で ある こと、 分割しても しょうが なく、 分割す る 要 もな く、 分割で きぬもの である こと 

と 対応して いる」 と 述べて いる ことと 対応す る。 

四 

また 速 水 保 孝 は 『憑き もの 持ち 迷信の 歴史的 考察』 の 中で、 江戸時代の 中期 以降、 自然 経済の 農村 体制 を 貨幣 

経済が うちこわ していく 過程に、 狐 持ち 迷信が 発生す る こと を 強調し、 明治に なって いっそう 盛 行す る 事実 を 指 

摘して いる。 親子 心中な どもそう であって、 明治、 大正、 昭和と 飛躍的に 増加し、 第二次世界大戦 後の 社会に も 

それが 頻発して いる。 ところが 江戸時代に は、 親子 心中 はわり あいすくない。 殉死 や 情死 は 多かった が、 親子 心 

中 は あまり 見あたらない。 それが 『小 峰 研究所 紀要』 第五 巻 「明治、 大正、 昭和年間に 於け る 親子 心中の 医学 的 

考察」 の 「親子 心中 年別 表」 に 見る ように、 近代に 入って から 年 を 追うよう に 増加して いるの は 何 を 物語る か。 

この 表に は 昭和の 親子 心中の 数 は あげて はいない が、 昭和 二 年 (一九二 七) に 二 六 一件、 三年に 一九 九 件、 四 年に 

は 一 一九 九 件、 五 年に は 一 一 〇 一 件、 六 年に いたって は 三 一 三 件と なり、 昭和 六 年の 一 年 だけで 大正時代 一 四 年 問 を 

凌駕し、 明治 五 年 (一八 七 二) から 末年までの 四 〇 年間の 五倍 近くな つてい る。 「封建的」 遺物と して 非難され て 

いる 親子 心中が、 昭和に 入 つ て 激増して いる 事実 を どう 解したら よいであろう か。 

近代 社会の 悪臭 は 村落共同体の 実質的な 機能が 破壊され てな お、 その外 被 だけ は 残された 時代、 すなわち 共同 

体の 分解 過程に 発生す る ことをこの 数字 は 物語って いるので はない か。 いな、 むしろ それ を 昭和 初年の 恐慌 や C 八 

村の 不景気と 結びつける こと も 可能で はない か。 前 近代と か 封建 遺制と か 題目 をと なえて おれば、 それだけで 近 

代が 免罪され ると 思ったら まちがい なので ある。 
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親子 心中 年別 表 （引用 文献 4 による） 


年 

既 

遂 

未 

遂 

年 

既 

遂 

未 

遂 

別 

男 

女 

計 

男 

女 

計 

別 

男 

女 

計 

男 

女 

計 

明治 

5 

34 

1 

2 

3 

2 

2 

6 

1 

1 

35 

1 

1 

2 

4 

6 

7 

1 

1 

1 

1 

36 

2 

2 

1 

2 

3 

8 

1 

2 

3 

1 

1 

37 

3 

3 

1 

1 

9 

38 

1 

1 

10 

39 

1 

11 

1 

40 

1 

3 

4 

12 

41 

3 

6 

9 

1 

3 

4 

13 

1 

1 

2 

42 

3 

2 

5 

2 

2 

14 

1 

1 

43 

7 

7 

2 

4 

6 

15 

1 

1 

44 

2 

3 

5 

2 

7 

9 

16 
17 
18 

1 

1 
2 

2 
2 

1 

1 

45 

r  -  -7- 

大正 
元年 
2 

1 

3 

4 

3 

5 
6 

1 

3 
1 

4 
1 

19 

1 

1 

1 

1 

3 

2 

1 

3 

20 

2 

1 

3 

4 

2 

5 

7 

1 

1 

21 

5 

1 

7 

8 

1 

6 

7 

22 

1 

1 

6 

4 

10 

14 

1 

5 

6 

23 

7 

2 

15 

17 

3 

3 

24 

8 

10 

8 

18 

5 

5 

10 

25 

2 

2 

1 

1 

9 

7 

19 

26 

2 

4 

6 

26 

1 

1 

2 

10 

3 

13 

16 

1 

4 

5 

27 

11 

4 

22 

26 

8 

28 

12 

5 

17 

22 

7 

29 

13 

4 

18 

22 

10 

11 

30 

14 

5 

29 

34 

2 

9 

11 

31 

2 

1 

3 

15 

23 

27 

50 

5 

13 

18 

32 
33 

2 

1 

1 

計 

92  238 

330 

38 

114 

152 

右 表に 見る ように 親子 心中の なかで は 母子 心中が 父子 心中の 三倍に な つてい る。 これ は 母と 子の 紐帯が つよい 

という ことに 加えて、 女性の 経済 能力の ない ことが、 その 原因の 一端と なって いると おもわれる。 

親子 心中で 思い出す の は、 柳 田 国 男が 『山の 人生』 の 語り 出しに のせた 惨劇の ことで ある。 その 話と いうの は 

妻に 先立 たれた 炭 焼が 食う に 困って、 二人の 子ども を 前後の 考え もな く 殺して しまい、 自分 も 後 を 追って 死のう 
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としたが、 それ もで きなくて 捕えられ たという 一件で ある。 これ は 『山の 人生』 の 序文と も 称すべき 「山に 埋も 

れ たる 人生 ある 事」 と 題す る 衝撃 的な 一 文と して 世に 知られて いる。 

柳 田の 晩年の 回顧録 『故郷 七十 年』 によると、 柳 田が 法制局の 参事官であった 明治 三 五 年 (一九 〇 二)  二月から 

大正 三年 (一九 一四) までの 間に、 予審 調書な どの 関係 資料 を 読んで 特赦に 関する 事務 を 扱った ことがあり、 その 

ときの 資料の 中から 見出した 刑事事件の 一 例であった という。 

自分の 子 を 殺した 炭 焼 は 六 〇 近くに なつてから、 特赦 を 受けて 世の中へ 出て きて、 それから どうな つた か、 す 

ぐに また 分から なくなって しまった、 と 柳 田 は 書いて いる。 だが、 その後の 消息 を 伝える 話が 「新 四郎 さ」 と题 

して 金子 貞 二の 『奥 美 濃よ もや ま 話 三』 の 中に 収録され ている。 (本 著作 集 第 九 巻 「地名と 風土」 二八 五— 二 九 二べ 

—ジ 参照) 

それによ ると、 炭 焼の 新 四 郎は刑 を 終えた 後、 奥 美 濃で 生きて いた。 そして 岐阜県 郡 上 郡 明 方 村 寒 水に 居住す 

る 金子 信 一 の 宅に 作男と して 出入りし ていた。 新 四郎は 自分の 前半生 を、 あるとき 金子 信 一 に 打ち明けた。 それ 

は 昭和 初年の ことで ある。 金子 信 一 は 新 四郎の 身上 話 を 胸中に ながく 秘めて いたが、 それ を 昭和 四 五、 六 年 (一 

九 七 〇、 七 一 ) 頃 金子 貞ー 一に 伝えた という。 

ところで 金子 信 一が 聞いた 「新 四郎 さ」 は 『山の 人生』 の 話と 殺人の 動機が ちがって いる。 新 四郎は 二人の 子 

ども を 抱え、 妻に 先立 たれた。 そこで 娘 を ある 家で 使っても らう ことにした。 その 家で は 旦那の 総領息子に 若い 

嫁がいて、 奉公に きた 娘 をき らい、 邪慳に あたり 散らす。 さいごに は 嫁の 巾着 を 盗んだ という 疑い を かけた。 巾 

着 は 娘の 荷物の 中から 発見され た。 それ は 嫁が 仕組んだ もので あつたが、 娘 は 奉公先の 家に いられ なくなって、 

山に いる 炭 焼の 父のと ころに かえって いき、 そこで 死にたい と 洩らす。 娘に 同情した 父と、 娘の 弟が いっしょに 

死ぬ こと を 決心す る。 
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これが 新 四郎の 告白の あらすじ である。 柳 田 は 『山の 人生』 で 一家 心中の 動機 を 「一 合の 米 も 手に入ら なかつ 

た」 ためとして いるが、 それ は 調書の ままな のか、 あるいは 柳 田の 記憶ち がいな のか、 そこ ははつ きりわ からな 

い。 しかし 新四郎 はき まじめな 男で あるから、 ありのまま を 取調 官に 語った こと はまちが いない。 とすれば 柳 田 

の 記憶に 訂正 を 求める ほうが 自然で ある。 まして、 新 四郎は 後年 殺人の 動機 をみ ずから 告白して いる。 

柳 田 ほどの 強記の 人で も 記憶ち がい は ある。 あまつさえ 彼 は 想像力 ゆたかな 詩人 的 資質 も そなえて いる。 こう 

して 柳 田の なかで は 独特な 情景が そだって いった。 「小屋の 口 一  ばいに 夕日が さして 居た」 という 箇所な ど は、 

調書に はない 描写に ちがいない。 

明治の 中頃まで は 貨幣経済の 滲透す る ことの 遅 か つ た 日本の 山村に はま だ 共同 扶助の 慣行が 生きつ づけて いた。 

飢えた としても だれかが その 面倒 をみ たはず である。 しかし 山村の くらしの 中の 陰湿な 人間関係の もつれに よ つ 

て、 追い詰められる こと は 充分 考えられる。 年端 も ゆかない 小娘が せっぱつまって 死ぬ こと を 願った の は 飢餓の 

ためではなかった。 すなわち 『山の 人生』 の 中の 話 は、 山村 全体に 生活苦 はあって も、 二 尸 二 尸の 差 はすくな く、 

そのうえ、 生活の 面の 相互扶助が まだ 失われて いなか つ た 頃の 話と して 受け とられね ばなら ぬので ある。 

n 町村合併と 地名の 混乱 


民俗 調査で は 明治 一 一 〇 年代 を 境と して それ 以前と それ 以後と では、 資料の 価値に 大きな ちがいが あると 言われ 
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ている。 そのこと は 何 を 意味す るか。 政治 変革 は 明治 初年に はじまった としても、 庶民の 生活 はさ ほど 変化の な 

かった ものが、 明治 二 〇 年代から 大きな 変貌 を 見せ はじめた こと を 告げて いる。 これ を 経済的に 見れば 第一 次 産 

業 改革に さしかかった 時代で ある。 国防の 上から 見れば 朝鮮半島の 利権 をめ ぐっての 日 清 間の 緊張が 高まり、 し 

きりに 兵備が 急が れ、 国民 意識 の 昂揚が 叫ばれて いた 頃で ある。 

それに 対応す るよう に、 政府 は 地方 制度の 整備に 手 をつ けた。 それが 明治 一 一 一 年 (一八 八 八) の 市制 • 町村制 

および 明治 二三 年の 府県 制. 郡制の 制定で ある。 この 地方 制度の 改革に よって、 これまで 旧村 (自然 村) の 自治 

の 慣習に 依存す る 面の 強かった 地方行政に は 大幅な 変革が 加えられる ことにな つた。 

明治 政府 は 明治 四 年 (一八 七 一) に 戸籍法 を 制定した。 一 府ー県 を 何 区 または 何十 区と し、 その 一区 は 四、 五 

町 もしくは 七、 八 村 を 組み合わせる ことにした。 また 区 ごとに 戸 長と 副 戸 長 を 置いた。 あくる 五 年に は、 旧来の 

村 役人 (庄屋. 名主 • 年寄な ど) を 全廃して、 地方 事務の 一元化 を はかり、 戸 長 • 副 戸 長 は 官選と し、 大区小 区 

を 設定した。 さらに 明治 一 一年 (一八 七 八) に は、 「郡 区 町村 編成 法」 が 布 達された。 

この 法律に よって、 小 区 は 消失し、 旧来の 町村が 下部 行政の 単位と なった。 また 大区を 修正して 郡の 区画が つ 

くられた。 都市 地域に は 別個に 区 を 存置した。 この 年、 戸 長 は その 町村の 人民から 公選す る ことが みとめられた。 

しかし それ もな がく つづかず、 明治 一七 年 (一八 八 四) に は 民選 区 戸 長 制が ふたたび 官選 戸 長 制に あらためられ 

る。 つまり 戸 長に 代表され る 町村の 自治 的な 権限 を 抑圧し、 国家の 政策 を 実施す る 末端 機構と しての 役割 を 強化 

する 方向に むかった。 それが 明治 ニー  年に 発布され、 あくる ニニ 年から 実施され る ことにな つた 市町村 制の もつ 

意味で ある。 

明治 初期の 町村 数 は 明治 七 年 (一八 七 四) で 六 二 〇 町、 七 万 九 六 〇〇 村であった。 それが 漸次 統合され て 明治 

ニー  年に は、 三 七 区、 一万 二 〇〇 二 町、 五 万 八 四 三 三 村と なって いた。 町が ふえて、 村が 減って いる。 それが 明 
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治 二三 年に は 四 二 区、 一二 五 二 町、 一万 三 七 八 〇 村に 編成され、 激減して いる。 つまり 江戸時代 以来の 旧慣 を ひ 

きずって きた 旧村 (自然 村) は、 明治 二三 年に いたって 四 分の 一 の 「行政 村」 に 収斂され たこと になる。 

島恭彦 によれば、 そこ はも はや 自然 的 人権の 主張され る 場所ではなかった。 だが 制限 選挙に よる 地主 的 人権 は 

みとめられ たから、 地主 的 地方自治が あらたな 行政 村の 支えに なって くる。 地主た ち は、 自分た ちの 利益になる 

ような 土木 灌漑 事業 や 入会地の 売買 や 地方の 起債 を 「公共 事務」 として 議決した。 そして この 事業の ための 費用 

を 地方税 や 夫役と して 農民に 賦課す る こと を 合法化した。 それが 地主 的 自治の 第一 の 側面であった。 

寄生 地主 は、 自作、 自 小作、 小 自作、 小作と 微妙な 階層 的な 秩序 を もって 零細農 民 をし ばりつ けて いる 部落 

(自然 村) とつな がって いる。 そこで 行政 村に 達した 中央政府の 指向 は、 部落 (自然 村) 内の 地主 的 支配に 切り 

換えられる。 中央政府 はこの 地主 的 秩序 を 媒介と して 農民 を 統治す る。 つまり 自然 村 は 行政 村の 補完 組織と して 

(9) 

の 役目 をつ とめさせられる。 これが 地主 的 自治の 第二の 側面で ある。 以上の ような 島の 分析 は、 中村吉 治の 見解 

と 牴触す る もので はない。 

二 

明治の 町村合併 はまた 地名の 混乱 を ひきおこす きっかけ を 作った。 

柳 田 国 男 は 『地名の 研究』 の 中で、 「今日の 新 町村の 名 を 見ても 随分 気まぐれな 附け方 をした のが 多い。 明治 

村 や 協和 村の 類 を 始め 或 ひ は 明治 廿 三年 市町村 制 施行 当時の 社会 情 態 を 想像せ しむる 材料と もなら うが、 十三の 

大字 を 集めて 十餘三 村と 云ったり、 七つの 大字 を 合 はせ て七會 村と 云ったり 十一 の 大字で 仲よ く暮 さう と 云 ふの 

で土睦 村と 云ったり する の は、 後に は 何の 為に 斯う 云 ふ 名を附 けたの か 分からぬ ことになる かも 知れぬ。 又 大字 

の 頭字 を 一 つ 宛 持 寄って 名を附 けて 居る 所 も ある」 と 言って、 「甲 州の 北巨孽 郡に 水上 青木 折 居 樋 口の 四つの 大 
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字で 水と 青と 云 ふ 字 を 合 はせ て 清、 折と 口 を 合 はせ て哲、 清哲 村と した。 是 など は 他日 清 哲と云 ふ 坊さんで も 開 

いたと 云 ふこと になる かも 知れない」 と 揶揄して いる。 

第二次世界大戦 後の 町村合併 も、 明治 ニニ 年の 町村合併 につぐ 大規模な ものであった。 昭和 二八 年 (一九 五三) 

の 「町村合併 促進 法」 と 昭和 四 〇 年 (一九 六 五) の 「市町村 合併の 特例に 関する 法律」 を 実施に 移した ために、 

昭和 一 一 〇 年 (一九 四 五) 一 〇 月 現在の 一 一 〇 五市 は 三 三年 後の 昭和 五三 年 (一九 七 八) に は 六 四 六 市に ふくれあが つ 

た。 町 も 一 七 九 七から 一 九 八 三に 増加した。 それに 対して、 村の 数 は 八 五 一 六から 六 一 一六に と 一 〇 分の 一 以下に 

激減した。 

明治 一 二 一年の 町村合併が 地主 制度 を 擁護す る もので あつたのに 比べる と、 第一 一次 世界大戦 後の 合併 は 地主 制度 

のく ずれさった 農村 を 戦後の 資本主義 体系の 中に 組み入れる こと を 目指した と言える もので あり、 両者 はいち じ 

るし い 対照 を 示して いる。 しかし 住民の 自治の 領域 をせば めて 地方行政 を 広域 化した 点で は 一 致して いる。 

第二次世界大戦 後の 町村合併に ともなう 地名の 混乱 は、 昭和 三 七 年 (一九 六 二) に 制定 実施され た 「住居 表示 

に関する 法律」 によって 決定的な ものと なった。 この 法律 は 戦後の 地番の 混乱と 町名の わかりに くさ を 解消す る 

こと を 目指した もので はあった が、 そのために 大幅な 町名 や 地名の 改変 を 許す ことにな つた。 住民が 父祖の 代 か 

ら 剥れ 親しんで きた 歴史的な 由緒の ある 古い 地名 は、 容赦な く 抹殺され た。 町名 変更の 無謀な ゆきすぎ を 是正す 

るた めに、 昭和 四 二 年に は、 住居 表示 法の 一部 を 改正した が、 ほとんど 効果はなかった。 旧い 地名 を 保存しょう 

という 風潮 は 各地に 起こり、 訴訟に もちこまれる 例 も すくなくなかった。 昭和 五三 年に は 地名 保存 運動の 全国 組 

織で ある 「地名 を 守る 会」 が 結成され た。 地名 変更に 反対す る 世論の たかまり は 年 を 追ってつ よまり、 ついに 昭 

和 六 〇 年 (一九 八 五) 六月に いたって、 再び 住居 表示 法の 手直しが おこなわれた。 しかし 住居 表示 法 を 全廃す る 

までに はいたらず、 地名 変更 を 根本的に 阻止し 得ない、 というの が 現状で ある。 
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S 自家用 酒の 製造 禁止 政策 


1 

ここで 明治から 今日に いたる まで、 国家の 強権 を もって 臨む 政策が いかに 国民の 生活から たのしみ をう ば つ た 

か を 見て みょう。 その 一 つの 例 は、 自家用 飲酒の 製 酒 禁止で ある。  一 

酒類 を自 醸し 自飲 する 風習 は 古くから あり、 それ は 明治に なっても もちこされた。 明治 一三 年 (一八 八 〇) に、 

酒造 税 則が 制定され、 自家 飲料の ために 酒類 を 製造す る もの は 一 年に 一 石 を 超える こと はでき ない ことの 規定が 

もうけられた。 当時、 東北の 中 産 農家で は 一 か 年の 自醸 のために 消費す る 原料 米 は、 優に 飯米 をし のぎ、 その 消 

費 量 は 一 〇 石に 及ぶ ものが あつたと いう ほどで、 その 制限 はとうて い 守られなかった。 それに 明治 一 一年に 清酒 

一 石 一 円の 酒税 は 明治 一 一九 年に は 一 石 七 円に はねあがり、 濁酒 もこれ に準じて ますます 高騰す る 気配 をみ せた。 

地方 農民 は 一 家の 経済 上の 打算から も、 濁酒の 自家製 造 を 自粛す るまでに いたらな か つ た。 

しかし、 明治 二 七、 八 年 (一八 九 四— 九 五) の 日清戦争と それに つづく 戦後の 径営 は、 国家 財政の 急激な 膨脹 を 

必要と した。 国費の 財源 を 拡大す るた めに、 酒造 税を 増額す る ことが 帝国 議会で 議決され、 ついに 明治 三 二 年 

(一八 九九) 一月 一日 以後、 自家用 飲酒の 製造 を 絶対に 禁止す る ことにな つた。 それ は 日々 の 苛酷な 労働の 疲れ を 

いやす ものと して、 自家製の 濁酒に 頼って きた 農民に と つ て大 打撃であった。 

柳 田 国 男 は 『明治 大 正史 世相 篇』 のなかで、 「以前の 酒造り は、 事の 外に 簡単であった。 麴に 二日と 甘酒に 
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二 夜 を 送る と、 残りの 三日 四日の 間に はもう 甕に ふつ/ \ と 湧いて 居た。 ちゃう ど 遠方から 太鼓の 音が 響いて 来 

る やうに、 この 幽かな 酒 瓶の 音に 耳 を 傾ける ことが、 即ち 家々 の 祭 を 待つ 心であった。 当日の 用意 は 新 しぼりの 

器を替 へる 香に よって 整うた のであった」 と 述べ、 村の 家々 で 濁酒の 瓶 を 開けた ときの 芳醇な 匂い を 「村の 香」 

とも 「祭の 香」 とも 呼んで いる。 農村で は 自家用 酒 は 正月 • 田植時 • 秋の 収穫期 • 祭 • 婚礼 • 葬式な ど、 人び と 

のより あう 機会に 用いられる 必需品であった。 そのための 酒 を かもす の は 家々 の 女性であった。 酒 作りが うまい 

というの は、 嫁入りの 条件の 一 つに かぞえられ ていた。 それが とうぜんの 権利 行為と されて きた 酒の 自釀 は、 一 

朝に して 犯罪行為と みなされ、 処罰の 対象と なった。 しかし 自分の 原料で 自分の 飲む 酒 を 製造す るのに どこが い 

けない か、 という 農民 意識 は なかなか 変わらなかった。 

二 

日露戦争 後、 国家 財政 はいつ そう 膨脹した。 その 財源 を 酒造 税の 増徴に 求める ことで、 酒の 密造 取締り はます 

ますきび しくな つた。 たとえば 大正 四 年 (一九 一 五) に、 東北 地方で は 警察署 • 税務署 • 郡役所な どが 共同して 

「酒類 密造 注意書」 を 作成し、 県下に 配付した が、 それに は、 日本 はたびた びの 戦争に 勝って 世界の 一等国の 仲 

間 入り をした から、 外国と も りっぱに 交際し、 あるいは 兵隊、 軍艦 を そなえ、 あるいは 鉄道 を 敷く という ことの 

ために、 毎年 六 億円 もの 大金が 必要で あるが、 そのうち 一 億円 は 酒の 税金で まかなつ ている こと を 強調して いる。 

これ を 見る と、 農民の 唯一 の 慰めで あり 必需品であった 自家用 酒が 犠牲に なった の は、 近代 日本の 富国強兵 のた 

めで あ つたこと は 明らかで ある。 

以上 は 『お g 酒類 密造 矯正 沿革 誌』 によった ものであるが、 同書 は 東北 六 県の 税務 を 総轄す る 仙 台 税務 監督 局 

内に もうけられた 編纂 委員会が、 公私の 文書な ど 正確な 資料に もとづいて、 明治 四 三年 (一九 一〇) から 大正 六 
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年 (一九 一七) までの 東北 地方に おける 酒類 密造 矯正の 沿革 を 記載した ものである。  . 

その 中の 一 文に はまえ に 述べた こと を 明記して ある。 

「我国 ノ 財政 ハ 次第 二 酒造 税ー 1 多大 ノ 財源 ヲ求 ムルノ 傾向 ヲ生 シ、 遂ー 1 ハ 自家用 酒 二 モ 若干 課税 スルノ 止ムナ 

キニ至 レリ。 次 テ日清 戦後 俄 一一 膨脹 シ タル 国費 ハ、 更ニ 酒造 税ノ 増額 ヲ 必要 トス ルト共 一一、 玆 二 自家用 料酒ノ 

醸造 ヲ 絶対 二 禁止 スル コト トナリ タリ。 是 レ蓋シ 国運 ノ 発展 一 1 伴フ 自然 ノ数 ナリ ト雖、 之 力 為昨ノ 権利 行為 タ 

ル 酒類 ノ 自醸ハ 一 朝 一 1 シテ 犯罪行為 ヲ 以テ排 セラ ルル 二 至リ、 斯 クシ テ 農村 一 1 於 ゲル 唯一 ノ慰 安物 トシ テ 必需 

品 タル ノ観 ヲ呈シ タル 自家用 酒ヲ シテ、 地方 農民 ノ間ニ 其ノ迹 ヲ絶タ シメン トス。 豈 容易 ノ事ナ ラン ャ」 

この 一文 は、 密造酒 を 取り締まる 立場から 書かれた ものであるが、 自家用 酒の 製造 禁止の 狙い は、 膨脹す る 軍 

備の 費用 を 捻出す るた めの 酒造 税の 徴収に ある こと を 率直に みとめて いる。 

もちろん、 明治維新 のまえ にも、 各藩で 酒の 自醸を 禁じた こと はあった が、 それ は 凶作の 年の 糧米を 調整す る 

手段と して おこなわれ たもので、 酒造 税を 徴収して 公の 費用に あてる ためではなかった。 酒の 自醸を 禁止した 目 

的 は 維新 以前と 以後と では まったく 異なる ので ある。 凶作のと き 自醸を 禁止して 民力の 恢復 を はかる のと、 常時 

自醸を 禁止して 軍備の ための 酒造 税を 徴収す るのと では、 その 姿勢に 大きな へだたりが ある。 

濁酒の 醸造 を 禁止した こと は、 日本の 村落共同体に とって、 大きな 変化 を もたらした。 密造酒の 摘発の 裏 を か 

くた めの さまざまな 工夫が なされた。 隠匿す る 側と 摘発す る 側の 必死の 攻防戦が ひろげられ、 ついに は 大正 五 年 

(一九 一六) 六月 二 四日、 秋田県 河 辺 郡 船 岡 村 猫ノ沢 (現 仙 北 郡 協和 町) に 突発した 血 なまぐさい 騒擾 事件の ような 

不祥事が 世間 を おどろかした。 また 密造の 検挙 者 も おびただしい 数に のぼった。 同書に は、 
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処罰 を 受けた 戸主と 家族 （引用 文献 13 による） 


大 

正 

6 年 

大正 5 

年 

犯 則 

人 貝 

分 

犯 則 

人 員 

区 

/V 

77 

県 

尸 主 

害 iJ 合 

家族 

割合 

戸主 

割合 

割合 

秋 田 

2,212 

1,117 

.50 

1,095 

.50 

2,938 

1,464 

.50 

1,474 

.50 

岩 手 

1,341 

673 

.50 

668 

.50 

1,101 

658 

.60 

443 

.40 

宮城 

518 

221 

.43 

297 

.57 

555 

290 

.52 

265 

.48 

山形 

135 

.42 

78 

.58 

214 

84 

.39 

130 

.61 

青 森 

127 

62 

.49 

65 

.51 

246 

113 

.46 

133 

.54 

福 島 

94 

44 

.47 

50 

.53 

94 

35 

.37 

59 

.63 

計 

4,427 

2,174 

.49 

2,253 

.51 

5,148 

2,644 

.51 

2,504 

.49 

処罰 を 受けた 男女と その 年齢 （引用 文献 13 による） 


大 

正 

6 

年 

大 

正 

5 年 

男女 別 

年 齢 

別 

男女 別 

年 齢 

別 

県 

男 

女 

50 歳 

术満 

70 歳 
以上 

1 男 

女 

ふ満 

70 歳 

70 歳 
以上 

秋 田 

1,201 

1,011 

1,297 

578 

278 

59 

1,819 

1,119 

1,758 

718 

392 

70 

岩 手 

727 

614 

706 

321 

249 

65 

720 

381 

582 

279 

196 

44 

宮城 

236 

282 

294 

121 

78 

25 

304 

251 

310 

155 

72 

18 

山形 

62 

73 

74 

41 

18 

2 

91 

123 

112 

57 

36 

9 

71 

56 

57 

36 

27 

120 

126 

114 

79 

44 

9 

福 島 

49 

45 

31 

39 

23 

1 

41 

53 

41 

22 

26 

5 

計 

2,346 

2,081 

2,459 

1,136 

673 

159 

3,095 

2,053 

2,917 

1,310 

766 

155 

百 分 
比例 

.53 

.47 

.55 

.26 

.15 

.04 

.60 

.40 

.57 

.25 

.15 

.03 

「密造 ヲ 発見 セラ ル ル 一一 当リ、 

其 ノ責ヲ 一 家 ノ老媼 一 一 嫁スル 

モ ノ 多シ。 此 ノ如キ ハ 長上 尊 

敬ノ 美風 ヲ損 シ、 孝養 ノ 道-一 

悖ル モノ  二 シテ、 破倫 ノ 悪風 

ヲ 助長 ス ル ノ弊、 言フ ニ忍ヒ 

サル モノ ァリ」 

と ある。 また 

「曾 テ 司法 省 ヨリ 東北 地方 司 

法 事務 視察 ノ為メ 出張 セシ某 

参事官 ガ 監獄 ヲ 視察 シ、 東北 

ノ 監獄 二 ハ 老婆 ノ頗ル 多数 ナ 

ル 二 奇異 ノ感 ヲ懐キ シト聞 

ク」 

とも 述べ られ てい る。 

それ は 老人 や 婦女子が 密造し 

たという ことに なれば 罰金が 軽 

くなる という 誤解からで たもの 

であるが、 それだけで なく、 一 
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家の 働き手で ある 壮年の 男子の 身代わり として 高齢者 や 女性が 刑 を 受ける ことが 多 か つたこと を 物語 つてい る。 

表で 見る ように、 処罰 を 受けた 戸主と 家族の 割合 は 統計 上で は ほぼ 同数で あるが、 じっさい は その 中に 身代わり 

の 者が 多数 ふくまれ ていた ことが 推定され るので ある。 

この こと は 他の 統計 上から も はっきり している。 明治 四 一年 (一九 〇 八)、 秋田県で 密造 を 摘発され た 者 は、 男 

三 一 一人、 女 五一 六 人で、 男の 三 割 八 分に 対して 女 は 六 割 二分に あたって いる。 また 密造 を 摘発され た 者の 年齢 

を 表で 見る と、 大正 六 年 (一九 一七) に は 五 〇 歳 未満の ものが 全体の 五 割 五分で あり、 それ 以上が 四 割 五分と な 

つてい る。 当時の 平均寿命が 男女と も 五 〇 歳を越 えなかった ことから しても、 この 比率が 異常な までに 高齢者の 

ほうに 高い ことが わかる であろう。 このように 密造酒 を 摘発し、 その 反則 者 を 検挙 するとい う 当局の 方針 は、 も 

つと も 弱い者 を 犠牲に する ことにな つ た。 

柳 田 国 男 は 『明治 大 正史 世相 篇』 のなかで 「上酒 諸 白の 百年 以来の 流行 は、 無理に 全 固の 酒の 趣味 を 釣 上げ 

たけれ ども、 尚 或 一部の 小 民の 間から 其 旧慣 を 奪 ひ 去る こと は 出来なかった。 それ を 今日の 酒造 税法が 無視した 

為に、 潤れ むべき 多数の 犯人 を 作らねば ならなかった ので ある」。 「東北 その他の 濁酒 密造 は、 自他の 共に 認 むる 

犯罪で は ある けれども、 しかも 都会で 時折 発覚す る やうな、 脱税の 利益に 誘惑 せられた、 新 工夫の 悪事で は 無 か 

つた やうに 思 はれる」 と、 同情して いる。 

大蔵省 や 仙 台 税務 監督 局 や、 秋田県. 岩手県な どの 県 当局 は、 密造酒 摘発に たいする 農民の 反感 を やわらげる 

必要 を 感じ、 大正 二 年 (一九二 一一) から、 さまざまな 機会 を とらえて 啓蒙 活動 をお こない、 民衆 意識の 矯正に つ 

とめた。 だが、 酒と もい えない ほどの 粗末な、 濁酒に、 日々 の 労苦 を 忘れ、 一年の 折目 折目 を 楽しんで きた 農民の 

習慣が、 犯罪に 相当す る ものと してきび しく 罰せられる とき、 農民の 意識 もまた 皮下 出血の ように、 どす 黒く 変 

質せざる を 得なかった。 こうして 密造酒 を かくす 技術ば かりが 進歩した。 検挙され る もの は、 家族の なかの もつ 
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とも 弱い 老齢 者 や 女性に 押しつける 悪風が 横行す る ことにな つ た。 それ は 村落 を 支えて きた 共同体の 意識の 破壊 

につな がる ものであった。 農民の 意識 はいきお ぃ溷 濁せざる を 得なかった。 「濁密 地獄」 という 言葉が そのこと 

を 正しく 言い あてて いる。 

:S 国家 意識の 昂揚と 神社 合祀 政策 


明治 二 〇 年代 は 国民 意識の 変わり目だった。 明治 ニニ 年 (一八 八 九) に は 徴兵 を 忌避して 逃亡す る 者が 続出し、 

その 数 は 三 万 五六 〇〇 名に 達した が、 その 逃亡者 数 は 全 壮丁 者 数の 約 一 割 弱に 当た つていた。 

だが、 おどろく ほどの 短期間に、 国民の 中に 国家 意識が 渗 透して いった。 たとえば、 長 谷川 伸 は 『日本 捕虜 

志』 の 冒頭に 次の 挿話 を 伝えて いる。 

日露 戦役のと き、 ある 中隊で 捕虜 見学 をす る ことにな つた。 しかし それ を 希望した の は 中隊の 半数で しかな か 

つた。 中隊長が わけ を 問いた だすと、 ある 兵卒 は 「自分 は 郷里で は 職人 だが、 軍服 を 着た からに は 日本の 武士で 

ある。 相手 も 敵ながら 武士で ある。 それが 武運った なく 捕虜と なって 引き まわされ、 見世物に される こと は、 気 

の 毒で ならない。 自分 は 捕虜 を 見学に いって はずかしめたくない」 と 答えた。 この 言葉に 中隊長 は 喜んだ。 また 

見学 希望の 者た ち も 同感の 色 を 見せ、 ついに 捕虜 見学 を とりやめ にした、 という。 

『日本 捕虜 志』 の 中には こうした 事例が かずかず ある。 籠城の ロシア 兵から 故国の 母に 無事 を 報ずる 電報 を 打つ 
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て くれと 頼まれ それ を 日本 兵が 果たして や つ たという 揷話 や、 貰った 勲章 を 自分の 愛馬に まず 下げて や つ た 日 

本の 将校の 話 は、 そこで は 珍しく はない。 また 日清戦争の ときの 話で も、 戦場に 置き去りに された 赤 ン坊が 泣き 

やまない ので、 日本軍の 大尉が 左手に 赤 ン坊を 抱き、 右手に 日本刀 を ふるい、 砲台 攻撃に 進んだ という ェ ピソ ー 

ドも 記されて いる。 

このような 人間味 あ ふるる 二 ピ ソ ー ドが 戦場に かず 多く 生まれた という こと は、 国家 意識の 昂揚 期に あた つ て、 

日本国民と 国家との 間に アイデ ン ティ テ ィがぁ つ たから ほかに ならない。 さきほどの 話で 庶民 層 出身の 兵士が 武 

士道 を 持ち出した というの も、 日本人と しての 誇りの 自覚の ためで あると 解すべき である。 だが、 それ も 束の間 

の 幻影で しかなかった。 徳冨蘆 花の いわゆる 「勝利の 悲哀」 の 時代が、 日露戦争の あとに はやく もお とずれ た。 

日露の 役の はじまる まえ 満州で 軍事 探偵と して 活躍した 石 光真 清 は、 日露の 役の のち、 ふたたび 渡満 した。 そ 

して 関東 都督 府陸 軍部 (のちの 関東 軍司令部) 付の 軍職に つこうと したが、 個人の 創意 活動 を 爪 ほどに も 許さな 

い 日本 陸軍の 徹底した 組織化が 始まって いるの を 目撃し、 職 を 拋げ棄 て、 失意 を 抱いて 祖国に かえった。 そのこ 

と を 石 光 は 『望郷の 歌』 の 中で 次のように 自嘲して いる。 

「人生の 常道から いつしか 間道に それて、 展望の きかない 道 を 歩いて いるう ちに、 世の中 は 変って いた。 日本 

は 全世界の 予想 を 裏切って 大 ロシア 帝国に 勝った ので ある。 日本の 国際的 地位 も 飛躍的に 向上した し、 官界 も 

軍界も 自信 を 得て 近代国家への 組織化に 急であった。 私が 体験した 軍 生活な ど は、 もう 遠い 過去の 影で しかな 

い。 消えて 惜しい もの もあろう、 去って 懐し いもの もあろう が、 激しかった 過去 数年の 歴史の 流れ は、 そんな 

感傷 を 許さな か つ た。 まして 私自身の たどたどしい 歩みな ど は 風浪に 消え去る 砂浜の 足跡の ように 傻な いもの 

である」 

この 苦渋に みちた 言葉 を 吐露した ものが、 数年 まえまで 国家の ために El^ を 大陸の 土に さらす こと を後晦 しな，^. 
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つ た 人間で ある こと を 思う とき、 彼が 直面した 組織が いかに 冷酷な もので あるか を 推量す る ことができ るので あ 

る。 それほどに 明治 末年の 日本 は 「官界 も軍界 も」 近代国家への 組織化に 急であった。 

二 

それ を 別の 面から 見て みょう。 明治 二 〇 年代の 初頭に 大きな 変革 を 強いられた 地方 町村の 自治 は、 明治 三 〇 年 

代の 終わりに さらに 狭められる ことにな つた。 それに 追いう ち を かける ようにして、 実施 を 強行した のが 神社 合 

祀 政策で ある。 

明治  一二 年 (一八 七 九) の 「神社 明細 帳」 に 登録され た 神社の 類 は 一七 万 六 〇 四 五社に のぼる。 旧来の 集落の 

信仰生活 は、 これらの 神社 を 中心に いとなまれ てきた。 しかし、 日 清 • 日露の 役で 神社が 戦意 発揚に すくなから 

ぬ 役割 を 果たした の をみ た 政府 は、 神社 を 国家 意識の 拠点とする こと を 意図した。 

日露戦争の あくる 年の 明治 三 九 年 (一九 〇 六) に は、 府県 社に は 府県から、 郷社に は 郡 または 市から、 村 社に 

は 市町村から、 例祭の 神饌 幣帛 料 を 供進す る ことにした。 こうして 地方自治体と 神社との 結合 をい つそう 強化し、 

これらの 社 格に あたらしい 意味 を 付与す る ことにした。 

地方行政 機構と 神社と を 対応 させよう とする 政府の 意図 はこ こに 明らかで ある。 それ を 徹底させる ために、 政 

府は 明治 三 九 年に は、 郡 市長 宛の 通牒で、 一町 村に 一社 を 標準と する こと を 指示した。 明治の 国家権力 は、 住民 

の 自治 を 制限す る こと だけで は あきたらず、 信仰と いう 個人の 心 奥の 部分まで も 国民 を 支配しょう とする 意欲 を 

むき 出しにして きたので ある。 

神社 合祀 はこうして 全国的に おこなわれ、 神社 はおよ そ 八 万 余 を 一挙に 減じて、 一万 足らずに なった。 その 神 

社 合祀の 嵐の 吹き荒れる なかで、 もっとも 徹底した 合併 を 強行した のが 三重県と 和歌山県であった。 
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三重県 は 明治 四 四 年 (一九 一 一) 六月までに、 五 五 四 七 社 を 減じて、 九 四 一 一社と なった。 すなわち 七 分の 一 の 

神社が 残ったに すぎない。 また、 和歌山県 は 四 四 年 一 一月までに、 三 七 〇〇 社あった ものが 六 〇〇 社に 減じ、 従 

来の 数の 六 分の 一 程度に 減って しまった。 

三 

ここで 神社 合祀の 大要 を 紹介して おく。 明治 三 九 年末の 合祀 令 は 一 町村に 一社 を 標準と する もので あつたが、 

『延喜 式』 や 「六 国史」 に 記載の ある 神社の ほか、 皇室 や 有力な 武将、 それに 藩主な どの 崇敬した 神社 は 合祀す 

るに 及ばず とされた。 しかし、 それらの 例外 は 必ずしも 現実に は 遵守され なかった。 たとえば、 三重県 下で は 伊 

勢の 相 可 (現 多 気 郡 多 気 町) 一 村で も 式 内 社 三 社 を 破 却した。 

合祀 令で 特筆すべき こと は、 神社に はかならず 神職 を 置き、 村 社 は 年に  一二 〇 円 以上、 無 格 社 は 六 〇 円 以上の 

報酬 を 出させる ことにした 点で ある。 また 神社に は、 基本 財産 積 立法 を 設け、 村 社 五 〇〇 円 以上、 無 格 社 二 〇〇 

円 以上の 現金お よびこれ に 相当す る 財産 を 現有す るよう に 蓄積 させた こと も 重要で ある。 

この 規定 は 神職 も おらず 財産 もない 小社の 存在 を 根底から おびやかす ものであった。 合祀 をまぬ かれる 神社 は 

報酬 を 払 つ て 神職 を やしなう だけの 資金が 要求され、 また 神社 自体に 基本 財産が 必要と された。 

この 決定 は 重大な 転換 を もたらした。 神社の 基本 財産 を 作る ために、 村の 当局 や 有力者 は、 神社の 森 を 容赦な 

く 伐採して、 売却した。 それに 便乗して 私腹を肥やす もの も 続出、 その 中には 神職 も 混じって いた。 これに 対し 

て、 和歌山県 田 辺に 住んで いた 南方 熊 楠 は 猛烈に 反対した。 
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「御 承知 ごとく、 殖産 用に 栽培せ る 森林と 異り、 千 百年 来 斧斤 を 入れ ざり し 神 林 は、 諸 草木 相互の 関係 はな は 

だ 密接 錯雑 致し、 近 ごろ はュコ Q ギ ー と 申し、 この 相互の 関係 を 研究す る 特種 専門の 学問 さえ 出で 来たりお る 

ことに 御座 候。 しかる を、 今 無智 私慾の 徒が、 単に 伐採 既得権 云々 を 口実と し、 是非に、 かかる 希 覯の神 林 を、 

一部分な りと も 伐り 去らん とする は、 内外 学者に 取りても、 史蹟 名 地の ために も、 はなはだ 惜しまる る ことに 

有 之」 

南方 はさら に 言う。 

「さて 小生 は在欧 中、 本邦が 近く 名声 を 第一、 二等 国と 斉しく 馳 せながら、 科学 材料の 調査す こぶる 欧米に 劣 

れ るを慨 し、 帰国 後 ただちに 熊 野の 山野に 退 居し、 峰 を 分け 海 を 潜り、 十一 年 一 日の ごとく、 その 精査 を これ 

勖め、 老いの まさに 至らん とする を 知らず。 もとより 迂愚の 質、 これに 加うるに 一私人の 事業に はあり、 家累 

も 多く、 資産 また 薄き も、 運 を 天に 任せて 多少 は 成功せ ると ころ あり。 その 研究の 結果 を 発表して、 いささか 

国恩に 報じ、 外 侮を禦 がんと する の 際に 至り、 神社 合祀の 濫行 さるる より、 自分が 発見し、 記載し、 図録せ る 

諸 生物、 日を逐 うて 絶滅し 行き、 影の み 留まりて 実物 は 失われ、 せっかく 連 歳 精密の 検究を 続けお りし も、 実 

きゅうじん  いっき  しき 

物 全滅の ため、 九仞の功 を ー簣に 欠く ようの こと 多く、 十一 年の 労苦 を 挙げて 水泡に 委 する 例 荐 りなり」 

これ を 見る と、 南方が 神社 合祀に 反対した の は、 神社の 森の 喪失が 学問 研究 上 由々 しい 損失 を もたらす ことに 

なる からで あり、 彼の 抗議が 自然環境 保護の 立場からの やむ にや まれない ものであった ことが わかる。 

南方に とって は 敬神と 祖先崇拝と は 不可分の ことであった。 南方の 父 弥兵衛 の 生まれた 和歌山県 日 高 郡 矢 田 村 

(現 川辺 町) 大字 入 野に は、 大山 神社が 鎮座して いた。 その 大山 神社が 同村の 土 生の 八幡宮に 合祀され る ことに 南 

方 はつよ く 反対した。 

それ は 彼が 従弟の 古田 幸吉に 宛てた 手紙 (明治 四 三年 〈一九  一 0〉 四月  一二 日付) に 見る ように、 「父の 袓 先の 代 
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代奉祠 せる もの を 亡ぼす に 忍びぬ とい ふ 情」 から 出た ものであった。 おなじ 手紙の 中で 南方 は 次のように も 述べ 

あた 

ている。 自分 は 合祀 を 促進す る 郡長な ど を 誰彼の 差別な く 攻撃した。 「妻 は、 其 事 を 大事 件で 宛 かも 謀叛 如き こ 

とと 心得、 自分 (注 = 妻) の 兄妹 等官 公職に ある ものに、 大 影響 を 及すべし とて、 子 を 捨てて 里へ 逃 帰るべし と、 

なきさけび、 それが 為め、 小生 は 六十 日 近く 期 会 を 失し、 犬に 怒りて、 酒の み、 妻 を 斬る とて 大騒ぎせ しこと も 

あるな り」。 

このように 南方 は 妻 一 人の 説得に も 心 を 労した のであった。 しかも 大山 神社の 所在す る 入 野 部落で は 神社 合祀 

に 反対す る 住民 は、 わずかに 四、 五名で しかない という 頼りない 状態で あり、 大山 神社の 宮 林の 一部 を 売却す る 

話まで もちあがる 始末であった。  一 

こうして 南方の 懸命の 反対運動 にもかかわらず、 大山 神社 は 大正 二 年 (一九 一三) の 末に、 土 生 八幡 神社に 合 

祀 されて しまった。 その 合祀の 前夜、 古田 幸吉は 大山 神社の 御 神体で ある 鷹の 図柄の 絵 を ひそかに 取り出して、 

同村の 宮所 家に 運び入れた。 それ は、 南方が 古田 宛の 手紙の 中で 「いよく 合祀と ならば、 神体 をよ い 加減に す 

りかえ、 村 中え 保存し おくべし」 (明治 四 三年 五月 二 四日 付) と 指示した こと を 忠実に 実行した ものと 考えられな 

くもない、 と吉川 寿洋は 南方 文 枝 著 『父 南方 熊 楠 を 語る』 の 中の 「解説」 で 述べて い.， る。 

私 も 数年 まえに 入 野の 宮所家 をお とずれ て、 古田が はこびこんだ 御 神体が、 現在 も 同家に 祭られて いる こと を 

たしかめる ことができた。 入 野 部落の 住民 は 土 生 八幡宮での 祭礼に は 形ば かりの 参加 をし、 早々 に 退散して、 あ 

ら ためて 自分た ちの 祭 をお こなつ たという 話 を そのと き 聞いた が、 祭で は宮所 家に 秘匿され た 大山 神社の 御 神体 

が 礼拝され たという。 

入 野で は 住民の 抵抗が よわく、 大山 神社の 合祀 を 許した が、 他所で はそう ではなかった。 和歌山県 日 高 郡 原 谷 

(現 日 高 町) という 所では、 合祀の 遺恨で、 人 を 刀で 刺した 事件が 起きた。 東 牟婁郡 佐 田 (古 座 川 町) および 添 野 
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川 (同上) では， 合祀 反対の 暴動 すら 起こった。 こうした 信仰 共同体の 中心 核が 破壊され たこと への いきどおり 

を 封建時代へ の 回帰 を 願う 心情と 解す るの は 正しくない。 それ は 日本の 近代の 内蔵す る 基本的な 矛盾との 衝突に 

ほかなら なかった。 

ここで 鶴 見 和 子の 次の 発言が 思い起こされる。 

「今日 わたしたち は、 公害 反対 を 唱える とき ェ コ ロジ I の 救け を かりる。 しかし、 すでに 今世紀の 初頭に、 南 

方 熊 楠 は、 生態学の 発想 を もって、 自然破壊の 政策に 抵抗して いたので ある」 

この 鶴 見の 言葉の ように、 南方の たたかい は 当時の 日本 社会の はるか 前方 を 見つめた ものであった。 

ここで 一言して おきた いのは、 明治 ニニ 年 (一八 八 九) の 町村 大 合併の 推進者であった 山 県有 朋が 神社 合祀に 

も 並々 ならぬ 意欲 をみ せて いる 事実で ある。 南方と 親交の あった 植物学 者の 白 井 光太郎 は、 神社 合祀 反対の 主張 

者の 一人であった。 山 県 はこの 白 井 を 自宅に 呼びつ けて 叱責して いる。 この ことから わかる ように、 山 県 は 地方 

自治 を 制限す る ことに 腐心し、 国民 を 国家に 従属させる こと を 念願して いた こと は 疑い 得ない。 

五 

明治 末期から 大正 初年に かけて 暴威 を ふるった 神社 合祀 政策 は、 南方 熊 楠ら の 猛烈な 反対に あった。 その m 方 

を 支持して 奔走した の は 柳 田 国 男であった。 日本 民俗学の 一 一人の 先達が 神社 合祀に 明確な 反対の 意見 を 表明した 

こと は 記憶され ておいて よい ことで ある。 この 悪法 は 村民から 敬虔の 念 をな くさせる のに 役立った。 先祖が 寄進 

した 石灯籠. 手水 鉢 • 石 鳥居 はこと ごとく 叩き わられ、 古い 由緒の ある 名筆の 絵馬 は 海外へ 売りとば された。 こ 

うした 人心の 荒廃と 識者の 反対 をみ て、 政府に も 反省の 色が 生まれ、 大正 九 年 (一九二 〇) に は 神社 合祀 無益の 

議決が 貴族院 を 通過して、 一応の 終息 をみ る ことにな つた。 
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しかし このために 蒙った 損害 はは かり 知れなかった。 乱脈な 合祀の 結果、 神社の 祭神の 出自を 調べ、 社 地の 状 

態 を 考究す る ことが いちじるしく 困難に な つ た。 

ふりかえって みれば、 明治 ニニ 年の 町村合併 によって、 前 近代 このかたの 集落の 自治 は うばわれた。 明治 三 二 

年の 自家用 酒の 製造 禁止に よって、 生活 民の ささやかな 日々 の 楽しみが うばわれた。 明治 三 九 年 (一九 〇 六) の 

神社 合祀に よって、 うぶすな の 神への 信仰が うばわれ、 さらに 降って、 昭和 三 七 年 (一九 六 二) に 実施され た 住 

居 表示 法に よって、 住民 は 土地の 名 を うばわれた。 

そのかわりに、 擬い ものの 地方自治が 与えられ、 位階勲等 を もつ 神社への 礼拝が 求められた。 また 現金収入の 

すくない 農民が 酒 を 買う こと を 強いられ、 その 土地と は 縁 も ゆかり もない 地名が 押しつけられる ことにな つ た。 

住民の 生活 を 大地から 剝 離させ、 国家の 支配 体制の 中に 再編 入しょう とする 一貫した 収奪の 姿勢が、 ここに は 見 

られ る。 このと き、 住民の 国家に 対する アイデンティティ は 見失われ、 空疎に して 肥大した 国民の 心情が 培われ 

る。 おそらく 近代 日本の ニヒリズム はこ こに 胚胎す るので ある。 近代 日本の 国家権力 は 「社稷」 を 抹殺す る こと 

に、 異常な 情熱 を 傾けて 今日に いたって いると 責められて もやむ を 得ない。 そのもう 一 つの 具体例と して、 日本 

の 海岸線の 破壊 を 見逃す こと はでき ない。 

® 失われ ゆく 自然 性 
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昭和 六 〇 年 (一九 八 五) 一 一月 一 〇 日朝の 新聞 各紙の 報道に よると、 五 九 年度に 実施され た 第三 回 自然環境 保 

全 基礎 調査の 結果 は 次の 通りであった。 

日本の 海岸線 総 延長 は 離島 を 含めて 三 万一 一四 七 〇 キ 口 である。 そのうち 自然 海岸 は 全体の 五六 • 七パ ー セント、 

港湾、 埋立て、 干拓な どで 作られた 人工 海岸が 二八 • 六パ —セント、 護岸 や 消 波 ブロックが ある ものの 自然の 状 

態 を 一 部 残して いる 半 自然 海岸 は 一 三 • 九パ ー セントと なって いる。 

とくに 東京で は 河口 部分 以外す ベ てが 人工 海岸で ある。 また 大阪湾 は 九 〇 ニー パ ー セントが 人工 海岸と な つ て 

いる。 

日本の 自然 海岸 は、 五三 年に おこなわれた 前回の 調査のと きから 六 年間に、 五六 五 キロ も 姿を消して しまった。 

その反面 では、 半 自然 海岸 一七 一 キロ、 人工 海岸 六 九 六 キロが それぞれ 増加、 急速に 自然の なぎさが 消えつつ あ 

る こと を 物語つ ている。 

埋立て や 護岸工事 などの 人工の 手が 加わって いない 自然 海岸 は、 離島 を 除く 本土で は、 海岸線 総 延長の 四六パ 

—セントし かない。 四 八 年度 調査で は 五ニパ ー セント、 五三 年度 調査で は 四九パ ー セントだった から、 海岸 破壊 

のスピ ー ドは あまり 緩んで いない。 自然 海岸の 急減 は、 これから もな お 続く ことが 予想され、 もはや 取 返しの つ 

かない 時点にまで 差し かか つてい る。 

海面の 埋立て を 許可して いる 法律 は、 大正 一 〇 年 (一九二 一) の 「公有水面 埋 立法」 である。 狭 隙な 国土に あ 

つて は、 海中 を 埋め立てて 工業 開発す るの が 社会の 公益 性に つながる という 趣旨から 出発した ものであった。 日 

本の 近代化 をす すめる に は 工業 を 発達 させねば ならない という 考えに もとづいて、 当時 は 評価され たこの 法律 も、 

現在で は その 狙いが まったく 裏目に 出て しまった。 海面 を 埋め立てて 土地 を 造成 するとい うの は、 漁民 を 除いて 

はさした る 抵抗 もな く、 安 あがりの 方法だった ため、 多くの 企業が 埋立 用地 を 工業 地 化し、 水の 汚染 を ひきおこ 
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し 生態系の、 パランス をく ずして、 公害 を 多発 させた。 

埋立て は 漁業 補償と 埋立 造成 費、 それに 造成 地の 地価の 三パ ー セントの 免許 料 だけで おこなえ るから、 その他 

のこと は 一切 考慮し ないです む。 魚 を 釣ったり、 海水浴 をしたり、 景観 をた のしんだ りする 価値が 海浜に ある こ 

と は 無視され る。 他の 地区の 漁業権 者の 意向 もまった く 配慮され る ことがない。 当該 地区の 漁業権 者の 同意 をと 

りつけ る だけで 足りる。 

島根 半島の 枕木 山の頂 上から は 『出 雲 国 風土記』 の 舞台で ある 秀麗な 山河が 手に とる ように 俯瞰され る。 ただ 

風土記の 頃と 異なって いるの は、 中 海 干拓に よって、 中 海に 浮かぶ 大根 島が 陸地と つながって しまって いる こと 

である。 『出 雲 国 風土記』 の 頃 は、 今日の 夜 見 半島 はま だ 夜 見 島で あつたが、 砂嘴の 発達の ために 半島と なった。 

それ は 一 〇〇〇 年 ものな がい 歳月 を かけて できた ものであるから、 自然の 調和 を 保って いる。 

それに 対して 中 海 干拓 はき わめて 短期間に おこなわれた。 それで 無理が 生じない はず はない。 果たして、 境 港 

市の 中 江の 瀬戸から 中 海に 流れ 入り、 また 外海に 流れ出る 海流に 大きな 変化が 生じ、 中 海 埋立計 固のお 粗末 さは 

環境庁の 指摘す ると こ ろと な つ た。 

このように 風土 を 改変す る 重大な 決定 は 知事に ゆだねられ ている。 埋立ての 免許 を 与える 権利 は 都道府県 知事 

にある。 その 一方、 都道府県 知事が 地方公共団体の 代表者と して、 埋立 免許 を 出願す るば あい も ある。 すると 知 

事 は埋立 免許 を 出願し、 他方で は 国の 機関 を 代行して これ を 審査し、 免許 を 与える という 一人 二役 もっとめ る。 

このほか 知事 は 漁業権の 免許、 漁業 組合の 監督 権な ども もっている。 あるいは 補償の 裁定 もす る。 そこで 開発 を 

志向す る 知事が 埋立て をしょう とすれば、 それ を チェック する システムが きわめて すくない ことが、 法律学 者に 

よ つ て 指摘され ている。 

「埋立て は 国民 共通の 財産で ある 公有水面 あるいは 海浜 地の 自由 使用 を 廃止して、 特定 人に 廉価で 払い下げ、 
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その 独占的 使用に 委ねる ものである」 

戦後の 埋立て は その 大部分が 都道府県 などの 公共 機関に よる ものである ことに 特色が ある。 地域開発 という 公 

共 性 を楣に とれば、 私的 権利 を 抑えつ ける のに はなはだ つごうが よいので ある。 こうして 一 企業に 埋立地 を やす 

く 払い下げる。 そのば あい 埋立地 区の 漁業 協同組合が 補償 交渉の 資格 を もつ。 漁 協で は、 正 組合員の 三分の ニ以 

上の 同意が あれば、 漁業権 を 放棄す る 決定が できる。 この ことから 少数意見 は 抑えられ、 漁 協の 幹部の 意見が、 

組合員で ある 一般 漁民の 動向 を 大きく 支配す る ことになる。 こうして、 漁業権 者が あたかも 所有権の 譲渡の よう 

な 形で 漁業権 を 放棄し、 管理者に すぎない 知事が 補償 をお こなう とい つ た 授受 関係が 成立して いる。 

二 

ここで、 漁民と 海浜との 関係 を 古代に さかのぼって みて みょう。 それにつ いて、 羽 原又吉 は、 原始的 漁 孤で は、 

铦ゃ釣 具な どの 個人 財産 以外の 漁船 や 漁網の たぐい は 氏族 的 集団の 総 有で あつたと 考えられ、 また 初期の 漂泊 的 

漁獵 生活で は、 土地 や 漁場に 対する 支配 は、 一時的な 定着 期間 だけの ことにすぎ なかった が、 後代に なると、 彼 

らの 占拠す る 土地 及び 漁場が 総 有せら るるに 至 つ た、 と 述べて いる。 

同様の 考え を 原 暉三も 述べて いる。 原に よると、 「古代の 氏族で は その 氏人 または 部 曲が 氏の 上 または 共同の 

祖 神に 御 贄を 供進した ので あるが、 それが 後世の 供御 人、 供祭 人と つながり、 魚介 や 藻類 を 供進す る 制度が 起り、 

後世まで ながく 影響を及ぼした」。 

食物 を供献 する 行為 は、 とりも 直さず 服属 儀礼であった こと は 『風土記』 の 事例に 照らして 明らかで あるが、 

それが 皇室 または 神明に 海の幸 を 奉献す る 供御 人と して、 歴史の 上に 登場した ので ある。 ここにい うの は 卜：： 代の 

みくりゃ あ じろ にえび と 

御厨 や 網 代の 贄人 としての 供御 人の ことであって、 供御に 事 をよ せて 権勢 ある 家と むすび、 漁業の 特権 的な 地位 
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を 確保した 後代の 供御 人の ことで はない。 ただし、 その 制度と して 影響 を 与えた こと を 言 つ ている ので ある。 

総 じて 古代の 漁業 は、 一定の 区域 を 権利の 対象と する よりも、 どの 区域で も 自由に 漁撈 をな し 得る という 性格 

を 多分に もつ ていた。 河 海の 一 定 区域で ある 漁場 を 権利の 内容と する 漁撈の 形態の ほう は 時代 的に は 遅れて 発生 

したと 原 はいう。 原の この 指摘 は 民俗学の 事例に よ つ て も 裏付ける ことが 可能で ある。 

倉 田 一郎に よると、 もっとも 古い 漁業の 形態 は、 漁獲物の ことごとく を 神の 御贄 として 供進し、 その 御 贄をこ 

と ごとく 各戸へ 平等に 分配す る ことで ある。 倉 田の 引く 例 を いくつか あげてみ る。 たとえば、 伊豆 南 崎の カツ ォ 

漁で は、 漁が あれば 村 中へ 幾 切れ かの 魚 を 配る こと をォ ユア ヒと 呼んで いるが、 ユア ヒとは 二 ヒアへ、 すなわち、 

にい あえ にいな め 

新饗. 新嘗の 儀で ある。 神に ささげた もの を 村人に も 分配 するとい うの は、 神人 共 食、 すなわち ナオ ライの 名残 

と みられる。 また 沖繙 本島の 津堅 島で は、 浜 近くへ カツ ォの 大群が 押し寄せた ときには、 島人 総動員で、 その 獲 

物 は 赤ん坊に いたる まで、 人頭 割の 分配に あずかる という。 また 奄 美大 島の 古仁屋で は、 明治 三 五、 六 年 (一九 

〇 二、 〇 三) の 頃まで、 七、 八月に なると、 海岸 近くに ザコの 群が やって きて 獲れ た。 その ときには 村で 一戸 を 

かまえて いるもの は、 網 曳には 出なくても、 住民と して 一人前の 分け前 を 受けた。 

いうまでもなく、 こうした 平等な 分配の 慣習 は、 神への 供物 を 皆に 頒け 与える 行為に ほかなら ない。 そして、 

注目すべき こと は、 毎年 一 定の 季節に なると 海辺に 近づいて くる 魚 を 獲って 神に ささげる という 習わしで ある。 

正徳 三年 (一七 ニー 一) の 編纂に かかわる 『琉球 国 由来 記』 は琉 球の 『延喜 式』 と言われ るが、 同書に は 「ヨリ 

ァゲ マキ ゥ (マ チウ. マチ ヨウ) ノ嶽」 という 地名が いくつか 出て くる。 ヨリ ァゲは 「魚 着き 浦」 のこと であり、 

マキ ゥはマ キヨと も 呼び、 本土の マキに 相当す る 血縁 団： K: である。 もちろん それ は 最初 は 同族 関係から 成立して 
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いたのが やがて は 地縁 関係に 移行した と 思われる が、 魚が 一 定の 季節 を 定めて 寄って くる 浜辺に 集落が 形成され 

ていった ことが 推定で きる。 これが ヨリ ァゲ マキ ゥ である。 その 集落の 神 を まつる のが ヨリ ァゲ マキ ゥの嶽 に ほ 

かならぬ。 

『琉球 国 由来 記』 の 中 城 間切 屋宜 村の 条に は、 浜 崎の 嶽の神 名 は 「ョ ャゲ マキ ゥ アミ サデッ カサ ノ御ィ ベ」 と あ 

る。 ョャゲ は ヨリ ァゲ のこと である。 アミ サデッ 力 サは網 叉 手 司、 つまり 叉手網 を つかさどる ものと いう 意で あ 

ろう。 魚 着き 浦の 部落の 叉手網 を つかさどる 巫女、 あるいは 叉手網 自体が 神と 呼ばれて いる。 また 同書の 兼 城 11 

切糸満 村の 条には 「ヨリ ァゲ ノ嶽、 白金 之御ィ ベ」 と ある。 ここにい う 白金と は 白い 砂原の ことで ある。 金久と 

いう 地名が 奄美ゃ 沖繙の 海岸に 数多く みられる が、 このばあいの 金 もまた 砂の ことで ある。 さて、 糸満市 は糸満 

漁夫で 知られた 名うての 漁業 集落で あるが、 ヨリ ァゲ ノ嶽、 シロ カネ ノ御ィ ベ は、 白銀 堂と 名 を 変えて いる。 白 

金が 白銀と なった ので あるが、 今日で も糸満 漁夫 はこ こで 豊漁の 祈願 をし、 また 漁から 帰る とこ こで 報告 をす る 

習慣が つづけられ ている。 

同書の 大里 間切 与那原 村の 条に は、 タ ジョク 魚が バ テン ノロの いる 所に 寄りつ く 話が ある。 タ ジョク 魚と はキ 

ビ ナゴ に 似た 小魚で 琉球 では ス ル ルと 呼んで いる。 バ テ ン というの は 馬 天 港の あると ころで、 そこから は 久高島 

にいく 船が 出る。 タ ジョク 魚はバ テン ノロが 泊に いる ときには その 海に 近寄って ゆき、 ノロが 与那 原に いると き 

に はまた そこに 寄って きたと いう。 こうした 古例に もとづいて、 タ ジョク 魚が 寄って きた ときには、 、パテ ン 大和 

ハン タ にある 拝 所に 祭り、 バ テン ノロ を 世襲す る 巫女に タジョ ク魚を 贈る ことにな つてい ると いう。 バ テン 大和 

ハ ンタは 馬 天 港の 近くの 佐 敷 町に あるが、 今 は 山く ずれで 跡 かた も なくなった。 

この 話 は、 季節 を 定めて 与 那原ゃ 馬 天 港 や 佐 敷の 海岸に タ ジョク 魚の 大群が 押し寄せ、 それ をと るの はバ テン 

ノロの 特権であった 時代の あった こと を 示唆して いる。 ノロに 漁獲物 をと る 特権が ある こと は、 久高 島の ノロが 


8 エラ ブゥ ナギ をと る 特権 を 今日まで 持って いる ことから 推察され る。 すなわち、 かって は ある 同族 集団の 袓 神と、 

4 同族の 中から 選ばれた 神 女に 漁獲物 を 捧げ、 それ を 血縁の 人た ちが 共 食す るなら わしが あった。 したがって、 漁 

g 獲物 は 平等に 頒け あたえられた。 血縁の もの、 あるいは 漁携 にたず さわった もの だけが 漁獲物 を 受けと る 権利が 

^ あった わけで もなかった。 漁獬の 現場に 居合わせた 者に は、 ゆきずりの 旅人に さえ、 獲物 を頒け 与えた。 それ は 

I 今日で も見ダ マス (タ マス は 分け前) といった 狩獬ゃ 漁獬の 慣習と して 残って いる。 その 場合に 漁村の 人た ち は 

漁獲物に は 関心が あっても、 それら 寄 物の あがる 浜辺 を 私有し ようと は 考えなかった。 

この 南 島の 例から 推察され るよう にわが 本土の 古代に おいても、 河 海の 一 定 区域で ある 漁場 は 権利の 内容 をな 

さず、 または 第二次 的 存在であった にす ぎなかった とみて よい。 漁場が 権利の 内容と して 考えられ るに は、 荘園 

の 設置、 武士の 所領、 近世 大名の 所領、 近世 村落の 発達な どと いう 時代 を 経過し なければ ならず、 領主の 領有 関 

係が 明確に なり、 村落の 区域 を 基準と した 貢租の 負担が 生じて 以来の ことで ある、 と原は言(2^ 

貢租の 対象と なった 河 海の 漁場 は、 貢租の 義務と 引き かえに 漁民の 権利が 確保され る 区域で ある。 こうして 見 

れば、 河 海の 中に 領主の 所領なら びに、 村の 領域と 見る ことので きる 一定の 水域が 画定され たの は 後代の ことに 

属する。 この 水域 は 領主から 見る と 所領の 領域と して 貢租 賦課の 対象と なる もので あり、 また 漁村 や 漁業 者から 

見る と、 それらの 者の 支配す る 漁場であった。 

こうした 性格 を もつ 漁場 を おおむね 磯獵 場と 称した。 この 磯 猶場は 境界 を もった 漁場であった。 磯微 場の 外が 

わに 沖狱 場が あった。 磯激 場と 沖獵 場の 境 は、 ところに よって まちまちで、 日本海 は 二、 三 〇 里に 及び、 東海道 

は 一里、 それに 対して 瀬戸内海 は 七、 八丁 を 境界と する ものが 多かった。 磯 撒 場で は 入会 漁業と それ 以外の 建 網 
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や 養殖 や 曳網な どの 特別な 漁業が おこなわれた。 

「磯 狱は地 附根附 次第 也」 と 寛 保 元年 (一七 四 一) に編述 された 『山野 河川 入会』 にある ように、 地元の 磯 根つ 

づき は、 陸地の 延長と 同一視され、 地元 浦の 一村 専用の 漁場であった。 その 漁村の 漁民が 入会 漁業 をお こなう。 

これが 村 中 入会で ある。 それと は 別に 数 村に わたる 漁民が 自浦 または 他 浦の 漁場に、 入会 漁業 をな す 形態が ある。 

これが 数 村 入会と 言われる。 入会 林野に 一村 入会と 数 村 入会が あるのと 同様に、 村 持 漁場で ある 磯猶 場に 入会 漁 

業が 見られた という こと は、 漁業の 共同 的な 性格 をよ く あらわし ている。 

磯狱 場の 外が わに ある 沖 獵場も 「魚獵 入会 場 は、 国境 之 無差別」 また 「沖 は 入会」 といわれ たように、 どの 領 

主の 所領に も 属さないで、 自由に 漁業 をな し 得る ところであった。 磯獵 場に せよ 沖獵 場に せよ、 ともに 入会 漁業 

が おこなわれ たという こと は、 海面が 土地の ように は 分割 所有し にくい ことによると ともに、 また 海面 は 漁業の 

ほか 交通 その他に も 利用され ると いう 公共性 を も つ ている ためで ある。 

この こと は 明治 八 年 (一八 七 五) に 「海面 官有 宣言」 がな されて、 海面が 公共の ものと なつてから も 変わり は 

ない。 

今日、 公有水面の 埋立てに 反対して 「入 浜 権」 を 主張す る 人た ちが 「法 以前の 法」 として、 すべての 人が 浜辺 

に 入る 権利の ある こと を 強調す るの も、 海浜 利用の 歴史 を 始原に さかのぼって みれば とうぜん のこと であり、 そ 

の 主張 を 歴史 事実に 合致し ない ものと して 退ける いかなる 理由 も 見当たらない。 公有水面の 埋立てに よる 海浜の 

排他的 • 独占的 利用が 幾千 年 もつ ちかわれ てきた 日本人の 海浜へ の 関わり 方の 原則に、 いかに そぐ わない もので 

あるか、 もはや 言うまでもない。 「海 は 万民の もの」 という 「入 浜 権 運動」 はこうした 自然 的 公共物と しての 海 

の 特質 や、 林野に おける 入会 慣行と 共通す る 入会 漁業の 歴史 を その 根拠に する ことができる。 

自然 海岸の 喪失 は 民俗学に と つ て も 大きな 損失で ある。 か つて は 渚 は 現世と 他界と をつな ぐ 接点と みなされ、 
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そこに 墓地 も 産屋 も 設けられた。 来訪 神 や 死者 を 送り迎える 儀礼の 場所が 渚であった。 海の 彼方からより くる も 

のへの 期待と 畏怖の 切実な 情 は 日本人の 心理の 底 ふかく 宿って いる。 今日い われて いる 「境界の 民俗学」 は 渚 を 

おいて は 成り立たない。 

猪 は 自然の リズム を もっとも 強く、 もっとも 微妙に 感受で きる ところで ある。 波の 洗い清めた 砂浜の 上に 季節 

は 去来し、 朝と 夕が とおりすぎる。 満潮と 干潮の 反復、 渡り鳥 • 潮の 香. 海風。 それらが 一体と なって 自然の リ 

ズムを 形成す る。 渚 は 大自然の 搏動 を 体得す るのに もっとも ふさわしい 場所で ある。 大自然の リズム を 身に つけ 

るか どうか、 それが 人間の 精神 を 健全な ものにする かどう かの 分かれ道 である。 だが 自然 海岸の 大量な 破壊 は、 

日本人が 日常 的に 海に ふれあう 機会 を 極度に すくなく した。 そして、 砂浜で 孵化した 海亀の 子が、 生まれて すぐ 

波打 際にむ か つ て 這って いく、 その まちがい のない 正確な 本能 を 私たちに 閉ざす ことに 役立 つたので ある。 

五 

人間の 身体に 埋め こまれた 自然の 時計が 狂った とき、 人間 はどうな るか。 私が 最近 もっとも 衝擊を 受けた 事柄 

について 報告して みょう。 それ は、 四 本 足の ニヮ トリの 絵 を 描く 大学生が かなりの 数に のぼると いう 事実 を 知つ 

たこと である。 

これに 驚いて 調べて みると、 それ は 今に はじまった ことではなかった。 すでに 昭和 五 五 年 (一九 八 〇) 一 二月 

号の 『教育 美術』 の 中で、 当時 福島県 立 医科大学に 勤務して いた 森 一 は 「大学生の 描く 四 本 足の- 1 ヮ トリに つい 

て」 と 題して 次の ような 報告 をして いる。 

「二 ヮ トリの 四 本 足と いった 奇形 画 も 奇形児 も、 昭和 三 〇 年代と 四 〇 年代 前半に は 見られなかった。 もちろん 絵 

の 出来不出来、 正確度 やち 密 さはいろ いろであった。 そして 他の 動物、 列えば、 パックの 外形 や ゥシの ひづめ、 
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四 本 足の ニヮ トリ を 描 
く 学生の 数 


年次 

調査 数 

対象 数 

比率 

昭禾ロ 

56 年 

353 

12 

(3.4%) 

57 年 

221 

14 

(6.6%) 

58 年 

426 

26 

(6.1%) 

59 年 

413 

27 

(6.5%) 

60 年 

399 

40 

(10.0%) 

魚の ひれの つき 方な どに は 間違い もあった。 しかし トサ 力の ない ニヮ トリ や、 ひれの ない 魚と いった 怪物 は 見ら 

れ なかった。 ところが 一 〇 年 程 前から、 これ は 何だろう、 何 を 覚えて きたんだ ろうか、 といいた くなる 絵が 現れ 

始めた。 四- -五年 前から は、 もはや 動かしが たい 率で 奇形、 怪物が 出現して いる。 今や、 私の 調査した 学校で は 

一 〇パ ー セント 内外が 四 本 足で、 その他の 奇形 を 加える と 二 〇.^ 三 〇 パ ー セントに も 達しよう か。 形態と 大きさ 

のバ ランスが とれた 絵 は 三分の  一 くらいであろう か。 つまり 約 三分の  一 くらいの 学生 は、 二 ヮ トリと いう 鳥に 具 

； i^. 的ィメ ー ジを 持ち合わせて いないら しい」。 「このような 絵 を 描いた 学生 は、 くちばしがなければ えさ をつ いば 

むこと がで きないだろう とか、 また 四 本 足で は 翼との 関係 はどう だろうかと か、 ニヮ トリに ついての 知識 は 貧弱 

であっても、 鳥類 は 足が 二 本で あるの か 四 本で あるの か、 といった こと を 考える 基盤 を 失って いるら しい」 

四 本 足の 二 ヮ トリ を 描く 大学生 は 東北の 一 大学に 限らなかった。 熊 本 大学の 黒 川 混 一 一は 同大 学の 教育学部 学生 

と 付属の 小 • 中学校の 生徒 を 調査した 結果、 次の ような 重要な 結論 を 得た。 それ は 四 本 足の ニヮ トリ を 描く 者が 

小学校、 中学校から 大学に かけて 見られる という 事実であった。 ちなみに 熊 本 

大学教育 学部の 学生で 四 本 足の 二 ヮ トリ を 描いた もの は 男子 六 五名のう ちゼ 口 

であった が、 女子 は 一 一 〇 名のう ち 一 一 一名に もの ぼった。 もっとも この 調查だ 

けで 女子の 方が 多い と は 即断で きない。 

調査の おこなわれた 昭和 五 五 年 現在で 一 一 〇 歳の 大学生 は 昭和 三 五 年 (一九 六 

〇) 生まれで あり、 日本列島 社会が 大地と 自然から 大きく 乖離し 始めた 高度 経 

済 成長の 時期に 幼少 期 をす ごして いる。 しかも その 幼少 期に 植えつ けられた 反 

自然 的 傾向 は 年 を 経る にした が つ て、 かえって 増幅され てい つ たという^ 突が 

注目に 値する ので ある。 
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：,^ 上の 研究 調査報告 は 各方 面に 大きな 反響 を もたらした。 神奈川県 下の ある 短大で は、 昭和 五六 年から 六 〇 年 

までの 五 か 年間、 追跡調査 しその 結果 を まとめた。 それ は 前べ ー ジの 表のと おりで ある。 

これ を 見る と、 四 本 足の- 1 ヮ トリ を 描く 学生 はかなり の 数に のぼって いる ことが わかり、 事態の 深刻 さ を 物語 

つてい る。 この 大学の 学生 は 神奈川県 出身者と 東京都 出身者で 七 割 を 占めて いる。 そこで 首都と その 近郊の 生活 

を 送った ものの 特徴の ように 見えが ちで あるが、 はじめに あげた 例の ように 福島県 や 熊本県な ど 地方の 都市に も 

共通に 見られる 傾向で ある。 

四 本 足の ニヮ トリと いう 怪画を 描く ことにな つたの は、 ニヮ トリ を 飼育した 経験がない とか、 ニヮ トリ をよ く 

見る ような ことがなかった ことが 直接の 原因で ある。 しかし、 一般的に 指摘され る こと は、 戸外で 自然と 遊んで 

生長 期 をす ごした ことがなかった という ことで ある。 それからして、 二 ヮ トリに 限らず、 自然 を 観察す る 力が 衰 

退した ことが 考えられる。 それに 拍車 を かけた のが テレビ や マン ガの 圧倒的な 影響であろう。 その 結果、 自然と 

人間との 明確な 関係が あいまい になり、 また 自然界に ある 鳥類 • 哺乳類な どの 秩序 区分が あやふやな ものに なつ 

た。 

さきに あげた 神奈川県の 短大で は、 福井昭 雄ら による 四 本 足の ニヮ トリの 背景 分析が 試みられ ている。 それに 

よると、 ニヮ トリ を 鳥類に 分類した 学生 は、 九八パ ー セントで ある。 しかし 鳥類 以外に 分類して いる 者 も 数名 あ 

り、 その内 訳 は、 爬虫類 三、 両棲類 三、 陸で 生活す る 生物 (鳥類と は 別) 一、 であった という。 

四 本 足の 二 ヮ トリの 出現 はお そらく 日本 歴史の なかで かってな か つた もので あり、 高度 怪済 成長期 を 境目と し 

て それ 以後の 社会に 見られる 大きな 特色と さえ 言い 得る。 しかも それが 大学生に も 顕著に みられる という 退行 現 

象 は 由々 しい 問題 を 孕んで いる。 それ は 人間の 中に 刻まれた 自然 性が、 年齢と 共に 正確な 反応 を 示さ なくなって 

いく 病弊 を 示して いる 点で 重要で ある。  ， . 
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六 

かって 人間 は 自然に 対して 鋭敏 かつ 精密に 反応し なければ、 生きて いけない 時代が ながく つづいた。 獲物 を 追 

うに も、 また おそいかかる 猛禽 • 大 魚 • 野獣から 逃れる にも、 的確な 動作 をす る ことが 求められた。 そうでな く 

とも、 生きる 手段と して 農民 は 植物の、 山 民 は 獣の、 漁民 は 魚の 生態 や 習慣 を 熟知す る 必要が あった。 その 経験 

知ば 親から 子へ と 伝えられた。 自分の 子が 生き残る ための 技術 を 教える ことが、 動物と 人間に 共通な しっけで あ 

つた。 

たとえば アイヌが 熊 をた おすと きの 矢 毒に 用いる ブ シは トリ 力 ブト の 根茎から と つ たもので ある。 それ は 一 般 

に スルク と 呼ばれて いた。 その 毒 力 を しらべる のに は、 舌の 上に 乗せて その 刺戟 を 試して みる 方法が あった。 ス 

ルクの 製法に は それぞれ 家伝が あり、 他人に は 秘密に してお くこと が 多く、 それ は 父の 秘伝と して 子どもに だけ 

受けつ がれて いった。 

向井 豊和は 次のように 言って いる。 

「ぶどう づ るで 編んだ 輪 を 空中 高く 投げ あげて は、 手に 持つ 棒 きれで 輪 を 突いた。 それ は 彼等が、 やがて 狩 狐 

者と して 立った めの 土の 教育で もあった。 砂の 上 を 指で なぞり、 友達の 着衣に 刺繡 された アイヌ 文様 を 真似 あ 

う 女の子 達の 遊びの 中には、 彼女 等が、 やがて 母と なる 日の ための 準備が 隠されて いただろう」 

それ は アイヌ だけで はなく、 南 島で も 同様であった。 長 田 須磨は 次のように 回想す る。 

「私の 幼い ころ は、 機織りの まねごと をす るの が 遊びの 一 つ だ つ た。 膨草を さいて 幅 一 寸 五分ぐ らいの 経； _ 糸 を 

つくり、 一方 を 立 木 か 垣根の 桟 などに しばりつけ、 他方 は 自分の しめてい るへ こ 帯に 結びつける。 緯糸 もまた 

あやぼう 

藺 草で それ を 細い 竹に 巻きつけて、 中央に 取って ある 緩 棒 を 上下に 動かしながら 緯糸になる 藺草を 入れて 織 
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つていた。 年 は 六、 七 歳く らいから だった と 思う」 

長 田 は、 大正 六 年 (一九 一七) に 名 瀬に 女学校が できる まで、 これと いった 子女の 教育 施設の ない 大島 では、 

機織り はむしろ 良家の 子女の 嗜 みの 一 つで あつたと 言って いる。 今のお 稽古 ごとの ような もので、 母親が 娘 を 連 

れ てきて 「どうぞ、 機織り を繞 けて 下さい ませ」 と 願い出て、 女中と して 娘 を 住み込ませ たりした という。 とこ 

ろが、 女学校が できて、 漸次 教育が 盛んにな るに つれて、 女学校に 行けない 娘た ちが 織 子と なって 大島紬 を 織る 

ようにな ると、 織 子と して、 一段 低く 見る ようになって しまった。 そんな わけで、 できて 間 もない 女学校へ いけ 

た 娘た ち は、 機織りの 経験がない ともいう。 

奄 美大 島で 機織りが 良家の 子女の 嗜 みであった というの は、 彼女ら が 成人と なって 他家に 嫁した とき、 婚家の 

衣服 を 自分の 腕で 一切 まかなう 必要が あつたから である。 そのため、 娘 を もつ 家で は、 芭蕉 布 を 織る ための 芭蕉 

の 林 を 持参金が わりに 娘に つけて や つたので ある。 このように 幼少の 頃の しっけ をと おして 生活 技術 を 習得した 

時代が すぎる と、 学校教育 は 普遍的な 知識の 習得に 終始して、 生活 教育 もしくは 感情 教育の 面 をい ちじる しく 稀 

薄に していつ たので ある。 しっけに は 正確さが 要求され、 鍛練が ともなう。 それによ つて 精密に 観察す る こと を 

おぼえる。 四 本 足の ニヮ トリの 出現 は 私たちが まさに そうした 社会と 対驗 的な 世界に ある こと を 告げる。 それ は 

民俗学の 危機で ある だけで はない。 精神の 危機の 時代に 踏み 入った こと を 意味す る。 
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3^^機に瀕する民俗学のゅくぇ 


1 

民俗学の 危機と 精神の 危機と は 双方に つながりが ある。 戦後の 日本、 とくに 高度 経済成長 期 を 通過した 日本 列 

島 は 大きく 変貌した。 その 第一 の 特徴 は 何であろう か。 

まず 日本の 社会が 幾千 年 も つづいて きた 飢えの 恐怖から 解放され たこと である。 およそ 人間の 歴史 を もっとも 

根底から 測る バ ロメ ー タ ー は 「飢え」 である。 人類史 は 飢える 社会と 飢えない 社会に 大別され る。 人間の 社会 は 

総体と して、 飢える 時代から 飢えない 時代へ と 進んで きたが、 現に アフリカ その他の 地域で、 多くの 人び とが 日 

常に 飢え を 体験して いる。 

柳 田 国 男 は 昭和 三 七 年 (一九 六 二) に 死んだ が、 その 前後から 始まった 高度 経済成長の 波に のみこまれた 日本 

は、 飢えない 時代へ と 突入し、 日本の 歴史 を 二分す る ほどの 画期と なった。 この 時代に は、 それまでの 常識で は 

信じられない ことが 次々 に 起こ つた。 

農村で は 過剰な 米の 生産 を 抑止す るた めに 補償金つ きの 休耕 田の 制度が 設けられた。 古米 や 古々 米が 捌 口 を 失 

つて、 倉庫に うず 高く 積まれた。 この こと は 米作り に 粒々 辛苦 を 重ね、 それ を 信仰と も 見なして きた 日本の 農民 

の 誇り を 打ち砕き、 また 米作り 農民の 伝承 を 基盤と した 柳 田 民俗学の 理念 を 大きく ゆるがした。 

かって は 民間 信仰 や 民俗 行事、 さて は 一見 華やかに 色 どられ た 祭礼 や 踊りに も、 黒々 と 渦 まく 飢餓の 恐 布が あ 
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つた。 だが 飢餓から 逃れたい という 農民の 切実な 願いが 失われた 今、 農民の 行事が すべてに わたって 昔日の 真剣 

さ を もち 得 なくなつ たの は、 やむ を 得ない ことであった。 

余剰 米の 処置に 苦慮して いると いう 現状で、 戦後の 農村 は 戦前の 農村と はまる きり 異なった 一一 ヒ リズム を あじ 

わう ことにな つた。 

ふりかえって みれば、 日露戦争の あと 自給自足 を 建前と した 村に も 貨幣 怪済は 滲透し はじめ、 日本の 近代 は大 

きな 変わり目に さしかか つていた。 それが 柳 田 をして、 近代 以前から 伝わる 民間伝承の 採集 記録に 急がせた 理由 

に ほかなら なかった。 とはいえ、 当代 一流の 知識人であった 柳 田に 深い 衝撃 を 与え 得る 民俗 社会が まだ 確実に 存 

在して いた。 一歩、 村の 中に 踏み こめば、 そこに は 農村、 山村、 漁村 を 問わず、 むせかえる ような 生活 者の 伝統 

文化が あった。 古老の 言 を 聞けば それで 民俗学 研究の ための 素材が 得られた。 とうぜんの ことで あるが、 眼前の 

事実の 素朴な 記述 だけで 十分な 価値が あった。 そのこと は 「一字一句 を も 加減せ ず 感じ たるま  >- を 書」 いたと い 

う 『遠 野 物語』 の 初版 序文の 言葉が 証して いる。 

へお 

柳 田 は 『後 狩詞 記』 の 中で、 日向 椎 葉の 鉄砲 を 使用す る 猪 狩 は 「白銀 時代」 の 産物で ある、 と 言って いる。 鹿 

が 狩りの 主賓であった 黄金時代 はも はや 帰らぬ 過去に 属して いたが、 白銀 時代と いっても、 当時 日本の 村の 伝統 

は 依然として 健在であった。 

だが 今日で は、 その 白銀 時代 も 彼方に 飛び去った 遠い 夢で ある。 かって 旅人の 耳目 を ひきつけて 離さなかった 

民俗 社会 は 急速に 姿を消しつつ ある。 私たちに 与えられ るの は、 稀薄に なった 民俗 慣行 や 形骸化した 民間 信仰、 

つまり、 民俗学 者に とっての 「古き、 よき 時代」 の 残り物に すぎない。 

農村の 危機 は 山村に も 及んで いる。 戦後 植林した 杉 山が 山 ごとに 崩れ落ちる 現象が 各地に みられる。 その 原因 

は 土 を 固める 役割 を 果たす 雑木 を 伐って しまった ためで ある。 また 間伐 を 怠った からで ある。 間伐した 杉材 は 一 
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本 一 〇〇 円に も 満たず、 搬出の 費用 も 高く つくと いうので、 間伐し ない まま 放置して いた 結果であった。 

それに 加わった のが 企業 優先、 経済 第一 主義の 立場から する 大規模な 自然破壊の 強行であった。 山 はけ ずられ、 

祖先伝来の 親しげ な 森 や 川 は あとかたもなく 抹消され た。 海 は 埋め立てられ、 漁民 は 補償金と 引換えに、 漁村 か 

ら 追い立てられた。 それだけ では 物 足らぬ とみえて、 従来の 古い 地名に 新しい 地名 を 勝手 気儘に 付与して いくた 

めの 法律が 作られた。 こうして 日本列島の 町 や 村 は、 外観、 生活、 意識の どの 面 を 切っても 金 太郎飴 さながらに 

似たり よ つ たりで、 固有の 音色 は どこから も 響かな くな つ た。 

この こと は、 復帰 以来、 あらゆる 面で 本土 化の 波に のまれて しまった わが 沖繙も 例外ではなかった。 南 島の 祭 

祀 のしき たり は、 私たち を 驚歎させる ほど 厳重に 守られて きたが、 それでも、 近年に なって、 宮 古島の 島 尻と い 

う 部落で は、 祖神祭 をお こなう 神 女た ちの 首長の アブ ンマ になり 手が なくなった。 また 池 間 島で も、 神 女の 頭の 

大 司が 長く 出なかった。 神 女の 頂上に 立つ 役の 重責と 禁忌に つよく 縛られる こと を、 耐えが たい 重荷と して 忌避 

するとい うの は、 南 島の ながい 伝統 社会で は、 前代未聞の ことに 属する。 それほどまでに、 南 島の 社会の 意識の 

変容 は 烈しい。 

二 

かって は 「常 民の 学」 と 呼ばれた 民俗学。 その 常 民 を 探す こと はいたって 困難に なって いる。 字 は 読めなくて 

も、 南 島の 離れ島に いても、 テレビ や ラジオ その他で、 中央の 情報に 通じる ことが 可能で ある。 この 情報 過多の 

時代に、 「純粋な」 常 民の 姿 は どこに もな く、 民俗学 者 は 「常 民 性」 の 影 を 追い求める だけで、 がまんせ ざる を 

得 なくなつ ている。 

こうした 情報 時代 にもかかわらず、 地域社会、 家族、 世代 間の 相互の 会話 は 杜絶し、 意志 は疏 通しに くくな つ 
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ている。 それに は 永続す る 家の 観念と 制度の 廃絶が もっとも 大きく 影響して いる。 親から 子へ、 子から 孫へ とい 

う 伝承の 授受が できに くくな つ た。 三代 同居の 世帯が すくない こと も 伝承 者 を 育てる こと を 困難に している。 

民俗学が 不可欠の ものと してきた の は 現地調査 であり、 その 土地に 住む 古老に くわしく 聞き、 なまの 資料 を 及 

ぶかぎ り あつめる こと を 研究の 前提と している。 だが、 柳 田 民俗学の 理論の 核心に ある 重出 立証 法と か 文化 周 圏 

説の ような 仮説 は、 日本の 社会が 均質で、 その 発展が きわめて 緩慢な 場合に のみ 適用で きる。 池の 中心に 投げた 

石の 波紋 を 描いて いく 速度が はやす ぎれば、 きめの こまかい 変化の 相 を 捉える こと はでき ない。 また その 波紋が 

同心円 を 描かねば、 周 圏 説 は 成り立たない。 今日の ように 激変の 時代、 それ も 不均等な 跛行 的 発展 を とげて いく 

時代に、 それ を 適用させる こと は むずかしい。  一 

一方、 年老いた 者が 伝承 者と しての 資格 を もち 得ない 時代が 到来しつつ ある。 たとえば ニー  世紀の 初頭の 二 〇 

〇 一 年に 八 〇 歳の 者 は 一九二 一年 (大正 一 〇) 生まれの 者で ある。 かく 言う 私 も その 一 人で あるが、 こ の 年齢層 

は、 昭和の 世相 史を 語る こと はで きても、 それ 以前に ついては はなはだお ぼっかない。 他人から のまた 聞き 程度 

で、 確実度 はう すい。 いずれ、 明治 • 大正の こと を 自分の 体験と して 記憶す る 者 は 皆無と いう 時代が 訪れる だろ 

う。 

このと き 民俗学が 過去の 調査 資料に 依存す る 度合 は 大きくなる にちがいない。 しかし それ を 現地に おもむいて 

追跡調査し、 再 確認したり、 修正 補完した りする 道 はふ さがれて しまって いる。 文献 資料 を 偏重す る こと を 柳 田 

はい ましめ た。 文字 化された 民俗 資料 を 鵜呑みに する ことへの 深い 懐疑 は、 民俗学 をして 日本の 常 民の 伝統の 解 

明に 独特の 謙遞 さと 健全 さ を もたらし たのに、 それ も 期待で きなくなる 日 は 近い。 伝承 母胎と しての 民俗 社会の 

消滅と 伝承 者と しての 古老の 不在、 それ は 民俗学の 方向 を 大きく 変えずに はすまない だろう。 現存の 民間伝承 を 

積み重ね ていけば、 いつしか 常 民の 核心 部分に 到達し 得る と 考える 手放しの 楽観主義 はも はや 通用し にくくな つ 
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ている。 

民俗学 は 将来 どうなる か、 民俗学の 方向 はこれ からどう 求むべき か。 柳 田の 炯眼 を もってしても 今日の 社会が 

洞察で きなかった ように、 私たち もまた 半世紀 あとに 訪れる 社会 を 想像す る こと はでき ない。 したがって 将来の 

民俗学が それに どう 対応す るの か を 答える こと はでき ない。 今日 世相 を あまねく 覆つ ている ニヒ リズ ム は 大地 へ 

の 素朴な 信頼感が 喪失した ことに 起因して いる。 とすれば 大地の 恵みに 深く 依存す る 社会 を 研究 対象と する 民俗 

学の 危機 も、 それと 共通の 根 を もっている。 いずれにしても 民俗学の 危機の 克服が 容易で ない こと はたし かで あ 

る。 
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(S) 石 光真 清 『望郷の 歌』、 龍 星閣、 一九 五八 年。 

渋 沢 敬 三 編、 前掲 書。 

(S) 南方 熊 楠 『南方 熊 楠 全集』 第 七 巻 (南方 熊 楠、 白 井 光太郎 宛の 書簡、 明治 四 五 年 〈一九  一二〉  二月 九日 朝 六 時)、 

平凡 社、 一九 七 一年。 

(S) 同 右 (熊 楠、 川 村 竹 治 宛の 書簡、 明治 四 四 年 一 一月 一九 日夜)。 

(W) 南方 文 枝 『父 南方 熊 楠 を 語る』、 日本 エディタ —スク ー ル 出版部、 一九 八 一年。 

同 右。 

(sn 鶴 見 和 子 『南方 熊 楠』 (講談社 学術 文庫)、 一九 八 一年。 

阿部 泰隆 「公有水面 埋立て 法」 日本 土地 法学 会 編 『近代的 土地 所有権. 入 浜 権』、 有斐閣、 一九 七 六 年。 

(お) 本 間 義人 『入 浜 権の 思想と 行動』、 お茶の水 書房、 一九 七 七 年。 

(お) 羽 原又吉 『日本 古代 漁業 経済 史』、 改造 社、 一九 五一 年。 

(^) 原暉三 『日本 漁業権 制度 史論』、 国書 刊行会、 一九 七 七 年。 

(び) 同 右。 

(？ 5) 倉 田 一郎 『経済と 民間伝承』、 東海 書房、 一九 四 八 年。 

(go 原暉 三、 前掲 書。 

き 網 野善彦 は、 「古代. 中世 • 近世 初期の 漁携と 海産物の 流通」 (『講座. 日本 技術の 社会 史 第二 巻 塩 業 • 漁業』、 

日本 評論 社、 一九 八 五 年) において、 次のように 述べて いる。 

「いずれにせよ 贄 として 貢 進され た 物品が 水産物 I 海の幸と 鳥、 菓子、 木の実、 獣肉 等の 山の幸で あり、 農業 生産物 

を まったく 含まない 事実 は、 水田 的な 秩序に 基づく 租調庸 の 体系と は 異質な もう 一 つの 基礎 を 天皇家が 持って いた こ 

と を 示す ものと いえよう。 私 はい まも それが、 山野 河 海に 対する 天皇の 支配権 I 本来、 『公私 共 利』 だれもが 自由に 


471 伝統の 変貌と 持続 


出入で きる が ゆえに だれの もので もない、 『無 所有』 の 本質 を 持つ 山野 河 海に 対する 人民の 関わり を^ 錯 させた とこ 

ろに 成立して いる 天皇 支配権の 発現、 と 考えて いるが、 神饌の 中で 農産物より 水産物の 比重が 重い という 渋 沢 (敬 三) 

氏の さきの 指摘 も、 この 問題と 深い 関連が あると 思われる」 

『日本 保育 学会 第三 八 回 大会 研究論文 集』 (一九 八 五 年)、 ニニ 〇— ニニ 三べ— ジ。 

§ アイヌ 文化 保存 対策 協議会 編 『アイヌ 民族 誌』 上、 第 一 法規 出版、 一 九 六 九 年。 

§ 向井 豊昭 「アイヌ の 子どもたち」 『コ タン の 痕跡』、 旭川 人権擁護 委員会 連合会、 一九 七 一年。 

(お) 長 田須磨 『奄 美女 性 誌』、 農 山 漁村 文化 協会、 一九 七 八 年。 

(S) 柳 田 国 男 『遠 野 物語』、 聚精 堂、 一九 一 〇 年 (『定本 柳 田 国 男 集』 第 四 巻、 一九 六 八 年)。 

(お) 柳 田 国 男 『後 狩詞 記』、 一九 〇 九 年、 自版 (『定本 柳 田 国 男 集』 第二 七 巻、 一九 七 〇 年)。 
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「日本人と は 何 か」 という 問い は、 具体的に は 日本人の 意識 や 行動の 根底に よこたわって 

いる 世界観 や 宇宙観 を 問う ことに ほかなら ない。 もとより、 その 世界観 や 宇宙観の 素材 は 

日本 だけに あるので はなく、 他の 民族と も 共通して いる。 しかし 日本人 は その 素材の 組み 

立て 方、 また 組み立てた 観念の 構築物 を、 長い 時間 を かけて 成熟 させ、 細部 を 洗練 させて 

いくやり 方に ついて、 やはり 独自の すぐれた もの を もってい たと 考えざる を 得ない。 その 

証拠と して トヨ タ マ ヒメの 神話 を 挙げる だけで 充分であろう。 

この 神話 は、 素材から すれば 外国に も その 例 を 見出す ことので きる メ ル シナ 型と 呼ばれ 

る 海の 女との 結婚で ある。 だが その 素材に 肉付け をす る ことにお いて、 古代 日本人 は 非凡 

な 才能 を 発揮した。 神話の 背景に は、 海 彼の 異 民族との 接触が もたらした 悲劇が あり、 そ 

の 悲劇が 哀切な 一 篇の 物語 を 生んだ。 それ を 可能に したの は、 日本人の 海 彼に 寄せる 係 恋 

が 古来 高鳴り をつ づけて いるから である。 日本人が 猪に 立つ ときの 甘美な 憧憬の まなざし 

を 自分な りに 追ってみ たのが 「常世 論」 である。 

常世 は 煙波の かなたに 融合した 時空で あり、 日本人の 記 慮の 始源 にある 存在で ある。 
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そこから 来訪す る 常世 神 は 日本人の 記憶の 始 源の 象徴と して 現前す る。 常世 神が 現世の 

人び とに 祝福 を 与える 行為の 伝統 は、 能の 「翁」 や 南 島の 祭祀に 登場す る 「一一 ライの 大主」 

の 姿に 受けつ がれて いる。 

先日 北京に 旅行した 際、 私 はたまた ま 京劇 を 見る 機会が あった。 役者の 所作に も 顔の 彩 

色に も、 歌舞伎が 京劇の 影響 を 受けて いると ころが、 いやで も 目についた。 そこで 能 は ど 

うであろう かと 考えた。 「翁」 に は 京劇 は 影 を 落して いるか。 「能」 はまった く 別の 世界の 

芸術で あると 思われた。 

弥生時代 以来、 中国 文化の 圧倒的な 影響の 下に 展開して きた 日本 文化の 中で、 その 独自 

性 は どこ に存 する かとい う 疑問に 思い をめ ぐらした とき、 私の 前にし きりに ちら ついた の 

が 「翁」 の 幻であった。 この 「翁」 の 芸術 を 背後から 支える 常世の 思想 は、 中国の ように 

途徹 もない 広大な 大陸に は 生まれに くく、 四周 を 潮風に さらされた 島国で こそ、 発達す る 

という 感慨 を 抱いて 私 は 帰国した のであった。 

日本の 民俗の 素材が 海外から 輸入され たと する 考え を 安易な 発想と してきび しくい まし 

めた の は 柳 田 国 男であった。 日本人の 海外 調査が 少なかった 戦前 は、 日本 民俗の 独自性 を 

強調す る 柳 田の 主張 は、 学界の 指針 ともなり 得た。 しかし、 柳 田の 没後 間もなく 始まった 

日本の 高度 経済成長 社会 は、 日本人の 海外 渡航 熱 を あ ふりたてた。 そして 海外で 多くの 日 

本人が 自国と 酷似した 民俗に 接触す る 機会 を も つ た。 

では 柳 田の 教訓 はもう 役に立たなくな つたので あろう か。 私 はそう は 思わない。 日本の 

民俗の 素材 は その 殆どが 海外の 諸 民族と 共通す る ものである こと は 明らかになって きてい 
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る。 しかし その 素材 を もって ー篇の 神話 や 伝説 や 物語 を 構築す る 方法 を 通して、 日本人 は 

虫自の 民俗 文化 を 作り あげたと いう ことができる。 こ の 点 は 民俗学 者 も 文化 人類学者 も あ 

まり 注意して いないが、 重要な 視点で ある こと を、 ここに 力説して おく。 

「日本人と は 何 か」 という 問いに こだわり つづける ことで 私の 戦後の 時間の 大半 は 消費 さ 

れた。 それ は 日本 文化の 独自性 を 讃美す る 閉鎖 的で 狭 な 精神と は 程遠く、 その 独自性の 

.na 求の 果てに 「人間と は 何 か」 という 問い を 発見す る こと を 念願した ものであった。 人生 

の 持ち時間 も 少なくな つてき た 今、 私 は 「人間と は 何 か」 という 問い をめ ぐって 自分な り 

に 決着 を つける ベ き 時期が 到来した こと を 自覚して い る。 

さいごに 一言。 私の 著作 集 は 本 巻 を もって 終り を 告げる。 十 年 近く かかって 完結した が _ 

その あいだ 付き合って 下さった 読者の 方々、 ならびに 編集の 任に 当たられた 増 田 政 巳 氏に 

心から 感謝の念 を ささげる。 

一 九 八 八 年 十月 尽日 

谷川 健 一 


初出 一覧 

第 八 巻 は、 『常世 論』 (平凡 社刊 一 九 八 三年) 『日本 民俗 文化 大系』 (小学館 刊 一 九 八 三年？ 一 九 八 六 年) より 収録した。 
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「日本人の 宇宙観」 

古代人の 宇宙 創造— 『日本 民俗 文化 大系 第二 巻 太陽と 月』 一九 八 三年 四月 

星と 風 をめ ぐる 観念と 民俗. I 同 右 

古代人の カミ 観念— 同 右 

儀式の 演劇 性— 『日本 民俗 文化 大系 第 七 巻 演者と 観客』 一九 八 四 年 一月 

「国津 神と 天津神」 

王権の 発生と 構造— 『日本 民俗 文化 大系 第三 巻 稲と 鉄』 一九 八 三年 二月 

国と 島の 日本 像— 『日本 民俗 文化 大系 第一 巻 風土と 文化』 一九 八 六 年 五月 

伝統の 変貌と 持続— 『日本 民俗 文化 大系 第 十二 巻 現代と 民俗』 一九 八 六 年 一月 
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